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はじめに

本害は、1994年1月発売の車両について、点検，整備の要領を記�しています。点検.格備に際し

て正確，迅速な作業をしていただくために、 本咨を充分にご活川ください。

なお、 その後の変史により記�价1(が車兩と�なる場介がありますので、あらかじめご /承くださ

1994年 3 月
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4 - 1 シリンダヘッドガスケット

取り外し、取リ付け

5 バルブステムオイルシール .

5 - 1 バルブステムオイルシール

取り外し、取り付け

6 オイルボンプ -

6 - 1 オイルボンフ
。
』�り外し、取り付け

八.総説

1

^
- 1 0201 整備編の見方‘

1- 1 �備編の見方 -，

2 使用記号略号の意味

3 一般作業上の注意 ^

4 ジャッキアップ‘

5 4 西〇車のけん引（移動）時の注意事項 八 - 6
6 リフト支持箇所およびリジッドラック

支持箇所

7 集中チェックコネクタについて

クコネクタ端子配列

クコネクタ短絡方法

7 - 3 5 5丁による短糸各ノバ去 .

: 八- 1 025

八- 3
0-25
0-29八- 5

029

6 - 2 オイルポンプ分解、組み付け

7 クランクシャフトフロントオイルシール
匕二7 033

I 八一 8 I
1

^
- 8 ¦ 0377 - 1 チエツ

- 8 7 - 1 クランクシャフトフロント

オイルシール取り外し、取り付け

8 ピストン

8 - 1 ピストン取り外し、取り付け …

9 ェキゾーストパイブ，

9 - 1 ェキゾーストパイプ取り外し、

取り付け

10 ラジェータ

10- 1 ラジェータ5�り外し、却（リ付け（ピック）

7 - 2 チエツ

037八- 8
039日.点検整備

0391 定期点検整備方式 -

2 メーカ推奨項目

3 点検整備要領

3 - 1 かじ取リ装置

3 - 2 制!

^
装謨

3 - 3 忠行装黃

3 - 4 緩衝装;没

3 - 5 勋力伝违装置

3 - 6 電気装芯

3 - 7 I細機

3 - 8 ばい煙、悪臭のあるガス、有宵な

ガス等の発敗防止装茜“

4 メーカ推奨項目整備要領

4 - 1 動力伝達装策

4 - 2 原動機

13- 1

1

^
- 7 ) 049

8- 9

^「巧厂¦ [〇-491

13

8-16

( 8-20 ,
「3-21

厂«-25

052

10- 2 ラジェータ取り外し、取り付け（バン）

055 ！

10- 3 ラジェータファン点検 .

1 1 サーモスタット

11-丨サーモスタット！

^
り外し、】仅リイナけ

0588-28

[(:-60

I卜39

I 0-60 I15-42
1 2 ウォータポンプ '

12- 1 ウォータポンプ取リ外し、取り付け

0628-42
13-43

0-62¦

¦ 0641
- I 064

I 065]

13 ターボチャージャ6インタクーラ

13- 1 エア八イパスバルブ点検 .

13- 2 ターボチャージャ過給圧点検 ，

13- 3 ターボチャージャ八ソ取り外し、

取り付け

14 エンジン八ソ‘

14- 1 エンジン八乂取り外し、取り付け

【[「-N5、巳「一巳5、 一丁5型エンジン】

1 エンジン基本点検 . 〇1

1- 1 エンジン点検、調整 レ1

2 タイミングベルト

2 - 1 タイミングベルト取り外し、取り付け

011

0-66

「0-721011

3 カムシャフトオイルシール .

3 - 1 カムシャフトオイルシール

取り外し、取り付け

3 - 2 準備品

4 シリンダヘッドガスケット

017

[〇-72]
し〇-781
[。-78]

15 燃料系統017

15- 1 フューエル配管図「 017

020
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15- 2 フューエルタンク取り外し、取り付け

(ビック “

15- 3 フューエルタンク取り外し、取り付け

(バン:ビ1二N5、ビト
、
』、卜こド-丁3)

15- 4 フ ュ ー エ ル フ イ ル タ1¢(リ外し、月�り付け

肝必別-丁5〉

15- 5 キャブレタ取り外し、取り付け

15- 6 フ ュ ー エ ル デ リ 八 リ ハ
。
イ ブ 公

インジェクタ汨卜'只5、 丁5) ”

16 エンジンコントロールシステム

16- 1 システム慨要

16- 2 エンジンコントロールシステム点検

[〇-197；
『197]

20 充電装置

20- 1 システムは¦

20- 2 オルタネータ取り外し、取り付け

0 83

087 0-199

，駆動

090 1 クラッチ

1 - 1 クラッチペダル調整 し
1- 2 クラッチぺダル取り外し、収リ付け

0- 1

092 〇- 1

〇 20̃97

0100 1- 3 クラッチケーブル取り外し、取り付け

0-100 〇- 4

1- 4 クラッチ取り外し、取り付け

2 マニュアルトランスミッション

2 - 1 マ ニ ュ ア ル ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 識 別

0- 7

0105 1)-13

16- 3 故陣診断

16- 4 中-体点検

16- 5 スロットルボデー取り外し、取り付け

册必）

16- 6 スロットルボデー取り外し、取り付け

邮-丁5)
17 エミッションコントロール‘

17- 1 排出ガス浄化装置一覧表

17- 2 排出ガス�化システム図図

0109

0149 0-13

2 - 2 マニュアルトランスミ

取リ外し、取り付け …

2 - 3 エクステンション

シール取り外し、取り付け“

2 - 4 スピードメータドリブンギヤ

取り外し、取リ付け

ノクアップランプスイッチ八ヅ

取り外し、取り付け

2 - 6 トランスポジションディテクト

スイッチ八乂（ 151検出用）取り外し、取り付け

シ ヨ ンツ

0161 13-14

ウジングオイルノヽ

0164 13-31

0167

0167 0-33

2 - 5 パ.
0169 0-36

17- 3 空燃比制御装�（屯子制御燃料

噴射制御:[ド-丑ミ石ド-丁引

17- 4 徘出ガス洱循说装芯汨ド N5)

17- 5 点火時期制御装道

17- 6 滅速時制御装其

17- 7 補助制御装置 ……

17- 8 俳気過熱�報装萬

17- 9 燃料蒸発ガス排出抑止装;

^17-10 ブローハ1ガス還元装某 -‘

17-11 吸入空気温自動調整装置 …，

18 点火装置

18- 1 システム図 .

18- 2 イグニシヨンコイル

18- 3 点火プラグ

18- 4 ディストリビュータ

19 始動装置

19- 1 システム図，

19- 2 スタータ取り外し、取リ付け

0177

0-178 1)-38
0180 2 - 7 シフトケーブル八乂、セレクト

ケーブル八乂取り外し、取り付け

2 - 8 トランスミ

取り外し、取り付け

3 才一トマチックトランスミッション

0182 1)-39

0185 ン フ ロ ア シ フ ト 八 乂ツンヨ

「0-41 」0187

0187

0188 0-43

0189 3 - 1 才ートマチックトランスミッション

搭紙車の注意

3 - 2 基本点検、凋幣

3 - 3 機能点検

3 - 4 才一トマチックトランスミッション

1[�リ外し、对)（リ1十け

0191 0-43
0191 0 44

0191 0-46
0192

0-192 13-51

[〇-194

0二194]
[ -195]

ウジングオイル3 - 5 エ ク ス テ ン シ ョ ン ハ

シール取り外し、取り付け 0-68
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3 - 6 スピードメータドライブギヤ

取り外し、取り付け

3 - 7 スピードメータドリブンギヤ

取り外し、取り付け

3 - 8 オイルクーラホース片乂リ外し、！(《り1十け

4 - 9 ユニバーサル \\7ヨークジョイント八乂

取り外し、取り付け

5 アクスル ，

5 - 1 フロントアクスル取り外し、取り付け

[〇-152 ,

0-1541
1)-70

0-72

0-154
1)-73 5 - 2 フロントドライブシャフト取り外し、

取り付け

5 - 3 フロントドライブシャフト分解、

斜1みイ十け

5 - 4 リャアクスル識別 .

5 - 5 リヤアクスル

取り付け

5 - 6 リャアクスルシャフト取り外し、

取り付け

6 プロペラシャフト

6 - 1 プ ロ ペ ラ フ ロ ン ト シ ャ フ ト 取 り 外 し、

取り付け

6 - 2 プロペラシャフト八ゲ取り外し、取り付け

3 - 9 トランスミッションオイルノぐン5/厶

(リ外し、 り付け

3 -10 トランスミッションオイルフイラ

チューブ5/八取り外し、取り付け

3 -11 ニユートラルスタートスイッチ八ソ

取り外し、取り付け 【
3 -12 トランスミッションソレノイド八乂

取り外し、取リ付け I

3 -13 スピードセンサ取り外し、取り付け

0-174
0-77

0-179

0-78 0-185

ウジング八V取り外し、ノ、

0-79 0-186

0-192〕
1)-197」

0-81

0-82

由-197」3 -14 コントロールケーブル八乂取り外し、

取り付け

3 -15 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル

コ ン ピ ュ ー タ 八 ン
，取リ外し、取り付け

3 ̃16 屯子制御系統

3 -17 キーインタロック付きシフト

0̃83

1)-200

¦0-87〕
[〇-88]

7 デフアレンシャル

7 - 1 フ ロ ン ト デ フ ア レ ン シ ャ ル 取 り 外 し、

取り付け

7 - 2 フ ロ ン ト デ フ ア レ ン シ ャ ル 分 解、

組み付け …

7 - 3 フ ロ ン ト デ フ ア レ ン シ ャ ル コ ン パ ニ オ ン

フランジオイルシール取り外し、取り付け

0-202

0-202

(1)-114 1

1

"
」

[〇-124]

ロック装置

4 トランスファ

4 - 1 トランスファ識別

4 - 2 トランスファ4又り外し、片�リィ寸け

1)-209

0-125 1)-225
4 ̃ 3 ト ラ ン ス フ ア ケ ー ス オ イ ル シ ー ル

片�り外し、』汉り付け

4 - 4 トランスポジションデイテクト

スイッチ八バ 2 XV〇- 4 界1)検出用〉取り外し、

取り付け

4 - 5 トランスポジションデイテクト

スイッチ八ン（只-N-1検出用）取り外し、

取り付け

4 - 6 マルチコントロールシステム … 〇̃141

4 - 7 パワーテイクオフ八ン取り外し、

取，）付(ナ

4 - 8 パワーテイクオフケーブル八乂

4’�り外し、1[又り付'け

7 - 4 フロントデフアレンシャルサイド

オイルシール取り外し、取り付け

7 - 5 リヤデフアレンシャル取り外し、取り付け

0-134 0-228

10-233；
7 - 6 リヤデフアレンシャル分解、組み付け0-137

1)-235
7 - 7 リ ヤ デ フ ア レ ン シ ャ ル コ ン ハ

。
ニ オ ン

フランジオイルシール取り外し、取り付け0 1 3 9

— 〇 2 4 9

7 - 8 デ フ ア レ ン シ ャ ル ロ ッ ク シ フ ト

ア ク チ ュ ェ ー タ 八 乂 取 リ 外 し、取 り 付 け0-146

0-252

デフロック機構 0-2540-150 ーパー7 - 9 ス
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3 - 8 屯�パワーステアリングギヤ八乂

取リ外し、取り付け（ 4 ポ〇.丁/〇付审〉〇一】 11 エンジンマウンティング

1- 1 エンジンマウンテイング取り外し、

取り付け -…
2 サスペンション

2 - 1 ホイールアライメント

£-70
3 - 9 屯�パワーステアリングギヤ八ソ

分解、組み付け 〔
3 -10 ドラッグリンク』汉り外し、 り付'け

(マニュアルステアリングギヤ11：様ホ）

已- 1
ビ-811

^
- 3

£- 3
クアブソー八取り外し、2 - 2 フロントシ

取り付け

2 - 3 サスペンションロアアーム(&ストラット

ヨツ

£-87卜:- 8
3 -11 タイロッド八乂（尺!卜し只）取り外し、

取り付け

3 -12 ステアリングセンタアーム取り外し、

取り付け（ 4…〇-丁/〇屯�ハ
。
ワーステア

巳-90八一取り外し、取り付け

2 - 4 サスペンションロアアームぬストラット

バー(八135装着車〉取り外し、取り付け

1

^
-12

リング装�車〉 卜:-93£-15

3 -13 ステアリングセンタアーム分解、

組み付け

3 -14 ハ
。
ワーステアリングコンピュータ

对义リ外し、4�リ付け（アトレー系，八/丁ホ.
八35付）

3 -15 已1)3リレー取り外し、取リ付け

(アトレー系，八/丁巧い八85付）……

4 車速感応型電動パワーステアリング機構

2 - 5 リヤショックアブソー八取り外し、

取り付け

2 - 6 リヤリーフスプリング取リ外し、

取り付け

2 - 7 リヤサスペンションアーム怂

リヤコイルスプリング取リ外し、取リ忖け

只-99卜：21

£-24
上-103

ビ-106£-27

2 - 8 ラテラルコントロールロッド

取リ1十け、取り外し

3 ステアリング

3 - 1 ステアリングホイール（ 2 本スポーク，

樹脂製)取り外し、取り付け 〔
3 - 2 ステアリングホイール（ 3 本ポーク，

ウレタン製）取り外し、取り付け I :
3 - 3 ステアリングコラム八乂（�准馨

^
/丁単〉

】�り外し、取りI十け I

3 - 4 ステアリングコラム八ヅ（標咿）分解、

料Iみ付け I

3 - 5 ステアリングコラム八乂（チルト機構付.

^
/丁，ド）】[《り外し、祁（りイ十け

3 - 6 マニュアルステアリングギヤ八乂

取り外し、取り付け

3 - 7 マニュアルステアリングギヤ八乂

分解、組み付け ，

ビ-108已-30
已-1084 ̃ 1 シスァム梅E要'

4 - 2 準備品

4 - 3 作業上の注意

4 - 4 故隙診断

5 - 1 フ
，
レーキ点検、，调整

5 - 2 ペダルブラヶットおよびブレーキ

ペダル取り外し、取り付け

5 - 3 ブレーキマスタシリンダおよび

ブレーキブースタ取り外し、取リ付け

£-32
ビ-111
ビ-111卜:32

巳-115
トン155卜:-35

1

^
-155

£-39
已-158

丑-44

レ161£>48

5 - 4 ブレーキマスタシリンダ分解、

糸IIみ1才け

5 - 5 ブレーキブースタ作觔点検 .

5 - 6 ブレーキブースタ分解、組み付け

レ163匕-53」
只-168

£60

£-170
5 - 7 ド八ルブ作�点検 卜:-173
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5 - 8 し3 1)从ノ、つレブ片乂リ外し、片�リイ、1け 2 - 2 フロントドアロック怂アウトサイド

ハンドル沖（り外し、耳�り付け

3 リヤドァ

3 - 1 リヤドアガラス公レギュレータ

取り外し、取り付け

3 - 2 リヤドアロック公アウトサイド

ハンドル取リ外し、取り付け

4 バックドァ

4 - 1 ノゞックドア 】权リ外し、対�リ1十け

£-177 ド-10

5 - 9 フロントディスクブレーキハ
。
ッド

却（リ外し、沖（りィ1け

5 -10 フロントディスクブレーキキヤリノ、。八ヅ

およびディスクロータ取り外し、取リ付け

ド-11
£-179

卩づ1

1

^
-12

1？：13 ¦

£-182

5 -11 フロントディスクブレーキキャリパ八乂

分解、組み付け

5 -12 リヤブレーキドラム】汉リ外し、(リ付け

£-187
ド-13

ビ- 190 4 - 2 バックドアロック怂アウトサイド

ハンドル取り外し、取り付け I

5 パヮーウインド

5 ̃ 1 ノぐワーウインドマスタスイッチ

(巡�席）および助手席スイッチ取り外し、

取リ付け

5 - 2 リヤドア八ワーウインド

レギュレータ怂スイッチ取り外し、取り付け

5 -13 パーキングブレーキ取り外し、取リ忖け ド-14
£-194 卜、15

5 -14 八85アクチュェータ取り外し、取リ付け

,ビ-1951

5 -15 フロントスピードセンサ取り外し、

取り付け

5 -16 リヤスピードセンサ】ヒリタトし、 リ1，1け

ド-15

卜：-197

卜：-198 1

^-
20

5 -17 6センサ取り外し、取り付け

5 -18 八83コンピュータ取り外し、取リ付け

6 パワードァロック

6 - 1 構，細，

7 バックドァパワーロック

7 ̃1 八ックドアパワーロック怂スイッチ

0)外し、』[�リイ十け

8 ツインコスミックルーフ

8 - 1 ツインコスミックルーフ取り外し、

取り付け I

8 - 2 ツインコスミックルーフ八丫調格

只-199 ¥-21
¥-21

£-200 ド-24

6 アンチロックブレーキシステム（八日5)

1

^
01 卩-24

6 - 1 システム概要

6 - 2 準備品，

E-2()\ ¥-27
卜:-205

6 - 3 作業上の注�^

6 - 4 故障診断

6 - 5 八8 3アクチュエータ機能点検

6 - 6 申�点検 .

£-205 卜27

£-209
£-246 ド-32

8 - 3 �点検

8 - 4 現象別トラブルシューティング

£-249 ド-33

1 建て付け調整‘

1- 1 フロントドア …

1- 2 リャドァ

1 ― 3 ノぐソクドア

1 - 4 ツ イ ン コ ス ミ ッ ク ル ー フ

2 フロントドア

2 - 1 フロントドアガラス怂レギュレータ

取り外し、取り付け

1

^-
1 卩-37

9 バンパ …卩-1
9 - 1 ノくンノマ4�り外し、4又り1、1け

10 サイドストーンガード

10- 1 サイドストーンガードリ外し、

】[�リ付

^
ナ

11 リヤスポイラ

11- 1 リヤスボイラ取り外し、取り付け

[卜-451

^-
5

卜7

卜
，
- 8 1

^-
45

ド-46
1- 8

ドー46

12 キャンバストップ（パネルパン） 卜47
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1 2'1 キャン八ストッブ取リ外し、取りず，1け 0- 83 コンビネーションメータ

3 - 1 メータ内、ユニットの取り外し、

取り付け

3 - 2 ス ピ ー ド メ ー タ

ド-47
13 インストルメントパネル‘

13- 1 インストルメントパネル取リ外し、

取り付け

14 シート

14- 1 フロントシート取り外し、取り付け

1-48 〇- 8
0-10

ド 48 0-103 - 3 タ コ メ ー タ

4 ゲージド-49 0 1 1

0-114 - 1 フューエルゲージ

1—4 9 4 - 2 ウ オ ー タ テ ン パ ラ チ ャ ゲ ー ジ

4 - 3 ブ レ ー キ レ ベ ル ウ オ ー ニ ン グ ラ ン ブ

0-12

1 4- 2 フロントシート分解、組み付け …丨ド-51
14- 3 リャシート！(义リケトし、』�りイ十け …「卩-52

15 シートベルト

15- 1 シートベノレト片5(りダトし、1(乂リ付^け

0-13

0-15 ！
0-16 :

-「017 ¦

？̃ 55 4 - 4 オイルウオーニングランプ

4 - 5 排気音�報灯，

5 フ'ザー類

5 - 1 リ 八 ー ス ウ オ ー ニ ン グ ブ ザ ー

〔卩-551
〔卜-156 )16 へッドライニング

16- 1 取り外し、取り付け

17 電動力ーテン

17- 1 范�力ーテン取り外し、取り付け

0-17

卩一56 6 イノ、

6 - 1 フ ロ ン ト ワ イ パ モ ー タ 公 ア ー ム

018

¥ 6 2

0-18

卩-62 6 - 2 フロントワイパウオツシャ

6 - 3 リ ヤ ワ イ パ モ ー タ 公 ア ー ム

7 ヒータ

7 - 1 ヒータユニット

8 エアコン

8 - 1 新冷媒（尺1 3 4 3)に関する注意 …，

8 - 2 機能点検

8 - 3 クーリングユニットの取リ外し、

8 - 4 コンデンサの】反リ外し、1仪リ付け

0-23

1 7- 2 単体点検 ，

18 ダンプ機構

18- 】 整備作業ヒの注意

卩-64 0-25

卩-67 (；28

¦ 0-28 ¦

… I 0̃31

厂

^
！1

ド-67
,ボデーエレクトリカル

1 電源系 〇- 1
1 - 1 バッテリ公ヒュージブルリンク 0-31

〇- 1

1- 2 イグニションスイッチ

2 ランプ閲係

2 - 1 ヘッドランプ …

2 - 2 ヘッドランプ八ルブ取リ外し、取り付け

(アトレー系）

2 - 3 クリアランスランプバルブ取り外し、

取り付け

2 - 4 フロントターンシグナルランプ

取り外し、取り付け

2 - 5 サイドターンシグナルランプ

バルブ取り外し、取り付け ….

2 - 6 リヤコンビネーションランプ

バルブI�り外し、9(り付け

2 - 7 ライセンスブレートラン7°取リ外し、

取り付け ，

2 - 8 ライティングスイッチ

0- 2 0-32

〇- 3

03 - 0-3 3

- ！ 0-3 5¦
0-35 ¦

9 オーデイオ

0'* 4 クアイ9 - 1 バツ

，巻末資料

ロト10- 4 1 整備基準値

II卜111 - 1 エ ン ジ ン

〇- 5 1 - 2 駆 動

II- 81- 3 シャシ

0- 5 2 締付トルク

2 - 1 —般 規 格 ボ ル ト 、ナ ッ ト の 締 付 ト ル ク

把 摧 要 領

I卜10

；>1110 ]

^
1-11¦

0- 6

2 - 2 エ ン ジ ン

0- 6 2 - 3 駆制厂

2 - 4 シャシ07 11-15



八.総説
八

1

^
- 1 11 整備編の見方

1- 1 祭備編の兄力 -〃
2 使用記号略号の意味

3 一般作業上の注意 ”

4 ジャッキアップ‘

5 4 西〇車のけん引（移動）時の注意事項 义- 6

6 リフト支持箇所およびリジッドラック支持箇所

卜- 1 1

ス- 3 I
八- 4

八- 5

，I 八- 7
…丨 八- 8
ド- 8

…し 八- 8
！八:互

7 集中チェックコネクタについて

7 - 1 チ ヱ ッ ク コ ネ ク タ 端 子 配 列

ク コ ネ ク タ 短 絡 ナ/法 …

7 - 3 5 5丁 に よ る 短 絡 方 法‘

7 - 2 チエツ



整備編の見方

1 整備編の見方

1-1 整備編の見方

1-1-1 準備品
作袋に

、
与たってあらかじめ準備すべき55丁、 に具、計器、 油脂傾等が必紫:な場合、 各项の初めに,備品と

して及にまとめ妃攸しています。

ただし、 格備に場には常備されていると恐われる一般1：只-、 ジャッキ、 備；％については通常饩略してい

ます。

1-1-2 作業手順と構成部品図

1,各セクションのはじめに記攸している構成部品は¦は、 構成部品の名称、 取り付け状態等が分かるように

しています。

2,図中の番号で取り外し手顺を表すとともに、 再使用不可部品および締付トルクを明記しています。



1-1-3 本書に省略されている内容
本 'には次の要索作袋の記敉を饩略することがありますが実作袋においては'火:施してください。

1.ジャッキ作龙およびリフト作龙

2,必要に応じて行う取り外し部品の淌榀、洗浄

3.「I祝による点検

1-1-4 用語の定義

〇〇 点検、 凋辂時の,!午界砘问の値を炎します。

む滅3 点検、 ，凋格時に越えてはならない

“
人攸，または从小阶を衣します。

�準値を知るための測定ん法が⑷雜な�、；際卜- 小具合発卞の恐れのな

^
、場合に油略�定法における�準

�を衣します。
〔参考〕

差 /»2[大すき間と破小すき間の差を及す値をいいます。

作龙袈領で特に注尨すべき事項や笟止如項を明

“
しています。

5313102
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八11101113110 丁「311511

“
551011

(オートマチックトランスミッション)
(^1仙式トランスミッシヨン

1じ!'卜〇 0113

^̂
過給饯

(ターボチャージヤ）

(ボルト）

(スクリユ） 椋囀ボルト、 スクリユ、 ナット、 ワッシヤを閃屮で�略して衣祝する�合の

(ナット）

(ワッシヤ）

8〇11

N111

\\35レ厂 "
己り

5513103

使用記号略号の意味

2 使用記号略号の意味
本書には下記の記けを使用しています。

怠 味記

^ 卜1N311(1 (ライトハンド） む 侧1州

(レフトハンド） 左 侧し6【1 ㈠110(11-11
(フロント）卜’「〇〇1

後(リヤ）1レ抓仙

�吧という念味で、 メーカーで紐み立てられたとき使川されている部品サイ

ズが撩雕であることを炎示する。
5130(

^
3

^(スタンダード）
5丁0

拉期の使川で咿粍したり、 何㈣かの脱符によってはめ介いがゆるくなったも

のには、 はめる侧（たとえばビストン）を人きな寸法のものと交換すること

により、 川尹側は�使川できることになる。この5丁1)より寸法の人きいもの

を0/5で及ボする。

0、.《?广 5517.6
ノズ—

0/5
サイズ）(ォー

0/5の墚合と14樣、 はめられる側（ブッシュ、ベアリングなど）を穴の小さい

ものと交換することにより、 科I手側（シャフト）が外使⑴できることになる。

この5丁1)より 、】法の小さいものをじ/

^
で衣ボする。

じ/5
(アンダサイズ）

’1’〇卩 0*?»«!〇？010『
シリンダにおけるビストン上死点後八丁00

(アフタトップデッドセンタ）

丁〇口�）

^
3(1〇！！11げ

(ビフオアトップデッドセンタ）
シリンダにおけるピストン上死点仙8丁1)(：

吸シI系を炎わす。(インテーク）1，\ 111131

俳奴系を衣わす。(ェキゾースト）卜:X

500161V 八1110111〇1彳\，(？ ビ叩丨066「5 オイルを衍ボするときに01 游というのがこの5八卜:济

”
である0 これはアメ

(ソサイティオブオートモーティブリカの卩觔ホ技術協会 《略して5八？：）が�定したもので淞りが大きいものほ

ど粘度が商く、 小さいほど粘度が低い。
5八6

エンジニア）

エンジンオイルの性能を,;中価分�するものとして米卜1心‘油協会規�（略して

八ド1サービス分類）が)1】いられる。

ガソリンエンジン川では、80,5巳、5ドなど、デイーゼルエンジン用では、

0(：、 01)などの分？!0がある。

八！110「1030 1\，1厂〇160111 11151111110

(アメリカンペトローリアム

インステイチュート）

八？1

5

^
100

^
1

^
6

^
100 丁〇〇1

(スペシャルサービスツール〉
待殊丁.1155丁

締付トルク(トノレク）’10

^
110

2 個以上のヤー部品または，サブアッセンブリ部品を組み合わせて街合体を
(アッセンブリ）8801111)1V

なす部品

8〇卜八5

^
6111匕！》

，

(サブアッセンプリ）
2 �以丄の叭 』じ品が浓接，カシメ％.姑合された�品5/八

(ウイズ） 以ドのものが付く。（例 ⑼/ワッシヤ…ワッシヤ忖き）\\7 XVIII！

1ね

“
叫

(ブライレーテイング)
タイヤの強さを及し、 挢リの人きいものほど強くなる。

N13711131 I厂3118⑺155100

(マニュアルトランスミッション）
于歩カムトランスミッションN1/丁

汀

⑧

⑤

@
⑱

八



3 一般作業上の注意

1,ジャッキアップおよびリフトアップ

《1) 中両の�後および後部だけジャッキアッブする�作には、 必ず輪止めをして安全な作業をする。

(2) 屯岡をジャッキアップしたときは、 必ず指定简所をリジッドラック（ホイールスタンド）で支える。

(3)¦ド肉をリフトアップする�作は、 必ず指定简所にリフトの受台をセットしてリフトアップする。

また、 リフトアップ後は、 必ず安全装;1

^
を掛ける。

2,電�系統の修理、 エンジン脱符等の場合は、 バッテリのマイナス端子を切離した後に作業を行う。

(時計装着屯はバッテリのマイナス端子接続後、 時31合わせを行う）

3,燃料系統の修理

燃科�射ムエンジンは、 燃料の卬力が�いので次のことに注意する。

⑴ ユニオンポルトを取り外す場合、 ウェス3；で燃料の飛�を防ぎながらユニオンボルトを徐々にゆるめ

る。

(2) 各接続部分は�定トルクで締めつける。

(3) 各接続部分は�定のクリッブを取り付ける。

4 ,作装の能中および精度の¦ら】上を図るため、 ％丁(特殊 1:1も）を苻効に活用する。

5,取り外し、分解

(1) 後雑な�所は、 組付作業が界易になるように、 機能上影響のない�所に刻印、合わせマーク等を付け

る。

⑵ 一つ一つの部品を取り外すごとに、 その部分が組み付けられていた状態、 変形、破�、 荒れ状態、傷

の行無などを点検する。

(3) 取り外した部品は順序よく整理し、 り�える部品と再使用する部品とを区分する。

(4) �使用する各部品は充分な清掃、 ？先浄作業を行う。

(5) 部品の点検、 測定

與使用する部品は、必要に応じて詳細な点検、 測定を行う。

6,取り付け、組み付け

(1) �い部品を正しい手順で定められた基�し脚幣数�、 締付トルクなど）を守って組み付ける。

(2) 部品を交換する場合には、 純正部品を使用する。

(3) 简所によってはシールパッキンやグリースの屯布を忘れないこと。

(4〉 ハ
。
ッキン、 ガスケット類、 コッタピンなどは必ず新品を使用する。

(5) シールポルトを使川するときは、 衍定の液状ガスケットおよびシールロック�を唆布して使川する。

(6) ポルトおよびナットは、 規定のものを⑴い、 特別な注記の無い限りトルク及/了くの側を、トルクレンチ

を使⑴して、 規定トルクで締め付け、 反対側に回り �I：めがない場合は、 メガネ、 スパナ等で確灾に回

り』I：めを行う。

7,漏、 作龙確認

ゲージ、 テスタを使用して定められた格備基準値に調格する。

8 ,ホース如の扱い

(1) フューエルホース、 ウォータホース如は抜け、 谰れのないよう確灾に神人する。

(2) フューエルホースを取り外す時は、燃料がかからないよう行う。（エンジンマウントゴム等はガソリン

系の液体に対して付質が劣化する》1能性があるので特に注愆する）

9,タッチアップ

ボデー让て付け等でボルト頟を外したとき、 ポデーおよびボルトについた塗布而の�は車体色にて修正

を行う。

八一 4



ジヤツキアップ

4 ジャッキアップ

。ジャッキアップ支持箇所
フロント側…フロントサスペンションクロスメンバ

リヤ側…リヤデフアレンシャル

ンクロスメンバ（ターボ車）フロントサスペンシヨ

リヤ彻]…リヤデフアレンシャル

58151001



5 4 西〇車のけん引（移動）時の注意事項
1. 4 \乂13屯のけんり¦は、 必ず 2 琢〇にして行うこと。

また、トランスファシフトコントロールレバーは、

㈠-し切り換え装肴屯は趔位的に、 マルチセレクト小は

センタデフアレンシャルフリーの位;8にして行うこと。

5515 006 -

55151007



リフト支持箇所およびリジッドラック支持箇所

6 リフト支持箇所およびリジッドラック支持箇所



7 集中チェックコネクタについて

7-1 チヱックコネクタ端子配列
② ④① ③ ⑬

川

2 。ド5(1(；) 11 1⑤ ⑦ ⑭ ⑬

03 ⑫匕 10(- )
⑧ ⑧ ⑱ ⑭ ⑪

④ 1.1乍 十:
⑤ ： ⑭ビ卩5(1

^
)

⑮ 八85(7\ )

㈣
1：»

⑦ @ 八83(1)

八ハ丫し） 50151004⑰

'9) V，，
5515104

7-2 チヱックコネクタ短絡方法

55丁，エンジンコントロールシステムインスぺクシヨンサ

ブハーネス（0999卜87705-000)を接続して行いましよう。

55丁に設けたランプは、
#

屯�パワーステアリングシステム

のダイアグコード说み取リ⑴のランブです。

581'09991-87705-000は、 09991-87203-()()()と、

09991-87203-010を机み合わせたものです。

50

^
1002

7-3 55丁による短絡方法

1.エンジンコントロールシステムのダイアグコード出力、 02センサ作勋チェック

丁卜:【⑥⑴!'-XV)～氏③（汎-⑴問紐絡

2,屯了-制御式オートマチックトランスミッションコントロールシステムのダイアグコード出力

丁，〇(0)～E1③(评-3)間短絡

3,‘屯�パワーステアリングのダイアグコード出力

下①⑴- 尺）問短絡

4 .八85 システムのダイアグコード出力

丁〇⑮(卜只)～ビ，③( 13)問短絡

八135 システムのテストモード出力

丁5(@(乂-6)～E1③（ \V-E)¦•"¦1短絡—テストモード点検—丁。@(ソ-じ）～ 問短絡

除 - (〇.(西-日 卜 ぃ 等 は、5 5丁 の 線 色 を 表 す。

- 点 検 要 領 の 詳 細 は 各 点 検 項 目 の ペ ー ジ 参 照

八 一 8
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11118.点検整備■■11

3̃ 1 I1 定期点検整備方式

2 メーカ推奨項目 ，

3 点検整備要領 ……

3 - 1 かじ取り装策

3 - 2 制動装策 ……

3 - 3 遂行装黄 ……

3 - 4 緩衝装置 ……

3 - 5 Iカカ伝违装；没

3 - 6 電気装置 ……

3 - 7 ゆ:�機

3 - 8 ばい煙、惡兒のあるガス、苻害なガス方の

発散防止装芯

1 3- 7 1
I卜9

6
I卜9

点
15-13

検8-16
整1 1

^
-20 ¦

( 8-21 備
8-2 5

8-2 8

“
39

4 メーカ推奨項目整備要領

4 - 1 動力伝達装置

4 - 2 原�機‘

8-42
1

^
-42

I卜43

/



ボールジョイントのダスト

ブーツの％裂及び��

迚拈部の�托及び取付状態

ナックルアームの屯裂

及びナックルとの取付状態

迚結郎のがた

ナックルとフロントア

クスルとのすき叫

卜ーイン キヤンバ キヤスタ

015’± 13〇' 3'!〇
,
±13〇

,
0 ± 1

3
：

05
，
±1
，
3〇
,

ホイールアライメント 上段：乂-5100卩，\し5110ド，
乂一51000,乂一31100

ド段：乂-5100ソ，ソ-5110ン，
\し5120\\ \し3130ソを

'
7くす。

内側 外�
ノ「:右の酎紜角度

34.45 —3。～〇
,

36 20 -3

^
0

「電動式』は点検
ベルトの緩み及び�氓

不要

「電勅式』は点検
油漏れ及び油缺

イく要

入4
/

^
時のみ取

“
けの緩み

汕泯れ 糸1

取付けの緩み

軸受部のがた

「ラックビニオン

式」は点検不要
ギヤのバックラッシュ

緩み、がた及び拟彻

遊びは九進状態にてホイールの外⑸で

八'1:0～3011110

卩：0～30咖

\1:マニアル

？:パワステ
遊び、 緩み及びがたン

卜
ル

搡作具合

定期点検整備方式

1 定期点検整備方式
1 - 巡行前点検項0の判定基吧は〇�ポ使用者に�知徹底を閃る。

2,「#」印は法規で義務付けられた点検時期を示し、「〇」印はその外メーカーで推焚することを示す。

3.「X」印は孩当しないことを示す。

4 ,「

^
」印は保安�品の定期交�をボす。その交換時期は一般迷行する不特定多数の屯を対象に定めてある。

促って-界しく走行条件の異なるものは、 これに咿拠して交換する。

5,厂※」印は初期点検のみをポす。（ただし、「※りは 1 力；1乂は�000

“
時点検を示す。）

6,刊定从準でいう「高速」乂は「商速走行時」とは801

^
/卜以上の速度で走行する場合をいう。

ッド及びア—ム�

ナックル

かじ取り中，
2

パヮ—ステアリング装
;

^

か

7
%

芯

装

じ

ギヤボックス

定判ホ位
？
』
)

12
か
：：：

》

肋

か
：：：

^

31
か
：：：

^

脱松

24
か
；¦

“

12
か
：：：

^

検

束

6
か
：：：

^
巡行
1)0

妬格



遊ひ 1～401111

路力 50

“
で踏込時

嵌1 陳板とのすき叫 98圆以上

(ペダル踏而屮心からフロントフ

ロアまで）

制勋力

& 後铪和 袖歎の20%以上
小り 左右の差 蚰歌の8 %以下

検舟時中I叫璽登
の50%以上

総 111

视作力 20

“
のとき

リIきしろ 6～10ノッチ

仝ストローク 19ノッチ

嵌 1

制觔力検赍時中阀重诘の20%以上

操作力 50一以下

糸 1

\1八乂～ \11、問にあること«1

「自仇调格式』は

点検不炎

�ザIV：さ後輪 4

使⑴限度後輪 1

「ディスクブレー

キ」は点検不要

標準怪後掄 180胃

使⑴限度後袷 181胃

「ドラムブレーキ」

は点検イヾ�
�咿げさ 10麵

使川限度 1111111

標準厚さ 12胃

(セ⑴限度 1117101

II

点検格碥项 [1 6
1；か

)1
1)-1

遊び及び踏み込んだとき

の床板とのすき間

踏みしろ及びきき具合

ブレーキのきき只-介

づIきしろ

ブレーキのきき異合

ラチェット部の咿託及び��

緩み、 がた及び拟僬

保れ、 ��及び取付状想

液 鼠

ホイールシリンダ及び

ディスクキヤリパの液

制れ

機能、 �粍及び川出

機 能

汕密及び紙密

ドラムとライニングとの

すき間

シューの摺釗部分及びラ

イニングの�耗

ドラムの喟耗及び��

バックブレートの状態

ディスクと/心/ドとのすき問

パッドの�托

デイスクの嗲托及び报似

广ノ从判叭位
(

千.
！
)

ケ—ブル和
」

ひバイブタンク
リング
"
，
.:..'

;
ゾ

、

'ャリパ

ロッド及びホ—ス及リザ—パマスタシリング
、

ホイ—ルシ

ブレ—キシュ—
ブレ—キドラム及び

ブレー广

ブレ—キペダル

^
¦

小ブレ
I

キレバ
I

倍乃装
;

^

ブレ—キディスク
/4.

びパッド

パック

装

凋

8

点検整備

万

12
か

;]
故

2

朗

3
か
：：：

每

け

^

8

IV

1
か
：：：

^

格川
24

かは

家

12
か
：：：

^

点



アクスル中心部における軸方向の

遊び 0.5

フロントホイールベア

リングのがた

アクスル中心部における袖方向の

遊び 0.1～0.8画以内

リヤホイールベアリン

グのがた

左心のたわみの不レ】

取付�の�み及び�似

「ポールジョイン

トム」は点検イヾ要
川似及び変形

111氓及び変形

定期点検整備方式

点検怙�時期

自家川 が龙用等巡

サア
「スタビライザを

イ]しないリーフ

式」は点検イヾ袈

7^1
連結部のがた及びアーム

^
の识傷

ン

シア
油浞れ及び�傷ブ

ッ？
クム取付部のがた

「オートマチックペダルの遊び及び切れた

ときの床板とのすき叫

遊び 15～25關

(レリーズベアリング当り始めまで）小」は点検不效ク

ラ
「オートマチック

小」は点検不要
ツ作 川

チ

液 X

取付部 (ブラケット部を

除く）の綏み及び川氓

緩

付
迚結�のがた衝 部

及
「コイルスブリン

グ汄」は点検イヾ袈
び リーフのずれ

装
結
部

ブラケットの取

“
けの�

み及び拟你

(靴七/仰，) 別紙参照タイヤの:タスII‘こ土

タイヤの�裂及び��

タイヤの溝の深さ及び光

状な窄耗
的I 淡 1.6 «まで

け

ホ
タイヤの金�片、 心その

他の異物

装 ホイールナットの締付トルク

9～121*8
，
�

ホイールナツト及びホ

イールボルトの緩み

リム及びホイールデイ

スクの拟俱

リム、サイドリング及び

ルホイールディスクの拟俱

シャシばね

アクスル
ハウ
：，

〆〆グ

フロント

リヤアクスル

名備準基定判位

？
』
)

12
か
：：：

^

3
か
：：：

^

1
か
：：：：

毎

24
か
：：：

^

12
か
：：：

化

6

かは行削
0項格検点

勛乃
3
ほ
％
：

^



点検辂说屮 II

油漏れ及び油欺

�作機構のがた

迚結部の緩み

广¦在淋 1
*

:部のダストブ

ーツの％效及び�似

スブライン部のがた

自在継手部のがた

ブロペラシャフトの报れ

センタベアリングのがた

アクスルシャフトのね

じれ及び屯裂

油漏れ及び油蛾

点火プラグの状態

点火時期

断続器の状態

デイストリビュータのキ

ヤツブの状態

進ず0装…（迦灼機怫を穴

む）の機能

液
—

域

液の比承

ターミナル部の接統状態

接絞部の緩み及び�偈

かかり合及び與�

�速及び加速の状態

排スの状態

エアクリーナエレメン

卜の状態

備 冬

來1は汕浞れのみ

含むトランスフ

ドのみ

X

嫌1は油漏れのみ

浆1:巳卜’-⑽
»2:ぼ-已5
嵌 3: 丁5

「無接点式」は点

検不袈

「�『進角式」は

点検不袈

«1:

を2:

糸3:巳ドー丁5

判定基準

トランスミツシヨン

V丁小：フイラブラグ穴下げ〇よ

リ〇～ 511101間にあること

八丁ホ：レベルゲージのド～し問に

あること

八丁トランスフアー

フイラーブラグ穴ド而より〇～5圓

叫にあること

1,010111以卜

フイラブラグ穴下面より〇～5刪

問にあること

ブラグキャップ0.9～1.0,

8エ0ん

7 7 9 5 0 1 …※1

5 '/8501.1，⑺…※2

10 7900「丨)巾…※3

ヒ限、下限の从:咿線内にあること

液溢20てのとき比屯 1.27～1.29

アイドリング㈣虹数

950广¦”
11…※1

8501*1)111…※2

900「口!!！…※3

琳位
？
』
)

12
か
：：：

^

則

か
)]
梅

袋

時

13

1
か
：：：

^

IV

備略

24

かは

)11

検

家

12
か
)]

^

点

门

6
か
：：：

》

迷行
))0

ンシヤルデフアレ

ブロペラシャフト及びドライブシャフト

トランスミッション

点火装芯

バツテリ

本

屯
41.

觔力

311
装芯

屯

，
ハ

装

的

3

侏

11;*;

3

点検整備



定期点検整備方式

点検辂碥 11

^
01

『1家用 ¦爭龙用笼

締付けトルク

シリンダヘッド（冷川】）

5.0～6.01411.111
…※し糸2、《3

インテークマニホールド（冷問） ※1:卩ド-1

^
5

余2:已「-ビ5
«1、 祭2、 來3 嵌 3：ビドー丁3

1.6～2.3

“””
# 參參

ェキゾーストマニホールド

(冷叫）

2.0～3,01»».111…※1、 を2

2 . 5～3 . 5 …※3

( 1ド位：1

^
八111’一印111)

出縮II-:力限度
各ス简問差

30ル

1,51；

^
7〇111
，

ドド-N3 10-400 以内

9-400

吸诔(溫間) 0.25咖

排奴（溫叫） 0.30麵糸1
杂1:£¢—N5
及び巳ド-丁3
杂2:ビド-卜：5吸気(冷間) 0.2〇麵

俳ス（冷問） 0.30。仰 ※2

レベルゲージの丸穴（上.下 2 個）

の叫にあること
�1

糸1

杂1

「燃料�射式』は

点検イヾ毖

X

X

X

リザーバタンク尸じしし～し0\\「問

にあること
余1

ベルトの中央部を約101*«の力で押

したときのたわみ 6.0～9.5酬

�弁圧 0.75～1.051

油の汚れ及び敬

油漏れ

オイルの以

刪狐

キヤブレータのリンク機

構の状態
燃

スロツトルバルブ及び

チョークバルブの状態
料

噴射ノズルの�射1ゼカ及

び��状態

哦射時期及び噴射鼠：

供給ボンブの機能

燃料の最

装

.7.'
水 姑

冷

土I】 フアンベルトの綏み及び

的水湘れ

ラジェータキャップの機能

点検铬说项 0

シリンダヘッド及びマニ

ホー;レドれ郎の締付状態

本

圧縮)

^
力

拟体

仙 弁すき問

逆

け

11-1
準祛判2

」
)

12
か
：：：

^
3
か
：
！：

^

1
か
)]

^

24
か
)]

^

12
か
)]
好

6
か
：：：

“

潤沿装
;

^



メターリングバルブの

状態
X

配芥の川似

ヂ1該�所に輿状がない供

を確認

作 川

以滅！1介.⑴れ及び�]I保 #

X

「燃料喰射方式』

は点検イぐ装
別添「様式 4 』に,;じ舣

「燃料喰射方式」

は点検不要
別添 「從ス4 」に

“
�

紀符匁の�很

の先仰 チヤコールキヤニスタ

の結まり及び損傷化 11.あ
る
ガ チェックバルブの機能
ス

触媒反応方式等徘出ガス減少

装芯の取付けの緩み及び!)I傷
<1

^
酸

ガ议
5 ぶ

二次空気供給装�の機能

% 等
化 俳乂ガス�貼環装的の機能の

I段
減速時排気ガス減少装;！5II：

炎美しの機能
妃许の川沿及び収

“
状態

•1(忭及ドアロックの機能

び小冰�み及び�俏

冲：席冲:席ベルトの状態

取付けの綏み及び拊傷

マフラの饯能

��及び辦で�のガス制

れ及びI腿
X ,

ベーパライザの夕ール X

ガス祚⑤取ず.】部の緩み及

び損傷
X

座席のある小省との問の�密 X

特洗デ施
作�フ&
むみ口 X
�ス�

窓射夕
拭於及

作 … 施錠装

^
は除く

器�び

'りび叫の状態
说 辂

後，：銳のみ

，乂 II 爪小

器小�番的れ及び�傷
�ひ乂り
び

“
は忱

計器作 川

㈣
遮熱板の取付けの緩み及

び腿

.1；
1

^
,7,*

¦¦：

その他シャシみ�のぬ油脂状態

3 - 6

ガス還
..

几装
;!,;

以めら
#1
た
2
所

おいて�状が
削
II

の迚けに

指
‘

小ね及びん.
I

マフラブ及び
燃
?''1-
焚
：み

^

ストパイ
..-
111-

ガスを燃科とする

ェグゾ
I

判他位
？
』
)

^12か仏

朗

川

3
か
：：：

^

1
か
：：：

好

格

2-1
か
：：：

^

)11家

12
か
：：：

“

点

6
か
¦！

^

巡

1/-

前

•
5

6

点検整備



包家用 诉袋川方:

メーカ推奨項目

2 メーカ推奨項目

点検辂備時期

交
換 備 み点検ノバぶ及び判定从準

朗

(轉）

31

行

ドラムとライニングのす
X〇

き叫

点検格榀叩 I I

厂バルブ交換
4

フロントホイールベア

リングのグリース交換
230

デ フ ロ ッ ク 装;祝
付1¦1の み( )は 供

龙⑴巧 を 示 す

心
デ フ ロ ッ ク 装;

^
の バ キ ユ

ー ム ホ ー ス 交 換
4

⑵

ト ラ ン ス フ ァ は4

冒 〇 屯 の み

ト ラ ン ス ミ ッ シ ヨ ン 及 び

ト ラ ン ス フ ァ の オ イ ル 交 換
23 0

ン オ ー ト マ チ ッ ク ト ラ ン

ス ミ ッ シ ヨ ン の フ ル ー ド

交 換

ス
6 0 4、

装 ''/

シ

芯 3

ン オ ー ト マ チ ッ ク ト ラ ン

ス ミ ッ シ ヨ ン の オ イ ル

クーラホース交換

( )は 屯 � 用 � を

示 す

4

(2)

デン
デ フ ア レ ン シ ャ ル オ イ

ル 交 换

フシ 3 0 2

レル

3515901

( )は � 菜 川 等 を

示 す
2ブ レ ー キ フ ル ー ド 交 換

(1)
制

心
( 〉は 如 龙 川 沒 を

示 す
4ブ レ ー キ ホ ー ス 交 換

(2)
保

マ ス タ シ リ ン ダ、ホ イ ー

安 ル シ リ ン ダ の カ ツ ブ、ブ
( )は 事 業 用 等 を

示 す
2

装
(1)ー ツ 等 ゴ ム 部 品 交 換

部
( )は 小 龙 用 等 を

示 す

ブ レ ー キ 倍 力 装 芯 の ゴ ム:.7.：
'1部 品 交 換

(2)
1111

( )は事業用等を

示す

ブレーキ倍力装；没のバキ

ユームホース交換
4

(2)

12
か
：：：

^

3
か
：：：

^

1
力

;)

“

12
か
：：：

海

6
か
：：：

悔

/12

行キロ
(1-

及びブレ—シュ
I

ブレ—キ.ドラム

ホイ—ルー保
^部"111



"
龙川方

点検か法及び判定从小 6

点検格箾時則

冷お】水交換 2

オイルクリーナ交換 10

※丨

^
1

10 0.5

糸2 杂 2

5 0.5

«1はターボ 》1(以

外
エンジンオイル交換

泶2はターボ申ホ

す

燃装
燃事4フイルタ交換 50

保
機

フューエルホース交換部
•1

エアクリーナエレメン

卜交換
本 40

タイミングベルト交換 100

点検格说项 II 利定从咿

(単位 148/01110
，口 式 タイヤの呼び 前綸 後輪

\し5100ド

\、5110卩

\ 8̃1000

ソ-3110〇
¥-510001'
\

^
511001'

5.00-12-仆隠，丁 2.0 2.4

5.00-12-611⑴し丁 2.0 2.4

145102 2.0 2.4

5.00-12-41

^
じし丁 2.2 2.4

八丁卓\̃8100V 5.00-12-6？肋し丁 2.4 2.4
ホ

全串 145代12-6ド只1� 2.4 2.6

5.00-12-41

^
111

^
2.4 2.4け

タイヤの乍ス1卜こ \し51猜 5,00-12-61

^
じ1丁 2.4 2.4

% I
145

^
12-61)1化丁 2.4 2.6

サンルーフ付車以外 2.4 2.4
が ル

1451

^
12-61

^̂サンルーフ付車 2.6 2.6

乂̃5120\
？ 1ヒド-丁3搭�，サンルーフ付六丁ポ以外 2.2 2.2

155

“
12-61川1/1’

卜下-丁5搭�.サンルーフ付，\丁小 2.4 2.4

全屯 165/70⑴3 793 2.4 2.4

卜:，XII(パ.: 2.4 2.4

7\1(；丁，711(；丁，1價圯 145只12-6ド尺1』丁 2.62.6

匕:じ以外 2.82.8
\し5130\

，

2へ10ビ，/1101-:,7麗;丁，7抓丁 2.2 2.2
155只12̃ 6卩只し丁

ヒ妃以外 2.4 2.4

令水 165/701

^
13 798 2.4 2.4

3 - 8

12
か
：：：

^
3
か
：：：

^

1
か
：：：

^
交換時期
年

每の锫備
1(111

走行キロ
:
:
;；

24
か
：：：

^

家

12
か
：：：

^

.
1:
'

I

6
か
：：：

^
逆行仙項備や検

冷却装
1み

8

点検整備



点検整備要領

3 点検整備要領

3-1 かじ取り装置

3-1-1 ハンドル

(1) 遊び、ゆるみ及びがた

1.車両を「6：進状態にし、ハンドルを手で左右に輊く间し、

タイヤが�き始めるまでのハンドルの遊びの以（111 1 ノノ

1(«】の则き驮）が規定の範网に打るかをスケールなどによ

り点検する。

15土15咖（ホイール円周上)基準

2 .ハンドルを 71で侍ち、 ヒド、 左右、 前後に動かして、 穴‘

常な綏み、 がたがないかを点検する。

⑵ 操作具合

1.走行して操作れ合に聞し、 次の諸点に興状がないかを点

検する。

(1) ハンドルが異状に振れないこと。

(2) ハンドル7

^
とられないこと。

(3) ハンドル操作が異状に重くないこと。

⑷ ハンドルの厌りが设いこと0

3-1-2 ギヤボックス

(1) 油漏れ
1,ステアリングギヤケース、 ブーツの汚れを拭き取り、

祕、 111傷、 はずれ、 老化などがないことを点検する。

^
3

^
，ラックのブーツに亀裂、損傷などがある場合

は、ギヤの銷びつき、ごみの混入、グリース

切れなどが考えられるのでこれらも併せて点

検する。

53104005



⑵ 取り付けの緩み

1.ギヤボックスとフレームとの取り付けに綏みがないか

をスパナなどにより点検する。または、¦¦(咖を接地した

状態で、 袖助名にハンドルをん

"
90 祝度��させ、 ギ

ヤボックスとフレームとの取り付けに緩みがないかを

目祝などにより点検する。

⑶ 軸受部のがた

1.ラックエンドを仙かしてラックバーのがたを点検する。

ラックバー

ラックエンド

55104007」

3-1-3 ロッド及びアーム類

(1) 緩み、がた及び損傷

1.リフトアップの状態で、 可��を手で揺するなどして、

取り付け部にゆるみ、 可�部にがたがないかを点検する。

または、 电両を接地した状態で、 袖助れにハンドルを左

右90‘稈度揺觔させ、 取り付け部のゆるみ、 ”1�郎のが

たを0祝などにより点検する。

2 .リフトアップなどの状態でロッド、 アーム類に損傷、

曲がりがないかを丨丨祝などにより点検する。

(2) ボールジョイントのダストブーツの亀裂

および損傷

1.アーム如のボールジョイントのダストブーツに屯裂、

拟(括がないかを目祝などにより点検する。

55104009-

(3 ) ロッド、アーム類の連結部の磨耗および取

り付け状態
1,タイロッドエンドとステアリングナックルの迚結��

が小:しく収り付けられているかを�祝などにより点検す

る。また、 クリッブが欠�していないかを点検する。

3 - 10

点̂検整.



点検整備要領

(4) ナックルアームの亀裂およびナックルとの

取り付け状態
1.フロントのナックルアームの见裂、 �傷等がないかを

0祝などにより点検する。

3-1-4 ナックル

(1) 連結部のがた

1 ,ナックルの取り付けボルトの緩み及び嵌作�にがたがな

いか点検する。

2.コイルスプリングが仲びた状態にリフトアップしてブ

レーキを作⑴させ、 タイヤの上ドに手をかけて�かし、

ボールジョイントにがたがないかを点検する。

55104013



3-1-5 かじ取り車輪

(1) ホイールアライメント

1.定15式またはポータブル式のホイールアライメントテ

スタを川いて、 キャンノ、

'
キャスタ、 トーイン、 キング

ビンの傾斜灼度が规定の砘I叫にあるかを点検する。ただ

し、 タイヤの異状�耗、 ハンドルの振れなどの興状が認

められない場合は、 サイドスリップテスタにより点検

してもよい。

^̂
3 下記の表の数値は調整値を示す。

5100卩^ 5110
卩

^ 5100〇
，51100

33104014

フロント

(>±1.0

キ (度） 015
，
±45
,

パヤ

キ (度）夕ス 3曹土1
。

ヤ

キ グ ビ ン 1*1 (度） 13 03
#±1ン

(�セ）サイド スリップ (

^
) イン 5 ～アウト 5

5510401

5100V # 5110ソ，5120ソ，5130ソ

フロント

(>±1.0ン

キ (度） 〇 15
，
±45

,
バヤ

キ ( /11)夕 3"〇1'士厂スヤ

キ グ ビン内 （度） 1303'土1
.

(参�）サイド スリ プ（10爪） イン 5 ～アウト 5ヴ

5310402

⑵ 左右の回転角度

1,フロントホイールをターニングラジアスゲージに乘

せ、 ハンドルを左右いっぱいに切り、 冋虹灼度が说定の

範I用にあるかを点検する。

ンドルをん:心‘いっぱいに切ったとき、 かじ取り屯輪が

他の部分に核触するおそれがないかを I丨祝などにより点

檢する。

八：内锚

日外輪
フロント

⑧

2,ノヽ

下記の表は調整値を示す。

+0
.

55104001」㊇ 内 給 36 2〇
,

-3*

34に 外 袷

5510403

3-1-6 電動式パワーステアリング装置

(1) 取り付けの緩み
1,ステアリング％71：の取り付け部に緩みがないかをスパナ

などにより点検する。

551〇4015」

8 — 12

注意

基準

？,

点検整備



点検整備要領

3-2 制動装置

3-2-1 ブレーキペダル

(1) 遊び及び踏み込んだときの床板とのすき間

点検

1,エンジン停止後 4 ～ 5间ブレーキペダルを踏み込んだ

後、ブレーキペダルを衍で粍く抵抗を感じるまで押し、

遊びのはが規定の範叫にあるかをスケールなどにより点

検する。

〇〇 2.5土1.5刪

55104016」

2 .ブレーキペダルを強く踏み込んで、 ペダルと床板との

すき叫が规定の範叫にあるかをスケールなどにより点検

する。

基準 98咖以上

(パッド上面中心からダッシュパネル

まで）

(踏力50唸時、エンジン回転中）

3 .ブレーキペダルを踏み込んだとき、 踏みごたえからェ

アの浞人がないかを点検する。

55101017」

⑵ ブレーキのきき具合

1.ブレーキテスタを⑴いるか、 平お�な逍路を走行し、 き

きは正常で片ぎきのないことを点検する。

^ タイヤの磨耗が左右平均していること。磨耗

に差がある場合は片ぎきの原因となる。

^ ブレーキテスタにおいて前輪の全ての車輪が

ロックし、計測困難な場合は、その状態で総

和に対し適合すると見なす。

〇〇
制 勋 力

軸避の20%以上後 和

左

^
差 铀，(の8%以下

検査時卓両屯:铖の50%以I

各 給

総 和

5310410

3-2-2 駐車ブレーキレバー

⑴ 引きしろ
1.ブレーキレバーをいっぱいに引いて完全にロックする

までの引きしろが、 规定のノッチ数の範叫にあるか点検

する。

基準 6～10ノッチ（操作力20

^
)

19ノツチ（全ストローク）



⑵ .フレーキのきき具合
1.�燥した坂路で、 けけ:状態が保待できるかを点検する。

坂路のない場ひは、 低速�行の状態でブレーキレバー

を…き、 きき只合を点検する。

〔参考〕，制孙力は 5 分の 1 么州I！の舗裝路而で停¦¦：状態

を保侍できること。

2 .ブレーキテスタで点検する場合は、 制�力が規定�以

上にあるかを点検する。

00 車両重量の20%以上(操作力50は以下）

55104020」

3-2-3 ロッドおよびケーブル類

(1) 緩み、がた及び損傷点検
1,駐中ブレーキを反似巡�させ、 ロッド、 ケーブル�に�

傷がないか、 連結部に緩み、 がた、 打I傷がないかを0祝

などにより点検する。

2,ケーブルのクランブに綏みがないかを丨け认などにより点

検する。

3-2-4 ホース及びパイプ

(1) 漏れ、損傷及び取り付け状態

1,�両を接地した状態で、

いっぱいに切った状態での次の点に货状がないかを点検

する。

(1) フロントブレーキのホース、 接続部に液瀨れ、 �傷が

ないかを

”
祝などにより点検する。

(2) フロントブレーキのホースが小作その他の部分と接触

していないかをN«4などにより点検する。

ンドルを&と右にそれぞれノ、

3-2-5 リザーバタンク

(1) 液量
1.リザーバタンクとマスタシリンダの周辺の浞れを点検

する。

2.リザーバタンクの液彳《1：が说定のレベルにあるかを点検

する。

001 にあること。

53104023

3-2-6 マスタシリンダ、ホイールシリンダ及
びディスクキヤリバの液漏れ

(1) ホイールシリンダおよびディスクキヤリ

パの液漏れ

1.ドラムブレーキにあっては、ブレーキドラムを収り外

し、 ホイールシリンダのブーツ⑸辺から液泯れがない

かを9祝などにより点検する。

2 ,ディスクブレーキにあっては、 タイヤを取り外し、

ディスクブレーキキヤリパに液谰れがないかを9祝な

どにより点検する。

8 — 14

8

点検整備



点検整備要領

⑵ 機能、摩耗及び損傷点検

1.ブレーキペダルの遊び、 踏み込んだときの床板とのす

き間及びブレーキのきき具合からマスタシリンダ、 ホ

イールシリンダ、 ディスクキャリパの作勋�1；合に異状

がないことを点検する。

2 .マスタシリンダに拟傷、 液泥れがないか0祝などによ

り点検する。

3 .マスタシリンダ、 ホイールシリンダおよびディスク

キャリパを分解する�介には、 シリンダ、 ピストン、 ピ

ストンカップ、 チェックバルブ、 ダストシールなど

に舲耗、 拟傷、 敝、 劣化などがないかを村祝などによ

り点検する。

3-2-7 倍力装置

(1) 機能点検

1.エンジンを始�し、 しばらくした後エンジンを止め、 通

常ブレーキを使⑴する程度の踏力でブレーキペダルを

数卜：1踏んだとき、 114卩より 2卜¦¦丨、 3回㈠ となるにし

たがってペダルが上がってくることを点検する。

55104027 -
2 ,エンジンを始�したまま卜]じ程度の踏力で数㈣ブレーキ

ペダルを踏んで、 ペダルド:：;さが変化しないことを確说し、

ブレーキペダルを踏んでエンジンを始�する。このと

き、 ペダルが少し奥へ人ることを点検する。

3-2-8 ブレーキドラム及びブレーキシュー

(1) シューの摺動部分及びライニングの摩耗

1.ブレーキドラムを取り外し、 次の点検をする。

(1) ライニングに�常な咿耗、 拊傷、 剝離がないかを丨丨祝

によ 9点検する。

(2) ブレーキシューを取り外し、 シューの摺�部分の�耗、

損傷、アンカピンの咿耗、 �付状態、リターンスブ

リングのへたり、 オートアジャスタの作�状態を点検

する。

(3) ライニングの/?さを一游�耗している所でスケールに

より点検する。

— $3104029 」

4咖

1咖



⑵ ドラムの摩耗及び損傷
1.ド ラ ム に 屯 裂、� 傷 が な い こ と を 点 検 す る。

2 ,ド ラ ム 内 面 の � 耗 状 態 を 点 検 す る。

180咖

181酬

基準

1

^
11

3-2-9 バックプレート

(1) バックプレートの状態

1.バ ッ ク ブ レ ー ト に 招 似、 屯 裂、 変 形 が な い か を り 祝 な ど に よ り 点 検 す る。

2 .バ ッ ク ブ レ ー ト の 取 り 付 け ポ ル ト に 緩 み が な い か を ス パ ナ な ど に よ り 点 検 す る。

3
点
検
整

3-2-10 ブレーキディスク及びパッド

(1) パッドの摩耗
1,ホ イ ー ル を 取 り 外 し、 点 検 穴 か ら パ ッ ド の ド/み を II祝 な

ど に よ り 点 検 す る。

ま た は、 ス ケ ー ル な ど に よ り 点 検 す る。

備

基準 10咖

1卿

55104030

⑵ ディスクの摩耗及び損傷

し デ ィ ス ク に ザ 耗、 也 裂 及 び 打!傷 が な い こ と を 点 検 す る。

2 .デ ィ ス ク のVさ を 点 検 す る。

1 逢

12圆

1101171

55104031

3-3 走行装置

3-3-1 リヤアクスルハウジング

(1) 損傷及び変形

リ ヤ ア ク ス ル ハ ウ ジ ン グ に 変 形 や � 傷 等 が な い か を 目 祝

な ど に よ り 点 検 す る。

0 - 1 6



点検整備要領

3-3-2 ホイール

(1) タイヤの空気圧

1,タ イ ヤ ゲ ー ジ を 叫 い て、 タ イ ヤ の 空5 1圧 が 規 定 値 に あ

る か を 点 検 す る。

2 .タ イ ヤ の バ ル ブ か ら の 乍 笊 制 れ が な い か、 バ ル ブ

キ ャ ッ ブ が 装 着 さ れ て い る か を 点 検 す る。
，空 気 圧 点 検 は、車 両 に 貼 付 さ れ て い る コ ー

シ ョ ン プ レ ー ト を 参 考 に し て、空 気 圧 が 片 よ

り 過 ぎ な い よ う に 注 意 す る。

基準 551〇4033」

タイヤ空気圧

空気圧（1*8/咖’〉
タイヤサイズ•11 両型式

後輪前輪

5.00-12-45100？，51101»

51000,51100
51000丁，5110(：丁

5.00-12-6 2.0 2.4

145

^
12

N1/!' 2.25.00-12-4 2.4

八/下51()0\’ 5.00-12-6 2.4 2.4

今枣 145812 2 . 1 2.6

5.00-12-4 2.4 2.4

51耐 5.00-12-6 2.42.4

1451112 2.62.4

145只12 2.4 2.4

5120V 155只12 2.2 2.2

165/70103 2.4 2.4

/:\1

^
E,/上〇ビ 2.42.4

1451

^
12

2.6 2.6

观〇已，7上⑶，7上16丁3130V 2.2 2.2
155102

2.4 2.4

仝 '11 165/701

^
13 2.42.4

丁125/90 1)12 (テンパタイヤ） 4.2

3310435

(2) タイヤの亀裂及び損傷

1,ト レ ッ ド 部 及 び サ イ ド ウ ォ ー ル � に 屯 裂、 招 傷 が な い

か を 点 検 す る。

トレッド部

サイドウォール部

55104034」



(3 ) タイヤの溝の深さ、異常な摩耗
1,トレッドの�耗状態を点検し、 溝の深さが1. 6圆以 I：あ

ることを点検する。
，スリップサインに注意する。

55104035」

2 ,�ザ社、 段付き、 その他の與常咿耗がないことを点検する。

�考：タイヤの偏摩耗の種類と凍因

2.
トレッドの甬�が摩耗
く原因〉

空気圧が不足している

か、荷物を積みすぎて
重置がオーバーしてい

トレッドが横向きに摩トレッド中央部だけが
摩耗

〈�因〉

トーインの過大、キヤ

ンバ角の過大が服因

: 5； 〇1因〉

^
空気圧が高すぎる〇

る0
> 4

トレッドの片側だけが タイヤの 1か所だけが

輿常に早く摩耗
01因〉

このケースは、車に通

因があるというよりも
邏転のしかたに服因の
あることの方が多い。
�激なブレーキや息発

進のしすぎが主な/!因

外!！だけが異常に早く

1
摩耗 摩韆
01[因〉

いつも通る通路が、力

マボコ型になっている
ことも原因に考えられ
るが、それ以上に閻题

になるのは、前車鶉の
アライメントの不良と
後車輪の振れ

く服因》

キャンバ、トーインの
不食とひんばんに象力

ーブを# る瘍のある邏

転が蹶因
4

一—— 55104036」

�

^
〇，異常な摩耗のある場合はタイヤの空気圧、ホイールバランス、ホイールアライメントを点

検する。

(4) タイヤの金属片、石、その他の異物

1.タイヤに釘、 金祕片、 石、 その他の與物が嚙み込んだり、

突き刺さったりしていないことを点検する。

83104037

8 - 1 8
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点検整備要領

(5) ホイールナット及びホイールボルトの緩み
1,ホイールナット、 ボルトに緩みがないかをホイール

ナットレンチなどにより点検する。

1050土150

^
6*0(11締付

(6) リム及びホイールディスクの損傷

1.ディスクホイールの腐食、 変形、 祕、 振れなどがな

いことを点検する。

(7) フロントホイールベアリングのがた

1.車両をジャッキアップし、 タイヤの上下に手をかけて

勋かし、 フロントホイールベアリングにがたがないか

を点檢する。

また、がたがある垛合は、ブレーキペダルを踏んだ状

態で110様に点検する。

〔参考〕，がたがなくなる アリングのがた

アクスルキヤリヤ、 サス- がたがある

ペンシヨンのがた

2 .ホイールを间虹させて、 與�がないかを点検する。

3.がたがあると判断されるときは、 ダイヤルゲージを使

用して�方向の遊びを点検する。

0,5隱1以内（軸方向）

33104040

基準

(8) リヤホイールベアリングのがた

1,单闹をジャッキアップし、 タイヤの上下に手をかけて�かし、 リヤホイールベアリングにがたがな

いかを点検する。

〔参考〕，がたがある

2,ホイールを㈣紅させて、異抒がないかを点検する。

3.がたがあると判断されるときは、 ダイヤルゲージを使用して袖方向の遊びを点検する。

0.45土().35咖以内（軸方向）

ベアリングのがた

基準



3-4 緩衝装置

3-4-1 シャシばね

(1) 損傷

1,ばねに折拟、 圯裂などがないかを丨丨祝などにより点検す

る。

2.屯両を空屯状態で水乎な場所に通いたとき、左右のばね

のたわみが不同でないことを0祝などで点検する。

3-4-2 取付部及び連結部

(1) 取付部の緩み及び損傷
1,ブラケット部に％裂、 川傷、 取り付けの緩みがないかを

点検する。

2,リーフスプリングにおいては、じボルト、 スプリング

バンド答に％裂、 川傷、 取り付けの綏みがないかを点検

する。

⑵ 連結部のがた

1,ストラットおよびリーフスプリング取り付け郎のゆる

み、 す11似を点検する。

53104044

(3) リーフのずれ

1.リーフスプリングに、 ずれが生じてないかを0祝など

により点検する。

2.スプリングバンドに変形、 �傷�がないことを0祝な

どにより点検する。

3.じボルトに緩み、 扣傷方;がないことを点検する。

3-4-3 サスペンションアーム

(1) 連結部のがた及びアームの損傷
1,アームの迚姑�にがたがないかを手で揺するなどして点

檢する。

2 ,アームに柑傷がないことを0祝により点検する。また、

アームの取り付けボルトにゆるみがないかをスパナなど

により点検する。

8 - 20

13
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点検整備要領

3-4—4 ショックアブソーバ

(1) 油漏れ及び損傷
ク ア ブ ソ ー パ の 商 部 な ど か ら 汕 浞 れ が な い か を

目 祝 に よ り 点 検 す る。

2 .シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ に おI傷 な ど が な い か を[1祝 に よ り

点 検 す る。

,ンヨツ

55104047

⑵ 取り付け部のがた

1.シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー パ の 取 り 付 け 部 に が た が な い か を 手

で 揺 す る な ど し て 点 検 す る。

ま た、取 り 付 け 部 に 緩 み が な い か を ス パ ナ な ど に よ り 点

検 す る。

3-5 動力伝達装置

3-5-1 クラッチ

(1) ペダルの遊び及び切れたときの床板とのす

き間

1,ク ラ ッ チ ペ ダ ル を 于-で 抵 杭 を 感 じ る ま で 押 し、 遊 び の

认 が 规 定 の 砘 间 に あ る か を ス ケ ー ル な ど に よ り 点 検 す る。

00 15～25圆

331X1001

⑵ 作用

1.ア イ ド ル � 松 で ク ラ ッ チ ペ ダ ル を 踏 み 込 ん だ と き 、 興

� が な く、 ロ ー ま た は バ ッ ク へ ス ム ー ズ に シ フ ト で き る

こ と を 点 検 す る。

551X1004

2 .ク ラ ッ チ ペ ダ ル を 徐 々 に 離 し て 発 進 し、 沿 り が な く、

� 絞 が 滑 ら か で あ る か を 点 検 す る。



3-5-2 トランスミツンヨン

(1) 油漏れおよび油量
1,トランスミッション�辺から油;

^
れがないことを点検す

る0

ロマニュアルトランスミッション
1.フイラブラグを収り外し、 汕畎が規定のレベルまであ

るかを指で触れるなどして点検する。

6

^
3 フイラプラグ穴下面より〇～5晒間にあるこ

と0

〔参考〕，油は 1.11( 2

^^
)/2.3

^
( 4 IV1)- トランス

ファ部も穴む）

ロオートマチックトランスミッション
1,パーキングブレーキをかける。

2,アイドル叫蚣数を確認.する。

3,トランスミッションを究全蚁

“
状態の汕溢（70°(：～80

。
〇

にする。

4 ,ブレーキペダルを踏み込み、 シフトレバーを固から13
までの各レンジを 1 ～ 2 叫ゆつくりシフトした後、 [

^
レ

ンジに炭す。

( ド

551ド1007」

5 ,アイドル¦”1虹状態でフールドレベルが说定も�:あることを確認する。

1规3 オイルレベルゲージのド～しの範囲にあること

〔参考〕，油3 3.0 6

コトランスファ（オートマチックトランス

ミッシヨン車）
1.フイラブラグを取り外し、 汕】¦1；が规定のレベルまであ

るかを衍で触れるなどして点検する。

^̂
3 フイラプラグ穴下面より 0～5咖間にあるこ

と0

〔参考〕，汕� 1，6 必

13 — 22
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点検整備要領

⑵ 操作機構のがた

1.ニュートラル及び各変速位置にシフトして、 シフトレ

バーの遊び、 シフト時のかみ合い具合を、 また、 炭すと

きに引っ掛かりがないことを点検する。

また、 走行してシフトレバーを操作したとき異〇がな

く粹

“
に変速できるかを点検する。

551請09

3-5-3 プロペラシャフト及びドライブシャフト
(1) 連結部の緩み

1.ヨークフランジの収り付けボルトに綏みがないかを点

検する。

551X1010

⑵ 自在継手部のダストブーツの亀裂及び損傷

1,ドライブシャフトの自在継乎部のダストブーツに他裂、

«1傷がないかを0祝などにより点検する。

551X1011

⑶ スプライン部のがた

1,ブロペラシャフト、 ドライブシャフトを手で回し、 ス

ブライン�にがたがないかを点検する。



( 4) 自在継手部のがた

1.ブロペラシャフト、ドライブシャフトの�在継手部を

手でヒ下左右に�かし、自在継手部にがたがないかを点

検する。

( 5) プロペラシャフトの振れ

1,ダイヤルゲージをブロペラシャフトに!1彳て、 振れを点

検する。

00 1,〇咖以下

551X1016

(6) アクスルシャフトのねじれ及び亀裂

1,リフトアップなどの状態で、 リヤアクスルシャフト

を取り外し、 シャフトにねじれ、 屯裂がないかを【I祝な

どにより点検する。

〔参考〕，リヤアクスルシャフトの支持方法が半浮�

式なので、 この点検を�略してもよい。

3-5-4 デフアレンシャル

(1) 油漏れ及び油量
1,デフアレンシャル⑶辺から汕湘れがないかを丨丨祝などに

より点検する。

2.フイラブラグを取り外し、 汕试が規定のレベルまであ

るかを指で触れるなどして点検する。

1
̃

¦ 0 ～ 5麵（フイラプラグ穴下面）

〔参考〕.油;8：1.3 ¢(リヤ）/0,61 必（フロント）

3 - 2 4

基準

8
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点検整備要領

3-6 電気装置

3-6-1 点火装置

(1) 点火プラグ取り外し（巳「-丁5)
1.エンジンサイドアンダカバー，レフト及びエンジン

アンダカバー3/八，レフトを取り外す。

2 ,ブラグコードを取り外すン

3 .スパークブラグ（策 1

“
简、 第 2 奴商）を取り外す。

1 I
10

55

^
1350」

4 ,右IツIの様にラチェットハンドル、 エクステンション

バー、 ブラグ用ボックスレンチを接続する。

420～460

55

^
1351-

5,エアホースN0.2 とエンジンマウンテイングセンタ

メンバの問から右図の川にレンチを神人して、 スパーク

ブラグ（第 3 5 1筒）を取り外す。

〇

55比1352 2

⑵ 点火プラグの状態

1，指定のブラグを使用しているか。

スパークプラグ型式

拟 II ブ グラ ブラグギャップ

I！本屯装エンジン吧式 X〔I 仄

\\
，
160下

“
-5 81

^
51

^
-3

队2011卜5

“
（:？1��1)卜:卜

，
ィ：3 9.0～1.0

^
2001

^
-5 131*1

^
61-卜:卩一丁5

55

^
101

⑶ スパークプラグの清掃.
1,電極のすき問

2,電極部の汚れ

3,中心電槲の絶��の�傷などを沾掃する

^ プラグクリーナを使用した場合は砂を確実に取り除く

⑷ 点火プラグ取り付け

1,取り外しの逆に行う。



⑸ 点火時期

① 点火時期点検、調整
基準値

点火時期 (8丁007113�)

77950-:

^卜:卜-旧 57850 (丁端 / 0、時)

107900 (丁端�〇IV！時)

55

^
102

¦£「-N5
1,55丁を取り付ける。

1 ¦ 0 9 9 9 1-8 7 6 0 4-0 0 0
2 .エンジンを暖機する。（フアンモータが1问作勋するま

で）

3,エンジント1虹，汁およびタイミングライトを取り付ける。

4 ,デイストリビュータのバキュームホース（全数）を外し、

外したホースに詰め栓をする。

5 ,エンジンドI虹数が从咿�であることを確認し、 点火時期

を点検する。

〇〇
6 .从咿飢より外れている�介は、 デイストリビュータを1“1

して点火時期を椹％蚧に凋幣する。

8丁〇〇 7 ^±2

“
50「(3⑺

¦巳ド-£5、巳闩-丁5
1,3X1’を片�りず，テける。

「 10999 1-8 7 6 0 4-0 0 0
2 .エンジンを暖機する。（フアンモータが1问作勋するま

55丁

で）

3,エンジン问転，けおよびタイミングライトを』

“
り付ける。

一- 55

^
1001

13 — 26

55丁

55丁
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点検整備要領

4 ,55丁を使11】し、 チェックコネクタの⑥～③（丁

^
，～匕）

問を短絡する。

09991-87705-000
(09991-87203-000使用可)

，短絡位置を間違うと故障の原因になるため絶

対に間違えないこと。
，チェックコネクタを短絡すると、エンジン回

転が下がります。

55丁

5 .タイミングライトを使)I】し、 点火時期を点検する。

8丁00 5
，
土2/850「口巾

8丁〇〇10 ±2/900「口�（巳「-丁5)
6,�咿航より外れている�合は、 デイストリビュータを回

して点火時期を梅準虮に凋幣する。

壤準

55比1005 -

(6 ) ディストリビュータの状態
1,ディストリビュータキャップを外す。

2.レジスティブコード神人穴とレジスティブコードのかん合其合、 および腐食がないことを点検する。

3,キャップに屯裂がないかを点検する。

4 ,セグメントの焼�状態を点検する。

5,センタピースに摩耗および打I傷がないかを点検する。

⑺ 進角装置（遅角機構を含む）の機能点検

口巳厂-N5
① ガバナ進角点検

1.エンジンを暖機する。（ファンモータが1㈣作勋するまで）

2.タイミングライトを耳�り

^
!'ける。

3.バキュームアドバンスのホース（全数）を外し、 詁め松をする。

4 .エンジン�転数を上げた時、 点火時期が進むことを確認する。

② バキュームコントローラの点検

1.バキュームアドバンサ（サブ、 メインそれぞれ）に¢11土
をかけたとき、 点火時朗マークが進角方1(»】に作用するこ

とを点検する。

58

^
1006

口 巳卩士5、EF-T5
1,タイミングライトを习)（り付ける。

2 .エンジン1
"
】¢ムを I：げた時、 点火時期が進むことを確認する。



3-6-2 バツテリ

(1) 液量

1,液 � が 各 梢 の 上 限 と 下 限 の 間 に あ る か を 点 検 す る。

2 .不 足 し て い る 場 合 は 液 门 栓 を 外 し、 蒸 切 水 を 说 定 レ ベ ル ま で 補 給 す る。

3,液 松 丨 丨 の 穴 に 詰 ま り が な い こ と を 確 認 し、 詰 ま り が あ る 場 合 は 針 な ど で 沾 祕 す る。

4 .ケ ー ス の 笵 裂、 &槽 の ヘ ッ ド ブ ラ グ の 屯 裂、 破 � な ど の � 傷 が な い こ と を 確 認 す る。

⑵ 比重

1，比巫計を使川してバッテリ液の比质が规定の範叫内にあるかを点検する。

^̂
3 1.27～1.29(20て）

⑶ 夕ーミナル部

1.ターミナル部が緩み、 腐�により梭絞状態が不良でないかを【1祝などにより点検する。

3-6-3 電気配線

(1) 接続部のゆるみおよび損傷
1,エンジンルームなどの‘屯奴配線の接続状態にゆるみがないかを于.で�かすなどして点検する。

2 .屯饩配線に拟傷がないか、 クランプにゆるみがないかを 0祝などにより点検する。

3-7 原動機

3-7-1 本体

(1) かかり具合および異音

1,エンジンを始�するとき、 與常�がなく速やかに始動し、 N1;竹に问転することを点検する。

2,八/丁屯はIV または卩レンジ以外では始�できないことを点検する。

( 2) 低速および加速の状態
1.5 5丁およびエンジン问転計を取り付ける 0

¦ ¦ 0 9 9 9 1-8 7 6 0 4-0 0 0

2 .エンジンを暖機（フアンモータが 1 ㈣作勋するまで）さ

せた状態で、アイドル1
"
!虹が1リ滑に続くか、 アイドル時

の!
"
I虹数が规定の細川にあるかを点検する。

950土50广卩⑺

EF-E3
850土50「卩⑺

-丁5

900±50「卩⑺

3,从，値を外れている�介は，刺饴する。 は,狗幣イく

可）

8 - 2 8

5 5丁
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点検整備要領

4 .エアクリーナに取り付けられているバキュームモータ

のホースを外し、 詰め栓をする。（6ド-\3)
5 ,エンジンをアイドリング状態から徐々に加速したとき、

アクセルペダルにづ丨つ掛かり、エンストおよびノツキ

ングなどの�常がなく、 また叫虹が円沿にするかを

走行テストなどで点検する。

55旧〇07」

55

^
1040

⑶ 排気の状態

口 EF-N5
1.エンジンを暖機（ファンモータが1回作#するまで）させた状態でアイドル時の一酸化炭索（00)、 说化

水系‘（110)の排出濃度を�定器により点検する。

0

^
3 001 . 5亡

“
％

N0 900

^
以下

从，�を外れる場作は凋格する。

(0.1-1-10

^
( -8ページ）参照）

口巳ド-丁5
1.エンジンを暖機（フアンモータが1㈣作勋するまで）す

る0

2.35丁を取り付ける。

09991-87705-000
(09991-87203-000使用可）

3 ,エンジン间蚣を2,5001 以ヒで 2 分問保持し、02セン

サを暖機する。

4 .55丁を使川してチェックコネクタ⑥～③（丁,。～ヒ丨）端

子問を短絡する。
，短絡位置を間違えると故障の原因となるため

絶対に間違えないこと。

クコネクタのソド端イ-⑨にテスタのプラス端デ-を、 端 / にマイナス端 /(ボデーアース）を5,チエツ

接続する。

6,エンジン1”1蚣数を2,500叩出で保持し、 テスタで指示�出（\下出力）を測定する。

00 5 V 10秒間に 8 回以上変化すること。

〇2フィードバックの確認）

7. ，～E1端广問の短絡を解除する。

8,アイドル间虹で\下；览卬を測定する。

2,5ソ

基準

基準



9 .アイドル�丰ム時の00、 9じ濃度を�定する。

1 1 1.5%以下（〇〇濃度）

800口口⑺以下（㈠〇潘度）

餘31

^
- 02センサが冷えるので 5以降の作業は短時間で行う。

⑷ エアクリーナエレメントの状態
1.エアクリーナエレメントを外し、 汚れ、 損傷を点検し、 清掃する。

2,交換時期 40,000
“

(5) シリンダヘッドおよびマニホールド各部の

締め付け状態
1.シリンダへッドの壻し締めは、 右図の順序で 2 - 3 1»!

に分けて说定トルクで締めつける。

500～600は，⑶1

2 .インテークマニホールド

160～240は.〇⑺

3 .ェキゾーストマニホールド

200～300は乂爪

(4) @ (8)

の0 0

V？ 9/〇 〇1

^
8

@0 (6)

53

^
1014 」

3 - 3 0

基準
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点検整備要領

(6 ) 圧縮圧力の点検

1.エ ン ジ ン を 暖 機（フ ア ン モ ー タ が1㈣作 勋 す る ま で）す

る。

2,1 0ス イ ッ チ を「〇 ド ド」に す る。

3,レ ジ ス テ ィ ブ コ ー ド、 ス パ ー ク ブ ラ グ を 令 数 外 す。

4 .フ ュ ー エ ル ポ ン プ リ レ ー を 外 す。 厂 ド-丁5)

フューエル

ポンプリレー

53

^
1041

フューエル

5.コンブレツションゲージを取り付ける。

6 .ス ロ ッ ト ル バ ル ブ、チ ョ ー ク バ ル ブ を 全I則

に し て ス タ ー タ を 问 蚣 さ せ コ ン ブ レ ッ シ ョ ン ゲ ー ジ で

圧縮圧力を測定する。

基準

10.0は/冰-400「卩⑺以上

巳ド-丁5
9.0は/耐-400「卩⑺以上

各気筒差

1.51

^
6/0

^
以内

虹馨】，バッテリは完全充電したものを使用し、でき

るだけ短時間で行う。

⑺ 弁すき間（冷間時）
1.エアクリーナパイブを外す。（ビド-下5)
2 ,シリンダヘッドカバーを外す。

3.タイミングベルトカバーN0.1のゴムキャップを取り

外す。

53

^
1008 -



4 .クフンクシャフトを正回キムさせ（右）カムシャフトブー

リのタイミング合わせマークとタイミングベルトカ

バーN0.1の点検窓を合わせる。（バンは鏡を使用し合

わせる。）

5.この時、 点火時期点検窓より圧縮上死点であることを点

検する。

6.シクネスゲージを用いて弁すき問を点検、 綢幣する。

¦ ¦ 疋卜问5、已ド45(冷間時）

⑽）

0.18±0.05晒

似)

0.25土().0510111
疋「ィ5(冷間時)

⑽) 35

^
1042 -

0.20±0.05晒

0.30±0.05剛

杉

^
!，弁すき間は冷間時で調整すること。

7.測定、 調整出米る�所

(1) 圧ド-�、 已ド-丁5
① 第 1��圧縮上死点

第 1氕莳 � 2 気府 第 3 気简

已 X だ X I ～ 已 XI X 11

^ 〇〇 〇 〇

5516103

8 - 3 2

[11 11

»31111

基準

8
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点検整備要領

② 第1気简排氣ヒ死点

節 2 気商 節 3 気简第1気商

I、 1*：Xビ X 1 1

^
V，XI X

〇 〇 〇〇

5518103

(2) 已ド心

① 第1笊訪卬縮上死点

^
〇\〇

^
：1

第 3 気简第 2ス简第 1氕莳

1 乂 ビ X已 XI、1 X 卜：X

〇〇

55

^
104

55

^
1022 -

② 第 1気筒排51ヒ死点

班 1気简 第 2 気简 第3 気简 〇

^
：¦

口 け 1 卜：X

口〇〇

-纏
5516104

55161023」

3-7-2 潤滑装置

(1) 油の汚れおよび量

1.エンジンを停止し、 水平な場所で点検を行う 0

2 .オイルレベルゲージを抜き取り、 付矜しているオイル

を拭いてから再び差し込む。

3.オイル域；

^
下卜15と！:限の間にあるかを点検する。また、

オイルを手でさわるか、 布などに付芥させてオイルの汚

れ]I：合を点検する。

⑵ 油漏れ
1.シリンダヘッドカバ-、 オイルパン、 ドレーンブラグ等から油况れがないかを

"
祝により点検する。

3-7-3 燃料装置

(1) 燃料漏れ

1.フューエルタンク、 ホース、 フューエルフイルタなどから燃料谰れがないかを点検する。

2 ,燃料ホースに劣化による咆裂および#I傷がないか点検する。



⑵ キャブレタのリンク機構の状態（£「-N5)
1.キャブレタの各リンクの取り付け状態が不设でないか、 リンクの結ひ部にがたがないかをスロツトル

レバーを手で�かしながら目祝により点検する。

2.リンク機桃がI1】滑に�くかをアクセルペダルの操作により点検する。

⑶ スロットルバルブ及びチョークバルブの

状態ぼド-N5)
① チョークブレーカ点検
1.チョークブレーカのホース①、 ②を抜き、 ①のホース

の门を衍でふさいでエンジンを始籼する。 この時、

ホース①に負圧が作用することを点検する。

551巳1009

2 .ホース①をチョークブレーカに接続したとき、 チョー

クブレーカのロットが引かれリンクが!])力くことを点検

する。

55

^
1010

3 .ホース②には冷却水溫が 2て以下で負圧が作川せず、 18

て以上で�出が作⑴することを点検する。また、 負圧が

作川した状態でチョークブレーカに接続したとき、2.
の状態からさらにチョークブレーカのロットが引かれ

リンクが�くことを点検する。

55

^
1011-

② オートチョーク機能点検

1.エアクリーナ～キャブレタ行きエアホースを取り外す。

2,始�前、 チョークバルブが全I別しているかを点検する。

3 ,エンジン暖機後（ファンモータが 1 ㈣作勋するまで）

チョークバルブが全開しているかを点検する。またこ

の時、 ファーストアイドルカムがローラから外れてい

ることを確認する。

551巳1044

3 - 3 4
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点検整備要領

3-7-4 冷却装置

(1) 水量
1,冷却水域がリザーバタンクの下限（し〇…）と上限

(ド1)しし）の問にあるかを点検する。

下限付近または下限以ドのときは冷却水を浦給する。

(2) フアンベルトの緩みおよび損傷

1.Vベルトに见裂、 老化および？？しい摩耗がないかを点検する。

2,Vベルトのたわみはを点検する。

基準値（押力丨〇4)

ベルト押调馅時祈品ベルト交換時

紐 付 商 後 7.5～8.56.0-7.0

後 8.5～12.0

35

^
105

⑶ 水漏れ

① ラジェータの漏れ点検

1.アイドリング状態でラジェータ、 ウォータボンブ、 ラ

ジェータホース、 ヒータホースなどから水泥れがない

か目祝により点検する。

またはラジェータキヤッブテスタで加圧し、 水制れが

ないか点検する。

£319 ラジェータキャップテスタアダプタ

(株）バンザイ闩〇丁- 2 八-20八
(株)弥栄工業

^
〇丁-2-八5丁

点検圧力 1.01

② ラジェータキャップの機能点検

国巳ド-N5、巳ド-巳5
1.ラジェータキャップを外し、 バルブシート面に汚れ、

�傷またはめくれがないかを目祝点検する。

また、 負圧弁を手で觔かし、 開閉することを点検する。

53

^
1028」



2 .ラジェータキャップテスタでキャップの開弁�王を点検

する。

^
3

^
3 開弁圧

0,75～1,051

^
/0

^杉褰』，キャップシール面によく水を塗ってからテス

夕に取り付ける。

キヤツフ

55

^
1029

¦巳ド-丁5
1,ウォータバルブのキャップを外し、 バルブシート面に

汚れ、 拟偎またはめくれがないかを

"
祝点検する。

また、 总仔:弁を手で�かし、開閉することを点検する。

シート面

53

^
1028

2,ラジェータキャップテスタでキャップの間弁圧を点検

する。

6

^
3 開弁圧

0.75～1.05は/0117

除1

^
� ，キャップシール面によく水を塗ってからテス

夕に取り付ける。

キヤツブ

35

^
1054

(3)冷却水注水

- 巳ドーN5(ピック系）
1.クーラントは各地の从低试溫に応じた濃度に,狗幣する。（30%または50%)

2 .ラジェータキャップを間ける。

3.インテークマニホールドに取り付けのブリーザブラグ

をゆるめる。

4 ,リザーブタンクにドじし1レベルまで注水する。

5.ブリーザブラグから冷却水が出るまで、 ラジェータ注

水丨丨より冷却水を注入する。

6 .ブリーザブラグを締める。

70±201

^
，
〇111

^
51

55

^
1047」

7 .ラジェータ注水门が一杯になるまで冷却水を沈人した後、 ラジェータキャップを取り付ける。

8 .ェンジンを約3,0001'い爪でレーシングし、 ��フアンが�蚣後ェンジンを停止する。

9.冷却水が冷えてから、ラジェータ及びリザーブタンクに規定谩注水する。

國 -N5(バン系）
しクーラントは各地の

“
低

“
温に応じた濃度に調幣する。（30%または50%)

8 一 36
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点検整備要領

2.フロントハ
。
ネルを取り外し、 ラジェータキャップを開ける0

3 .インテークマニホールドに取り付けのドレーンコック

プラグを約 3 ㈣如緩める。

4 .リザーブタンクにドじししレベルまで注水する。

5,ラジェータ注水丨丨が一杯になるまで冷却水を出人した後、

ラジェータキャップを収り付ける。

6 .ェンジンを約3,0 0 0「叩!でレーシングし、ゝ拉�フアンが

回虹後エンジンを沙け:する。

7.冷却水が冷えてから、 ラジェータキャップを間けてラジェータ注入丨丨が一杯になるレベルまで汗-水す

る。

8.ドレーンコックを締める。

9,リザーブタンクに说定は注水する。

- 巳ドー巳5(ピック系）
1.クーラントは芥地の敁低ス温に応じた濃度に凋铬する。（30%または50%)

2 .ラジェータキャップを開ける。

3,リザーブタンクにドじししレベルまで注水する。

4 ,ラジェータ注水口が一杯になるまで冷却水を注入した後、 ラジェータキャップを取り付ける。

5.エンジンを約3,00011抓でレーシングし、 屯�フアンが回虹後ェンジンをゆII：する。

6.冷却水が冷えてから、 ラジェータキャップを開けてラジェータ注人

“
が一杯になるレベルまで注水す

る。

7.リザーブタンクに说定崖;注水する。

- 巳「-巳5(バン系）
1.クーラントは各地の沿低51温に応じた濃度に，狗幣する。（30%または50%)

2 .フロントハ
。
ネルを取り外し、 ラジェータキャップを間ける。

3.リザーブタンクにドじししレベルまで注水する。

4 .ヒータ用ブリーザブラグのキャップを外す。

5.ブリーザプラグより冷却水が出るまで、 ラジェータ注

水口より冷却水を注人し、ブリーザブラグのキャップ

を取り付ける。

6.ラジェータ注水口が一杯になるまで冷却水を注人した後、

ラジェータキャップを取り付ける。

7 .ェンジンを約3,000「叩!でレーシングし、 電�フアンが

回蚣後ェンジンを停止する。

8 .冷却水が冷えてから、 ラジェータキャップを開けてラジェータ111人丨丨が一杯になるレベルまで汗.水す

る。

9 .リザーブタンクに規定试注水する。



^ EF-丁5
1.クーラントは各地の公低试溫に応じた濃度に調辂する。

(30%または50%)

2 .フロントハ
。
ネルを取り外し、ラジェータキャップを間

ける。

3.インテークマニホールドに取り付けのドレーンコック

ブラグを約 3回転緩める。

4 ,ウォータバルブキャップを開ける。

点
検
整5 .リザーブタンクにド〇ししレベルまで注水する。

6.ウォータバルブキャップが一杯になるまで、 ラジェータ注水口より冷却水を注入し、 ウォータバル

ブキャップを締める

7.ラジェータ注水门が一杯になるまで冷却水を注入した後、 ラジェータキャップを取り付ける。

8.ェンジンを約3,000叩爪でレーシングし、 屯勋フアンが问衫後ェンジンを停上する。

9.冷却水が冷えてから、 ラジェータキャップを開けてラジェータ沈人口が一杯になるレベルまで注水す

備

る。

10.ドレーンコックを締める。

11.リザーブタンクに規定袖注水する。

8 — 38



点検整備要領

3-8 ばい煙、悪臭のあるガス、有害なガス等の発散防止装置

3-8-1 ブローバイガス還元装置

⑴ 配管の損傷
1.ベンチレーションホースおよびに屯裂、 111傷、 詰まりがないかを点検する。

3-8-2 燃料蒸発ガス排出抑止装置

⑴ 配管等の損傷
1.ホースおよびパイブについて、 曲がり、 緩み、 折れなどがないか点検する。

⑵ チヤコールキヤニスタの詰まり及び損傷
1.チヤコールキヤニスタにへこみ等の�似がないか点検する。



2 . 各 ポ ー ト の 通 � 点 検 を 行 う。

一500111

^
切（吸う） 500

^
116 (吹く）

〇⑴ パ ジ

〇 〇(2) 夕 クン

〇 〇⑶ アウタベント

55

^
106

3
点5516106

検
整

③ ①2) ①①

備
切 (3

つ

アウタベント用

(〔「

^
5搭載車用）

フューエルタンク用

(ビック巳厂1車ノ《ン用）
フューエルタンク用

(ビックキャブ車用）

55ば1050 」

⑶ セーフテイバルブの機能点検

1.セーフテイバルブの，はまり及び損傷がないか点検する。

2 .各ポート叫の通51点検を行う。

油 パ

八 じ X

〇\

八 X

〇8

〇(: 八 551巳1051」

〇 13 X

5318108

3-8-3 —酸化炭素等発散防止装置

(1) 触媒反応方式等排出ガス減少装置の取り付けの緩み及び損傷
1.触媒本体の取り付けゆるみ、 およびがたのないことを点検する。

2 .俳试温センサの取り付けボルトにゆるみがないか、 ハーネスの状態、 コネクタの名し込み状態は良いか

を点検する。

0 - 4 0



点検整備要領

⑵ 排気ガス再循環装置の機能（[「-N5)
1.ビ〇以バルブのバキュームホースを外し 3 ウェイを介し

てバキュームゲージを接続する。

2 .エンジン冷問時（冷却水温70て以下）、アイドル㈣転状態

でバキュームゲージの衍針が振れず、 4,0001'叩!程度の

レーシングを繰り返したとき、 ほとんど总圧がかからな

いことを点検する。

3.エンジン暖機後（冷却水温70て以上）、 アイドル㈣私状態

でバキュームゲージの指針が振れず、 4,000「丨皿稅度の

レーシングを繰り返したとき、 その都度20誦�

“
以上の

苡圧がかかることを点検する。

⑶ 減速時排気ガス減少装置の機能⑴ド-N5)
① 点検

1,アイドル㈣虹でスロットルポジシヨナに接続のホース

を、 大試を吸い込まないようつまんで外す。

2.外したホースを冉びつないだときから、 アイドル㈣私に

るまでの時問を測定する。

〇〇 約5秒

551&1012

② 調整
，調整は必ずエンジン暖機後（ファンモータが

1回作動するまで)行うこと。

- アイドル調整、〇〇、 ㈠〇調整後行うこと。

1.スロットルポジシヨナに接続のバキュームホースを外

し詰め栓をする。

2,，�幣スクリューでエンジン�飫数を�準値に,脚幣する。

1,800±100「卩⑺

3 ,エンジン�転数を約2,5001，口〇1に15秒程度保侍した後、

スロットルを炭す。

4,エンジン㈣虹数が基鹕侦になることを確说する。

基，�外の場合は1,～3,の作業を繰り返す。

5 .バキュームホースを接統する。

この時、 ホースを接絞してからエンジン回虹数がアイドル叫虹数にひ!るまでの時I⑴を確認する。

0

^
3 約5秒

〇〇



4 メーカ推奨項目整備要領

4-1 動力伝達装置

4-1-1 保安部品

(1) デファレンシャルロック装置のバキュームホース交換

1.デファレンシャルロック装敗のバキュームホースを交換する。

交換時期 4年毎(事業用等は 2年毎）基準

4-1-2 トランスミッシヨン

(1) トランスミッションおよびトランスファのオイル交換

1.トランスミッションおよびトランスファのオイルを交換する。

交換時期 2年毎または30,000は毎

^
11だ邏アミックスギヤオイル 5八巳 75

^
-85

全容量 1.112 ( 2

^
0)/2,3 〇.( 4 \

^
0)7 1，66(八ゾト 4 西0)

基準

2.油褚を点検する。

(1) フイラプラグを収り外し、 汕设が規定のレベルまであ

るかを衍で触れるなどして点検する。

フイラプラグ穴下面より〇～ 5晒間にあるこ基準

と0

(2) オートマチックトランスミッシヨンのフルード交換
1.オートマチックフルードを交換する。

交換時期 4年毎または60,000
“

毎

財�㈣ アミックス 011 タイプ

全容虽 3.06

2,フルードを点検する。

(1) パーキングブレーキをかける。

(2) アイドル�虹数を確認する。

(3) トランスミッシヨンを：;6全�笊状態の油温（70
。
0～80

。
〇にする。

⑷ ブレーキペダルを踏み込み、 シフトレバーを回から[〇までのれレンジを 1～ 2 间ゆっくりシフトし

た後、0レンジに反す。

(5) アイドルト¦紜状態でフールドレベルが規定％あること

を確認する。

珊】オイルレベルゲージの「～しの範囲にあるこ

と

ぐ

551X1007」

(3) オートマチックトランスミッシヨンのオイルクーラホース交換
1,オイルクーラホースを交換する。

交換時期 4年毎(事業用等は 2年毎）基準

13 - 4 2
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メーカ推奨項目整備要領

4-1-3 デフアレンシャルオイル交換

1,デフアレンシャルオイルを交換する。

交換時期 2年毎または30,000吔

アミックスハイボイドギヤオイル 5AE90(AFI分類6レ5)(リヤ）

アミックスハイボイドギヤオイル 5八巳75西45(パ卩1分類6レ5)(フロント）

全容量1.3 2 (リヤ）/0,616(フロント）

基準

2.油证を点検する。

(1) フイラブラグを取り外し、 油贽が规定のレベルまであ

るかを指で触れるなどして点検する。

フイラプラグ穴下面より 0 ～5聊間にあるこ基準

と0

4-2 原動機

4-2-1 本体

(1) エアクリーナエレメント交換
交換時期基準

40,000吮ごと

(2) タイミングベルト交換

交換時期基準

100,00〇吮ごと

4-2-2 潤滑装置

(1) オイルフイルタの交換

10,〇00加ごと

1,55丁を叫いてオイルフイルタを取り外す。

09228-87201-000
2 .オイルフイルタノヽ

。
ツキンにエンジンオイルを薄く唆

布する。

基準

53

^
1033 -1

3 ,収り付け而が
、
14たるまでオイルフイルタを手で问して

取り付ける。

55丁でさらに3/ 4 �蚣締めつける。

4 .エンジンを始動し、淄れがないか点検する0

5.エンジンを�止し、 オイル城を点検する0



1 . 0 1.5 1.45

0.85

0.32

551已109

1.エンジンアンダカバーを外す。

2 .ラジェータのドに受け皿を遭く。

3.ドレーンブラグをゆるめ冷却水を抜き取る。、 またホースからも冷却水を充分抜き取る。

4.ラジェータキャップを外す。

餘篇;】，冷却水が残っている場合はいきおいよく水が飛び出すだので受け皿の位置に注意する。

5.リザーバタンクの冷却水を抜き取る。

6,ドレーンよりきれいな水が出るまで水逍水をラジェータより注入する。

7,ドレーンを手で締め、 各地の�低�溫にクわせてクーラント濃度を，狗�し（30%または50%)ラジェータ

およびリザーバタンクに注入する。

8 - 4 4

⑵ エンジンオイル交換

エ ン ジ ン オ イ ル 仕 様

エンジン

^
- 寒冷地

项 II ぽ-㈣，£1- -
^
3

5 八 ？：分頟 5\\

^
30 10\\？̃30

神 姐
八ド I 分如 5

^
5尸

令 3.1

フイルタ別交換##

(ド1¦¦¦)

2.7

フイルタ� 3.1

10,000一または

6 ケ】Iごと

5,00010»または

6 ケ）1ごと
交 換 時

53

^
107

4-2-3 燃料装置

(1) 燃料フィルタ交換

§363 交換時期

50,000岫ごと

(2) フューエルホース交換

交換時期

4年ごと

基準

4-2-4 冷却装置

(1) 冷却水交換

基準 交換時期

2年ごと
冷却水仕様 ( ) は リ ヤ ヒ ー タ 付

中 神 ビック バン，アトレー

卜:ド-

^
5,4\\

，
0 卜」ド-N5，/丁 1

^
45
”
\门
，

卜:ド-1
,
5，/丁

ビドモパ1/丁 卜:ド-丁5，八/丁项 卜1

準 (愤、地�む)ししじ沿度は 30 30

(%) 寒 地 50 50

泊 沢 水 上水沿水 ヒ水进水

令我欤 （リザーバ除く） 4.9 (5.2) 5.0 (5.3)3.7 4.94.0 4.2

511

11- 111
夕

ニバ吠
ェ

ク

ザ

ジラ

リタ
は

3

点検整備



【已ドー问5、[ド-彐彐、巳ド—丁5型エンジン】

1 エンジン基本点検 .

1- 1 エンジン点検、凋� .

2 タイミングベルト

2 - 1 タイミングベルト取り外し、取り付け ….. 011

3 カムシャフトオイルシール

3 - 1 カムシャフトオイルシール収リ外し、収リ付け

16 エンジンコントロールシステム 0 1 0 0

〇1 161 システム�要 ^

16 2 エンジンコントロールシステム点検 .

16- 3 故隙診断，

16- 4 単体点検，

16- 5 スロ

〇 100

0- 1 0-105

0-11 0109

0149

0-17 トノレボデー】�リ外し、月�り1ナ1ナ（玨卜\石：5)ン

0161

「〇口 1
1〇̃17 I

16- 6 スロットルボデー取り外し、取リ付け（卜:ド-丁

”3 - 2 ザ碥品 …

4 シリンダヘッドガスケット

4 - 1 シリンダヘッドガスケット取り外し、取り付け

0164

0 20 17 エミッションコントロール

17- 1 排出ガス浄化装萬一%衣

17- 2 排出ガス淨化システム紀��

17- 3 空燃比制御装18(堆�制御燃料喰射制御:

卜:卜'£5.卜:卜
、丁5)，

17- 4 排出ガス丙傾琛装芯（ビド-

^
5)

17- 5 点火時期制御装1«-
17- 6 減速時制御装芯

17- 7 補助制御装系‘

17- 8 排気過熱賢報装笛，

17- 9 燃料蒸発ガス排出抑止装廣

17-10 ブロー八ィガス還元装：沒 ，

17.11 吸入空気温II觔綢整装策‘

18 点火装置

18- 1 システム図 ，

18- 2 イグニションコイル，

18- 3 点火プラグ，

18- 4 ディストリビュータ

19 始動装置

19- 1 システム¦ズ] …―

19- 2 スタータ取り外し、取リ付け .

20 充霄装置 ……

20- 1 システムは1，

20- 2 オルタネータ取り外し、取り付け

0167

0167

しレ20

[(>25

0169

5 バルブステムオイルシール，

5 - 1 八ルブステムオイルシール取り外し、取り付け

「0-251

「0291
0-291

0-177

0178

6 オイルポンプ ^

6 - 1 オイルポンプ取り外し、取り付け .

6 - 2 オイルボンブ分斛、組み付け.

7 クランクシャフトフロントオイルシール "

7 - 1 クランクシャフトフロントオイルシール

取り外し、取リ付け -
8 ビストン

8 - 1 ピストン取り外し、取り付け.

9 ェキゾーストパイプ ^

9 - 1 ェキゾーストパイプ取リ外し、取り付け，

10 ラジェータ ，

10- 1 ラジェータ取り外し、取り付け（ピック）

10- 2 ラジェータ取り外し、取り付け（バン）

10- 3 ラジェータファン点検 .

11 サーモスタット

11- 1 サーモスタット取り外し、取り付け，

12 ウォータポンプ ’

12- 1 ウォータポンプ取り外し、取り付け，

13 ターボチャージャ6インタクーラ ，

13- 1 ェアバイパス八ルブ点検 .

13- 2 ターボチャージャ過給り:点検，

13- 3 ターボチャージャ八乂取り外し、取り付け ，

14 エンジン八ソ ^

141 ェンジン八ン取り外し、取り付け，

15 燃料系統 ^

15- 1 フューェル配管図

15- 2 フューェルタンク取り外し、取り付け

(ビック：1

^
卜\1

^
3、卜：：卜、ビ5) ^

15- 3 フューェルタンク』(《り外し、月�リイ十け

(バン：卜:ド-N5、

^
:ド-卜こ

^
、已卜

、
丁5)

15- 4 フューェルフィルタ取り外し、取り付け

脱必册-丁5)

15- 5 キャブレタ取リ外し、取り付け，

15- 6 フューエルデリ八りパイプ公インジェクタ

册必別-丁5) ….

10-180

0-182

0 33 0185

0-37 0187

¢-187
0-37 0-188

0-1891
〇̃191

̃
¦

[〇191

0-39

0-39

049

0-49 0191

0-52 0192

052 0192

0-55 0-194
058 0194

060 0195

060 0197

062 0197

062 0199

0-64

[〇-641
0-65

0-66

072

0-72

078

078

[〇-83]

087

0-90

0-92

0-97

0

エンジン



エンジン基本点検

【已汗-N5、巳卩-巳5、巳ド-丁5型エンジン】

1 エンジン基本点検

1-1 エンジン点検、調整

1-1-1 準備品

1
？
1 1111 名 川 途状形

09991-87604-000
ワイヤ，タコパルスビックアツブ

エンジン叫虹数�定

5

8

09991-87705-000
ワイヤ，エンジンコントロールシス

テムインスべクシヨン

チェック端 /短絡

(09991-87203-000使用可)

ブラグゲージ、 シクネスゲージ、 コンブレッシヨンゲージ、エンジン间虹,け、 タイミングライト

55

^
110

1-1-2 冷却水量点検

1 ,冷却水�がリザーバタンクの下限（1ズ)评）と I：限（卩じしし）の問にあるかを点検する。

1-1-3 エンジンオイル量点検

1.エンジンを停止し、 水平な場所で点検を行う。

2,オイルレベルゲージを抜き取り、 付れしているオイル

を拭いてから付び差し込む。

3,オイル从が下限と上限の問にあるかを点検する。

1-1-4 スパークプラグの点検

(1) 点検

1,指定のブラグを使；1]しているか。

スパークプラグ型式

ブ項 I I グラ ブラグギャップ

I』本電装 0

^
エンジン吧式

81

^
51

^
-13\\

？

1601

^
-8

9.0～1.0卩し20丁1卜5ド1
，
-卜：5

8？腿:!<-8げ201〕丁只一5卜:1二丁5

55

^
101

2 ,屯槲�の焼川、 似 /‘の焼け只介および破�について点検する。

1-1-5 ベルトたわみ量の点検、調整

(1) 点検

1.Vベルトに屯裂、 径化および竹しい！

^
耗がないかを点検する。



2,Vベ ル ト の た わ み:

^
を 点 検 す る。

基 準 値（押 力 1 0

^
8)

新品ベルト交換時 ベルト Iけ調整時

糸II (1- 商 後 6.0～7.0 7.5～8.5

連 後 8.5～12.0

53

^
105

防

^
!，ベ ル ト の た わ み 置 測 定 は 定 め ら れ た プ ー リ 間

で 測 定 す る。
，新 品 べ ル ト に 交 換 す る と き は、「新 品 取 り 付

け」の 基 準 値 の 中 央 値 に 調 整 す る。

- 5 分 以 上 使 用 し た ベ ル ト は「再 調 整 時」の 基 準

値 内 で あ る こ と を 確 認 す る。

•5分 以 上 使 用 し た べ ル ト の 組 み 付 け は「再 調 整

時」の 基 準 値 の 中 央 値 に 調 整 す る。

⑵ 調整

① オルタネータ用ベルト

1,オ ル タ ネ ー タ 収 り 讨 け ボ ル ト（上 下）を ゆ る め る。

2 .ハ ン マ 等 の 柄 で オ ル タ ネ ー タ を 于- 前 側 に リIき、 ベ ル ト の

張 り を 凋 幣 す る。

3.オ ル タ ネ ー タ 取 り 付 け ボ ル ト を 締 付 け る。

② 八/〇コンプレッサ用ベルト

1,コ ン ブ レ ッ サ 取 り 付 け ボ ル ト（上 下）を ゆ る め る。

2.ハ ン マ％の 柄 で コ ン ブ レ ッ サ を 手 仙 � に…き、 ベ ル ト の

张 り を,脚 幣 す る。

3,コ ン ブ レ ッ サ 取 り 付 け ボ ル ト を 締 付 け る。

55

^
1054

0 - 2

〇エンジン



エンジン基本点検

1-1-6 バルブクリアランス点検

1.エンジンを暖機する。（フアンモータが1¦叫作勅するま

で）

2,エアクリーナパイブを外す。（已ド-丁3)
3 .シリンダヘッドカバーを外す。

4 .タイミングベルトカバーN0 . 1のゴムキャップを収り

外す。

5 .クランクシャフトを正问紜させ（右）カムシャフトブー

リのタイミング作わせマークとタイミングベルトカ

バーN«/ 1の点検窓を合わせる。（バンは鏡を使用し介

わせる。）

55

^
1018

6.この時、 点火時期点検窓よりけ:縮 1：死点であることを点

検する。

351

^
1042



7 .シクネスゲージを川いて弁すき叫を点検、 凋幣する。

4ド，5、EF-T5(冷間時）

⑽）

0.18土(）.05隠!

(

“
)

0.25土0.05酬

冷間時)

⑽）

0.20士〇.0511101

似)

0.30±0.05酬

^
30，弁すき間は冷間時で調整すること。

8,測定、 調鲚出米る場所

(1) 已卩ポ5、 已ド-丁5
① 策 1気筒7王縮上死点

第 1丸筋 第 2減 第3⑽

1

̃
V，X 卜：X I：\ [-;X

〇 〇 〇 〇

551ヒ103

② 第 1�商排奴上死点

第 1減 第 2 氕向 第 3 氕简

I N 已 X け ビ X I X ビ X

〇 〇

33

^
104

(2) 丘トピ5

① 策151商け:縮上死点

節1氣简 第 2 気简 第 3韻

行V，XIX I \ I-:X

^
X

〇 〇 〇 〇

551003

58

^
1022

0 - 4

鐘

(觀

1

^
1 晒)

^
!

幽瞻 〇エンジン



エンジン基本点検

② 第 151莳排饫ヒ死点

第 1気府 第 2減 第 3 氕简

I X 卜：X I：XI X I X 6 X

〇 〇

35

^
104

55

^
1023

1-1-7 圧縮圧力の点検
1.エ ン ジ ン を 暖 機（フ ア ン モ ー タ が 1…1作 勋 す る ま で）す

る。

2,1 0ス イ ッ チ を「〇 ド ド」に す る。

3.レ ジ ス テ ィ ブ コ ー ド、 ス パ ー ク ブ ラ グ を 今 数 外 す。

4.フ ュ ー エ ル ポ ン プ リ レ ー を 外 す。（だ ド ー 圧5、 だ ド-丁5)

55

^
1041」

55

^
1052 ̃

5 .コ ン ブ レ ッ シ ョ ン ゲ ー ジ を 取 り 付 け る。

6.ス ロ ッ ト ル バ ル ブ、 チ ョ ー ク バ ル ブ を 仝 間

に し て ス タ ー タ を � 紅 さ せ コ ン ブ レ ッ シ ョ ン ゲ ー ジ で

ぼ 縮 圧 力 を � 定 す る。

013 [「-N5、
10.〇は/⑽し400「卩⑺以上

9.〇は/咖べ〇〇…⑺以上

1.5は/加以内

1

^
10 ，バッテリは完全充電したものを使用し、でき

るだけ短時間で行う。

1-1-8 点火時期点検、調整

基準値

各気筒差

点火時期 (8丁!）07「卩111)

779501:1二N5

57850 (丁端 /谓時)

107900 (丁端デ〇\時〉

ぼ 1̃：5

551002



国 -N5
1,5 5丁を取り付ける。

09991-87604-000
2.エンジンを暖機する。（フアンモータが1回作�するま

55丁

で）

3.エンジン问耘計およびタイミングライトを耳えり付ける。

55

^
1001

4 .デイストリビュータのバキュームホース（仝数）を外し、

外したホースに詰め栓をする。

5 ,エンジン㈣+ム数が�準�であることを確認し、 点火時期

を点検する。

6.�準�より外れている場合は、 デイストリビュータを回

して点火時期を丛咿虮に凋整する。

日丁00 7 ±2/950「卩⑺

55化1002 -

国巳ド-巳5、巳ド-丁5
1,55丁を对乂り1寸ける。

09991-87604-000
2 .エンジンを暖機する。（フアンモータが 1回作勁するま

55丁

で）

3.エンジントI虹,汁およびタイミングライトを取り付ける0

551已1001」

4 .5 5丁を使用し、 チェックコネクタの⑥～③（丁以～巳,）
間を短絡する。

09991-87705-000
(09991-87203-000使用可)

^
30 ，短絡位置を間違うと故障の原因になるため絶

対に間違えないこと。
，チェックコネクタを短絡すると、エンジン回

転が下がります。

55丁

551巳1004

0 — 6

〇エンジン



エンジン基本点検

5,タイミングライトを使⑴し、 点火時期を点検する。

ゼ�5

8100 5
〇±27850

^̂-丁5

810010 ±2/900

^^6.从咿�より外れている場合は、 デイストリビュータを间

して点火時期を杜準欣に凋幣する。

1-1-9 アイドル回転数点検、調整

(1) 点検

〇〇 已ド-

^
5 950土 50卩⑺

び-巳5 850土509⑴

巳ドー丁5 900土 50113⑺

⑵ 調整

口巳ド-N5
1.エンジンを暖機する。（フアンモータが1㈣作勋するまで)

2 .各バキューム配锌に外れ、 破れ薜がないか点検する。

3.バキュームモータのホースを外し、 詰め松をする。

4 ,55丁及びエンジン回転計を取り付ける。

09991-87604-00055丁

53

^
1001



5,スロットルアジヤステイングスクリュを㈣してアイド

ル㈣蚣数を,淵幣する。

950±50「卩⑺

，アイドル回転調整時にファンモータが作動し

た場合は作業を中止する。
，ヘッドランプ等電気負荷及びエアコン等によ

る負荷はかけないこと。

6.バキュームホースをバキュームモータに取り付ける。

ゾ〇，ド〇濃度の点検、調整を行う場合は、点検、

調整後バキュームホースを取り付ける。

準

口巳尸-巳5
样.こ:！，アイドル回転数はエンジンコントロールシステムにより制御されており無調整式です。

① アイドル回転数制御確認

1 . 1 5 0⑴バルブのコネクタを外す。

2,エンジン回飫数が1，000～1，500「卩⑺位に上

”
することを確認する。

(150⑴バルブ点検）

3.130⑴バルブのコネクタを取り付ける。

4 .150川バルブが制御されていない場合は、エンジンコントロールシステム参照。

(0.16-3-4(15)项（0145ページ）参照）

口巳厂-丁5
1,55丁 を 使 用 し て エ ン ジ ン 回 転 計 を 取 り 付 け る0

01 09991-
2 .ア イ ド ル 叫 虹 数 を 点 検 す る。

900±50…巾

87604-000

〇〇

55

^
1001

3,丛％�より外れている場合は55丁を使用し、 チェック端

子の⑥～③（丁。～ビ,）を短絡し、 スロットルアジヤス

テイングスクリユを回して基咿攸に,脚格する。

09991-87203-000

800±50「卩⑺

55丁

1-1-10 アイドル〇〇、I"(〇濃度点検、調整

(1) 点検

口巳厂-～5
1.エンジンを暖機（ファンモータが1回作仙するまで）させた状態でアイドル時の一酸化��（〇〇)、 炭化

水�⑴0)の排出濃度を測定器により点検する。

〇〇 〇〇 1.5

^
：

^
%

N0 900卩卩巾以下

0 - 8

〇エンジン



エンジン基本点検

口巳厂-巳5、巳厂-丁5
1.エ ン ジ ン を 暖 機（フ ア ン モ ー タ が 1回 作 勅 す る ま で）す

る。

2 ,55丁を昂（りず，!'ける。

09991-87705-000
(09991-87203-000使用可)

3 .エンジン111】如を2,5001，叩!以上で2 分¦！り保持し、 02セン

サを暖機する。

4 ,55丁を使用してチェックコネクタ⑥～③（丁。～だ,）端
子問を短絡する。

，短絡位置を間違えると故障の原因となるため

絶対に間違えないこと。

クコネクタの乂ド端子⑨にテスタのブラス端子を、6,端子③にマイナス端子（ボデーアース）

55丁

5 ,チエツ

を接続する。

6,エンジント1虹数を2,500叩⑺で保持し、 テスタの指示ゝ屯圧（\下出力）を測定する。

^̂
3 00 5 V 10秒間に 8回以上変化すること。

(02フィードバックの確認）

7.丁以～

^
，端子問の短絡を解除する。

8.アイドル回虹でソド電出を測定する。

〇〇
9,アイドル间鉍時の00、 N0濃度を測定する。

1.5%以下(〇〇濃度）

800叩⑺以下（㈠〇濕度）

程3〇 - 02センサが冷えるので5以降の作業は短時間で行う。

2,5ソ

〇〇

⑵ 調整

口巳卜～5
^ アイドル回転調整後に行う。

1. 0，《(：テスタを耳乂り1*1ける。

2,ミクスチヤアジヤステイングスクリユを�して00，卜10濃度を調幣する。

00 〇〇 1.51

^
%

N0 900ロロ⑺以下

3.凋格後レーシング（約2,000「口爪）を行い、 �度〇0、 只(:濃度を測定する。

、この時、アイドル回転数が基準範囲からはずれている場合は再度調整する。

4 ,バキュームホースをバキュームモータに取り付ける。

口 EF-E5X EF-T5
無凋铬式です。

トルポジシヨナ点検、調整1一1-11 スロ ヅ

奸一N5)
(1) 点検

1.アイドル㈣虹でスロットルポジシヨナに接続のホース

を、 大気を吸い込まないようつまんで外す。

2.外したホースを？9びつないだときから、 アイドル�転に

反るまでの時問を測定する。

6

^
3 約5秒



( 2 ) 調整
转載3 ^

調整は必ずエンジン暖機後（ファンモータが

1回作動するまで)行うこと。
，アイドル調整、00、㈠〇調整後行うこと。

- 八/丁車は回レンジアイドルアップ調整後行

ろこと。

1.ス ロ ッ ト ル ポ ジ シ ヨ ナ に 接 続 の バ キ ュ ー ム ホ ー ス を 外

し姑め栓をする。

2 ,，⑽格スクリューでエンジン㈣标数を丛，値に調幣する。

1,800±100「口⑺

3 ,エンジン间蚣数を約2，500

^̂
に15秒稅度保持した後、

スロットルを戻す。

4,エンジン回虹数が基準�になることを確認:する。

基準�外の場合は1,～3.の作�を繰り返す。

5.バ キ ュ ー ム ホ ー ス を 接 絞 す る。

この時、 ホースを接続してからエンジン问虹数がアイド

ル�紜数に炭るまでの時問を確認する。

03 約5秒

1-1-12 エアコンアイドルアップ点検
1.エンジンを暖機（ファンモータが1冋作勋するまで）する。

2,アイドル1111虹でエアコンスイッチ（ノーマルモード）を「01

^
1」にしたとき、 エンジン间

“
数が�咿飢内

にあるか確認する。

1,300土100「卩⑺

0 — 10

基準

〇エンジン



タイミングベルト

2 タイミングベルト

2-1 タイミングベルト取り外し、取り付け

2-1-1 準備品

パけ：；
その他 シクネスゲージ、 N16 ボルト、トルクレンチ

53

^
111

2-1-2 構成図

55161284



2-1-3 取り外し

1.中¦山]をジャッキアップする。

2.バッテリマイナス端子を取り外す。

3,シートベルトインナを取り外す。

4 ,シフトノブを外し、 コンソールコンパートメントボックス八ヅを外す。

5,パーキングブレーキレバー、 ブレッシャセンサ、 トランスファシフトレバー（ 4 IV0110を外す。

6.①シートライザセンタメンバを外す。

7.②エンジンアンダカバー5/八を外す。（バン）

8,③ソ5ソ（エアコンアイドルアップ)0)をホース付で取

り外す。（�1二\5、 已ド-丁3)
9 ,エアコンコンブレッサの取り付けボルトをゆるめ、

④ソベルト（エアコンコンブレッサ用）を収り外す。

10.⑤オルタネータを取り外し、 ⑥乂ベルト（オルタネータ

用）を取り外す。

55

^
1055

11.ドライバ笠で叫り止めを行い、 ⑦ウォータポンプブー

リを取り外す。

12.エンジンサービスホールカバー〇.2 よりタイミン

グマークカバーを外してドライバ等でリングギヤに

1…り1ヒめを行った後、 ⑧クランクシャフトプーリを外

す0

13.⑨タイミングベルトカバー N0.15/八を印（り外す。

14.⑩クランクシャフトタイミングブーリフランジを取

り外す。

15.� 1

“
⑸をI王縮 I：死点にする。

(1) クランクシャフトタイミングブーリセットボルト

を取り付け、エンジンを正�転方向に回してカクシャ

フトタイミングブーリのインジケータをタイミング

ベルトカバーの切り欠きと合わせる。

(2) このとき、 クランクシャフトタイミングプーリの

「ド」マークが上にあることを確,18する。

0 — 12

〇エンジン



タイミングベルト

16.⑪タイミングベルトテンショナ 3/八を外したのち、

⑬タイミングベルトを収り外す0

，タイミングベルトを再使用する場合は、タシ

ミングベルト背面にチョークで正回転方向を

示す矢印を書いておくこと

- ベルトを外す時は絶対にドライバ等でこじら

ないこと。

55

^
1060

2-1-4 点検

(1) タイミングベルト

1,背而ゴムの％裂。

2,掏底の沿裂、 帆布のはく離、 および％裂。

3,帆布の�耗、 嫩の欠落。

4,ベルト側面の異常咿耗。

はく離

歯の欠落摩耗によるゴムのII出

卿
芯綷のとび出し

55161061

なお、 外奴の10傷が確認できなくても、 次のような場合にはベルトを交換する。

⑴ ウォータポンプの水制れ:？により、 迚絞して水がかかった場合。

⑵ ベルトにオイルの付芥が多くて、 ゴムの膨張が#えられるとき。

⑶ カムシャフト側に阀着があり、 ベルトに無叫!な乃がかかったと思われる場合。



( 2 ) タイミングベルトテンシヨナ
1.テンシヨナを�し、 ベアリングのロック、 興? がないか、

またべルトの接触而に傷が無いか点検する。

33

^
1062 -1

(3) タイミングベルトプーリ

1,プーリに拟傷、 変形がないか9祝により点検する。

33

^
1063 ̃

2-1-5 取り付け
1,タイミングベルトの取扱い。

^ ベルトのコードが切断するおそれがあるので、急な角度で曲げないこと。
，ベルトの寿命が短くなるので油、グリース、水を付着させない。

- ベルトをかける時は、絶対にドライバ等でこじないこと。

- ベルトをかけて回転させる場合は、必ずクランクシャフト側で行うこと。

- ベルトを再使用する場合は、回転方向（取り外し時のベルト背面の矢印）を合わせて取り付け

る。

2,⑫タイミングベルトを下記，順で取り付ける。

(1) 第ーシリンダを圧縮1：死点にする。

クランクシャフトタイミングプーリのボンチマーク

およびカムシャフトタイミングベルトプーリの「ド」

マークをそれぞれのインジケータに合わせる。

(2) ベルト竹面の合わせマークをクランクシャフトタイミ

ングベルトプーリのポンチマークおよびカムシャフ

トタイミングベルトプーリのポンチマークをそれ

ぞれ合わせて取り付ける。

0 — 14

〇エンジン



タイミングベルト

3,⑪タイミングベルトテンシヨナ 3/八を下記手順で取

り付ける。

(1) オイルポンプボデーに付いている樹脂キャップを外

す0

(2) タイミングベルトテンシヨナを仮付けする。

⑶ 樹脂キヤッブを外した穴に]VI6 ボルト（ピッチ 6咖、 技

さ20～30酬）を指でV、つぱいまでねじ込む。

1¢».! ポルト先端とテンシヨナの間にシクネス

ゲージを挿入し、テンシヨナのローラ部に傷

が付かないようにする。

⑷ オイルポンプポデー外側とテンシヨナ叫のすき問を

測定する。

⑸ タイミングベルトテンシヨナ 5/八を规定のトルクで

締め付ける。

11～13麵

400±80

^
8* 0

^

4 .⑩クランクシャフトタイミングプーリフランジを取

り付ける。
狂 ，フランジには方向性があるので、右図の方向

に取り付ける。

5 ,⑨タイミングベルトカバー 5/八、N0.1を取り付け

る。

6,エンジンサービスホールカバー N0.2 より、 タイミ

ングマークカバーを外してドライバ等でリングギヤ

に回り上めを行った後、 ⑧クランクシャフトプーリを

収り付ける。

1，〇〇〇±1〇〇

^
#〇

^

7 .ドライバ恶で问り止めを彳]い、 ⑦ウォータポンプブー

リを取り付ける。



8 .⑥乂ベルト（オルタネータ⑴）、 ⑤オルタネータおよび

④乂ベルト（エアコンコンブレッサ用）を取り付け、 張

り凋格を行う。

基準値（押力 ¦〇は）

祈品ベルト交換時 ベルト�凋整時

組 付 1¢ 後 6.0～7.0 7.5～8.5

連 虹 後 8.5～12.0

55

^
105

9.③乂5ソ（エアコンアイドルアップ川〉を取り付ける。

83

^
1056

10.②エンジンアンダカバー 5/八を取り付ける。

11.①シートライザセンタメンバを取り付ける。

12.パーキングブレーキレバー、 ブレッシャセンサおよ

びトランスファシフトレバー（ 4 屯）を取り付ける。

13.コンソールコンパートメントボックス八ソを収り付け、

シフトノブを取り付ける。

14.シートベルトインナを取り付ける。

15.バッテリマイナス端チを取り付ける0

16.エンジン凋铬を行う。

(0.1-1項(01ページ）参照)

0 — 16

〇エンジン



カムシャフトオイルシール

3 カムシャフトオイルシール

3-1 カムシャフトオイルシール取り外し、取り付け

3-2 準備品

形 状 推、 /ム名 川 途

09278-87201-000
ツール，タイミングベルトホールデ

イング

カムシャフトタイミングブーリ阀定

5

8

09707-87302-000
リムーバ公リブレーサ，スプリングブオイルシール出人，II
ツシユ

油脂エンジンオイル、 シリコンボンド

33

^
112

3-2-1 構成図

3

-1- 1 丁:210±42

糸 21丁：4卩〇土 506

丁：195±39 ！び

祭 2：已？

^
5

坩位:

“
⑺

①プーリ，カムシャフトタイミング

②カバー 5/八，シリンダヘッド

(¦)パルプロッカシャフト 6 バルブロッカアーム

④ディストリビュータ八ソ

⑤カパー，タイミングベルト，咖2

(8)プレート，オイルシール

⑦シール，タイブ丁オイル

⑧リング，カムシャフトスラスト

⑧シャフト，カム

55161285」



3-2-2 取り外し前作業

1,タイミングベルトを取り外す。

(0,2-1艰（0-11ページ）参照)

3-2-3 取り外し

1,①カムシャフトタイミングプーリを55丁を用いて、 ㈣

り止めを行い取り外す。

I ¦ 0 9 2 7 8-8 7 2 0 1-0 0 0

2 ,レジステイブコードを外した後、 ②シリンダヘッド

カバー3/八を収り外す。

3.インテーク側、 エキゾースト侧の③バルブロッカシャ

フト改バルブロッカアームを収り外す。

4 .デイストリビュータの換試ホース、 ボンドケーブルの

コネクタを外し、レジステイブコード付きで④デイス

トリビュータを取り外す。

5,⑤タイミングベルトカバー N0.2 、 ⑥オイルシールブレートを』丨乂り外す。

6,⑦タイブ1’オイルシール、 ⑧カムシャフトスラスト

リングおよび⑨カムシャフトを以下の要妬で取り外す。

(1) スラストリング阆定用のフランジボルトを取り外す。

55比1069

⑵ カムシャフト後端のデイストリビュータ収り付け部よ

り 2 而幅23麵のボックスレンチとエクステンション

バーを使用しハンマで打ち出す。

較馨：：1，フランジポルトが外れていることを確認して

から行うこと。

3-2-4 取り付け
1,⑨カムシャフト、 ⑧カムシャフトスラストリングおよび⑦タイブ丁オイルシールを以下の要領で

取り付ける。

(1) カムシャフトジャーナル部、 スラストリング取り付け部にエンジンオイルを�布してカムシャフ

卜を抻入する。

0 — 18

5 5丁

〇エンジン



カムシャフトオイルシール

⑵ スラストリングとシリンダヘッドのボルト穴を合わ

せてスラストリングを神人し、 フランジボルトを仮

締めする。

630，フランジポルトはタイミングベルトカバー

取り付け後、本締めする。

⑶ オイルシールのリップ面にエンジンオイルを�布し、

55丁を使川してオイルシールを出人する。

^̂
3 09707-87302-000

ボルト 1

^
10 首下長さ40～50咖

^ オイルシールを再使用する場合は、ゴム部分

にシリコンポンドを塗布する。

(4) 底付き感のある所まで圧入し、 ボルトを外してハンマ

で55丁のヒから好くたたいて

“
人具合を確認する。

2,⑥オイルシールブレート、 ⑤タイミングベルトカバー 5/八、 N0.2 を取り付ける。

3 .カムシャフトスラストリング阀定用のフランジボルトを本締めする。

4 .④ディストリビュータを取り付け、 換気ホース、 ボンドケーブルコネクタを接続する。

5.③バルブロッカシャフトを取り付け、 規定トルクで締めつける。

210土42は，〇〇1(

^
ド-问5、丁5)

400±501

^
8

^
〇⑺

杉38

^
，カムのしゅう動面にエンジンオイルを塗布すること。

6.②シリンダヘッドカバーを取り付ける。

7,①カムシャフトタイミングベルトプーリを35丁をけ！
いて、 �り出めを行い取り付ける。

09278-87201-000

750士150は，〇⑺

1

^
58

55丁

1

^
9

35

^
1068

3-2-5 取り付け後の作業

1,タイミングベルトを取り付ける。

2.点火時期調整を行う。

(0.1-1-8项（05ページ）参照）



4 シリンダヘッドガスケット

4-1 シリンダヘッドガスケット取り外し、取り付け

4-1-1 準備品

計器トルクレンチ

—―¦¦ ，丨丨

汕胎エンジンオイル

33

^
113

4-1-2 構成図

5「丁:195±39
•9) 丁：55±11¦余 1

「丁:75±15 »2

①ワイヤ，エンジンルームメイン

②ホース，フューエル

3)ボンプ八ヅ，フューエル

④パルブ� ，ゞE

^
«

⑤マニホールドインテーク N/7/デリバリパイプ八ソ

厂6)カバー，エンジンサイドアンダ，し㈠

⑦パイプ八ソ，フロントエキゾースト

(5)ターボチャージャ八ソ

(1)カバー，シリンダヘッド

I身ヘッド八ソ，シリンダヘッドッ/エキゾーストマニホールド

⑪ガスケット，シリンダヘッド

糸 EF-T5
嵌 2び45

※:再使用不可部品

単位:!

^
.(:⑺

0は：495±75

551&1286

0 — 20

〇エンジン



シリンダヘッドガスケット

4-1-3 取り外し前作業

1.屯¦山Iをジャッキアップする。

2,冷却水を抜く。

3,下把要領で燃圧を除去する。

(1) ビド-N5
① フューエルタンクキャップを取り外し、 フューエルラインの内り-:を抜く。

(2)ぼ-以、 圧ド-丁5
① スイッチを「〇ドド」にする。

② フューエルポンプリレーを对义り外す。

③ エンジンを始�し、 内然に怜するまでエンジンを

回紜させる。

④ 10スイッチを「〇ドド」にし、フューエルポンプリ

を取り付ける。
，フューエルラインには残圧があるので注意す

ること。

レー

35161041

53

^
1052 -1

4-1-4 取り外し

1.タイミングベルトを外す。

(0.2-1項(011ページ）参照）

2.エアクリーナホースを外す。

3.アクセルレータケーブルを外す。

4 .①エンジンルームメインワイヤを取り外す。

5.②フューエルホースを切り離す。

6.バキュームホース頟を切り離す。

7.ウォータホースを取り外す。

8 .③フューエルポンプ八ゲ、 ④66只バルブを取り外す。

(奸一㈣



9.⑤インテークマニホールド六ゲをド記要領で取り外す。

(1) デリバリパイブをレンチで保侍してフューエルホー

ス 5/八を取り外す。⑽-！！:3、 已ド-丁5)
样塞;遍 # ガスケットは再使用不可。

，デリバリパイプのフューエルホース取り付

け面を傷つけないように注意して作業を行う

こと。

(2) インテークマニホールドをデリバリ付き（巳ド-だん

已厂-1’5)で取り外す。

駐驗:-遍
，ガスケットは再使用不可。

10.⑥エンジンサイドアンダカバー，1
^
14を取り外し、 ⑦フロントエキゾーストパイプをエキゾースト

マニホールドより切り離す。

6

^
1 - ガスケットは再使用不可。

11.⑧ターボチャージャ六ゲを取り外す。（已ド-丁5)
(〇.13-3項（066ページ）参照）

12.デイストリビュータの換気；9ホースを切り離す。

13.デイストリビュータのボンドケーブルを切り離す。

55旧118

14.⑨シリンダヘッドカバーを取り外し、 ⑩シリンダ

ヘッド八ゲ \\7エキゾーストマニホールドおよび⑪シ

リンダヘッドガスケットを取り外す。

餘羞3，シリンダヘッドガスケットは再使用不可。

- シリンダへッド取り付けボルトは右図の順に

取り外すこと。

④

名
68

6 6

戈
53161119

4-1-5 取り付け
1,スクレーパを使叩し、 シリンダブロックおよびシリンダ

ケットを対乂り付ける。

耗署: ，ガスケットをウォータジャケット、オイル穴の中に落とさないこと。
，ガスケット取り付け面の異物、オイルなどを完全に除去すること。

- ガスケットは新品を使用すること。

2 .⑩シリンダヘッド八ゲ \\7ェキゾーストマニホールドを下記の要領で取り付ける。

(1) シリンダヘッド々を取り付け、 ポルトのネジ部および冲:曲にエンジンオイルを嗜布し、 組み付ける。

ドを;VIIがし、 ⑪シリンダヘッドガスへツ

0 - 2 2

'

しエンジン



シリンダ ドガスケット、ン

⑵ シリンダへ、、
/ドの組み付けは、 右网の顺け:で2 ～ 3 ㈣

に分けて規定トルクで締め付ける。

550土501

^
，

〇巾

8 3

1

^
51

6！ (2 4

53

^
1120

3 .⑨シリンダヘッドカバーを取り付ける。

1

^
X51 ゼ-�、丁5

55土11(

^
8* 001

心45

75土15は，〇⑺

4 ,デイストリビュータの換気用ホースを接続する。

5.デイストリビュータのボンドケーブルを接続する。

6.⑧ターボチャージャ八ゲを取り付ける。

(0.13-3X0(〇66ページ）参照）

7 .ガスケットを介して⑦フロントエキゾーストパイブを

耳�り《寸ける。

1

^
58

眺：3，ガスケットは新品を使用すること。

495±75

^
8*001

8.⑥エンジンサイドアンダカバーを取り付ける。

9.ガスケットを介して⑤インテークマニホールド八ゲを片乂り付ける。

195±39

^
8
,

〇

^- ガスケットは新品を使用すること。

10.フューエルホースをデリバリパイブに接絞する。

(卜:ド 已̃5、ビト丁5)

^ ガスケットは新品を使用すること。

11.④ バルブ、 ③フューエルポンプ八ゲを取り付ける0

邮-N5)
1

^
9

1

^
51

注意

巳卽パルプ

195±391

^
8 - 001

フューエルポンプ

195士394.。⑺

12.ウォータホースを接続する。

13.ウォータアウトレットにバイパスハ
。
イブを付ける0

14.バキュームホースを接絞する。

(0,17-2項（〇169ページ）参照）



15.②フューエルホースをフューエルパイブに接続する。

16.①エンジンルームメインワイヤを取り付ける。

17.アクセルレータケーブルを接続し、 遊びを，脚幣する。

¦ ¦ ペダル遊び

1 4咖^̂
0

18.エアクリーナホースを取り付ける。

19.タイミングベルトを取り付ける。

(〇.2-1项（011ページ）参照)

4-1-6 取り付け後作業

1,冷却水を抜く。

2,エンジン調整を行う0

(0,1-1項( -1ページ）参照)

0 - 24

基準

〇エンジン



バルブステムオイルシール

5 バルブステムオイルシール

5-1 バルブステムオイルシール取り外し、取り付け

5-1-1 準備品

番、品名 途杉 状

9^
バルブスプリングリテーナロック

の取り外し、 取り讨け

09202-87702-000
リブレーサ，バルブスプリング

09202-87202-000
ポデー，バルブスプリングリプレー

バルブスブリングリテーナロック

の取り外し、取り付け哑
0000 I

サ5

09202-87201-000
ビボット，バルブスプリングリブレ

ーサ

バルブスブリングリテーナロック

の对义り外し、 り付け[〇0001 1)30

3

09208-87701-000
リムーパ，バルブステムオイルシー

バルブステムオイルシール取り外

し（1

^
一N5 ^1

^
)

ル

09208-87201-000
リムーバ，バルブステムオイルシー

バルブステムオイルシール取り外

し（1

^
-65)

ル

09201-87202-000
リブレーサ，ハルブステムオイルシ

バルブステムオイルシールの圧人

- 丁5)

計器 トルクレンチ

55

^
114



5-1-2 構成図

[丁:55羊11>1

17：75±151豪2<3)

丁:210±42 み 1
2

1セ400±50 ふ 2

単位:！<6.。巾
3

6 015

①カバー，シリンダヘッド

②シャフト八ソ，バルブロッカ

③ロック，バルブスプリングリ

④リテーナバルブスプリング

⑤スプリング，コンプレッシヨン

⑧シール，バルブステムオイル

し
テーナ

35

^
1287

^
5-1-3 取り外し前作業

1,タイミングベルトを取り外す。

(0,2-1項（〇11ページ）#照）

2.フロントエキゾーストパイブを取り外す。

(0.9-1
“

(（049ページ）参照）

3,シリンダヘッドガスケットを取り外す。

(〇.4-1項（020ページ）参照）

5-1-4 取り外し
1,①シリンダヘッドカバー

2 .ロッカアーム付きで②バルブロッカシャフト八ヅを取り外す。

0 - 26

〇エンジン



バルブステムオイルシール

3.③バルブスプリングリテーナロック、 ルブスブ

リングリテーナ、 ⑤コンブレッシヨンスプリング（ノゞ

ルブスプリング）および⑥バルブステムオイルシー

ルをド,�の要領で取り外す。

狂慕二遍 - リテーナロック、バルブステムオイル

シールの取り外し、取り付けは 1気筒ずつ、

ビストン上死点で行うこと。

(1) 55丁を使⑴し、 バルブスプリングリテーナロックを

取り外し、 バルブスプリングリテーナ、 コンブレッ

シヨンスプリング（バルブスプリング）を取り外す。

成 09202-87702-000
09202-87202,000
09202-87201-000

除慝：，遗 ，シリンダヘッドのオイル戻し穴をウェス等で

ふさぎ、リテーナロックを落とさないよう

にすること。
(2) 55丁を使用し、 バルブステムオイルシールを取り外

す。

巳尸-N5、丁5

09208-87701-000 55丁

09208-87201-000

び

5510217」

5-1-5 取り付け

1.⑥バルブステムオイルシール

(1) -N5、 丁5

① 55丁を使用して取り付ける。

55旧313」

55丁 09201-87202-000

55

^
1314



(2) 1！：1，
，
-卜：5

① バルブステムオイルシールの内而にエンジンオ

イルを赍布し、 オイルシールの

“
部を指で押して

バルブガイドブッシュに圧入する。
，オイルシールが傾いていないかを指で回して

点検する。

^ オイルシールが指で軽く回ることを確認する。

55

^
1218

2 .5 5丁を使）9し、 ⑤コンブレツシヨンスプリング、 ④ス

ブリングリテーナおよび③リテーナロックを取り付け

る。

¦ ¦ 0 9 2 0 2-8 7 7 0 2-0 0 0

09202-87202-000
09202-87201-000

3 ,②バルブロッカシャフト八ゲ

虹論』，カムとのしゅう動面にエンジンオイルを塗布

すること。

210±42�，咖（[「-N5、丁5)

4〇0±50は#〇

^
(已ド-日5)

4 .①シリンダヘッドカバーを取り付ける。

5,バッテリ-端了.を接続する0

置.ぽ�58

0 - 2 8

55丁

〇エンジン



オイル

6 オイルポンプ

6-1 オイルポンプ取り外し、取り付け

6-1-1 準備品

III
1
！ 洛、品名 川 途� 状

09032-00100-000
カツタ，オイルノ'

^
ンシール

オイルバン取り外し

5

5

0 09608-87302-000
ツールセットアクスルハブ及ドラ

イブビニオンベアリング

オイルシール取り付け

トルクレンチぶ器

油腊 エンジンオイル、 スリーボンド 1207ド

53

^
115

6-1-2 構成図



6-1-3 取り外し前作業
1,エンジンオイルを抜く。

2,タイミングベルトを取り外す。

(0.2-1項（0-11ページ）参照)

6—1—4 取り外し
1.①パワートレーンステイフナを取り外す。

2,②クラッチハウジングアンダカバーを取り外す。

55

^
1089」

3 ,③コンブレッサ八ゲウイズマグネットクラッチをブラ

ケットより切り離し、 ハーネス，でボデーに阇定する。

4 ,④コンブレッサブラケットを取り外す。

0 — 30

〇エンジン



オイルポンプ

5.⑤オイルノゞン5/八、 ⑥オイルストレーナ3/八を以下の

要領で取り外す。

(1) オイルノマン5/八を55丁を使用し、 シリンダブロック

より切り離す。

55丁 09032-00100-000

(2) オイルストレーナ5/八をシリンダブロックより切り

離したのち、 オイルハ#ン5ゾ八、 オイルストレーナ3/

八をセツトで取り外す。

6,⑦オイルストレーナガスケットを取り外す。

- ガスケットは再使用不可。

7,⑧オイルポンプ八ヅ、 ⑨オイルポンプガスケットを取

り外す。

£301 # ガスケットは再使用不可。

55

^
1094

6-1-5 取り付け
1.オイルポンプおよびオイルハ

。
ンの取り付け而を沾祕す

る0

2 ,⑨オイルポンプガスケットを取り付けたのち、 ⑧オイ

ルポンプ八ヅを』�り心ナける。

200±40

^
6- 0171

- ガスケットは新品を使用すること。

ルストレーナガスケットを収り付ける。

- ガスケットは新品を使用する。

3,⑦ォィ



4 ,⑥オイルストレーナ5/八、 ⑤オイルパン3/八を以下の

要領で組み付ける。

(1) オイルパンに付朞しているガスケットをスクレーパ、

ワイヤブラシ沒で沾祕する。

1

^
80 - オイルパンの溝にガスケットが残っていない

こと0

(2) オイルハ翁ン5ゾ八に液状ガスケット（スリーボンド

1207ド）を右閃の様に中布し、取り付ける。

餘故フ1 ，液状ガスケットの幅は# 3～ 4圆1で塗布する0

- ポルト穴周辺は内側へ塗布切れのないように

塗布する。
，液状ガスケット塗布後、15分以内に組み付け

ること。

55

^
1097

(3) オイルパン？>1\とオイルストレーナ5/八をセットに

し、 オイルストレーナ5/八を取り付けた後オイルパ

ン5/八を外（り付ける。

杉墨51
战，1- オイルパンに塗布したガスケットが他の部品

等にに付着しないよう作業を行うこと。

70

5,④コンブレッサブラケットを取り付ける。

620±120

^
*0

^6 ,③コンブレツサ八ヅウイズマグネットクラッチを耳乂り

付ける。

55

^
1091

7 .②クラッチハウジングアンダカバーを取り付ける0

35

^
1089

0 — 32

'

しエンジン



オイルポンプ

8 ,①パワートレインスチフナを取り付ける。

185±35

^
8-011

55

^
1088

6-1-6 取り付け後作業
1,タイミングベルトを取り付ける。

(〇.2-1項(011ページ）参照)

2 .エンジンオイルを哺給する。

6-2 オイルポンプ分解、組み付け

6-2-1 構成図

2

1丁:1〇5±25

※ 再使用不可部品

単位:

“6.。巾

①リング，

^̂(2)スクリユ

③カバー，オイルポンプ

④ギヤ，オイルポンプドライブ

⑤ビン，コッタ

⑧リテーナ，オイルポンプリリーフ

⑦スプリング，コンブレッシヨンバルブ

〔1)バルブ，オイルポンプリリーフ

⑨シール，タイプオイル

55

^
1289



6-2-2 分解

1,①〇リングを取り外す。

2.②スクリユを取り外した後、 ③オイルポンプカバー、

④オイルポンプドライブギヤを取り外す。

スクリユが個苻している場合はアタックドライバ方;を

使用し、 り外す。

防塞
1

:3，あまり強くたたかないこと。

55

^
1098

3,⑤コッタピンを取り外す。
，コッタピンは再使用不可。

4 ,⑥オイルポンプリリーフバルブリテーナ、 ⑦コンブ

レツシヨンスプリング、 ⑧オイルポンプリリーフ

ルブを収り外す。

パ

531日1100」

5 ,ドライバ等を使川し、 ⑨タイブ丁オイルシールを取

り外す。

枯31.4 ，オイルシールは再使用不可。

0 - 34

'

しエンジン



オイルポンプ

6-2-3 点検

1,オ イ ル ポ ン プ ド ラ イ ブ ギ ヤ の マ ー ク を シ リ ン ダ ブ

ロ ッ ク 側 に し て ボ デ ー に 取 り 付 け る。

53

^
1102 -

2,チッブクリアランス点検

(1) シクネスゲージを使用し、ドライブギヤとロータの

胸先のクリアランスを測定する0

ば-豐3 0.17～0.24圆1( 9 ヶ所平均）

〇.35酬限度

3,ボデークリアランス点検

(1) シクネスゲージを使用し、 ロータとボデーのクリアラ

ンスを測定する。

〇.10～〇.185酬

〇.25隱1

基準

限度

4 ,リリーフバルブ点検

(1) リリーフバルブ、 リテーナに矜しい咿耗、 拟似がない

か点検する。

㊁

55161105

6-2-4 組み付け

1,⑨タイブ丁オイルシール

(1) オイルシールのリツブ部にエンジンオイルを唆布す

る。

(2) 55丁を使叫してオイルシールを紺み付ける。

09608-87302- 7 @

09608-87302-13(1)
祐—』，オイルシールは新品を使用する。

55丁



2,⑧オイルポンプリリーフバルブ、 ⑦コンブレッシヨ

ンスプリング、 ⑥オイルポンプリリーフリテーナ、

⑤コッタピン

(1) リリーフバルブ、 スプリング、 リテーナを順に組み付

け、 コッタビンを取り付ける。

�馨，』
^ コッタピンは新品を使用する。

3 .④オイルポンプドライブギヤのマークを合わせて、マークがシリンダブロック側の上を向くように

ボデーに』汉り付けたのち、 ③オイルポンプカバー、 ②スクリユを取り付ける。

4 ,①〇リングを取り付ける。

105土25はて⑺

0 ̃ 36

〇エンジン



クランクシャフトフロントオイルシール

7 クランクシャフトフロントオイルシール

7-1 クランクシャフトフロントオイルシール取り外し、取り付け

7-1-1 準備品

途根、品名形 状

09223-87202-000
リブレーサ，クランクシャフトフロンオイルシール圧入

トオイルシール

8

8

T

55旧16

7-1-2 構成図

55旧290」

7-1-3 取り外し前作業

1,タイミングベルトを取り外す。

(〇.2-1項（0-11ページ）参照)

7-1-4 取り外し

1,①クランクシャフトタイミングベルトプーリおよび②クランクシャフトタイミングベルトブーリ

フランジを取り外す。

2.③タイブ丁オイルシールを以ドの手順で取り外す。

(1) オイルシールのリップ部を切り取る。

(2) マイナスドライバにテープを卷き、 クランクシャフトにウェスを
、1�ててオイルシールをこじて外す。

^
3

^
:1 ^ オイルシール取り外し後、クランクシャフト面取り部に傷が無いことを確認する。（傷があ

る場合は、サンドペーパ（#400)で修正する。



7-1-5 取り付け

1.③タイブ丁オイルシールをド記の手順で取り付ける。

(1〉 新品のオイルシールのリップ部にエンジンオイルを中布する0

(2) 35丁とタイミングプーリのセットボルトを使⑴して

オイルシールを端面まで確灾に圧入する。

I ¦ 09223-87202-000

53161109

2 ,②クランクシャフトタイミングベルトプーリフラン

ジを取り付け、①クランクシャフトタイミングベルト

プーリを取り付ける。

括滅方 ，クランクシャフトタイミングベルトプーリ

フランジには反り側をブロック側に向けて取

り付ける。

950土501

^
*0111

^
51

7-1-6 取り付け後作業

1,タイミングベルトを取り付ける。

(0.2-1

^
(011ページ）参照)

0 — 38

55丁

〇エンジン



ピストン

8 ピストン

8-1 ピストン取り外し、取り付け

8-1-1 準備品

沿、 名 )11 途状 1111

09032-00100-000
カツタ，オイルノゞンシール

オイルノベン』!�り外し

5

09221-87206-000
リムーバ，リブレーサビストンピン

ピストンビン脱�5

09221-87207-000
リムーバ及リブレーサビストンビン

ボデー

ピストンビン脱�>17101

トルクレンチ，シリンダゲージ、 キャリノ'? ゲージ、マイクロ メータ、シクネスゲージ、ブレスゲージ

ピストンリングエキスパンダ、 スクレーパ、シーラガン、ブレス

エンジンオイル、 スリーボンド 1207厂

計器

汕月8

55

^
117

8-1-2 構成図

！
①コンブレッサ八ン，ッ/マグネットクラッチ

②プラケット，コンブレッサマウンティング

(1)パン 5/八，オイル

④ストレーナ 5/八，オイル

⑤キャップ，コネクティングロッド

⑥ベアリング

⑦ビストン 5/八，ツ/ビン

⑧ロッド，コネクティング

⑧リング，ピストン

⑲リング
，
〇#

的ピストン

[丁:80」：16]

㊁

丁:80±161

※ 再使用不可

単位:

^
卜〇巾

丁:250
—
±义0

55旧222」



8-1-3 取り外し前作業

1,タイミングベルトを取り外す。

(0.2-1項（0-11ページ）参照)

2,シリンダヘッド八ゲを片�り外す。

(0.4-1项（0-20ページ）参照）

8-1-4 取り外し

1,①エアコンコンブレッサウイズマグネットクラッチ

をコンブレッサマウンテイングブラケットより切り離

し、 ボデーに阎定する。

551日1090

2 ,②コンブレッサマウンテイングブラケットを取り外す0

53161091

3 ,③オイルハ
。
ン 5/八、 ④オイルストレーナ 5/八を以下

の要領で取り外す。

(1) ボルト、 ナットを外し、 35丁を使ってオイルパンをシ

リンダブロックより切り離す。

I I 09032-00100-000

⑵ シリンダブロックとオイルハ
。
ン 5/八のすき叫よりボ

ルト、 ナットを外して、 オイルストレーナ 3/八をシ

リンダブロックより切り離す。

⑶ オイルノヽ
。
ン 3/八とオイルストレーナ 3/八をセット

で屯両より取り外す。

4 ,⑤コネクティングロッドキャップ、 ⑥べアリングを取り外す。

炫 ，各気筒別に整理しておく。

0 - 4 0

55丁

〇エンジン



ピストン

5.⑦ビストン 5/八ウイズピン、 ⑧コネクティングロッドをセットで、 ハンマの抦等を使川して抜き出

す。
，各気筒別に整理しておく。

6.ピストンリングツールを使用して⑨ビストンリング、

⑩オイルリングを取り外す。

7,⑪ピストンを55丁を川いて以ドの要如で取り外す。

09221-87206-000(3)
09221-87207-000®

(1) ピストンピンに55丁⑧をセットする。

⑵ 上記の状態で55丁@にセットし、ブレスを使川し

55丁@の中にピストンビンを抜き出す。
，スペーサは取り外しておく。

-—55丁售、

V

551

^
55

^
1226」

8-1-5 点検

(1) シリンダ

1.シリンダゲージを使用し、 右図の6 简所を測定し公大

値と�小�の差を求める。

限度を越えたものはシリンダブロックを交換する。

〇.2咖

〔参考〕，シリンダブロック基，内径

68,00～68,03111111

限度

シリング内作（麵〉ビストンかん合符号

68.00以上 ～68,01以下

68.01を越え～68.02以ド2

68.02を越え～68.03以ド3

35

^
118



2 ,シリンダゲージを使用して内仔を測定し、 揞円度、

テーパ度を測定する。

〔参考〕，格円度

八-8または3-卜
テーパ度

八-
^
または13-卜

〇.03咖

33

^
1228

(2) ピストン

① ピストン清掃

1.リング溝のカーボンは古いピストンリング等を使用し

て取り除く。

2,各部のカーボンを洗�液等で清祕する。

防�3，ワイヤブラシ等毛先の硬いものは使用しない

と0

55161229」

② ピストンピンオイルクリアランス点検

1.キヤリノ、。ゲージ及びマイクロ メータを使用してオイル

クリアランスを测定する。

吃‘滅3 0.005～0.011咖

55

^
1231

③ ピストン外径測定

1 .ピストンのスカート部ド端より11.5眼，の位置で、 ピン穴

と直角方向の�所を測定する。

I遅=167.965～67.995酬

55161232

0 - 4 2

〇エンジン



ピストン

(3) シリンダとピストンのオイルクリアランス

の点検

1.ピストン外径及びシリング内径（占図）を測定し、 オイル

クリアランスを測定する。04度を越えた場合は、 ピスト

ビストン外径

測定箇所
45⑺⑺

ンあるいはシリンダブロックを交換する。

政

^̂
-! 〇.025～〇.045關

〇.10晒

11.5⑺巾

シリンダ内径

測定箇所
(ピストン

ビンと
直角方向）

111

55

^
1233 -1

2 ,ピストンあるいはシリンダブロックを交換した場合は

交換後、 再度オイルクリアランスを確,18すること。

〔参考〕，ピストンとシリンダブロックのオイルクリ

アランスは、 シリンダのスラストカ1(リ沿小内

径よりビストン敁大外径（基本抒）を減じたも

のである。

シリンダ内徉 ピストン外後

68.00以上 ～68.010以ド 67.965以上 ～67,975以下

68.010を越え～68.020以下 67.975を越え～67.985以ド2 551巳1234 」

68.020を越え～68.030以ド 67.985を越え～67.995以下3

55

^
119

シリンダ内径 ビストン外径

68.00以上 ～68.010以ド 67.955以上 ～67.965以卜“

67.965を越え～67.975以ド68.010を越え～68.020以ド2

68.020を越え～68.030以ド 67.975を越え～67.985以ド3

55

^
143

3 ,オーバサイズ（0/3)ピストンの選択

(1) シリンダ内径とビストン外後を測定し、 限度以上�耗

している場合は、 5丁13(スタンダード）または0/5ビス

トンを選択使川する。

ボーリング仕上げ寸法= /5ピストン外径の灾��〉十

(オイルクリアランス）-（ホーニング

しろ 0.02111171)

(4) ピストンリングとリング溝のすき間点検

1,シクネスゲージを使用して、すき問をピストン全問に

わたり測定する。

限度

N«1 0.03～0.07 0.12

N0 2 0.02～0.06 0.11

33

^
120

̃55

^
1236

准準� 限度

\〇 1 0.045～0.095 0.12

\〇 2 0.015～0.065 0.11

55

^
144



( 5 ) ピストンリング合い口すき間点検

1.ピ ス ト ン リ ン グ を ブ ロ ッ ク 上 曲 よ り 約4 5麵 の 所 に ビ ス

ト ン で 押 し 込 み、 シ ク ネ ス ゲ ー ジ を 使 用 し、 す き 叫 を

测 定 す る。

度限
丛墘侦

已卩一丁5已ド-�，卜

0.25～0.40
0.550.65

0.40～0.55N(» 2

0.2～0.7 (リケン）
オイル 1.0

0.2～0.5 ( I Iビ）

53

^
121

55

^
1238

(6) コネクティングロッドベアリングオイルクリアランス点検
1.ベ ア リ ン グ 内 外 面、 コ ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド エ ン ド 及 び ク ラ ン ク ピ ン を 沾 祕 す る。

2 ,ベ ア リ ン グ の 上 に ブ レ ス ゲ ー ジ を 敗 き、 ベ ア リ ン グ

キ ャ ッ プ を 取 り 付 け る。

1

^
0

医

^
!，測 定 時 ク ラ ン ク シ ャ フ ト を 回 さ な い こ と。

370±601

^
6 *0(11

55

^
1239̃

3 .ベアリングキャップを取り外して、 プレスゲージの幅

を測定する。

6

'
越

,
3 0.020～0.044隱1

¦ ¦ 〇.07�

0 - 4 4

限 度

〇エンジン



ピストン

8-1-6 取り付け
1,⑪ピストン、 ⑧コネクテイングロッドを以ドの袈領で

組み付ける。

(1) ビストンとコネクテイングロッドのフロントマーク

を作わせる。

55

^
1241

(2) ピストンピン及びコネクテイングロッドのビン穴に

エンジンオイルを礅布し、 55丁を使)!]し、 圧入する。

09221-87206-000(3)
09221-87207-000(1)

，ピストン圧入は常温で行うこと。

^ 圧入時、ピンを真上から押し込むようにし、

斜めに圧力をかけないこと。

⑶ 55丁@にピストンビンをセットし、ピストン及びコ

ネクテイングロッドに神人する。

55丁

551巳1242」

⑷ ⑶の状態で53丁@にセットし、

ペーサに肖たるまで圧人する。

ブレスを使川してス
一55丁甘

ピストンビン

551

^ /スペーサ

551已1243」

2 .⑨ピストンリング、 ⑩オイルリングを以下の要如で紺

み付ける。 ¦
(1) ビストンリング組み付け

① 識別マーク側を卜.にしてビストンリングツールを

使用して取り付ける。（識別マークはけ、 IV！の2饨頌）

断 而

N0 1

繳別マーク

N0 2

3516122

炫篇』，ピストンリングは同ーメーカのものを使用す

ること。



② 各リングの作い丨丨は1

^
〇,1リングから順にスラスト

ノノ向、 反スラスト方1(，】と180回軚させて机み付ける。

(2) オイルリング組み付け

① オイルリング上下2 本のレールはビストンリング

㈤�に組み付ける。

55161245

3 .⑦ピストン 5/八ウイズピンを以ドの要領で組み付ける。

(1) ピストンリングの合い口の方向を確認する。

(2) コネクテイングロッドのボルト部にビニールテープ

等を巻き、シリンダ及びクランクシャフトの傷つきを

防止する。

(3) ピストン及びコネクテイングロッドのしゆう#力而にエ

ンジンオイルを塗布する。

ビニールテープ

85181246」

(4) ピストンのフロントマークを前にしてビストンリン

グツールを使用し、ブロックに神人する。

故篇：3 ，ピストンと各シリンダは分解時と同じ組み合

わせにする。

55比1247

4 ,⑥ベアリング

5,⑤コネクティングロッドキャップを以下の要領で組み付ける。

(1) フロントマークが上になるよう取り付け、 ネジ部に少彳のエンジンオイルを�布し組み付ける。

(2) 左右のナツトを交瓦に締めつけ、 规定のトルクにする。

370±60は乂爪1

^
8

0 — 46

〇エンジン



ピストン

6.コンロッドスラストすき問点検

(1) ダイヤルゲージまたはシクネスゲージを使川してス

ラストすき問を測定する。

〇.15～0.25關

〇.30赚1

基準

55ば1249 -

7 .④オイルストレーナ5/八、 ③オイルハ
，
ン5ゾ八を以下の

要領で紐み付ける。

(1) オイルノゞン5/八及びシリンダブロックに付衧してい

るガスケットをスクレーパ、 ワイヤブラシ等で沾祕す

る。

- オイルパン5/八の满にガスケットが残ってい

ないこと。

注意

⑵ 右図に示す位沢に液状ガスケット（スリーポンド

1207ド）を牵布する。

狂

^
!，液状ガスケットの幅必 3～4 (11⑺で塗布する。

- ボルト穴周辺は内側へ塗布切れのないように

塗布する。
，液状ガスケット塗布後、15分以内に組み付け

ること。

55

^
1097

⑶ クランクシャフトのウェイトをブロック下面より上に

する。

(4) オイルストレーナ5/八とオイルノヽ
。ン5ゾ八をセツトで

エンジンマウントセンタメンバに�せる。

昧褰二1，液状ガスケットがブロック等に付かないよう

に注意すること。

〇

55161250

(5) オイルストレーナ5/八を取り付ける。

⑹ ボルト15本、 ナット 2 個でオイルパン5/八を均等に締

めつける。

80±15

^
6*0(11



8,②コンブレッサマウンティングブラケットを耶（り付け

る。

1

^
51 620±1201

^
*011

9,エアコンコンブレッサウイズマグネットクラッチを

取り付ける。

8-1-7 取り外し後作業

1,シリンダヘッド八ヅを取り付ける。

(〇.4-1項（0-20ページ）参照）

2,タイミングベルトを取り付ける0

(0.2-1

^
(011ページ）参照）

0 - 48

じエンジン



エキゾースト
〇

9 エキゾーストパイプ

9-1 エキゾーストパイプ取り外し、取り付け

9-1-1 準備品

，け器トルクレンチ

5515123

9-1-2 構成図



巳厂七5，丁5

作

^
"
ク 1

丁：495土 75

^
：475± 75

；11

[バン

丁:475±75

(

^
)

1495± 75 ①

⑧

※:再使用不可部品

単位:!<2*¢⑺
①カバー，エンジンサイドアンダ

②コネクタ（エキゾーストガステンパラチヤセンサ）

(3)センサ，オキシジェン

(3)ガスケットオキシジェン

〔5)インシュレータ，エキゾーストパイブヒート№,3

⑧バイプ八ヅ，エキゾーストフロント

⑦ガスケット，エキゾーストパイプ

⑧ガスケット，エキゾーストパイプ

⑧インシュレータ，エキゾーストパイプヒート N0.1

如センサ，エキゾーストガステンパラチヤ

⑪マフラ八ン，エキゾースト

奴サポート，マフラ

55旧320 —

0 - 5 0

趣 〇エンジン



ェキゾーストパイプ

9-1-3 取り外しの要点

1.ェキゾーストガステンパラチヤセンサ

括家1，取り外しは、充分に冷却させた後行うこと。

2,オキシジェンセンサ

^̂
3 - ガスケットは再使用不可。
，取り外しは、充分に冷却させた後行うこと。

3 ,ェキゾーストパイブガスケット

味

^̂
# ガスケットは再使用不可

- ガスケット取り付け面を清掃すること。

9-1-4 取り付け時の要点
1,エアクリーナインレットダクト、

，エアインレット

ダクトを界（り付けるときはピンク側をェキゾースト

イブ側に取り付ける。

2,エキゾーストパイブガスケット、 オキシジェンガス

ケットは新品を使)9すること。

パ

ピンク側

55161001」



10 ラジェータ

10-1 ラジェータ取り外し、取り付け（ピック）
10-1-1 準備品

1111 3?*, 11
*
1 V% 川状形

アダプタ，ラジェータキャップテス
5

夕
ラジェータ点検5

㈱バンザイ只〔：丁-2六-20八
㈱弥栄I：楽只〇丁-2-八5丁

器 （ エレクトりカルテスタ トルクレンチ、 度… 53

^
124

10-1-2 構成図

ウオータ
リザーバタンク ポンプ

ド闩〇¦\¦丁

ウオータ

『ポンプ

ド闩〇1\1丁

※:再使用不可部品

⑦ホース，ラジェータリザーバ

(0)ホース. オイルクーラ（インレット）

(1)ホース，オイルクーラ（アウトレット）

⑭ラジェータ八ソ

⑪フアン …たンュラウドモータ八ソ

①プラグ

②メンバ，シートライザセンタ

③コネクタ，ラジェータファン

④コネクタ，ラジェータサーモコントロール

⑤ホース，ラジェータインレット

⑧ホース，ラジェータアウトレット

55旧291

0 — 52

〇エンジン



ラジェータ

10-1-3 点検

1.ラ ジ ェ ー タ の 浞 れ 点 検

(8.3-7-4⑶①項（13-35ページ）参照）

2 .ラジェータキヤツブの機能点検

(8.3-8-4(3)②项⑴-35ページ）参照）

10-1-4 取り外し

1.バッテリマイナス端子を取り外す。

2,①ブラグをゆるめ、 冷却水を抜く。

- 冷却水が熱い場合は注意すること。

3.②シートライザセンタメンバを取り外す。

注意

夕

551巳1077

4 .③ラジェータフアンコネクタ、 ④ラジェータサーモ

コントロールスイッチコネクタを取り外す。

5 ,⑤ラジェータインレットホース、 ⑥ラジェータアウ

トレットホース、 ⑦ラジェータリザーバホースを取

り外す。

6,⑧オイルクーラインレットホース、⑨オイルクーラ

アウトレットホースを取り外す。（八/X屯）

狂政方‘オイルホースは再使用不可

7.ボルトを取り外し⑩ラジェータ八ヅとラジェータファン

を車両より取り出す。

8,⑪フアンウイズシュラウドモータ八ゲを取り外す。

10—1—5 取り付け
1.⑪ファンウイズシュラウドモータ八乂及び①ブラグを取り付ける。

2.⑩ラジェータ八ヅを取り付ける。

3 .ラジェータのオイルクーラホース取りI十け部を白ガソ

リン等で清祕し、⑨オイルクーラアウトレットホー

ス、 ⑧オイルクーラインレットホースを右问の位碑-
に取り付ける。(八/丁屯）

，オイルクーラホースは新品を使用する。

4 ,⑦ラジェータリザーバホース、 ⑥ラジェータアウト

レットホース、 ⑤ラジェータインレツトホースを取

り付ける。

雄別ペイント

000

55161080-



5.④ラジェータサーモコントロールスイッチコ不クタ、

③ラジェータフアンコネクタを取り付ける。

6.②シートライザセンタメンバを取り付ける0

7,冷却水を補給する。

^
冷却水は各地の最低気温に合わせてクーラン

卜濃度を調節する。

8 ,アミックス011丁丫尸卜：：を袖‘給する。（八汀¦¦り

9,バッテリマイナス端子を取り付ける0

0 - 54

〇エンジン



ラジェータ

10-2 ラジェータ取り外し、取り付け（バン）
10-2-1 準備品

状形 1411！ 根、品名 途

アダプタ，ラジェータキャップテス
8

5
夕

ラジェータ点検
㈱パンザイ只〇丁-2六-20八
㈱弥栄工業 1

^
7-2-八5丁

計器エレクトリカルテスタ、トルクレンチ、 温度叶

55

^
124

10-2-2 構成図

5

愁〇愚、

^
'ヽ、

)

※:再使用不可部品1 1)

①パネル，フロント

②プラグ

③パンパ八ソ，フロント

④コネクタ（ラジェータフアン）

⑤ホース，ラジェータインレット

⑧ホース，オイルクーラ（インレット）

⑦ホース，オイルクーラ（アウトレット）

⑧ラジェータ八ソ

(1)ホース，ラジェータアウトレット

⑭ホース，ラジェータリザーパ

⑪フアン西/シュラウドモータ八ソ

551

^
1292」



10-2-3 点検

1.ラジェータの谰れ点検

(8.3-7-4⑶①项（8-35ページ）参照）

2.ラジェータキャップの機能点検

(8.3-7-4⑶②項（8-35ページ）参照）

10-2-4 取り外し
1.バッテリマイナス端子を取り外す。

2 .①フロントパネルを取り外す0

3 .②ブラグをゆるめ、 冷却水を抜く。
，冷却水が熱い場合は注意すること。

4 .③フロントバンパを取り外す。

5.④ラジェータファンコネクタを取り外す。

6.⑤ラジェータインレットホースを取り外す。

7,⑥オイルクーラインレットホース、 ⑦オイルクーラ

アウトレットホースを取り外す。（八/丁中）

除驗;痛
^ オイルホースは再使用不可

8,ボルトを取り外し⑧ラジェータ八》
，とラジェータフアン

を班両より取り出す。

9,⑨ラジェータアウトレットホース、⑩ラジェータリ

ザーバホースを取り外す。

10.⑪フアンウイズシュラウドモータ八ゲを取り外す。

オイルクーラホース

55

^
1075

10-2-5 取り付け
1.⑪ファンウイズシュラウドモータ八》

，及び②ブラグを取り付ける。

2 .ラジェータ八ゲと⑩ラジェータリザーバホース、 ⑨ラジェータアウトレットホースを結合する。

3.⑧ラジェータ八》
，を取り付ける。

0 — 56

〇エンジン



ラジェータ

4 .ラジェータのオイルクーラホース取り付け部を臼ガソ

リン答てづ一し、⑦オイルクーラアウトレットホー

ス、 ⑥オイルクーラインレットホースを右図の位!!?

に取り付ける。（八/丁車）

1

^
0，オイルクーラホースは新品を使用する。

5.⑤ラジェータインレットホースを取り付ける。

雄別ペイント

55比1080」

6 .④ラジェータフアンコネクタを取り付ける。

7.③フロントバンパを取り付ける0

8.冷却水を補給する。

除鼸3，冷却水は各地の最低気温に合わせてクーラ

卜濃度を調節する。（30%または50%)

9 ,アミックス 1)11丁丫？

^
を補給する。

ン

10.①フロントパネルを取り付ける。



10-3 ラジェータフアン点検
10-3-1 機能点検
1.テスタを使叫し、フアン回虹時の范流を測定する。

I I スムーズに回転すること。

10八以下

53

^
1081

10-3-2 単体点検
(1) ラジェータファンリレー点検
1.ラジェータフアンリレー取り付け位;！

55

^
1052

2 ,端子①～②問の抵抗を测定する。

1 I 60～800(20
。
〇)

3 ,端チ①～②問以外の各端？

^
]に導通がないことを確認す

る。

4.端了-①～②問にバッテリ�圧をかけたときに、 端子③～

④問に導通があることを確認する。

53

^
1293

0 — 58

基準

基準

〇エンジン



ラジェータ

(2) ラジェータサーモコントロールスイッチ

1.ラジェータサーモコントロールスイッチの得通を点

検する。

ピック標準基準

78’〇以下導通なし

86て以上導通あり

ピック⑱、バン標準

85°〇以下導通なし

93て以上導通あり

バン#

90て以下導通なし

98て以上導通あり



11 サーモスタット

11-1 サーモスタット取り外し、取り付け

11-1-1 構成図

①ホース，ウォータインレット

②ハウジングウォータアウトレット

…/サーモスタット

③ガスケット

④サーモスタット

が

※:再使用不可部品

55

^
1294

11-1-2 取り外し前作業

1,冷却水を抜く。

11-1-3 取り外し
し ①ウォータインレットホースを取り外す。

2,②ウォータアウトレット

餘101 ^
ガスケットは再使用不可

3.スクリユを外して④サーモスタツトを】汉り外す。

ウジング…/サーモスタット、 ③ガスケットを取り外す。ハ

0

0

33

^
1083

0 — 60

〇エンジン



サーモスタット

11-1-4 点検

(1) 目視点検

1.室温（20°¢)のときにバルブが究全に閉じた状態で、 スブ

リングが遊んでいることを確認する。

2 .ゴムリングに損傷がないか点検する。

3.バイパスバルブおよびジグルピンがスムーズに勋くか

を確�する。

351日1084」

⑵ 開弁温度点検

1,サーモスタツトを水の中に入れて除々に溫度を上げ、

イバスノヾルブの阅き始めの温度を測定する。

標準仕様

バ

基準

82±1，5
〇

0

撕士様

88±1，5
。
〇

55比1085

2 ,さらに溫度を上げたときのリフト 1¦丨：を測定する。

標準仕様基車

95
。
0時 8咖以上

雛様

100
。
0時 8剛以上

11-1-5 取り付け
1,④サーモスタットをスクリュでウォータアウトレット

ハウジングに取り付ける。

2,③ガスケットおよび②ウオータアウトレットハウジン

グル/サーモスタットを』�り付ける。

75±151

^
8*0

^蝴こ-1
，ガスケットは新品を使用すること。

3 ,①ウォータアウトレットホースを取り付ける。

締付

35151083

11-1-6 取り付け後作業

1,冷却水を補給する。

脚:』- 冷却水は各地の最低気温に合わせてクーラント淵度を調節する。



12 ウォータポンプ

12-1 ウォータポンプ取り外し、取り付け

12-1-1 構成図

※:再使用不可部品

取位: ⑺①ボンブ八ン，ウォータ

②ガスケット

(3)クッション

551日1295」

12-1-2 取り外し前作業

1,タイミングベルトを取り外す。

(0,2-1項(011ページ）参照)

2,冷却水を抜く。

12-1-3 取り外し

1,①ウォータポンプ六ゲおよび②ガスケットを』丨乂り外す。

转9

“
，壇 ，ガスケットは再使用不可

2,③クッシヨンを (り外す。

55161087

12-1-4 点検
し変形、 �傷がないか点検する。

2 ,ロータがスムーズに问紜するか手で冋して点検する。

12-1-5 取り付け
1.ウォータポンプ取り付け部を沾祕する。

0 — 62

〇エンジン



ウォータポンプ

2 ,③クッシヨン、②ガスケット、①ウォータポンプ八ヅを

取り付ける。

^
，ガスケットは新品を使用する。

185±35は，咖

注

12-1-6 取り付け後作業

1.タイミングベルトを取り付ける。

(〇.2-1项（0-11ページ）参照)

2 .冷却水を補給する。



13 夕ーボチヤージヤ8¢インタクーラ

13-1 エアバイパスバルブ点検
13-1-1 システム図

エアクリーナ
過給圧リリーフ

八室

爪

越
1—1

已室

インテーク
マニホールド ヂ

ターボチャージヤ

53161192 -,

13-1-2 機能点検

1.エアクリーナキャップを外す。

2.エンジンを始�してアイドリング状態の時、 吐出口から

吸気の吐出が無いこと。

3 .アイドリング状態から�激にアクセルを踏み込み、 ㈣転

計の指針が4，00 0叩巾を指した所で、 アクセルから急に

足を離したとき、 吸気の吐出があること。

551

^
1193」

13-1-3 単体点検
1.ダイヤフラム室に苡圧を加えていったとき、 八8\

，
のバ

ルブが間くこと。

また、 この状態で灯圧を保持したとき�任:の低ドが無い

こと。

点検創！400刪㈠羟

0 - 6 4

〇エンジン



ターボチヤージヤ8¢インタクーラ

13-2 夕ーボチヤージヤ過給圧点検

13-2-1 走行テスト

^̂
3 ^

セカンドギヤで全開加速走行が安全に行える

場所で、 2名乗車で行う。

1.フューエルブレツシヤレギュレータのホースを外し、

3 ウェイと夕ーボチヤージヤブレッシヤゲージを接

続し、 ゲージを室内に入れる。

2 .エンジン暖機後、 セカンドギヤにて4,500叩爪までフル

加速を行う。

3.3,2001'口⑺時のI土:力を点検する。

从咿�外であればターボチャージャ六ゲで交換する。

0,61～0,6%8

^
1

^- ターボチャージャの調整、分解は行わないこ

基準

5？

^ と0



13-3 ターボチャージャ八ソ取り外し、取り付け

13-3-1 準備品

"
器卜少クレンチ

汕脂エンジンオイル

55

^
125

13-3-2 構成図

^ ^
375±75

孤::

^̂
̃

^
丁：400 土 80

1:495 + 75

21

^
？255

^
51

⑪

丁:600±100命

2福±75

1

^
60土—52丁：185土35

16

各
丁：250土60

①カバー，エンジンサイドアンダ，レフト

②カバー5/�，エンジンアンダ，ライト

③ホース，エアクリーナ N»1

④キャップ 5/八，エアクリーナ

(5)ホース，エア N»2

(1)センサ，オキシジェン

⑦インシュレータ，エキゾーストパイブヒート

(1)インシュレータ，エキゾーストパイブヒート N03

⑨パイプ�ン，フロント

ぐ1ゆスチフナ，パワートレイン（4

'
〇八/丁車）

⑪ステー，エキゾーストマニホールド

⑫ステー，ターボチャージャ

⑬インシュレータ，夕ーボ

⑭コイル，イグニシヨン

⑬パイプ 5/八，ターボオイルインレット

⑭パイブ 5/八，ターボオイルアウトレット

⑰パイプ 5/八，ターボウォータ，1

⑭インシュレータ 5/八，エンジンマウンティング，レフト

⑬ブラケット，エンジンマウンティングフロント，レフト

�マニホールド，エキゾースト，N02

⑪ターボチヤージヤ八ソ

※再使用不可部品

単位:

“
8.。

"
》

53

^
1204

0 - 6 6

0

エンジン



夕ーボチヤージヤるインタクーラ

13-3-3 取り外し前作業

1,冷却水を抜く。

2 .エンジンオイルを抜き取る。

13-3-4 取り外し

1,①エンジンサイドアンダカバー，レフト、 ②エンジン

アンダカバー5/八，ライトを取り外す。

53

^
1205

2 ,③エアクリー十ホースN0.1及び④エアクリーナ

キヤッブ5/八を取り外す。

3 ,⑤エアホース N¢>.2 を取り外す。

4 ,⑥02センサを取り外す。

5,⑦エキゾーストハ
，
イブヒートインシュレータN<>.1、

⑧エキゾーストパイブヒートインシュレータ1

^
〇,3

を取り外したのち、 ⑨フロントパイブ八ゲを取り外す。

6 . 1 0]パワートレインスチフナを取り外す。（ 4 \\け）八/

丁車）

551

^
1208



7 .⑪エキゾーストマニホールドステー、 ⑫ターボチャー

ジヤステーを取り外す。

551

^
1209 —

8 .⑬ターボインシュレータを外し、 手前にずらしておく。

9,⑭1〇コイルを耳)（り外す。

55

^
1210

10.⑮ターボオイルインレットハ
。
イプ5/八を取り外す。

耗駄六塞 # ガスケットは再使用不可

55旧211 」

11.⑱ターボオイルアウトレットパイブ3/八とターボ

チャージャ八ヅを切り離す。
# ガスケットは再使用不可

55

^
1212

12.⑰ターボウォータパイブ5ん4，1\1〇.1をターボチャー

ジャ八ヅと切り離す。

除！!

^
- ガスケットは再使用不可

55161213 一

0 - 68

〇エンジン



夕ーボチヤージヤ妆インタクーラ

13.ミッションジャッキでトランスミッションハウジング

部を支える。

55161214

14.エンジンマウンテイングセンタメンバの左側をボ

デーと切り離した後、 ⑬エンジンマウンテイングイン

レータ8/八，レフト、 ⑲フロントエンジンマウン

テイングブラケット N0.1，レフトをセットで取り外す。

15.⑳エキゾーストマニホールド N0.2 を取り外す。

16.ウエストゲートバルブのバキュームホースを切り離

した後、 �ターボチャージャ八ヅを収り外す。

- ガスケッ

ンユ

卜は再使用不可

13-3-5 取り付け
1.�ターボチャージャ八ゲを取り付け、 ウェストゲートバルブのバキュームホースを接続する。

I讀5蠡
，ガスケットは新品を使用すること。

2 .⑳ェキゾーストマニホールドN0.2 を取り付ける

1

^
51

255±511

^
*001

255±5

3，ガスケットは新品を使用すること。注

3 ,⑲フロントエンジンマウンテイングブラケット N0.1，レフト、 ⑬ェンジンマウンテイングイン

レータ5/八，レフトを取り付ける。

260±52は，⑽

4 ,エンジンマウンティングセンタメンバの左側をボ

デーに取り付ける。

ンユ

1

^
51

1

^
51 425±75

^
6#〇

^5 .エンジンマウンティングインシュレータ5/八，N0,1

とエンジンマウンティングセンタメンバを接続する。

250±60

^
6 *0

^
1

^
58

6 ,⑰ターボウォータパイブ5/八 N0.1 を』汉り付ける。

808

^
3 ^

ガスケットは新品を使用すること。



7,⑱ターボオイルアウトレットパイブ5/八を取り付け

る。

^
3

^
1，ガスケットは新品を使用すること。

8,⑮ターボオイルインレットハ
。
イブ5/八を取り付ける。

紅漏5邏

^
3，ガスケットは新品を使用すること。

9 ,⑭I〇コイルを取り付ける。

185±35

^
6#〇〇1

55

^
1212̃

10.⑬ターボインシュレータを取り付ける。

5510210

11.⑫ターボチヤージヤステー、 ⑪エキゾーストマニホー

ルドステーを取り付ける。

1

^
51 600±100は^071

(ボルト@)

375土75は乂�（ボルト⑧)

400土80は，〇⑺（ボルト⑥)

12.⑩パワートレインスチフナを取り付ける。

375±751

^
乂爪（ボルト@)

185±35は，(:⑺（ボルト⑧）

13.⑨フロントノヽ̂イブ八ヅを取りす寸ける0

495±75

^
6-0^14.⑧エキゾーストハ

。
イブヒートインシュレータN0.3 、

⑦ェキゾーストパイブヒートインシュレータ1\1〇，1

を相4り付ける。

15.⑥()2センサを取り付ける。

35〇士50は乂巾

16.⑤エアホースN0.2 を取り付ける。

1

^
51

1

^
03

1

^
51 551X1185

55161207

0 - 7 0

じエンジン



夕ーボチヤージヤ5¢インタクーラ

17.④エアクリーナキヤッブ5/六、 ③エアクリーナホー

ス1

^
〇,1を耳又り（才ける。

58161206

18.②エンジンアンダカバー5/八、①エンジンサイドア

ンダカバー，レフトを取り付ける。

55比1205」

13-3-6 取り付け後作業

1,エンジンオイルを说定坫?主人する。

2,冷却水を注入する。



14 エンジン八ソ

14-1 エンジン八ソ取り外し、取り付け

14—1—1 準備品

形 状 品根、 I沾名 途)11

))¢=0 ツール，クラッチガイド クラッチデイスク取り付け

5

5

下 09210-87701-000
ホルダ，フライホイール

フライホイール1
"
】り止め

トルクレンチ計器

汕肪 ミッションオイル

55

^
126

14-1-2 構成図

①メンバ，シートライザセンタ

②コンブレッサ八ソ，心/マグネットクラッチ

③ホース，ェアクリーナぬ1

④ホース，ェアクリーナ N0.2

⑤ケーブル八ン，アクセルレータ

⑧ハーネス，コネクタ類

⑦バキュームホース類

(1)フューェルホース類

⑧ホース，ラジェータインレット

⑯ホース，ラジェータアウトレット

⑪ホース，ヒータ

⑫カバ，ェンジンアンダ

⑬パイプ八ブ，フロントェキゾースト

⑭ブロべラシャフト�ン，リヤ

⑬ブロべラシャフト；\ン，フロント（4*0)

⑭ケーブル八ン，クラッチ

⑪ケーブル八ソ，スピードメータ

⑭ケーブル八ゾ，パワーテイクオフ

⑭ユニバーサル八ソ， ヨークジョイント

妙チューブ 5/八，オイルクーラ

�ブラケット，ェンジンマウンティングフロント

�インシュレータ，ェンジンマウンティングリヤ

切メンバ 6 ブラケット，エンジンマウンテイングセンタ

551日1296」

0 - 7 2

'

しエンジン



エンジン八ソ

14-1-3 取り外し前作業

1,以下の要領で燃圧を抜く

(1) だド-�
2 .フューエルタンクキャップを取り外し、フュ

ラインの内圧を抜く。

(1) 呀-85
① フューエルポンプリレーを収り外す。

ーエノレ

35161041-
② エンジンを始�し、 停山するまで放芯する。

③ フューエルボンブリレーを和（り付ける。

14-1-4 取り外し

^
3

^
1- 配線関係を取り外すときはコネクタをもつて静かに外すこと。
，配管、チューブ類は誤接続しないよう注意し、他部品との干渉がないこと。

- 冷却水温が高いときはラジェータキャップを外さないこと。
，パッキン、ガスケット類は必ず交換すること。

1,ポ闽をジャッキアップする。

2,バッテリマイナス端子を取り外す。

3,�却水を抜く。

4 .ミッションオイルを抜く。

5.①シートライザセンタメンバを取り外す。



6,②コンブレッサ八ヅウイズマグネットクラッチを取り

外し、 ボデーに吊っておく。

55161090

7.③エアクリーナホースN0.1を取り外す。

8.④エアホースN0.2 を取り外す。（ビト
，
-丁5)

33

^
1207̃

9 ,⑤スロットルケーブル八ゲをキャブレタ（スロットルボ

デー）より切り離す。

10.⑥ハーネス、 コネクタ頌をエンジン八ムミッション、

トランスファより切り離す。

11.⑦バキュームホース籾のエンジン側を切り離す。

12.⑧フューエルホース類のエンジン側を切り離す。

鮮

^
!^ ガスケットは再使用不可。

13.⑨ラジェータインレットホース、 ⑩ラジェータアウトレットホース、 ⑪ヒータホースを切り離す。

14.⑫ェンジンアンダカバーを取り外す。

15.⑬フロントェキゾーストパイブを取り外す。

转氣』
^ ガスケットは再使用不可。

16.⑭リヤブロペラシャフト八ゲを取り外す。

⑴.6-2項（0-200ページ）参照）

17.⑮フロントブロペラシャフト八ゲを取り外す（ 4 评〇呶）。

(1).6-1

^
4(1)-197ページ）参照）

0 - 7 4

〇エンジン



エンジン八ソ

18.⑯クラッチケーブル八ゲをトランスミッションより切り

離す。

19.⑰スピードメータケーブル八ゲをトランスミッション

( 4

^
13はトランスファ）より切り離す。

20.⑱パワーテイクオフケーブル八ゲを卩丁〇�で切り離す。

(卩丁〇発诳機付串）

21.⑲ユニバーサル八ゲウイズヨークジョイントを取り外

す。(卩丁〇発電機付事)

531

^
1073

22.⑳オイルクーラチューブ3/八を収り外す。（八/丁屯）

23.ミッションジャッキ等でエンジンマウントセンタメ

ンバ部を支える。

551X1112

24.�エンジンマウンテイングフロントブラケット、@

エンジンマウンテイングリヤインシュレータをボ

デーより切り離し、 エンジン十トランスミッション八ゲ

を屯阀より取り外す。

25.エンジンとトランスミッションの結合を取り外す。

26.�エンジンマウンティングセンタメンバ十ブラケッ

卜をエンジンより外す。

14-1-5 取り付け
1,@エンジンマウンティングセンタメンバ十ブラケットをエンジンに取り付ける。

250±60

^
8*0

^2 ,エンジンとトランスミツシヨンを結合する。

11X0



3 .エ ン ジ ン 十 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 八 ヅ を ミ ッ シ ョ ン ジ ヤ ッ キ 等 に の せ � 両 に 取 り 付 け た の ち�エ ン ジ ン

マ ウ ン テ イ ン グ フ ロ ン ト ブ ラ ケ ッ ト、 �ェ ン ジ ン マ ウ ン テ ィ ン グ リ ヤ イ ン シ ュ レ ー タ を ポ デ ー に

取 り 付 け る。

I〇1

^
51 ，フロントブラケット【X〕ボデー

425±75は乂爪

參リヤインシュレータ[父]ボデー

195±35せ，〇⑴

4 ,⑳オイルクーラチューブ5/八を取り付ける。（八/丁車）

，ガスケット、ホースは新品を使用すること。

- クランプ位置は右図の位置に取り付ける。

5 .⑲ユニバーサル八ゲウイズヨークジョイントを取り付

ける。(卩丁〇発電機付車)

雄別ペイント

3
1300

55比1080」

6 ,⑬パワーテイクオフケーブル八ヅを取り付ける。

(ド丁〇発‘也機付ボ）

7 ,⑰スピードメータケーブル八ヅのトランスミッシヨン

( 4…0はトランスファ）側を取り付ける。

8.⑯クラッチケーブル八ゲを取り付ける。

9 .⑮フロントブロペラシャフト八ゲを取り付ける（ 4 评〇

屯）。

10.⑭リヤブロペラシャフト八ゲを取り付ける。

11.⑫エンジンアンダカバーを取り付ける。

551ド1021

12.⑨ラジェータインレットホース、 ⑩ラジェータアウトレットホース、 ⑪ヒータホースを取り付け

る。

13.⑧フューエルホース頹のエンジン側を取り付ける。

^ ガスケットは新品を使用すること。

14.⑦バキュームホース�を取り付ける。

(0.17-2

^
((0-169ページ）参照）

15.⑥ハーネス、 コネクタ頌をエンジン八ゲ、 ミッション、 トランスファに取り付ける。

0 - 7 6

〇エンジン



ェンジン八ソ

16.⑤スロツトルケーブル八ゲをキヤブレタ（スロツトルボ

デー）に取り付ける。

0

^
3 ペダル遊び

1～ 4 麵

55

^
1256

17.④エアホースN0.2 を取り付ける。（已ド-丁5)

18.③エアクリーナホースN0.1を取り付ける。

19.②コンブレツサ六ヅウイズマグネットクラッチを取り

付ける。

28

^
1198

2〇.①シートライザセンタメンバを取り付ける。

21.ミッションオイルを注入する0

22.冷却水を注人する。

23.車両をジャッキダウンする。

55161077」

24.バッテリマイナス端子を取り忖ける。

14-1-6 取り付け後作業
1,エアコンベルトの張り凋格を行う。

(0」-1-5(2)②項（02ページ）#照)

2.クラッチ，脚格を行う。

(0.1-1-2項(0-1ページ)参照)
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15 燃料系統

15-1 フユーエル配管図

〇エンジン
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燃料系統

ピック系， エンジン搭載車
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燃料系統

バン系疋ドィ5エンジン搭截車
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燃料系統

15-2 フューエルタンク取り外し、取り付け（ピック：巳ドー～5、 一巳5)

15-2-1 準備品

途状 1111 报、品名 川形

09991-87705-000
ワイヤ，エンジンコントロールシス

テムインスぺクシヨン

5
チェック端，短絡

(09991-87203-000使⑴可)

叶器 トルクレンチ、エレクトリカルテスタ

55

^
127

15-2-2 構成図

I〆 0

1 1 9 5±2 5 ※:再使用不可部品

电位巾

①スペアタイヤ

②ホース，チャコールキャニスタ，N0.1

(¦)ホース，フューエルメイン

④ホース，フューエルリターン

⑤ホース，フューエル，

⑧コネクタ（フューエルセンダゲージ）

⑦コネクタ（フューエルポンプ）

8 タンク八ン，フューエル

⑧ホース類

⑬ゲージ，フューエルセンダ

⑪チューブ 5/八，フューエルタンクベント

⑫ポンプ八ン，フューエルツ/モータ 4 ブラケット（已ド-ビ5)
⑬チューブ 5/八，プリーザ

⑭パルプ八ソ，フューエルカットオフ

55

^
1268」



15-2-3 取り外し前作業

1，以下の要領で燃ぼを抜く。

(1) £1—N5
① フューエルタンクキャップを取り外し、 フューエルラインの内[十:を抜く。（キャブレタ屯）

(2) 6ド-ビ5
① フューエルポンプリレーを取り外す。

② エンジンを始�し、 怜止するまで放；沒する。

③ フューエルポンプリレーを取り付ける。

2,燃料残畎を確認する。

3.小咖をジャッキアップする。

15-2-4 取り外し

1.ハへ7テリマイナス端子を外す0

2 .①スペアタイヤを取り外す。

3 .②チ ヤ コ ー ル キ ヤ ニ ス タ ホ ー スN0 . 1、 ③フ ュ ー エ ル

メ イ ン ホ ー ス、 ④フューエルリターンホースを取り

外す。

551

^
1303

4 ,⑤フ ュ ー エ ル ホ ー スN0 . 1 を 取 り 外 す。

5.ミッションジャッキ等でフユーエルタンクを支える。

6.ボルト 4 本を取り外し、 フューエルタンク八ゲを少し下

げる。

55161257

0 — 84

〇エンジン



燃料系統

7 .⑥コネクタ（フューエルセンダゲージ川）、 ⑦コネクタ

(フューエルポンプ川： を切り離す。

8.⑧フューエルタンク六ゲを取り外す。

9.⑨ホース類、 ⑩フューエルセンダゲージ、 ⑪フュ

ルタンクベントチューブ3；

^
ぼドー1

^
3)、 ⑫フューエ

ルポンブ

“
ウイズモータ公ブラケット（ビド-ド上）、

⑬ブリーザチューブ5/六及び⑭フューエルカットォ

フハVレブ八》
，を取り外す0

せ法力，ガスケットは再使用不可

—ェ

15-2-5 点検

(1) フューエルポンプ

① 作動点検

1,端子問にバッテリ屯出をかけ、 モータが�転することを確,忍する。

6

^
1，点検は短時間（10秒以下）で行う。

- ポンプはなるべくバッテリからはなす。
，スイッチイング操作はバッテリ側で行う。

② 抵抗点検

1.テスタを使叩して、 端广問の抵抗を測定する。

0.5～3.00

15-2-6 取り付け
1.®フューエルカットオフ

チューブ5/八、 ⑫フューエルポンプ八ヅウイズモー

夕ふブラケット（1：1二だ3)、 ⑪フューエルタンクベン

トチューブ57八（已ド-\5)及び⑩フューエルセンダ

ゲージを取り付ける。

^̂
3 ^ ガスケットは新品を使用すること。

2 ,⑨ホース�を取り付ける。

ルブ六\\ ⑬ブリーザバ



3 .ミッションジャッキ1¢を使⑴し、 フューエルタンク

八ヅをコネクタが接続できる所までボデーに近づけ、 ⑦

コネクタ（フューエルポンプ；]1丄卜’-£3)、 ⑥コネクタ

(フューエルセンダゲージ用）を確火:に接続する0

4 .⑧フユーエルタンク八ヅを取り付ける0

195±25

^
-0^

061

5 .⑤フ ュ ー エ ル ホ ー スN0.1を心の位茜に組み讨ける。

6 .④フ ュ ー エ ル リ タ ー ン ホ ー ス、 ③フ ュ ー エ ル メ イ ン

ホ ー ス、 ②チ ヤ コ ー ル キ ヤ ニ ス タ ホ ー スN0 . 1 を取り

付ける。

7.①スペアタイヤを取り付ける。

8.バッテリ㊀端
—

/̂ を取り付ける。

551已1303 一

15-2-7 取り付け後作業
1,屯叫]をジャッキダウンする0

2 .燃料泯れがないか確認する。

0 - 8 6

〇エンジン



燃料系統

15-3 フューエルタンク取り外し、取り付け（バン： -N5、 巳ド-丁5)
15-3-1 準備品

途� 浒、 品名 II！1111

0999卜87705-000
ワイヤ，エンジンコントロールシス

テムインスべクシヨン

5
チェック端，短絡

(09991-87203-000使坩町)
8

計器トルクレンチ、エレクトリカルテスタ

55

^
127

15-3-2 構成図



15-3-3 取り外し前作業

1,以下の要領で燃圧を拔く。

(1) 已ド-�
① フューエルタンクキャップを取り外し、 フュ

(2)ぼ⑽、 已卩-丁3
① フューエルポンプリレーを取り外す。

② エンジンを始�し、 怜止するまで放;??する。

③ フューエルポンプリレーを取り付ける。

ルラインの内圧を抜く。ーェ

2 ,燃料残りI：を確認する。

3.¢1山]をジャッキアップする。

15-3-4 取り外し

1.ノゞッテリマイナス端子を外す0

2 ,①ドレーンブラグ

ドレーンブラグを外し燃料を抜く。

餘�』- ガスケットは再使用不可

- 抜き取った燃料は安全な場所に保管する。

3 ,②フューエルタンクインレットホース、 ③フュ

ルホース N0.1、 ④フューエルメインホース、⑤

フューエルリターンホースをタンク側で切り離す。

ーェ

55151270」

4 .⑥ホース（ブリーザチューブ～キヤニスタ）をブリーザ

チューブ側で切り離す。

0 - 8 8

〇エンジン



燃料系統

5 .ミ ッ シ ョ ン ジ ャ ッ キ で フ ュ ー エ ル タ ン ク を 支 え る。

6.ボ ル ト 4 4：を 外 し、 フ ュ ー エ ル タ ン ク 八 ゲ を 少 し ド(デ る。

7.⑦コ ネ ク タ（フ ュ ー エ ル セ ン ダ ゲ ー ジ 用）、 ⑧コ ネ ク タ

(フ ュ ー エ ル ポ ン プ 川 を 切 り 離 す。

8 .⑨フ ュ ー エ ル タ ン ク 八 ゲ

9.⑩ホ ー ス 頷、 ⑪フ ュ ー エ ル セ ン ダ ゲ ー ジ、 ⑫フ ュ ー エ ル タ ン ク ベ ン ト チ ュ ー ブ ⑬

フューエルポンプ八ゲウイズモータ及ブラケット（已ド-ビ5、 ビドノ1’5)、 ⑭ブ リ ー ザ チ ュ ー ブ5/八及び

⑮フューエルカットオフバルブ八ゲを取り外す。

辟—:遞 - ガスケットは再使用不可

15-3-5 点検

(1) フューエルポンプ（巳ド-巳5、巳「一丁5)
① 作動点検

1,端子問にバッテリ電け:をかけ、 モータが㈣虹することを確�する。
，点検は短時間（10秒以下）で行う。

^
ポンプはなるべくバッテリからはなす。

^ スイッチング操作はバッテリ側で行う。

② 抵抗点検

1.テスタを使川して、 端 /問の抵抗を測定する。

0.5～3.00基準

15-3-6 取り付け
し ⑮フューエルカットオフバルブ六ヅ、 ⑭ブリーザ

チューブ5/八、 ⑬フューエルポンプ八ゲウイズモー

夕公ブラケット（ビドー已5)、 ⑫フューエルタンクベン

トチューブ及び⑪フューエルセンダ

ゲージを取り付ける。

6

^
3，ガスケットは新品を使用すること。

2.⑩ホース類を取り付ける。



3 .ミッションジャッキ等を使用し、 フューエルタンク

八ゲをコネクタが接絞できる所までボデーに近づけ、⑧

コネクタ（フューエルポンプ用：

^
ド̃

^
5)、 ⑦コネクタ

(フューエルセンダゲージ川）を確�に接続する。

4 ,⑨フューエルタンク八ヅを取り付ける。

195±251

^
* 01711

^
51

55

^
1271

5 .⑥ホース（ブリーザチューブ～キヤニスタ）、 ⑤フュー

エルリターンホース、 ④フューエルメインホース、

③フューエルホースN0.1及び②フューエルタンク

インレットホースを組み付ける。

6,①ドレーンブラグを取り付ける。

，ガスケットは新品を使用すること。

7.バッテリ㊀端？'を取り付ける。

65x35

^
8 * 0

^

55比1270」

15-3-7 取り付け後作業
1,屯I句をジャッキダウンする。

2.タンクに燃料を人れ、 燃料瀨れがないか確認する。

15-4 フューエルフィルタ取り外し、取りイ寸け（巳「一巳5、巳ドー丁5)
15-4-1 準備品

形 品形. 名 途I旧

チェック端子短絡

(フューエルボンプ�觔）

(09991-87203-000使用
"1
)

8 09991-87705-000
ワイヤ，エンジンコントロールシス

テムインスぺクシヨン

8

•11器トルクレンチ

551【128

0 — 90

0

エンジン



燃料系統

15-4-2 構成図

15-4-3 取り外し前作業

1，以下の要如で燃圧を抜く。

(1) フューエルポンプリレーを取り外す。

⑵ エンジンを始�し、 停止するまで放�する。

⑶ フューエルポンプリレーを』

“
り付ける。

551〔1052」

15-4-4 取り外し

1.バッテリマイナス端子を外す。



2 ,フ イ ル タ 側（ 2 而 幅19111110を 叫:

^
し、 ユ ニ オ ン ボ ル ト を

外 し、 ①フ ュ ー ェ ル パ イ ブ 5/八 ホ ー ス N0 . 1 、 ②

フ ュ ー ェ ル ホ ー ス を 取 り 外 す。
，フ ュ ー ェ ル フ ィ ル タ の 下 に ウ ェ ス を 置 き、燃

料 の 飛 散 を し な い よ う に す る。
，ガ ス ケ ッ ト は 再 使 用 不 可

3.③フ ュ ー エ ル フ イ ル タ を 取 り 外 す。

15-4-5 取り付け
1.③フューエルフイルタを取り付ける。

2.②フューエルホースを取り付ける。

3 ,①フューエルパイブ 5/八 ホ ー ス N0 . 1 を 其 え り 付 け る0

400±501

^
* 0171

4 ,バッテリマイナス端 / を取り付ける。

15-4-6 取り付け後作業

1,55丁を使川し丁。～だ1(⑥～③〉端でを短絡し（フューェ

ルポンプ 8秒間回る）、 燃料漏れがないかを点検する。

09991-87705-000
(09991-87203-000使用可）

15-5 キャブレタ取り外し、取り付け

15-5-1 準備品

，？1

^
¦ ト ル ク レ ン チ

XII」六 角 � レ ン チ

55

^
129

0 - 9 2

〇エンジン



燃料系統

15-5-2 構成図

61
『⑧ ④

6

取位:レ8，。巾

①メンバ，シートライザセンタ

②ホース，フューエル

③ホース，バキューム

④パイプ 5/八，バキューム

⑤ホース，エアクリーナ

⑧コネクタ

⑦ケーブル，アクセルレータ

⑧ホース，フューエルベーパフイード

(¦)ホース，ウオータパイパス N0.3

⑭ホース，ウォータパイハ‘ス N<> 1

⑪ホース，ウォータパイパス N<> 4

⑫キャブレタ八ヅ

⑬インシュレータ，キャブレタヒート

33

^
1196」



15-5-3 取り外し�作業

1,冷却水を抜き取る。

2 .バッテリ㊀端子を取り外す0

15-5-4 取り外し

1.®シートライザセンタメンバを取り外す。

2 .②フユーエルホース、 ③バキユームホースを切り離し、

④バキュームパイブ3/八を取り外す。

3.⑤エアクリーナホースを取り外す。

4,⑥コネクタを取り外す。

0 — 9 4

〇エンジン



55^1202 -

ラバーシール部

〇

キャブレタ側

〇

55

^
1203」

燃料系統

5 ,⑦アクセルレータケーブルのキャブレタ�を切り離す。

6 ,⑧フ ュ ー エ ル ベ ー パ フ イ ー ド ホ ー ス の ア ウ タ ベ ン ト

ハワレブ側を切り離す0

7,⑨ウ オ ー タ バ イ パ ス ホ ー ス N0 . 3 、 ⑩ウ オ ー タ バ イ

パ ス ホ ー ス N0 . 1 及び⑪ウ ォ ー タ バ イ パ ス ホ ー ス

N0.4 をキャブレタ側を切り離す。

ックナットを取り外し、 ⑫キャブレタ八ァ、

⑬キャブレタヒートインシュレータを取り外す。

程

^
!，ロックナットは六角棒レンチを使用し取り外

8,ボルト、 〇

す。

9.イ ン テ ー ク マ ニ ホ ー ル ド の 穴 を ウ ェ ス 等 で カ バ ー す る。

15-5-5 取り付け
1.®キャブレタヒートインシュレータをピン側をキャブ

レタ�にして組み付ける。

杉署
”
:.，インシュレータの両面のラバーシール部を目

視で点検し、傷やはがれのある場合は新品と

交換すること。

2 ,⑫キヤブレタ八ヅ

1

^
：沒 - ロックナットは六角棒レンチを使用し、締め

付ける。

3.⑪ウ オ ー タ バ イ パ ス ホ ー スN0 . 4 、 ⑩ウ オ ー タ バ イ

パ ス ホ ー スN0 . 1及び⑨ウ オ ー タ バ イ パ ス ホ ー スN0.
3 を取り付ける。

195±39は，〇〇1

ス

\

イ

/1
フベルェユ

0

フ



4 .⑧フューエルベーハ
。
フイードホースを取り付ける。

55

^
1201

5 .⑦アクセルレータケーブルを取り付ける。

ペダル遊び

1～ 4咖

基準

551巳1200

6 ,⑥コネクタを取り付ける。

7.⑤エアクリーナホースを】[又り付ける。

8 .④バキュームパイブ3/八を取り付け、 ③バキューム

ホース、 ②フューエルホースを取り付ける。

9.①シートライザセンタメンバを取り付ける。

0 一 96

〇エンジン



燃料系統

15-5-6 取り付け後作業
1,バッテリ㊀端子を取り付ける0

2 .冷却水を注人する。

15-6 フューエルデリバリパイプ8¢インジェクタ（巳「一巳5、 一丁5)

15-6-1 準備品

途^ 番、品名

チェック端ア-短絡

(フューエルポンプ駆#力〉

(09991-87203-000使用可)

09991-87705-000
ワイヤ，エンジンコントロールシス

テムインスぺクシヨン

5

5

さ1器 トルクレンチ

55

^
130

15-6-2 構成図



15-6-3 取り外し前作業

し以下の要領で燃ぼを除去する。

(1) 10スイッチを「()ドド」にする。

(2) フューエルポンプリレーを取り外す。

(3) エンジンを始�し、自然に怜11：するまでエンジンを�

転させる。

(4) 10スイッチを「〇ドド」にし、フューエルポンプリレー

を取り付ける。

1111:3，フューエルラインには残圧があるので注意す

ること。

33161041-

2 ,バッテリ㊀端？'を外す。

15-6-4 取り外し

1.①ホ ー ス（ブレツシャレギュレータ）

2 .②フ ュ ー ェ ル ホ ー ス（ブ レ ツ シ ャ レ ギ ュ レ ー タ）

3.③フ ュ ー エ ル ホ ー ス5/八

フューェルホースを外すときは、ガソリンが

飛散しないようにウェス等で覆うこと。
# ガスケツトは再使用不可。

4 .インジェクタのコネクタを外した後、 ④フューェルデ

リパリパイブ八ゲウイズインジェクタを取り外す。

-

5 ,⑤インジェクタバイブレーションインシュレータを取り外す。

I ，インシュレータは再使用不可。

6 .⑥インジェクタカバー、 ⑦フューエルインジェクタを

以下の要如で取り外す。

^̂
3，作業は火気のない場所で行う。

(1) カバーを外す0

(2) インジェクタとデリバリハ
。
イブとのすき1«]にガソリン

を注入する。

(3) ドライバを使川してインジェクタを浮かせる。

⑷ インジェクタを手で取り外す。
，インジェクタを取り外す時、噴射口側からは作業を行わないこと。

0 - 9 8

主

0

エンジン



燃料系統

7,⑧〇リング、 ⑨〇リングを取り外す0

狂�:

^
，〇リングは再使用不可。

15-6-5 取り付け

1.⑨〇リング、 ⑧〇リングにガソリンを礅布し、 インジェ

クタに取り付ける。

6

^
1 . 0リングは新品を使用すること。

2.⑦フューエルインジェクタをデリバリパイブに取り付

ける。

^
インジェクタを入れ直す場合は、0リングを

新品に交換すること。

3.⑥インジェクタカバ广を取り付ける0

4 .⑤インジェクタバイブレーションインシュレータをデ

リバリパイブに取り付けた後、 ④フューエルデリバ

リパイブ八ヅウイズインジェクタを取り付ける。

於�5�

1，インシュレータは新品を使用すること。
，組み付け時、インシュレータは必ずデリバリ

パイプに取り付けること。作業をやり直す際、

マニホールド側に残った場合はデリバリパイ

プに付け直すこと。
，インシュレータが損傷、変形した場合は新品

と交換すること。

5.③フューエルホース5/八を取り付ける。

1

^
51

〔1 3

^
議 # ガスケッ

6.②フューエルホース（ブレッシャレギュレータ）

7.①ホース（ブレッシャレギュレータ）

4也

〇リング

55

^
1262 -

195±391

^
卜0171

400±50

^
8* 0

^卜は新品を使用すること。

15-6-6 取り付け後作業

1.バッテリ㊀端子を取り付ける0

2 .燃料瀨れがないか点検する。

3.5 5丁をする。

55丁 09991-87705-000

4 .5 5丁の丁尺 1～已1(⑥～③）端子を短絡する。（フューエル

ポンプが 8秒問作!5力する）

餘盞』，エンジンは始動させない。

5.この時（燃�がかかった状態）、 燃料漏れがないことを点

検する。
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16 エンジンコントロールシステム

16-1 システム概要
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16-1-2 システム配線図（已卜丁5)
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16-1-3 エンジンコントロールコンピュータコネクタ端子配列図（巳「-巳5)

インジエクタ

フューエルポンプリレー

#10

(36)印〇

回転角センサ

車速センサ 点火コイルI嗯

�〇參
闩3。@

八〇じ卩為

ロータリ18〇バルブ

アイドノレアツ：/\；3ソ

1圧カセンサ

〇2センサ -
剛

0X

令
(4

オルタカット信号
(八汀⑧のみ）

八し丁エ

3
水温センサ—
A/〇エバ温センサ

スロットルセンサ
(八/1のみ）

丁謂ノ

八㈣ド八，ーエアコンアンプ
(エアコンカット信号出力)ソ丁㈠ コ

购3)—
ソ「(46)

ダイアグランプ

ソドモニタ
〇

ル
アイドルスイッチザ8)10し

パワースイッチ
(1

^
/1のみ）

45)卩5\

^
/ コ V〇〇@

£20(55

スロットル信号出力
(/

^
のみ）

1
エアコン信号

/〇ェコノ信号

0レンジ信号
(八/!"のみ）

八〇 ユ

八咖

‘
「 電源系

巳〇1)電源1

已〇リ電源2

バックアップ電源

センサ用電源

演算系アース

センサ系アース

燃料系アース

点火系アース

N1 +81(16ノ

+82(43.
@丁チェック端子 8八丁(15：

日01參
E03

^
}

27 26 25 24 23 22 2120191817 16 15 1413121110 9 8 7 6 5 3 24

54 53 52 5150 49 48 47 46 45 44 3243 42 4140 39 38 37 36 35 34 33 31 30 29 28

£0じコネクタ配列

—— 53

^
1503

^
0 — 1 0 2

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

16-1-4 エンジンコントロールコンピュータコネクタ端子配列図（巳ド-丁5)

インジェクタ#10¢5ノ

(36)5卩0

回転角センサ
フューエルポンプリレー

点火コイル

ド〇(50

車速センサ 16(27

八011？(

^
) 0レンジアイドルアップ\；3ソ

(；\71のみ）

1
150(52) 130ソ3ソ

？ソ3ソ

^
1) 燃圧制御\；3ソ

圧カセンサ -
〇2センサ —
吸気温センサ

水温センサ -

？旧

〇ズ

オルタカット信号
(八/1

*®のみ）
丁以
I

丁⑽ ン

八し丁（49

ぐ一

エアコンアンプ

アコンカット信号出力)—(29)ン丁㈠,スロットルセンサ
(八/!のみ）

^
(13) ダイアグランプ

ソ卩モニタ
〇

ル アイドルスイッチ信号出力
(八71のみ）

アイドルスイッチー〈18)10し

パワースイッチ
(

^
4汀のみ）

1010(14；
デソ0〇(

^
；

匕
.ソ丁㈠〇（8:

£20 65；
スロットル信号出力

(八几のみ）
エアコン信号

電源系

日〇リ賴1

E〇リ電源2

バックアッブ電源

センサ用電源

演算系アース

センサ系アース

燃料系アース

点火系アース

夕厂

0レンジ信号

(八71車のみ)
19) +81(16：

+82@
8八丁參
▽0$

日01@
£03益

チェッフ為子 10)1

ヘッドランプ 39)05…1

信号

フン丄ータ

ファン信号

ブロアスイッチ

信号

20)05\

^
2

―

^
38)05\

^
3

デフォッガ信号 05\

^
4

31413121110 9 8 7 6 5 4 224 23 22 2120191817 16 1527 26 25

5150 49 48 47 46 45 44 4140 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 284354 53 52 42

日011 コネクタ配列

55旧583」



16-1-5 構成部品位置図

(日ド〈3エンジン搭載車)

スロットルポジションセンサ
ディストリビュータ

車速センサ
吸�管圧カセンサ

水温センサ

チェックコネクタ

燃料ポンプ

イグニシヨンコイル

エンジンコントロールコンピュータ

ロータリ 130

化卜丁3エンジン搭載車)

車速センサ 吸気管圧カセンサ吸�温センサ

イグニシヨンコイルスロツトル
ポジションセンサ

150用ソ5ソ

チェックコネクタ

燃料ポンプ

エンジンコントロールコンピュータ

ディストリビュータ水温センサ

55

^
1504

0 — 104

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

16-2 エンジンコントロールシステム点検

16-2-1 準備品

途111
*
1

^
, 名形 状 (111

0999卜87705-000
ワイヤ，エンジンコントロールシス

テムインスぺクシヨン

チェック端，短絡

(09991一87203-000他川可）

5 糸 09842-87502-000
サブハーネス，卜：ド1コンビュータチ

エック

エンジンコントロールシステム点検

フューエルポンプ职:勋

5

09268-41045-000
ツールセット，インジェクションメ

ジヤリング

燃!I：点検

T

09842-30070-000
ワイヤ， インスペクション

インジェクタ点検

丁8707

ゲージ，ビド1フューエルブレツシヤ

㈱バンザイ

燃庄点検

18-725
( \112111〇1)

ね

90405-06167-000
アイユニオン

サウンドスコーブ、 コンブレツシヨンゲージ、エレクトリカルテスタ、シクネスゲージ

※は祈设 53

^
501



16-2-2 作業上の注意

(1) コネクタの取扱い

1,コネクタゃ各端了‘の接絞、 り外しは1 0スイツチを

「〇ドド」とするか、 メズツテリマイナス端子を外すこと0

ハーネス断線と判断し、 フェイルセーフがかかります。

2 .コネクタを外すときは、 ハーネスを引つ强らずに必ずコ

ネクタのロツクを外した状態で引き抜くこと。

接絞するときは、 パチンと竒がしてロックがかかるまで

確実に押し込むこと。

551¢1505」

3,コネクタにテスタ�を肖てるときはカブラ後方（ハーネ

ス）よりテスタ�を3てること。

防水カブラ等、 後方より差し込めないものはコネクタ端

�を変形させないように注意してテスタ棒を当てること。

4 ,コネクタの端卜には泊:接手を触れなI、こと。

55

^
1506 -

(2) ワイヤハーネス、コネクタ点検要領

系統別点検中におけるワイヤハーネス、 コネクタ部の点

検は次の炎領で行ってください。

① 導通点検
1,孩3するハーネスのI山]端のコネクタを外す。

2 ,咖端のコネクタの汶当端了-問の抵杭を测定する。

1 0 0以下
，ワイヤハーネスを軽く上下、左右に揺すりながら測定する。

^ 断線の場合、車両の配線の中央部ですることはまれであり、断線する箇所のほとんどがコネ

クタ部である。特にセンサ部のコネクタは充分に注意して点検する。

基準

② 短絡点検
センサ側 フューエルインジェクション

コンピュータ側
1,，决、

％するハーネスのI山】端のコネクタを外す。

2 .コネクタの該当端子とポデーアース問のコネクタで行

う。

基準 1�卩以上

，ワイヤハーネスを軽く上下、左右に揺すりな

がら測定する。
〇¦

〇I

55161508 -
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3 ,コネクタ該当端 /‘と卜〇じコネクタ内の端 / 1!りの抵抗を測

定する（電源系㈣士、 アース系

^
]士を除く）。なお、 点検

は両側のコネクタで行う。

ーエルインジェクション
コンビュ

フユセンサ側
一夕側

〇〇 1㈣以上

，車内の配線がボデーに嚙み込んだり、クラン

プの不良で短絡することがある。

〇; 〇,

〇〇¦

55

^
1509

③ 目視、接触圧点検

1.該势するハーネスの阀端のコネクタを外す。

2,コネクタ端广部に铋の発生や:

^
物の浞人苫がないことを

0祝で点検する。

3.かしめ部でゆるみ、 川傷がないか、 またカブラからワイ

ヤハーネスを粍く引っ張り、 抜けないことを点検する。

38

^
1510 」

4 ,コネクタ端チのオス端广と…]じものを⑴ぬ;してメス端子

に差し込み、 引き抜き力を点検する。

他の端 /'と比較して…き抜き力の小さい端 /‘は接触不良

の”I能性がある。
，端子部に錆の発生、異物の混入やオス端子と

メス端子の接触圧力の低下等があると、接続

コネクタを一度脱着することにより接触状態

が変わり、”異常なし"となることがある。し

たがって、ワイヤハーネス、コネクタ点検の

結果が正常であれば、そこで不具合現象の確

認を行ってみる。この時、不具合現象が再現

されなければ、オス端子とメス端子の接触不

良が原因であったとも考えられる。

551&1511



(3 ) 巳。リ回路点検

系統点検中における卩〇〇�路点検は次の袈領で行います。不良ならば該
、
与のコネクタ、问路を修理し、

正常であれば只011を交換します。

1.尺〇じのコネクタ部の0祝、 接触圧点検。

已〇じのコネクタについて、 前ページの0祝、 接触圧点検�領に基づき点検する。

2,だ〇じアース点検

[〇じのコネクタを外し、 各�源端チと各アース端 /‘とボデーアース叫の屯圧を测定する。

1

^
3 各電源端子電圧

^̂
3‘[〇リ回路点検の際、コネクタを脱着することによって端子の接触状態が変わり、”異常なじ’

となる場合もあります。従って、巳〇リ回路点検の結果異常なしの場合は再度巳011コネクタを

接続して不具合が発生する事を確認した後、£0じ不良の判断をしてください。

(4 ) エンジンコントロールシステム取扱上の注意

1.E

^
V % 各センサ如は褙密部品です。脱？

^
時などに人きなショックをあたえないこと。ショックを与え

た（床へ落ドした場合など）部品は使01しないこと。

2 .雨天の点検や洗中時には水の進人に注�し、

^
01)、 各センサ頷に水がかからないようにすること。

3.[〇じ異黹と判断し、 交換することによってホ肉‘が正常になった場合は、 阿度交換した（イヾ伋と判断し

た）已〇じを取り付け、 /»4初の不只-合が��することを確認してから沿終妁にと判断すること。

4 ,無線機を搭钱する場合は以下の，项に注意すること。

(1) アンテナは6011からできるだけ離すこと。

(2) アンテナのフイーダは巳〇じおよびワイヤハーネスからできるだけ離して（最小距離30(

^
)配索するこ

と。また、 平行して及く引き间すことは避ける。

(3) アンテナはマッチングを良くすること。

(4) 火出力の無線機は搭攸しないこと。

0 — 108
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16-3 故障診断

16-3-1 故障診断の進め方
エンジンコントロールシステムには、 不具合简所を，珍断するダイアグノーシス機能を備えており、故�

診断を行う場合の�要な手掛かりとなります。

また、 本システムのダイアグノーシスにはバッテリバックアッブ（10スイッチを「()17ド」してもダイアグ

ノーシス記憶川電源が供給される機能）が装備されています。

不�合呶�の入雎

不具合の発生条件、綱

現象を I 分聞き出す
問

ダイアグノーシスコードの確認と記�

ダイアグノーシスコードの消去

稅染を確認しイヾ14介状況

を把掏する（冉说できな

かった�合は、問診、 心

貝-合现染別チャートより

职因を推定する)

小

“
合�染の冉祝確認

ダイアグノーシスコードの内確認

ダイアグノーシス

コードは卍觉か

N0
小1(合系統を絞り込む

基本ぬ検

不

“
合別トラブルシューティング

系統別点検

お各

“
の訴える不抖合�

象が確火に解消したこと
N0 確認テスト

1(両は正斯に很铺したか
を確認する

，化8

衿

35

^
502



1 6-3-2 問診

不11合が発生したポ咖についてその原�を取り除こうとしても、 火際にその不只.合�象を確認（が％)しな

いことには、 故！

^
部位の絞り込みはできません。¦！！1�は不只.介％象を確認（内祝）する�に行うお各様からの

怙報収堪で、 不只公％象の��を図るうえで特に敢要な手掛かりとなります。

また、問診から�られた情報はトラブルシューテイングの参考となるため、 ただ問診をするのではなく、

その不具合に聞迚した事項を屯点的に間き出すということも必変になります。

一例として、 下表のような問診表をあらかじめ作成しておくこと、 間き漏らしをなくすことができます。

(卷木に六 4 サイズの問�シートを川�しましたので複写してご使川ください。）

〔問診シート〕

1»] 診 シ

お奔從名 咐両切式 エンジン — ^̂
/八，170,

5/0,キャブ，

[ドしし

ミッション — 4 \1广厂 5X1/7,

2

^
0,4賈『） 2八ゾ丁，3八/丁，

从/丁

發録〇 故�� 走

”
距離フレーム％ 爪

中

11111 装備：

叫 お各様（逆虹打）の〔性別〕〔屮令〕 〔職装〕 [主たる使川地区〕 [駐車場所〕

心銜〆郊外/海�〆山卯/その他 ㈤外/4内
�

I又 才位

- 初爆がない

，始�しにくい (冷機時、暖楢時、 常時)

# その他（

- 初煤はあるが完煤しない

始 勋 不 良

^ ファーストアイドル効かず

- アイドル回転が商い
- アイドル1

"
】紜が低い

，アイドル不安定（冷饯時、暖機時、 常時)
故

アイドル不凋

# その他（

へじ付き (発進時、 加速時、減速時、 - 定時〉

- バックファイア

- その他（

- アイドル時（呵饯途中暖機後）

，停止滴:後 (肖始�
"
I能 Iザ始勤しない)

- その他（

，ノッキング

- 吹け不设迷如忭不良 - 出力不足 - 加速不良
状

- 発進時 - 走行時（
，灯佝時（エアコン屯奴卩荷パワステ）スェ

発生 I用始時期

允 1-: 頻 度
- 新小時から - �近（ 年

"
ごろから）

- いつも - ある条件で（ - 時々

- いつでも

- 啮れ

- 51温（約“
染条件天候 ，，於り

•0) (#，没：，秋，冬)

,刚 - その他（

XV 温

- 冷檐時エンジン状態 - 暖機後 ，峨楢屮 (水温約 "〇
# 市街地迫 路 - 郊外 - 商速道路 ‘山道（登り下り）

- 閲係しない

- 止行中 (屯速：

'力ーブ也彳ナ屮（右力ーブ左力ーブ)

- 無兑衔レーシング時

運 虹 条 件 1

^
/卜、エンジン㈣奉ム： 「口171,N1/'1' 速）

その他の状況

エンジンチヱックランプの状態 ，常時点幻

ダイアグノーシス表示（丁端子短絡）
&

^
- 点灯せず- 時々点灯

- ^
1：% - 光浒コード（

2 间 II - 11：常 - 光常コード（

5516503

^
- 11 0

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

(1) ダイアグノーシスコードの確認、記録、消去

ダイアグノーシスの異常コードが表示されている場合、 そのシステムの不11介が過去に発生したものなの

か、 祝在も継続しているものなのかを確認し、 �現された不具介との聞係を確かめる必要があります。その

ためには、 現象確認の前後で、 ダイアグノーシスコードを表示させなければなりません。

① ダイアグノーシスコード確認

ダイアグノーシスの確,忍は、10スイッチ「〇⑴の状態でダ

イアグノーシスコネクタ端子⑥～③（丁卜:，～已，）問を55丁を

使川して短絡し、 コンビネーションメータ内のエンジン

チェックランプを点滅させることで行います。

^
3

^
1，短絡位置を間違えると故障の原因となるので

55丁を使用すること。

09991-87705-000
(09991-87203-000使用可）

55丁

33

^
1512

② ダイアグノーシスコード消去方法
,！己憶されているコードはスイツチを「〇ドド」にし、 圧厂1ヒューズ（15八）を30秒問以上外すことでキャンセ

ルできます

また、 バッテリ鬼:源、 ヒュージブルリンクなどのバックアップ㈣路の接続を切った場介もキャンセルさ

れます。

‘バッテリ端子を外す場合は、あらかじめラジ

才のチャンネルを記録しておき、作業後、元

どおりにセットしておく。



③ タイアグノーシス診断内容

ダイアグノーシス診断内容
ウオーニコ—ド ダイアグノーシス及ボ 診断项 11 診 胼 内 容ング衣尔N<1

〇～
II：

〇卜下

0\

心
.

㈣蚣灼センサ伉号系統 ㈣蚣センサからの仿号が断線または短絡となった時13

」

〇.

^ 点火信

”
系統 点火確認

“
け（コンビュータ内）が人力されなかった時16

」

0

^
1

心 02 センサはほ系統 ()2センサからの

“
号が断線またはね1絡となつた時21

明:シI符圧センサからの

“
けが断線または紐絡となった(卜:ド-ビ5)

明

^
I许圧カセンサ系統 時

心31 ⑽-丁3)
吸�膂ぽカセンサ系統

過給ぼ制御系統

吸氕钎り:センサからの。号が断線または短絡となった

時、または過給「I：異常時フューエルカツトを行った時

(略小）

アイドルスイッチとパワースイッチが卜1】時に「0

^
1」

となった時
(爪

スロットルセンサ
打 (八/丁すり

しスロットルセンサからの

“
号が脱線または短絡と

なった時

2.アイドルスイッチ「〇!

^
」でスロットルバルブ開度

が一定開度以上の時

41
系 統

〇卜下
^

0\

む 水温センサ

“
3系統 水温センサからの

“
4が浙線または�絡となつた時42

()\
咖-丁5)
吸気温センサ

“
3系統

イ1
*

吸效温センサからの

“
号が断線または短絡となつた時43

01下

邮-だ5〉

エアコンエバボレータ

溫度倍り系統

01\；
エバポレータ；度検出サーミスタからの

“
けが浙線ま

たは短絡となった時
打44

•1，端，短絡状怨で

アイドルスイッチ「〇ドド』または八(:スイッチ「01

^
』ま

たはエコノスイッチ「01

^
』または[〇]、 �、[0レンジ状

態が検出された時

(回、（1)、 冏レンジ検出は八/丁ポのみ〉

(ェコノスイツチ「〇ゞ」検出は已ド-已しエンジンのみ）

無 スイツチ倍�系統51

〇ドド」

()\

心 小速センサ

“
り系統 •1(速センサからの

“
りが断線または短絡となつた時52

〇ドド

55

^
504

0 - 1 1 2

'
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16-3-3 現象確認
トラブルシューティングを行う場合、作業者が実際にその％象を確認しなくては职闪を;II求することはで

きません。そのためには問診で得た怡報をもとに、 不具合の発生状況と如似した条件、 53境を作り出して不

只合現象を再％させる事が不可欠です。

叫

^
忭の乏しい视染については、 問診で份られた怡報をもとに不II合発生時の走行条件（路面状態、 奴象

条件.、 運如条件）に近かづけた状態を作りだすことも必哭です。そのためには、振�（ワイヤハーネスやリ

レーを手で�かす）、 熱（温風を
、1彳てる）、 水（浞度をひえる）などの外的贤闲を加えて根ス良く外％させるこ

とが从も重要です。

圯に、 イぐ只合の要因となる部位（部品）を推測し、 テスタ答を核続して�染確泌をすれば部位（部品）の良否

判定も同時に行えます。

(1) ダイアグノーシスコード再点検

不II合現象の確認後のダイアグノーシスコードを点検することにより、 確認前に表示されていたコード

のシステムが％在は正常か否かを判断します。

1.確認時に不11-合が発牛:し、 確認後も異常コードを表示している�合はコード別のトラブルシューテイン

グを行います。

2,不具合が発生していたが確認後は正黹コードが表示された場合、 ダイアグノーシス系統以外の不具合が

考えられるので、 祝象別のトラブルシューテイングを行います。

3.不II合が発生せずに確認後は正常コードが表示された場作、 過上にハーネス、 コネクタ部に接触不良等

の異常が起きたが、 祝在は止常であると考えられので、 現象確認前に表示されていたコードの系統につ

いてハーネス、 コネクタを点検します。

⑵ 基本点検
基本点検を行うことで小具合�所を絞り込むことができます。

1,ノ心/テリ電圧測定

エンジン停止状態でのバッテリ笵1ゼを測定する。

〇〇
2 .インジュクタ作�点検

サウンドスコーブ、 ロングドライバを使用し、 イン

ジェクタの作�序を点検する。

3,燃圧点検（簡�）

エンジンを始�し、フューエルホースを指でつまみ、

燃圧（脈�）が感じられることを確認する。

12～1心

4 ,火花点検

(1) スパークブラグを外し、レジステイブコードに』�乂り

付けてブラグをアースする。

(2) クランキング時、 スパークブラグに火佗が飛んでいる

かを点検する。

55161515 -



5 .圧縮圧力点検

(1) スパークブラグを全数外し、 コンブレッシヨンゲージを取り付ける。

(2) フューエルポンプリレーを】�り外す。

(3) スロットルバルブを今間にし、 スタータを回して圧縮

圧力を測定する。

心-问5、日5限度

10は/01

^
(400「口⑺)

必-丁5
9 せ/0

^
(40〇…⑺）

気筒間差 1.5せ/耐以内

^ バッテリは完全充電したものを使用し、でき

るだけ短時間で行う。

0 - 114

〇エンジン



不具合项月

エンジンコントロールシステム

⑶ 不具合現象トラブルシューテイング

不具合現象別トラブルシューティング

アイドル小安定 エンスト 走行不位始觔不良

力II- サセ ン

水 温 サセ ン

サ #1»! セ ン

制 スロットル ポジション センサ

奴 サ明: 温 セ ン
御

8ア XVンェ
系

VII クI 灯 8 XV

•1( サ速 セ ン統

(ドレギュレータ川）5V V

サ〇2 セ ン

凋 格卜ア ル

ポンブ系統フ ェ ル
燃

ブレツシヤ レギュレ 夕料

系 ライン 、 フイルタフュ ェル
統

ク 夕ぐ
，

0 ル二7

点 ブ グク ラス パ

火
レジステ イブ 卜フ

系
火 時 期統

グ (�（：じ） �夕

ブア ルェ

吸 系 統08

ブルス ル バ〇 ''/

スロットルアジヤステイングスクリユ系

ボ デス統 ル〇 ヴ

吸 れ込 み

屯 源 1»] 路 #0 V
屯

チ�0 ス源

系 卜
，

リ卜 レ
統

リ レ

55

^
505

① 不具合現象別チャート

不具合別トラブルシューティングを行う前に从本点検を行い、 不只:合発生の推定原I人Iを絞り込みます。例

えば、 椹本点検の火佗点検が正黹であれば、 点火系統は正常であると推定できます。また、 問診によって份

られた悄银によって史に推定朌闪を絞り込むこできます。

キング
ヴ

ノ出

足

乃

走行屮ハンチング加速時�つきアイドル屮エンストアクセルを儺すとエンスト発進時エンストアイドル時ハンチングアイドル小安定アイドル
1'

»!

虹が商い

アイドル
11

紜が低いファーストアイドル効かず始舯しにくい
(

温問時
)

始�しにくい
(

冷間時
)

初爆はあるが
76

煤はしない
が

切

氓

な



16-3-4 系統別トラブルシューティング

⑴ 回転センサ系統点検（ダイアグノーシスコードN0.13出力)
① 回転センサ系統システム図

日〇じ 回転角センサ

N+0
〇

デイストリビュータ接続

車両ハーネス側コネクタ

N•1* £1

2 3 4 5 8 910111213 1617 1819 20 2122 23 246 14 15 2526 27

28 29 30 3132 33 35 36 37 38 39 40 43 44 45 46 47 48 49 50 5134 41 42 52 53 54

E◦リ接続車両ハーネス側コネクタ

55

^
1517」

② ダイアグノーシスコードN0.13出力条件

アクセルペダルを踏まずにクランキングを数秒問続けている問、 ル仍Vが一度も人力されなかった時

③ 点検ポイント

1,回蚣センサからの

“
号がビ(：1)に人力されているか

2,叫紅センサ～£1]問のハーネスは正蘭か

3 .㈣転センサの出力は正しいか

0 - 116

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

④ 点検方法

く已(:じ人力点検〉

1，5訂（サブハーネス）を�統する

2.クランキング0专581

^
)～(1)

間の屯圧を��する

钱準値 0.1～0.4V (八(：レンジ）

【参考】

0

^
N0

オシロスコープを使用すると、回転角センサ

の信号は上図の様になる（周期、電圧は回転数

によって異なる）

以：1；问路点検く回幸ムセンサ～肛〇1)問ハーネス点検〉

センサ侧コネクタ①

(:じ(則つネクタ⑤

センサ侧コネクタ②

̃已匸1)側コネクタ④

〇仄N0

ハーネス、

コネクタ \\%

^
く回転角センサ小体点検〉

(•151参照)

N0

各部コネクタ�校

状態点検

デイストリビュータ交換

35

^
506



巳〇1！

2¦

^
レ

16

画
点火信号

^
デイストリビュータ

点火確認
信号

10スイッチ

16コイル接続
車両ハーネス側コネクタ

10£1

7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1516111819 20 2122 23 24 25 26 27
42 43 44 45 46 47 48 49

^
50 51

̃
52 53 54

1 2 3 4 5 6

34 35 36 37 38 39 40 4128 29 30 3132 33

巳〇リ接続車両ハーネス側コネクタ

55

^
1518

② ダイアグノーシスコードN0.16出力条件
点火確認岱けが；:!!続して人力されなかった時

③ 点検ポイント
1,点火

“
り-が確実に出力されているか

2.10コイル～圧(:じ問のハーネスは正常か

3,10コイルは正常か

0 - 118

( 2) 点火信号系統点検（ダイアグノーシスコードN0.16出力)
(1；点火信号系統システム図

〇
〇-じ

0
口

1

一 〇エンジン



エンジンコントロールシステム

④ 点検方法

1.16コイル～デイストリビュータ問

のレジスティブコードにタイミン

グライトを取り付ける。

2.クランキング時タイミングライト

が点滅することを点検する。

〇汉N0

ドぶ〇回路点検く丘(：0出力

^
!り点検〉

1.557 (サブハーネス）をセツトする

2.クランキング時の ～⑫

(16—だ1) 間の篦卍を測定する

堪氓�近の帘1王 【参考】

N('1(爪

1 1 . 4

ビ(:じ问路点検くコイル間ハーネス点検〉

16コイル側コネクタ② 0¢!
(:じ仰]コネクタ@

比
〇汉N0

ハーネス、

コネクタ修理

く1〇コイル屯源屯出点検〉

スイッチ「〇!

^
」時、 1〇コイル侧コ

ネクタ①～ボデーアースI川の項�を測

定する

基賴バッテリ增〇I

オシロスコーブを使…すると、点火信号は I：閣

のようになる（問期はN+5数によって與なる〉

N0〇ビ

( 1(；コイル～バッテリ問の

ハーネス修坪、 交换

く16コイル単体贞検〉

( •192参照）

(爪N0

( [匸じ㈣路点検コイル交換
551£507



⑶ 〇2センサ系統点検（ダイアグノーシスコード1\10.21出力）
① 02センサ系統システム図

巳〇じ

ふ 0？センサ
〇父

1
(5

〇2センサ接続

車両ハーネス側コネクタ

氏ドモ3エンジン搭�車）

チェックコネクタ

0〇
2

/[ 0 〇
〇2センサ接続
車両ハーネス側コネクタ

旧卩-丁3エンジン搭�車）

2 3 4 5 6 8 910111213 14 15 1617 1819 20 2122 23 24 25 26 27

28 29 30 3132 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54

〇乂

E◦リ接続車両ハーネス側コネクタ

33161519 ^

② ダイアグノーシスコードN0.21出力条件
エンジン卩5機後、 回如数3,000门抓以上、パワースイッチ「0…が絞いた状態で、 02 センサからの信号が

一度もリツチとならない時

③ 点検ポイント
，このコードが他のコードと同時に出力された場合は、他のコードから先に点検する。

1，02センサからの信好がピ〇じに入力されているか（02センサの出力佶号は微�でテスタでは判読しにくい

ので、ソド端子出力で点検する）

2.02センサ～[〇〇問のハーネスは正黹か

3 - 02センサの出力は正しいか（八/ドがリーン（排気ガス中の02濃度が商い)となり続ける原因が無い場合、

02センサ不良と判断する）

〇 - 120

〇エンジン



エンジンコンドロールシステム

④ 点検方法

【参�】1.エンジンを暖機する

2. 丁（インスべクシヨンワイヤ）

をセットし，飞
、
视を短絡する

3.⑼転数を3,000卬巾で 4 分I川保持

し、 〇2センサを明機する

4.1,20011)出以ヒに保持した状態で

ソ1：～アース問の屯正を測定する

祜準�0ご 5丫

(10秒問に 8 ㈣朽度繰り返す）

()ドN0

くセンサ出力ぬ検〉

1.88T (サブハーネス）をセットする

2.〇2センサを�機する

3.エンジン回辛ム数を2,000卬�II以ヒに保

持した状態で851

^
～⑫（0父～

^
1)

叫の�圧を測定する

堪刺ぬ約0.2二1カソ

(10秒叫に 8�稃度綠り返す）

53丁（サブハーネス）をセットし、〇2センサ、

V？の出力を:?（ シロスコープを用いて測定す

ると上図の様な波形となる0 上記の様な波形が

得られた場合、〇 2センサは正常である。

N(101\

く厂ゼカセンサ琳体点検〉

(0151参照）

〇2センサ～£1；問

ハーネス/.(検
センサ侧コネクタ（1)

(:じ仰Iコネクタ�

VI
，
モニタ～!£1；問

ハーネス点検

チェックコネクタソド端广

(:リ接続コネクタ⑩
N('1(爪

《燃圧点検〉

( •149参照)

�乃センサ交換N0〇仄 N0 〇汉

N0 01\ハーネス

つネクタ

修理

ハーネス

ゴネクタ

卜:〇リ㈣路点檢

修岬 インジ.てクタ小体点険

( •155参照）

燃料系統兇常

心検昨砰

N0()1く

( インジヱクタ交换くスパークプラグ中(本贞検〉

( -155参照）

N0〇ド

( スパーク()2センサ交換

プラグ交換

55

^
508



⑷ 圧カセンサ系統点検（ダイアグノーシスコードN0.31出力）
① 圧カセンサ系統システム図

圧カセンサ

V。
「旧

£2

卩旧日2 V。

吸気管圧カセンサ接続

車両ハーネス側コネクタ

ソ〇 ？\1

^
\

2 3 4 5 6 8 910111213 14 15 1617 1819 20 2122 23 24 25 26 27
28 29 30 3132 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54

巳2

日〇リ接続車両ハーネス側コネクタ

53

^
1520

② ダイアグノーシスコードN0.31出力条件

压カセンサからの。りが一-定時問以ヒ迚続してん9ソ以上または〇フ\『以下

3 点検ポイント

1,出カセンサからの。;X；が£1；に人力されているか

2.圧カセンサ～だじじ問のハーネスは正兜‘か

3,圧カセンサ70：源電圧は正常か

4 ,丨ゼカセンサの出力は止しいか

0 — 122

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

④ 点検方法

化(：1；入力信号戍検〉

1.55丁（サブハーネス）をセットする

2.

“
乃センサのバキュームホースを外す

3. スイッチ「〇… 時没叮②～⑭

叫の�圧を測定する

�，的. 2.4-3
^

(钻溢）

〇仄N0

£1；回路点検く圧カセンサ～只011問ハーネス点検〉

センサ測コネクタ①（ド1\1) 匕̃(：11側コネクタ②

センサ侧コネクタ② 汨2) ～[

^
リ側コネクタ⑭

センサ側コネクタ③（ソ〇 ̃已(：1)侧コネクタ①

〇汉N0

ハーネス、コネクタ修理 く

“
カセンサ难源窀圧点検〉

1，ばカセンサコネクタを外す

2.10 スイッチを「〇ド」にする

3.センサ接統コネクタ③（ソ〇) 、

① (？11

^
) ～②（卜：2) 間のそ

れぞれの屯!

^
を測定する

N0(爪

以：1】卜1路点検く圧カセンサ�体点検〉

(0-151参照〉

N001\

( 圧ハセンサ交換各部コネクタ

接続状態点検

53

^
509



⑸ スロットルポジションセンサ系統点検（ダイアグノーシスコードN0.41出力）
① スロットルポジションセンサ系統システム図

£0り スロットルセンサ(N/1)

スロットルセンサ(

^
)N/0

ソ丁㈠

^
2

已1

巳2 10しソ丁㈠ V。10し已1 卩3が
〇\ 1\I〇

1X2X3 112X3X4

スロットルセンサ(N/1)接続
車両ハーネス側コネクタ

スロットルセンサ(八/1)接続
車両ハーネス側コネクタ

V。 已110し

2 3 4 5 6 8 910111213 1514 1617 1819 20 2122 23 24 25 26 27

28 29 30 3132 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54

62

[〇リ接続車両ハーネス側コネクタ

55旧521 -

② ダイアグノーシスコードN0.41出力条件

- [八/丁]
1.スロットルポジションセンサからの估号が一定時叫以上迚続して4,8ソ以上または0,2ソ以下

2 .アイドルスイッチ「0…かつスロットル開成一定以上の状態が一定時問以 I：迚統して検出されたとき

^
⑽丁]

アイドルスイッチ「0…かつパワースイッチ「0\」の状態が一定時¦⑴以卜.迚絞して検出された時

③ 点検ポイント

1.スロットルポジションセンサからの佶けが£011に人力されているか

2 .スロットルポジションセンサ～已〇じ問のハーネスは正黹か

3,圧カセンサ電源電圧は止常か

4 ,スロットルポジションセンサの出力は正しいか

0 - 1 2 4

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

④ 点検方法

IV！/丁中:
<£11入力信号点検〉

(サブハーネス）を七ットする

2.10スイッチを「(爪」にする

3』81如一⑫（10し ピ̃1) 間，⑮～⑫ 0)8\乂ート：1) 叫の

甩ぼを测记する

�准値 10し～� 0,3ソ以ド （スロットルバルブ全閑時）

4.5～5,5ソ (スロットルバルブ全開時)

4,5 5̃,5\

^
(スロットルバルブ全は1時）

0,3ソ以ド 《スロットルバルブ全開時）

〇仄N0

( ビ〇じ㈣路点検くスロットルポジションセンサ- じじ問ハーネス点検〉

『Xじ侧コネクタ⑯～センサ側コネクタ①（10し〉

:じ侧コネクタ⑫～センサ侧コネクタ②（卜こ1)

以：じ側コネクタ⑮～センサ側コネクタ③ (1

^
)

(爪N0

くスロットルポジションセンサ中-体点検〉

(•152参照)

ハーネス、 コネクタ修现

〇ドN0

各部コネクタ�統

状態点検

スロツトルポジシヨン

センサ交换

八/丁中:
く丘〇〇入力は号点検〉

1，

^
(サブハーネス）をセットする

2.10スイッチを「0N」にする

3.551

^
—妙（101～だ2) [川、 ①一⑭（ソ(：̃卜：2) 問、 �～⑭（の11̃ 已2)

問の祀圧を测记する

椹准(点 113レ

^
2 0ル

，
以卜（スロットルバルブ全閉時）

4,5 5̃,5ソ（スロットルバルブ企開時）

V(:̃已2 4.5-5
^パ9̃巳2 スロットルレバーを全閉から全問にしたとき

0,3ソ～4，1ソの�で比例的に咐加すること

01\N0

圧匸じ回路点検くスロットルポジションセンサ～だ01！問ハーネス贞検〉

^
[じ仰1コネクタ⑬～センサ測コネクタ②（11)し）

已(:じ側コネクタ⑭～センサ側コネクタ① (

^
2)

已〇じ�コネクタ①～センサ側コネクタ④ …〇

ビ〇じ側コネクタ�ーセンサ侧コネクタ③

01くN0

くスロットルポジションセンサIけ体点検〉

( -153参照)

ハーネス 、 コネクタ姝押

N0

各部コネクタ�統

状悲广(検

スロットルポジション

センサ交換
55

^
510



⑻ 水温センサ系統点検（ダイアグノーシスコード1\1〇,42出力）
① 水温センサ系統システム図

水温センサ

2

£20

£2 丁⑽

1X2

水温センサ接続
車両ハーネス側コネクタ

2 3 4 5 8 9101112136 14 15 1617 1819 20 2122 23 24 25 26 27

28 29 30 3132 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54

£2

日〇1)接続車両ハーネス側コネクタ

55181522」

② ダイアグノーシスコードN0.42出力条件
1，始仙後、 水诅センサからの

“
り-が一定時問以上迚続して4,85ソ以上または0，15ソ以下

③ 点検ポイント
1,水溫センサからの03が1

^
：じに人力されているか

2 .水温センサ～ど(:じ問のハーネスは止常か

3,水温センサの出力は]I！しいか

0 - 126

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

④ 点検方法

く巳じじ入力0号贞検〉

1.857 (サブハーネス）をセットする

2.10 スイッチ「〇… 11

^
581X3)-0)

I川の�厂十:を測定する

�率� 0.2-4

^

〇仄N0

1:：(：じ回路.ぐ、(検く水温センサ～已0111⑴ハーネス点検〉

センサ側コネクタ ② 〇じ侧コネクタ③

センサ側コネクタ（£2) ① ビ̃01！側コネクタ⑭

N0 〇仄

) く水温センサ屮体点検〉

( -152参照）

ハーネス、コネクタ修理

N0 〇仄

水溫センサ交換 各部コネク 9赚

状態点検

5516511



⑺ 吸気温センサ系統点検（ダイアグノーシスコードN0.43出力）：巳ド-丁5のみ

① 吸気温センサ系統システム図

日〇リ
吸気温センサ

麗

2
£20

丁㈠八

E2

吸気温センサ接続

車両ハーネス側コネクタ

2 3 4 5 6 8 910111213 14 15 16 17 1819 20 2122 23 24 25 26 27

28 29 30 3132 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54

^
2丁㈠八

已〇リ接続車両ハーネス側コネクタ

5510523」

② ダイアグノーシスコードN0.43出力条件

1,始�後、 吸ス温センサからの佗号が一定時問以上迚続して4,85乂以上または0，15乂以ド

③ 点検ポイント

1,吸51温センサからの信号が5：(:じに人力されているか

2 .吸�温センサ～已011問のハーネスは正常か

3 ,吸父温センサの出力は正しいか

0 - 128

'

しエンジン



エンジンコントロールシステム

④ 点検方法

く已(：じ入力以

”
点検〉

1.587 (サブハーネス）をセットする

2.10 スイッチ「〇

^
」I峰551

^
～⑭

(丁1仏～已2) 間の�圧を測定する

堆準(め： 0.2-4

^

〇汉N0

( )ドん1)回路点検く吸�温センサ～已0じ1川ハーネス点検〉

センサ側コネクタ（丁似）① 〔じ側コネクタ�

センサ側コネクタ（已2) ②̃已匸じ�コネクタ⑭

01\N0

く吸気温センサ単体点検〉

(0152参照)

ハーネス、コネクタ修理

01\N0

吸、(温センサ交換 各部コネクタ接続

状態点検

55

^
512



⑻ エアコンエバ温センサ系統点検（タイアグノーシスコードN0.44出力）
上ド-巳5のみ

① エアコンエバ温センサ系統システム図

エバ温センサ

八0巳\7〇

2
£200

㈡八〇 八〇
アンプ

ェコノ3…0

^
0

ブロワ3…八〇八〇巳问

エバ温センサ接続

車両ハーネス側コネクタ
エアコンアンプ接続

ハーネス側コネクタ

八〇 八(

^2 3 4 5 6 8 910111213 14 15 1617 1819 20 2122 23 24 25 26 27

28 29 30 3132 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54

巳20

日〇リ接続車両ハーネス側コネクタ

5化1524 」

② ダイアグノーシスコード！\10.44出力条件
1.八/〇卜爪」（エコノモード）時、 エアコンエバ温センサからの�号が一定時問以上連絞して4,85ソ以上

または0.098乂以ド。

③ 点検ポイント

1.エアコンエバ温センサからの信はが已011に人力されているか

2.エアコンエバ溫センサ～£0じ問のハーネスは正常か

3.エアコンエバ溢センサの出力は正しいか

^
- 130

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

④ 点検方法

く丘(：11入力

“
け点検〉

1.

^
5丁（サブハーネス）をセットする

2.10 スイッチ！'〇… 時 ～�

(八じビソ～以〇) 問の逋丨11を測定する

脚机 0.15-4

^

()1\N0

肛匸1！回路点検くエバ温センサ (:じ問ノ、ー ネス点検〉

センサ側コネクタ（八(:已ソ）②一已。リ侧コネクタ⑦

センサ侧コネクタ (£20) ① ビ̃01；側コネクタ�

〇汉N0

くエバ温センサリ1(本点検〉ハーネス、コネクタ修理

( -158参照)

01\N0

エバ温センサ交換 各部コネクタ接続

状態点検

55

^
513



( 9) スイッチ信号系統点検（タイアグノーシスコードN0.51出力）
1 スイッチ信号系統システム図

スロットルセンサ
(アイドルスイッチ）

日〇じ

(贈)
口？
E2

^
>

(

^
)

ニュートラルスタート 3\

^^^
0

^
0̃-^

〇

スタータリレー

八〇〇 八〇
アンプ エアコン5…

ブロワ

^
八〇

^
2 101パ㈠ N/0101

^
1

^
8以

11？1314
巳

^
11

スロットルセンサ(N/1/!
*

)接続スロットルセンサ(

^
)接紝

車両ハーネス側コネクタ
エアコンアンブ接統 ニュートラルスタート 5…接続
ハーネス側コネクタ 車両ハーネス側コネクタ 車両ハーネス側コネクタ

已1 101

^
八〇

15 25 262 3 4 5 6 8 910111213 14 1617 1819 20 2122 23 24 27

45 46 47148 49 50 51 52 53 5428 29 30 3132 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44

^
2

E〇リ接続車両ハーネス側コネクタ

一53 1 5 1 5 2 5

② ダイアグノーシスコードN0.51出力条件
丁端子「01

^
」時に、 アイドルスイッチ「〇ドド」、 またはエアコン「0

^
1」（1

^
’-1

^
エンジン搭舣1¦！はエアコン

「〇⑷またはェコノ5賈「0\」）またはシフトレバーが10、 2 、 [

^
、圓レンジとなったとき

0 - 1 3 2

麵

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

，コードN0.51は、丁端子「〇问」時のみ診断し、記憶しません。丁端子「〇问」、エアコン「0「「」時、

シフトレバーが0、�レンジの状態でアクセルを踏んだ状態（アイドルスイッチ「〇「ド」）と

なったときにコードN0.51が出力されると、アイドルスイッチ系統は正常ですが、アクセル

を踏まずにコードN0.51が出力されるか、または、アクセルを踏んでもコードN0.51が出力

されない場合、アイドルスイッチ系統は異常と考えられます。同様に、丁端子「〇问」、アイ

ドルスイッチ「〇问」（アクセルを踏まない）、シフトレバーが回、�レンジの状態で、エアコ

ンスイッチの「0

^
」、「0「ド」とコードN0.51の出力によってエアコンスイッチ系統の良否を

判定でき、 また、丁端子「〇问」、アイドルスイッチ「〇问」（アクセルを踏まない）、エアコン

「0「「」の状態でシフトレバーを回、�、[〇、回レンジにシフトすることと、コードN0.51の

出力によってニュートラルスタートスイッチ系統の良否を判定出来ます0

③ 点検ポイント

1,スロットルポジションセンサ、ェアコンアンプ、 トラルスタートスイッチからの口はがニユー

トニ0じに人力されているか

2 ,スロットルポジションセンサ、エアコンアンプ、 ニュートラルスタートスイッチ～ビ011問のハー

ネスは正常か

3 ,スロットルポジションセンサ、エアコンアンプ、 ニュートラルスタートスイツチはそれぞれ正;％

か



④ 点検方法

く已〇じ入ね信号点検〉

1.85X (サブハーネスをセットする）

2.10スイッチ「(爪」時、 N1/丁：ミ⑶以～⑫（11)1，～已1〉 、）\7丁：551丫冰～⑭ 001，1£2) 問

⑪～⑫ （八0̃1：：1) 問、 ⑲～⑫（八/1̂一
^
1)問の屯ぼ-を測定する

苺準� 0,3ソ以下（スロットルバルブ令閉時）

4.5-5

^
(スロットルバルブ開時）

1，0ソ以ド （マグネットクラッチ「01\1」0寺）

4.5-5

^
(マグネットクラッチ「〇卜下」時）

1，0\ァ以ド（ド

”
レンジ）

7,0ソ以ヒ（ド

"
レンジ以外）

11)し～已1

八(：ービ1

-;1

山し～巳丨 01¢

V丁～ N0101.-0 N0 八(：～已丨 N0 八(：～巳丨 01¢

くエアコンアンプ～ビ(：1；問ハーネス点検〉

アンブ測コネクタ八〇～卜:〇じ侧コネクタ(11

くスロットルポジションセンサ～瓦(：じ叫ハーネス点検〉

…/丁）

セ ン サ 側 コ ネ ク タ① (1 0 1.) (:リ 側 コ ネ ク タ⑬

セ ン サ 側 コ ネ ク タ② 汨1) ～1

^
1；側 コ ネ ク タ⑫

I、て, 01\
(八/丁)

センサ側コネクタ②（11)し）～£01111111コネクタ⑬

センサ侧コネクタ①（巳2) ～已〇。側コネクタ⑭

ハーネス

コネクタ修理

エアコン

アンブ交換
N0

ネス、コネクタ くスロットルポジション

センサ申.体点検〉

(0152参照)

くニュートラルスタートスイッチ～巳01；問

ハーネス点検〉

スイッチ�コネクタ八/下～只匸リ側コネクタ@

N0 〇仄各部コネクタ

接続状態心検

スロットル

ボデー交換

ハーネス

コネクタ修理

ニュートラルスタート

スイッチ餓

(0155参照）

N0 (爪

ニュートラル

スタートスイツチ交換

1!：(：じ…11

^
.6:校

5518514

0 - 1 3 4

0

エンジン



エンジンコントロールシステム

(10) 車速センサ系統点検（ダイアグノーシスコードN0.52出力)

① 車速センサ系統システム図

巳〇じ

1 車速センサ
8叩

3

0
4

4 3

化1

コンビネーションメータ接続

車両ハーネス側コネクタ

¢1

2 3 4 5 6 8 910111213 14 15 1617 1819 20 2122 23 24 25 26 27

28 29 30 3132 33 34 35 36 37 38 39 40 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 5341 54

3？0
E〇リ接続車両ハーネス側コネクタ

55旧526」

② ダイアグノーシスコードN0.52出力条件

アイドルスイッチ「01\1」での減速走行中に、 一定時問車速信号が入力されなかった時

③ 点検ポイント

1,屯速センサからの

“
号がビ〇リに人力されているか

2,屯速センサ～だ(：11問のハーネスは正常か

3.車速センサの出力は正しいか



④ 点検方法

【参考】くぱリ入乃倩号点検〉

1.85丁（サブハーネス）をセットする

2.10 スイッチを「()1

^
」にする

3.率咖を押して駆動輪を回転させなが

ら581货'
～⑫（51)1)—！!:1) 問の�圧

を測定する

蜞咿� 0二5ソのパルス

门 1—

オシロスコープを使用すると、車速センサの

信号は上図の様になる（周期は車輪の回転速度

によって異なる）
N0 (爪

くポ迚センサ～卜XII[川ハーネス点検》

センサ侧コネクタ③（5？【)）

£1；问路点換

已̃01；側コネクタ�

N0 〇尺

( ハーネス、 コネクタ修理 く�速センサ点検〉

に-152�照）

N0

中:迚センサ交換 各部コネクタ��

状態ぬ検

55

^
515

0 — 136

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

(11) 巳〇リ電源系統点検

① 巳〇リ電源系統システム図

巳ド1(15八)

"〇

^
00-8八丁1

メインリレー
+81

102162(1〇八)

-
+82

〇

X 「/し 2.05գ
(バン）

八，0八)

(バン）131！
2 1

メインリレー接続
リレーボックス側コネクタ

卩/し 2.03գ(バン）
1.0$գ(ピック)0日1

162 II

—I—
10スイッチ接続
車両ハーネス側コネクタ

巳厶11+81 £1

25 26 271819 20 2122 23 248 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 5 16172 3 4 5 146

45 46 47 48 49 50 51 52 53 5435 36 37 38 39 40 42 43 4428 29 30 3132 33 34 41

+82

[〇リ接続車両ハーネス側コネクタ

55

^
1527

② 点検ポイント

16スイッチ「0\」時、 またはダイアグノーシス表示時などにエンジンチェックランプが点灯しない場公、

已01！に電源が供給されていないことも考えられます。



③ 点検方法

くIXじ屯源范卬点検〉

1，5灯をセットする

2.16スイッチを「〇… にし、551

^
、⑬～⑫（十81，十82～ビ1)

問の泡！王を測定する

堪準�バッテリ帘⑴

N0 〇汉

)く卩ぶじ屯淞裙⑷点検〉

ビ(:じ测のコネクタを外し、1(;スイッチ「()1\1」時の

コネクタ⑯、⑬～⑫（十81，十出～瓦1) I川の裙圧を

測定する

锥咿趴バッテリ甩圧

IX'じ屯淞系統異常なし

01\ N0

卩〇:リ錢 く已〇じ～メインリレー[川ハーネス点検〉

側コネクタ⑯（十…）、⑬ <+1“
～リレー側コネクタ①

01\ N0

くメインリレー中-体戌検〉

( 0156参照)

ハーネス、コネクタ脩!《1!

N0 0

^
)メインリレー交換 くリレー馆源点検〉

1.メインリレーを取り外す

2.1(;スイッチ [〇IV！」畤のワイヤーハーネスリレー

侧コネクタ④（コイル側） 、③（スイッチ側）～ボデー

アース問の'屯圧を測定する

基咿碴バッテリ甩圧

コイル侧 N0 スイッチ侧％ 〇ヒ

くメインリレ——1(;スイッチ卯ハーネス点検〉

リレー側コネクタ④ 1̃(；スイッチ側コネクタ

〇ド N0

16スイッチ点�、作理 ハーネス、 コネクタ攸巧!

53

^
516

0 — 138

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

(12) フューエルポンプ系統点検

① フューエルポンプ系統システム図

日〇じ メインリレー
日「1(15八)

〇""〇 0

^
0-+81 フューエル

ボンプリレー
+82 102(1〇八） 102

42
ド？

3

5
ド/し 2.059
(バン）

八，0八)
(バン）14 3 16

2 1

フューエルポンプリレー接続
リレーボックス側コネクタ

机 2.05գ (バン）
1.05գ (ビック)¢¢1

(ビック） (バン)

愈像
102 II

蟲

フューエルボンブ接続

車両ハーネス側コネクタ
10スイッチ接続
車両ハーネス側コネクタ

+81 £1

2 3 4 5 6 8 910111213 14 15 1617 1819 20 2122 23 24 25 26 27

35 36 37 38 39 4028 29 30 3132 33 34 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54

印呀イ3)

+82

E〇リ接続車両ハーネス側コネクタ

55

^
1528

② 点検ポイント

1.フューエルポンプ制御信号がIX：じより正しく出力されているか

2 .フューエルポンプリレーが正しく作�しているか

3 .フューエルポンプ7¢源電圧は正；％か

4 .フューエルポンプが正しく作�しているか



③ 点検方法

くフューエルポンプ作動点検〉

10「()、」時、 2秒問、フューエル

ポンプの作動皆がするか

N0 〇ヒ

<£1；出力信号点検〉

1.887 (サブハーネス）をセットする。

2.10「〇、」時，551

^
～⑫：[厂四、 �～⑫：

問の電圧を測定する。

祜準�2ソ以卜 (1〇「〇… 時2秒叫）

バッテリ電圧（10「〇⑷ から2秒経過後)

フューエルポンプ系統は正你

01\ N0

フューエルポンプ

リレー中体ぬ検

くピじじ～フューエルポンプリレー間

ハーネス点検〉

氏(：じ側コネクタ（�： 、 �：巳ドれ)

～リレー側コネクタ②N0 〇汉

N0 〇汉

くフューエルポンプリレー

～メインリレー問のハーネス点検〉

フューエルポンプリレ -- 侧コネクタ③

～メインリレー侧コネクタ①

フューエル

ボンブリレー

〔:
、ーネス、

コネクタ修理

フューエルボンブ

リレー単体点検

()1\ N0 (爪 N0

ハーネス、

コネクタ胙岬

フューエルボン

プリレー交換

くフューエルポンプ间路

ハーネス点検〉

リレー侧コネクタ①

—ボンブ側コネクタ⑤

ボンブ側コネクタ⑥

～ボデーアース
くフューエルボンプリレ

間のハーネス点検〉

リレー側コネクタ④～ スイッチ側コネ

クタ102

10 スイッチ

N0

ハーネス、

コネクタ修理

〇汉 N0フューエルポンプ

免体点検

(¢>150参照）
ハーネス、

コネクタ修理

I〇スイッチ小沐

点検
01\ N(1

(爪 N0

フューエルボン各部コネクタ核続

状性砩,15 ブ交換
修理、 交換

53

^
517

0 — 140

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

(13) プレッシャレギユレータ系統点検（已ド-丁5)
1) プレッシャレギュレータ系統システム図

メインリレー
EFI(15A)

+81

+82
162(1〇厶） 102

^
5

^ブレッシャ\；3ソ

「/し 2.03գ
(バン）

八，0八)
(バン）

ド/し 2.05գ (バン)プレッシャ\；3ソ接続

車両ハーネス側コネクタ
¢£1

+81 £1

1819 20 2122 23 24 25 26 278 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 161762 3 4 5

45 46 47 48 49 50 51 52 5335 36 37 38 39 40 41 42 43 44 5429 30 3132 33 3428

+82

E◦リ接続車両ハーネス側コネクタ

55

^
1529 」

② 点検ポイント

1, 御信3力

^
:0じより止しく出力されているか

2,乂5乂電源電圧は正常か

3.ソ5乂～卜こ〇じ問ハーネスは正常か

4 ,乂5 正しく作�しているか



③ 点検方法

〈作動点検〉

エンジンを�槻し、卨钤荷忠七-を

“
う。

1.58X (サブハーネス）を�統する

2.水温センサ、吸铽温センサの抵杭

を測定する（単体）

0.2450以下

(水温、叭�溢共約901以 I：に扪当）

3.コネクタを接統する

4.クランキングを行いこの時の

�～⑫（1

^
～已1) 卯の�I上を测

定する

祛咿讷 1，8ソ以下

(爪 N0

ソ5ソ轉点検

(¢>154参照)

システム正.常

N0

ソ5ソ交換 く以:じ～乂5ソ問ハーネス点検〉

11：(：じ�コネクタ思)～ソ5ソコネクタ①

N(1 〇ド

ハーネス、 コネクタ修理 卜:〇’じ㈣路点検

35

^
518

0 - 142

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

(14) インジ:I：クタ系統点検

① インジェクタ系統システム図

已〇じ
メインリレー

日ド1(15八)
0

^
0+81

+82
1(32(1(

^
) 162

^
5

^
#10〇

「/し 2.05գ
(バン）

八，0八)
(バン）

--
^

-—
インジエクタ

「/し 2.0叫（バン)0E

^ インジIクタ接続
車両ハーネス側コネクタ

+81 ¢1 #10

15 1611
43 44

1819 20 2122 23 24 25 26 272 3 4 5 8 910111213 146

45 46 47 48 49 50 51 52 53 5429 30 3132 33 34 35 36 37 38 39 40 41 4228

+82

巳〇1)接続車両ハーネス側コネクタ

53161530

② 点検ポイント

1.インジェクタ制御倍号が！!:〇じより正しく出力されているか

2 .インジェクタ；〇：源馆圧は正常か

3 .インジェクタ～已〇じ問のハーネスは正黹か

4.インジェクタの�射は良好か



③ 点検方法

くインジ X クタ作勁点検〉

サウンドスコープまたはロングドライバを…いて

インジヱクタの作勁杏が間こえるか

【参考】

^
I
'

: I
-]I 一 一... -¦ 4-— レ ト 丨 I -

4
^

N0

1 =4くインジヱクタ屯休ぬ検〉

(¢>155参照）

<£1!出力但号点検〉

1.88丁（サブハーネス）を

接続する

2.16スイッチを「01

^
」して

551

^
～⑫（#10～£1) 1111

の市圧を測定する

基準做パッテリ难压

01\ N0

オシロスコープを使用すると、インジェクタ

制御信号は上図の様な波形となる（周期、噴射

時間は特定できない）

インジェクタ

系統は 11：常

インジェクタ

交換

N0 〇尺

くインジヱクタ馆淞点検〉

1.インジヱクタ仙¦コネクタを令�外す

2.16スイッチ「01

^
」 ワイヤハーネス

インジェクタ側コネクタ②～ボデーアース

問の甫出を�定する

基賴バッテリ�圧

くド：リ～インジェクタ問ハーネス点検〉

だ(：11側コネクタ⑮（# 10) ～インジェクタ

侧コネクタ①

N0

〇汉 N0

く圧(：11-- インジェクタ問

ハーネス点検〉

だ[じ側コネクタ�（器 10) ～

インジェクタ側コネクタ①

ハーネス、コネクタ修邱 1

^
じ问路点検バッテリ～インジェクタ

間のハーネスリレーの

点検、 修理

〇ド N0

)くインジヱクタ�休点検〉

( •155参照）

ハーネス、コネクタ修理

N0 〇仄

广各部コネ \

( タタ胃 1
状地点検 ノ

インジェ

クタ交換

N0 〇仄

コネクタ修押

^
匸じ㈣路点検

551

^
519

0 — 144

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

(15) 15〇系統点検（巳卜巳5)
① 15〇系統システム図（アイドル制御系統)

£0じ

メインリレー
+81 EFI(15A)

00

^
0-0

^
0+82

00

^
0-0^

0

162(1〇八） 162

6̃

^
555

^
5

6̃ -
「/し 2.05口

(バン）
050 八，〇八)

(バン）050

ロータリ 150 バルブ
听モ8)0E

^
「/し 2.039(バン)

门I 1门

ロータリ 13〇バルブ接続

車両ハーネス側コネクタ

一

050 «30+01 £1

1819 20 2122 23 24 25 26 278 910111213 14 15 16 172 3 4 5 6

45 46 47 48 49 50 51 52 53 5435 36 37 38 39 40 41 42 43 4428 29 30 3132 33 34

+82

巳〇リ接続車両ハーネス側コネクタ

55161531-

② 点検ポイント

1,1 5〇 バ ル ブ 制 御

“
り-が 已 〇 じ よ り 1卜1し く 出 力 さ れ て い る か

2,150バルブ屯源屯圧は正常か

3,150：バルブ～ビ〇じ問のハーネスは正黹か

4 .れセンサ、 スイッチ～圧〇11問のハーネスは正??;か

5.150バルブが正しく作�しているか



③ 点検方法（アイドル制御系統)

冷問時，エンジン㈣転数がぬく、�機が進むにつれて

エンジン㈣転数が下がり、 アイドルト¦虹牧を維持するか

�洳

”
/丁 850

^
01

A/T 85〇11)〇1

N(1 (爪

)15匸系統は 1卜：常〈玨011出力倍け点検〉

1.551'(サブハーネス）を接校する

2 . 8 8 (把 〇) ～⑫ ㈣ 、

� («80 ～⑫ (£1) 問の

�ビを測定する

ある屯け:肮で一定

(�圧�は持定できない）

N0 01\

( く150バルブ小(本点検〉、
V (0153#!»«) )

く只以】～ バルブ問ハーネス点検〉

[〔1；侧コネクタ�（只50) ～N0バルブコネクタ@

�（«50 ～150バルブコネクタ④

く150バルブ市源点検〉

1.150バルブコネクタを外す

2.10「〇!

^
」時ワイヤ

N0 〇尺

ーネス側コネクタ⑤～

ボデーアース叫の难庄を測定する

ハ

基や ノ、
'ソテリ电II：

180バルブ交换 各部コネクタ接校状想点検

〇ド N0

く150バルブ�体点検〉

(0153参照)

ハーネス、 コネクタ修理

リレー点検，交換

N0 〇仄

150バルブ交換 £0：じ回路点検
3$16520

0 — 146

'

しエンジン



エンジンコントロールシステム

(16) 15〇系統点検（巳ド-丁5)
① 150系統システム図

£00

メインリレー
+81 日ド1(15八)

+82
00X

^
0

1500 1(32(1(

^
) 162

150 ソツ

呀イ3) 「/し 2.03գ
(バン）

八师〇八)
(バン）

ド/し 2.05գ (バン)

150
車両ハーネス側コネクタ

+8161

1819 20 2122 23 24 25 26 2716172 3 4 5 8 910111213 14 156

45 46 47 48 49 50 51 52 53 5435 36 37 38 39 40 43 4429 30 3132 33 34 41 4228

130+82

已〇リ接続車両ハーネス側コネクタ

33

^
1533」

2 点検ポイント
1,ソ5\�制御信り‘が1：：(:じより正しく出力されているか

2,乂5乂電源電圧は正常か

3 .乂5乂～巳0111»1のハーネスは正常か

4 . が正しく作#しているか



③ 点検方法

く18(：系統勒点検〉

アイドノレ[叫中ム¦¦ネ、 コネクタ

を外すと㈣和;数がドがるか

N0

く[匸じ出ナパ,！;り点検〉

1.587 (サブハーネス〉 を�統する

2.887

^
～⑫ 問の屯

冗を測ん'する

卿値アイドリング時ある�圧姐で

-定 (增;上は特定できない〉

15匸系統は上常

【参考】

01\ N0；

く只匸1卜150 乂5ソ間ハーネス点検〉

ビ(:じ仙】コネクタ� (180

-180 乂別�コネクタ①

01\ N0

オ シ ロ ス コ ー プ を 使 用 す る と、1 3 〇 制 御 信

号 は 上 図 の 様 な 波 形 と な る（デ ュ ー テ ィ 比 は 特

定 で き な い）

)£011回路点検 ハーネス、コネクタ修理

く饱源点検〉

1.180 …ソ側コネクタを外す

2.10「〇… 時、ハーネス側コネクタ②

～ボデーアース問の屯卬を測定する

�準値パッテリ？班

()1\ N0

<£01；-130 ソ5ソ間ハーネス点検〉

ビ〇じ仙】コネクタ@ (180

～15〔、ソ3\
，
仰!コネクタ①

ハ
，
ツテリ～1$(：ソ5ソ¦⑴び）ハーネス

リレーのぬ検、 修理

〇尺 N0

ハーネス、コネクタ修押中イ本点検

(0154参照)

N0

( れ�コネクタ�統

状態点検

N0 01\

コネクタ柊巧! 卜XIル》1路点検

351£522

〇 — 1 4 8

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

16-4 単体点検

16-4-1 燃圧点検

1.フューエルポンプリレーを取り外す。

2.エンジンを始勛し、 怜¦¦：するまで放�する。

3 .フューエルポンプリレーを取り付ける。

55

^
1534

4 ,フューエルフイルタ取り付けのユニオンボルトを只�り

外し、アダプタ（113725)およびアイユニオン（90405-
06167-000)を介して燃圧計を取り付ける。

，燃料が飛散しないよう、ウェス等を置く。

5 .551，を使⑴しド(：～ビ1(6ドー �～⑰、 已ド，1
,
3:�～⑰)

端子を短絡し、 10スイッチを「0、」してフューェルポ

ンブを駆�する。

09842-87502-000
6 ,フューエルポンプを�土して燃圧を測定する。

已卜巳5:2.90土0.05吆/加

-丁5:2.55±0.051

^
/0

^7 , 5 分問放置し、 燃圧が異常に低ドしないことを確認、する。

55丁



16-4-2 フレッシャレギュレータ
1.フューエルポンプリレーを取り外す。

2 .エンジンを始觔し、 � II：するまで放;8する。

3.フューエルポンプリレーを4又り付ける。

—— 33

^
1586

4 ,フユーェルフイルタ取り付けのユニオンボルトを取り

外し、 アダプタ（113725)およびアイユニオン（90405-
06167-000)を介して燃圧計を取り付ける。
括—』‘ガスケットおよび0リングは新品を使用する。

‘燃料が飛散しないよう、ウェス等を置く。
を始動し、燃圧を測定する。

巳「-巳5:2.40土().3

^
8/0

^丁5:2,05±0,3は/咖

供圧計
丁日725

アイユニオン デリバリ
パイプ5 ,エンジン

55

^
1538

ーエルポンプ16-4-3 フ

1.53丁を使川しI，て～£1(トニドー丑3：�～⑰、ビ1二75：�～

ユ

⑰））端7を短絡し、 16 スイッチを「0\」してフューエ

ルポンプを駆�する。

¦ ¦ 0 9 8 4 2-8 7 5 0 2-0 0 0

�（「〇:已ド士5)

�（「〇:巳「-丁5)
55旧539」

2 ,この時の作！

^
汗を確認する。

55旧540」

0 — 1 5 0

55丁

基準

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

3 .コネクタを抜きフューエルポンプの端子叫抵�を測定

する。

〔参考〕
フューエルポンプ（十)

◦•2～3.00

フューエルポンプ（一)

(バン)

55

^
1541

16-4-4 圧カセンサ

1,55丁をセットする。

09842-87502-000
2 .イグニシヨンスイッチを「0\」にする。

3,この時の53丁①～⑰〈V(:～以）の電圧を測定する。

4 . 5～5
‘
5ソ

4 .圧カセンサに接続されているバキュームホースを外し、

大解放状態でぉ丁②～⑰（ド…～ビ1)叫の屯圧を測定

する。

〇〇

55丁

基準

2,4～3,0ソ

5 .圧カセンサにマイテイバックを接続し、 300刪?

^
の�圧

をかけたときの551X2)～⑰（ドIV～ビ1)問の:览出を測定

する。

£30 1.7～2.IV

16-4-5 回転センサ（デイストリビュータ）
1,デイストリビュータコネクタを切り離す。

2.クランキング状態で、 デイストリビュータコネクタ端

了-問の出力7〇：¦±をオシロスコーブを使用し測定する。

551£1543」

3 .コネクタ端子問の抵抗攸（ピックアップコイル）を測定

する。

〇〇 205～2550

55旧544」



16-4-6 車速センサ

1.ドライバを使用してスピードメータの駆��を叫

“
さ

せたときの⑧⑧問の導通を点検する。

〇〇 1回転回す間に 4回「0…、「0

^
」を繰り返す

こ〆

16-4-7 水温センサ
1,端7-問の抵抗値を測定する。

水温センサ温度特性

度 (00温 -20 20 80

抵 抗 （レ〇) 16.2 2.45 0.32

33

^
523

55比1546」

16-4-8 吸気温センサ（已ド-丁5)
1.端子問の抵抗値を測定する。

吸気温センサ温度特性

度 （て） -20 20 80

抵 抗 ⑽） 16.2 2.45 0.32

55

^
524

55

^
1547」

16-4-9 スロットルポジションセンサ（(N/1/丁)
(1) アイドルスイッチ

スロットルストップスクリユとレバー¦⑴にシクネス

ゲージを挾み、 10し～ビ1問の導通を点検する。

免..激3 0.44～0.88晒

(導通ありから導通なしに変化する)

基準値外の場合は調整する。

55

^
1548 -

( 2) パワースイッチ
1.角度ゲージを作成する。（右閃を呼紙等で作成する）

単位:

55161549

0 — 152

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

2,角度ゲージを使⑴し、 �く1問の導通を点検する。

【重3 ゲージ角度

17°(導通なし)

12"(導通あり)

16-4-10 スロットルポジションセンサ（八/丁)
1,アイドルスイッチ

スロットルストップスクリユとレバー問にシクネス

ゲージを挾み、 10し～

^
2問の#通を点検する。

0.44～0.88麵

(導通ありから導通なしに変化する）

基準値外の場合は調整する。

基準

2.V(:～ビ 2 11;】の抵抗を測定する。

2.87～5.33…3,ソ丁只～ビ 2問の抵抗値の変化を测定する。

スロットルレバー開度に比例し、抵抗値が増

加すること。

スロットルレバー全閉時

0.3～0.7…スロットルレバー全開時

1.0～5.0…

基準

基準

55

^
1551

16-4-11 15〇

1.各端子問の抵抗を測定する。

1501～+8
19.3～22.30

1502～+8
19.3～22.30

基準
円门円

1301 +8 1302

55161552

2,作動点検

① +8端 /にバッテリブラスを、 1301にバッテリマ

イナスを接絞したときにバルブが閉じ側に觔くこと

を確認する。

② +8端子にバッテリブラスを、 1502にバッテリマ

イナスを接絞したときにバルブが叫き側に�くこと

を確,忍する。

55181553



16-4-12 15〇用ソ5ソ奸-丁5)
1,ポートI！りに通奴がないことを確,忍する。

2 ,乂5ソコネクタの端 /問にバッテリ切;圧を加えた時、

ポート間に通奴がある事を確認する。

551已1590」

3.端子問抵抗値を測定する。

約32±2〇(20て）〇〇

3)
〇 〇

〇〇
㈣

53

^
1591

16-4-13 ブレツシヤレギユレータ制御用ソ5ソ

1.ポート問に通�がない�を点検する。

2 ,\3ソコネクタの端子問にバッテリ范卍を加えた時、

ボート問に通気がある事を確認する。

0 - 1 5 4

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

ュートラルスタートスイッチ

1.各端�問の導通を点検する。

16一4一14

端
⑨④ ⑥ ⑦ ⑧② ③ ⑤①

シ フ ト ポ ジ シ ョ ン

0

^
-0

〇 〇

Iそ

〇ベ〕X
〇〇

〇 〇1)

〇〇2

5510554」〇〇

35

^
525

16-4-15 スパークプラグ

1.スパークブラグのくすぶり、 焼けすぎがないか点検す

る0

2 ,ブラグギャップゲージを用いてブラグギャップを点

検する。

〇〇 0,9～1.0咖

38

^
1555

16-4-16 インジエクタ

1.点検するインジェクタを取り外す。

膝】，取り外した後には代わりのインジIクタを取

りイ寸(ナる。

2 .フューエルフイルタ、 フューエルホースI！りにアダプタ

(丁 -725)およびアイユニオン（90405-06167-000)を取

り付ける。

3.新品の別沢デリバリパイブ、 フューエルホースとデリ

ノ'

^
リパイブ接続叫ユニオンボルト、 ブレッシャレ

ギュレータ、 インジェクタを用茲し、フューエルフイ

ルタ、フューエルホース1«】に取り付けたアイユニオン

と接統する。

4 .別：?？デリノベリパイブのブレッシャレギュレータリ

夕ーンパイブにホースをつなぎ、 站�をし、点檢する

インジェクタを取り付ける。（他の 2 简所にもインジェ

クタを収り付けておく〉

55丁をセツトする。

09842-87502-000
09842-30070-000((？))

別�デリバリパイブへ

丁日725

車 両 側
令デリバリ
パイプへ

アイユニオン

0
V

35

^
1556 -1

55丁

55旧602」



5,55丁（09842-87502-000)の厂(：～61問（1

^
ニビ5:�～⑰、

ビド-丁5：�～⑰）を

^
!絡し、フューエルポンプを駆動す

る。

6.55丁をバッテリに接統し、15秒問の噴射はを測定する。

09842-30070-000
巳「-已5:37～47。。

-丁5:47～59。。

^ 各インジエクタのバラツキは 5 ¢:¢:以内

7,�射缺点検の状態からバッテリを外し、 1分問にイン

ジエクタからの如れる毡を測定する。

〇〇 1滴以下

55丁

8 .インジェクタ単体の抵抗値を測定する。

約140(20
。
〇)〇〇

16-4一17 メインリレー

1 . 1 0スイッチを「0 1

^
1」にしたとき、 リレーが作勋している

かを、 ？7、振�により点検する。

炫曬二1 ^ 作動中にリレーが高温になることがあるので、

手を触れないこと。

55

^
1560 ̃

0 — 1 5 6

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

2 .端 /，①～③叫の抵抗を測定する。

標準：55～890(20て）

寒冷地:62～910(20
。
〇)

3 ,端子①～③問以外の�端 / I！りに導通がないことを確認す

基準

る。

4 參端了-①～③問にバッテリ沿げ:をかけたときに端广②～④

問に導通があることを確認する。

(寒冷地仕様)(標準仕様)

55

^
1561

16-4-18 フューエルポンプリレー

1 . 1 6スイッチを「0\」にしたとき、 リレーが作勋している

かを、 ？?1、 振�により点検する。

§¢■71，作動中にリレーが高温になることがあるので、

手を触れないこと。

2 .端了‘①～③I！りの抵抗を測定する。

62～910(20
。。）

3,端�①～③問以外の各端子叫に導通がないことを確認す

1

^
0

る。

4 ,端广①～③1!;】にハへソテリ屯0*:をかけたときに端了-②～④

間に導通があることを確認する。

2

55

^
1563



16-4-19 オルタカットリレー（ハ/丁寒冷地仕
様車のみ）

し端了‘①～②問の抵杭を测定する。

I I 53～83〇(20
。
〇)

2 ,端子③～④問に導通があることを確認する。

3,端

^
①～②1«】にバッテリ～せ出をかけたときに端子③～④

問に導通がなくなることを確認する。

35

^
1564

16-4-20 アイドルアップ制御用ソ5ソ

奸-丁5^
八/丁）

1,ポート問に通51がないことを確認する。
通気なし

0
3

^ 551已1565」

2 .乂3ソコネクタにバッテリ范圧を加えたとき、 ポート問

に通

“
があることを確認する。

通気あり

53

^
1566̃

16-4-21 エバ温（エバポレータ出口側空気温）
検出センサ

1.グローブボックスを取り外す。

2 .エバ温センサのコネクタを切離し、 センサ側コネクタ端

广間の抵抗狼を測定する。

度 (
0

( 〇 15 25

抵 抗

“
⑴ 4.85 2.34 1.50

5516530

55旧597」

0 — 158

基準

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

⑴ エンジンコントロールコンピュータ入出力信号基準値（已「-巳5)

5 3 224 23 22 2120191817 16 15 1413121110 9 8 7 6 426 2527

5150 49 48 47 46 45 44 43 42 4140 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 2853 5254

コネクタ配列

测定条ぐ卜（10「(州」) 椹咿蚧点検系統 端

⑯（+131卜⑰⑹)

⑬（+82)～⑰⑴1) バッテリ電�源屯 系

⑮⑴八丁）～⑰（卜：1) 常時

4.5～5.51
，

①卩〇～⑰（卜こ1)

センサ人シ\間放 2.4～3,0乂I十： 力 サセ ン
②⑴觸～@(£1) ，上300,

^
18 1.7～2，1乂

0,3\
，
以ドスロットルバルブ令閉

⑱⑽し）～⑰ひ：1)
スロットルノ'<ルブ開（2 以上） 4.5～5,5乂

\177
スロットルバルブ令閉 4,5～5,5V

⑮⑴，卜⑰⑻）
0,3乂以下スロットルバルブ个開スロットル

ボジシヨン

センサ系

0,3ソ以ドスロットルバルブ令閉
⑱（11儿）～⑫（已1)

スロットルバルブ開（2°以 1こ） 4.5～5,5ソ

①（乂〇卜⑰⑹） 4.5～5,5乂八 /丁

スロットルバルブ令I V！ 0.3～0,9\ァ

�…丁⑴～⑰（卜：1)
スロットルバルブ全開 3.7～4.IV

③（丁

^
\\’）～⑰（£1) 暖機時（水温60～120で〉 0.2～0,9乂水 センサ 系

吸�温センサ系

〇 —^ 5 V
(ケーブル1回紜で4パルス)

�（⑼〇)～⑰（已1) 駆觔輪をゆっくりN1させる小 速 センサ 系

〔参考〕

0.3～0,6乂（八〇)
⑤⑼十）～④（N1- ) アイドリング時1«»]

^
センサ 系

�（〇乂）～⑰ぼ1) 3,000 で‘1分問保侍後 0.2～1，0ソ系サ02 セ ン

バッテリ笛圧
�（#10卜⑰⑻）インジェクタ系

クランキング時 バルス宂'1-:
ノズツテリ

�（1⑺～⑰（[1〉系点 火
アイドル叫転時 パルス発生

フューエルポンプ停止状態 バッテリ进圧
�（卜て）～⑰（卜：1)ポンブ系フューエル

2 V以下アイドル㈣蚣時（またはクランキング時〉

@(ソド）～⑰（卜：1〉 3，000卬�で4分1«】保持後（丁～ド1失11絡) 4.5～5,0ソ夕 系V モ

1乂以下戸、

^
レンジ

⑲(八/丁）～⑰げパ）0 レンジ検出系
7乂以上1\ レンジ以外

⑦しへ〇ド八’卜⑰⑻）エバ温センサ系 0.15～4.8乂

エアコン「(恥時 1ソ以ド
⑪（八。）～⑰（卜：1〉エアコン入力

“
号系

エアコン「〇ドド』時 •1.5～5別

エコノ⑽「〇ル時 1丫以下
⑫（八じドふり～狀化1)八 7 0 エコノは

”
系

エコノ3\\び〇ド1
，
」時 7 V以上

パルス発生綱<50卜⑰ひ:1)
�（只50卜@(卜：1)

I 5 0 职勋倍け系
アイドル回紜時 パルス発生

1 \
，
以ドェアコン「〇ル時

�しべ〇し’ド）～⑫（卜：1)汕助アイドルアップ信号系
エアコン「〇卜下』時 バッテリ笔11

(9)( \’0⑴～⑫ひ:1) 4,5～5,5ソ

スロットルバルブ个閉出 乃 系 0.3～0,9\
，

八
⑧（乂丁90卜⑰⑻)

スロットルバルブ令間 3.7-4,IV

杪（卜：2) @(1：03)

⑪⑻） ⑳(ド01)

@(£20)

導通あり常時系ス



⑵ エンジンコントロールコンピュータ入出力信号基準値（巳ド-丁5)

26 24 23 22 212019181727 25 16 15 1413121110 9 8 7 6 5 3 24

5150 49 48 47 46 45 4454 53 52 43 4140 39 38 37 36 35 3442 30 2933 32 31 28

£00 コネクタ配列

点検系統 端 測定条件 （10「〇ル〉 苺

^
値

⑯（+81卜⑰ひ：1)

ね（+82)～⑰（瓦1〉

「⑴六丁〉～⑰（巳1)

源 系 バッテリ舰

常時

①…(:卜⑰（卜：1) 4.5～5,5乂

)\1 力 センサ大ス問攸サセ 2.4～3,0乂
②⑴…卜⑰ぼパ）

⑴上30()麵11¢ 1.7～2バ

スロットルバルブ仝閉 0,3ソ以下
⑯⑴儿卜⑰㈤）

スロットルバルブ開（2
。
以¦：) 4.5～5,5ソ

\1广「
スロットルバルブ个¦約 4.5～5,5\

，
妙 ～⑰（卜：1)

スロットルバルブ个開 0,3乂以下スロットル

ポジシヨン

センサ系

スロットルバルブ仝!

^
0,3ゞ 以ド

⑱⑴）し卜⑰⑻〉
スロットルバルブ間（2'以卜.〉 4.5～5,5乂

①⑽卜⑫⑻）八/丁 4,5～5,5\
，

スロットルバルブ仝閉 0.3～0,9ソ
⑳⑺

，
卜1)～⑰⑹）

スロットルバルブ全開 3.7～4，1乂

③（丁

“
奴）～⑰け，：1)水 溢

+

セ

吸

“
温センサ系

サ 系 啜機時（水溫60～120て〉 0.2～0,9ソ

�(丁11八）～⑰(巳1) 吸入空奴温 0 -80
*
(： 0.5～3,5ソ

0 ― 5 V

(ケーブル1回転で4パルス)
36.⑸)1)卜⑫ひ:1)ホ 迚 センサ 系 职勋綸をゆつくり㈣私させる

〔参々〕

0.3～0,6乂（八〇
⑤⑺十）～④⑺一）㈣ 私 セ サ 系 アイドリング時ン

⑳（0\)～⑰ぼ〇サ 系 3,0001 で4 分問保持後02 セ 0.2-!.0\；
バッテリ電圧

@)(#1〇〉～⑰ 1)イ ンジェクタ系
クランキング時 パルス発生

バッテリ勒:�〇⑴～⑰⑵）点 火 系
アイドル�+ム時 パルス允生

フューエルポンブ沙止状態 八ッテリ電圧
ボンブ系 �（ド〇)～⑰（£1)フューエル

アイドル叫蚣時（またはクランキング卟） 2 \？以ド

@)(ソド）～⑰⑹〉夕 系 3，000卬�で4分間保持後（丁～£1臟)V ド モ 4.5～5,0ソ

1V以下？% IV！レンジ
1) レンジ検出系 ⑲（八/1

，
）～⑰（卜：1)

Xレンジ以外 7 V以上

ヘッドランプ点灯 7ソ以上
�⑴ ～⑰（已1〉

へッドランブ消灯 0,5乂以下

ラジエータフアント¦

“
中

ラジェータフアン伶止

7 V以上
�⑽卿～⑰（ド1〉

〇ぶ以ド
屯氕（1 份

“
号系

ヒータスイツチ 1，〇ソ以ド
�（1)5

^
3)～⑰（に1)

ヒータスイッチ「〇ドド』 7 V以上

デフオッガスイツチ「01\1」 7 V以上
�⑴3

^
4)～⑰（£1)

デフオツガスイツチ「〇ドド」 0,5乂以ド

ェアコン「(以」時 1乂以ド
⑪邮卜⑰⑻）エアコン人力信号系

エアコン「〇卜下」時 4,5～5,5乂

丁端 /「〇ル パッテリ電圧
I 5 0 职勋口号系 �（以〇～⑰（卜:1)

アイドル回転時 パルス発生

卩，.N1レンジ以外 1乂以ド
�（八(:じ？）～⑰（ピ1〉浦助アイドルアップ

“
号系

パッテリ常IIミド，IV！レンジ

⑨⑽〇卜⑰⑻） 4,5～5,5ソ

ス〇ットルバルブ仝¦沿 0.3～0,9乂
⑧（

'"
1
，
110)～⑰（£1)

スロットルバルブ仝開出 力 系
‘へ 3.7～4バ下

スロットルバルブ令 し9ソ以下
⑭（113し0)～⑫⑻)

スロットルバルブ開（2
。
以¦こ〉 8,6ソ以 I：

⑭(卜：2) �⑽⑴

「（卜：1)

^
(

^
01)

^
(に20)

常時系 導通ありア ス

55

^
529

〇 - 160

〇エンジン



エンジンコントロールシステム

16-5 スロットルボデー取り外し、取り付'け（巳ドー巳5)

16-5-1 準備品

計 器 ト ル ク レ ン チ

35

^
131

16-5-2 構成図

9⑧

II
⑭

1" 80±16

①コンブレッサ八ゾ，ツ/マグネッ

②コネクタ（スロットルセンサ）

③コネクタ（150 バルブ）

④コネクタ（圧カセンサ）

⑤ホース（パージ）

⑧ホース，エアクリーナ

⑦カパー，アクセルレータ

(0ケーブル，アクセルレータ

※：再使用不可部品
坩位：》<8 -(食)ブラケット，アクセルケーブル

⑱ホース（15〇バルブ）

⑪ポデー八ヅ，スロットル

移ガスケット

017)

53

^
1264 」

16-5-3 取り外し前作業

1，バッテリ㊀端子を外す。

2 .エ ン ジ ン サ ー ビ ス カ バ ー を 間 け る。



16-5-4 取り外し

1,①エアコンコンブレッサウイズマグネットクラッチ

をコンブレッサマウンティングブラケットより切り離

し、 ボデーに岡定する。

2,②スロットルセンサコネクタ、 ③130コネクタ、 ④圧

カセンサコネクタを外す。

3.⑤ホース（パージ）を取り外す。

4 .⑥エアクリーナホースを取り外す。

5 .⑦アクセルレータカバーを取り外した後、 ⑧アクセ

レータケーブルをスロッルボデーより切り離す。

6,⑨アクセルケーブルブラケットを取り外す。

ル

55

^
1256

7.⑩ホース（150バルブ）

(1) 〇じ丁側および⑺側ホースの150バルブ側を外す。

55

^
1252

8 .⑪スロットルボデー八厂 ⑫ガスケットを取り外す。

- ガスケットは再使用不可

，スロットルボデー及びインテークマニホールド取り付け面を清掃する。

16-5-5 点検

(1) スロットルボデー
1.スロットルシャフトにガタがないこと。

2.各ポートに詰まりがないこと。

3.スロットルバルブの叫I約がドI沿であること。

4 .スロットルバルブ今閉位沢で、 ストップスクリユとレバーの問にすき叫がないこと。

(2) スロツトルポジシヨンセンサ
(0.16-4-9

^
((0-152ページ）参照)

16-5-6 取り付け
1,⑫ガスケットを取り付けた後、 ⑪スロットルボデー八ゲを取り付ける。

杉職】，ガスケットは新品を使用すること。

2.⑩ホース（150バルブ旧、 0じ丁）

3,⑨アクセルケーブルブラケットを取り付ける。

0 - 162
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エンジンコントロールシステム

4 ,⑧アクセルレータケーブルを取り付け、 遊びを,狗铬する。

遊び 1～4卿

(ペダル踏面中心）

5.⑦アクセルレータカバーを取り付ける。

6.⑥エアクリーナホース

7.⑤ホース（ハ
。
ージ）を取り付ける。

8,④圧カセンサコネクタ、 ③15(：バルブコネクタ、 ②スロットルセンサコネクタを収り付ける。

9,①エアコンコンブレッサウイズマグネットクラツチを取り付ける。

16-5-7 取り付け後作業
1，冷却水を浦給する。

2.バッテリ㊀端 /.を取り付ける0

3 ,エンジン，调格を行う。



16-6 スロットルボデー取り外し、取り付け（巳「-丁5)
16-6-1 準備品

，！1 器 I ト ル ク レ ン チ

33

^
131

16-6-2 構成図

16-6-3 取り外し前作業

1,バッテリ㊀端子を外す。

2 .エ ン ジ ン サ ー ビ ス カ バ ー を 開 け る。

16-6-4 取り外し

1,①スロットルセンサコネクタを外す0

2 ,②ホ ー ス（パージ、 15〇）を取り外す。

3.③エアクリーナホースを取り外す。

0 一 164
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エンジンコントロールシステム

4 .④ア ク セ ル レ ー タ カ バ ー を 取 り 外 し た 後、 ⑤ア ク セ ル

レ ー タ ケ ー ブ ル を ス ロ ツ ル ボ デ ー よ り 切 り 離 す。

5,⑥ア ク セ ル ケ ー ブ ル ブ ラ ケ ッ ト を 取 り 外 す。

6.⑦ホ ー ス（エ ア バ ル ブ）

(1) 〇 じ 丁 侧 お よ び…側 ホ ー ス の ス ロ ッ ト ル ボ デ ー 側 を 外

す。

色

55

^
1254

7.⑧ス ロ ッ ト ル ポ デ ー 八 ゲ、 ⑨ガ ス ケ ッ ト を 取 り 外 す。

8

^
1 - ガ ス ケ ッ ト は 再 使 用 不 可

，ス ロ ッ ト ル ポ デ ー 及 び イ ン テ ー ク マ ニ ホ ー ル ド 取 り 付 け 面 を 清 掃 す る。

16+5 点検

(1) スロットルボデー

1,ス ロ ッ ト ル シ ャ フ ト に ガ タ が な い こ と。

2.各 ポ ー ト に 詰 ま り が な い こ と。

3,ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の 開 閉 が 円 滑 で あ る こ と。

4 .ス ロ ッ ト ル バ ル ブ 全 閉 位 沢 で、 ス ト ッ プ ス ク リ ユ と レ バ ー の 問 に す き 叫 が な い こ と。

(2) スロットルポジションセンサ
(0.16-4-9项（〇152ページ）参照）

16-6-6 取り付け
1,⑨ガスケットを収り付けた後、 ⑧スロットルボデー八ゲを取り付ける。

^̂
3，ガスケットは新品を使用すること。

2.⑦ホース（エアバルブ⑺、 〇じ丁）

3,⑥アクセルケーブルブラケットを取り付ける。

4,⑤アクセルレータケーブルを取り付け、 遊びを凋幣する。，
^̂

譯遊び 1～4 酬

(ペダル踏面中心）

5.④アクセルレータカバーを取り付ける。

6,③エ ア ク リ ー ナ ホ ー ス

7.②ホース（パージ、150を取り付ける。

8,①スロットルセンサコネクタを収り付ける。

16-6-7 取り付け後作業

1,冷却水を補給する。

2.ハ
，
ッテリ㊀端子を取り付ける。



3,エンジン，脚格を彳ナう。

0 — 166
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17 エミッションコントロール
17-1 排出ガス浄化装置一覧表

エンジン切式
方 式 �成部品 的 - 機能装敗名

ぽ-丁3ぼ-5ひ-N5
〇〇①モノリス0,5【 •0(). I I〇.！

^
()\の低減

(1).1元触媒方式触媒装敗
〇①モノリス0.7¢ •00、 11(：,\0乂の低減

(1)可変ベンチユリ

キャブレタカ式
〇①

"I
変ベンチュリキャブレタ•0()、 110.阶、の低減

①インジェクタ

②〇2センサ

③制御⑴コンピュータ

④作觔制?冲デバイス

- スロットルセンサ

- 圧カセンサ

- 水温センサ
，吸気温センサ (丁/〇琳のみ)

•0，出二 \()乂の低；威

燃焼平に吸人される混合�の

个燃比を岬論今:燃比近忱に制

御して三元触媒が最も良く作

化性を発押できるようにする。

乍燃比制御装；没
(2)艰 7制御燃科�

射方式
〇 〇

①に〇只バルブ

②作觔制御デバイス

- 概弁

- 逆止弁

- 丁乂5乂

壽べ〇父の低減

�機状態、連虹状態に応じた

ビ〇�缺に制卯する。

俳氕ガス
〇(1)背

“
制御方式

(1)ダブル典空式制

御方ス

①デイストリビュータ

(速心、 〇圧ュ戈）
〇

①デイストリビュータ

(屯子進灼式）

②制御川コンピュータ

③作觔制御デバイス

づ十:カセンサ、 水温センサ

^ アイドルスイッチ

- エンジン㈣虹角センサ

�…ムの低減

逆蚣状態に応じた適性な点火

時期制御を行う。

点火時期制御装沢

〇〇⑵電，制御方式

①屯磁弁

②作�制御デバイス
# XI！±スイツチ
，コントロールリレー

- 货I」：遅延弁

春減速時の〇〇、 11〇の低減

#燃赀向ヒ

參触媒過熱防¦¦：
減速時キャブレタのスロー系

燃料を遮断する。

⑴エンジン[
"
1紜検

出装茜
〇

(キャブレタス

口ーカット）
フューエル

カット装賄 ①インジヱクタ

②制御…コンピュータ

③作�制御デバイス
，エンジン㈣

“
灼センサ

^ アイドルスイッチ

�減速作(：0、 N0の低減

修燃数向上

鲁触媒過熱防¦¦：
制御デバイスにより滅速時フ

ユーエルカツトする。

減 ⑵エンジン叫如検

速 出装敗
〇 〇

(屯广制御燃料�

卿〉

時.1
'
]

刺 •00,»0：の位し成

減速時スロットルバルブが

急激にIV】じるのを防�卜.し燃焼

安定化をはかる。

①スロットルポジシヨナ

②絞り

スロットル

問度制御装贤

(1)スロットル

ポジション方式
装 〇

的

①乍�流]1(制御弁

②制御⑴コンビュータ

③作鲇制御デバイス
，アイドルスイッチ
，

"
速センサ

アイドル㈣転

数制御装的
〇 〇⑴大试導入ム式 癱0〇、 9(：の似:；成

55

^
132



891-0

£13155

。
9本：

"
如苓屮拊03»'〇0
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17-2-2 排出ガス浄化配管図（〔「-N5:ピック）

モジュレータ

チェックバルブ

2

〇

オレンジ
/

デイストリビュー

フューエル
ポンプ500 バルブ

八〇ポート
0バキュームスイッチ
6巳6闪

チヤコールキヤニスタ ポート

1

^
5\/
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バージポート
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藏

バキュームモータ

9
茶

27
アクセルケーブル

4 ㈣

バキュームスイッチ

3

エアコン付車

ソ5ソ

551511231
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ェミッションコントロール

17-2-3 排出ガス浄化配管図（巳ド-N5:バン）
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ェミッションコントロール

17-2-5 排出ガス浄化配管図ピック）
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17-2-6 排出ガス浄化配管図バン）

0 — 174
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17-2-8 排出ガス浄化配管図（巳「-丁5)
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ェミッションコントロール

17-3 空燃比制御装置（電子制御燃料噴射制御：巳ド̃巳5,巳ド-丁ミ)

17-3-1 準備品

品游，品名状 途杉

0999卜87604-000
ワイヤ，タコパルスピックアツブ

エンジント¦紜数�定

8

8

09991-87705-000
ワイヤ，エンジンコントロールシス

テムインスペクション

チェック端 /短絡

(09991-87203-000使用
"
〇

，け器エンジン凹蚣扑、 エレクトリカルテスタ

55

^
134

17-3-2 機能点検

1.エンジンを暖機（フアンモータが1回作�するまで）す

る。

2,5 5丁およびエンジント1虹》1 1 を取り付ける。

09991-87604-00055丁

クコネクタに55丁を取り付け、 VI，’端子⑨にテス

夕のブラス端子を、 テスタのマイナス端チをアース（ボ

デー）に接続する。

09991-87705-000
4 .エンジン【「0¢云を2,50011)111以上で 2 分問保持し、 02セン

サを暖機する。

5 .55丁を№»1してチェックコネクタの⑥～③（丁。～�,）
問を短絡する。

^
30，短絡位置を間違えると故障の原因となるため

絶対に間違えないこと。

6 .エンジン回虹数を2,500「口⑺で保持し、 テスタの衍示范

圧（乂ド出力）を測定する。

0

^
5 V

10秒間に 8回以上変化すること。

7.⑥～③（丁!

^
～ビ丨）問の短絡を解除する0

8.アイドル㈣紅で圧を測定する。

2,5ソ

9.⑥～③（丁以～トニ）問を短絡し、 エンジン间転数を2,5001 で保持し、 テスタの指示7〇：庄が〇 ～ 5乂叫で

変化することを確�する。テスタの衍示が変化しな V、場合は⑷の作業より繰り返す。

10.⑥～③(丁。～ビ,）問の短絡を解除する。

3,チエツ

55丁

基準

基準



17-4 排出ガス再循環装置（〔「-N5)
17-4-1 準備品

I汁器バキュームゲージ、 マイテイパック

55

^
135

17-4-2 機能点検

1.モ ジ ュ レ ー タ の り ポ ー ト の バ キ ュ ー ム ホ ー ス を 外 し、

3 ウェイを介してバキュームゲージを後続する。

2 .エンジン冷間時（冷却水温70
。
(：以下）、アイドル回転状態

でバキュームゲージの針が振れず、 4,000「叩!稅度の

レーシングを繰り返したとき、 ほとんど負�がかからな

いことを確認する。

55

^
1130

3 ,エンジン卩2機後（冷却水温70°(:以上）、 アイドル㈣+ム状態

でバキュームゲージの針が振れず、 4,000「口爪程度の

レーシングを繰り返したとき、 その都度約100麵卜を付近

の負圧がかかることを確認する。

17-4-3 単体点検

(1) 巳〇只ノくノレブ

① 機密点検

1,ダイアフラム屯に約牝〇⑺⑺!化の負り:をかけたとき、 衍針

が安定していればよい。

② 通気点検

1,ダイアフラム室に鉸II：をかけた状態で@～⑧叫の汕

“のィ/無を点検する。

^負圧 50咖N6以下

通気なし

，負圧巧〇酬㈠目以上

④～⑧通気あり

0 - 178

基準

'

しエンジン



ェミッションコントロール

(2) モジユレータ

1,I3ポートにマイテイバックを接続し9ポートを指でふさ

いだ状態でマイテイバックで11圧をかけたとき、 111土:
が保持されないことを確認する。

2.排圧ポートを指でふさいだ状態で、 マイテイバックで

灯げ:をかけたとき、

“
I土:が保侍されることを確認する。

3,排圧ポートから指を放したとき、 れ茁がドがることを確

認する。

(3) 丁ソ5ソ

1.水中に下記水溫で2分間以上放圃後、 各ポート間の通気

の行無を点検する。

@一⑬叫通水 溫

2
*

0 X

〇18
*
0

― 8てにドげた時 X

55

^
136

551已1135



17-5 点火時期制御装置

17-5-1 準備品

杉 状 1«! 根、 品名 III 途

09991-87604-000
ワイヤ，タコパルスビックアップ

エンジン叫紜数�定

3

09991-87705-000
ワイヤ，エンジンコントロールシス

テムインスぺクシヨン

チェック端チ短絡

(09991-87203-000使用可)

•11器 エンジン㈣奉云叶，タイミングライト、バキュームゲージ、 マイテイノズック

3318137

17-5-2 システム図

53

^
1136 -,

17-5-3 点検

国 EF-N5
(1) 機能点検

1.デイストリビュータのサブ側に 3 ウェイを介してバ

キュームゲージを�統する。

2 .アイドル1
"
!転のとき、 バキュームゲージにマニホール

ド負圧を感知すればよい。

3.エンジン凹虹数を卜.げていくと、 スロットル開度に応じ

たII丨王を感知すればよい。

55161137」

0 — 180

〇エンジン



ェミッションコントロール

4 ,デイストリビュータのメイン側に 3 ウェイを介してバ

キュームゲージを接続する。

5.アイドル间虹のとき、 バキュームゲージの指針が 0

118であればよい。

6.エンジン问如数をヒげていくと、 スロットル間度に応じ

た負圧を感知すればよい。

111X11

55

^
1138」

(2) 単体点検

① バキュームコントローラ

- 作動点検

1.メーン�またはサブ室にマイテイバックを接続して灯

圧をかけたとき、 ブレーカブレートが吸引され、 ね圧

を〇にしたとき、ブレーカブレートがすみやかに戾れ

ばよい0

^
ダイヤフラム室気密点検

1,-500麵1知の货！卜：をかけたとき、 衍針が安定していればよい。

国巳ド-丁5
(1) 機能点検

1,55丁およびタイミングライトを』以り付ける。

09991-87604-000
2 .53丁を使川し、 チェックコネクタの⑥～③（丁以～已〇

問を短絡したときの点火時期を確認する。

09991-87705-000
(09991-87203-000使用可)

[び切

8100 5

^
2/875

^̂旧-丁5〕
8丁001032/900「口⑺

，短絡位置を間違うと故障の原因になるため絶

対に間違えないこと。

^
チェックコネクタを短絡すると、エンジン回

転が下がります。

3,チェックコネクタの短絡を開放する。

4 ,ェンジン「〇¦如を上げたとき、 点火時期が速やかに進角す

ることを確認,する。

55丁

基準



17-6 減速時制御装置

くフューエルカット装置〉

17-6-1 準備品

形 番、¦マ¦状 III 途110

5
09991-87604-000

ワイヤ，タコパルスビックアップ
5 エンジン[11]紜数測定

丁

.11X？ エンジンN1

"
、 サウンドスコーブ、エレクトリカルテスタ、 マイテイバック

55

^
138

17-6-2 システム図

バキュームスイツチ

T

^
-0■

0 〇

， ぐ']電源 ェぐツンヨン

コントロール
リレ-

エンジン回転数

フューエル
カツト
ソレノイド

^
777

^^
////

\̂
II

一+ 燃焼室I！

負圧取出ポート
パ

‘’，、’

'-

キャブレタ

55

^
1141 ^

17-6-3 点検

国 EF-N5
⑴ 機能点検

1,エミッシヨンコントロールリレーの③端了.にテスタ

0〇：11：)を接続し、 バキュームスイッチのコネクタを外

す。（リレー取り付け位;？しコンビネーションメータ衷

側）

2.エンジンを始動し、 電圧を測定する。

0 V

3,エンジン回虹数を4,000卬出に保持したときの屯圧を測

定する。（エミッションコントロールリレー点検）

II ¦ バッテリ電圧

0 — 182

基準

基準

0

エンジン



ェミッションコントロール

4 .エミッションコントロールリレーのコネクタを外し、

バキュームスイッチのコネクタを接絞する。

5.バキュームスイッチの5ポートのバキュームホースを

外し詰め栓をし、 5ポートにマイテイバックを取り付

ける。

6 .エンジンを始�し、マイテイバックで6001111119«の負I十:
を加えたとき、エンジンがストールすることを確認する

(バキュームスイッチ点檢）

(2) 単体点検

① バキュームスイツチ

1.マイテイノ心ソクで5ポートに订圧をかけ、 スイッチの

項

^
0点、ネ食をIテう。

520麵㈠目以下の負圧導通あり

600麵㈠邑以上の負圧導通なし

基準

国巳尸ィ5、EF-T5
(1) 機能点検

1,55丁およびエンジン㈣�，汁を取り付ける。

09991-87604-000
2 .エンジンを日2機（ファンモータが1冋作则するまで）す

55丁

る0

3.エンジン�奉云を3,0001'口⑴に上げる。

4 ,サウンドスコーブまたはドライバでインジェクタの作

勋存を確说する。

5.スロットルレバーを戾したとき、 インジェクタの作觔

�が一�止まり、 その後再び作�音がすることを確認す

る。



くスロットル開度制御装置（巳「-N5)〉
17-6-1 準備品

杉 状 忝. ド, 川 途I打I N1 1

5
09991-87604-000

ワイヤ，タコパルスビックアップ
5 エンジン问蚣数测定

，

"
器丨エンジン��叶，バキュームゲージ、 マイテイノ'<ック

55

^
139

17-6-2 システム図

ス〇ットルボジシヨナ

乙//ど/ /7/7/7/7.てノノ/ ////////// / 二一く -.

^
7

^
7/7/7

画
////////

^
/////////

^
7/77//7

^

111
111燃焼室

丁户ボート

ジェット

551已1147」

17-6-3 機能点検

1 .エンジンを暖機する。（フアンモータが一冋作勋するま

で）

2 ,スロットルポジシヨナに 3 ウェイを介してバキューム

ゲージを取り付ける。

3 . 4,00 0「口!1 1のレーシングを行ったとき、バキュームゲー

ジの指針が〇に以り、 ふたたびマニホールド贷庄に戾る

こと。

35161148

17-6-4 単体点検

(1) アクチユエータ

1.マイテイバックを接続し、 400

^
11111

^
の以圧をかけたと

き、 シャフトが…かれればよい。

2 .次にれぼを№1放したとき、 速やかにシャフトがひ!ればよ

0 — 184

〇エンジン



ェミッションコントロール

17-7 補助制御装置

くチョークブレーカ方式（自動チョーク：巳ド-问5)〉
17-7-1 準備品

"
器バキュームゲージ、マイテイパ、、

/ ク

55

^
140

17-7-2 システム図

17-7-3 機能点検

1.エ ア ク リ ー ナ～キ ャ ブ レ タ 行 き の エ ア ホ ー ス を 取 り 外

す。

2.エ ン ジ ン 始 � 前、 チ ョ ー ク バ ル ブ が 全I沿 し て い る こ と

を 確 認 す る。



3 .チョークブレーカのホース①、 ②を抜き、 ①のホース

の口を衍で寒いでエンジンを始�する。

この時、 ホース①にれ圧が作⑴することを点検する。

4 .ホース①をチョークブレーカに接続したとき、 チョー

クブレーカのロットが引かれリンクが#くことを点検

する。

5,ホース②に冷却水温 2て以下で总!土:が作用せず、 18て’以

匕でII圧が作用することを点検する。

また、 &卬が作川した状態でチョークブレーカに接絞

したとき、 4 の状態からさらにチョークブレーカの

ロットがづIかれ、 リンクが�くことを点検する。

17-7-4 単体点検

(1) チョークブレーカ

1.チョークブレーカの①側にマイテイバックを接続し、

500匪の負圧をかけた時、 マイテイバックの指針が

安定していること及び贷【士:をかけた時、 ロットが…かれ

リンクが财くことを確,1»する0

2 , 1の状態から②に500咖只8の負圧を加えた時、 リンクは

1の状態よりさらにりIかれることを確,忍する。

55

^
1155」

⑵ ジIット
1.片側を指で押さえ、 負圧を400加

^
8まで上げたとき、 指

針が安定していること。

2 ,し

“
の状態から衍を離し、 苡圧がゆっくり解除されるこ

と0

0 — 186

〇エンジン



ェミッションコントロール

(3) 丁ソ5ソ

1.水中に下記水温で 2分間以上放碑後、④～⑬ポート問

の通�を点検する。

〇〇 水温 2X

通気なし

水温18て

通気あり

水温- 8てに下げた時

通気なし

55

^
1157 -1

17-8 排気過熱警報装置

17-8-1 機能点検

1,イグニションスイッチを「〇\」にしたとき、 排奴温腎：
灯が点灯することを確認する。

2.エンジンを始�しとき、 排奴温背む灯が消灯することを

確認する。

551已1158

17-8-2 単体点検

(1) 排気温センサ

1.エレクトリカルテスタを使用し、 排気温センサの導通

を測定する。

導通あり（3〇以下)基準

17-9 燃料蒸発ガス排出抑止装置

17-9-1 キヤニスタ方式

(1) 機能点検

(8.3-8-2項（1卜39ページ）参照）

⑵ 単体点検

① チヤコールキヤニスタ
(8,3-8-2⑵项（8-39ページ）参照）



② アウタベントノくノレブ(已ドーN5)
1.冷問時、 アウタベントバルブ～チヤコールキヤニス

夕⑻のホースのキヤニスタ側を外し、 イグニシヨンス

イッチを「0IV」の状態でキヤニスタ側からホースを吹い

たとき通気がないこと。

2,イグニシヨンスイッチ「〇ドド」の状態で、 キヤニスタ側

からホースを吹いて通

“
をみる。

〇〇 雰囲気温度

29て以下通気なし

45て以上通気あり

括麗1，ホースの中に蒸発ガソリンが残っている場合

もあるので、アウタベントバルブ点検時に

絶対吸わないこと。

3 .ァウタベントバルブの端子～ボデーアース問の抵抗

を測定する。

〇〇 67～730

55161161

③ チェックバルブ（巳ドー丁5)
1.オレンジ色側から妤く吹いたとき通51があり、 もう一方

から吹いたとき、 通スがなければよい。

17-10 ブローバイガス還元装置

17-10-1 機能点検

(8.3-8-1艰（8-39ページ）参照）

17-10-2 単体点検

(1) チェックバルブ（巳「一丁5)
1.オレンジ色側から粍く吹いたとき通奴があり、 もう一方

から吹いたとき、 通�がなければよい。

0 - 188

〇エンジン



ェミッションコントロール

17-11 吸入空気温自動調整装置

17-11-1 システム図

インテークマニホールド負圧

サーモスタティックバルブ
(叨入空�自動明整装:1用）

インテークエア
つネクタ 〇

^
インテークエア
コントロール

バルブ

ホットエア

クールエアビック系

，ザーモスタティックバルブ
(吸入空気自動嫌整装�用）

インテークマニホールド
インテークエア

コントロールバルブ

クールエア

<=3

エアクリーナ

インテークエア
3ネクタ 〇

ホットエア

バン系

55

^
1164

17-11-2 機能点検

1,バキュームモータのホースを外し、 3 ウェイを介して

バキュームゲージを取り付ける。

2.エンジンを始！？力したとき、 バキュームゲージの衍針が

以下のようになることを点検する。

〇〇 吸入空気温度

25て以下 -300賴1ド吕

25
〇

01

^
± 0111111N8

55旧165一

17-11-3 単体点検

(1) バキュームモータ

1.バキュームモータのバキュームホースを外してマイ

テイハヘンクを接続する0

2 .マイテイバックで40 0咖1勉負圧を加えたとき、 指針が

安定しており、 バキュームモータのバルブが開くこと

を確認する。



( 2 ) バイメタル

1.バイメタルのバキュームホースを外し、 マイテイバッ

クを接続する。

2 .雾囲気温度が22°¢以下

(1) マイテイノベックでII圧を加えたとき、 マイテイノゞツ

クの指針が安定していること。

3,雰�気温度40て以上

(

”
マイティバックでれ圧を加えた時、 衍針が上がらない

こと。

0 - 190

〇エンジン



^ 16スイッチ（161)
エンジン（10八)

〇—
デイストリビュータ

2
0
一
2’

& 八1\；160八（バンのみ)

？2.005գ (バン）

20.85301 (ピック）

ニバ

〇¦

シし一
33 3

コ
ソ 2

ル グ

丄て 32
V V 7
公 公公夕

16スイッチ（161)
エンジン（10八)

〇—〇

^̂
〇—I〆

八い60八も（バンのみ)

！ ふ2.003գ (バン）

1.00$գ (ピック)

デイストリビュータ ゥ V V

今今今

日卩モ3,丁3

18-2 イグニシヨンコイル

18-2-1 イグニシヨンコイル点検

(1) 1 次電圧点検

1,16スイツチ「0…にする。

2,下,1己の笵圧を�定する。

ハーネス側端子①～ボデーアース

バッテリ電圧

¢5

触3 0

と

基準 〇 〇

㊁

1

^
21、

551巳1170」

点火装置

18 点火装置

18-1 システム図

エンジンコントロ
—ル

コンビユ—夕



⑵ 1 次コイル抵抗測定

1 . 1 0スイッチを「〇ドド」にする。

2,ド,记端子問の抵抗を測定する。

イグニシヨンコイル端了-①～②

1，0±0，1

^
〇〇

⑶ 2 次コイル抵抗測定

1 . 1 0スイッチを「〇卜下」にする。

2.下記端チ間の抵抗を測定する。

イグニシヨンコイル端子②～�圧端子

13,4±2,0

^
〇〇

55

^
1172

18-3 点火プラグ

18-3-1 点火プラグ取り外し、取り付け
(8.3-6-1⑴項（8-25ページ）参照）

1.衍定のブラグを使叫しているか確認する。

2 .范椒のすき問を点検する。

スパークプラグ型式

㈡ グラ ブラグギャップ

エンジン吧� 日本范装 IV！0 X 10111

ロニN5 \乂161)丁只一5 8叩5卜：レ8

卜:尸ザ5 卩し20丁1卜3 9.0～1.0

心〇げ厂!犬-5 0卩116卜：仄一3

5516101

18-4 デイストリビュータ

18-4-1 デイストリビュータ点検

⑴ エアギヤツプ点検

1.シグナルジェネレータとシグナルロータの突起が向か

い合った状態で、 シクネスゲージを使ってすき問を点

検する。

0.2～0.4酬

基準より外れている場合は調整する。

0 - 1 9 2

基車

〇エンジン



点火装置

⑵ 回転センサ点検（已「-已5、 -丁5)
1.デイストリビュータコネクタを切り離す。

2 .クランキング状態でデイストリビュータコネクタ端子

問の出力電圧を測定する。

〇〇 テスタの表示が変化すること

出力をオシロスコープで測定した場合は、右

図のような波形が得られれば正常です。

3,コネクタ端 /問の抵抗を測定する。

230±25〇(20〇〇

^
3

55181175」

(3) レジステイブコード点検

1.レジステイブコード抵抗を測定する。

25

^
0ゾ本以下

2.レジステイブコード取り付け

レジステイブコード冏およびホース頌との接触しない様に取り付ける。

6

^
1



19 始動装置

19-1 システム図

^
！汀車

16スイッチ（3丁)

(バンのみ) スタータリレー2.0301 (バン）
1.053գ (ピック巳ド1)

0.85501 (ピックキャブ) I

丁
丄テ

，
ン

一トラルスタート

0 ーユ
リ スイッチ

门

スタータ

55161176 」

スタータ仕様

標型式 平; 寒冷地

項 I I …丁 八/1 N1/
,
1' 八广1

，

定 格 力出 0.6 0.7 0.8 1.0

50八以ド!;】�，5\：時]

6,0001'卩⑴以[:

90，\以下(；11，5ソ時]

3,000「1)111以上
荷 特 11：

ピ 才 覘 数 9 8 9 10

力[»1 1* *] ビニオン⑽より兄て左

•(1 馱 (

^
)

^
3.1 3.2

35

^
141

0 — 1 9 4

'

しエンジン



始動装置

19-2 スタータ取り外し、取り付け

19-2-1 構成図

55

^
1177

^
19-2-2 取り外し

1,車両をジャッキアップする。

2,バッテリマイナス端了‘を取り外す。

3.①スタータ八ヅを取り外す。

19-2-3 点検

(1) スタータ

^̂
3，各点検は短時間（3 ～5秒）で行う。

55161178



① プルイン点検

^
30 ，マグネットスイッチのリード線を外した状態で行う。

1.�端了にバッテリ電圧、 0端 /̂およびスタータのボデー

にアースを結線したときにピニオンギヤが飛びだすこ

とを確認する。

55

^
1179 -

② ホールディングコイルの維持点検
1，ブルイン点検の状態から(:端子への配線を外したときに、

ビニオンギヤが飛びだしたままであることを確認する。

35

^
1181-

③ プランジャの戻り点検

1.ホールデイングコイルの維持点検の状態からスタータ

ボデーのアースを外したとき、 ビニオンギヤが炭るこ

とを確認する。

④ 無負荷試験
餘職3 - 試験時には大電流が流れるので、太いリード

線を使用する。

(1) スタータをバイス等で㈨定する。

(2) 1ッ¦の様にケーブル、 テスタを結線する。（このとき、 �

端了-には結線しない）

(3) �端ず-を接続し、 電流,!Iの衍示が安定したところで屯

流�を統む。

90八以下

19-2-4 取り付け
1.②スタータ八ゲを取り付ける。

2 .ハへ/テリマイナス端7‘を取り付ける0

3 ,屯闽をジャッキダウンする。

375土75

^
。〇⑺

0 — 1 9 6

〇エンジン



八

^
/160八

(バンのみ)

1(3スイッチ（161)
16

I
4 I

オルタネータ

充電装置

20 充電装置

20-1 システム図

巳厂

オルタネータ仕様

エンジン吧式 1

^
一1：5(バン）一/丁

に厂一丁5

ビドー已5(ビック）4レ丁

ノ'

^
ン)

已ドー

^
5(ビック）‘八/丁

丑ドモ5(バン），/丁
ビド-N5(ビック）

項 0

定恪出力 ^
敁大出力《V-八) 12-50 12-55 12-6012-40

出力特性〔13,5ソ、5,000「㈣](八) 53以上 55.5以上 62以上43以上

許容ぬ萵间紅数（『㈣) 15,400 18.00015,000

レギュレータ，调格屯压（乂）

〔5,000「口爪、 10六、 25°〇]
13.6～14.414.2-14.8

プーリ側より兄てム方 [
'〇

私[»1

ブーリ比[クランクシャフト/オルタネータ] 130/58.5 130/70

缺 (1*«)也 2.70 3.10 3.20

55

^
142

パパッパピ
(1

/

1
%

7

(
\

〇
"

0-0-5
5

3

5

0-0-
8,

バツテリ
210

巳
1

〇-一一一,
1-0*1011

夕

本

2

-0—¦

インジケータランプバツテリチヤ—ジ

ジ

ジ

ェ

ヤ

ゲバ

111

[11
荷
I—1¦一



20-1-1 車上点検
1.以ドの点検を行った後、 屯上点検を行う。

(1) バッテリ比重点検

I一——I 1.25～1.278(液温20
。
〇)

⑵ バッテリターミナルの接絞状態点検。

⑶ Vベルトたわみ械点検。

(0.2-1功(0-11ページ）参照）

(4) ヒユーズ点檢。

(5) 配線状態点検。

(6) エンジン¦¦

”
ム中、 オルタネータからの兇?7がないか点検する。

2,無�份試験

(1) 右図の様にテスタを接続する。

(2) エンジン1
"
]¢云数を2,000叩⑺までゆつくり上げ、 �圧と

屯流を測定する。

13,6～14屬25
。
〇)

10八以下

3 ,�荷�験

(1) 無II荷�験の状態よりヘッドランプのハイビームを点灯し、ヒータブロアスイッチをハイにする。

(2) エンジントり铋数を2,000「叩1にしたときの屯流を測定する。

1 I 30八以上

〔参考〕 ^ �咿范流以ドを示しても、 バッテリが完仝允屯状態場合、 ’也流は小さくなるので、 ある程度

放范したバッテリと交換するか、 または�荷を�して（ハザード、 デフォッガなど）再度測定

する。

0 — 198

基準

基準

基準

〇エンジン



充電装置

20-2 オルタネータ取り外し、取り付け

20-2-1 構成図

55161189

20-2-2 取り外し

しバッテリマイナス端子を取り外す。

2,①シートライザセンタメンバを取り外す。

3.②ソベルト（エアコン）を取り外す。

4 ,③ソベルトを取り外す。

5.④ハーネスを取り外す。

6.⑤オルタネータ八ヅを取り外す。

20-2-3 取り付け
し ④ハーネスを取り付ける。

2 .⑤オルタネータ八ゲを取り付ける。

3.③乂ベルト、 ②乂ベルト（エアコン）を取り付け、 たわみ以を,狗輅する。

4 .①シートライザセンタメンバを取り付ける0

5 .バッテリマイナス端子を取り付ける0



〇.駆動

3 -1 7 キ ー イ ン タ ロ ッ ク 付 き シ フ ト ロ ッ ク 装 芯1 クラッチ .

1- 1 ク ラ ッ チ ペ ダ ル,调 桉.

1- 2 ク ラ ッ チ べ ダ ル 取 リ 外 し、取 り 付 け …-
1 - 3 ク ラ ッ チ ケ ー ブ ル 取 り 外 し、取 り 付 け ，

1- 4 ク ラ ッ チ 取 り 外 し、取 り 付 け .

2 マニュアルトランスミッション .

2 - 1 マ ニ ュ ア ル ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 識 別 .

2 - 2 マ ニ ュ ア ル ト ラ ン ス ミ

取 り 付 け，

2 - 3 エ ク ス テ ン シ ョ ン

〇- 1
0- 1 1 41)- 1

4 トランスファ ，

4 - 1 ト ラ ン ス フ ァ 識 別

4 - 2 ト ラ ン ス フ ァ』� リ 外 し、』以 り1十 け

4 - 3 ト ラ ン ス フ ァ ケ ー ス オ イ ル シ ー ル 取 り 外 し、

取 り 付 け‘

4 - 4 ト ラ ン ス ポ ジ シ ョ ン デ イ テ ク ト ス イ ッ チ 八》
，

( 2

^
0 4…〇 検 出 用）取 り 外 し、取 り 付 け

4 - 5 ト ラ ン ス ポ ジ シ ョ ン デ イ テ ク ト ス イ ッ チ 八 ヅ

⑴-ゞ -し 検 出 川）取 り 外 し、取 り 付 け

4 - 6 マ ル チ コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム

4 - 7 パ ワ ー テ イ ク オ フ 八 ソ 収 リ 外 し、取 り 付 け

0-1241)- 2
1)-121〇- 4

0-1251)- 7
1)-13

0 1 3 41)- 13
ン月又り外し、ツンヨ

0 1 3 70-14

ウ ジ ン グ オ イ ル シ ー ルノヽ

0-139取リ外し、取リ付け

2 - 4 スピードメータドリブンギヤ取り外し、取り付け

… 0 33 ¦

0-31
0-141

0-146クアップランプスイッチ八ン，取り外し、2 - 5 バツ

4 - 8 パワーテイクオフケーブル八乂取り外し、

取り付け

4 - 9 ユ ニ バ ー サ ル \\7ヨ ー ク ジ ョ イ ン ト 八》
，取 り 外 し、

取り付け …，

5 アクスル .

5 - 1 フロントアクスル取り外し、収リ付け

5 - 2 フロントドライブシャフト取り外し、取り付け

取リ付け

2 - 6 トランスポジションディテクトスイッチ八ソ

( 131検出用)取リ外し、取り付け，

2 - 7 シフトケーブル八ゲ、セレクトケーブルムン，

取り外し、取り付け

2 - 8 トランスミ

取り付け

3 オートマチックトランスミッション

3 ̃ 1 才ートマチックトランスミッション�般屯の

注意，

3 - 2 基本点検、調整

3 - 3 機能点検 .

3 - 4 才ートマチックトランスミッション取り外し、

取り付け

1)-36
13- 150

〔1)-38 I

0-1521
0-1541)-39

1 0 1 5 4ン フ ロ ア シ フ ト 八\甘 く リ ダ ト し、ツン 3

【）41

1) 1)-174

5 - 3 フロントドライブシャフト分解、紺み付け

0-1791) 43

5 - 4 リャアクスル識�

5 - 5 リヤアクスルハウジング八》
，取り外し、取り付け

0-1850-44

1)-16
0-186

5 - 6 リヤアクスルシャフト取り外し、取り付け0-51

0-192ウ ジ ン グ オ イ ル シ ー ル3 - 5 エ ク ス テ ン シ ョ ン

6 プロべラシャフト

6 - 1 プロペラフロントシャフト取リ外し、取リ付け

0197

^
リ外し、4疋リけ

3 - 6 スピードメータドライブギヤ収リ外し、取り付け

1)-68

1)-1970-70
6 - 2 ブロペラシャフト八ヅ月!（リ外し、】仪リずィけ3 - 7 スビードメータドリブンギヤ取り外し、取リ（十け

1)-2000-72
7 デフアレンシャル

7 - 1 フロントデフアレンシャル取り外し、収リ付け

0-2023 - 8 オイルクーラホース取り外し、収リ付け

0-73
1)2023 - 9 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン オ イ ル ハ

。
ン5/八取リ外し、

- 卫-77」
3 -10 トランスミッションオイルフイラチューブ3/八

44リ外し、取り付け

3 -11
1以リ付け

3 -12 トランスミッションソレノイド八ヅ取り外し、

取り付け .
3 -13 スピードセンサ取り外し、取リ付け

3 -14 コ ン ト ロ ー ル ケ ー ブ ル 八》
，取り外し、取り1十け

7 - 2 フロントデフアレンシャル分解、組み付け取り付け

1)-209

7 - 3 フ ロ ン ト デ フ ァ レ ン シ ャ ル コ ン パ ニ オ ン フ ラ ン

ジオイルシール取り外し、取り付け …

7 - 4 フロントデファレンシャルサイドオイル

シール取リ外し、取り付け ^

7 - 5 リヤデフアレンシャル取リ外し、取り付け

0-78」
1 〇 2251ユートラルスタートスイッチ八ゲ取り外し、

1) 79

1)-228

1)-81

0-2330-82

7 - 6 リヤデフアレンシャル分解、如み1,1'け

7 - 7 リヤデフアレンシャルコンパニオンフランジ

オイルシール取り外し、取り付け

7 - 8 デフアレンシャルロックシフトアクチユエータ

八》0�リ外し、对义り付け .

7 - 9 スーパーデフロック機横 .

0-235
0-83

0-2493 -15 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル コ ン ピ ュ ー タ

八ヅ取り外し、取り付け ^

316 屯�制御系統

0-87

1) 2521) 88

1)-254



クラッチ

1 クラッチ

1-1 クラッチペダル調整

1-1-1 クラッチペダルの高さ調整
クラッチペダルの高さ

139～149關

基準

1-1-2 クラッチペダルの遊び調整
1.クラッチアウタケーブルを屯両前方へ…っ張り、 ク

ラッチレリーズベアリングがクラッチカバーのダイ

ヤフラムスプリングに当たる位置で止める。

2 .上記の状態で調幣ネジを回し、 ，脚整ネジとグロメットの

隙問（ 寸法）が3,5～5,0晒になるよう凋幣する。

3 .グロメットの�起と調幣ネジの�も近い溝を合わせ、 凋

整ネジを闶定する。

4 ,クラッチペダルの遊びが基準攸にあることを確�する。

I聖3 クラッチペダルの遊び

15^25

^
01



1-2 クラッチペダル取り外し、取り付け
1-2-1 準備品

汕听丨アミ
，ノクス N1?グリース

551ド166

1-2-2 構成図

1-2-3 取り外し

1,①クラッチレリーズケーブル八》
，を②ブレートワッ

シヤ、 ③ブッシュと共にペダルサポート八ヅから取り外

す0

2 ,ナットを取り外し、 ⑤ペダルシャフト、 ⑥ブッシュ（ 2

偶）、⑦トーシヨンスブリング、 ④クラッチペダル3/

八を取り外す。

—— 551X1025 -

0 - 2



クラッチ

1-2-4 取り付け
1,④クラッチペダル3/八および⑦卜ーシヨンスプリング

の内面にアミックス IV！？ グリスを塗布する。

アミックスい卩グリス

狂驗4，ペダルシャフトねじ部には、グリースが付着

しないよう注意すること。

脂

2 ,④クラッチペダル5/八、 ⑤ペダルシャフト、 ⑥ブッ

( 2 個）、 ⑦トーションスプリングを取り付け、

ナットを規定トルクで締め付ける。

1

^
1

奸篇3 ^ 卜ーショ

けること。

ンユ
9 〇

185±3 5

^
8 * 0

^
1

ンスプリングは右図のように取り付

551X1024

3 .①クラッチレリーズケーブル八ヅを②ブレートワッ

シヤ、 ③ブッシュと共にペダルサポート八ヅに取り付け

る。

^
10

551X1025

1-2-5 取り付け後作業

1.クラッチペダルの遊びを調格する。

(〇,1-1-2項(0-1ページ）参照)



1-3 クラッチケーブル取り外し、取り付け
1-3-1 構成図

デ
4

①ヵパー，クラッチハウジング

(2)ケーブル八ソ，クラッチレリーズ

③プレート，レリーズフォークセット

.4：1ワッシャ，プレート

5 ブッシュ
墘位：！

^
.

551X1019」

1-3-2 取り外し

1,①ク ラ ッ チ ハ ウ ジ ン グ カ バ ー を 取 り 外 す。

2 .ボ ル ト を 取 り 外 し、 ②ク ラ ッ チ レ リ ー ズ ケ ー ブ ル 八 ン

の ク ラ ン プ を 取 り 外 す。

趣

I-
Iし

！ レ1 1

351

^
1020

3 .②ク ラ ッ チ レ リ ー ズ ケ ー ブ ル 八 ゲ を り¦っ 張 り、 ，刺 幣 ネ

ジ を 緩 め る。

4.②ク ラ ッ チ レ リ ー ズ ケ ー ブ ル 八 乂 を ク ラ ッ チ レ リ ー ズ

フ ォ ー ク か ら 取 り 外 す。

0 - 4



クフツチ

5,ボ ル ト 2 本 を 取 り 外 し、 ③レ リ ー ズ フ ォ ー ク セ ッ ト

ブ レ ー ト を②ク ラ ッ チ レ リ ー ズ ケ ー ブ ル 八 ヅ と 共 に 取

り 外 す。

6 ,②ク ラ ッ チ レ リ ー ズ ケ ー ブ ル 八 ゲ を④ブ レ ー ト ワ ッ

シ ヤ、 ⑤ブ ッ シ ュ と 共 に ク ラ ッ チ ペ ダ ル か ら 取 り 外 し、

室 外 へ…き 抜 く。

551X1025

7 .②ク ラ ッ チ レ リ ー ズ ケ ー ブ ル 八 ゲ の ロ ッ ク を 解 除 し、

③レ リ ー ズ フ ォ ー ク セ ッ ト ブ レ ー ト を 取 り 外 す。

1-3-3 点検
1.ク ラ ッ チ レ リ ー ズ ケ ー ブ ル 八 ゲ の イ ン ナ ケ ー ブ ル が ス

ム ー ズ に し ゅ う 動 す る こ と を 点 検 す る。

2.ク ラ ッ チ レ リ ー ズ ケ ー ブ ル 八 ゲ の 各 部 に 咿 耗、 州 傷、

変 形、 屯 裂 等 が な い か 点 検 す る。

531X1027」

1-3-4 取り付け
1.②ク ラ ッ チ レ リ ー ズ ケ ー ブ ル を:� 内 に リIき 込 み、

④ブ レ ー ト ワ ッ シ ャ、 ⑤ブ ッ シ ュ と 共 に ク ラ ッ チ ぺ ダ

ル に 取 り 付 け る。



2 .②クラッチレリーズケーブル八》
，に③レリーズフォー

クセットブレートを叩（り付ける。

3 .③レリーズフォークセットブレートをトフンスミ

シヨンに取り付け、 ボルト 2 本を规定トルクで締め付け

ソ

る。

1

^
51 55±15

^
6* 0111

4 .②クラッチレリーズケーブル八ゲをクラッチレリーズ

フォークに取り付ける。

5.クラッチペダルの遊びを調幣する。

(〇.1-1-2項（0-1ページ）参照）

6.②クラッチレリーズケーブルのクランブを取り付ける。

7,①クラッチハウジングカバーを取り付ける。

- クラッチハウジングカバーは右図の方向に

取り付けること。

注意

0 - 6



クフツチ

1-4 クラッチ取り外し、取り付け

1-4-1 準彳蓆品

途状 品番、品名 川形

09210-87701-000
ホルダ，フライホイール

フライホイールの卜¦りめ川

5
クラッチディスク、 クラッチカバー

の取り付け川^
09301-87501-000

ツール，クラッチガイド

3

09302-87701-000
ゲージ，クラッチダイヤフラムスブ

リングハイト N0.4

クラッチカバーダイヤフラムスブ

リングの修格用0

09333-00013-000
アライナ，クラッチダイヤフラムス

プリング

クラッチカバーダイヤフラムスブ

リングの修整用

クラッチセンタ丁〇〇し

(ユニバーサル切）部品部扱い

(999-08440-

^
9-023)

クラッチディスク、 クラッチカバー

の取り付け用

ダイヤルゲージ、 ノギス、 シックネスゲージ

油脂 アミックスぉ卩グリース

※は新設をぶ:す。 551X104



1-4-2 構成図

1-4-3 取り外し前作業
1,呶肉よりトランスミッション八ゲを取り外す。

(〇.2-2項（0-14ページ）参照〉

1-4-4 取り外し

1,55丁を使用してリングギヤの凹り止めを行い、 ボルト

6 本を取り外し①クラッチカバー八ゲおよび②クラッチ

デイスク八ゲを取り外す。

09210-87701-000
2 ,以下の部品を取り外す。

③クラッチレリーズベアリングハブ八ヅ

55丁

'7)レリーズフオークサポート

0 - 8



クラッチ

1-4-5 点検

1,フライホイールの振れを点検する。

〇.10抓II

(9

551X1032

2 ,クラッチディスク六ヅの�耗および触れを点検する。

1釀3 踏棚度 0.3咖（リベットの沈み）

横振れ限度 1.0謂！

リベッ
の沈み

二

0

〇
〇

551

^
1034」

クラッチディスク

の

551沁1035」

3 .クラッチレリーズベアリングハブ5/八のしゅう�部

(クラッチカバーとの当たり而）を㈣紜させた時、 およ

びけ:力を加えて㈣虹方向へ押しつけた時、 與常な于ごた

えまたは引っ掛かりが無いか点検する。

4 .クラッチレリーズベアリングハブ5/八の各�に川似、

咿耗のないことを点検する。

351

^
1036

1-4-6 取り付け
1,⑤クラッチレリーズフォークと③クラッチレリーズ

ベアリングハブ八ゲのしゆう勋而仝阓にアミックス已卩

グリースを薄く空布する。

グリース塗布

551X1039」



2,④レリーズベアリングハブクリッブを⑤クラッチレ

リーズフォークに取り付ける。

样墨』- レリーズベアリングハブクリップは、右図

の方向に組み付けること。

3 - ③クラッチレリーズベアリングハブ八

^
，を⑤クラッチ

レリーズフォークへ組み付ける。

4 .⑦レリーズフォークサポートをクラッチハウジング

に取り付け、 说定トルクで締め付ける。

185±35は.。⑺

551X1052 -
5 .⑦レリーズフォークサポートのしゆう�而今周にア

ミックスだ!5グリースを噴布する。

6 .⑥レリーズフォークアンチラトルスブリングを⑤ク

ラッチレリーズフォークに取り付ける。

7 .⑤クラッチレリーズフォークをトランスミッション

八ゲに取り付ける。

8.クラッチディスク八ヅのハブ内（スプライン部）にアミッ

クスだ卩グリースを薄く�布する。

供38

^
^ グリースの塗布方向は、クラッチカバー側か

ら塗布し余分なグリースがフライホイール側

にはみださないように極力薄く塗布する。

0.26

グリース逢布

基準

トランスミツシヨン側

55110047

9 .55丁を使明して②クラッチディスクのセンタリング

を行い、 フライホイールに取り付ける。

09301-87501-000
辟—:』，クラッチディスク

̃
の取り付け方向を間違

わないこと。

13 - 10



クラッチ

10.①クラッチカバー八ゲをフライホイールのノックピン

( 3 简所）に合わせて取り付け、 55丁を使川してフライホ

イールの回り』I：めを行い、 ボルト 6 本を规定トルクで締

め付ける。

09210-87701-000
【篇51 185.0±35ド以〇11

�篇二：!，ボルトは右図の順に締め付けること。

55丁

国推奨工具での取り付け要領
1.クラッチディスクおよびクラッチカバーの取り付け時、 55丁の変わりに本エII：を使川してもクラッチ

デイスクのセンタリングが可能です。

1�ミ麗クラッチセンター丁00し（ユニバーサル型）

(品番999-08440-

^
9-023)

〔参考〕，クラッチセンター丁00しの発注先は「ダイハツエ業�宵部品センター」宛となります。

2 .①クラッチカバー八ゲの 3 ケ所の穴にェ抖⑧のつめを

神人する。

551X1041

3 ,工具@のハンドルをツメ；

^
開く方Iム】（〇方向）に止まる

まで问して①クラッチカバー八ゲにしっかりと㈨定する。

551X1042

4 ,ェ共⑧をセットした丁、具@のセンターに揷人する。

ェ具ル

551X1043



，工具⑧は先端の細い方を使用する。

551ド1044

5 ,上；!己でセットした①クラッチカバー八ゲに②クラッチ

デイスク八ゲを収り付け、 エ只.⑧のハンドルを間き力向

(右力向）に止まるまで�して②クラッチデイスク八ゲを

センタリングし、 ①クラッチカバー八ゲに�定する。

餘31

^
1 ，クラッチディスクハソの取り付け方向を間違

わないこと。

トランスミツシヨン併1

551

^
1047

6 . 1:4匕でセットした①クラッチカバー八ゲ、 ②クラッチ

ディスク八》
，およびて抖@、 ⑧をフライホイールへ取

り付け、35丁を使川してリングギヤの㈣り土めを行い、

ボルト 6 本を规定トルクで締め付ける。

- クラッチカバー八ソはフライホイール側の

ノックピンに確実に合わせること。

- ボルトは右図の順に締め付けること。

7 ,111®、@を取り外す。

1-4-7 取り付け後作業
1.ダイヤフラムスプリング�の�さ不揃いを531’を使用

して点検する。

1

^
3

030

09210-8770卜000

185±35

^
8#〇

^

09302-87701-000
0.7晒

2 .上

“
、 点検で限度を越える場合は83丁を使川して商さの

不揃いを修正する。

55丁 09333-00013-000
3 ,トランスミツシヨン八ゲを屯闽へ取り付ける。

(〇,2-2項（0-14ページ）参照）

0 - 1 2



マニュアルトランスミッション

2 マニュアルトランスミッション

2-1 マニュアルトランスミッション識別

〔参考〕，マニュアルトランスミッション八ゲの左側面には、 識別ラベルを貼り付けています。

識別マーク小

系 213クビ ンバソ

2～1) 214
系ア

T/

^
220

換切 り え 卩19II

準 •1( ド10
心

ク 系 卩11ビパートタイム

4

^
0

I5 丁 〇

発電機卜!' バンアトレー系

''/

1
，
12價） 日一し切り換え有

•1(ほ ド20

卩下 0 允屯機

“
170 1

^28
チ ク \20セ 4 \\

，
0ルマ

551X101



2-2 マニュアルトランスミッション取り外し、取り付け
く2 西〇車〉

2-2-1 準備品

汕脂アミックスギヤオイル5八已75%-85 (八ド1分� 0し-3)
551

^
102

2-2-2 構成図

^
- 250± 50

力
14

1 9 5±35 ！⑧ 透)

丁：3 7 5±75

15'
T : 375±75

眉)

旧

“
±35 1

鳴1600±100

⑪

5

(5

①ケーブル八ブ，シフト

②ケーブル八ソ，セレクト

③プラケット，トランスミッションコントロールケーブル

④カバー，クラッチハウジング

⑤ケープル八ソ，クラッチレリーズ

⑧プレート，レリーズフォークセット

⑦ケーブル八ソ，スピードメータドライブ

⑧スタータ八ソ

道)プレート，スチフナ，し㈠

⑲プレート，スチフナ，《円

⑪カバー，クラッチハウジングアンダ

⑫ステー，エキゾーストマニホールド

⑬トランスミッションユニット八ソ

⑭インシュレータ5/八，エンジンマウンテイング，闩卩
※：再使用不可部品

琳位：4，0⑺

551ド1049

0 - 1 4



マニュアルトランスミッション

2-2-3 取り外し前作業

1.バッテリのマイナス端/"を取り外す。

2.車両をジャッキァップする。

3.ドレーンブラグおよびガスケットを取り外し、 トランスミッションオイルを抜く。

4 ,ブロペラシャフトを取り外す。

(〇.6-2
“

(（1)-200ページ）参照）

2-2-4 取り外し

1.クリッブおよびブレートワッシャ（シフトケーブル側

のみ）を取り外し、 ①シフトケーブル八ヅ、 ②セレクト

ケーブル八ゲとトランスミッション八ゲを切り離す0

2 .ボルト 2 本を取り外し、 ①シフトケーブル八ン、 ②セレ

クトケーブル八ゲを③トランスミッションコントロー

ルケーブルブラケットと共に取り外す0

3.④クラッチハウジングカバーを取り外す。

4 ,⑤クラッチレリーズケーブル八ゲを引っ張り、 凋祭ネ

ジを緩める。

5.⑤クラッチレリーズケーブル八ァをクラッチレリーズ

フォークから取り外す。

6,ボルト 2 本を取り外し、 ⑥レリーズフォークセット

ブレートを⑤クラッチレリーズケーブル八ヅと共に取

り外す。

7.ボルトを取り外し、 ⑤クラッチレリーズ：ケーブル八ン

のクランプ 2 ヶ所を取り外す。

8.⑦スピードメータドライブケーブル八ゲを取り外す。

9.ボルトを取り外し、アース線を切り離す。

10.ハーネスおよびボルト 2 本を収り外し、 ⑧スタータ八》'を取り外す。

11.ハへソクアップランプスイッチ六ゲのコネクタの接続を切り離す。



12.ボルト 5 本（内 1 本はクラッチレリーズケーブルのク

ランプと共締め）を取り外し、 ⑨スチフナレフトブ

レートを取り外す。

㊁
0 1«

〕 〇 〇

551請54」

13.ポルト 2 本を功（り外し、 ⑩スチフナライトブレートと

トランスミツシヨン八ゲを切り離す。

14.ボルト 4 本を取り外し、⑪クラッチハウジングアンダ

カバーを取り外す。

15.尺ド-丁5切エンジン搭載率は、 ポルト 7 本を取り外し⑫

エキゾーストマニホールドステーを取り外す。

杉
-
滅決 - シール剤付きボルトは再使用不可。

551ド1068

16. 山】
‘ I：側サービスホールより⑬トランスミッションユ

ニット八ヅとエンジンの収り付けボルト 2 本およびブ

レートナット 1�を収り外す。

17.ミッションジャッキ等を斤Iいて⑬トランスミッション

ユニット八ゲを支える。

18.⑭エンジンマウンテイングリヤインシュレータ3/八

とボデーの取り付けボルト 4 本を取り外す。

I〕一 16



マニュアルトランスミッション

19.⑬トランスミッションユニット八ヅとエンジンの取り付

けボルト 2 本を取り外す0

2〇.⑬トランスミッションユニット八ヅを中両より取り外す0

21.ボルト、ナットを昂（り外し、 ⑭エンジンマウンテイン

グリヤインシュレータ5/八を⑬トランスミッション

ユニット六ヅより取り外す。

351X1093

2-2-5 取り付け
1.ミッションジャッキ等を⑴いて⑬トランスミッションユニット八ヅを夂え、 屯I山】に組み付ける。

2 ,⑬トランスミッシヨンユニット八ゲとエンジンの取りイオ

けボルト 2 本（内 1本は新品のシール剤付ボルト）を规定

トルクで締め付ける。

，巳ドィ5型エンジン搭載車は、エキゾーストマ

ニホールドステー取り付け時にシール剤付き

ポルトを締め付けること。

シー

“
ま/1//

600±10〇心。爪

551X1059

3 ,⑭エンジンマウンテイングリヤインシュレータ3/八

を取り付け、 ⑬トランスミッションュニット八ゲおよび

ボデーとの取り付けボルト、ナツトを说定トルクで締め

付ける。

�。屬51 195土35化，〇

^
(@ボルト）

250土50は乂爪（@ボルト）



4 .屯両上側サービスホールより⑬トランスミッションユ

ニット八ゲとエンジンの取り付けボルト 2 本およびブ

レートナット 1例を说定トルクで締め付ける。

，〇

〇

600土100心。⑺

0

551X1057

5 .以二丁5型エンジン搭攸セは、 ⑫エキゾーストマニホー

ルドステーを取り付け、 ボルト 7 木を规定トルクで締

め付ける。

600±100は，〇�（@ボルト）

375土75は ⑧ボルト）

400土80は，〇〇1(@ポルト）

^
3，⑧ボルトは新品のシール剤付きボルトを使用

すること。

6,⑪クラッチハウジングアンダカバーを取り付け、 ボ

ルト 4 本を规定トルクで締め付ける。

1

^
8158

7 ,⑩スチフナライトブレートと⑬トランスミッション

ユニット八ゲの取り付けボルト 2 本を规定トルクで締め

付ける。

185±35

^
6* 0

^

1

^
8 375±75は-0巾

8 .⑨スチフナレフトブレートを取り付け、 ボルト 5 本

(内 1本はクラッチレリーズケーブルのクランプと共

締め）を規定トルクで締め付ける。

185±351

^
6* 011

9 ,バックアップランプスイッチ八ゲのコネクタを接絞し、

ハーネスをトランスミッシヨンへクランブする。

10.⑧スタータ八ゲを外（り付け、 ボルト 2 水を说定トルクで

締め付ける。

締付 375±75は，〇⑺

11.⑧スタータ八ゲのハーネスを接続する。

12.⑦スピードメータドライブケーブル八ゲを取り付ける。

13.アース線を取り付ける。

1)一 18



マニュアルトランスミッション

14.⑥レリーズフオークセットブレートを⑤クラッチレ

リーズケーブル八ヅと共に紐み付け、 ボルト 2 本を规定

トルクで締め付ける。

15.⑤クラッチレリーズケーブル八ゲをクラッチレリーズ

フォークへ紐み付ける。

16.クラッチペダルの遊びを凋幣する。

(〇.1-1-2项（0-1ぺージ）参照）

17.⑤クラッチレリーズケーブル八ソのクランプ 2 ヶ所を

取り付け、 それぞれボルトを规定トルクで締め付ける0

5

^
±15

^
8-011

185土35�て巾(スチフナレフトプレート部）

18.④クラッチハウジングカバーを右閃のみ1(«】に取り付け

55

^
151

^
6 *0(71

1

^
51

る。

551X1020」

19.①シフトケーブル八ゲ、②セレクトケーブルをトラ 「

ンスミッション六ゲに』�り付け、 クリッブで冏定する。

(シフトケーブル�はブレートワッシャと共に組み付

ける）

2〇.③トランスミッションコントロールケーブルブラ

ケットの取り付けポルト 2 本を说定トルクで締め付ける。

185士35

^
6
,
〇⑺

シフトケープル

口も

^
'

551ド1050

2-2-6 取り付け後作業
1.ブロペラシャフト八ヅを取り付ける。

(0.6-2项（1)-200ページ）参照）

2 .新品のガスケットを取り付けドレーンプラグを规定トルクで締め付け後、 フィラブラグよりトランス

ミッションオイルを规定拈注人する。

I趣3 フィラプラグ穴下面より〇～5晒間にあること。

㈣旧アミックスギヤオイル 5八已 75西-85(八户1分類(3レ3)

全容量 1.1�

400土100

“
。〇171

3 .中内をジャッキダウンする。

4 .バッテリのマイナス端子を接続する。

1

^
51



く 4 �〇車〉

2-2-1 準備品

汕胎アミックスギヤオイル 5八ビ75\\、85 (八1

^
分纽〇レ3)

551ド102

2-2-2 構成図

丁：130±30；

20

'13 IX；250±60

^[ 丁：375土75：
/8)

'〇 :�

「丁：185±35丁 :」75±7
一
5」

.0 .(0) 丁：195土35 ⑧

^
)1X1375±75

1 丁 375±75；

-4) «22

0’

⑤

[す：185±35

⑧ 丁：185±35

於
思

丁：185±351丁：55±1

糸：再使用不可部品
単位：4，0⑺

①ケープル八ン，トランスファコントロール

②ケープル八ン，シフト

③ケーブル八ゾ，セレクト

④ブラケット，トランスミッションコントロールケーブル

⑤ケーブル厶ン，パワーテイクオフ

⑧パワーテイクオフ八ソ

(1)カバー，クラッチハウジング

⑧ケープル八ソ，クラッチレリーズ

⑨プレート，レリーズフォークセット

⑭ケーブル八ゾ，スピードメータドライブ

⑪スタータ八ソ

⑫プレート，スチフナ，し㈠

⑬ブレート，スチフナ，闩㈠

( ，クラッチハウジングアンダ

(11ステー，エキゾーストマニホールド

神トランスミッションユニット八乂

⑫インシュレータ5/八，エンジンマウンティング，卩闪

⑭ブラケット，エンジンマウンティング，

^0¢トランスファ八ソ

如クランプ

�ブラケット，パワーテイクオフケーブル

�ガスケット，パワーテイクオフ

⑽ガスケット，エクステンションハウジング

⑭ブラケット，トランスファコントロールケーブル

551X1060」

1) - 2 0



マニュアルトランスミッション

2-2-3 取り外し前作業

1.ドレーンブラグおよびガスケットを取り外し、 トランスミッションオイルを抜く。

2,ブロペラシャフト八广ブロペラフロントシャフト八ゲを取り外す0

⑴，6項⑴-197ページ）参照）

3.卩丁〇付屯は、 ユニバーサル \\7ヨークジョイント八ゲを取り外す。

(〇.4-9

^
1(13-152ページ）参照）

2-2-4 取り外し

1.トランスミッションフロアシフト八丫よりシフトレバーノブ3/八を取り外す。

2 .ボルト 4 4：を取り外し、フロントコンソールボックスを取り外す。

3.クリッブ、 \\7ヘッドピンおよびブレートワッシャ、

ウェーブワッシャを取り外し、 ①トランスファコント

口ールケーブル八ゲとトランスミッションフロアシフ

卜八\
，を切り離す。

4 .クリッブおよびプレートワッシャ（シフトケーブル側

のみ）を取り外し、 ②シフトケーブル八ヅ、 ③セレクト

ケーブル八乂とトランスミッション八ゲを切り離す。

5.ボルト 2 本を取り外し、②シフトケーブル八ゲ、 ③セレ

クトケーブル八ヅを④トランスミッションコントロー

ルケーブルブラケットと共に取り外す。

6 .卩丁〇付屯は、 クリッブを取り外し、 ⑤パワーテイク

オフケーブル六ゲと⑥パワーテイクオフ六ヅを切り離

す。

7.⑦クラッチハウジングカバーを取り外す。

551(1020」



8 .⑧クラッチレリーズケーブル六ヅを引っ張り、調格ネ

ジを綏める。

9 .⑧クラッチレリーズケーブル八乂をクラッチレリーズ

フォークから取り外す。

10.ボルトを取り外し、 ⑧クラッチレリーズケーブル八ゲ

のクランプを取り外す。

11.ボルト 2 本を取り外し、 ⑨レリーズフォークセット

ブレートを⑧クラッチレリーズケーブル六ゲと共に取

り外す。

12.⑯スピードメータドライブケーブル六ゲを取り外す。

13.ポルトを取り外し、 アース線を切り離す。

14.ハーネスおよびボルト 2 本を】�り外し、 ⑪スタータ八ヅ

を取り外す。

15.ノズックアップランプスイッチ八ァ、トランスポジシヨンデイテクトスイッチ八ソのコネクタの接続

を切り離し、 ハーネスのトランスミツシヨンへのクランプを切り離す。

16.トランスファ六ゲのアクチユエータ部のホース 2 本を切

り離す。

17.ボルト 5 本（内1本はクラッチレリーズケーブルのク

ランプと共締め）を取り外し、 ⑫スチフナレフトブ

レートを取り外す。

0 — 22



マニュアルトランスミッション

18.ボルト 2 本を和（り外し、 ⑬スチフナライトブレートと

トランスミッシヨン八ゲを切り離す。

19.ボルト 4 本を取り外し、⑭クラッチハウジングアンダ

カバーを取り外す。

551ド1055

20.だ厂-丁5型エンジン搭�屯は、 ポルト 7 本を取り外し⑮

エキゾーストマニホールドステーを取り外す。

^
30，シール剤付きボルトは再使用不可。

八

551X1068

21.屯肉側サービスホールより⑯トランスミッションユ

卜八ヅとエンジンの取り付けボルト 2 本およびプ

レートナット 1個を取り外す。

22.ミッションジャッキ等を用いて⑯トランスミッション

ユニット六ゲを支える。

、ソ

551X1057 ̃

23.⑰エンジンマウンティングリヤインシュレータ3/八

とボデーの取り付けボルト 4 本を取り外す。

24.ド丁〇付审（ピックは除く）は、 ⑱エンジンマウンティン

グリヤライトブラケットとエンジンマウンティング

センタインシュレータ5/八の取り付けボルト 2 本を取

り外す。



25.バン、 アトレー系呶は、 ミッションジャッキを搡作し

てトランスファ部をドげ、 トランスファ上部のトランス

ミッションワイヤのクランプおよびポジションデイテ

クトスイツチ（ 2 4 検出川）のコネクタを取り

外す。

つ

トランスミッション
ワイヤ

551ド1298」

26.⑯トランスミッションユニット八ゲとエンジンの取り付

けボルト 2 本を取り外す。

战4 - シール剤付きボルトは再使用不可。

27.⑯トランスミッションユニット八ゲを⑲トランスファ

八ゲと共に班両より取り外す。

551X1059 -

28.ボルト 2 本を取り外し、 ⑳クランプを取り外す。

29.クリッブを取り外し、 ①トランスファコントロール

ケーブル八ゲを⑲トランスファ八ヅより取り外す。

30.ド下〇付屯は、 ボルト 4 本を取り外し、 ⑥パワーテイク

オフ八ゲ、�パワーテイクオフケーブルブラケット

および�パワーテイクオフガスケットを⑲トランス

ファ八ヅより取り外す。

转10，パワーテイクオフガスケットは再使用不可。

551ド1221-

1 3 - 2 4



マニュアルトランスミッション

31.ボルト 7 本を取り外し、⑲トランスファ八ヌ、 �エクス「

テンションハウジングガスケット、⑬エンジンマウ

ンテイングリヤライトブラケット（ノィン、 アトレー系

卩丁〇装�屯のみ）�トランスファコントロールケープ

ルブラケットを⑯トランスミッションユニット八ヅよ

り取り外す。

^̂
3 - ガスケットは再使用不可。

- トランスファ八ソは、トランスファケースの

リブ部をプラスチックハンマ等でたたき取り

外すこと。
，トランスミションユニット八ソのアウトプッ

トシャフト先端のニードルローラベアリン

グを落とさないよう注意すること。（㈠-し切り

換え無車を除く）

551X1203」

2-2-5 取り付け
1,新品の�エクステンション

ミッションユニット八ゲに】[乂り付ける。

括31』^ トランスミッシヨンユニットのアウトプットシャフト先端のニードルローラベアリン

グを落とさないよう注意すること。⑴-し切り換え無車を除く）

2 ,⑬エンジンマウンティングリヤブラケット（ノゞン、ア厂

トレー系？丁〇装� 1ゝ(のみ）、 �トランスファコント

ロールケーブルブラケットを取り付け後、 ⑲トランス

ファ八ヅと⑱トランスミッションユニット八ヌの取り付

けボルト 7 本を规定トルクで締め付ける。

0X9

ウジングガスケットを取り付け後、 ⑲トランスファ八ゲを⑯トランス

375±75は，001

551X1203



3 .卩丁〇トナ車は、 ⑥パワーテイクオフ八ゲ、 �パワーテイ

クオフケーブルブラケットおよび新品の�パワーテ

イクオフガスケットを取り付け、 ボルト 4 本を規定卜

ルクで締め付ける。

战』，右図を参考にして、リーマボルトの位置を間

違えないように注意すること。

185±35

^
8 * 0

^

551ド1221

4 ,①トランスファコントロールケーブル八ゲを取り付け、

クリッブで固定する。

5,⑳クランプを取り付け、 ボルト 2 本を規定トルクで締め

付ける。

130土3〇

“
8乂〇1

6 .ミッションジャッキ冷を用いて⑱トランスミッション

卜八ゲを⑲トランスファ八ヅと共に支え、 ホ両に紺ヴ

み付ける。

7 .⑯トランスミッションユニ 卜八ゲとエンジンの取り付

けポルト 2 木（内1本は新品のシール剤付ボルト）を规定

トルクで締め付ける。

ソ

1

^
51 600土 100せ攀〇11

，[ド-丁

^
型エンジン搭載車は、エキゾーストマ

ニホールドステー取り付け時にシール剤付き

ポルトを締め付けること。

注意

551X1059」

8 .バン、 アトレー系呶は、 ミッションジャッキを操作し

てトランスファ部をドげ、 トランスファ八ゲ上部のトラ

ンスミッションワイヤのクランブおよびポジション

デイテクトスイッチのコネクタを取り付ける。

551X1298」

9,⑰エンジンマウンテイングリヤインシュレータ3/八

を取り付け、 ⑲トランスファ八ゲおよびボデーとの取り

付けボルト、 ナットを规定トルクで締め付ける。

195±35は乂⑺（ボデー側）

250土60はて�（トランスファ側）

0 — 26



マニュアルトランスミッション

^
3

^
1 …丁〇付車は、リヤインシュレータ5/八の矢印

が車両後方を向くように、また卩丁〇無車は、

車両前方を向くように取り付けること。

10.卩丁〇付車（ピックは除く）は、 ⑬エンジンマウンテイン

グリヤライトブラケットとエンジンマウンティング

センタインシュレータ5/八の取り付けボルト 2 本を規

定トルクで締め付ける。

195±

^
5

^
*0

^

11.ホ両上側サービスホールより⑯トランスミッションユ

卜八Vとエンジンの取り付けボルト 2 本およびブ

レートナット 1個を規定トルクで締め付ける0

600±1001

^
*001

ニツ

締付

12.已ド-丁5切エンジン搭�中は、 ⑮エキゾーストマニホー

ルドステーを取り付け、 ポルト 7 本を规定トルクで締

め付ける。

1

^
51 600±1001

^
.0
^
(㊇ボルト）

375±75せ，〇⑺（⑬ボルト）

400土80は，咖（@ボルト）

辟識

^
! ボルトは新品のシール剤付きボルトを使用

すること。

13.⑭クラッチハウジングアンダカバーを取り付け、 ボ

ルト 4 本を規定トルクで締め付ける0

185土35味乂巾1

^
51



14.⑬スチフナライトプレートと⑯トランスミッション

ット八ゲの取り付けボルト 2 本を说定トルクで締めマ ̃

1、1'ける。

11X9 375±751

^
*001

15.⑫スチフナレフトブレートを取り付け、 ボルト 5 本

(内 1本はクラッチレリーズケーブルのクランプと共

締め）を規定トルクで締め付ける。 ㊂

185士35

^
8* 0111

16.⑲トランスファ八ゲのアクチユエータ部のホース 2 本を

接続する。

ックアッブランブスイッチ八ゲ、 トランスポジ

シヨンデイテクトスイッチ八ヅのコネクタを接続し、

ハーネスをトランスミッシヨンへクランブする。

18.⑪スタータ八ゲを取り付け、 ボルト 2 本を规定トルクで

締め付ける。

19.⑪スタータ六ヅのハーネスを接続する。

17.バ

375±75レ以〇11

20.⑩スピードメータドライブケーブル八乂を取り付ける。

21.アース線を取り付ける。

22.⑨レリーズフォークセットプレートを⑧クラッチレ

リーズケーブル六ゲと共に組み付け、 ボルト 2 本を规定

トルクで締め付ける。

¦！お麗� 55±15以2*011

23.⑧クラッチレリーズケーブル八ヅをクラッチレリーズ

フォークへ組み付ける。

24.クラッチペダルの遊びを,脚幣する。

⑴，1-1-2项⑴-1ページ）参照）

25.⑧クラッチレリーズケーブル六ヅのクランプ 2 ヶ所を

取り付け、 それぞれボルトを規定トルクで締め付ける。

- 1 55土15

^
6
,

仁⑺

185±35はて⑺(スチフナレフトプレート部)

0 - 2 8



マニュアルトランスミッション

26.⑦クラッチハウジングカバーを右図の方冏に取り付け

る。

27.卩丁〇付—申は、 ⑤パワーテイクオフケーブル八ヅを⑥パ

ワーテイクオフ八ゲに収り付け、 クリッブで阀定する。

公

II

〇

551X1073

28.②シフトケーブル八ヅ、 ③セレクトケーブルをトラ

ンスミッション八ゲに取り付け、 クリッブで阀定する。

(シフトケーブル側はブレートワッシャと共に組み付

ける〉

29.④トランスミッションコントロールケーブルブラ

ケットの取り付けボルト 2 本を规定トルクで締め付ける。

185±35

^
8*0111

^
51

3〇.①トランスファコントロールケーブル八》
，をトランス

ンフロアシフト八パこ取り付け、 ウェーブ

ワッシャ、ブレートワッシャ組み付け後、 评/ヘッド

ピンおよびクリッブで阀定する。

31.フロントコンソールボックスを取り付け、 ボルト 4 本

を締め付ける。

32.シフトレバーノブ八ヅをトランスミッションフロア

シフト八ゲに#(り心すける。

と
ぐツンヨ

〇
〇 〇. 0

0̃7

551沁1063

2-2-6 取り付け後作業

1.ブロペラシャフト八厂ブロペラフロントシャフト八ゲを取り付ける。

(13.6

^
((0-197ページ）参照）

2.卩丁〇付4【は、 ユニバーサル賈/ヨークジョイント八ヅを�乂り付ける0

(〇.4-9

^
((0-152ページ）参照）



3 .新品のガスケットを取り付けドレーンプラグを規定トルクで締め付け後、 フイラブラグよりトランス

ミッションオイルを规定锖注入する。

フイラプラグ穴下面より 0～5咖間にあること。

アミックスギヤオイル 5AE

全容量 2.3¢(トランスファ部含む）

400±100

^
*001

基準

^
88

蠢シ金!6綸

0 - 3 0



マニュアルトランスミッション

2-3 エクステンションハウジングオイルシール取り外し、取り付け

2-3-1 準備品

〇〇

^
% 111

*
1 名 途状 1}]形

09308-00010-000
ブラー，オイルシール

オイルシール取り外し

5

5

09309-87201-000
リブレーザ，トランスミッションベア

リング

丁

オイルシール取り付け

アミックス！VII1グリース、 アミックスギヤオイル 3八氏75%-85 〇\ぃ1分籾〇I广3)油脂

551X105

2-3-2 構成図

2-3-3 取り外し前作業

1,率闽をジャッキアップする。

2 ,ドレンブラグおよびガスケットを取り外し、 トランスミッションオイルを抜く。

- ガスケットは再使用不可。

3.ブロペラシャフト六ゲを取り外す。

⑴.6-2巧(（13-200ページ）参照）



2-3-4 取り外し

1,53丁を使用して、 ①タイブ丁オイルシールを取り外

す0

^
11；1，タイプ丁オイルシールは再使用不可。

09308-00010-000

551X1075

2-3-5 取り付け
1,新品の①タイブ丁オイルシールのリッブ曲令問にア

ミックス！ グリースを塗布した後、 55丁を使用して

トランスミッションのエクステンションハウジング部

に片�り（、すける。

55丁 09309-8720卜000

㈣的アミックス间ログリース

1)
2-3-6 取り付け後作業

1.ブロペラシャフト八ゲを取り付ける。

(〇.6-2打(（13-200ページ）参照）

2 .祈品のガスケットを取り讨けドレンブラグを规定トルクで締め付け後、 フイラブラグよりトランス

ミッションオイルを说定铤注人する。

吃通':

^
フイラプラグ穴下面より〇～5酬間にあること。

アミックスギヤオイル 5八巳 75\

^̂
85(八卩1分類(3レ3)

全容量 1.1兑

400±100

^
*001

3,中両をジャッキダウンする。

油脂

1

^
51

0 - 32



マニュアルトランスミッション

2-4 スピードメータドリブンギヤ取り外し、取り付け

2-4-1 準備品

途形 状 1111 济、品名 爪

09201-60011-00()
リムーパ及リブレーサ，バルブガイド

ブツンュ

スピードメータシャフトスリーブ、

オイルシールの取り付け
5

5

スピードメータシャフトスリーブ、

オイルシールの取り外し

0992卜00010-000
ツール，スプリングテンション

551

^
106

2-4-2 構成図

丁 185土 35

⑧一〇
⑤

@
\

⑦

2

④一發

①ケーブル八ソ，スピードメータドライブ

②プレート，スピードメータスリーブロック

(1)ギヤ，スピードメータドリブン

④リ ン グ，〇

⑤シール，ダスト

⑧シール，タイプ V オイル

⑦スリーブ，スピードメータシャフト

351X1076」

2-4-3 取り外し
1,以 下 の 部 品 を 取 り 外 す。

①ス ピ ー ド メ ー タ ド ラ イ ブ ケ ー ブ ル 八 ゲ

④〇 リ ン グ

核

‘
3‘〇リングは再使用不可。



2,35丁を使用して、 ⑤ダストシールを取り外す0

09921-00010-000
�逾』，ダストシールは再使用不可。

55丁

3 ,⑥タイブ V オイルシールを取り外す前に、 53丁を⑦

スピードメータシャフトスリーブに神人し、 印を付け

ておき取り付け時の参名にする。

09201-60011-00055丁

4 .55丁を使川して⑦スピードメータシャフトスリーブよ

り⑥タイブ V オイルシールを取り外す0

09921-00010-000

1

^
3，タイプ V オイルシールは再使用不可。

2-4-4 点検

1,スピードメータドリブンギヤのシャフト�とギヤ部の

�耗、 損似の�無を点検する。

2 .スピードメータシャフトスリーブの打I傷の有無を点検

する。
磨耗、摄傷

損傷

551»0080」

0 - 3 4



マニュアルトランスミッション

2-4-5 スピードメータドリブンギヤ識別

ドリブンギヤ

識別 （砌数）

ドライブギヤ

瀛別（�数）中
2«別記号

ビック、 バン系 \1八 (24)
薄糸 ⑷

アトレー系 N10 (23)

T/

^
(4) N10 (20)N171'

⑽（4) \1ド (24)

T/

^
50 ⑷ \10 (21)

.N10 (23)5し ⑷

551X1081 -
T/

^
5

^
1(4) 他 (20)

八/丁
心 (24)51

^
1 ⑷

4 \\ 1)
T/

^
4
\111 (20)50 ⑷

531ド107

2-4-6 取り付け
1.55丁を使)9して、⑦スピードメータシャフトスリーブ

に新品の⑥タイブ V オイルシールを取り付ける。

，取り外し時に付けておいた印を参考に、オイ

ルシールをスリーブに挿入する。

09201-60011-000

2 . 1 4麵 の ボ ッ ク ス レ ン チ � を 使 用 し て、⑦ス ピ ー ド メ ー

タ シ ャ フ ト ス リ ー ブ に 新 品 の⑤ダ ス ト シ ー ル を 取 り

付 け る。

3,新 品 の④〇 リ ン グ を 取 り 付 け、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン オ

イ ル を 嘴 布 す る。

4 ,以 下 の 部 品 を 取 り 付 け る。

③ス ピ ー ド メ ー タ ド リ ブ ン ギ ヤ

ボックスレンチ

3①スビードメータドライブケーブル八ン
551ド1083 -1

2-4-7 取り付け後点検

1,ス ピ ー ド メ ー タ が 正 常 に 作 � す る か 点 検 す る。



2-5 バックアップランプスイッチ八ソ取り外し、取り付け

2-5-1 準備品

計器テスタ

351

^
167

2-5-2 構成図

丁：325±75

①ケーブル点ムシフト

②ケーブル八ゾ，セレクト

③ブラケット，トランスミッションコントロールケーブル

④スイッチ八ソ，バックアップランプ

⑤ガスケット

(① -̂③は、バン、アトレー系車のみ取り外す）

7"

185±35

^
:再使用不可部品

単位：！<8 ^
551ド1084 」

2-5-3 取り外し

1,ノ'<ン、アトレー系�は、 クリッブおよびブレートワッ

シャ（シフトケーブル側のみ）を取り外し、 ①シフト

ケーブル八ゲ、 ②セレクトケーブル八ヅとトランスミッ

ション八ヅを切り離す0

2 .バン、 アトレー系#は、 ボルト 2 本を取り外し、 ①シフ

トケーブル八丫、 ②セレクトケーブル八ヅを③トランス

ミッションコントロールケーブルブラケットと凡に

取り外す。

3,④バックアッブランブスイッチ六ヅおよび⑤ガスケッ

卜を取り外す。

- ガスケットは再使用不可。

〔参考〕，バン、 アトレー系屯は、 デイストリビュータ

凋幣)11サービスホールより工具をかけると作

業が行いやすい。

0 - 36



マニュアルトランスミッション

2-5-4 点検

1,バックアップランプスイッチ八ソのスイッチ部を押し

た時、 コネクタの端チ問に導通があることを点検する。

551X1071」

2-5-5 取り付け
1.新品の⑤ガスケットとともに④バックアップランブスイッチ八ゲを取り付ける。

325±75

^
6* 011

2 .ノゞン、 アトレー系屯は、 ①シフトケーブル八ゲ、 ②セレ

クトケーブル八ゲをトランスミッション八ヅに取り付け、

クリッブで固定する。（シフトケーブル側はブレート

ワッシャと共に組み付ける）

3.ノベン、 アトレー系呶は、 ③トランスミッションコント

ロールケーブルブラケットの取り付けボルト 2 本を规

定トルクで締め付ける。

185±35

^
*001

1

^
58



2-6 トランスポジションデイテクトスイッチ 1 贫検出用）取り外し、取り付け
2-6-1 準備品

計器テスタ

351

^
167

2-6-2 構成図

丁：325±75

※：再使用不可部品
嫩位：4 ^

⑽

①スイツチ八ソ，トランスポジションデイテクト

②ガスケット

551X1038

2-6-3 点検

1.トランスポジションデイテクトスイッチ八ゲのスイッ

チ部を押した時、 コネクタの端子問に�通があることを

点検する。

5511

^
1071」

0 - 3 8



マニュアルトランスミッション

2-7 シフトケーブル八ソ、セレクトケーブル八ソ取り外し、取り付け

2-7-1 構成図

①ケーブル八ヅ，シフト

②ケーブル八ソ，セレクト

③ブラケット，トランスミッションコントロ-ルケーブル

堆位:レか〇巾

551X1085」

2-7-2 取り外し
1.シフトレバーノブ5/八をトランスミッションフロアシフト八ヅより取り外す。

2 .ボルト 4 本を取り外し、 フロントコンソールボックスを取り外す。

3.クリッブおよびブレートワッシャを取り外し、 ①シフ

トケーブル八ゲ、 ②セレクトケーブル ，とトランス

ミッションフロアシフト八ヅを切り離す。 クリ

^
"
プ( ワツンヤ

クリッブ

551X10621



4 ,クリッブおよびブレートワッシャ（シフトケーブル側

のみ）を取り外し、 ①シフトケーブル八ヅ、 ②セレクト

ケーブル八ゲとトランスミッション八ゲを切り離す。

5.ボルト 2 本を取り外し、 ①シフトケーブル八ゲ、 ②セレ

クトケーブル八ゲを③トランスミッションコントロー

ルケーブルブラケットと共に取り外す。

6 .クリッブ2 個を取り外し、 ①シフトケーブル八ヅ、 ②セ

レクトケーブル八\
，を③トランスミッションコント

ロールケーブルブラケットより取り外す。

2-7-3 点検

1,シフトケーブル八ゲ、セレクトケーブル八ヅのインナ

ケーブルがスムーズにしゅう#力することを点検する。

2 .ブーツの破れ、 その他の«1傷または変形がないか点検す

る。

551沁1087」

2-7-4 取り付け
1,①シフトケーブル八ゲ、 ②セレクトケーブル八ゲと③トランスミッションコントロールケーブルブ

ラケットをクリッブで阀定する。

2 ,①シフトケーブル八ヅ、 ②セレクトケーブル八ゲをトラ

ンスミッションに取り付け、 クリップで阆定する。

(シフトケーブル側はブレートワッシャと共に組み付

ける）

3 .③トランスミッションコントロールケーブルブラ

ケットの取り付けボルト 2 本を规定トルクで締め付ける。

185±35は

4 ,①シフトケーブル八ヌ、 ②セレクトケーブル八ゲをトラ

ンスミッションフロアシフト八ゲに取り付け、 ブレー

トワッシャを取り付け後クリッブで¦占1定する。

5 .ピック中は、 ①シフトケーブル八ゲ、 ②セレクトケー

ブル八ゲのクランプを取り付け、ボルトを规定トルクで

締め付ける。

6.フロントコンソールボックスを収り付け、 ボルト 4 小:

を締め付ける。

7.シフトレバーノブ5/八をトランスミッションフロア

シフト八ヌに取り付ける。

プレートワッシヤ、
タリ，ン

130±30

^
*0111

クリップ

551沁1062」

0 — 40



マニュアルトランスミッション

2-8 トランスミッションフロアシフト八ソ取り外し、取り付け

2-8-1 構成図

2-8-2 取り外し前作業
1.パーキングブレーキレバーを取り外す。

ぼ，5-13項（6-193ページ）参照）

2-8-3 取り外し
1.①トランスミッションフロアシフト八ヅより②シフトレ

2 .ボルト 4 本を収り外し、 フロントコンソールボックスを収り外す。

ノブ3/八を取り外す。ノゞ一一



3 . ク リ ッ ブ お よ び ブ レ ー ト ワ ッ シ ャ を 収 り 外 し、 ③シ フ

ト ケ ー ブ ル 八 ム ④セ レ ク ト ケ ー ブ ル 八 ゲ と ト ラ ン ス

ミ ッ シ ョ ン フ ロ ア シ フ ト 八 ゲ を 以/ り 離 す。

4 . 4…13屯は、 クリッブ、 ヘッドピンおよびブレート

ワッシャ、 ウェーブワッシャを取り外し、 ⑤トランス

ファコントロールケーブル八ゲとトランスミッション

フロアシフト八ゲを切り離す。

5.ボルト 4 本を取り外し、 ①トランスミッションフロア

シフト八ヅを取り外す。

1)
2-8-4 取り付け
1 .(1)トランスミッションフロアシフト八ゲを取り付け、 ボルト 4 本を规定トルクで締め付ける。

130土30は乂爪

2 ,①シフトケーブル八ゲ、 ②セレクトケーブル八ゲをトラ

ンフロアシフト八ゲに取り付け、プレー

トワッシヤを取り付け後クリッブで㈨定する。

ンスミツシヨ

3.③トランスファコントロールケーブル八ソをトランス

ミッションフロアシフト八ゲに取り付け、 ウェーブ

ワッシャ、 プレートワッシャ組み付け後、 奴/ヘッド

ピンおよびクリッブで阀定する。

4 .フロントコンソールボックスを取り付け、 ボルト 4 本

を締め付ける。

5.シフトレバーノブ5/八をトランスミッションフロア

シフト八ゲに取り付ける。

2-8-5 取り付け後作業
1.パーキングブレーキレバーを取り付ける。

ぼ.5-13項（£-193ページ）参照）

13 - 42



オートマチックトランスミッション

3 オートマチックトランスミッション

3-1 オートマチックトランスミッション搭載車の注意
1,オートマチックトランスミッション搭舣啾をけん01するときは、 シフトレバーをにし、 301；出/卜以下

で走行する。また、 けん…される距離は、 501

^
以内にする。

なお、トランスミッションの内部が故!

^
と思われる場合は、4

^
1)屯は2

^
1)に切り換え、ステアリングホ

イールを政進状態に冏定した後、 レッカーボで後輪をつり上げて移�する。

ェンジンが㈣虹していないと、 トランスミッション内のオイルが？沾说しないため、 ギヤ、 クラッチが

焼き付く恐れがある。

2 .オートマチックトランスミッションのフルードは、アミックス 011 タイプを使用すること。

3,部品の取り付け、 取り外し時の注意

(1) 外部に付着した砂、 泥などは分解前に完全に除去し、 異物浞人を防ぐこと。

⑵ 分解は、チリ、 ホコリのない沾潔な場所で行う。

(3) 手袋やウェスは使⑴しない。

(4) オイルみ5れは分解する前に確認しておく。

(5) 故隙内容を検討し、必要以上の部品を取り外さない。

(6) ケースなどの結合部を分解する時は、 ドライバ�でこじらないでブラスチックハンマで妤くたたいて

分解する。

(7) しゅう�部には必ずオートマチックフルードを�ること。

(8) ガスケット、0 リング等を取り外した場合は、 必ず斬品と交換すること。

〔参考〕，オートマチックトランスミッシヨンには品番

ラベルを貼り付けています。

551X1101



3-2 基本点検、調整

3-2-1 点検前準備
し呶両を乎則.な路面に�¦¦：させる。

2 ,屯闷の刖方および後ムの安令を確118する。

3-2-2 オイル量点検

1.アイドル㈣紜数を確認する。

6

^
3 900仰エンジ «N1レンジ）

900±5〇仰(0

^
1

^
エンジ〆謀

^
,レンジ）

2 .トランスミシヨンを完令暖気状態の汕温（70～80て）にする。

3.パーキングブレーキをかける。

4 ,ブレーキペダルを�後まで踏み込み、 エンジンを始�する。

5 .アイドル回虹状態でシフトレバーを回から113までの各レンジをゆっくり一巡した後、 [0レンジに厌す。

6.アイドル¦〇1紜状態でレベルゲージを抜き、 オイルをウ

エスでふき取り、 エアを吹きかけ糸くずなどを取った後、

�度神人してオイルがレベルゲージのド～しの範叫にあ

るかを点検する。

〔参考〕.レベルゲージの�表でレベルが穴なるときは、

レベルの低い方で点検する。

餘》1，オイル量の少ないときは、オイル漏れを点検

する。
，オイル過少、過多は種々のトラブルの原因に

なる。

く

551

^
1007

使用オイル

名 称 アミックス 011タイプ

令 約3.0¢

351X109

3-2—3 シフトレバーの位置点検
1.シフトロック作觔点検を行う。

(〇.3-17-4(1)項（0-119ペー"ジ)参照)

2 .シフトレバーを各レンジにシフトする。このとき、 シ

フトレバーボタンの作�が右図のように作川し、 シフ

トレバーが円滑に揀作でき、 各レンジに節度よく�く

こと。

また、 ポジションインジケータが止確に指示すること

を点検する。

3,エンジンを始動し、固レンジにシフトしたとき 》1り山1が前

進し、 回レンジにシフトしたとき後退することを点検す

る。

4 .シフトロック解除ポタン作�点検を行う。

5 - 10スイッチを「01\1」にし、囿レンジにシフトしたとき、

ハへソクアップランプが点幻し、 リバースウォーニン

グブザーが作勅することを点検する。

3-2-4 コントロールケーフル調整
1.コントロールケーブルとコントロールシャフトレバーの連結部の咿耗、 その他各迚結�所の咿耗、

変形を点検する。

0 - 4 4



の取り付けポルト、 ロックナツトおよびブ2 ,コントロールケーブルとコントロールシャフトレバ

レートワッシャを取り外す。

^
11：

^
# ロックナットは再使用不可。

3 .コントロールシャフトレバーを反時,け方向へ止まる位

的（〇レンジ）まで凹し、 そこから 2段戻した位芮（�レ

ンジ）にする。

4 .シフトレバーを网レンジに人れ、 コントロールケーブ

ルにたるみがない状態で取り付けボルト、ブレート

ワッシャを取り付け後、 新品のロックナットを说定卜

ルクで締めつける。

¢3通5画

5 .凋格後、 操作只.合および機能を点検する。

55±15

^
*001

3-2-5 ニュートラルスタートスイッチ点検

1.パーキングブレーキをかける0

2 .シフトレバーを[0または�レンジにシフトしたときのみエンジンが始�し、 その他のレンジでは始�

しないことを点検する。

3 .I〇スイッチを「0 1

^
」にし、 シフトレバーを囿レンジにシフトしたときのみバックアッブランブが点

灯し、 リバースウォーニングブザーが作�することを点検する。

4 .1 0スイッチを「01

^
」にし、 シフトレバーの位的に対応してコンビネーションメータ内のシフトポジ

ションインジケータの位的が正確に指示していることを点検する。

5.異常がある�合は、 ニュートラルスタートスイッチの

コネクタを取り外し、 接続表に従って導通点検を行う。

接続表

109

〇0̃101

〇〇囹

〇1

551X110

オートマチックトランスミッション

38

7，

^
クトグロ

ツ

ボン
/

ゴサキ



3-3 機能点検

3-3-1 点検上の注意
1. みテストは、 必ず�本点検、 ，�輅を行った後に灾施する。

2,通常走行状態の汕溫(70～80て）で行う。

3.エアコンは「01 」の状態で行う。

3-3-2 ストールテスト
1.輪止めをする。

2 .エンジン㈣も

^
Iを取り付け、 パーキングブレーキをかける。

3.ブレーキペダルを踏み、 エンジンを始�する。

4 ,ん:足でブレーキペダルを強く踏みながら、 03および医]レンジにシフトし右足でアクセルペダルをI

ばいに踏み込んだときエンジン㈣紜数をすばやく統み取る。

转置』- 5秒以上連続して行わないこと。

- 回レンジと回レンジの間隔は 1分以上あけること。

1

^
=12,600～2,900，

、つ

551ド1105 -
〔参考〕，店，�外の場れは次のイヽ'具合が�えられる。

赵、 如レンジのストールト

“
ム数は等しいが�咿�よりも低い

場合
- エンジン出力が小足
，ステータワンウェイクラッチの不良

，ラインブレッシャが低い

^ フォワードクラッチのすぺり
22レンジのストール㈣如数が丛咿攸よりも必い项た

，ラインブレッシャが低い

リダイレクトクラッチのすペリ

- 1x1& 只⑼ブレーキのすべり

圊レンジのストール叫蚣数が�準畝よりもぬい場合

切、匿レンジのストール㈣紜�は％しいが苺準�よりも命い ，ラインブレッシヤが低い

551X111

0 - 4 6



オートマチックトランスミッション

3-3-3 タイムラグテスト

1.測定は数回行い、平均値をとる。

2,油溫は通常走行状態（70～80て）で行う。

3.パーキングブレーキレバーをかけ、 輪めをする。

4 .ブレーキペダルを踏み、 エンジンを始觔する。

5,アイドル61]¢乂で關レンジから回レンジおよび(8！レンジから回レンジにシフトしてから、 シヨックを感じ

るまでの時問を測定する。

^
30，連続して測定するときは、 1分間の間隔をおく。

^
測定は数回行い、平均値をとる。

圆—回レンジ：〇.7秒以下

画—回レンジ：1,2秒以下

基準

〔参考〕 ^ 基準�外の場合は次の不具合が�えられる。

^ ラ イ ン ブ レ ツ シ ャ が 低 い
，フ ォ ワ ー ド ク ラ ッ チ の す べ り

，ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ の 作 灿 イ く 设

図—[〇]レ ン ジ の タ イ ム ラ グ が � 準 砂:よ り も 人 き い � 合

，ラ イ ン ブ レ ツ シ ャ が 低 い
，ダ イ レ ク ト ク ラ ッ チ の す べ り

- "
ブ レ ー キ の す べ り

0—圊 レ ン ジ の タ イ ム ラ グ が 族 準 攸 よ り も 人 き い 場 合

551X112



3-3-4 油圧テスト

(1) 準備品

杉 状 推', 卩ノ¦ 名 III 途1111

〇卩0210

(㈱バンザイ扱い紹介工具）

オートマチックトランスミッション

オイルブレツシヤゲージ

油圧テスト

ね 01)0010

オートマチックトランスミッション

オイルブレッシヤゲージアダプタ^ ^
0

551ド113

(2) ライン圧テスト

1，通常走行状態の油温(70～80て）で点検を行う。

2.パーキングブレーキレバーをリ¦き、 輪¦¦：めをする。

3.テストブラグを外し、ブレッシャゲージを取りつける。

4 .ブレーキペダルを踏み、 エンジンを始�する。

5 .左足でブレーキペダルを強く踏み、回レンジおよび©1レンジにシフトし右足でアクセルペダルを操作

して油圧を測定する。
，テストプラグの0リングは再使用不可部品なので油圧点検後は、新品の0リングを取り付け

る0

，55丁および計器のガスケットは新品を使用すること。

〇〇
シフト ボジシヨン 回レンジ 圊レンジ

エンジン回蚣状態 アイドル间紜時 ストール回転時 アイドル回転時 ストール1
"
』転時

心ホ 5.1～7.0 5.4～7.0 5.1-14.4 10.9～14.4
ライン圧（レ只/⑽，〉

170小 6.2～8.4 6.6～8.4 6.2～17.3 13.1～17.3

551

^
114

13 - 48



オートマチックトランスミッション

〔参考〕，�準攸外の場合は次の不具作が々えられる。

^ ブレツシヤレギュレータパ/レブ不设油圧が基準�よりも高い��

，ブレッシャレギユレータバルブ不良

- ブレッシャリリーフバルブイく良

，オイルポンブイく良

- 各汕圧问路のオイルもれ

汕I卜:が往咿飢よりも低い場公

531

^
115



3-3-5 走行テスト

(1) 回レンジテスト
1.(0レンジで発進し、 1蚁— 211山 2 «(1— 3 4にシフトアップするか、 また、 その変速点が基準�に適

介しているかを点検する。

2 . 3 ㈠および 2

“
で走行中、 キックダウン操作を行い 3 4— 2 〇山 2 0(1— 151にシフトダウンするか、

また、 その�速点が苺準�に適合しているかを点検する。

⑵ 囹レンジテスト
1 ,�レンジで発進し、 151— 2 1 1 4にシフトアップし 2

“
に�定されるか、 また、 その変速点が�惟�に

適公しているかを点検する。

2 .迫]レンジ 3一で走行中、圔レンジにシフトしたとき 3

^一 2 爪Iにシフトダウンし、 エンジンブレーキ

が作叫するかを点検する。

(3) 回レンジテスト
1.[0レ ン ジ で 発 進 し、 1以 に 阗 定 さ れ る こ と を 点 検 す る。

2 ,回レンジ（圔レンジ）2 一で走行中、（2レンジにシフトしたとき 2 0(1— 1以にシフトダウンし、 エンジ

ンブレーキが作⑴するかを点検する。

⑷ 回レンジテスト
1.屯闽を坂路（約 5 °以ヒ）に停止し、0レンジにシフトしてパーキングブレーキレバーを戻す。この時、

パーキングロツク機構が作/]】して車両が動かないことを点検する。

2,上記状態で、 シフトレバーを[0レンジから他のレンジへシフトした時、 屯両が�くか点検する。

⑸ 走行テスト基準値

① 巳5型エンジン搭載車（ 2 西〇)
基準

開 度 100% 0 %ス ル〇 '7

速 2〇

“
-，3「(1 3

^ ^
2〇(1151—20(1 20(1—151

夕マ ル 28～32 53～59 46～50 23～27 7-11パ ン

一
夕フ 34～38 59～65 46～50パ パ ン 29～33 7～11

551ド116

② 巳ド-巳5型エンジン搭載車（ 4 西〇)
1

^
3

度 I 0 %ス 100%ル〇 ''/

速 181 *2

^
\ 2〇(1 21111—

^
151 3ド(1 »18131¢] -211(!

夕ノレ 53～59パ ン 28～32 46～50 23～27 7～11

7 夕 33～37ノ丈 56-62 46～50 28～32 7～11パ

551X117

③ 巳「-丁5型エンジン搭載車

基準

間 度 100%ス ル 0 96〇 ''/

女 151—20(1 3『(1 - 20(1—151 3「(141x1

夕マ /レ ン 28～32 53～59 46～50 23～27 8-12

フ 夕 33～37 64～70 52～58 28～32 8-12

351

^
118

0 - 5 0



オートマチックトランスミッション

3-4 オートマチックトランスミッション取り外し、取り付け

く2響車〉

3-4-1 準備品

ん’¦

^
^

1111 )11 途状�

09351-87203-000
アタッチメント，ダイヤルゲージ

トルクコンバータ袖如れ点検3

ダイヤルゲージ

油脂¦アミックス 011タイブ

,汁器

551X119



3-4-2 構成図

丁：185土 35

2

[丁：250土60て 375±75

「丁：55±15月)

⑭15

〇

匸丁：195±35コ

185±35 け：
̃

600±100 ) 丁：400±80

丁：242±28
丁 350± 50

⑧

国375±7

^
1

⑭ 日)

3丁 185土35

※：再使用不可部品
讲位：

“8
，¢«1

⑪コンバータトルク

⑫プレート，ポンブインべラドライブ

③プラケット，トランスミッションコントロールケーブル （1¦トランスミッション八ヅ

④プレート，スチフナ，し日

⑤プレート，スチフナ，闩㈠

クラッチハウジングアンダ

①ケーブル八ン，スピードメータドライブ

②ケーブル点ン，コントロール

⑭インシュレータ5/八，エンジンマウンティング，闩卩

15:'スタータ厶ソ

⑩スベーサ，ドライブプレート，ド闩

⑪スペーサ，ドライブプレート，
6 ヵバ

⑦ボルト,ユニオン

⑧ガスケット

⑧チューブ5/八，オイルクーラッ/クランプ

⑯ステー，ェキゾーストマニホールド

551X1108 一

3-4-3 取り外し前作業
1,バ ッ テ リ の マ イ ナ ス 端 子 を 取 り 外 す0

2 .ポ 両 を ジ ャ ッ キ ア ッ プ す る。

0 - 5 2



オートマチックトランスミッション

3 .ドレーンブラグおよびガスケットを取り外し、 オートマチックフルードを抜く。

畔纖；1 - ガスケットは再使用不可。

4 .ブロペラシャフトを取り外す。

(〇.6-2项（0-200ページ）参照）

3-4-4 取り外し

1.ニュートラルスタートスイッチ、 中速センサ、 ソレノイドのれコネクタの後続およびハーネスのクラ

ンブを取り外し、 オートマチックトランスミッションとトランスミッションワイヤを切り離す。

2.①スピードメータドライブケーブルを取り外す0

3 ,ボルトを取り外し、 アース線を切り離す。

4 ,ボルト、

外し、トランスミッションコントロールシャフトレ

バーと②コントロールケーブル八ヅを切り離す。

长搴:身 ^
ロックナットは再使用不可。

5.ボルト 2 本を取り外し、 ③トランスミッションコント

口ールケーブルブラケットをトランスミッション八ヅ

より取り外す。

ックナットおよびブレートワッシヤを取り〇

6,ボルト 5 本を取り外し、 ④スチフナレフトブレートを

取り外す。

7,ボルト 3 本を取り外し、 ⑤スチフナライトブレートと

トランスミッション八ゲを切り離す。

8 .⑤スチフナライトブレートの取り付けボルト、 ナット

を緩める。

9 ,ボルト 3本を取り外し、⑥クラッチハウジングアンダ

カバーを取り外す。

10.⑦ユニオンボルト、 ⑧ガスケツトおよびトランスミ

ション八ヅへのクランプを取り外し、 ⑨オイルクーラ

賈/クランプチューブ5/八をトランスミッション八》
，よ

り取り外す。

11.只1二丁3ヤ!エンジン搭攸屯は、 ボルト 7 水を取り外し、

⑩エキゾーストマニホールドステーを取り外す。

8

^
0 - シール剤付きポルトは再使用不可。

12.⑪トルクコンバータ八ソと⑫ポンプインペラドライブ

ブレートを取り付けているボルト 6 本を取り外す。

ヴ



13.屯両上側サービスホールより⑬トランスミツシヨン八ヅ

とエンジンの取り付けボルト 2 本およびブレートナツ

卜 1個を取り外す。

14.ミッションジャッキ

^
？を用いて⑬トランスミッション

八ゲを支える。

551&1119 -

15.⑭エンジンマウンティングリヤインシュレータ5/八

とボデーの取り付けボルト 4 本を取り外す。

16.⑬トランスミッシヨン八ゲとエンジンの取り付けナット

およびボルト（巳ド-丁ぢ吧エンジン搭攸セ以外）を取り外

す。

- シール剤付きボルトは再使用不可。

17.⑬トランスミッション八ゲを丨14句より取り外す。

18.トランスミッション八ゲより⑪トルクコンバータ八ゲを

取り外す。

19.ボルト 2 本を取り外し、 ⑮スタータ六ゲを取り外す。

2〇.ボルト、 ナットを取り外し、 ⑭エンジンマウンティングリヤインシュレータ3/八を取り外す。

21.ボルト 6 本を取り外し、 ⑫ボンブインペラドライブ

ブレートを⑱ドライブブレートフロントスぺーサ、

⑰ドライブブレートリヤスペーサと共に取り外す。

8

^
3‘この項目は下記点検後不具合があれば取り外

す0

551

^
1125̃

0 - 54



オートマチックトランスミッション

3-4-5 点検

1.ドライブブレートの振れを点検する。

〇.25�1113

551

^
1123

2 ,トルクコンバータをドライブブレートに取り（

"
す、

55丁を使用して袖振れを点検する。

0.3咖

09351-87203-000
限度

55丁

3-4-6 取り付け
1.⑫ポンブインペラドライブブレートを⑯ドライブブ

レートフロントスぺーサ、 ⑰ドライブブレートリヤ

スペーサと共にクランクシャフトに取り付け、 ボルト

6 本を規定トルクで締め付ける。

450±50は

2 ,⑮スタータ八ソを取り付け、 ボルト 2 本を说定トルクで

締め付ける。

1

^
8

締付

375±75は

3 ,⑪トルクコンバータ八ゲをトランスミッション八》
『に神

入して、 確実に神人していることを確認する。

27.75晒以上

4 .ミッションジャッキ等を）IIいて⑬トランスミッション

八ゲを支え、 电闽に組み付ける。

基準

5,⑬トランスミッション八ゲとエンジンの取り付けボルト

(ビ卩〃丁5�エンジン搭�中以外）、 ナツトを規定トルク

で締め付ける。

600土1001

^
*011(ポルト）

185±35�，〇巾（ナット）

0

^
1 - ボルトは新品のシール剤付ボルトを使用する

と0

，已ド胃丁3型エンジン搭載車は、エキゾーストマ

ニホールドステー取り付け時にボルト（シー

ル剤付き）を締め付けること。



6,⑭エンジンマウンテイングリヤインシュレータ5/八

を取り付け、 ボデーおよびトランスミッシヨン八ヅとの

収り付けボルト、ナットを说定トルクで締め付ける。

195土35せ乂川（@ボルト）

25◦±60は•
^
01(⑧ポルト）

7 , »1114.]卜.側サービスホールより⑬トラン

とエンジンの取り付けボルト 2 本およびプレートナッ

卜 1例を規定トルクで締め付ける。

スミツシヨン八ヅ

600±100は乂巾

8 .⑪トルクコンバータ八ゲと⑫ポンブインペラドライブ

プレートを公初にドライブブレートの�準穴（ピンク色

塗布の及穴）を締め付け、 その後残りの 5 本を締め付け

る。

1

^
51 242±28匕ご〇〇1

，右図のポルト以外は使用不可。（規定ボルトよ

り長いポルトを使用すると締め付け不良を生

じたり、コンバータ内部形状を変形させて機

能を損なう。）

531X1128 -

0 — 56



オートマチックトランスミッション

9 .ヒド-丁5型エンジン搭舣ポは、 ⑩エキゾーストマニホー

ルドステーを取り付け、 ボルト 7 本を規定トルクで締

め付ける。

600土100化.011(®ボルト）

ヨフら士フう咜乂…⑬ポルト）

400土80はボルト）

@ボルトは新品のシール剤付きボルトを使用

すること。

10.⑨オイルクーラル/クランプチューブ3/八を取り付け、

新品の⑧ガスケットを取り付け後、 ⑦ユニオンボルト

を说定トルクで締め付ける。

11.⑨オイルクーラ \\7クランプチューブ3/八のトランス

ミッション八丫へのクランブ取り付けポルトを规定トル

クで締め付ける。，上-墨5譫

551ド1183

350±50は，〇⑺

375土 /5

^
8* 071

12.⑥クラッチハウジングアンダカバーを取り付け、 ボ

ルト 3 本を规定トルクで締め付ける。

13.⑤スチフナライトブレートとトランスミッション八ヅ

の取り付けボルト 3 本を規定トルクで締め付ける。

由!通6�

14.⑤スチフナライトプレートの取り付けボルト、 ナット

185±35

^
8 #〇171

185±35

^
6*0

^
を说定トルクで締め付ける。

1

^
58 375±75は，〇〇1(ボルト）

250土601

^
*0

^
(ナット）

15.④スチフナレフトブレートを取り付け、 ボルト 5 本

(内 2 本はオイルクーラチューブのクランプと共締め）

を说定トルクで締め付ける。

185±351

^
* 001締付

16.③トランスミッションコントロールケーブルブラ

ケットとトランスミッション八ヅの取り付けボルト 2 本

を規定トルクで締め付ける。

185±35

^
『〇⑺

17.②コントロールケーブル八ゲとトランスミッションコ

ントロールシャフトレノべ—をボルト、 プレ—トワッ

シャおよび靳品のロックナットで取り付け、 ロック

ナットを規定トルクで締め付ける。

5り土15

^
6* 0

^18.①スピードメータドライブケーブルを取り付ける。

19.アース線を取り付ける。

ぬ’墨6揄

1

^
9



ニュートラルスタートスイッチ、 屯速センサ、 ソレノイドの各コネクタを接続し、 ハーネスのクラン

ブをトランスミッシヨン八ヅに取り付ける。

20.

3-4-7 取り付け後の作業

1.ブロペラシャフト八ゲを取り付ける。

(1).6-2項（13-200ページ）参照）

2.斬品のガスケットを収り付けドレンブラグを规定トルクで締め付け後、 オートマチックフルードを说

定驮泷入する。

オイルレベルゲージの「～しの範囲にあること

お?《1 アミックス 011 タイプ

全容量 3.02

基準

締付 225

^
8* 001

3 .屯両をジャッキダウンする。

4 .バッテリのマイナス端子を接続する。

13 - 58



オートマチックトランスミッション

く4 西〇車〉

3-4-1 準備品

1

^
*
1 番、品名 川 途状形

5
09351-87203-000

アタッチメント，ダイヤルゲージ
トルクコンバータ袖�れ点検5

丁

ダイヤルゲージ•11 器
汕脂アミックス！VII3 グリース、 アミックス 13IIタイプ

551ド163



3-4-2 構成図

551

^
1113

3-4-3 取り外し前作業

1.八ッテリのマイナス端子を取り外す。

2 ,屯両をジャッキアツブする。

0 — 60



オートマチックトランスミッション

3 ,ドレーンブラグおよびガスケットを取り外し、 オートマチックフルードを抜く。

碎�4 ^
ガスケットは再使用不可。

4 .ブロペラシャフト八ゲ、 ブロペラフロントシャフト八ゲを取り外す。

(0,6項（0-197ページ）参照）

3-4-4 取り外し

1,ニュートラルスタートスイッチ、 速センサ、 ソレノイド、 ポジションデイテクトスイッチ、 ス

タータ等の各コネクタの接続を切り離す。

2 .①スピードメータドライブケーブルを取り外す。

3,ボルトを取り外し、 アース線を切り離す0

4 ,ポルト、 ロックナットおよびブレートワッシャを取り

外し、 トランスミッションコントロールシャフトレ

バーと②コントロールケーブル六》
，を切り離す。

碎糧こ1，ロックナットは再使用不可。

5.ボルト 2 本を取り外し、 ③トランスミッションコント

口ールケーブルブラケットをトランスミッション八ゲ

より取り外す。

6.ボルト 5 本を取り外し、 ④スチフナレフトブレートを厂

取り外す。 3

3 〇

一 551X1114

7,ボルト 3 本を4�り外し、 ⑤スチフナライトブレートと

トランスミツシヨン八ゲを切り離す0

8 .⑤スチフナライトブレートの取り付けボルト、 ナツト

を綏める。

9,ボルト 3 本を取り外し、 ⑥クラッチハウジングアンダ

カバーを取り外す。

551X1115

10.ボルト 6 本を取り外し、 ⑦パワートレインスチフナを

取り外す。

11.⑧ユニオンボルト、 ⑨ガスケットおよびトランスミ

ション八ゲへのクランプを取り外し、 ⑩オイルクーラ

评/クランプチューブ5/八をトランスミッション八ゲよ

り取り外す。

ヴ

0\ \ \

^
(1 0

©1
〇

551

^
1185



12.ド下-丁5吧エンジン搭舣中は、 ボルト 5 本を取り外し、

⑪エキゾーストマニホールドステーを取り外す。

性;1 - シール剤付きボルトは再使用不可。

13.⑫トルクコンバータ八ゲと⑬ポンブインペラドライブ

ブレートを取り付けているボルト 6 本を取り外す。

51X1184」

14.り（¦山]I：側サービスホールより⑭トランスミッション八乂

とエンジンの収り付けボルト 2 本およびブレートナッ

卜 1 1を』汉り外す。

15.ミッションジャッキ等を叫いて⑭トランスミッション

八乂を支える。

351

^
1119

16.⑮エンジンマウンティングリヤインシュレータ5/八

とボデーの取り付けボルト /!本を取り外す。

531

^
1120

17.ノゞン、 アトレー系班は、 ミッションジャッキを操作し

てトランスファ部を下げ、 トランスファ上部のトランス

ミッションワイヤのクランプおよびポジションデイテ

クトスイツチ（ 2 \ゲ0- 4 \乂0検出出）のコネクタを取り

外す。

トランスミッション
ワイヤ

551ド1298 』

18.⑭トランスミッション八ヅとエンジンの取り付けナット

およびボルト（匕ド-丁5型エンジン搭�小以外）を取り外

す0

，シール剤付きボルトは再使用不可。
19.⑭トランスミッション八ヅを）¦(¦山】より取り外す。

2〇.トランスミッション八ヅより⑫トルクコンバータ八ゲを

取り外す。

21.ボルト 2 本を取り外し、 ⑯スタータ八ゲを取り外す。

0 - 6 2



オートマチックトランスミッション

22.ボルト 4 本およびナット 2 個を】�り外し、 ⑰トランス

ファ八ヅを⑭トランスミツシヨン八Vより取り外す。

351

^
1299

23.ボルト 6 本を取り外し、 ⑬ポンブインペラドライブ

ブレートを⑬ドライブプレートフロントスペーサ、

⑲ドライブブレートリヤスペーサと共に取り外す。
，この項目は下記点検後不具合があれば取り外

す。

3-4-5 点検

1,ドライブブレートの振れを点検する。

〇.25晒限度

2 .トルクコンバータをドライブプレートに取り付け、

53丁を使叫して蚰振れを点検する。

0.3關

09351-87203—000
限度

55丁



3-4-6 取り付け
1.®ボンブインペラドライブブレートを⑬ドライブブ

レートフロントスペーサ、 ⑲ドライブブレートリヤ

スペーサと共にクランクシャフトに取り付け、 ボルト

6 本を说定トルクで締め付ける。

450±501

^
*0爪

2 ,⑭トランスミツシヨン八ゲのリヤカバー部の〇リング

令沏にアミックス！VII5 グリースを塗布する。

3 ,⑰トランスファ八ヅを⑭トランスミツシヨン八アに取り付

けボルト 4 木およびナット 2 例を说定トルクで締め付け

る。

1

^
51 375土751

^-0(11- トランスミッション側0 リングを傷つけない

よう注意すること。

4 ,⑯スタータ八ゲを取り付け、 ボルト 2 本を規定トルクで

締め付ける。

1

^
51 375土751

^
*0巾

551

^
1299

5 ,⑫トルクコンバータ八ゲをトランスミッション八ゲに揷

人して、 確克に神人していることを確認する。

27.75謂!以上（右図㊇寸法）

6.ミッションジャッキ思を川いて⑭トランスミッション

八ゲを支え、 屯両に組み付ける0

い

^̂基る準

551X1126

0 一 6 4



オートマチックトランスミッション

7 .⑭ト ラ ン ス ミ ツ シ ヨ ン 八 ヅ と エ ン ジ ン の 取 り 付 け ボ ル ト

(ビ ド-丁5切 エ ン ジ ン 搭 躲 屯 以 外）、 ナ ツ ト を 规 定 ト ル ク

で 締 め 付 け る。，
‘

^
漏6渝 600±100

^
6.001(ポ ル ト）

185±35は，〇71(ナツト）

1

^̂
壩 ，ボ ル ト は 新 品 の シ ー ル 剤 付 き ボ ル ト を 使 用 す

る こ と。
，巳「̃丁5型 エ ン ジ ン 搭 載 車 は、エ キ ゾ ー ス ト マ

ニ ホ ー ル ド ス テ ー 取 り 付 け 時 に ボ ル ト（シ ー

ル 剤 付 き）を 締 め 付 け る こ と。

8 ,ノ ベ ン、 ア ト レ ー 系 ホ は、 ミ ッ シ ョ ン ジ ャ ッ キ を 操 作 し

て ト ラ ン ス フ ァ 部 を ド げ、 ト ラ ン ス フ ァ 八 ゲ 上 部 の ト ラ

ン ス ミ ッ シ ョ ン ワ イ ヤ の ク ラ ン ブ お よ び ポ ジ シ ョ ン

デ イ テ ク ト ス イ ッ チ の コ ネ ク タ を 取 り 付 け る。

551ド1298

9 ,⑮エ ン ジ ン マ ウ ン テ イ ン グ リ ヤ イ ン シ ュ レ ー タ5

^
/八

と ボ デ ー の 取 り 付 け ボ ル ト を 说 定 ト ル ク で 締 め 付 け る。

1

^
8 195土35は，(:⑺

10.屯㈨上側サービスホールより⑭トランスミツシヨ
、
ノい

とエンジンの取り付けボルト 2 4：およびブレートナツ

卜 1個を規定トルクで締め付ける。

600土1001

^
8て⑺私通6蠹

11.⑫トルクコンバータ八乂と⑬ポンプインペラドライブ

ブレートを敁初にドライブブレートの基,穴（ピンク色

�布の]

^
穴）を締め付け、 その後残りの 5 本を締め付け

る。

締付 242±28は，(:⑺ 〇
〇

551

^
1127



- 右図のボルト以外は使用不可。（規定ボルトよ

り長いボルトを使用すると締め付け不良を生

じたり、コンバータ内部形状を変形させて機

能を損なう。）

11±0.5明

�㈣

12.ビド-丁ゞ吧エンジン搭舣，は、 エキゾーストマニホール

ドステーを取り付け、 ボルト 5 本を说定トルクで締め

付ける。

1

^
51 600±100は，〇〇1(@ボルト）

375±75は，〇⑺（⑬ボルト）

400±80味，(:⑺（@ボルト）

ボルトは新品のシール剤付きボルトを使用

すること。

13.⑩オイルクーラ切/クランプチューブ5/八を取り付け、

新品の⑨ガスケットを取り付け後、 ⑧ユニオンボルト

を規定トルクで締め付ける。

350±50

^
6* 0

^14.⑩オイルクーラ心/クランプチューブ3/八のトランス

ミッシヨン八

^
へのクランブ取り付けボルトを規定トル

クで締め付ける。

締付

375±75

^
-0^15.⑦パワートレインスチフナを取り付け、 ボルト 6 本を

规定トルクで締め付ける。

は漏6邏 375±75�，(:⑺（⑧ボルト）

185土351

^
.0⑺（⑬ボルト）

16.⑥クラッチハウジングアンダカバーを取り付け、 ボ

ルト 3 木を说定トルクで締め付ける。

185±351

^
*071

17.⑤スチフナライトブレートとトランスミッション八ゲ

の取り付けボルト 3 本を规定トルクで締め付ける。

185土35

^
8- 001

18.⑤スチフナライトブレートの取り付けボルト、 ナット

を規定トルクで締め付ける。

1

^
8

1

^
1

375±75は，⑶1(ボルト）

25〇士601

^
* 0171(ナット）

13 — 66



オートマチックトランスミッション

19.④スチフナレフトブレートを取り忖け、 ボルト 5 本

(内 2 本はオイルクーラチューブのクランプと共締め）

を规定トルクで締め付ける。

185±35

^
* 0111

3

締付

〇

IV
551X1114

2〇.③トランスミッションコントロールケーブルブラ

ケットとトランスミッション八ゲの取り付けボルト 2 本

を规定トルクで締め付ける。

185土35

^
-011

21.②コントロールケーブル八ヅとトランスミッションコ

ントロールシャフトレバーをボルト、ブレートワッ

シャおよび新品のロックナットで取り付け、 ロック

ナットを规定トルクで締め付ける。

55±15

^
6*0爪

22.①スピードメータドライブケーブルを取り付ける。

23.アース線を取り付ける。

24.ニュートラルスタートスイッチ、 �速センサ、 ソレノイド、 ポジションデイテクトスイッチ、 ス

夕ータ等の各コネクタを接続し、 ハーネスのクランプをトランスミッシヨン六ゲに取り付ける。

1

^
51

1

^
58

3-4-7 取り付け後の作業

1.ブロペラシャフト八ヅ、プロペラフロントシャフト八ゲを取り（.1'ける。

(0.6项⑴-197ページ）参照）

2.斬品のガスケットを取り付けドレンプラグを规定トルクで締め付け後、 オートマチックフルードを说

定最注人する。

オイルレベルゲージのド～しの範囲にあること

アミツクス〇丨丨タイプ

全容量 3.06

基準

225

^
8 * 0

^3 ,中¦叫をジャッキダウンする0

4 .バッテリのマイナス端了^を接続する。



3-5 エクステンションハウジングオイルシール取り外し、取り付け
3-5-1 準備品

状 浴、品名 川 途1111

09308-00010-000
ブラー，オイルシール

オイルシール取り外し
5

5

09309-87201-000
リブレーサ，トランスミッションベア

リング

オイルシール取り付け

油脂：アミックス！VI？グリース、 アミックス1)11タイブ

551ド120

3-5-2 構成図

3-5-3 取り外し前作業
1.班I山1をジャッキアッブする。

2.ドレンプラグおよびガスケットを取り外し、 オートマチックフルードを抜く。

�邏]
^ ガスケツトは再使用不可。

3.ブロペラシャフト八》
，を取り外す。

⑴.6-2项（0-200ページ）参照）

13 - 68



オートマチックトランスミッション

3-5-4 取り外し

1,5 5丁を使用して、 ①タイブ丁オイルシールを取り外

す。

0

^
9

^
3

^
1，タイプ丁オイルシールは再使用不可。

09308-00010-000

3-5-5 取り付け
1,新品の①タイブ丁オイルシールのリッブ而全�にア

ミックス！VI？ グリースを�布した後、 5 3丁を使用して

トランスミッションのエクステンションハウジング部

に取り付ける。

09309-87201-000
財職

^
! アミックスい？ グリース

55丁

3-5-6 取り付け後作業

1.ブ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 八》
，を取り付ける。

(13.6-2項（0-200ページ）参照）

2.新品のガスケットを取り付けドレンブラグを規定トルクで締め付け後、 オートマチックフルードを规

定墩注入する。

オ イ ル レ ベ ル ゲ ー ジ の「～しの範囲にあること

33 アミックス 011 タイプ

全容量 3.06

基準

油

1,

^
1851 225

^3,ポ岡をジャッキダウンする0



3-6 スピードメータドライブギヤ取り外し、取り付け

3-6-1 準備品

油)!行アミックス 011タイプ

5511068

3-6-2 構成図

丁:250±60

珍

丁：195±35
丁：174±18

1丁：375

⑦

0 «〔5.

6

①インシュレータ 5/八，エンジンマウンティング.リヤ

②プラケット，エンジンマウンティング，リヤ

③ハウジング 5/八，エクステンション

④ガスケット，エクステンションハウジングカバー

¢1)リング，シャフトスナップ

⑧ギヤ，スピードメータドライブ

⑦ボール

※:再使用不可部品

単位:

“

551X1109 -

3-6-3 取り外し前作業
1.带両をジャッキアップする。

2.ドレンブラグおよびガスケットを取り外し、 オートマチックフルードを抜く。

- ガスケットは再使用不可。

3.ブロペラシャフト八ゲを取り外す。

(〇.6-2项（I)-200ページ）参照）

4 ,スピードメータドリブンギヤを取り外す。

(〇.2-4項（0-33ページ）参照）

13 — 70



オートマチックトランスミッション

3-6-4 取り外し

1.ミッションジャッキ等を川いて、 トランスミッション八ゲを支える0

2,ボデー側 4 本、トランスミッション八》
，側 3 本のボルト

を取り外し、①エンジンマウンテイングリヤイン

レータ5/八を②エンジンマウンテイングリヤブ

ラケットと共に取り外す。

ンユ

3,ボルト 5 本、 ナット 2 個を取り外し、 ③エクステンショ

ンハウジング5/八、 ④エクステンションハウジング

カバーガスケットを取り外す。

551X1111」

4 .スナップリングエキスパンダを使用して、 ⑤シャフト

スナップリングを取り外し、 ⑥スピードメータドライ

ブギヤ、 ⑦ポールを取り外す。

枉馨及 ，スピードメータドライブギヤは、ボールの

位31を上にして、ボールを落とさないように

注意しながら取り外す。

3+5 取り付け
1,⑦ポールをトランスミッションアウトブットシャフト

の穴に取り付け後、 ⑥スピードメータドライブギヤを

取りトナける。

2.スナップリングエキスパンダを使叫して、⑤シャフト

スナップリングを取り付ける。



3 ,新品の④エクステンションハウジングカバーガス

ケットを取り付け後、 ③エクステンションハウジング

5/八を取り付け、 ボルト 5 本、 ナット 2 倘を规定トルク

で締め付ける。

1

^
51 174土181

^
.011

551X1111

4 ,①エンジンマウンテイングリヤインシュレータ3/八、

②エンジンマウンティングリヤブラケットを取り付

け、 ボルトを規定トルクで締め付ける。

375匕『⑽（トランスミッシヨン側）

195土351

^
『〇⑺（ボデー側）

031

3-6-6 取り付け後作業

1.スピードメータドリブンギヤを取り付ける。

(〇.2-4項（0-33ページ）参照）

2 .プロペラシャフト八ヅを取り付ける。

(13.6-2

^
((1)-200ページ）参照）

3,新品のガスケットを取り付けドレンブラグを規定トルクで締め付け後、 オートマチックフルードを規

定世注人する。

^̂
3 オイルレベルゲージの「～しの範囲にあること

アミックス 0 11 タイプ

全容量 3.06

油脂

締付 2251

^
6 * 011

4 .�雨をジャッキダウンする。

3-7 スピードメータドリブンギヤ取り外し、取り付け
⑴.2-4巧(（13-33ページ）参照）

0 - 7 2



オートマチックトランスミッション

3-8 オイルクーラホース取り外し、取り付け

くピック系〉

3-8-1 準備品

汕脂アミックス 011タイブ

551

^
168

3-8-2 構成図

3-8-3 取り外し前作業
1.ドレンプラグおよびガスケットを取り外し、 オートマチックフルードを抜く。

^ ガスケットは再使用不可。



3-8-4 オイルクーラホース識別

白色ペイント逾布 オイルクーラ

チューブ側良さ (( 111) 淼別色

①オイルクーラホース

②オイルクーラホース

335

松280

3311

^
158

撤別色塗布
ラジェータ側

551X1177」

3-8-5 取り付け
1.オイルクーラチューブおよびオイルクーラ側ユニオ

ンのホース取り付け部を清掃後、 斬品の①オイルクー

ラホースおよび②オイルクーラホースをねじれのな

いよう沈ましながら、 オイルクーラチューブおよび才

イルクーラ側ユニオンの 2 段リスブールまで神入し、

クリッブで阎定する。

^
11，オイルクーラチューブ側の取り付けは、右

図のようにお互いのマーキングの位置および

色を合わせて行う。
，オイルクーラ側ユニオンへの取り付けは、①

オイルクーラホースはマーキングが真後ろ

に、また②オイルクーラホースはマーキン

グが真下になるよう行う。
，クリップは、ホース側マーキングの端に合わ

せて取り付ける。

3-8-6 取り付け後作業
1.新品のガスケットを取り付けドレンブラグを規定トルクで締め付け後、 オートマチックフルードを规

定锖注人する。

00
潤

551X1178

オイルレベルゲージの「～しの範囲にあること

ァミックス〇丨丨タイプ

全容量 3.02

0

^
0 2251

^
6 *0

^

0 — 74



オートマチックトランスミッション

くバン、アトレー系〉

3-8-1 準備品

油脂アミックス 011タイブ

551X168

3̃8̃2 構成図

3-8-3 取り外し前作業
1.ド レ ン ブ ラ グ お よ び ガ ス ケ ッ ト を 取 り 外 し、 オ ー ト マ チ ッ ク フ ル ー ド を 抜 く。

- ガスケットは再使用不可。



3-8-4 オイルクーラホース識別
く②オイルクーラホースは方向性無〉

及さ (£01111) 菰別色 オイルクーラ

チューブ側
ラジェータ側

①オイルクーラホース 195

②オイルクーラホース 330

551沁159

白色ペイント遒布
描別色塗布

551X1180

3-8-5 取り付け
1.オイルクーラチューブおよびオイルクーラ側ユニオ

ンのホース取り付け部を沾祕後、 新品の①オイルクー

ラホース（ 2 本）および②オイルクーラホース（ 2 本）

をねじれのないよう注意しながら、 オイルクーラ

チューブおよびオイルクーラ側ユニオンの 2 段〇ス

ブールまで揷人し、 クリッブで阆定する。
，クリップは、ホース側マーキングの端に合わ

せて取り付ける。

5

551X1181」

3-8-6 取り付け後作業
1.新品のガスケツトを取り付けドレンブラグを说定トルクで締め付け後、 オートマチックフルードを规

定试注入する。

〇〇
醜

^
!

オイルレベルゲージの「～しの範囲にあること

アミックス〇丨丨タイプ

全容量 3.05

225

^
8 *0

^

0 - 7 6



オートマチックトランスミッション

3-9 トランスミッションオイルパン5/八取り外し、取り付け

3-9-1 準備品

油服アミックス：)11タイプ

551X168

3-9-2 構成図

3-9-3 取り外し前作業

1.車I山]を ジ ャ ッ キ ア ッ プ す る。

2 ,ド レ ン プ ラ グ お よ び ガ ス ケ ッ ト を 取 り 外 し、 オ ー ト マ チ ッ ク フ ル ー ド を 抜 く。

喊�:』- ガスケットは再使用不可。

3-9-4 取り付け後作業

1,斬 品 の ガ ス ケ ッ ト を 取 り 付 け ド レ ン ブ ラ グ を 规 定 ト ル ク で 締 め 付 け 後、 オ ー ト マ チ ッ ク フ ル ー ド を 规

定 俄 注 入 す る。

オイルレベルゲージの「～しの範囲にあること

アミックス〇丨1 タイプ

全容堡 3.02

基準

»"18

225

^
#〇

^2 .車 闽 を ジ ャ ッ キ ダ ウ ン す る。



3-10 トランスミッションオイルフイラチューブ5/八取り外し、取り付け
3-10-1 構成図

0

195」

1—@

①ゲージ5/八，トランスミッションオイルレベル

②チューブ5/八，トランスミッションオイルフイラ

③リング，〇

※：再使用不可部品
単位：》<8，。�

551X1133 -

3-10-2 取り外し

1,以下の部品を取り外す。

①トランスミッションオイルレベルゲージ5/八

③〇リング

3 - 0 リングは再使用不可。注

3-10-3 取り付け
1,以ドの部品を取り付ける。

③〇リング

②トランスミッションオイルフイラチューブ3/八

2.③トランスミッションオイルレベルゲージを取り付

ける。

^
1

^
:1，右図のようにオイルレベルゲージの取手部

が車両前側に向くよう取り付ける。

I I

551

^
1134

0 - 7 8



オートマチックトランスミッション

3-11 ニュートラルスタートスイッチ八ソ取り外し、取り付け

3-11-1 準備品

品潘、 品状 用 途形

09302-87501-000
:ユートラルスタートスイ

5

ュートラルスタートスイッチ渦锫ゲージ，
ツチアジャスト

5

531X126

3-11-2 構成図

3-11-3 取り外し
1,以 下 の 部 品 を 取 り 外 す。

①コントロールケーブル八ゲ

③ニュートラルスタートスイッチ八ヅ

物』，ロックナットおよびシール剤付ポルトは再使用不可。



3-11-4 取り付け
1,③ニ ュ ー ト ラ ル ス タ ー ト ス イ ッ チ 八 乂 を 取 り

“
け、 新

品 の ポ ル ト で 仮 締 め す る。

2 .②トランスミッションコントロールシャフトレバー

を(反付けし、 反時計ム向へ止まる位的（10レンジ）まで回

し、 そこから 2段戻した位;«((0レンジ）にする。

0

3.仮付けした②トランスミッションコントロールシャフ

トレバーを取り外し、 55丁を収り付けて、 55丁のゲー

ジ�と③ニュートラルスタートスイッチのけがき線が

一致するようにスイッチ部を回して調幣後、 ボルトを规

定トルクで締め付ける。

185土35は，〇爪

09302-87501-000
4 ,55丁を取り外し、 ②トランスミッションコントロール

シャフトレバーを取り付け、 スプリングワッシャを取

り付け後ナットを規定トルクで締め付ける。

130

^
8 * 0(71

5 ,トランスミッション六

“
則およびシフトレバー側を�レ

ンジに入れ、 コントロールケーブルにたるみがない状

態で取り付け、 ボルトおよびブレートワッシャを取り

付け後、 新品のロックナットを规定トルクで締めつけ

11X9
55丁

I篇5纛

る。

1

^
51 53土

ユートラルスタートスイッチのコネクタを接続する。6,

3-11-5 取り付け後点検
1.シフトレバーの位:3点検を行う。

⑴.3-2-3項(0-44ページ）参照）

ユートラルスタートスイッチ点検を行う。

(〇.3-2-5項（1)-45ページ）参照）

2 ,

0 — 8 0



才一トマチックトランスミッション

3-12 トランスミッションソレノイド八ソ取リ外し、取り付け

3-12-1 準備品

，け器テスタ

551ド167

3-12-2 構成図

①ソレノイド八ゾ，トランスミッション

(シフトソレノイド N0.1用）

(2)ソレノイド八ヅ，トランスミッション

(シフトソレノイド N¢> 2用）

551X1139

3-12-3 取り外し前作業
1.トランスミッションオイルパン5/八を取り外す。

(〇.3-9

^
((0-77ページ）参照）

3-12-4 点検

1.トランスミッションソレノイド八ゲの端子とポデー

アース問の抵抗を測定する。

8～200基準

3-12-5 取り付け後作業
1.トランスミッションオイルパン3/八を収り付ける0

(〇.3-9项（0-77ページ）参照）



坩位：4*①センサ，スピード

551X1141」

3-13-3 点検
1.ス ピ ー ド セ ン サ の 端 子 問 の 抵 抗 を 測 定 す る。

100～3000基準

0 — 82

3-13 スピードセンサ取り外し、取り付け

3-13-1 準備品

，け 器 テ ス タ

351

^
167

3-13-2 構成図

0
I

I

60丁



オートマチックトランスミッション

3-14 コントロールケーブル取り外し、取り付け

3-14-1 構成図

3-14-2 取り外し

1,ボルト 4 本を取り外し、コンソールボックス八ゲを取り外す。

2.クリッブおよびプレートワッシャを取り外し、 ①コン

トロールケーブル八ゲと②トランスミッションフロア

シフト八ゲを切り離す。

3.ボルト、ロックナットおよびブレートワッシャを取り

外し、トランスミッションコントロールシャフトレ

バーと①コントロールケーブル八ゲを切り離す。

¢¢■4，ロックナットは再使用不可。

4 ,ボルト 2 本を取り外し、 ①コントロールケーブル八ゲと

③トランスミッションコントロールケーブルブラ

ケットを切り離し、 ①コントロールケーブル八ゲを取り

外す。

551ド1138 -



3-14-3 点検

1,コントロールケーブル八ゲのインナケーブルがスムー

ズ に し ゅ う 财 す る こ と を 点 検 す る。

2.ブ ー ツ の 破 れ、 そ の 他 の � 傷 ま た は � 形 が な い か 点 検 す

る。

851

^
1145

3-14-4 取り付け
1.①コントロールケーブル八ヅを4 4ふIに取り付ける。

2 .①コントロールケーブル八ゲと③トランスミッションコントロールケーブルブラケットの取り付け

ボルト 2 本を说定トルクで締め付ける。

030
3 .①コントロールケーブル八ゲを②トランスミッシヨン

フロアシフト八ゲに』汶り付け、 ブレートワッシャを取

り付け後、 クリッブで阆定する。

183±35は# 〇〇1

4 .コ ン ト ロ ー ル シ ャ フ ト レ バ ー を 反 時 計 方 向 へ 止 ま る 位

敗（[0レ ン ジ）ま で � し、 そ こ か ら 2 段 � し た 位 置（圆 レ

ン ジ）に す る。

551X1103

5.シ フ ト レ バ ー を � レ ン ジ に 入 れ、 コ ン ト ロ ー ル ケ ー ブ

ル に た る み が な い 状 態 で ポ ル ト、 ブ レ ー ト ワ ッ シ ャ を

取 り 付 け 後、 新 品 の ロ ッ ク ナ ッ ト を 规 定 ト ル ク で 締 め

つ け る。

プレートワッシ

1

^
9 55±15

^
*0

^6 .フ ロ ン ト コ ン ソ ー ル ボ ッ ク ス を 取 り 付 け、 ボ ル ト 4 本

を 締 め 付 け る。

3-14-5 取り付け後点検
1.シ フ ト レ バ ー の 位 置 点 検 を 行 う。

(〇.3-2-3項（0-44ページ）参照）

2.ニュートラルスタートスイッチ点検を行う。

(〇.3-2-5

^
(0-45ページ）参照〉

0 — 84
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3-14-6 トランスミッションフロアシフト八ソ取り外し、取り付け

3-14-7 構成図

3-14-8 取り外し
1.ポルト 4 本を取り外し、 コンソールボックス八ヅを取り外す。

2.クリッブおよびブレートワッシャを取り外し、 ①コン

トロールケーブル八ヅと②トランスミッションフロア

シフト八ゲを切り離す。

3.シフトロックコンピュータのコネクタを切り離す。

4 .ボルト 4 本を取り外し、 ②トランスミッションフロア

シフト八ゲを】�り外す。

3-14-9 取り付け
1.②トランスミッションフロアシフト八ゲを取り

“
け、 ボルト 4 4：を说定トルクで締め付ける。

185±35

^
8'〇〇!



2 .①コ ン ト ロ ー ル ケ ー ブ ル 八 ヅ を②ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン

フ ロ ア シ フ ト 八 ゲ に 取 り 付 け、 ブ レ ー ト ワ ッ シ ャ 取 り

付 け 後 ク リ ッ ブ で 阀 定 す る。

3 .フ ロ ン ト コ ン ソ ー ル ボ ッ ク ス を 取 り 付 け、 ボ ル ト 4 本

を 締 め 付 け る。

551X1144

3-14-10 取り付け後点検

1.シフトレバーの位;??点検を行う。

(〇.3-2-3
“

(（0-44ページ）参照)
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3-15 トランスミッションコントロールコンピュータ八ソ取り外し、取り付け

3-15-1 構成図

3-15-2 取り外し前作業

1.コンビネーションメータを取り外す。

3-15-3 取り付け後作業

1.コンビネーションメータを扣（りイオける。



3-16 電子制御系統

3-16-1 システム概要

(1) システム配線図

？湖丁 10八
(バックアップ)

基

^
8)10

〇 16210八

̃〇^〇
〇—

巳八订

I
1(3スイッチ I〇

コイル

^
Ñ (6)N6 …や

52@
31(14)

^
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フューエル
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551X1147 -
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(2) トランスミッションコントロールコンピュータコネクタ端子配列図

13 12 914 11 10 8 6 5 34 2

28 2726 2325 24 22 212019 18 1716 15

コンピュータ側コネクタ

1

^
=31 1

^
1

1 2 3 4 5 6 7 8 91011121314

1516171819 20 2122 23 24 25 26 27 28

ハーネス側コネクタ

531X1151

パターンセレクトスイッチニュートラルスタートスイッチ（1〕） 5卜:し150

ユートラルスタートスイッチ（1)ニュートラルスタートスイッチ（2) 162 2

アイドルスイツチ101.173

千上 、V ク端子 18丁4

195

屯速センサ（十）イグニシヨンコイル 515十206

小速センサ（一)8?-217

スロットルポジションセンサアース¥.2228

スロットルポジションセンサ用屯源スロットルポジションセンサ V239

「ド…け」ランプXV 2410

I-；1 アース2511

81ソレノイド 已〇 アース53 2612

パックアップ屯源シフトソレノイド N0 2 1し\丁下278213

電源シフトソレノイド N(1151 28 1014

551沁121
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オートマチックトランスミッション

3-16-2 準備品

014 根、品名 出 途形 状

^
09842-87503-000

サブハーネス，トランスミッション

コントロールコンピュータチェック

コンピュータ人出力屯丨卜:点検

8

8

09991-87705-000
サブハーネス，エンジンコントロー

ルシステムインスペクション

丁

チェック端（知[絡

計器 テスタ

※は新設を示す。 551

^
122

3-16-3 作業上の注意

(1) コネクタの取り扱い

1.コネクタや各端子の接続、 取り外しは10スイッチを「〇ドド」とするか、 バッテリマイナス端子を外すこ

と。ハーネス断線と判断し、 フェイルセーフがかかります。

2.コネクタを外すときは、 ハーネスをリIっ張らずに必ずコ「

ネクタのロックを外した状態で引き抜くこと。

接続するときはパチンと行がしてロックがかかるまで確

実に押し込むこと。

551X1153

3 ,コネクタにテスタ伴を当てるときはカブラ後方（ハーネ

ス側）よりテスタ�を差し込むこと。

防水カブラ等、 後方より差し込めないものはコネクタ端

子を変形させないように注尨してテスタ棒を出てること。

4 .コネクタの端 /パこは敗接手を触れないこと。

551X1154

(2) ワイヤハーネス、コネクタ点検要領

系統別点検中におけるワイヤハーネス、 コネクタ部の点検は次の袈領で行ってください。

1,導通点検

(1)

^
するハーネスの咖端のコネクタを外す。



⑵ 両端のコネクタの該当端子叫の抵抗を�定する。

100以下

‘ワイヤハーネスを軽く上下、左右に揺すりな

がら測定する。

〔参考〕，靳線の場介、 屯闷の配線が中央部で断線する

ことはまれであり、 断線する箇所のほとんど

がコネクタ部である。特にセンサ�のコネク

夕は允分に注�して点検する。

基準

2,短絡点検

(1) 該当するハーネスの闽側のコネクタを外す。

(2) コネクタの該当端子とボデーアース叫の抵抗を測定す

る。なお、 点検は�山]側のコネクタで行う。

1，以上

5

^
3，ワイヤハーネスを軽く上下、左右に揺すりな

がら測定する。

〇〇

⑶ コネクタ孩当端 /‘と卜】じコネクタ内の端チ叫の抵抗を

测定する（难源系…】士、 アース系⑹士を除く）。なお、

点検は闷側のコネクタでけう。

1 以上

〔参考〕，屯内の配線がボデーに嚙み込んだり、 クラン

ブの不良で短絡することがある。

〇〇

3 .〇祝、 接触出点検

(1)，決当するハーネスの両側のコネクタを外す。

(2) コネクタ端子部に站の発牛ゃ�物の混入巧がないことを0祝で点検する。

(3) かしめ部でゆるみ、 拟傷がないか、 またカブラからワ

イヤハーネスを粍く引っ張り、 抜けないことを点検す

る。

531

^
1158
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(4) コネクタ端�のォス端子と⑹じものを�息してメス端

子に差し込み、 引き抜き力を点検する。他の端子と比

較してづIき抜き力の小さい端子は接触不良の可能性が

ある。

〔参考〕，端子部に�の発生、 異物の浞入ゃォス端子と

メス端子の接触圧力の低ド等の接触不设、 コ

ネクタを一度脱�することにより接触状態が

変わり、”異常なし”となることがある。した

がって、ワイヤハーネス、 コネクタ点検の結

果が正常であれば、 その時点で不れ合現象の

確認を行う。このとき不其合％象が再呪され

なければ、 ワイヤハーネス、 コネクタが№1人1

であったとも#えられる。

⑶ 電源回路点検

系統別点検中の電源回路点検は次の要領で行います。不良ならば各㈣路、 コネクタを修理し、 正常であれ

ばコンピュータユニットを交換します。

1.コンピュータユニットのコネクタ部目祝、 接触圧点検

コンピュータユニットのコネクタを点檢する。

2.コンピュータユニットアース�路点検

コンピュータユニットのコネクタを外し、 各アース端チとボデーアース問の抵抗を測定する。

100以下

3,コンピュータユニット電源㈣路点検

コンピュータユニットのコネクタを外し、 各電源端子とボデーアース問の電圧を測定する。

バツテリ電圧

〔参考〕 ^
コンピュータュニットを点検する際、 コネクタを外すことによって端子の接触状態が変わり、

’’異常なし’’となる�合もあります。従って、 コンピュータュニット�路点検の結果、 コン

ビュータユニットが不�かと名えられる場合は�度コンピュータユニットコネクタを接続

して不11合発生の打無を確認した後、 コンピュータユニットが止:常か不设かを判断してくだ

さい0

8

^
3

3-16-4 オートマチックシステム取り扱いの注意
1.コンピュータユニット、 各センサ類は粘密部品です。脱�時などに大きなショックを与えないこと。

大きなショックを字えた（床へ落下した場介など）部品は使川しないこと。

2 .雨天の点検や洗屯時には水の�人に注�し、 コンピュータユニット、 各センサ類に水がかからないよ

うにすること。

3 .コンピュータユニット異常と判断し、 交換することによって車阀が正常になった場合は、 再度交換し

た（不良と判断した）コンピュータユニットを取り付け、 最初の不具合が再％することを確認してから

�終的にコンピュータユニット與黹と判断すること。

4,無線機を搭敉する場合は以下の卞项に注意すること。

1.アンテナはコンピュータユニットからできるだけ放すこと。

2.アンテナのフィーダはコンピュータユニットおよびワイヤハーネスからできるだけ離して（�小距

離300111)配�すること。また、平行して長く引き�すことは避けること。

3.アンテナはマッチングを良くすること。

4.大出力の無線機は搭�しないこと。



3-16-5 故障診断
(1) 故障診断の進め方

本システムには、 不只.介�所を白己診断するダイアグノーシス機能を備えており、 故!

^
,珍断を行う場合の

歌要な手がかりとなります。

また、 本システムのダイアグノーシスにはバッテリノズックアップ（10スイッチを「〇厂ド」しても、 ダイア

グノーシス紀�用屯源が供給される機能）が装備されています。

不具作中闽の人叫

診問

ダイアグノーシスコードの確認と妃�

ダイアグノーシスコードの消去

祛本点検

機能点検

イく4介％象の川現確

^
ダイアグノーシスコードの汚確認

與帘コードの�合 正常コードの�合

系統別トラブルシューティング イく只.介枳染別トラブルシューティング

確認テスト

屯闽はI[常に復帰したか

( 衿

551X123

1) - 9 4
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⑵ 問診

不具合が発生した小両についてその原�を取り除こうとしても、 �際にその不良-合税象を確認せずには原

闲を追求することはできず、 いくら作業を行っても車I山Iが正常状態に反らないということになるかもしれま

せん。問診は、 不只合現象を確認する削に行うお各様からの情報収�で、 不只-合現象の�祝を図るうえで特

に屯要な手掛かりとなります。

また、 問診から得られた怡報はトラブルシューテイングの参考となるため、 ただ問，珍をするのではなく、

その不具合に開述した如项を重点的に聞き出すということも必要になります。

一例として、 下表のような問診表をあらかじめ作成しておくと、聞き湖らしをなくすことができます。

(巻末に八 4 サイズの問�シートを用意していますので权7してご使川ください。）

〔問診シート〕

問 診 シ

ミッション — [/'\\ 5

^
1/丁，

2

^
0,4

^
0 2八，丁，3八/

，
「，

4八汀

审阀形式 エンジン — ^
/八，丁/0，

5/0,キャブ,
卜:卜
，
1，1

^
0

お各樣名

故陣 II 走け跖離立録日 14111フレーム％

〉〕：ホイール〔スチール，アルミ〕装備：タイヤ〔バイアス，ラジアル，スノー ^ スパイク.その他（

明 〔駐寧場所〕

山街/郊外/海

^
/山間/その他招外/4内

〔主たる使…地区〕お客悌（速如汽）の〔性別〕 令〕 〔職菜〕
細

七位女

体 的 内 界！1祝

# 前進しない

- 後進しない

- エンジン始�不以

行 不 能走

^ クラッチがすべる

^ 逆]，3レンジでり(が#力く

症
止 行 常%

- 変速しない

- 変速点がずれる
变 速 不良

^ 変速ショックが人きい

- 変速時タイムラグが及い

- 変速時エンジンが吹き上がる

変速ショック

タイム ラグ

状

他そ の

年

”
ごろから）允牛.開始時期 - 新申時から - �近（

- 時々発 生 粕 度 - ある条�で（- いつも

，いつでも

- 明れ

- 気温（約
- その他〔,赍り

•0)〔作，紅，秋.冬〕

,雪ス�条� X 嫔 ,
I籾

ス温

- 商速�路 - 山逍（發り、 下り〉- 郊外沿 路 1 山‘街地

- 走行中- 閲係しない

- 始勒時

- 空吹かし時

- カーブ走行中（ ，右カーブ

•44 速 1(111/)1
条 件

- エンジン[11]紅 I'卩出

# 左力ーブ ）

その他の状況

- 異常コード〔点検時 ^ 11:- 常

2 1»! I！1 - 1 1：

^
ダイアグノーシス衣示（ I’端イ紐絡）一

- 與黹コード （:
551

^
124



( 3) ダイアグノーシスコードの確認、記録、消去
ダイアグノーシスの與常コードがぶ示されている�合、 そのシステムの不只合が過去に発生したものなの

か、 说在も継続しているものかを確缌し、 叩呪された不只-介％染との聞(系を確かめる必要があります。その

ためには、 祝染確認の前後で2 度、 ダイアグノーシスコードを表示させなければなりません。

① ダイアグノーシスコード確認
ダイアグノーシスの確認は、16スイツチ「〇…の状態でダ

イアグノーシスコネクタ端子⑰～③（丁，～已1)問を55丁を使

用して短絡し、 コンビネーションメータ内の「卩评只」ラン

ブを点滅させることで行います。

^
10，短絡位�を間違えると故障の原因となるので

絶対に間違えないこと。

09991-87705-000 チェックコネクタ

551X1160」

② ダイアグノーシスコード消去方法

記す意されているコードは、 10スイッチを「〇ドド」にして

卩\11

^
丁（バックアップ）ヒューズを10秒以上外すことでキャ

ンセルできます。最後に卩1

^
1

^
丁（ノ：ソクアップ）ヒューズを

接絞して正黹コードが出乃されることを確認してドさい。

1¢»』，卩！

^
问丁（バックアップ）ヒューズを外すと、他

のコンピュータ（スキッドコントロールコン

ピュータ、パワーステアリングコンピュー

夕等）で記憶しているダイアグコードも同時

に消去されるので注意すること。

ヒューズ

551X1161

0 — 96
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③ ダイアグノーシス診断内容

診 断 内胗断項卜Iコード

“
ウォーニング衣示ダイアグノーシス及示

()\

常正点滅
〇ドト
，

，シフトソレノイドル）1本体およびシフトソ

レノイドN01とトランスミッションコント

ロールコンピュータ問ハーネスの断線

〔爪

シフトソレノイド№1系断線イ!21
()卜下

，シフトソレノイドN0.1 本体およびシフトソ

レノイドN01とトランスミッションコント

ロールコンビュータ問ハーネスの¢N0との

短絡

()1

^ シフトソレノイド№1系短絡<122
〇トト
.

，シフトソレノイドN0 2 本体およびシフトソ

レノイドN(12 とトランスミッションコント

ロールコンピュータ問ハーネスの断跺

0\

シフトソレノイドN«2系胼線灯23
01下

…シフトソレノイド似 2 木体およびシフトソ

レノイドN0 2 とトランスミッションコント

ロールコンピュータ¦！！】ハーネスの61

^
0との

短格

シフトソレノイド\’〇2系短絡む24
0

^ ，《1ソレノイド本体およぴ⑴ソレノイドと卜

ランスミッションコントロールコンビュー

夕問ハーネスの断線

0

^ 81ソレノイド系断線む25
〇叩

，81ソレノイド本体および81ソレノイドと卜

ランスミッションコントロールコンピユー

夕間ハーネスの〇N0との�絡

131 ソレノイド系短絡心26

，スロット /レセンサ本体の穴常
，スロットルセンサとエンジンコントロール

コンピュータ問ハーネスの断線.短絡
，エンジンコントロールコンピュータとトラ

ンスミッションコントロールコンピュータ

¦⑴ハーネスの断線、 紐絡

スロットルセンサ信け系<141
()1：下

- 屯速センサのコイル断線、 短絡
，センサロータの阑欠け
，車速センサとトランスミッションコント

ールコンピュータ1»】ハーネスの断線、 短絡

，ニュートラルスタートスイッチ本体の铒常

^ ニュートラルスタートスイッチとトランス

ミッションコントロールコンピュータ問ハ

ーネスの短絡

〇¦\

/1 傘 速 セ ンサ系52
〇

0\-
ニュートラルスタートスイッチ系無55

(肝

351

^
127

⑷ 現象確認

トラブルシューテイングを行う�介、 作業名が:

^
際にその�象を確認.しなくては吩闪を逬求することは

できません。そのためには問診で得た怡報をもとに、 不抖合の発生状況と類似した条件、 «3境を作り出して

不具合�象を再現させる事が不可欠です。

再％性の乏しい現象については、 問�で

”
られた悄報をもとに、 不只-合発生時の走行条件（路�状態、 氕

楸条件、 巡転粂忭）に近づけた状態を作り出すことも必装です。そのためには、振�（ワイヤハーネスやリ

レーを乒で勋かす）、 熱（温風を'占てる）、 水（湿度を

"
える）などの外的要闪を加えて、 根；(1よく�呪させる

ことが�も屯要です。

セに不れ合の要闪となる部位（部品）を推测し、 テスタ�を接続して况染確認をすれば部位（部品）の良否判

定も卜】時に行えます。



⑸ ダイアグノーシスコード再点検
不只.合�象の確認後のダイアグノーシスコードを点検することにより、 確認前に及示されていたコード

のシステムが％在は正常か否かを判断します。

1.確認時に不具合が発生し、 確認後も興?？;コードを表尔している場合はコード別のトラブルシューティ

ングを行います。

2,不具合が発屯していたが確認後は正黹コードが表示された�合、 ダイアグノーシス系統以外の不具合が

考えられるので、 現象別のトラブルシューティングを行います。

3 .不只合が発生せずに確認後は正常コードが表示された場合は、 過去にハーネス、 コネクタ部に接触不良

等の與常が起きたが％在は汜黹であると考えられるので、 �染確認前に衣示されていたコードの系統に

ついてハーネス、 コネクタを点検します。

0 - 98



ダイレクトクラッチ

2〇(1ブレーキ

181&…乂ァレーキ

ワンウェイクラッチ

オイルレベルが低い

油¦ゼイヾ良

オイルボンブ

パルブポデー

�速センサ

エンジン系統

トルクコンノズータ

フォワードクラッチ

屯 ユートラルスタートスイッチ

パターンセレクトスイッチ
制

スロットルポジションセンサ

“
导

シフトソレノイド N¢> 1系

統シフトソレノイド N0 2

01ソレノイド

551X128

オートマチックトランスミッション

⑹ 不具合現象別トラブルシューテイング

ク

岡丨
㈤

時ショックが大きい

ヴ

圓—1〇]

時ショックが大きい

シ速

変速ショックが人きい変速点がずれる
1->181

変速せず

1-1產せず一
¦

‘変速せず

3-1変速せず

1

でエンジンブレ—キ効かず

良不速変

151
(

12

レンジ
)

でエンジンブレ—キ効かず

後
；

9

昤クラッチすベる
行

前進時クラッチすベる
走

加速が純い圊レンジで後
;11

せず

能小

囵
，#
121，

叫レンジで
¦)¦1

進せず

走

©•[N1

レンジでエンジン始仙せず
況状合不

2/1;'描

油
)I-:

制卯系統



5114

シフトソレノイド N0.1

ソレノイド用コネクタ（車両ハーネス側)

51

口口
13144 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 21 2 3

？51 6 1 7 2 72 81819202122 25262324

£0

コンピュータコネクタ（車両ハーネス側)

^
ダイアグノーシスコード N0.21出力条件

ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル コ ン ピ ュ ー タ か ら シ フ ト ソ レ ノ イ ド N0 . 1 へ 〇 ド ド 信 号 出 力 時 に、 ソ

レ ノ イ ド 出 力 系 が 断 線 し た と き。

^
ダイアグノーシスコード N0.22出力条件

トランスミッションコントロールコンピュータからシフトソレノイド N0.1へ01

^
信

”
出力時に、 ソ

レノイド出力系がアースに短絡したとき。

^
点検ポイント

1.ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル コ ン ピ ュ ー タ～シ フ ト ソ レ ノ イ ド N0 . 1 間 ハ ー ネ ス は 止 常 か。

2,シフトソレノイド N0.1 本体は正常か。

0 - 100

1 7 1 系統別トラブルシューティング

① シフトソレノイド N0.1 系統（ダイアグノーシスコード N0.21、N0.22出力)

^
シフトソレノイド N0.1 系統システム図

トランスミツシヨンコントロ—ルコンビユ—夕3



オートマチックトランスミッション

^
点検方法

トランスミッションコントロールコンピュータのコネクタ

を切り離す

�ハーネス側コネクタ⑭～� (81-£0) 問の抵抗は

8 ～20【】か

N0

8

^
(サブハーネス）を接続する シフトソレノイドN0.1中体点検を行う

(〇—112参照)

N0(爪

シフトソレノイド IV！〇.1不设551^⑭～�（51̃ 1！：0) 問の馆圧が

1«1および2«¢1時：10乂以上

3『(1時：0.5V以下

を示すか

N0¥£3

( ソレノイド侧コネクタ①～コンピュータ

ユニット側コネクタ⑭（51—
^
1)¦川

の冉通点検を？/う

各部コネクタ�拉状態の点検 甫源㈣路点検を行う

(〇—93畚照)

〇ド N0

ハーネスイ、良各部コネクタ核純状態の点検



ソレノイド用コネクタ（車両ハー不ス側)

3 2

口口
1 3 1 46 7 8 9 1 0 11124 51 2 3
272825261819202122 2324151617

コンピュータコネクタ（車両ハーネス側)

551X1163

^
ダイアグノーシスコード N0.23出力条件

トランスミッションコントロールコンピュータからシフトソレノイド N0.2 へ〇ドド倍皆出力時に、 ソ

レノイド出力系が断線したとき。

^
ダイアグノーシスコード N0.24出力条件

トランスミッションコントロールコンピュータからシフトソレノイド N0.2 へ01

^
1信号出力時に、 ソ

レノイド出力系がアースに短絡したとき。

國点検ポイント

1.トランスミッションコントロールコンピュータ～シフトソレノイド N0.2 問ハーネスは正;％か。

2 .シフトソレノイド N0.2 本体は旧常か。

0 - 1 0 2

② シフトソレノイド N0.2 系統（ダイアグノーシスコード N0.23、N0.24出力)

^
シフトソレノイド N0.2 系統システム図

32

1

一

2〇ドレフシ

各32

トランスミツシヨンコントロールコンビユータ
326

ズ
25

‘

一-



才一トマチックトランスミッション

- 点検方法

トランスミッシコンコントロールコンピュータのコネクタ

を切り離す

•1り如ハーネス側コネクタ⑬～�（82̃只0) 問の抵抗は

8～200か

N0¥£8

857 (サブハーネス）を接統する シフトソレノイドIV！〇.2�体点、検を行う

(〇—112参照)

(爪 N0

シフトソレノイドN0.2不良581迫， �̃（

”
～只〇) 間の�丨1-:が

1切時：0,5乂以下

2

“
および3比時：10乂以 1こ

を示すか

N0

各部コネクタ接統状態のぬ検 ソレノイド侧コネクタ②～コンピュータ

ユニット1則コネクタ⑬ (32-52) N»1

の導通点検を行う

甫源㈣路点検を行う

(0—93参照)

〇仄 N0

れ部コネクタ�絞状態の点検 ハーネス不良



ソレノイド用コネクタ（車両ハーネス側)

5 3

口口
9 1 0 1 3 1 46 7 8 1111 2 3 4 5

2 3 2 4 252627281819202122151617

已1 E0

コンピュータコネクタ（車両ハーネス側)

551ド1164 -

^
ダイアグノーシスコード N0.25出力条件

トランスミッションコントロールコンピュータからソレノイドへ〇ドドも1号出力時に、 ソレノイド出

力系が断線したとき。

國ダイアグノーシスコード问0.26出力条件
トランスミッションコントロールコンピュータから81 ソレノイドへ01\1信号出力時に、 ソレノイド出

力系がアースに短絡したとき。

^
点検ポイント

1.トランスミッションコントロールコンピュータ～131 ソレノイド叫ハーネスは正常か。

2 .81 ソレノイド本体は正常か。

0 一 104

③ 日1 ソレノイド系統（ダイアグノーシスコード N0.25、N0.26出力)
■ 81 ソレノイド系統システム図

一一一
531

ド81

33

トランスミツシヨンコントロ—ルコンビユータ
2

巳



オートマチックトランスミッション

^
点検方法

トランスミッションコントロールコンピュータのコネクタ

を切り離す

中:I山】ハーネス侧コネクタ⑫～�（53～£0) 間の抵抗は

8～200か

N0丫ヒ5

81ソレノイド中(本点検を？テう

(〇—112参照)

笛源回路点検を行う

(1)一93�照）

N0〇汉

81ソレノイドイく良ソレノイド側コネクタ①～コンピュータ

ユニット侧コネクタ⑫（53～53) 問

の礴通点検を行う

N0

( 各部コネクタ��状態の点検 ハーネス不以



〇

9

〇

〇— '〇—

スロットルポジション センサ

ソ丁㈠〇ソ〇〇 10し0

\ \
2 3 4 5 8 9101112136 7 14 151617 1819 202122 23 24 252627

28 2930 3132 33 3536 37 38 39 4034 41 42 43 44 4546 474849 50 51 5253 54
II

巳20 エンジンコントロ ルコンピュータコネクタ（車両ハーネス側)

口口

12 3 4 5 6 7 8 910 1112 1314

1516171819202122 23 24 25262728

£2

トランスミッションコントロールコンピュータコネクタ（車両ハーネス側)

551X1165」

^
ダイアグノーシスコード N0.41出力条件

スロットルセンサからの入力信号；

^
0,2ソ以ドまたは4.8乂以上の状態が一定時問統いたとき。

圈点検ポイント

1.エンジンコントロールコンピュータ～トランスミッションコントロールコンビュータ問のハーネス

は正常か。

2.スロットルポジションセンサ本体は正常か。

0 - 106

(4 スロットルセンサ信号系統（ダイアグノーシスコード N0.41出力)
國スロットルセンサ信号系統システム図

八

〇

〇

Vトランスミツシヨンコントロ—ルコンビユータ
〇一一!

一一^

エンジンコントロ—ルコンビユ—夕



オートマチックトランスミッション

- 点検方法

トランスミッションコントロールコンピュータに

(サブハーネス）を�絞する

10スイッチ「〇… 時、851

^
―�（价じ～!!：0)

間の�圧が約5ソか

N0¥£5

エンジンコントロールコンピュータに

5灯（サブハーネス〉 を�統する

16スイッチ「01

^
1 時、 551

^
)—�

(\

^
7\～已2) 問の市圧が、 スロットルを

全閉から全開にしたとき、約〇,5ソ̃
約3,9ソの間を比例的に增加するか

N0

10スイッチ「0… 時、 581X9)

(冗〇 已̃20) 問の�圧が約5ソか

薄源�路点検を行う

(〇—93参照)

竹：5 N0

スロットルポジションセンサ不设
エンジンコントロール

システムスロットル

ポジションセンサ系統

点検を行う

<0-124参照)

エンジンコントロールコンピュータ测コネクタ～

トランスミッションコントロールコンピュータ侧コネクタ

の下妃各端

"
川に墀通があるか

⑨～�（

'
て〇～ソ〇〇

⑧～⑨ ⑺

"
0～\了八）

�～� 汨20～1

^
)

⑭～⑫（11儿〇～101,) (1:

^
78耶エンジン搭敕小のみ）

N0

各部コネクタ�統状態の点検を？/う ハーネスイ、以



レ0
車速センサ

車速センサコネクタ（車両ハーネス側)

口 口

1 3 1 46 7 8 9 1 0 11121 2 3 4 5

1516171819 20 2122 2324 25262728

め

コンピュータコネクタ（車両ハーネス側)

日〇

- ダイアグノーシスコード N0.52出力条件
¦(速センサからの人力(,1りが0,IV以下または2，4V以上の状態が一定時問続いたとき。I

^
点検ポイント

1. »1(速センサからの

“
号がコンピュータユニットに入力されているか。

2.車速センサ～コンピュータユニット¦！りのハーネスは正;敗か。

3.呶速センサの出力は正黹か。

1)- 1 0 8

⑤ 車速センサ系統（ダイアグノーシスコード¦\10.52出力)
國車速センサ系統システム図

〇,

〇.
5

3

トランスミツシヨンコントロ—ルコンビユータ
一一!26



オートマチックトランスミッション

- 点検方法

トランスミッションコントロールコンピュータに5訂

(サブハーネス）を接統する

1(;スイッチ「()、」時、 581

^
～�（5？ £0)

間の范田が約1，4ソか

N0

屮：1山I停止時、 581

^
～�（5卩十～卜:〇)

問の電圧が約1，4乂か “
吩検を

“
う

(0—93参照）

N0

\118

中速センサ側コネクタートランスミッションコントロールコンピュータ

側コネクタのド,!己端子問に�迚があるか

①～⑳（⑶十～5?+)

②～� (5？ 5？—）

N001\

)ーネス不设中速センサ�体点検

(〇—112参照)

N0()1\

(�速センサ不良れ部コネクタ接続状態の点検
551X133

〔参考〕，駆�輪叫虹時、 5卩十～3?-問は右図のような

'屯!王波形を描きます。

⑽匚）—广

551ド1118



し 16 〇 〇

2 2 〇̃〇

〇〇 〇

一トラルスタートスイッチーユ

②〇

I- 〇̃

^
〇 〇 〇 7①2

I 〇门〇⑽

㈣叩1

一トラルスタートスイッチコネクタ
(車両ハーネス側）

ーユ

0 2 1)口 口
1 2 3 4 5 6 7 8 910 1112 1314

151617 181920 2122 23 24 252627 28

巳〇

コンピュータコネクタ（車両ハーネス側）

^
ダイアグノーシスコード N0.55出力条件

0、圔、[〇レンジの内いずれか 2つ以上の

“
分が⑹時に01

^
となったとき。

圈点検ポイント
1，ニュートラルスタートスイッチ本体は正常か。

ユートラルスタートスイッチ～コンピュータユニット問のハーネスは正常か。2,

13 — 110

⑧ ニュートラルスタートスイッチ系統（ダイアグノーシスコード N0.55出力)

^
ニュートラルスタートスイッチ系統システム図

トランスミツシヨンコントロ—ルコンビユータ
〇

口
一一一，

26

ズ
25



オートマチックトランスミッション

^
点検方法

ュートラルスタートスイッチ小良トランスミッションコントロールコンピュータ

に (サブハーネス）を接統する

N0

ニュートラルスタート
，
スイッチ

取体点検

(〇—45参照)

1(3スイッチ「〇!

^
」時、

881X1

^̂
(0-

^
0) 問の�ぼを�疋する

回レンジ時：0,5ソ以下

回レンジ以外の時：10ソ以上

N0

01\01\

ニュートラルスタートスイッチ側

コネクタ～トランスミッション

コントロールコンビュータ側コネクタ

の下記各端广問に裨通があるか

②～①（〇

①～② (2 2̃)

⑦～⑯（卜し）

10スイッチ「01

^
」時、

851X1〕～�（2～！

^
0) 問の鬼…を測定する

(11レンジ時：0,5ソ以下

⑵レンジ以外の時：10ソ以 1.

0

^
N0

スイッチ 101

^
」時、

581

^
仓̃�（し～巳〇) I川の�庄を測定する

[〇レンジ時：0.5ソ以下

(11レンジ以外の時：10ソ以上 ハーネスイく良

各部コネクタ接統状地の点検〇仄

屯制

"
1路パI検を？Iう ⑴一93参!1(!)

只㈣134



3-16-6 単体点検

(1) 車速センサ

1,端 /問の抵抗を測定する。

100～30001

^
3

551ド1149 -

⑵ シフトソレノイド N0.1、N0.2

1,シフトソレノイド N¢>.1
心ド1の①（51)～ボデーアース⑻の抵抗を測定する。

2,シフトソレノイド N0.2

心閃の②（52)～ボデーアース問の抵抗を測定する。

^
3 8～200

551ド1168

⑶ 日1 ソレノイド
端广問の抵抗を測定する。

〇〇 8～200

551X1169 -
(4) ノく夕ーンセレクトスイッチ

パワーモード時、 端子問が梅通すること。 パターンセレクトスイッチ

)(10

0

351

^
1170

0 - 112



オートマチックトランスミッション

3-16-7 トランスミッションコントロールコンピュータ入出力信号基準値

丛

^
値测定条 (1- (10スイッチ「〇…）端

0,5乂以ド回レンジ時
① ⑼ ～� (£1)

1〇ソ以上�レンジ以外の時

〇別以ド�レンジ時
② ⑵ ～@ (匕1)

10ソ以上冗レンジ以外の�

アクセルペダル令間時 約3,9乂
⑨ ( \

^
) ～�（£2)

約0.54Vアクセルペダル全閉時

1爪以ドパターンセレクトスイッチ「ド\乂以」11#
⑯（评） ～�（已1)

パターンセレクトスイッチ「卩\ソ只」以外の時 1〇乂以上

小「山1停止時（已ド-丁5切エンジン俗舣呶のみ） 0,5ソ以ド⑫ (53) ～�（已1)

0,5ソ以下⑬ (52) ～�

^
1) 車阀停止時

1〇乂以上⑭ (51) ～� ぼ1) 車両停止時

パターンセレクトスイッチ「卩\\「只」時 0,5\
，以ド

⑮（5已し） ～� 汨1)
パターンセレクトスイッチ「卩评只』以外の時 請以ヒ

0,5ソ以下(2レンジ時
⑯（し） ～� (£1)

10乂以上Iレンジ以外の時

2,5乂以ドアクセルペダル全閉時（ビド-丁3切エンジン搭�小のみ）
⑰（ば)1』） ～�（已1)

1〇ソ以上アクセルペダル个閉以外の時化ド-丁5塑エンジン搭�1ドのみ〉

�《V

“
） ～�（£2) 10スイツチ「0\」時 約5\

，
バッテリ電圧� ⑴-ぐ厂厂）～� 化1) 常時

16スイツチ「01

^
」時 バッテリ電圧�（10) ～�（已1)

551X135



「7 1ス トップランプ

スイッチ

〇

9

[0レンジ検出スイッチ
(シフトレバー八ヅ内蔵〉

シフトロック
ソレノイド

(シフト八ン内思;
3し3令

3し各

ントロール

インタロック
ソレノイド

(ステアリング

コラムアッパ
ブラケットに組み付け)

叮3夺}

巳

3-17 キーインタロック付きシフトロック装置

3-17-1 システム概要

( 1) システム配線図

イグニッシヨンスイッチ

厂

^
〇

[/

^
〇〇!

^031

ゲージ

(剌
八〇〇
(15八〉

ド/し
ストップ（10八)

か

山

0 — 114

3ク-ソタ

八〇
〇

口
：

1トピフン

I
0

シコ

0-$1

ツプスラ

I

バツテリ



オートマチックトランスミッション

(2) シフトロックコントロールコンピュータ端子配列図

八

3 23 2

6 5 456 4

コネクタ⑧コネクタ(8)

コンピュータ側コネクタ

2 32 3

5 645 64

コネクタ⑧コネクタ④

ハーネス側コネクタ

コネクタ， コネクタ@

551X1172」

コネクタ ⑧コネクタ @

史]レンジ検出スイツチ（卩2)I〇入力 匕10

2 2

圊レンジ検出スイツチ（卩。ストップランブスイッチ3丁ド 33

キーインタロックソレノイド（十） シフトロックソレノイド（一）4 »<1.8+ 5し5—4

圊レンジ検出スイツチ（卩)1)1-：5 アース 5

八(

^
:入力 シフトロックソレノイド（十）81.8+6 6

531

^
136



⑶ 構成部品位置図

キーインタロックソレノイド

シフトロック解除ボタン

シフトロックソレノイド

ノレコンピュータ

551X1173

3-17-2 準備品

形 状 形、品名 )11 途

各部点検用

芥コネクタの端�点検時.変形を

防ぐために使川

3
09083-00060,0

ミニテストリード

551

^
137

3-17-3 作業上の注意

(1) コネクタの取り扱い

1.コネクタや各端 /‘の接続、 取り外しは16スイッチを「〇ドド」とするか、 バッテリマイナス端子を外すこ

と。ハーネス断線と判断し、フヱイルセーフがかかります。

0 — 116



オートマチックトランスミッション

2 .コネクタを外すときは、 ハーネスを引っ�らずに必ずコ

ネクタのロックを外した状態で…き抜くこと。

接続するときはパチンと�がしてロックがかかるまで確

灾に押し込むこと。

3(5161079」

3 ,コネクタにテスタ棒を4てるときはカブラ後方（ハーネ

ス側）よりテスタ�を差し込むこと。

防水カブラ等、 後方より差し込めないものはコネクタ端

子を変形させないように？):」2：してテスタ怜を当てること。

4 ,コネクタの端了-には�接手を触れないこと。

501巳1080」

(2) ワイヤハーネス、コネクタ点検要領

系統別点検屮におけるワイヤハーネス、 コネクタ�の点検は次の要妬で行ってください。

1,導通点検

(1) 該当するハーネスのI山]端のコネクタを外す。

(2) 両端のコネクタの該出端子I！りの抵抗を測定する。

100以下

6

^
01 ^

ワイヤハーネスを軽く上下、左右に揺すりな

がら測定する。

〔参考〕，断線の場合、 呶闽の配線が中央部で断線する

ことはまれであり、 断線する�所のほとんど

がコネクタ部である。特にセンサ部のコネク

夕は允分に注�して点検する。

基準

2 ,短絡点検

(1) 該当するハーネスの㈣側のコネクタを外す。

(2) コネクタの,该出端了‘とボデーアース問の抵抗を測定す

る。なお、 点検は両側のコネクタで行う。

1，以上

5

^
1，ワイヤハーネスを軽く上下、左右に揺すりな

がら測定する。

基準



⑶ コネクタ，ほ3端了- とIパ]じコネクタ内の端子問の抵杭を

測定する（法:源系同士、アース系�士を除く）。なお、

点検は両側のコネクタで行う。

1い〇以上

〔参考〕，ホ内の配線がボデーに嚙み込んだり、 クラン

ブの不良で短絡することがある。

〇〇

3.丨丨祝、 接触圧点検

(1) 該当するハーネスの闽側のコネクタを外す。

(2) コネクタ端子部に�の発生や異物の混人等がないことを目祝で点検する。

(3) かしめ部でゆるみ、 «1傷がないか、 またカブラからワ

イヤハーネスを好く引っ張り、 抜けないことを点検す

る。

50

^
1084」

(4) コネクタ端すのォス端 /，と同じものを⑴�してメス端

了に差し込み、引き抜き力を点検する。他の端 /- と比

較して引き抜き力の小さい端子は接触不良の
"
/能性が

ある。

〔参考〕，端，部に�の発生、 異物の混入やォス端子と

メス端了の接触I十:力の低下等の接触不良、 コ

ネクタを一度脱符することにより接触状態が

変わり、’’異洗‘なし”となることがある。した

がって、 ワイヤハーネス、 コネクタ点検の結

災が正常であれば、 その時点で不II合税象の

確認を行う。このとき不具-含％象が冉�され

なければ、 ワイヤハーネス、 コネクタが朌闪

であったとも名えられる。

56

^
1085 -

⑶ 電源回路点検

系統別点検屮の屯源㈣路点検は次の要領で行います。不设ならば?

^
リ路、 コネクタを修岬し、 正常であれ

ばコンビュータユニットを交換します。

卜 の コ ネ ク タ 部 ㈠ 祝、 接 触 圧 点 検

コ ン ピ ュ ー タ ユ ニ ッ ト の コ ネ ク タ を 点 検 す る。

2 .コ ン ピ ュ ー タ ユ ニ ッ ト ア ー ス � 路 点 検

コンピュータユニットのコネクタを外し、 各 ア ー ス 端 チ と ポ デ ー ア ー ス1!;】の 抵 杭 を 測 定 す る。

100以下

1,コ ン ピ ュ ー タ ユ ニ ヴ

0

^
3

13 — 118



オートマチックトランスミッション

3 .コンピュータユニット電源�路点檢

コンピュータユニットのコネクタを外し、 各�源端 /‘とボデーアース問の電圧を測定する。

£•«3 バッテリ電圧

〔参考〕，コンピュータユニットを点検する際、 コネクタを外すことによって端 /‘の接触状態が変わり、

常なし’’となる場合もあります。従って、 コンピュータユニット�路点検の結果、 コン

ピュータユニットが不良かと考えられる�作は再度コンピュータユニットコネクタを接絞

して不

“
合発生の

“
無を確说した後、 コンビュータユニットが正常か不设かを判断してくだ

さい。

3-17-4 機能点検

(1) シフトロック作動点検

1.イグニッシヨンスイッチを「01\1」にする。

2 ,シフトレバーを回レンジにし、 シフトレバーボタン

を解放する。

3.シフトレバーを[0レンジ以外へシフトできない（シフト

レバーボタンを押し込むことができない）ことを点検す

る。

4 .ブレーキペダルを踏み込んだとき、固レンジ以外ヘシ

フトできる（シフトレバーボタンを押し込むことがで

きる）ことを点検する。

(2) シフトロック解除ボタン作動点検
1.シフトレバーを回レンジにし、シフトレバーポタンを解放する。

2.シフトレバーを〇レンジ以外へシフトできない（シフトレバーボタンを押し込むことができない）こ

とを点検する。

3.シフトロック解除ボタンを押しているとき、0レンジ以外へシフトできる（シフトレバーボタンを押

し込むことができる）ことを点検する。

(3) キーインタロック作動点検

1.イグニッシヨンスイッチを「八0(：」にする。

2.シフトロック解除ボタンを押し、 シフトレバーを[0レンジ以外へシフトする。

3.イグニッシヨンキーが「〇ドド」位置に㈣せないことを点検する。

4 .シフトレバーを回レンジへシフトし、 シフトレバーボタンを一度解放後、 冉びシフトレバーボタ

ンを押した状態で保持する。

5.イグニッシヨンキーが「〇卜下」位;没に回せないことを点検する。

6.シフトレバーボタンを解放する。

7.イグニッシヨンキーが「〇ドド」位;ド！：に间せることを点検する。



3-17-5 トラブルシューテイング
(1) シフトロックシステム異常

シフトロックソレノイド中体点検

(1)一122参照）

N0
シフトロックソレノイド不良

〇民

[0レンジ検出スイッチリI体ぬ検

(0—122参照）

N0
[0レンジ検出スイツチ不良

〇仄

コネクタ④（卓両ハーネス測）⑤ーボデー

ぼ～ボデー）問に)、9通があるか (:N0
ハーネス不良

スイ .ソチ「01

^
」時，コネクタ⑧（車阆ハーネス

側）①一⑤ (I0-E) 問の裙圧がバッテリ裙出か でN0
ーネス不良

丫只5

N0
コネクタ④ い¦4句ハーネス側）③～⑤（51下～已)

問の奄王が

ブレーキベダル跆み込み時：バッテリ？

^
王

ブレーキベダル問放時：〇ソ

を示すか

ストップランプスイッチ中-体.

"
検

N0 〇民

ハーネス不良 ストップランプスイッチ不良

丫巳5

コネクタ④（コンピュータユニット惻）⑤～

コネクタ⑧（コンピュータユニット側）⑤（ビ ？̃〉

問に導通があるか

N0

¥£5

コネクタ接統状態で16スイッチ「01

^
1』時、

コネクタコネクタ(1x3)(1

^
:～ド1) 問の

袍�が

[0レンジ：〇ソ

0レンジ以外へシフト時：バッテリ�ぼ

を示すか

N0

丫已5

コネクタ接絞状態で16スイッチ「〇!

^
」時、

コネクタ(5X1)～コネクタ⑧⑥（已～513十）叫の��が

[0レンジ：〇ソ

ブレーキベダル踏み込み時：
約20秒問 8,5ソ～13,5ソ

その後

ブレーキペダル開放時または[0レンジ以外へ

シフト時：〇ソを示すか

N0

5別～9別

¥£5

各部コネクタ�続状態の点検 苗源间路点検を行う

(〇—118参照〉

531

^
138

0 — 120
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(2) キーインタロックシステム異常

キーインタロックソレノイドリI体点検

(〇—122参照)

N0
キーインタロックソレノイド不良

〇仄

レンジ検出スイッチ�体点検

⑴一122参照） )N0
囹レンジ検出スイツチ不良

〇民

コネクタ@ (中-両ハーネス测）⑤～ボデー

ポデー）叫に�通があるか

N0
ハーネス不拉

¥£5

1〇スイッチ「八匸匸」0キ、 コネクタ④（屮：¦¦1¦レ、ーネス

侧）⑥～⑤（八〇〇～巳）問の袍ぼがバッテリ�圧か

N0
ハーネス个良

丫幵5

コネク9®(コンピュータユニット測）(5)—
コネクタ⑧（コンピュータユニソト側）⑤（？：̃1り

間に導通があるか

N0

化5

コネクタ接統状態で1(;スイ.ソチ「八(：0」時，

コネクタ(2)®～コネクタ⑧0 (ビ～巧）問の范⑷が

0レンジ：ほぼバッテリ

^
11：

回レンジでシフトレバーボタンを押した時

または[0レンジ以外の時：〇ソ

をボすか

市源回路心検を行う

《0—118参照)

N0

コネクタ接絞状態でスイッチ「八(：(：」時、

コネクタ ⑤（1

^
十～巳）間の�

“
が

111レンジ：〇ソ

间レンジでシフトレバーボタンを押した時

または0レンジ以外の時：
約 1 秒問 7

^
-11

^その後 6ソ～9ソ

N0

を示すか

¥£5

各部コネクタ核統状地のパ(検

551X139



3-17-6 単体点検

⑴ シフトロックソレノイド

シフトロックソレノイドのコネクタを切り離し、 ④5し3

十端了にバッテリブラスを⑥5し5-端子にバッテリマイナ

スを接絞したときのソレノイドの作#斤を点村

^
する。

(2) キーインタロックソレノイド

キーインタロックソレノイドのコネクタを切り離し、 ①

にし5十端�にバッテリブラスを②ドし5-端 /‘にバッテリ

イナスを接続したときのソレノイドの作�?？を点検する。

マ

551X1175

(3) 回レンジ検出スイッチ

I巴:レンジ検出スイッチのコネクタを切り離し、 各端了.問の

導通を点検する。

端
シフトレバー シフトレバーボタン

1) 匕

〇—解 放

把レンジ 〇 〇
押 す

〇 〇

也レンジ以外 〇

551

^
140

0 - 1 2 2
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3-17-7 シフトロックコントロールコンピュータ入出力信号基準値

定 基準�端 条11111 件

コネクタ八① (1〇

～コネクタ六⑤（已)
パツテリ削-:スイツチ「0…時

バッテリ屯I卜:ストップランプスイツチ「〇…時コネクタ八③ (37？)

～コネクタ八⑤（巳) ストップランプスイッチ「〇卩ド」時 〇別以ド

〇別以ド16スイツチ「八〇〇」で[巧レンジ時
コネクタ八④（尺し5十）

～コネクタ八⑤（に)
約 1秒問：7,5～11，5乂

その後：6 ～ 9 V

圊レンジでシフトレバーボタンを押した時

または�レンジ以外の時

コネクタ八⑥（六0：〇)

～コネクタ八⑤（已〉
バッテリ電圧10スイツチ「八〇〇」時

スイツチ「八〇〇」で圊レンジ時 バッテリ電圧
コネクタ8①（「2)

～コネクタ八⑤ ⑴)
0レンジでシフトレバーボタンを押した時

または00レンジ以外の時
0,5ソ以下

16スイツチ「(爪」で0レンジ時 0,5乂以下
コネクタ8③（ド1)

～コネクタ戍⑤（巳)
圊レンジでシフトレバーボタンを押した時

または：?]レンジ以外の時
バッテリ電圧

約20秒間:8.5～13.5V

その後：5.5～9,5乂
1(}スイツチ「0

^
1」、 03レンジでストツプランブスイツチ「0N」叫

コネクタ8⑥（5し5十）

～コネクタ六⑤（だ) 10スイッチ「〇1\」、 囹レンジでストップランプスイッチ「〇ドド」時

または[〇：レンジ以外の時
〇別以下

コネクタ8⑤（ド）

～コネクタ戍⑤（丘)
導通あり

コネクタ8④（5し5—）
～コネクタ八⑤（ビ)

導通あり

551ぺ141



4 トランスファ

4-1 トランスファ識別

〔参考〕，トランスファ八》
，の行而には、 識別ラベルを�り忖けています。

551

^
1201

•1( �別

“
り

ド10

ド丁〇付 (ビック系) ？11

卩丁〇付（バン、 アトレー系） 1)12
ト タイム 4 评 13パー

XI/丁 1卜I， 1)19

1卜し付 卩20

17(： ド丁〇付

”
28

チ クセル 4 XV 1) 八20マ

041
八门
，

卜 夕 ム 4 … 1)パ

丁/〇 0-12
551X142

1) — 1 2 4



トランスファ

4-2 トランスファ取り外し、取り付け

くマニュアルトランスミツシヨン車〉

4-2-1 準備品

汕脂アミックスギヤオイル 5八ビ75\乂̃85 (八1)1分類（丄-3)
551X102

4-2-2 構成図
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①ケーブル八ソ，スピードメータドライブ

②インシュレータ 5/八，エンジンマウンティング，《8

③ブラケット，エンジンマウンティング，闩闩只㈠

④トランスミッションユニット八ソ

⑤トランスファ八ソ

⑧ケーブル八バトランスファコントロール

⑦ブラケット，トランスファコントロールケーブル

⑧ガスケット，エクステンション，ハウジング

再使用不可部品

取位：><2*¢巾

551X1202」

4-2-3 取り外し前作業

1,バッテリのマイナス端子を取り外す。

2 .屯！

^
をジャッキアップする。

3,ドレーンブラグおよびガスケットを取り外し、 トランスファオイルを抜く。

龄10 ^ ガスケットは再使用不可。

4 ,ブロペラシャフト六ゲ、ブロペラフロントシャフトを取り外す。

(〇.6項(1)-】97ページ)参照)



5 ,卩丁〇付-申は、 ユニバーサル刪ョークジョイント八》
，を取り外す。

(〇.4-9項（1)-152ページ）参照）

6 .卩丁〇付屯は、パワーテイクオフ八ゲを取り外す0

(0.4-7項（0-146ページ）参照）

4-2-4 取り外し
1.①スピードメータドライブケーブル八ヅを取り外す。

2.ボルトを取り外し、 アース線を切り離す。

3.トランスポジションデイテクトスイッチのコネクタの接続を切り離し、 ハーネスのトランスファへ

のクランプを切り離す。

4 ,トランスファ八ゲのアクチュエータ部のホース 2 本を切

り離す。

5.ミッションジャッキ等を用いて、 マニュアルトランス

ミッシヨン八ヅを支える。

551X1067̃

6 ,②エンジンマウンテイングリヤインシュレータ5/八

とボデーの取り付けボルト 4 本を取り外す。

551ド1065

7 .ド1て)付中（ピックは除く）は、 ③エンジンマウンテイン

グリヤライトブラケットとエンジンマウンティング

センタインシュレータ5/八の取り付けボルト 2 本を収

り外す。

8 ,④トランスミッションユニット八ゲ十⑤トランスファ

八ゲのトランスファ六ゲ側を徐々に下げる。

除職』，エンジン、トランスミッションの各部ハーネ

ス等に負荷がかからないように注意すること。

9 .⑤トランスファ八ゲ上面のポジションデイテクトス

イッチのコネクタおよびトランスミッションワイヤの

クランプ（バン、 アトレー系車のみ）を取り外す。

10.㈠-し切り換え装符屯およびマルチセレクト小は、 ク

リップを』�り外し、 ⑥トランスファコントロールケー

ブル八ゲを⑤トランスファ八》
，より取り外す。

13 — 126



トランスフア

11.⑤トランスファ八ゲと④トランスミッションユニット

八ゲの取り付けボルト 7 本を取り外す。

12.⑦トランスファコントロールケーブルブラケット、

③エンジンマウンティングリヤライトブラケット

(バン、 アトレー系】)丁〇装矜呶のみ）を取り外す。

13.⑤トランスファ八ゲ、 ⑧エクステンションハウジング

ガスケットを④トランスミッションユニット八ゲより取

り外す。

防—:為 ^ ガスケットは再使用不可。

# トランスミッションユニット八ソのアウト

プットシャフト先端の二ードルローラベア

リングを落とさないよう注意すること。（日-し
切り換え無車を除く）

14.ボルト、 ナットを冰（り外し、 ②エンジンマウンテイン

グリヤインシュレータ5/八を取り外す。

4-2-5 取り付け
1.⑤トランスファ八ゲを靳品の⑧エクステンションハウジングガスケットと共に④トランスミッション

ュニット八ヅに对又り付ける。

�篇3 - トランスミッションユニット八ソのアウトプットシャフト先端のニードルローラベアリン

グを落とさないよう注意すること。（㈠-し切り換え無車を除く）

2.⑦トランスファコントロールケーブルブラケット、③エンジンマウンティングリヤライトブラ

ケット（バン、 アトレー系ド1’0装矜屯のみ〉を取り付け後、 ⑤トランスファ八ゲと④トランスミッション

ット八丫の取り付けボルト 7 本を说定トルクで締め付ける。

375土751

^
6*001

3 .トランスファ八ゲ上部のポジションデイテクトスイッ

チのコネクタおよびトランスミッションワイヤのクラ

ンブ（バン、 アトレー系屯のみ）を取り付ける。

4 ,9-し切り換え装猗屯、マルチセレクト小は、 ⑥トラン

スファコントロールケーブル八ゲを⑤トランスファ八ヅ

に取り付けクリッブで阆定する。

マー

1

^
51

5,②エンジンマウンテイングリヤインシュレータ5/八

を取り付け、エンジンマウンティングリヤブラケッ

卜およびボデーとの取り付けボルト、ナツトを说定トル

クで締め付ける。

1

^
51 195±35味，〇〇1(ボデー側）

250±60は，〇？1(ブラケット側)

55161065



6 .卩丁〇付屯（ピックは除く）は、 ③エンジンマウンテイン

グリヤライトブラケットとエンジンマウンティング

センタインシュレータ5/八の取り付けポルト 2 本を说

定トルクで締め付ける。

195±35は，〇〇1締付

7.⑤トランスファ八ゲのアクチュェータ部のホース 2 本を

接絞する。

8.トランスポジションデイテクトスイッチのコネクタ

を接絞し、ハーネスを⑤トランスファ八ゲにクランプす

る。

9,アース線を取り付ける。

1 0.①スピードメータドライブケーブルを取りける。

4-2-6 取り付け後作業

1.卩丁〇付 》1(は、 パワーテイクオフ八乂を取り付ける0

(13.4-7項（1)-146ページ）参照）

2 .卩す〇付呶は、 ユニバーサル界/ヨークジョイント八ゲを取り付ける。

(〇.4-9項（0-152ページ）参照）

3 .ブロペラシャフト八トブロペラフロントシャフト八ゲを取り付ける。

(0 . 6

^
((1)-197ページ）参照）

4 .新品のガスケットを取り付け、 ドレーンプラグを規定トルクで締め付け後、フイラブラグよりトラン

スファオイルを規定贵注人する。

フイラプラグ穴下面より〇～5咖間にあること

けアミックスギヤオイル 5八巳 75西胃85(厶卩1分類〇し-3)
全容量 2.3¢

400±100は，(：〇1

5,审両をジャッキダウンする。

6.ノゞッテリのマイナス端子を接続する。

基準

1

^
1
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トランスフア

くオートマチックトランスミッシヨン車〉

4-2-1 準備品

汕脂アミックス 1\1卩グリース、 アミックスギヤオイル 5八�75\\し85 (八ド1分� 61，3)
551X143

4-2-2 構成図

4-2-3 取り外し前作業

1.屯両をジャッキアップする。

2 .ドレーンブラグおよびガスケットを取り外し、 トランスファオイルを抜く。

1

^
0 - ガスケットは再使用不可。

3.ブロペラシャフト八ン、 ブロペラフロントシャフト八ヅを取り外す。

(1),6項（13-197ページ）参照）



4-2-4 取り外し

1.①スビードメータドライブケーブル六ヅを取り外す。

2,ボルトを取り外し、アース線を切り離す。

3 .トランスファ八ゲのアクチュエータ部のバキュームホー

ス 2 本を切り離す。

4 .ボルト 6 本を取り外し、 ②パワートレインスチフナを

取り外す。

5.ミッションジャッキ等を用いて、 オートマチックトラ

ンスミッシヨン八ゲを支える。

6 ,③エンジンマウンテイングリヤインシュレータ5/八

とボデーの取り付けボルト 4 本を取り外す。

7 ,ミッションジャッキを操作して、 ④XV〆トルクコン

バータトランスミツシヨン八ゲ十⑤トランスファ八ヅの

トランスファ八》
，側を徐々に下げる。

除!！:』，エンジン、 トランスミッションの各部ハーネ

ス等に負荷がかからないように注意すること。

8.ポジションデイテクトスイッチのコネクタおよびトラ

ンスファ八，卜而のトランスミッションワイヤのクラン

プ（バン、 アトレー系小のみ）を取り外す。

1 3 - 130



トランスフア

9 ,⑤トランスファ八ゲと④賈/トルクコンバータトランス

ミッション八ゲの』汉り付けボルト 4 本およびナット 2 �

を取り外す。

10.⑤トランスファ八ゲを④\\7トルクコンバータトランス

ミッション八ゲより取り外す。

11.ボルト、 ナットを取り外し、 ③エンジンマウンテイン

グリヤインシュレータ5/八を取り外す。

4-2-5 取り付け
1.®…/トルクコンバータトランスミッション八ゲのリヤ

カバー部の〇リング个冏にアミックス！\1ドグリースを

礅布する。

グリース滲布

551X1182 」

2,⑤トランスファ八ゲを④\\7トルクコンバータトランス

ミッション八ゲに取り付けボルト 4 本およびナット 2 個

を说定トルクで締め付ける。

375±75

^
8 -001

錄』- トランスミッション側0 リングを傷つけない

よう注意すること。

締付



3 ,トランスファ八ゲ上部のポジションデイテクトスイ

チのコネクタおよびトランスミッションワイヤのクラ

ンプ（バン、 アトレー系屯のみ）を取り付ける0

ヴ

4 ,③エンジンマウンテイングリヤインシュレータ5/八

を取り付け、 エンジンマウンティングリヤブラヶッ

卜およびボデーとの取り付けボルト、ナットを规定トル

クで締め付ける。

195±35は乂爪（ボデー側）

250±60� （ブラケット側)

5 ,②パワートレインスチフナを取り付け、 ボルト 6 本を

说定トルクで締め付ける。

375土75は，〇111(⑧ボルト）

185±35は乂171(⑧ボルト）

551ド1185

6 .⑤トランスファ八ゲのアクチュエータ部のバキューム

ホース 2 本を接続する。

7,アース線を取り付ける。

8.①スピードメータドライブケーブルを取り付ける。

4-2-6 取り付け後作業
1.プロペラシャフト八ムプロペラフロントシャフト八ゲを取り付ける。

(0.6

^
((0-197ページ）参照）

2.新品のガスケットを取り付け、 ドレーンプラグを说定トルクで締め付け後、フイラプラグよりトラン

スファオイルを規定1,1；化入する。

吃'10 フイラプラグ穴下面より 0～5關間にあること

アミックスギヤオイル 75

^
-85(八卩1分類〇レ3)

全容量 1.6 兑

400±100は，〇71

油脂

0 — 132



トランスフア

3 .車阚をジャッキダウンする。



4-3 トランスファケースオイルシール取り外し、取り付け

4-3-1 準備品

形 状 ふ推、 途叩

09308-00010-000
ブラー，オイルシール

オイルシール取り外し
5

8

09309-87201-000
リブレーサ，トランスミッションベア

リング

丁

オイルシール取り付け

アミックス！VI？グリース、 アミックスギヤオイル 5八1

^
75狐-85 (八ド1分灯（〇レ3)油脂

551ド144

4-3-2 構成図

※再使用不可部品①シール，タイプ丁オイル

551

^
1206 -

4-3-3 取り外し前作業

1.ポ両をジャッキアップする。

2,ドレーンブラグおよびガスケットを取り外し、 トランスファオイルを抜く。

耗塞』，ガスケットは再使用不可。

3 .ブロペラシャフト八ゲ、ブロペラフロントシャフト八ヅを取り外す。

(1).6項（0-197ページ）#照）

0 — 134



トランスファ

4-3-4 取り外し

1,5 5丁を使用して、①タイブ丁オイルシールを取り外

す。

09308-00010-000
，タイプ丁オイルシールは再使用不可。

55丁

551X1207 -

551X1210

4-3-5 取り付け

1,新品の①タイブ丁オイルシールのリッブ面全周にア

ミックス！V！？ グリースを缏布した後、 5 5丁を使用して

トランスファ八ゲのフロントケース部に取り付ける。

09309-87201-000
アミックスい卩グリース

55丁

脂

851

^
1208

55丁

0

〇)
531

^
1211

4-3-6 取り付け後作業

1.プロペラシャフト八广ブロペラフロントシャフト八ゲを取り付ける。

(0.6功⑴-197ページ）参照）

2 .新品のガスケットを取り付けドレーンプラグを規定トルクで締め付け後、 フイラブラグよりトランス

ファオイルを说定缺注入する。

フイラプラグ穴下面〇～5咖間にあること

アミックスギヤオイル 5ハ已 75い̃85(ハ卩1分類〇レ3)

全容里 2.3¢㈧/丁車）/1.6¢(八/丁車）

400±100

^
*0111

基準



3 .屯両をジャッキダウンする。

0 - 136



トランスフア

4-4 トランスポジションディテクトスイッチ八バ 2 西〇- 4 西〇検出用）取り外し、

取り付け

4-4-1 準備品

計器テスタ

351

^
167

4-4-2 構成図

※再使用不可部品

551X1212」

4-4-3 取り外し前作業

1.トランスファ心を市両より取り外す。

(〇.4-2項(0-125ページ）参照）



4-4-4 点検

1,トランスポジションデイテクトスイッチ八ゲのスイッ

チ部を押した時、 コネクタの端�問に導通があることを

点検する。

551

^
1209

4-4-5 取り付け後作業
1,トランスファ六ヅを屯両へ収り付ける。

(〇.4-2項（0-125ページ)参照)

0 - 138



トランスファ

4-5 トランスポジションデイテクトスイツチ八バ1 し検出用）取り外し、取り

付け

4-5-1 準備品

"
器テスタ

551ド167

4-5-2 構成図

4-5-3 取り外し

1.卩丁〇付中は、 ミッションジャッキ�を）1】いてトランスファを支える。

2 .？丁0付屯（ピックは除く）は、 ボルト 4 本を取り外し①

エンジンマウンティングリヤライトブラケットを取

り外す。

3 ,②トランスポジションデイテクトスイッチ八ゲおよび

③ガスケットを取り外す。

- ガスケットは再使用不可。

551X1216



4-5-4 点検
1.ト ラ ン ス ポ ジ シ ョ ン デ イ テ ク ト ス イ ッ チ 八 ゲ の ス イ

チ 部 を 押 し、 コ ネ ク タ の れ 端 子 問 の 導 通 が 下 及 の よ う に

な る こ と を 点 検 す る。

、ソ

2

端
㈠2 3 4

〇问ト フ ン ス フ ア レ バ ー 位 贸

〇(

^
〇〇I I

〇问

551X146

1

^
1

4 3

平

551X1286」

4-5-5 取り付け
1.®ト ラ ン ス ポ ジ シ ョ ン デ イ テ ク ト ス イ ッ チ 八 ゲ お よ び 新 品 の③ガ ス ケ ッ ト を 取 り 付 け、 说 定 ト ル ク で

締 め 付 け る。

1

^
1 325±75

^
6*0

^2 .卩 丁 〇 付 屯（ピ ッ ク は 除 く）は、 ①エ ン ジ ン マ ウ ン テ イ ン

グ リ ヤ ラ イ ト ブ ラ ケ ッ ト を 取 り 付 け、 ボ ル ト 4 本 を

规 定 ト ル ク で 締 め 付 け る。

11»51 375士75は，011(®ボルト）

195土35

^
，
(:⑴（⑧ボルト）

0 - 1 4 0



トランスフア

4-6 マルチコントロールシステム

4-6-1 システム概要

トランスファシフトコントロールレバー

⑶ ㈠-し切細厂

テマ:

^
―

^
\75\72《白)

心3(和

Iックバル
ポジション5

^
ブ 6室

て4パ0¦̃̃

\；5ソ4(斉)

I 区 2\

^
0 —ド从用アクチユエータ ェて丁

XXI
[3 —

02： 丁平用
アクチユエータ

パターンセレクト

フロントデフ

クラッチ
ゲージ
ヒューズ

1
ハ

4\

^
〇 10 5…乂5ソ1(ゆ

ロック
？1 (4細

メイン
ブロペラシャフト

フロントデフアレンシャル

4妁0インジケータランプ

パートタイム 4

^
0車

(㈠ -し切り替え付〉

551X1285

心2(白)

インマニへ

乂5ッ3(淇)

觀/
ポジション5从

=1
み

チェックバルブ
\；5\；4(青)

潔 2

^
0 —ド/厶用アクチュェータ

卜「
丁疋用0室 パターンセレクト
アクチュェータ5%フロントテフ

クラッチ
ゲージ

ヒューズ

I
1

2\

^
0

16 8

^
4㈧〇\；5ソ1(ゅ

ック
0 (4仰0)

メイン
プロペラシャフト

フロントデフアレンシャル

4妁0インジケータランプ

パートタイム 4%0車

(…し切り瞽え�)

551X1275」



パターンセレクト5/…
"'〇乂5\；4(裔)

チェック
心3(白)

ポジション8

^^
571州

インマニへ
2觸一仏 ―4

^
/0

)：：

^
17？用
アクチュエータ

フロントデフ

クラッチ
ド/厶用アクチュェータ

1

^
1

0=3令

フリー
(2

^
0) ゲージ

ヒューズ\ソ5ソ2(黑)
4

^
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トランスフア

4-6-2 システム点検

枣両をジャッキアップする

シフトレバーをニュートラルにし、エンジンを始動する

バーキングブレーキレバーをもどす

バターンセレクトスイッチを「2评1)」に、丨�し切り換え装符小は

トランスファシフトコントロールレバーを「卜1¦にする

各部が次の状態であることを確認する

1. 4\\7)インジケータランプが消灯のままである

2.プロペラシャフト（リヤ）を于-で回したとき、プロペラ

フロントシャフトが㈣+ムしない

3.プロペラフロントシャフトを手で回したとき、 フロント

ドライブシャフトが㈣争ムしない

パターンセレクトスイッチを「4评1)」に、9し切り換え装符丨ドは

トランスファシフトコントロールレバーを「9』または「し」に

する

各部が次の状態であることを確認する

1,4\

”
）インジケータランブが点灯する

2.プロペラシャフト（リヤ）をで-で回したとき、プロペラ

フロントシャフトも【

"
1辛ムする

3,プロペラフロントシャフトを尹で�したとき、フロント

ドライブシャフトも卜1も、する

9丄切り換え装�申-はパターンセレクトスイッチを「ハゲ〇」に、

トランスファシフトコントロールレバーを「し」にする

各部が次の状態であることを確認する

1, 4\乂【）インジケータランブが点灯する

2,プロペラシャフトを手で回したとき、フロントブロペラ

シャフトも回如する

3.フロントプロペラシャフトを乒で㈣したとき、フロント

ドライブシャフトも㈣如する
551X145



4-6-3 単体点検

(1) パターンセレクトスイッチ
コネクタを取り外し、接続衣に促って導通点検を彳亍う。

端
乂5\

，
⑷ \’5乂⑵

スイツチ位故

〇 〇2

^
0

〇4

^
0

551X149

551

^
1249

(2) 2 西〇- 4 西〇検出スイッチ
コネクタを取り外し、 パターンセレクトスイッチを

「 4 …0」にした時、 端 /づ出に導通があることを点検する。

1)
⑶ ㈠-问-し検出スイッチ

コネクタを取り外し、 トランスファシフトコントロール

レバーを操作した時、 各端子問の#讪がド表のようになるこ

とを点検する。

端
2 3 4

トランスファレバー位芯

0- 〇I I

〇 〇

5316146

(4) トランスファアクチュエータ単体点検
1.トランスファ六ゲのアクチュエータ部のバキュームホー

ス 2 本を取り外す。

2 .右図の 2…：)側チューブにマイテイバックを接続し、

打圧をかけた時、 リヤブロペラシャフトを手で问紜さ

せてもフロントブロペラシャフトが间铋しないこと。

3 .ム¦ッ¦の 4 评〇側チューブにマイテイバックを接続し、

II圧をかけた時、 リヤプロペラシャフトを手で㈣如さ

せるとフロントブロペラシャフトも吋虹すること。

(5) フロントデフアレンシャルアクチュエー

夕単体点検

1.フロントデフアレンシャル八ゲのアクチュエータ部のバ

キュームホース 2 木を取り外す。

2 .右図の 2冒13側チューブにマイティバックを接続し、

れ「王をかけた時、 フロントブロペラシャフトをデで问

蚣させてもドライブシャフトが…1虹しないこと。

3.右閃の 4 …〇側チューブにマイティバックを接続し、

以げをかけた時、 フロントブロペラシャフトを手で㈣

命ムさせるとドライブシャフトも㈣紅すること。
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トランスフア

(6) バキュームスイッチングバルブ（ソ5ソ）
〇マルチセレクト 4

しパターンセレクトスイッチを「 2 冒〇」にした時、

乂5ソ 2 および\「5ソ 3 に通‘屯がないことを点検する。

2 .パターンセレクトスイッチを「 4 \乂0」にした時、

2 および乂5ソ 3 に通屯があることを点検する。

II

II
〇ソ5ソ3ソ5ソ2

(コネクタ黑色）（コネクタ白色)

55化1250」

3 ,パターンセレクトスイッチを「 2 \\

^
)」にした時、

ソ5乂 1 に通屯がなく、 乂3ソ 4 に通黹があることを点検

する。

4 パターンセレクトスイッチを「 4 …0」にした時、

1に通電があり、ソ5\ヾ 4 に通�がないことを点検

する。

〇
«3T-±L

^『固！]

ソ5ソ4

(コネクタ齊色)
ソ5ソ1(コネクタ緑色）

551X1251

ロパートタイム 4 \

^
0

1,パターンセレクトスィッチを！" 2 冒13」にした時、

ソ5乂 2 および乂5乂 3 に�通があることを点検する。

2 ,パターンセレクトスイッチを「 4 XVI〕」にした時、

乂3\ァ 2 およびソ3乂 3 に�通がないことを点検する。

ソ5ソ3
(コネクタ白色）（コネクタ黑色)

ソ5ソ2ク

551X1252』

3 ,パターンセレクトスイッチを「 2 ㈧〇」にした時、

乂5ソ1およびソ5ソ 4 に導通がないことを点検する。

4 ,パターンセレクトスイッチを「 4 貿1)」にした時、

乂5ソ 1および\

^
ソ 4 に導通があることを点検する。

X

こ
—

1

ソ5ソ4

コネクタ靑色）

351

^
1200

ソ5ソ1

(コネクタ緑色）

⑺ チェックバルブ

1.右�の「松」—「黑」方向に通-スがあり、「思」―「份」方…』に

通�が無いことを点検する。 橙 黒

11.5/}

インマニへソ3ソへ

551X1284



4-7 パワーテイクオフ八ソ取り外し、取り付け

4-7-1 準備品

汕脂アミックスギヤオイル 5八厂75评-85 (八ドI分纫 01.-3)
551X102

4-7-2 構成図

4-7-3 取り外し前作業

1,ハへソテリのマイナス端子を取り外す0

2 .屯I山]をジャッキアップする。

ンプラグおよびガスケットを取り外し、 トランスファオイルを抜く。

# ガスケットは再使用不可。

4 .ブロペラシャフト八ヅを取り外す。

(1).6び(（1)-197ページ）参照）

5.ユニバーサル …/ヨークジョイント八ゲを取り外す。

⑴.4-9項（13-152ページ）参照）

3,ドレー
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トランスフア

4-7-4 取り外し

1,クリッブを耳乂り外し、パワーテイクオフケーブル八ヅ

と①パワーテイクオフ八ゲを取り外す。

2.スピードメータドライブケーブルを取り外す。

3,ボルトを取り外し、 アース線を切り離す。

4 ,トランスポジションデイテクトスイッチのコネクタ

の接絞を切り離し、 ハーネスのトランスファへのクラン

ブを切り離す。

5,トランスファ八ゲのアクチュエータ部のホース 2 本を切

り離す。

6,ミッションジャッキ存を用いて、マニュアルトランス

ミッシヨン八丫を支える。

7.エンジンマウンテイングリヤインシュレータ5/八と

ボデーの取り付けポルト 4 本を取り外す。

8.バンおよびアトレーは、 エンジンマウンティングリヤ

ライトブラケットとエンジンマウンテイングセンタ

インシュレータ5/八の収り讨けポルト 2 本を取り外す。

9.マニュアルトランスミッション八ゲ十トランスファ八ヅ

のトランスファ八ゲ�を徐々にドげる。

1

^
ブ』，エンジン、トランスミッションの各部ハーネ

ス等に負荷がかからないように注意すること。

10.ボルト 4 本を取り外し、 ①パワーテイクオフ八ヅ、 ②

パワーテイクオフケーブルブラケットおよび③パ

ワーテイクオフガスケットを取り外す。

杉故.1，パワーテイクオフガスケットは再使用不可。



4-7-5 取り付け
1.新品の③パワーテイクオフガスケットを取り付け後、

①パワーテイクオフ六ゲ、 ②パワーテイクオフ

ケーブルブラケットを取り付け、 ボルト 4 本を規定卜

ルクで締め付ける。

'
1 ^ 右図を参考にして、リーマポルト（2本）の位

置を間違わないよう注意すること。

185±35

^
*0

^

2 ,エンジンマウンテイングリヤインシュレータ5/八と

ボデーの取り付けボルト 4 本を说定トルクで締め付ける。

1

^
；

^
〇8 195±351

^
て⑺

3 .ノズンおよびアトレーは、 エンジンマウンテイングリヤ

ライトブラケットとエンジンマウンテイングセンタ

インシュレータ5/八の取り付けポルト 2 本を規定トルク

で締め付ける。

匱.

^
偏61 195土351

^
*011

4 .トランスファ六ゲのアクチュエータ部のホース 2 本を接 『

絞する。

5 ,トランスポジションデイテクトスイッチのコネクタ

を接続し、 ハーネスをトランスファ八ンにクランプする。

6,アース線を取り付ける。

7,スピードメータドライブケーブルを取り付ける。

551X1067 —
8 .パワーテイクオフケーブル八ソを①パワーテイクオ

フ八ゲに』汉り付け、 クリッブで固定する。

0 - 14 8



トランスフア

4-7-6 取り付け後作業

1.ユニバーサル汎/ヨークジョイント六ヅを耳乂り付ける。

⑴.4-9
“

(（0-152ページ）参照）

2.ブロペラシャフト八ヅを取り付ける。

(0.6

^
(([>197ページ）参照）

3.新品のガスケットを取り付け、ドレーンブラグを規定トルクで締め付け後、フィラプラグよりトラン

スファオイルを規定姑?!I人する。

〇〇 フィラプラグ穴下面より〇～5酬間にあること

於！！ぬアミックスギヤオイル 5ハ巳 75西45(ハ卩1分類(3レ3)

全容量 2.3 这

400±100レ呂.001
4 ,屯両をジャッキダウンする。

5.バッテリのマイナス端子を接絞する。

1

^
51



4-8 パワーテイクオフケーブル八ソ取り外し、取り付け
4-8-1 構成図

〇

①ノ ブ

②カバー 5/八，パワーテイクオフコントロールレバー

(1)ケーブル八ソ，パワーテイクオフ

551X1205

4-8-2 取り外し
1,①ノブおよびナットを取り外す。

2 .ナットを取り外し、 ②パワーテイクオフコントロールレバーカバー5/八を取り外す。

3,③パワーテイクオフケーブル八ゲのクランプを取り外す。

4-8-3 点検
1,パワーテイクオフケーブル八ゲのインナケーブルが

スムーズにしゅう�することを点検する。

2 .ブーツの破れ、 その他の�似または変形がないか点検す

る。

551沁1225づ

4-8-4 取り付け
1.③パワーテイクオフケーブル八ゲを配�し、 クランプの取り付けボルトを规定トルクで締め付ける。

13 0±30

^
6*0

^
1

，バン鲁ァトレー系の问八車はウォータアウトレットパイプの下側、丁/〇車はエアインレット

ホースの左側を通るよう配索する。

1

^
51

5主意
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トランスフア

2 .③パワーテイクオフケーブル八ヅに②パワーテイク

オフコントロールレバーカバー5/八を取り付け後、

@ナツトを規定トルクで締め付ける。

1

^
58 130±30は^0171

551X1222

3 ,⑧ナットを③パワーテイクオフケーブル八ゲのネジ

部の％ —杯まで締め込む。

4 .①ノブを先に締め込んだ⑧ナットに当たるまで手で締

め込む。

551X1223」

5,①ノブに菩かれた「ドじしし 0…の文字が上を向く位芯ま

で、 ①ノブを緩める。

6.①ノブを阀定し、 ⑧ナットを規定トルクで締め付ける。

55土15ド6* 011



4-9 ユニバーサル西/ヨークジョイント八ソ取り外し、取り付け
4-9-1 準備品

1 ,アミックス 1

^
卩グリース

531

^
166

4-9-2 構成図

①.

丁：1

①ジョイント八ソ，ユニバーサル …/ヨーク

②オルタネータ八ソ，ジェネレータ
琳位：レ8,(:⑺

551X1234 -

4-9-3 取り外し

1,①ユニバーサル评/ヨークジョイント八》
，のフランジ

ヨークと②ジェネレータオルタネータ八ゲのジョイント

取り付け部に合わせマークを付ける。

2,①ユニバーサル刪ョークジョイント八ゲと②ジェネ

レータオルタネータの取り付けボルト 4 本を取り外

す0

0 — 1 5 2



トランスフア

3 ,ボルト 4 本を取り外し、②ジェネレータオルタネータ

八ゲを』�り外す。

4 ,①ユニバーサル \\7ヨークジョイント八ヅを取り外す。
〇.

■»0

53110236」

4-9-4 点検

1.ユニバーサルジョイント部の軸 //向と必:角方1(，】のがた

および�紜状態を点検する。

2.ユニバーサル \\7ヨークジョイント八ソのれ部に咿耗、

拟傷、 変形、 がた等がないかを点検する。
X

531X1238 -

4+5 取り付け

1.パワーテイクオフ八ゲのスプライン部にアミックスグリースを塗布する。

2.①ユニバーサル冒/ヨークジョイント六ゲをパワーテイクオフ八》
，に取り付ける。

3.②ジェネレータオルタネータ八ゲを取り付け、 ボルト 4

本を締め付ける。 II

551X1236

4 .取り外し時に付けた合わせマークを合わせた後、 ①ュニ

バーサル评/ヨークジョイント六ヅと②ジェネレータ

オルタネータ八ゲの取り付けボルト 4 本を规定トルクで

締め付ける。

1嫌卜1 185±35

^
6#〇

^

7\ 』551

^
1235



5 アクスル

5-1 フロントアクスル取り外し、取り付け
く2 西〇車〉

5-1-1 準備品

形 状 品浓、 /1/1 名 途川

及
09511-87202-000

ストツメ夂ブレーキドラム
ハブの回り止め

タイロッドエンド切り離し

ロアアームボールジョイント

切り離し

09611-87701-000
ブラー，タイロッドエンド

口
09950-20017-000

ブラー，ユニバーサル

8
スピンドルル（り外し

09612-10061-000
リブレーサ，ステアリングビニオン

ベアリング

ボールベアリング】�又り外し

8

09608-87302-000
ツールセット，アクスルハブ改ドラ

イブビニオンベアリング

ボールベアリング収り外し

09726-27010-000
リムーバ及リブレーサフロントサス

ペンションアームブッシュ

¢1 オイルシール耳乂りトナけ
1'

09718-87702-000
リブレーサ，フロントディスクブレ

ーキダストカバー

ダストカバー取り付け

09325-12010-000
ブラグ，トランスミッションオイル

スピンドルて入

ダイヤルゲージ、トルクレンチ計器

油肪 アミックスグリース

3310301
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アクスル

5-1-2 構成図

丁：475±75 )

※再使用不可部品

車位：

^
8*0

^
①キャップ，フロントハブグリース

②ビン，コッタ

③ナット，キャッスル

④ナックル 5/八，ステアリング

⑤スピンドル 5/八，ステアリング

ナックル

⑧ディスク，フロント

⑦カバー，ディスクブレーキダスト

(1)シール，タイプ丁オイル

⑧ベアリング，ラジアルボール（アウタ）

⑭カラー

⑪ベアリング，ラジアルボール（インナ）

丁：475±75

55103068

5-1-3 取り外し前作業

1.単阀をジャッキアップする。

2 .フロントホイールを取り外す。

3.フロントディスクブレーキキャリパ八ゲを外し、 針金などで吊り下げておく。
，フレキシブルホースを損傷させないこと。



5-1-4 取り外し

1.①フロントハブグリースキャップを外す。

2 .②コッタビンを外し、 55丁を使叫してハブの�り II：め

をし、 ③キャッスルナットを和（り外す。

^̂
3，取り外したコッタピンは再使用不可。

09511-87202-00055丁

3 ,クリッブおよびキャッスルナットを』[�り外し、55丁を

使川してタイロッドエンドを切り離す。

括 ，55丁をセットする時は、タイロッドエンドの

ネジ部に必ずダミーのナットを取り付け、ネ

ジ部を損傷しないようにすること。
參 551

*

をセットする時は、必ず落下防止用の吊

りひもを車体側に取り付けること。
，取り外したクリップは再使用不可。

09611-87701-000
55101101

4 ,クリッブおよびキャッスルナットを取り外し、 55丁を

使川してロアアームのポールジョイントを切り離す0

转警

^
，55丁をセットする時は、ボールジョイントの

ネジ部に必ずダミーのナットを取り付け、ネ

ジ部が損傷しないようにすること。
，55丁をセットする時は、必ず落下防止用の吊

りひもを車体側に取り付けること。
，取り外したクリップは再使用不可。

09611-87701-00055丁

5.ショックアブソーバ下側のボルトとナットを取り外し、

④ステアリングナックル 5/八を取り出す。

转議 ，取り外したボルトとナットは再使用不可。

0 - 156



アクスル

6,④ステアリングナックル 5/八をバイスで阆定し、 55丁

を使叩して⑤ステアリングナックルスピンドル 3/八

および⑥フロントディスクを一緒に取り出す。

09950-20017-00055丁

7 ,⑥フロントディスクをバイスで阀定して⑤ステアリン

グナックルスピンドル 5/八を取り外す。

蝴為，ロータ面に傷を付けないように固定すること。

8,⑦デイスクブレーキダストカバーと⑧タイブ丁オ

イルシールを取り外す。

餘10，ディスクブレーキダストカバーおよびタイ

プ丁オイルシールは再使用不可。
タイプ丁

オイルシール〇

〇

55103008 -
9.カラーの位;8をずらし、 55丁とブレスを使用してカラー

を押すようにして、 ⑨ラジアルボールベアリング（ア

ウタ）と⑩カラーを取り出す。

摑 - ラジアルボールベアリングは再使用不可。

09612-10061-00055丁

55103010



10.55丁とブレスを使川して、 ⑪ラジアルボールベアリ

グ（インナ）を取り出す。

§¢31』- ラジアルボールベアリングは再使用不可。

09608-87302-100
(09608-87302-000の構成部品）

ン

55丁

5-1-5 点検
次の各部を点検し、 不興合がある場合は交換する。

グリスキヤツプの
播傷，変形

ロックナットの弛み

フロントアクスルハブ

8« デイスクの搛傷，変形
オイルシールの

損傷，摩耗

ベアリングの

損偽，摩耗

5-1-6 取り付け
1.右⑼の简所にアミックス卩グリースを中心する。

2 .55丁とブレスを使用して、 ⑨ラジアルボールべアリン

グ（アウタ）をステアリングナックルに圧入する。

娜】，ラジアルボールベアリングは新品を使用す

ること。

09608-87302-700
(09608-87302-000の構成部品）

55丁

53103014

1)- 158



アクスル

3.55丁とブレスを使;！]して、⑩カラーと⑪ラジアルボー

ルベアリング（インナ）をステアリングナックルに出入

する。

^
3

^
1 - ラジアルボールベアリングは新品を使用す

ること0

09608-87302-700
( 09608-87302-000の構成部品）

55丁

33103015

4 ,55丁とブレスを使⑴して、 ⑧タイブ丁オイルシール

をステアリングナックルに圧入する。

^
30 - タイプ丁オイルシールは新品を使用するこ

と0

55丁 09726-27010-000 N0.3
09726-27010-000 N0.5

09726-27010-000 N0.8

( 09726-27010-000の構成部品）

38103017

5 .55丁とブレスを使用して、 ⑦ディスクブレーキダスト

カバーをステアリングナックルに圧入する。

，ディスクブレーキダストカバーは新品を使

用すること。

09718-87702-000
09726-27010-000 N0.8

(09726-27010-000の構成部品)

6,⑥フロントディスクをバイスで阀定し、 ⑤ステアリン

グナックルスピンドル 5/八を和（り付ける0

味

^
!，ディスクのロータ面に傷を付けないように固

定すること。

475±751

^
8#〇111

7 ,55丁とブレスを使相して、 ④ステアリングナックル

5/八に⑤ステアリングナックルスピンドル 5/八を卍

人する。

55丁

虚嫌6�

55丁 09325-12010-000
09718-87701-000



8 .右閃の矢印方向にボルト穴のガタをつめて、 ショック

アブソーバとステアリングナックルを締め付ける。

杉 ，ボルトおよびナットは新品を使用すること。

0X9
9,④ステアリングナックルとロアアームを結合し、 ク

リッブを組み付ける。

6

^
1

^
，キャッスルナットは新品を使用すること。

475±751

^
8#〇171

10.④ステアリングナックルにタイロッドエンドを結合し、

クリッブを組み付ける。

好-
看:こ』，キャッスルナットは新品を使用すること。

【は¦！5螽
11.55丁を使用して⑤ステアリングナックルスピンドル

5/八を�定し、 ③キャッスルナットで締め付ける。

09511-87701-000
2000土2001<6：- 0111

12.新品の②コッタビンを取り付け、 ①フロントハブグリースキャップを取り付ける。

950土150

^
8* 0111

1

^
51

55103020

475±75は^〇巾

55丁

1

^
3

5-1-7 取り付け後作業
1.フロントディスクブレーキキャリパ八ゲを取り付ける。

1210±230

^
6'0171

2 .フロントホイールを取り付ける。

1050±150

^
8* 001

3 , »111»*«]をジャッキダウンする。

4 ,フロントホイールアライメントを点検する。

(だ，2-1-3び(ひ:-4ページ）参照）

1-

^
58

0 - 160



アクスル

く 4 西〇車〉

5-1-1 準備品

品游.品名状 途川形

技
09511-87202-000

ストツノ久ブレーキドラム
ハブの间り¦卜.め

09510-87301-000
ブラー，フロントハブ及ドラム

ハブ(&デイスクの取り外し

タイロッドエンド切り離し

ロアアームボールジョイント

切り離し

09611-87701-000
ブラー，タイロッドエンド

5

00
09950-20017-000

ブラー.ユニバーサル
スピンドノレ』(《り外し

3

09608-87302-000
ツー/レセット，アクスルハブ公ドラ

イブビニオンベアリング

ポールベアリング収り外し

09726-27010-000
リムーバ&リブレーサフロントサス

ペンションアームブッシュ

オイルシール収り付け

09718-87702-000
リブレーサ，フロントディスクブレ

ーキダストカバー

ダストカバー取り付け

09325-12010-000
ブラグ，トランスミッションオイル

スピンドルぼ人

ダイヤルゲージ、トルクレンチ計器

油月8 アミックス N1? グリース

5310302



5-1-2 構成図

ン㈣

^
：475±751

ぎ

①ビン，コッタ
、

(2)ナット，キャッスル

③ハブ 5/厶，フロントアクスル

④デイスク，フロント

⑤カパー，ディスクブレーキダスト

⑧ナックル 5/八，ステアリング

⑦シール，タイプ丁オイル（アウタ）

⑧シール，タイプ丁オイル (インナ）

⑨ベアリング，ラジアルボール（アウタ）

(1¢カラー

⑪ベアリング，ラジアルボール（インナ）

[丁：475±75

十再使用不可部品

坩位：

^
2-0^

35103001」

5-1-3 取り外し前作業
1.屯両をジャッキアップする。

2.フロントホイールを取り外す。

3.フロントディスクブレーキキヤリパ八ゲを外し、 針金などで…りドげておく。

9

^
：灰 ，フレキシブルホースを損傷させないこと。

1)一 162



アクスル

5-1-4 取り外し

1,①コッタビンを外し、 55丁を使川して②キヤッスル

ナットを取り外す。
，取り外したコッタピンは再使用不可。

09511—87202-000
注意

55丁

2 ,55下を使⑴して③フロントアクスルハブ 3/八と④フ

ロントデイスクを取り外す。

09510—87301-00055丁

55103003

3 ,④ブレーキデイスクをバイスで阆定し、 ③フロントア

クスルハブ 5/六を取り外す。

鮮霜:及 ，ロータ面に傷を付けない様に固定すること。

55103004

4 ,クリッブおよびキャッスルナットを取り外し、 55丁を

使)0してタイロッドエンドを切り離す。

11

^
51，55丁をセットする時は、タイロッドエンドの

ネジ部に必ずダミーのナットを取り付け、ネ

ジ部を損傷しないようにすること。
，55丁をセットする時は、必ず落下防止用の吊

りひもを車体側に取り付けること。
，取り外したクリップは再使用不可。

09611-67701-00055丁

55101101 -
5 ,クリツブおよびキヤツスルナットを収り外し、 35下を

使用してロアアームを切り離す。

- 55丁をセツトする時は、ポールジョイントの

ネジ部に必ずダミーのナットを取り付け、ネ

ジ部を損傷しないようにすること。
，55丁をセットする時は、必ず落下防止用の吊

りひもを車体側に取り付けること。
，取り外したクリップは再使用不可。

09611-87701—000

5注意

55丁

55103006」



6.ショックアブソーバド側のボルトとナットを取り外す。

奸まI ^ 取り外したボルトおよびナットは再使用不可。

7,⑤デイスクブレーキダストカバーを取り外し、 33丁

を使⑴して⑥ステアリングナックル 5/八を堆阆から取

り出す。

，取り外したディスクブレーキダストカバー

は再使用不可。

09950-20017-00055丁
3

0.

55103078

8 ,⑦タイブ丁オイルシール（アウタ）を取り外す。

^
3

^
1，取り外したタイプ丁オイルシールは再使用

不可〇

9.⑧タイブ丁オイルシール（インナ〉を取り外す。

麻塞】，取り外したタイプ丁オイルシールは再使用

不可。

10.以下の部品を取り外す。

⑨ラジアルボールベアリング（アウタ）

⑪ラジアルボールベアリング（インナ）

(0.5-1

^
((0-154ページ)参照)

53103009 -

0 - 164



アクスル

5-1-5 点検
次の各部を点検し、 不れ合がある場合は交換する。

33103012

5-1-6 取り付け
1.右図の简所にアミックス！VI卩グリースを塗布する。

オイルシール。リップ部

1 . 5 2

11 — -- %

V 〇
セレー
シ3ン

金周

オイルシールリップ部

55103013」

2 .5 5丁とブレスを使用して、 ⑨ラジアルボールベアリン

グ（アウタ）をステアリングナックルに圧人する。

09608-87302-700
( 09608-87302-0⑽の構成部品）

3 ,以ドの部品を⑥ステアリングナックルに取り付ける。

⑪ラジアルボールベアリング（インナ）

55丁

⑨ラジアルボールベアリング（アウタ）

(〇,5-1碩（0-154ページ)参照)

4 ,35丁とブレスを使用して、⑧タイブ丁オイルシール

(インナ）をステアリングナックルに圧入する。

- タイプ丁オイルシールは新品を使用するこ

と0

55丁 09726-27010-000 N0 . 5

09726-27010-000 N0.8

( 09726-27010-00卩の構成部品）



5 .5 5丁とブレスを使用して、⑦タイブ丁オイルシール

(アウタ）をステアリングナックルに圧入する。

8

^
0，タイプ丁オイルシールは新品を使用するこ

と0

55丁 09726-27010-000 N0 . 3

09726-27010-000 N0.5

09726-27010-000 N0.8

(09726-27010-000の構成部品）

55103017

6.55丁とブレスを使用して、 ⑥ディスクブレーキダスト

カバーをステアリングナックルに出入する 0

峰—【塵 ，ディスクブレーキダストカバーは新品を使

用すること。

09718-87702-000

09726-27010-000 N0.8
(09726-27010-000の構成部品）

0

^
3

55103018

7,⑤ステアリングナックル 5/八を針金などで釣り下げて

おき、 ベアリングのインナーレースに55丁をあて、 ブラ

スチックハンマーでこれを叩くようにしてスピンドルに

I土:入する。

09325-12010-000

55103019 -1

8.右閒の欠印ムにボルト穴のガタをつめて、 ショック

アブソーバとステアリングナックルを締め付ける。

6010 ^ ポルトおよびナットは新品を使用すること。

9,ステアリングナックルとロアアームを結合し、 クリッ

ブを紺み付ける。

0X0
10.ステアリングナックルにタイロッドエンドを結介し、

クリッブを紐み付ける。

1

^
1

11.④フロントディスクをバイスで岡定し、 ③フロントア

クスルハブを取り付ける。

- ロータ面に傷を付けない様に固定する。

475±75は，〇⑺

12.フロントアクスルハブをスピンドルに組み付け、 35下を使叫してフロントアクスルハブを㈨定し、

②キャッスルナットで締めつける。

09511-87202-000
2000士2001

13.新品の①コッタピンを取り付ける。

950土1501

^
- 071

475土75は乂巾

475±75

^
8 # 〇〇1

1

^
0

55丁

0 - 16 6



アクスル

5-1-7 取り付け後作業

1.フロントディスクブレーキキャリハ
。
八ゲを取り付ける。

1210土230は乂爪

2,フロントホイールを取り付ける。

1050±150

^
8*011

3 .中肉をジャッキダウンする。

4 .フロントホイールアライメントを点検する。

(匕2-1-3项(£-4ページ）参照）

1

^
58



く八日5装着車〉

5-1-1 準備品

� 状 品番、品名 川 途

技 0951卜87202-000
ストツノ

，ヽ，ブレーキドラム
ハブの!？IIり止め

タイロッドエンド切り離し

ロアアームポールジョイント切り
09611-87701-000

ブラー，タイロッドエンド
離し

09648-87201-000
リブレーサ，ドライブシャフト

ドライブシャフト】�り外し

5

00
09950-20017-000

ブラー，ユニバーサル
スビンドル取り外し

09612-10061-000
リブレーサ，ステアリングビニオン

ベアリング

5 ボール、ベアリング取り外し

0 09608-87302-000
ツールセット，アクスルハブ及ドラ

イブビニオンベアリング

ボール.ベアリング取り外し

似

09718-87702-000
リブレーサ，フロントディスクブレ

ーキダストカバー

ダストカバー取り付け

09726-27010-000
リムーバ及リブレーサフロントサス

ペンションアームブッシュ

オイルシール��りトナけ

ダストカバー取り付け

09325-12010-000
ブラグ，トランスミッションオイル

スビンドル圧入

"
リ器トルクレンチ

油脂アミックスグリース

5510312

0 — 168



アクスル

5-1-2 構成図

+再使用不可部品

単位：》<8.¢巾

[丁：950±150

余

①ビン，コッタ

②ナット，キャッスル

③ハブ，フロントアクスル

④デイスク，フロント

1":950土 150 I

⑤ナックル 5/八，ステアリング

⑧カバー，ディスクブレーキダスト T 475土 75」

⑦アーム 5/八，サスペンションロア

：？！12000±200 1⑧シール，タイプ丁オイル（アウタ）

⑧シール，タイプ丁オイル（インナ）

⑯ベアリング，ラジアルボール（アウタ）

⑪カラー

⑫ベアリング，ラジアルホール（インナ）

55103059

5-1-3 取り外し前作業
1.屯両をジャッキアップする。

2 .フロントホイールを取り外す。

3.フロントディスクブレーキキヤリパ八ゲを外し、 針金などで吊り下げておく。

^̂ ^
8 ，フレキシブルホースを損傷させないこと。

4 ,六8 5 センサを取り外す。

5-1-4 取り外し

1,以下の部品を取り外す。

①ピン、 コッタ

④デイスク、フロント

(0.5-1

^
(13-154ページ）参照)



2 ,クリッブとキャッスルナットを取り外し、 53丁を使川

してタイロッドエンドを切り離す。

畔慝
^ 55丁をセットする時は、タイロッドエンドの

ネジ部に必ずダミーのナットを取り付け、ネ

ジ部が損傷しないようにすること。
，551

*

をセットする時は、必ず落下防止用の吊

りひもを車体側に取り付けること。
，取り外したクリップは再使用不可。

09611-87701-00055丁

3,ストラットバーをロアアームから�り離す。

战3，取り外したボルトとナットは再使用不可

4 ,エアクリーナパイブの取り付けボルトを外し、 ロア

アームの中峋側を切り離す。

好職、1，ロアアームの取り付けボルトとナツトは再使

用不可。

35103061」

5 .ショックアブソーパからステアリングナックルを切り

離す。

^
10 ^ 取り外したボルトとナットは再使用不可。

6.ステアリングナックルをロアアームごと呶闽から取り

出す。（2 \\

^
0班〉

55103051

7 .53丁を使川してドライブシャフトを小岡側から抜き取

り、 ⑤ステアリングナックル 3/八をドライブシャフ

卜、 ロアアームごと車的]から取り出す。（ 4冒13屯）

09648-87201-00055丁

0 - 170



アクスル

8,⑥デイスクブレーキダストカバーを収り外し、 ステ

アリングナックルをバイスでI占1定し、 丁を使用して

ドライブシャフト（ 4 …〇屯）もしくはステアリング

ナックルスピンドル 5ゾ八（ 2 \\1))を耳�り外す。

09950-20017-00055丁

9.55丁を使;?Iしてロアアームのボールジョイント部を切

り離し、⑦ロアアームを取り出す。

估 ，55丁をセットする時は、ポールジョイントの

ネジ部に必ずダミーのナットを取り付け、ネ

ジ部が損傷しないようにすること。

^ 55丁をセットする時は、必ず落下防止用の吊

りひもを作業台などに取り付けること。
，取り外したクリップは再使用不可。

09611-87701-000
10.以ドの部品を取り外す。

⑧タイブ丁オイルシール（アウタ）

55丁

⑪ラジアルボールベアリング（インナ）

(〇.5-1項(0-154ページ)参照)

5-1-5 取り付け
し右図の简所にアミックス！VII3 グリースを礅布する。

2,以下の部品を取り付ける。

⑪ラジアルボールベアリング（インナ）

オイルシール

/1 リップ部、し
“

1.58

シヨン

全朋

⑧タイブ丁オイルシール（アウタ）

(0，5-1ぶ]:((0-154ページ）参照)

オイルシ—ル
7

^
り，ン

15«

55103021」

3.55丁とブレスを使川して、⑥ディスクブレーキダスト

カバーを取り付ける。

530，ディスクブレーキダストカバーは新品を使

用すること。

09718-87702-00055丁

09726-27010-000 N0.8

(09726-27010-000の構成部品)

4 .ステアリングナックルをバイスで阀定し、 ⑦サスペン

シヨンロアアーム 3/八を組み付ける。

475±751

^
6#〇

^
1

^
8



5,55丁とブレスを使用して、 ステアリングナックルスビ

ンドル 3/八をステアリングナックルに�人する。

( 2聊屯）

- 55丁はベアリングのインナーレースに当てて

圧入すること。

09325—12010-000

注意

55丁

55103080

6 .ドライブシャフトをバイスで㈨定し、 ベアリングのイ

ンナーレースに55丁をあて、 ブラスチックハンマーで叩

くようにしてスピンドルにり:，人する。（ 4

^
0屯）

09325-12010-000 55丁55丁

55103064」

7 .ドライブシャフトを車両に揷人し（ 4 ステア

リングナックル 5/八をショックアブソーバに取り付

ける。

杉—;.金 ，図の矢印方向にボルトの穴のガタをつめて締

め付けること。

- ポルトおよびナットは新品を使用すること。

950±150は，〇⑺

8 .ロアアームを屯肉に取り付ける。

- ボルトおよびナットは新品を使用すること。

950土150

^
8*0(11

9,エアクリーナパイブ〇70)11)を苹阐に取り付ける。

10.ストラットバーをロアアームに取り付ける。

3，ポルトおよびナットは新品を使用すること。

950±150は，〇⑺

11.タイロッドエンドを取り付けて靳品のクリッブを取り付ける。

注意

0X0 55103020

注

締付

475±75

^
8#〇

^12.④フロントディスクをバイスで阆定し、 ③フロントアクスルハブを取り付ける。

- ロータ面に傷を付けない様に固定する。注意

1

^
51 475±751

^
6- 0111

13.ハブ怂ディスクを取り付け、 35丁を使用して②キャッスルナットで締め付ける。

55丁 09511-87202-000
2000±200

^
8 *0

^14.新品の①コッタビンを取り付ける。

11X3

5-1-6 取り付け後作業

1.フロントディスクブレーキキヤリパ八ゲを取り付ける0

1210±230は，〇⑺

2 .フロントスピードセンサを取り付ける。

75±15

^
8*0

^
0 - 172



アクスル

3,フロントホイールを取り付ける。

1050±150

^
8-0^4 .屯両をジャッキダウンする。

5,フロントホイールアライメントを点検する。

(£.2-!-3项（圧-4ページ）参照）

『運£1



5-2 フロントドライブシャフト取り外し、取り付け
5-2-1 準備品

杉 状 1«
*
» 游，品名 川 途

09511-87202-000
ストツメ、ブレーキドラム及 ハブの回り¦ヒめ

5

09611-87701-000
ブラー，タイロッドエンド

タイロッドエンドの収り外し

5

09648-87201-000
リブレーサ，ドライブシャフト

ドライブシヤフトの取り外し

丁

09325-12010-000
ブラグ，トランスミッションオイル

ドライブシャフトの取り付け

汕脂アミックス！VI？グリース、 アミックスハイボイドギヤオイル 5八675\\’-85 (八ド1分如 0し-5)
551X148

13 — 174



1)ハブ 5/八，フロントアクスル

②ディスク，フロント

(1)シャフト八ソ，フロントドライブ

Iナックル 5/厶，ステアリング

※：再使用不可部品
単位：4«0111

551X1239

5-2-3 取り外し前作業

1.車 阀 を ジ ャ ッ キ ア ッ プ す る。

2.フ ロ ン ト ホ イ ー ル を 取 り 外 す0

3 .フ ロ ン ト デ ィ ス ク ブ レ ー キ キ ャ リ パ

^
を 取 り 外 し、 ひ も な ど を 川 い て つ り 下 げ て お く。

除113 ，フ レ キ シ ブ ル ホ ー ス に 負 荷 を か け な い よ う 注 意 す る こ と。

丁：475±75

2,000±200

アクスル

5-2-2 構成図

，
卜—



5-2-4 取り外し
1.コッタピンを取り外し後、 53丁を使川してフロントア 1

クスルハブの¦〇1り上めを行い、 ロックナットを对义り外

す0
55丁

55丁 09511-87202-000
，コッタピンは再使用不可。

2 ,①フロントアクスルハブを②フロントディスクと共

に取り外す。

51X1240」

3 ,クリッブおよびキヤッスルナットを取り外し後、 53丁

を使用してタイロッドエンドを切り離す。

^̂
8 ，クリップは再使用不可。

09611—87701-00055丁

55101101

4 ,クリツプおよびキヤツスルナツトを取り外し後、 35丁

を使⑴してロアアームを切り離す。

^ クリツプは再使用不可。

09611-87701—000 .155丁

55103006

ショックアブソーバとステアリングナックルの取り卜)'

けボルト、 ナットを取り外す。

�:』- ボルトおよびナツトは再使用不可。

0,

6 ,55丁を使用して③フロントドライブシャフト八ゲを④

ステアリングナックルと共に取り外す。

09648—87201-00055丁

551ド1241

0 - 1 7 6



アクスル

ンマ等を使川して、 ③フロントドライ7,ブラスチック ノヽ

ブシャフト八ゲを④ステアリングナツクルより取り外す。

オイルシールを傷つけないよう注意すること。，塞學

5-2-5 点検

1.ブーツの破れ、 �傷およびグリース漏れがないことを点検する。

5-2-6 取り付け
1,55丁を使用して、 ③フロントドライブシャフト八ヅを

④ステアリングナックルへ挿入する。

09325-12010-000 55丁
55丁

551X1243

2 .フロントドライブシャフトの右図の简所にギヤオ

イルを塗布した後、 フロントデフアレンシャルに神人

する。

^
30 ^

オイルシールを傷付けないよう注意すること。

ギヤオイル塗布

3511

^
1244 -1

3 ,ショックアブソーバとステアリングナックルを新品の

ボルト、ナットを使用して规定トルクで締め付ける。

样故1，右図の矢印方向にボルト穴のガタをつめて締

め付けること。

'
締め付けは、ナット側で行うこと。

950±150

^
6 *0

^
1

4 ,ステアリングナックルにロアアームを取り付け、

キャッスルナットを規定トルクで締め付け後、 新品の

クリッブを取り付ける。

475±75

^
6* 0171

5 ,ステアリングナックルにタイロッドエンドを取り付け、

キャッスルナットを規定トルクで締め付け後、 祈品の

クリッブを取り付ける。

475±75

^
8-^

1

^
58

1

^
51



6 .フロントドライブシャフトのセレーシヨン部全面にア

ミックス 1

^
卩グリースを咬布した後、 ①フロントア

クスルハブを②フロントディスクと共に収り付ける。

7.55下を使川してフロントアクスルハブの㈣り¦¦：めを行

い、 ロックナットを说定トルクで締め付け後、 新品の

コッタピンを取り付ける。

2,000±200は，〇11

09511-87202-00055丁

5-2-7 取り付け後作業

1.フロントディスクブレーキキャリパ八ゲを取り付ける。

1,210±230

^
-0(11

2 ,祈品のガスケットを取り付けドレーンブラグを规定トルクで締め付け後、 フィラブラグよりデファレ

ンシャルオイルを规定獄注人する。

フィラプラグ穴下面より〇～5咖間にあること

1 アミックスハイボイドギヤオイル 5八巳 75西̃85(八卩1分類(3い5)

全容最 0.616

500±100は鲁〇⑺

3 .フロントホイールを取り付ける。

4 .屯I山�をジャッキダウンする。

5.フロントホイールアライメントを点検する。

Iむ屬51

基準

0 - 178



アクスル

5-3 フロントドライブシャフト分解、組み付け

5-3-1 準備品

途品番、品名状形

口
09950-20017-000

ブラー，ユニバーサル
ポール以八の取り外し

5

5

09608-30012-000
ツールセット，フロントハブ及ドラ

イブピニオンベアリング

ボール5/八の紐み付け

351X221



5-3-2 構成図

八已5装�車

0
⑧

+再使用不可部品

ぺ，4

が:2)

(3：

①バンド，ブーツ（〇〇〇側〉

②サークリップ，サーキュラー

③〇〇」5/八

④リング，スナップ

⑤ボール 5/八

⑧ブーッ（〇〇」側〉

⑦パンド，ブーツ（日」側）

⑧ブーツ（日」側）

551X2090

0 — 180



アクスル

5-3-3 分解前作業

1.フロントドライブシャフト八ゲ（尺

”
公し⑴を小両より取り外す0

(0,5-1項（0-154ページ）参照）

5-3-4 分解

1.㊀ドライバを使用して、ブーツバンドのクリッブを外し、①ブーツバンド⑴〇ゴ側）を取り外す。

，取り外し時、ブーツに傷を付けない。

- ブーツバンドは再使用不可。

2 .ブーツを13』側にずらして、 00*1内とブーツ内のグリー

スを取り除く。

注意

381X2091

3 ,㊀ドライノゞを使，13して、 ②サーキユラーサークリッブ

を取り外す。

I，サーキユラーサークリップは再使用不可。

0

551沁2092」

4 ,③00』5/八をドライブシャフトより取り外す。

551ド2093

5 ,スナップリングエキスパンダを使)!】して、 ④スナップ

リングを取り外す。

碎緣;-1 ^ スナップリングは再使用不可。

551X2094」



6 .53丁を使用して、 ⑤ボール5/八を取り外す。

09950-20017-000

^
30，55丁はボール及び内輪の端面を傷つけないよ

うにセットし、徐々にボール

^
/六を取り外す。

55丁

7 .⑥ブーツ（130』側）を取り外す。

杉10 ，ブーツを抜き取る場合は、スプライン部に

テープを巻いて、ブーツの損傷を防ぐ。

8,㊀ドライバを使用して、ブーツハ
，
ンドのクリッブをお

こし、 ⑦ブーツバンド（8』側）を取り外す〇

9.ブーツ内のグリースを収り除き、 ⑧ブーツ（⑴側）を取

り外す。

5-3-5 点検

1.ボール5/八の�傷を点検し、 川�がある場合は5/八で交

換する。

2 ,ドライブシャフトのスブライン部とれブーツの�傷を

点検し、 �傷がある�合は交換する。

2

551X2096」

3 .003 3/八のスプライン部を点検し、 拟傷がある場合は

5/八で交換する。

531

^
2097

1) — 182



アクスル

5-3-6 組み付け

1.⑴側とブーツ内部にグリースを充塡して、⑧ブーツを組み付ける。

使用グリースモリレックスN0.2

使用量 65土10呂
，00」側スプライン部に、テープを巻いてからブーツを組み付ける。

2.右図の順に折り曲げて、 ⑦ブーツノゞンドを紐み付ける0

炫滅】，ブーツバンドは新品を組み付ける。

3 ,⑥ブーツを取り付ける。

油脂

4 ,55丁を使用して、ドライブシャフトに⑤ボール5/八を

好く叩いて、 組み付ける。

09608-30012—000…。.3)^
内輪の端面を傷つけないように軽く叩き込み、

スプライン部に確実に組み付ける。

- 組み付け方向を間違わないよう注意する。

55下

5 .スナップリングエキスパンダを使用して、 ④スナップ

リングを組み付ける。
，スナップリングは新品を組み付ける。

^ スナップリングは、ドライブシャフトのリ

ング�に確実に組み付ける。

6.00.1 5/八と先に紐み込んでおいた⑥ブーツ内にグリー

スを充埙し、 組み付ける。

使用グリースサンライト802

使用置 55±10〇

脂

331

^
2099」

7,㊀ドライバを使川して、②サーキユラサークリッブを

組み付ける。

^
30 ，サーキュラサークリップは新品を組み付ける。

551

^
2100



8 .右�の順に折り曲げて、 ①ブーツバンドを組み付ける。

駐慝1，ブーツバンドは新品を組み付ける。

351沁2104」

0 - 184



アクスル

5-4 リヤアクスル識別

〔参考〕，リヤアクスル六ゲの背面には、 識別ラベルを貼りつけています。

5⑽1278」

デフアレンシヤル滅速比 識別マーク柿•1(
01

6.666
デフロック付巿 038100?

に卜
，
-化

已尸-卜：5
056.285

標準車
09

5110卩
デフロック付小 6.666 11

13

6.285 175100V

I': 61

標準小 6.666 21
3110V

62

6.285 29

49

八135付 505120\7

5.571
デフロック付屯 51

デフロック十八135付巾 52

捻準率 33
ビ尸ート：5 6.666

デフロック付屯 37

卿車 41

八85付小 42

マルチセレクト4\\「1)1

“
43

マルチセレクト4 \\『1)十八85付小5130\？ 44
5.857

デフロック付》1(ぽ一丁5 45

デフロック十八85付ポ 46

マルチセレクト4

^
1)十デフロック付中 47

マルチセレクト十デフロック十八85付屯 48

標轉 5.571 53

551

^
155



5-5 リヤアクスルハウジング取り外し、取り付け

くリーフリジットサスペンション車（ピック、バン系）〉
5-5-1 準備品

汕脂アミックスハイボイドギヤオイル 5六1：90 (八ド1分如0し-5)、ブレーキフルード

551X151

5-5-2 構成図

5-5-3 取り外し前作業
1.»1り叫をジャッキアップする。

2 .リヤホイールを取り外す。

3 ,ドレーンブラグおよびガスケットを取り外し、 デファレンシャルオイルを抜く0

- ガスケットは再使用不可。

4 ,リヤアクスルシャフトを取り外す。

(〇.5-6頃（1)-192ページ）参照）

0 - 186



アクスル

5,リヤデフアレンシャルを取り外す。

(〇.7-5項（13-233ページ）参照）

ックアブソーバを取り外す。

ぼ，2-5項№-21ページ）参照）

6 ,リヤ ンヨ

5-5-4 取り外し

1.し5卩乂装芯屯は、 ①ロードセンシング \\7スプリング ¦

ノズルブ八ヅと②リヤアクスルハウジング八ゲを切り離す。

^ センサスプリングを取り外す前に、アクスル

側ブラケットに対する取り付けポルトの締め

付け高さを記録する。

2,リヤアクスル側と 》1(肉
‘

側のブレーキ配�を切り離す。

3 .ガレージジャッキ等を川いて、 ②リヤアクスルハウ

ジング八ヅを支える。

551X1266 」

4 ,ナットを扣（り外し、 ③じポルト、 ④リヤスプリング

バンパ、 ⑤スプリングパッドリテーナ、⑥スブリング

パッドおよび②リヤアクスル

ル/ブッシュスプリング八ソより取り外す。

5 .ガレージジャッキを操作して、②リヤアクスルハウ

ジング八》'を卓岡より取り外す。

ウジング八ゲをリヤハ

55103045 -
5-5-5 取り付け
1,②リヤアクスルハウジング八ン、 ④リヤスプリング

バンパ、 ⑤スブリングパッドリテーナ、 ⑥スプリング

パッドをリヤル/ブッシュスブリング八ンに取り付け

③じボルトとナットで�定する。

500土50は，〇⑺

2,リヤアクスル側と事両側のブレーキ配锌を接続する。

締付

55103045

3.し5卩ソ装み取は、 ①ロードセンシング XV〆スプリング

バルブ八ゲと②リヤアクスルハウジング八ゲを接絞する0

鮮

^
I ^ センサスプリングをアクスル側ブラケットに

取り付ける時は、取り外し時に記録した締め

付け高さに取り付ける。

5-5-6 取り付け後作業

1.リヤショックアブソーバを収り付ける。

(已，2-5項（£-21ページ）参照）

2.リヤデフアレンシャルを取り付ける。

(1).7-5项（0-233ページ）参照）



3 ,リヤアクスルシャフトを取り付ける。

⑴.5-6项（1)-192ページ）参照）

4 .新品のガスケットを取り付け、 ドレーンプラグを说定トルクで締め付け後、フィラブラグよりデファ

レンシャルオイルを规定蚩注入する。

フィラプラグ穴下面より〇～ 5晒!間にあること

23 アミックスハイボイドギヤオイル 5八已90(八卩1分類6レ5)

全容量 1.32

6〇0±100せマ⑺（オイルフィラプラグ）

500土100は，(:⑺（オイルドレーンプラグ）

基準

油

必

^
后滷

5 .リヤホイールを取り付ける。

6.ブレーキ系統のエア抜きを行う。

8

^
0 一日5装着車は、標準ブレーキ車に比べてエアの抜ける時間が長いため、ブレーキ系統のエア

抜き後、再度エアの混入がないことを点検する。

7 .ブレーキフルードをリザーバの! の基鹕線まで湘充する。

8.し5卩ソ装:？?屯は、し5卩ソの竹，力点，食を行う。

ぼ，5-7-2项（已-172ページ）参照）

0 - 188



アクスル

く3 リンクサスペンション車（アトレー系）〉

5-5-1 準備品

油脂アミックスハイボイドギヤオイル5八巳90 (八ド1分姒〇レ5)、 ブレーキフルード

551X151

5-5-2 構成図

5-5-3 取り外し前作業

1,屯両をジャッキアップする。

2,リヤホイールを取り外す。

3,ドレーンブラグおよびガスケットを对义り外し、 デファレンシャルオイルを抜く。
，ガスケットは再使用不可。

4 .リヤアクスルシャフトを取り外す。

(〇.5-6

^
((0-192ページ）参照）

5.リヤデファレンシャルを取り外す。

(〇.7-5项（0-233ページ）参照）



5-5-4 取り外し
1.リヤアクスル側とホ両側のブレーキ配？？を切り離す。

2.ガレージジャッキ方;を川いて、 ①リヤアクスルハウジング八ヅを支える。

3.ボルト、 ナットを取り外し、 ②ラテラルコントロール

ロッド5/八と①リヤアクスルハウジング八ヅを切り離

す〇

4 .ボルトを取り外し、 ③リヤショックアブソーバ八ヅと

①リヤアクスルハウジング八ゲを切り離す。

5,ポルト、ナットを取り外し、 ④リヤサスペンション

アームと①リヤアクスルハウジング八ヅを切り離す。

6 .ガレージジャッキを操作して、 ①リヤアクスルハウ

ジング八ゲを屯両より取り外す。

7,①リヤアクスルハウジング八ゲより⑤リヤスプリング

アンダシート、 ⑥コイルリヤスプリング、 ⑦リヤス

プリングアツパシートを取り外す。

5-5-5 取り付け
1,①リヤアクスル ウジング八ソに⑤リヤスプリング

アンダシート、⑥コイルリヤスプリング、 ⑦リヤス

ブリングアツパシートを取り付ける。

ハ

2 ,④リヤサスペンションアームと①リヤアクスルノヽウ

ジング八ヅをボルト、 ナットで仮付けする。

クアブソーバ八ゲと①リヤアクスル

ウジング八》
，を取り付け、 ポルトを规定トルクで締め付

ける。

3 ,③リヤシヨツ ハ

00 600土 1001<8 * 0(71

4 ,②ラテラルコントロールロッド5/八と①リヤアクス

ルハウジング八ゲを取り付け、 ボルト、ナットを規定卜

ルクで締め付ける。

900±150

^
6 *0

^

0 - 190



アクスル

4 .リ ヤ ア ク ス ル 側 と 琳『山]側 の ブ レ ー キ 配 � を 接 続 す る。

5-5-6 取り付け後作業
1.リヤデフアレンシャルを取り付ける。

(〇.7-5

^
(0-233ページ）参照）

2.リヤアクスルシャフトを取り付ける。

(〇.5-6

^
((0-192ページ）参照）

3.新品のガスケットを取り付け、 ドレーンプラグを规定トルクで締め付け後、フイラブラグよりデフア

レンシャルオイルを�定量注入する。

00 フイラプラグ穴下面より 0～5咖間にあること

6

^
1 アミックスハイボイドギヤオイル 5八巳90(八円分類(3レ5)

全容量 1.35

600±100化，〇11(オイルフイラプラグ）

500土100せ，仰（オイルドレーンプラグ）

1

^
51

4 .リヤホイールを取り付ける。

5.ブレーキ系統のエア抜きを行う。

姑

^̂
，八85装着車は、標準ブレーキ車に比べてエアの抜ける時間が長いため、ブレーキ系統のエア

抜き後、再度エアの混入がないことを点検する。

6,ブレーキフルードをリザーパのの苺�線まで補充する。

7.�両をジャッキダウンし、 句を上下に数㈣ゆすってリヤサスペンションを落ち矜かせる。

8.④リヤトレーリングアーム冒/ブッシュと①リヤアクスル

卜を规定トルクで締め付ける0

ウジング八ソの取り付けボルト、 ナツハ

1,100±200

“
『〇

^



5-6 リヤアクスルシャフト取り外し、取り付け
5-6-1 準備品

状� I'»1 , 1»'»

^
叫 途

0951卜87202-000
ストツメくブレーキドラム

ハブの回り止め

09912-87501-000
ハンマー，ブラースライド

アクスルシャフト

^
(り外し

8

09308-00010-000
ブラー，オイルシール

オイルシール取り外し

5

09309-87201-000
リブレーサ，トランスミッションベア

リング

オイルシール取り付け

1)

09257-8720卜000

リブレーサ，クランクシャフトベアリ ベアリング取り付け

ング

09515-21010-000
リブレーサ，リヤアクスルシャフト

ベアリング

ベアリング取り付け

アミックス！VI？グリース、 スリーボンド 1212、 アミックスハイポイドギヤオイル 5八ビ90 (八ド1分籾6し-5)汕脂

531

^
150

0 - 192



アクスル

5-6-2 構成図

0
蓼 丁:2,200±400

像0

4①ビン，コッタ

②ドラム 5/八，ブレーキ

③プレート 5/八，ブレーキパッキング

④スペーサ，リヤアクスルシャフト

⑤シャフト 5/八，リヤアクスル

⑧ベアリング，ラジアルポール

⑦シール，タイプ丁オイル

※①

※:再使用不可部品

単イ立:レ8，仁口1

551X1254」

5-6-3 取り外し前作業

1.屯両をジャッキアップする。

2.リヤホイールを取り外す。

3.ドレーンブラグおよびガスケットを取り外し、デフアレンシャルオイルを抜く。

- ガスケットは再使用不可。

5-6-4 取り外し

1.①コッタピンを取り外し後、55丁を使用して②ブレー

キ ドラム5/八の1«�り止めを行い、 ロックナットおよび

スプリングワッシャ、ブレートワッシャを取り外す。

09511-87202-000

^ コッタピンは再使用不可。

2,以ドの部品を取り外す。

②ブレーキドラム3/八

55丁

注意

④リヤアクスルシャフトスペーサ 51ド1255」



3 .531’を使川して、 ⑤リヤアクスルシャフト5/八を取り

外す。

55丁 09912-87501-000

551X1256」

4 ,プレスを使⑴して、 ⑥ラジアルボールベアリングを⑤

リヤアクスルシャフト5/八より取り外す。

5 ,53丁を使川して、⑦タイブIオイルシールを取り外

す。

09308-00010-000
长看二.，タイプ丁オイルシールは再使用不可。

55丁

5-6-5 点検
1 ,リヤアクスルシャフトにねじれ、 屯裂等がないかを点

検する。

5-6-6 取り付け
1,新品の⑦タイブ丁オイルシールのリッブ而令はIにア

ミックス IV！？ グリースを�布した後、 55下を使川して

リヤアクスルハウジング八ゲに取り付ける。

09309-87201—00055丁

13 — 194



アクスル

2 .53丁およびブレスを使叫して、 ⑥ラジアルボールベア

リングを⑤リヤアクスルシャフト5/八に取り付ける。

09257-87201-000(5)
09515-21010-000®

3 .⑤リヤアクスルシャフト3/八、 ④リヤアクスルシャ

フトスペーサを取り付ける。

55丁

4 .リヤアクスルハウジング八ゲ端面の③ブレーキバツキ

ングプレート5/八取り付け面に液状ガスケットを�布

する。

祐屬118

5 ,③ブレーキバッキングブレート3/八を耳)（り付け、 ボル

卜、ナットを规定トルクで締め付ける。

1

^
51

スリーボンド1212

400土100味て⑺

551X1261

6 ,⑤リヤアクスルシャフト5/八のスブライン部にアミッ

クス

^
グリースを唆布する。

7 .(2)ブレーキドラム5/八を对乂り1寸ける。

8 ,53下を使用して②ブレーキドラム5/八のI叫り止めを行

い、ブレートワッシャ、 スプリングワッシャを取り付

け後、 キャッスルナットを规定トルクで締め付ける。

15編1 2,200±400

^
-0^09511-87202-000

括麗』- キャッスルナットは、2 ,000 ± 200は‘〇爪

で締め付け後、増し締め側でコッタピンの取

り付け穴を合わせること。

55丁

9 ,祈品の①コッタピン右図の様に取り付ける。

〇

〇

551沁1264



5-6-7 取り付け後作業
1.新品のガスケットを取り付け、ドレーンブラグを规定トルクで締め付け後、フィラブラグよりデファ

レンシャルオイルを规定锖注入する。

フィラプラグ穴下面より〇～5酬間にあること

アミックスハイボイドギヤオイル 5八巳90(八卩1分類(3い5)

全容量 1.3 2

600土100は.001(オイルフィラプラグ）

500±100は，〇〇1(オイルドレーンプラグ）

基準

^
1

^
51

2 ,リヤホイールを取り付ける。

3. »1り如をジャッキダウンする0

1)— 196



プロペラシャフト

6 プロペラシャフト

6-1 プロペラフロントシャフト取り外し、取り付け

6-1-1 準備品

計器！ ダイヤルゲージ

汕脂¦アミックスギヤオイル5八丘75评-85 (六戸1分類〇し-3〉
351X147

6-1-2 構成図

6-1-3 取り外し
1.ブ ロ ペ ラ シ ャ フ ト の フ ラ ン ジ ヨ ー ク と デ フ ア レ ン シ ャ

ルのコンパニオンフランジに合わせマークを付ける。

2 .①ブ ロ ペ ラ フ ロ ン ト シ ャ フ ト 八 ソ と フ ロ ン ト デ フ ア レ

ンシャルの取り付けボルト 4 本を取り外す。

3,ミ ッ シ ョ ン ジ ャ ッ キ 等 を 用 い て、 フ ロ ン ト デ フ ア レ ン

シ ャ ル を 支 え る。

〇

〇

一 531

^
1227 ；



4 .ボルト 5 本を取り外し、 ②デフアレンシャルキャリヤ

サポートリヤレフトブラケットを取り外す。

551X1228

5 ,①ブロペラフロントシャフト八ゲをフロントデフアレ

ンシャルの左側に逃がしながら取り外す。

6 ,トランスフアよりオイルがこぼれないようにオイルス

トッノヽ。で松をする0

〇
6-1-4 点検
1 .ブロペラフロントシャフト八ゲの中央部にダイヤル

ゲージを当て、 振れを測定する。

0

^
3 1.〇剛以下 I

ぴ

551

^
1230

2 ,ユニバーサルジョイント部の�方向と的:角方…】のがた

および叫転状態を点検する。

3 .ブロペラフロントシャフト六ゲの各部に咿耗、 拟似、

変形、 がた等がないかを点検する。

6-1-5 取り付け
1,①ブロペラフロントシャフト八ゲをトランスファ八ゲのフロントアウトプットシャフト部に挿人する。

转游3，プロペラシャフト八ソを無理に挿入するとトランスファ八:/側のオイルシールおよびブ

シュを傷つけるおそれがあるので注意すること。

ヅ

1) - 198



プロペラシャフト

2 ,②デファレンシャルキャリヤサポートリヤレフト

ブラケットを取り付け、 ボルト 5 本を規定トルクで締め

付^ける。

775土75味，⑽（デフアレンシャル側）

425±75は，〇

^
(ボデー側）

§¢■3 ^ ブラケットとデファレンシャルの取り付けボ

ルト 4本は、右図の順に締め付けること。

3 .取り外しに付けた合わせマークを介わせた後、 ①ブロぺ

ラフロントシャフト八ヅとデフアレンシャルの取り付

けボルト /!本を规定トルクで締め付ける。

475±751

^
8* 0011

^
51

〇

〇

)531X1227

6-1-6 取り付け後の作業

しトランスファオイルの量を点検し、 不足している場合は補給する。

フィラプラグ穴下面より〇～ 5酬間にあること。

^
111；

^
アミックスギヤオイル 5AE 75西̃85(八卩1分類〇レ3)

全容量 2.3¢(い/丁車)/1.62 (八/丁車）

基準



6-2 プロペラシャフト八ソ取り外し、取り付け
6-2-1 準備品

"
器]ダイヤルゲージ

11111151 アミックスギヤオイル 5八675～-85 (八ド1分飴 01.-3)，アミックス 011タイプ

531

^
164

6-2-2 構成図

①シャフト八ゾ，プロペラ 単位：！

^
，

551X1232」

6-2-3 取り外し

1.ブロペラシャフトのフランジヨークとデファレンシャ

ル の コ ン パ ニ オ ン フ ラ ン ジ に 合 わ せ マ ー ク を 付 け る。

2 ,ボ ル ト 4 本 を 取 り 外 し、 ①ブ ロ ペ ラ シ ャ フ ト を 取 り

外 す。

3.ト ラ ン ス フ ァ よ り オ イ ル が こ ぼ れ な い よ う に オ イ ル ス

ト ッ パ で 栓 を す る。

〇 — 200



プロペラシャフト

6-2-4 点検

1,ブ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 六 ゲ の 中 央 部 に ダ イ ヤ ル ゲ ー ジ を 当

て、振 れ を 測 定 す る。

6
*

^
3 1 0随1以 下

0

551X1230」

2 ,ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト 部 の � 方 向 と 商 角 方⑹の が た

お よ び 回 � 状 態 を 点 検 す る。

3 .ブ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 厶 ゲ の 各 部 に 咿 耗、 拫 傷、 女 形、 が た

等 が な い か を 点 検 す る。

6-2-5 取り付け
1,①ブ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 八 ヅ を ト ラ ン ス フ ァ 八》

，の リ ヤ ア ウ ト ブ ッ ト シ ャ フ ト 部 に 神 人 す る。

除慝：：1，プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト 八 ソ を 無 理 に 挿 入 す る と ト ラ ン ス フ ァ 八 ソ 側 の オ イ ル シ ー ル お よ び ブ ッ

シ ュ を 傷 つ け る お そ れ が あ る の で 注 意 す る こ と。

2.取 り 外 し に 付 け た 合 わ せ マ ー ク を 合 わ せ た 後、 ①ブ ロ ぺ

ラシャフト八ゲとデフアレンシャルの取り付けボルト 4

本を規定トルクで締め付ける。

475±75

^
6*0(11139

551X1233

6-2-6 取り付け後の作業
1.トランスミッションオイルの量を点検し、 不足している�合は補給する。

フィラプラグ穴下面より〇～5圆1間にあること0

内アミックスギヤオイル 75西45(ハ卩1分類(3レ3)



7 デフアレンシャル

7-1 フロントデフアレンシャル取り外し、取り付け
7-1-1 準備品

� 状 1«!

^
% 1«'I 名 途川

タイロッドエンド、ロアアーム取り09611-8770卜000

ブラー，タイロッドエンド 外し5

3

丁
09648-87201-000

リブレーサ，ドライブシャフト
ドライブシャフト』�り外し

アミックスハイボイドギヤオイル5八だ75奴-85 (八1)ド/》頌 0し-5) (デファレンシャルオイル）、

アミックスギヤオイル 5八已75\\し85 (八？1分如6し-3) (トランスファオイル〉
油脂

551ド165

0 — 202



デフアレンシヤル

7-1-2 構成図

^
：775±75 )

③

㊁ 飞

6)4)ィ：425 土 75

念 3 X

丁 2501160
夕

、

で
0)

〇̂：425±7

^
丁 7 75±75

¦丁:425±75

④

6「丁:1,150±150¦

⑲

^
丁：950土150¦

丁：950±150

糸

8 ⑱ こ「475±75
※ダ

※（砂

^
：950±50①シャフト八ソ，フロントドライブ

②ブラケット，デフアレンシャルキャリヤサポート，リヤレフト

③ブラケット，デフアレンシャルキャリヤサポート，リヤライト

④クロスメンバ 5/八，フロントサスペンション

⑤プラケット，フロントデフアレンシャルサボート

(¦)キヤリヤ厶ソ，デフアレンシャル

※ 再使用不可部品

単位:！<8 *じ巾

551X1246

7-1-3 取り外し前作業

1.車両をジャッキアッブする。

2 .フロントホイールを取り外す。

3.ドレーンブラグおよびガスケットを取り外し、デフアレンシャルオイルを抜く。

碎濤::沒 # ガスケットは再使用不可。

7-1-4 取り外し

1.ホース（ブリーサ丨11)および才ートフリーホイール機構用バキュームホースを取り外す。



2 ,クリツブおよびキヤッスル十 、、
/ 卜を��り外し後、 53丁

を使用してタイロッドエンドを切り離す。

枯寒』，クリップは再使用不可。
09611-87701-00055丁

35101101

3 ,クリッブおよびキヤツスルナツトを』(�り外し後、 8

^を使用してロアアームを切り離す。

5

^
3，クリップは再使用不可。

09611-87701-00055丁

4 ,サスペンションサボートの取り付けナット 3 本を綏め

る。

样—‘為
^ 緩めたナットは再使用不可。

5 ,53丁を使用して①フロントドライブシャフト八ゲを

デファレンシャルキャリヤ八ヅより抜く0

09648-87201-00055丁

6.ブロペラフロントシャフト八ンのフランジヨークとデ

フアレンシャルキャリヤ八ゲのコンパニオンフランジ

に合わせマークを付ける。

7 .ブロペラフロントシャフト八ゲとデフアレンシャル

キャリヤ八ヅの取り付けポルト 4 本を収り外す0

8.ミッションジャッキ�を⑴いて、 デフアレンシャル

キヤリャ八ゲを支える。

551ド1227

13 — 204



デフアレンシャル

9 ,ボルト 5 本を取り外し、 ②デフアレンシャルキャリヤ

サポートリヤレフトブラケットを取り外す。

10.ブロペラフロントシャフト六ゲをデファレンシャル

キャリヤ八ヅの左側に逃がしながら取り外す。

11.トランスファよりオイルがこぼれないようにオイルス

トッパで栓をする。

12.③デファレンシャルキャリヤサポートリヤライト

ブラケットとデファレンシャルキャリヤ八ゲの可�り付け

ボルト 3 本を取り外す。

13.ステアリングリレーロッドエンド5/八 N0.2 とステ

アリングセンタアームを取り付けているナットを取り

外す。

14.ボルトを取り外し、ヒートブロテクタを取り外す。

15.ミッションジャッキ等を用いて、フロントサスペン

ンクロスメンバを支える。ンヨ



16.ボルト 4 本を取り外し、 ④フロントサスペンションク

ロスメンバ57六を40～50晒下方へずらす。

17.⑥デフアレンシャルキャリヤ八丫と⑤フロントデフア

レンシャルサポートブラケットの取り付けボルトを取

り外し、⑥デフアレンシャルキヤリヤ八ゲを取り外す。

55101117」

7-1-5 識別

〔参考〕，デフアレンシャルキヤリヤ八ゲ前面には、 識

別ラベルを貼りつけています。

トランスファ型式エンジン 減速比 識別マーク

6.666 02
トタイム 4 % 0ノ'

^
一

09
5.857

丁/0 マルチセレクト 4% 0 10

パートタイム 4 XV 0 5.571 11

551X154

351X1277 -

7-1-6 取り付け
1,デファレンシャルキャリヤ八

“
こ①ドライブシャフト

八ゲを仮神人した後、 ホ躲位；?!;まで上げる。

括憑了】- ドライブシャフト八ソの右図の箇所にギヤオ

イルを塗布する。

- デファレンシャルサイドオイルシールを傷

付けないよう注意すること。

551X1244

2 .⑥デフアレンシャルキャリヤ八ゲと⑤フロントデフア

レンシャルサポートブラケットの取り付けボルトを規

定トルクで締め付ける。

425±75味乂〇11

^
51

0 — 206



デフアレンシャル

3 .④フロントサスペンションクロスメンバ5/八の取り付

けボルト 4 本を規定トルクで締め付ける。

1，150±150

^
8* 0(71

4 .ヒートブロテクタを取り付け、 ボルトを締め付ける。

5 .ステアリングリレーロッドエンド5/八 N0.2 をステ

アリングセンタアームに接続し、 ナットを規定トルク

で締め付ける。

625±75レ8 *〇⑺

6 ,③デファレンシャルキャリヤサポートリヤライト

ブラケットとデファレンシャルキャリヤ八ゲの取り付け

ボルト 3 本を右閃の順に�定トルクで締め付ける。

775±75

^
^〇〇1

7 .ブロペラフロントシャフト八ゲをトランスファ八ソのフ

ロントアウトブット部に神人する。

^
3

^
1，プロペラシャフト心を無理に揷入すると卜

ランスファ八ソ側のオイルシールおよびブッ

シュを傷つける恐れがあるので注意すること。

1

^
1

8 ,②デフアレンシャルキャリヤサポートリヤレフト

ブラケットを取り付け、 ボルト 5 本を規定トルクで締め

付ける。

1

^
51 775土75は^

⑶!（デフアレンシャル側）

425±75は，〇¦

^
(ポデー側）

«■1，ブラケットとデフアレンシャルの取り付けボ

ルト 4本は、右図の順に締め付けること。



9 , り外し時に付けたむわせマークを介わせた後、ブロぺ

ラフロントシャフト八ヅとデフアレンシャルキャリヤ

八ゲの取り付けボルトィ本を规定トルクで締め忖ける。

475土75匕ぐ〇⑴

10.①ドライブシャフト八ゲをデフアレンシャルキヤリヤ

八ゲに神人する。

ぬ金5應

11.サスペンションサポートの取り付けナット（靳品）3 本

を说定トルクで締め付ける。

400土50

^
8
,

〇�

12.ステアリングナックルにロアアームを収り付け、

キャッスルナットを规定トルクで締め付け後、 靳品の

クリッブを対�り付'ける。

475±75

^
6

#〇

^13.ステアリングナックルにタイロッドエンドを取り付け、

キャッスルナットを规定トルクで締め付け後、 斬品の

クリッブを取り付ける。

475±75

^
8 -^14.ホース（ブリーザ�）およびオートフリーホイール機構

川バキュームホースを取り付ける。

7-1-7 取り付け後作業

1.新品のガスケットを取り付けドレーンブラグを规定トルクで締め付け後、フィラブラグよりデファレ

ンシャルオイルを规定ちけ!1.入する。

フィラプラグ穴下面より 0 ～ 5咖間にあること

アミックスハイボイドギヤオイル 5六巳 75西̃85(八卩1分類(3い5)

全容量 0.616

500±100は.。⑺

2 .トランスファオイルの缺を点検し、 不足してぃる場合は汕給すること。

フィラプラグ穴下面より 0 ～ 5 �間にあること

杯灞巧アミックスギヤオイル 5A E 75

^
-85

“
(

^
分類6レ3)

3 .フロントホイールを取り付ける。

4 ,屯阀をジャッキダウンする。

5,フロントホイールアライメントを点検する。

春
‘

^̂
5塵

019

基準

締I付

基準

0 - 208



デフアレンシャル

7-2 フロントデフアレンシャル分解、組み付け

7-2-1 準彳庸品

川 途番、品名状形

09219-87202-000
スタンド，エンジンオーバホール

デフアレンシャル分解、 組み付け

09548-87201-000
アタッチメント，デファレンシャルオ

—ノズホ ^— 7レ

い】

09308-00010-000
ブラー，オイルシール

オイルシールの取り外し

09502-10012-000
ブラー，デフアレンシャルサイドべ

アリング

デフアレンシャルサイドベアリング

取り外し

3

09330-87301-000
ツール，ドライブビニオンフランジ

ホールデイング

ドライブビニオンコンパニオンフ

ランジ脱着�の卜！1りI卜
‘

め

09608-87501-000
ツールセットアクスルハブ及ドラ

イブビニオンベアリング

ドライブビニオンベアリングアウ

タレースの脱谷
8

^
0 0 0

09310-87301-000
リブレーザ，カウンタシャフトフロ

ントベアリング

ベアリング糾み付け

丁

09515-】0010-000
！リブレーサ，リヤアクスルベアリン

テーパードローラベアリング組み付

け
グ

09635-20010-000
リブレーサ，ロアボールジョイント

ダストカバー

ベアリング公オイルシール組み付け

09517-87702-000
リブレーサ，オイルシール

オイルシール紐み付け

09517-12010-000
リブレーサ，リヤアクスルシャフト

オイルシール

冏 上

331X20！



品推、品名 川 途

5 09530-87504-000
ゲージ，ドライブビニオンアジヤス

デフアレンシャルドライブビニオン

の欠き出し敁の凋辂
5

551X202

〇 - 210



デフアレンシャル

7-2-2 構成図

※③ ④

紙
12

糸 35

31

※ 玟
(41)

38

391

移 I
25

く※再使用不可部品

単位：

※:邛

71

�

※③

0シール，タイプ 5 オイル

"
リング，スナップ

けハブ.デファレンシャノレクラッチ

1«カバー 5/�，フロントアクスルハウジング

”
キャップ，チファレンシャルベアリング

21シム

21ペアリング

打ギヤ，デファレンシャノレリング

21ケース，リングギヤマウンティングし㈠

24ケース，リングギヤマウンティング只㈠

25ワッシャ，サイドギヤスラスト

2«ビン，ス〇テッド

7/ シャフト，デフアレンシャメレピニオン

21ビニオン，デフアレンシャル

？3ギヤ，テフアレンシャルサイド

30ワッシャ，スラスト

”
ケース，テフアレンシャル

1ユニオン

：2プラグ.別！へッV ストレートスクリュ

：¦シール，タイプ丁オイル

4 カバー，デフアレンシャルクラッチケース

5 0 リング

6 ケース，テフアレンシャノレクラッチ

7チューブ

8 リング，ホールスナップ

9 ワッシャ，クラッチメンバスラスト

10スリーブ，デフアレンシャルクラッチ

I Iビストン，デフアレンシャルロッククラッチ

ロシール.タイプ 5 オイル

11〇リンク

“
ビン.ス〇ッテッド

於ナット

3龙ワツシャ.プレート

料フランジ 5/厶，ドライブビニオンコン/くニオン

35シール，タイプ丁オイル

3«ビニオン，デファレンシャルドライブ

37ベアリング，テーパードローラ.リヤ

38’シム

39スぺーサ，チファレンシャルドライブピニオン

�1ベアリング，テーメくードローラ，フロント

…アウタレース，テー/《ード〇—ラベアリング，リヤ

42アウタレース，テーハ
，
ードローラベアリング，フロント

打シム

料キヤリア，デフアレンシャル

551

^
2001



7-2-3 分解前作業

1.フロントデフアレンシャル八ヅを小両より取り外す0

⑴.7-1項（0-202ページ）参照）

7-2-4 分解

1,①ユ ニ オ ン

②ブラグ汎/ヘッドストレートスクリユ（フイラ側公ドレーン側）を取り外す。

2 ,55丁を使111して、 ③タイブ丁オイルシールを取り外 「

す。

»35�

1

^
纖』，タイプ丁オイルシールは再使用不可。

3.④デ フ ア レ ン シ ャ ル ク ラ ッ チ ケ ー ス カ バ ー

09308-00010-000

⑪デフアレンシャルロッククラッチビストンの順に

取り外す。

551X2002 -

4 ,55丁を使川して、 ⑫タイブ 5 オイルシールを取り外

1)す。

£31 09308-00010-000
# タイプ 5 オイルシールは再使用不可。

- ピストン表面を傷つけないよう注意する。

注意

5,⑬〇リング

⑭スロッテッドスプリングピンの顺に取り外す。

��：！，スロッテッドスプリングピンは再使用不可。

6 ,55丁を使川して、 ⑮タイブ 5 オイルシールを取り外

す0

孩搴3，タイプ 5 オイルシールは再使用不可。

7,⑯スナップリング

09308-00010-000

⑬フ ロ ン ト ア ク ス ル ハ ウ ジ ン グ カ バ ー5/八の顺に収

り外す。

8,デフアレンシャルキャリヤ八ヅを35丁に取り付ける。

09219-87202-000(

^
)

09548-87201-000(1)

55丁

0 - 212



デフアレンシャル

9 ,ボンチとハンマを使用して、 ベアリングキャップと

キヤリヤに合わせマークを付ける。

10.ポルト 4 本を取り外し、⑲べアリングキャップを取り

外す。

，ベアリングキャップとキャリヤは一体で加工

されているため、組み合わせを変えない。

11.⑳シムを取り外す。

1

^
？：摑 ，シムは、組み付け時の参考のためリングギヤ

背面側と歯面側に分け、別々に保管

する。

551X2007

12.55丁を使川して、 �ベアリングを取り外す。

09502-10012-00055丁

13.リングギヤとリングギヤマウンティングケースに合

わせマークを付け、 ポルト 8 本を外し、 �リングギヤ

を取り外す。

14.�リングギヤマウンテイングケースし9

為

^̂
7翁

^̂
觀\

15.�サイドギヤスラストワッシヤの顺に取り外す。

合わせマーク

551X2009 -
16.�スロッテッドスプリングビンを取り外し、 �ピニオ

ンシャフトを取り外す。

17.⑳ピニオン

�サイドギヤスラストワッシャの顺に、 �デフアレ

ンシャルケースより取り外す。

551X2010



18.タガネとハンマを使川して、ドライブピニオンコンパ

ニオンフランジのロックナットのかしめを解く。

551X2011」

19.55丁を使用して、コンパニオンフランジを阀定し、 �

ックナットと�ブレートワッシャを取り外す。

09330-87301-000
除驗4 ^ ロックナットは、再使用不可。

20.�ドライブビニオンコンパニオンフランジ5/八を取

り外す。

〇

55丁

55丁

551

^
2012

21.55丁を使用して、 �タイブ丁オイルシールを取り外

す。

55丁 09308-10010-000

22.ブレスを使川して、 �ドライブピニオンをデファレン

シャルキャリヤより取り外す。

23.デファレンシャルキャリヤより�リヤテーパード

ローラベアリングと⑱シムを取り外す0

估置

^
!，シムは、組み付け時の参考のため、ベアリン

グとセツトで保管する。

24.ドライブビニオンより、 �ドライブピニオンべアリ

ングスペーサを収り外す。

25.ベアリングプーリングアタッチメントとブレスを使用

して、 ⑩フロントテーパードローラベアリングをド

ライブビニオンより取り外す。

0 — 214



デフアレンシャル

26.55丁とブレスを使叫して、 ⑪リヤテーパードローラ

ベアリングアウタレース公 @フロントテーパード

ローラベアリングアウタレースを取り外す。

09608-87501-000
27.@シムを取り外す。

私

——55丁

55丁

― 551X2016

7-2-5 点検

次の项〇について磨耗、 �傷等を点検し、 不れ合のあ

る場合は交換する。

1,ドライブビニオン公リングギヤ

⑴阑向①

(2)ドライブピニオンスプライン部②

(3)ベアリング嵌合部③

2,サイドギヤ公ピニオン

(1)歯面①

⑵サイドギヤボス部②

⑶サイドギヤセレーシヨン③

⑷ピニオンシャフト嵌合穴④

(5)デファレンシャルケース接触部⑤

(6)ピニオンシャフト嵌合部⑥

〔4)

551X2018」

3 .デフアレンシャルケース

⑴サイドギヤボス接触部①

(2〉ピニオン接触部②

(3)ビニオンシャフト朕合部③

(4)リングギヤマウンテイングケース朕合部④

(5)スブライン�⑤

(6)本体⑥

4 ,ベアリング

⑴フロントベアリング①

⑵リヤベアリング②

⑶サイドベアリング③

释く冋紜させて、 引つかかり、 異昔がなく、 スムースで

あること。

551X2020



5 .コンパニオンフランジ

(1)オイルシール接触�①

(2)スブライン部②

6,デフアレンシャルキャリヤ

(1)サイドベアリング�合部①

(2)フロント公リヤベアリングアウタレース朕合�

②

⑶オイルシール挿人部③

⑷アクスルハウジングカバー接介而④

(5)本体

1)551ド2022

1)一 216



デフアレンシャル

7-2-6 組み付け

(1) 組み付け手順

1.ドライブビニオン突き出し驮の,脚辂

基準値 6.0～10.04 -2.ドライブビニオン #体のベアリングブレロード测定 �拳癱 # 鑄� 01！)

基準値 0.05～0.15咖（パートタイム）
0.025～〇.10，（マルチセレクト）

3.デフアレンシャルビニオンとサイドギヤのバツクラッシュ調格

基準値 0.08～0.154 .リングギヤのバックラッシュ，脚格

基準値 〇～0.05巾巾5.デフアレンシャルケースの袖/;向ガタの㈤�

6.リングギヤとドライブビニオンの彻リ5たり点検及び,利格

7.オイルシールの組み付け

8.上,
“

4 、 5 公 6の点検

9.コンパニオンフランジの組み付け

10. クラッチゐァクチュエータ組み付け

11.アクチュエータの気密点検

551沁203

⑵ ドライブピニオン突き出し量の調整

1,⑬シムを組み付ける。

2 ,5 5丁を使用して、 ⑬ 公 ⑪ベアリングアウタレース

(フロント及リヤ）を紐み付ける0

09608-87501-000 N0 . 7

^
0. 8

55丁

卜

- 55爪2023



3,@フロントテーパードローラベアリングを組み付け

13る0

331 - 24 .ベースロッド（55丁，1)を組み付ける。

09530-87504-000
5 .�スペーサ公 ⑱シムを組み付ける。

6.�リヤテーパードローラベアリングを組み付ける。

7.�コンパニオンフランジ5/六を組み付ける。

8.�ブレートワッシャ及 �ナットを紺み付ける。

1200士200は乂⑺

09330-87301-000
9 .マスタゲージ（53丁，2)を組み付ける。

09530-87504-000

10.⑲ベアリングキャップを組み付ける。

210±301

^
8#〇

^11.マスタゲージとベースロッドの隙問@をシックネス

ゲージで測定する。

12.マスタゲージとベースロッドの隙叫がゼロになる)ゾさ

の@シムを選択する。
シムの種類

55丁

<5)

^
り …0

83〇⑺

331 - 155丁

55丁

�0
1

^
51

�

@——1«
、マ. さ（，)

551X2024」

900 -15-64318 0.15

90045-64319 0.20

90045-64320 0.25

90045-64321 0.50

551X204

13.@フロントテーパードローラベアリングアウタ

レースを収り外し、 上記で選択したシムを組み付け、 �

度、 ベアリングアウタレースを組み付ける。

09608-87501-00055丁

1) - 218



デフアレンシヤル

1 4.ドライブピニオンに@フロントテーパードローラべ

アリングを〇て入し、 キヤリヤに組み付ける。

8

^
3818 09310-87301-000

09515-10010-000

0
—5

^
1

1

^
1！

55丁

塵
い 1—

^
⑽」

^
21ド2027

(3) ドライブピニオン単体のベアリングプレロード測定
1.�スペーサと�シムをドライブビニオンに組み付ける。

2.�ドライブビニオンをキヤリヤに机み付ける。

3.�リヤテーパードローラベアリング、 �コンパニオンフランジ及び�ブレートワッシヤを組み付

ける。

4 ,�ロッ

，タイプ丁オイルシールは組み付けない。

クナットを締め付ける。

09330-87301—000
1

^
*51

杜�遍 ，ナットとドライブピニオンのネジ部にオイル

を塗布する。
，組み付け後、ベアリングを馴染ませるため、

正転、逆転を数回行う。

1200±200

^
8 -0^

5,ブレロードを測定する。

プレロード6,〇～1〇.〇は -〇⑺

6 .ブレロードが大きい場合は、 シムを衲し、 小さい場合は、

シムを滅らす。

シムの種類

基準

さ ( 011«)01
*
1

90045-64004 0.25

900.15-64005 0.30

90045-64006 0.40

90015-64007 0.50 551X2029 -
551X205



⑷ デフアレンシャルピニオンとサイドギヤ

のバックラッシュ調整

ユ - �ス ラ ス ト ワ ッ シ ャ を 組 み 付 け る。

2 .⑳デ フ ア レ ン シ ャ ル サ イ ド ギ ヤ を 組 み 付 け る。

3.⑳デ フ ア レ ン シ ャ ル ピ ニ オ ン を 組 み 付 け る。

4 .�デ フ ア レ ン シ ャ ル ピ ニ オ ン シ ャ フ ト を 組 み 付 け る。

^̂
3，各 部 に ハ イ ボ イ ド ギ ヤ オ イ ル を 塗 布 す る。

5.ダ イ ヤ ル ゲ ー ジ を サ イ ド ギ ヤ の � 而 に め:角 に 当 て、 ピ

ニ オ ン を デ フ ア レ ン シ ャ ル ケ ー ス の 方 へ 冏 定 し、 ピ ニ

オ ン と サ イ ド ギ ヤ の バ ッ ク ラ ッ シ ュ を 测 定 す る。

バ ッ ク ラ ッ シ ュ が 佐 咿 値 外 の 場 合 は、 下 記 の ス ラ ス ト

ワ ッ シ ヤ を 選 択 し,脚 格 す る。
5

パートタイム 0.05～0.15酬

マルチセレクト 0.025～0.10酬

基準

〇

スラストワッシヤの種類

4品 1?- さ（11101)

41361-87501 0.8 551X2031

41361-87506 0.9

41361-87507 1.0

551X206

6 .ノズックラッシュ凋整後、 �スロッテッドスプリングピンを取り付ける。

(5) リングギヤのバックラッシュ調整
1,�サイドギヤスラストワッシャ及デファレンシャルケース八ゲを、 � 公 �リングギヤマウン

テイングケース尺日公 1-9に斜Iみ1，1ける。

2 .分解時に付けた合わせマークを合わせ、 �デファレン

シャルリングギヤをリングギヤマウンテイング

ケースに組み付ける。

0X9 650±50は，〇⑺

13 — 220



デフアレンシャル

3 ,55丁とブレスを使川して、 �サイドベアリングを紐み

付ける。

55丁 09635-20010-000
4 ,@)シム。 55丁

⑲ベアリングキヤッブの顺に、 リングギヤマウン

テイングケース八乂をキヤリヤに組み付ける。

0X3 ベアリングキャップ 400±100

^
-011

3，ベアリングキャップは、分解時に付けた合わ

せマークを合わせる。

シムはリングギヤ背面側にのみ、分解時に

組み付けていたものを挿入する。

^
デファレンシャルケース八:/を、挿入したシ

ム側に押し付けた状態で、ベアリングキャッ

プは組み付ける。

^
各部にハイボイドギヤオイルを塗布する。

01(。上

内矜
注

551X2039」

5,ダイヤルゲージをリングギヤの餉而に直角に当て、 ド

ライブビニオンのフランジを闹定し、リングギヤを勋

かしてバックラッシュを測定し、 バックラッシュが大

きい場合は、 シムを增し、小さい場合は、 シムを減らす。

0.08～〇.15晒

- リングギヤ円周上の3箇所以上で測定する。

基準

シムの種類

嗅さ（(11111〉浴/»
■
1

0.1590045-64504
0.2090045-64505
0.2590045-64506

0.5090045-64507

551ド207

( 6 ) デフアレンシャルケース八ソの軸方向ガタの調整
1.⑲ベアリングキャップを取り外す。

2.シックネスゲージを使叫して、 リングギヤ砌而側のベアリングとキャリヤとの隙問を測定し、 隙問が

基咿�になるように上記シムを選択し揷入する。

0～0.05酬

3 .⑲ベアリングキャップを組み付ける。

較30 ，分解時に付けた合わせマークを合わせる。

基準

400±100は，〇⑺



⑺ 歯当たリ点検，調整
1,リ ン グ ギ ャ 陶 而 � 側 に 光 明 外 を 均 一 に 薄 く � 布 し、 ド

ラ イ ブ ピ ニ オ ン と の 歯 当 た り を 点 検 す る。

，コンパニオンフランジを正回転、逆回転させ、数箇所で点検する。

フェース当たりフランク当たり ヒール当たりトー当たり

ドライブビニオン ドライブビニオン =0リングギヤ リングギヤ

ドライブピニオンをリングギヤから遠ざけ

るように、シムを選択する。
ドライブビニオンをリングギヤに近づける

ように、シムを湛択する。

正しい歯当たり

再調整

、聲

突き出し量調螯用シム（0-218)を
を再度選択して、（ 2 )以降の作業

を行なう。
ただし、フェース当たり、フラン

ク当たりはバックラッシュの範

囲内で調整可能な場合もある。

次項の作藥を行なう。
(オイルシールを組み付ける）

551X2034

0 — 222



デフアレンシャル

⑻ オイルシール組み付け

1.55丁を使川して、 新品の�タイブ丁オイルシールを組み付ける。

09635-20010-000
1？�1，オイルシールリップ部にアミックス! グリースを塗布する0

^ オイルシールはハウジング端面まで打ち込む。

- オイルシールは再使用不可

55丁

⑼ 上記(5)、（6)及び(7)の点検を行い、良好なら次の⑽以下を行う。

(10) コンパニオンフランジ組み付け
1,�コンパニオンフランジ、 �ブレートワッシャ公 �

ロックナットを紺み付け、 55丁を使川して、 规定トル

クで締め付ける。

11X9 1200±200

^
6 *0

^ 55丁

ダ/

'
良

55化2035」

味

^̂
，ロックナットは再使用不可

- ロックナツトはピニオンの切り欠き溝の底部

まで確実にかしめる

551X2036

(11) デファレンシャルクラッチ及びアクチユエータの組み付け

1.®デファレンシャルクラッチハブ公 ⑯スナップリングを組み付ける。

2 .35丁を使⑴して、 斬品の⑮タイブ 3 オイルシールを

組み付ける。

55丁 09517-87702-000
駐警::� - オイルシールリップ部全周に N0ドク

リューバー製1)1

^
151しIド〇问し250しを塗布する。

^
オイルシールは再使用不可。

3.⑭スロッテッドスプリングピンを虮み付ける。

4 .デフアレンシャルロッククラッチビストンに、 ⑬〇

リングを組み付ける。

畔
1

二1，0リング全面に N0ドクリユ

1)1\1151し1ド〇问し250しを塗布する。

^ 〇リングは捩じれがないよう組み付ける。

一製ーバ



5 .5 5丁を使出して、 靳品の⑫タイブ 5 オイルシールを

組み付ける。

55丁 09517-12010-000
狂�，扇 - オイルシールリップ部全周に N0ドク

リューバー製リ(\1151ロド〇问し250しを塗布する。
，オイルシールは再使用不可。

6,⑪デフアレンシャルロッククラッチピストン

7.⑧ホールスナップリングの順に射Iみ讨ける。

6

^
1 ^ 各部にハイボイドギヤオイルを塗布する。

8.⑦チューブをデフアレンシャルクラッチケースに組み

付ける。

^ チューブは再使用不可。

9.⑥デフアレンシャルクラッチケースを紺み付ける。

- 組み付け時合わせ面全周に液状シーリング剤:)丁5ド670卜2 8を塗布する。

10.デフアレンシャルクラッチケースカバーに、 ⑤〇リングを紐み付ける。

^
30 ^ 組み付け時〇リング全面にハイボイドギヤオイルを塗布する。

，〇リングは捩じれがないよう組み付ける。

11.④デフアレンシャルクラッチケースカバーを紐み付ける。

12.55丁を使叫して、新品の③タイブ丁オイルシールを組み付ける。

09635-20010-000
杉滅』，オイルシールリップ部全周にアミックス!\4卩グリースを塗布する。

# オイルシールは再使用不可。

13.②ブラグウイズヘッドストレートスクリュを組み付ける。

14.新品の①ユニオンを組み付ける。
，ユニオンは再使用不可。

55丁

(12) アクチュエータの気密点検

マイテイバックで八室及び3书に650画11芎のれ1ぞ-をか

けた時、 漏れ

“
が1.0圆1

^
/1

^
！！以下のこと。

1) — 224



デフアレンシャル

7-3 フロントデファレンシャルコンパニオンフランジオイルシール取り外し、

取り付け

7-3-1 準備品

品 游.品 名 途形 状

”
1

09330-8730卜000

ツール，ドライブビニオンフランジ

ホールデイング

ドライブビニオンコンパニオンフ

ランジ网り止め

5

09308-10010-000
ブラー，オイルシール

オイルシール収り外し5

丁

09635-20010-000
リブレーサ.ロアポールジョイント

ダストカバー

オイルシール坏（り付け

油版アミックス！VI？グリース、 アミックスハイボイドギヤオイル 5八已75认-85 (八ド1分如01，5)
551

^
161

7-3-2 構成図

糸

丁」，200±200

※:再使用不可部品

単位:!<3.001

①フランジ 5/八，ドライブピニオンコンパニオン

②シール，タイプ丁オイル

— 551X1290」

7-3-3 取り外し前作業
1.呶 闽 を ジ ャ ッ キ ア ッ プ す る。



2,ドレーンブラグおよびガスケットを取り外し、 デフアレンシャルオイルを抜く。

狂篆、- ガスケ

3.ブロペラフロントシャフトを取り外す。

⑴，6-1項（13-197ページ）参照）

卜は再使用不可。ヅ

7-3-4 取り外し

1.タガネとハンマを使⑴して、 ①ドライブビニオンコンパニオンフランジ5/八のナットのかしめを解

2 .55丁を使⑴して、①ドライブピニオンコンパニオン

フランジ5/八を阎定し、 ナットおよびブレートワッ

シャを取り外す。

55丁 09330-87301-000
卜は再使用不可。杖

^̂
馨ナッ

3 .①ドライブビニオンコンパニオンフランジ5/八を取

り外す。

55…1291

4 ,55丁を使川して②タイブ丁オイルシールを取り外す。

09308-10010-000
，タイプ丁オイルシールは再使用不可。

55丁

7-3-5 取り付け
1,新品の②タイブ丁オイルシールのリツブ而企⑶にア

ミックス！VI卩グリースを礅布した後、 5X1’を使川して

フロントデフアレンシャルに取り付ける。— 09635-
6

^
1，オイルシールはハウジング端面まで打ち込む。

アミックス

^
グリース

20010-000

油脂

2 .①ドライブヒニオンコンパニオンフランジ5/八およ

びブレートワッシャを取り付け後、 53丁を使)IIしてコ

ンパニオンフランジを阎定して、 新品のナットを規定

トルクで締め付ける。

09330-87301-000
1,200±200

^
*0

^3,ナットのロック部をドライブピニオンの;#底まで確火

にかしめる。

55丁

1

^
8

551X1291

0 - 22 6



デフアレンシャル

7-3-6 取り付け後作業
1.ブロペラフロントシャフト八ゲを取り付ける0

⑴.6-1项（0-197ページ）参照）

2,新品のガスケットを取り付けドレーンブラグを规定トルクで締め付け後、フイラブラグよりデファレ

ンシャルオイルを说定も!:注入する。

『3

^
3 フイラプラグ穴下面より 0 ～5咖間にあること

アミックスハイボイドギヤオイル 5八巳 75

^
-85(八卩1分類6い5)

全容量 0.61¢

500土100はて巾

3,屯峋をジャッキダウンする。



7-4 フロントデファレンシャルサイドオイルシール取り外し、取り付け
7-4-1 準備品

形 状 口 必 11 々
1111 <1し 14口 X I 川 途

09611-87701-000
ブラー，タイロッドエンド

オイルシール収り外し

09648-8720卜000

リブレーサ，ドライブシャフト
ドライブシャフト』�り外し

09308-00010-000
ブラー，オイルシール

オイルシール取り外し

5

聲 09517-87501-000
リブレーサ.オイルシール

^
09518-87501-000

リブレーサ，オイルシール N¢> 1
オイルシール取り付け (左側)5

09518-87202-000

，09517-87502-000
リブレーサ，オイルシール

^
09518-87502-000

リブレーサ，オイルシール N¢> 2
オイルシール取り付け（右側）

09518-87202-000
ノヽンドノレ

汕脂アミックス：VII〕グリース、 アミックスハイボイドギヤオイル5八じ75～-85 (八ド1分� 0し-5)

※は祈設を示す 551X160
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デフアレンシャル

7-4-2 構成図

75±75」

ノ日 ※

^
：950±150

ヽ〆 ふ
'糸が <2

1̃：950土 150

«(9)

[950 士 50

①ロッド八乂，タィ

②ナックル 5/八，ステアリング

③アーム 5/八，サスペンションロア

④シャフト八ン，フロントドライブ

⑤シール，タイプ丁オイル

551X1287

7-4-3 取り外し前作業
1. すI両 を ジ ャ ッ キ ア ッ プ す る。

2 .フ ロ ン ト ホ イ ー ル を 取 り 外 す0

3,ド レ ー ン ブ ラ グ お よ び ガ ス ケ ッ ト を 取 り 外 し、 デ フ ァ レ ン シ ャ ル オ イ ル を 技 く。

- ガ ス ケ ッ ト は 再 使 用 不 可。



7—4-4 取り外し

1,クリップおよびキヤッスルナットを取り外し後、331
，

を使⑴して①タイロッドエンドを②ステアリングナッ

クルより切り離す。
，クリップは再使用不可。

09611-87701-00055丁

2,クリッブおよびキヤッスルナットを取り外し後、 55丁

を使用して③ロアアームを②ステアリングナックルよ

り切り離す。

‘クリップは再使用不可。

09611-87701-00055丁

3 .左側サイドオイルシール取り外し時は、 左側サスペン

シヨンサポートの取り付けナット 3 本を緩める。

- 緩めたナットは再使用不可。

4 ,右側サイドオイルシール取り外し時は、 ショックア

ブソーバ（右側）と②ステアリングナックル（右側）の取

り付けボルト、 ナットを取り外す。

^̂
3 ，ボルトおよびナットは再使用不可。

50103007

5 ,33丁を使用して④フロントドライブシャフト八ヅをフ

ロントデファレンシャルより抜く。

^̂
13 09648-87201-000
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デフアレンシャル

6 ,55丁を使用して⑤タイブ丁オイルシールを取り外す。

09308-00010-000
，オイルシールは再使用不可。

55丁

551X1288

7-4-5 取り付け
1.新品の⑤タイブ丁オイルシールのリッブ而全周にア

ミックス Vドグリースを礅布した後、 55丁を使用して

フロントデフアレンシャルに取り付ける。

09517-87501-0⑽（左側)

09517-875〇2-000(右側）

アミックスグリース

55丁

551ド1289一
2,④フロントドライブシャフト厶ゲの右⑼の简所にギヤ

オイルを塗布した後、 フロントデファレンシャルに神

人する。

样.3，オイルシールを傷付けないよう注意すること。

ギヤオイル塗布

551

^
1244

3 ,サスペンションサポート（左側）の取り付けナット（新

品）3本を規定トルクで締め付ける。

400土504ぐ〇⑺
0

〇

55103025



4 ,ショックアブソーバ（右側）と②ステアリングナックル

(右側）を新品のボルト、 ナツトを使川して规定トルクで

締め(、すける。 ショックアブソーパ

- 右図の矢印方向にボルト穴のガタをつめて締

め付けること。

- 締め付けは、ナット側で行うこと。

950±150は番〇⑺

5 ,②ステアリングナックルに③ロアアームを取り付け、

キャッスルナットを说定トルクで締め付け後、 新品の

クリッブを耳�り付ける。

475±75

^
8 #〇

^6,②ステアリングナックルに①タイロッドエンドを斤)（り

付け、 キャッスルナットを規定トルクで締め付け後、

斬品のクリッブを】仪り付ける。

475±75

“
8乂！11

7-4-6 取り付け後作業
1.所品のガスケットを取り付けドレーンブラグを说定トルクで締め付け後、 フイラブラグよりデファレ

ンシャルオイルを说定斌注入する。

フイラプラグ穴下面より〇～5麵間にあること

アミックスハイボイドギヤオイル 5AE 75西-85(六卩1分類6レ5)

全容量 0.6112

500±1001

^
8* 0

^2 .フロントホイールを取り付ける。

3.中岡をジャッキダウンする。

4，フロントホイールアライメントを点検する。

逢意

1を屬��

ステアリングナックル

55103020

11

^
51

油脂

1

^
51

0 - 232



デフアレンシヤル

7-5 リヤデフアレンシャル取り外し、取り付け

7-5-1 準備品

汕胎スリーボンド 1212、 アミックスハイボイドギヤオイル 5八卜：90 (八�1分類6し-5)
551X152

7-5-2 構成図

①キャリア八ソ，デフアレンシャル

②スリーブ，デフアレンシャルロック（スーパーデフロック装着車のみ） 単位：

^
6.0⑺

551X1270」

7-5-3 取り外し前作業
1,呶闽をジャッキアップする。

2,リヤホイールを取り外す。

3,ドレーンプラグおよびガスケットを取り外し、デフアレンシャルオイルを抜く。

6

^
1 - ガスケットは再使用不可。

4 ,リヤアクスルシャフトを取り外す。

(〇.5-6
“

(（0-192ページ）参照）

5,ブロペラシャフト八ヅを取り外す。

(〇.6-2項（0-200ページ）参照）

6.スーパーデフロック装/(�は、 デフアレンシャルロックシフトアクチユエータ八ゲを取り外す。

(〇.7-8艰（1)-252ページ）参照）



7-5-4 取り付け
1,スーパーデフロック装�屯は、 ②デフアレンシャル

ロックスリーブをリヤアクスルレフトシャフト5/八

』[乂りけ剖5に付，人しておく。

ウジング八ゲの①デフアレンシャル2 ,リヤアクスル

キヤリヤ八V取り付け部に液状ガスケットを帘布する。

3,①デフアレンシャルキヤリヤ八ゲを其)（り付け、 ボルト 8

ハ

スリーボンド1212

本を说定トルクで締め付ける。

325±75

^
*0

^
締付

7-5-5 取り付け後作業
1.リヤアクスルシャフトを取り付ける。

(0.5-6项（1)-192ページ）参照）

2 .スーパーデフロック装れ小は、 デフアレンシャルロックシフトアクチユエータ八ゲを取り付ける。

(0.7-8项(1)-252ページ）参照〉

3.ブロペラシャフト八ゲを取り付ける。

(〇.6-2項（0-200ページ）参照）

4 .新品のガスケットを取り付け、ドレーンブラグを规定トルクで締め付け後、フイラブラグよりデフア

レンシャルオイルを規定

“
沈人する。

1

^
0 フイラプラグ穴下面より〇～5關間にあること

アミックスハイボイドギヤオイル 5八巳90(八円分類6レ5)

全容造 1.3¢

600±100味.〇爪（オイルフイラプラグ）

500±100は，(:⑺（オイルドレーンプラグ）

油脂

1

^
58

5 ,リヤホイールを取り付ける。

6,中¦向をジャッキダウンする。
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デフアレンシヤル

7-6 リヤデフアレンシャル分解、組み付け

7-6-1 準備品

途川品番、品名杉 状

09330-87301-000
ツール.ドライブピニオンフランジ

ホールデイング

ドライブビニオンコンパニオンフ

ランジ脱着時の问り止め

09308-10010-000
ブラー，オイルシール

オイルシールの取り外し

09515-10010-000
リブレーサ，リヤアクスルベアリン ドライブビニオンのベアリング「王人

グ

09309-87201-000
リブレーサ，トランスミッションベア

リング

オイルシールとサイドベアリングの

II：人

5

09219-87202-000
スタンド，エンジンオーバホール

デフアレンシャル分解、 組み付け

09548-87201-000
アタッチメント，デファレンシャルオ

— /ゞホーノレ

1.*]5

09608-87501-000
ツールセット，アクスルハブ改ドラ

イブビニオンベアリング

ドライブビニオンベアリングアウ

タレースの脱れ’6 6 0 0

066&^
55

09502-10012-000
ブラー，デファレンシヤルベアリング

サイド

デファレンシャルサイドベアリング

I の収リ外し

09530-8750 -1-000
ゲージ，ドライブビニオンアジヤス ドライブビニオン突き出し欤の凋赘

09635-20010-000
リブレーサ，ロアポールジョイント

ダストカバー

オイルシールの取り付け

デファレンシャルサイドベアリング

収り外し（デフロック付き）

09950-20017-000
ブラー，ユニバーサル

5511

^
211



7-6-2 構成図

標準

20

21

※ネ

[2

850±50

※再使用不可部品

琳位：

^
8*0

^

①キャップ，デフアレンシャルベアリング

②ケース八ソ，デフアレンシャル

③シム

⑬アウタレース.テーパードローラベアリング，フロント

⑭アウタレース，テーパードローラベアリング，リヤ

⑬シム

时キヤリア，デフアレンシャル

⑰ベアリング，ラジアルボール

⑭ギヤ，デフアレンシャルリング

⑬シャフト，デフアレンシャルビニオン

2¢ピニオン，デフアレンシャル

�ギヤ，デフアレンシャルサイド

�ワッシャ，サイドギヤスラスト

(1)ワッシャ，プレート

⑧フランジ 5/八，ドライブビニオンコンパニオン

1—::シール，タイブ丁オイル

I：ビニオン，デフアレンシャルドライブ

⑧ベアリング，テーパードローラ

时シム

⑪スペーサ，ドライブビニオンベアリング

⑫ベアリング.テーパードローラ

551ド2051」

0 - 236



※再使用不可部品

単位：4 ^ 0爪

①キヤップ，デフアレンシャルベアリング

(1)ケース八ソ，デフアレンシャル

③シム

④ナット

⑤ワッシヤ，プレート

(1)フランジ弓/�，ドライブビニオンコンパニオン

'
‘7'シール，タイプ丁オイル

8；ビニオン，デフアレンシャルドライブ

(1)ベアリング，テーパードローラ

(1¢シム

⑪スペーサ，ドライブビニオンベアリング

1多ベアリング，テーパードローラ

⑬アウタレース，テーパードローラベアリング，フロント

⑭アウタレース，テーパードローラベアリング，リヤ

⑬シム

⑭キヤリア，デフアレンシャル

⑰ベアリング，ラジアルボール

⑭ギヤ，デフアレンシャルリング

⑬シャフト，デフアレンシャルビニオン

⑽ビニオン，デフアレンシャル

�ギヤ，デフアレンシャルサイド

较ワッシヤ，サイドギヤスラスト

55…2052」

デフアレンシャル

デフロック付

力

±—2

玟

'21:



7-6-3 分解前作業
1.リヤデフアレンシャルキャリヤ八ゲを屯両より取り外す。

⑴.7-5

^
((0-233ページ）参照）

2.デフアレンシャルキャリヤ八ゲを、 分解スタンドにセツ

卜する。

0

^
3 卩9219-87202-000@

09548-87201-000(1)

7-6-4 分解

1 ,ポンチとハンマを使⑴して、 ベアリングキャップと

キャリヤに合わせマークを付ける。

2 ,ボルト 4 本を取り外し、 ①べアリングキャップを取り

外す。

，ベアリングキャップとキャリヤは一体で加工

されているため、組み合わせを変えない。

3.②デファレンシャルケース八ヅをキャリヤより取り外す。

4 ,③シムを取り外す。

^
31.1，シムは、組み付け時の参考のためリングギヤ

背面側と歯面側に分け、別々に保管する。

5 .35丁を使用して、 コンパニオンフランジを间定し、 ④

ロックナットと⑤ブレートワッシャを取り外す。

09330-87301-000
，ロックナットは、再使用不可。

6 .⑥ドライブビニオンコンパニオンフランジ5/八を取

り外す。

551X2054

55丁

7 ,33丁を使）9して、 ⑦タイブ丁オイルシールを取り外

す。

55丁 09308-10010-000
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デフアレンシャル

8 .ブレスを使⑴して、 ⑧デファレンシャルドライブピニ

オンをキャリヤより取り外す。

9.デファレンシャルキャリヤより⑨テーパードローラ

ベアリングと⑩シムを取り外す。
，シムは、組み付け時の参考のため、ベアリン

グとセツトで保管する。

10.ドライブピニオンより、 ⑪ドライブビニオンベアリ

ングスペーサを取り外す。

531X2057

11.ベアリングプーリングアタッチメントとブレスを使川

して、⑫テーパードローラベアリングをドライブピ

ニオンより取り外す。

^
0

:I I
0®
『1

351

^
2058

12.55丁とブレスを使用して、 ⑬ 公 ⑭テーパードローラ

ベアリングアウタレースフロント公リヤを取り外す。

09608-87501-000 N0.3

^
0.455丁

13.⑮シムを取り外す。

14.55丁を使川して、 ⑰ラジアルボールベアリングをデ

ファレンシャルケースより取り外す。

09502-10012-000
09950-20017-000

55丁



15.リングギヤとデフアレンシャルケースに合わせマーク

を付け、 ボルト 8 本を外し、 ⑬リングギヤを取り外す。

16.⑲デフアレンシャルビニオンシャフト

17.�シムの顺に取り外す。

合わせマーク

551X206卜

7-6-5 点検

次の唄3について�托、 ��等を点検し、 不只合のあ

る場合は交換する。

1,ドライブピニオンふリングギヤ

(1)砌面①

(2)ドライブピニオンスプライン部②

⑶べアリング朕介�③

2,サイドギヤ公ビニオン

(1)歯面①

(2)サイドギヤボス部②

(3)サイドギヤセレーシヨン③

(4)ビニオンシャフト嵌介穴④

(5)デフアレンシャルケース接触�⑤

(6)ピニオンシャフト朕合�⑥

351

^
2063」

3 .デフアレンシャルケース

(1)サイドギヤボス接触�①

⑵ビニオン接触部②

(3)リングギャ取付部③

⑷サイドベアリングI十:入部④

⑸本体⑤
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デフアレンシャル

4 ,ベアリング

(1)フロントベアリング①

(2)リヤベアリング②

(3)サイドベアリング③

释く回紅させて、 づIっ褂かり、 與�がなく、 スムースで

あること。

5,コンパニオンフランジ

(1)オイルシール接触部①

(2)スブライン�②

551X2067」

6,デフアレンシャルキャリヤ

(1)サイドベアリング嵌合部①

(2)フロント及リヤベアリングアウタレース嵌介部

②

(3)オイルシール神人部③

⑷アクスルハウジング接公面④

⑸本体⑤

331

^
2068」



7-6-6 組み付け

(1) 組み付け手順

1.ドライブビニオン戈き出し钕の，利格

2.ドライブビニオン叭体のベアリングブレロード测定 基準値 6.0—10.01

^
6 - 001

基準値 0.05～0.15誰（マルチセレクト）
0.05～0.15㈣（アトレー）
0.10～0.20，（上記以外）

3.デフアレンシャルビニオンとサイドギヤのバックラッシュ,阅份

4 .リングギヤのバックラッシュ凋格 基準値 0.08～0.150101

5.デフアレンシャルケースの軸方向ガタの凋份 基準値 0 ～〇.05111111

6. リングギヤとドライブビニオンの砌4たり点検及び凋鲚

7. オイルシールの机み付け

8.ヒ妃 4, 5 & 6の点検

9.コンパニオンフランジの組み付け

551X212

(2) ドライブピニオン突き出し量の調整
1 - ⑮シムを組み付ける。

2,53丁を使⑴して、 ⑭ 公 ⑬テーパードローラベアリン

グアウタレースリヤ公フロントを組み付ける。

阪固葡 09608-87501-000 N0.7

^
0.8

〇
55丁

55丁

- ぐ

0® 0®
1 1 11« II III

551X2069 -

0 - 242



デフアレンシャル

3 .⑫テーパードローラベアリングを組み付ける。

ド（5511)を組み付ける。

87504-000
4 ,ベースロッ

09530-
5 .⑪スペーサ公 ⑩シムを紺みトナける。

6.⑨テーパードローラベアリングを机み付ける0

7.⑥コンパニオンフランジ5/八を組み付ける。

8.⑤ブレートワッシャ公 ④ナットを机み付ける。

331 - 2
①

1®

㈣〇
1

^
51 1200±200

^
-0^09330-87301-000

知:；：
83001

55丁

331 - 19,マスタゲージ（55卜2)を組み付ける。

09530-87504-000
10.①ベアリングキャップを組み付ける。

\:::

1

^
68 375±75

^
6-0^11.マスタゲージとベースロッドの隙問④をシックネス

ゲージで測定する。

12.マスタゲージとベースロッドの隙叫がゼロになる吃さ

の⑮シムを遗択する。

シムの種類

<9)

「 1-
<5

吁さ（巾《1〉

551X2070」0.1590045-64049
90045-64050 0.20

90045-64051 0.25

0.5090045-64052

0.07590045-64489
551ド213

13.⑭テーパードローラベアリングアウタレースを片�り

外し、 上記で;拔択したシムを虮み付け、 �度、 ベアリン

グアウタレースを組み付ける。

09608-87501-000£59

55162071



14.ドライブピニオンに、 ⑫テーパードローラベアリン

グを汗入し、 キャリヤに組み付ける。

09515-10010-000
09310-87301-000

55丁

55丁

551X2072」

(3 ) ドライブピニオン単体のベアリングプレロード測定
1.分解した⑪スペーサと⑩シムをドライブピニオンに組み付ける。

2 .⑧ドライブピニオンをキャリヤに組み付ける。

3.⑨テーパードローラベアリング、 ⑥コンパニオンフランジ及び⑤ブレートワッシャを組み付ける。
，タイプ丁オイルシールは組み付けない。

4,④ナットを締め付ける。

09330-87301—00055丁

1

^
3

除政:.1，ナットとドライブピニオンのネジ部にオイル

を塗布する。

^ 組み付け後、ベアリングを馴染ませるため、

正転、逆転を数回行う。

1200±200

^
*0

^

551X2073 —

5 ,ブレロードを测定する。

プレロード 6.0～10.0

^
8 *0(11

6 .ブレロードが大きい場合は、 シムを增し、 小さい場合は、

シムを減らす。

基準

551X2074 -
シムの種類

沿 呀さ (11)10 )

90045-64004 0.25

90045-64005 0.30

90045-64006 0.40

90015-64007 0.50

551X214

0 - 244



デフアレンシャル

⑷ デフアレンシャルピニオンとサイドギヤ

のバックラッシュ調整

1.�サ イ ド ギ ヤ ス ラ ス ト ワ ッ シ ャ を 組 み 付 け る。

2 .�デ フ ア レ ン シ ャ ル サ イ ド ギ ヤ を 紺 み 付 け る。

3 .⑳デ フ ア レ ン シ ャ ル ビ ニ オ ン を 組 み 付 け る。

4 .⑲デ フ ア レ ン シ ャ ル ビ ニ オ ン シ ャ フ ト を 机 み 付 け る。
，各部にハイボイドギヤオイルを塗布する。

551X2075

5 .ダ イ ヤ ル ゲ ー ジ を サ イ ド ギ ヤ の 幽 而 に 的:角 に
、
4て、ピ

ニ オ ン を デ フ ア レ ン シ ャ ル ケ ー ス の 方 へ[叫 定 し、ビニ

オ ン と サ イ ド ギ ヤ の バ ッ ク ラ ッ シ ュ を 测 定 す る。

バ ッ ク ラ ッ シ ュ が � 鵰 � 外 の � 合 は、 ド，
“

の ス ラ ス ト

ワ ッ シ ャ を 選 択 し,爾 幣 す る。

0

^
3 マルチセレクト 0.025～0.1〇酬

アトレー 0.05～0.15關

上記以外 0.10～0.20刪

スラストワッシヤの種類

ド〆：さ (10111)沿品

41361-87501 0.8

0.941361-87506
41361-87507 1.0

331

^
215

(5) リングギヤのバックラッシュ調整

1.分解時に付けた合わせマークを合わせ、 ⑬デファレン

シャルリングギヤをデフアレンシャルケースに紐み

付ける。

850士50�乂爪

合わせマーク

351

^
2077



2 .3 3丁とブレスを使用して、 ⑰ラジアルボールベアリン

グを組み付ける。

55丁 09309-87201-000
3,③シム

①ベアリングキャップの順に、 キャリヤに組み付ける。

1

^
51

杉�』，ベァリングキャップは、分解時に付けた合わ

せマークを合わせる。

•0シムはリングギヤ背面側にのみ、分解時に

付けていたものを挿入する。
，デファレンシャルケースを、挿入したシム側

に押し付けた状態で、ベアリングキャップを

組み付ける。
，各部にハイボイドギヤオイルを塗布する。

4 .ダイヤルゲージをリングギヤの砌血に也角に
、
占て、 ド

ライブピニオンのフランジを阀定し、リングギヤを勋

かしてバックラッシュを測定し、 バックラッシュが人

きい場合は、 シムを增し、 小さい�合は、 シムを減らす。

【

'
響:】 0.08～0.15關

- リングギヤ円周上の3箇所以上で測定する。

ベアリングキャップ 375±75

^
8-0^

551X2078」

シムの種類
551ド2079」

浴 、写- さ（01111)

90045-64500-000 0.15

90045-64501-000 0.20

90045-64502-000 0.25

90045-64503-000 0.50

551X216

⑻ デフアレンシャルケースの軸方向ガタの調整
1.①ベアリングキャッブを収り外す。

2.シックネスゲージを使川して、 リングギヤ�而側のベアリングとキャリヤとの隙叫を測定し、 隙問が

�咿�になるように上記シムを;拔択し神入する。

0～〇.05圆

3.①ベアリングキャップを組み付ける。

375±75は，。⑺

- 分解時に付けた合わせマークを合わせる。

基準

1

^
58

注意

0 - 246



デフアレンシヤル

⑺ 歯当たり点検，調整

1.リ ン グ ギ ヤ � 面 両 側 に 光 明 丹 を 均 一 に 薄 く’衆 布 し、 ド

ラ イ ブ ビ ニ オ ン と の 歯 当 た り を 点 検 す る0

@0，コ ン パ ニ オ ン フ ラ ン ジ を 正 回 転、逆 回 転 さ せ、数 箇 所 で 点 検 す る。

フェース当たりフランク当たり ヒール当たり卜一当たり

ドライブビニオン ドライブビニオン =0
\

<3= リングギヤ リングギヤ

ドライブビニオンをリングギヤから遠ざけ

るように、シムを選択する。
ドライブビニオンをリングギヤに近づける

ように、シムを邁択する。

正しい歯当たり

再調整

突き出し暈調整用シム（0-243)を
を再度選択して、（ 2 )以降の作集

を行なう。
ただし、フェース当たり、フラン

ク当たりはバックラッシュの範

囲内で脚整可能な場合もある0

次項の作集を行なう。
(オイルシールを組み付ける）

551X2081」



⑻ オイルシール組み付け
1.55丁を使用して、 新品の⑦タイブ丁オイルシールを組み付ける。

1

^
0，オイルシールリップ部にアミックス!

^
卩グリースを塗布する。

，オイルシールはハウジング端面まで打ち込む。

^ オイルシールは再使用不可。

09635-20010-000

(9 ) 上記(5)、⑻及び(7)の点検を行い、良好なら次の⑽以下を行う。

(10) コンパニオンフランジ組み付け
1,⑥コンパニオンフランジ8/八、 ⑤ブレートワツシャ

& ④ナットを虮み付け、 規定トルクで締め付ける。

塾'&涵6疆

<¢•1，ナットは再使用不可。

- ナツトはピニオンの切り欠き溝の底部まで確

実にかしめる。

1200土200は

1)

〇

〇 XX

351X2083 -1

0 - 248



デフアレンシャル

7-7 リヤデファレンシャルコンパニオンフランジオイルシール取り外し、取

り付け

7-7-1 準備品

途根.品 名 用形 状

09330-87301-000
ツール，ドライブビニオンフランジ

ホールデイング

ドライブピニオンコンパニオンフ

ランジ叫り止め

5

09308-10010-000
ブラー，オイルシール

オイルシール取り外し5

09635-20010-000
リブレーサ，ロアポールジョイント

ダストカバー

オイルシール取り付け

油脂アミックス！VI

”
グリース、 アミックスハイボイドギヤオイル 5八690 (八ド1分頟〇し-5)

351

^
169

7-7-2 構成図

(〇

1 丁 1,200土 200

※:再使用不可部品

単位:匕卜〇巾
①フランジ 5/八，ドライブビニオンコンパニオン

②シール，タイプ丁オイル

551X1294

7-7-3 取り外し前作業
1.ボ 闷 を ジ ャ ッ キ ア ッ プ す る。



2.ドレーンプラグおよびガスケットを取り外し、 デフアレンシャルオイルを抜く。

- ガスケットは再使用不可。

3.ブロペラシャフトを収り外す。

(〇.6-2項（0-200ページ）参照）

7-7-4 取り外し

1.タガネとハンマを使）IIして、 ①ドライブピニオンコンパニオンフランジ5/八のナットのかしめを解

2 .35丁を使川して、 ①ドライブピニオンコンパニオ:
フランジ5/八を冏定し、 ナットおよびブレートワ

シャを取り外す。

55丁 09330-87301-000
ットは再使用不可。

3.①ドライブビニオンコンパニオンフラン

り外す。

修ナ

4 ,55丁を�川して②タイプ丁オイルシールを取り外す。

09308-10010-000

^ タイプ丁オイルシールは再使用不可。

55丁

7-7-5 取り付け
1,祈品の②タイブオイルシールのリッブ而个冏にア

ミックスグリースを�布した後、 55丁を使⑴して

フロントデフアレンシャルに取り讨ける。

09635-20010-000

^
16

^
，オイルシールはハウジング端面まで打ち込む。

アミックスい卩グリース

55丁

油脂

2.①ドライブピニオンコンパニオンフランジ3/八およ

びプレートワツシャを収り付け後、 33丁を使川してコ

ンパニオンフランジを阎定して、 新品のナツトを規定

トルクで締め付ける。

09330-87301-000
1,200±2001

^
8*001

3 ,ナットのロック部をドライブビニオンの滿底まで確:

^にかしめる。

0 - 250



デフアレンシャル

7-7-6 取り付け後作業

1.ブロペラシャフト六ゲを取り付ける。

(〇.6-2项（0-200ページ）参照）

2,新品のガスケットを取り付けドレーンプラグを規定トルクで締め卜)'け後、 フイラブラグよりデファレ

ンシャルオイルを说定械注入する。

フイラプラグ穴下面より〇～5謂!間にあること

㈣巧アミックスハイボイドギヤオイル 5八日90(八�分類(3し-5)
全容量 1.3 2

600±100は，⑽（オイルフィラプラグ）

500±100はマ〇1(オイルドレーンプラグ)

3.呶両をジャッキダウンする。



7-8 デフアレンシャルロックシフトアクチユエータ八ソ取り外し、取り付け

7-8-1 準備品

油服スリーポンド 1212.アミックスハイボイドギヤオイルん\卜：90 (八ド1分姐 01 -5)
551X153

7-8-2 構成図

551

^
1273」

7-8-3 取り外し前作業

ンプラグおよびガスケットを取り外し、 デファレンシャルオイルを抜く。

^
ガスケットは再使用不可。

ドレー

7-8-4 点検

1 .アクチュエータ八ゲの八ポートにマイテイバックを接続

し、 4501111

^
化の货り-:をかけたときデファレンシャル

ロックシフトフォークがスムーズに勋き、 れ!王が保持

されることを点検する。

また、 れ圧を開放したときシフトフォークがスムーズ

に元の位敗へ;/!ることを点検する。

55110276」

1)一 252



デフアレンシャル

7-8-5 取り付け
1,リヤアクスル ウジング八ゲの①デフアレンシャル

ロックシフトアクチュエータ八ゲの取り付け面に液状

ガスケットを唆布する。

スリーボンド1212

2 ,①デフアレンシャルロックシフトアクチユエータ八乂

を取り付けボルト 4 本を規定トルクで締め付ける。

185±35は，〇⑺

3,バキュームホースを取り付ける0

締付

7-8-6 取り付け後作業

1,新品のガスケットを取り付けドレーンブラグを规定トルクで締め付け後、 フィラブラグよりデファレ

ンシャルオイルを说定进注入する。

6

^
3 フィラプラグ穴下面より〇～5聊間にあること

アミックスハイボイドギヤオイル 5八巳90(八卩1分類6い5)

全容量 1.3 这

600±100は乂�（オイルフィラプラグ）

500±100は乂�（オイルドレーンプラグ）

2 .デファレンシャルロック装的のシステム点検を行う。

(1),7-9-2項（0-255ページ）参照）

油脂

1

^
51



7-9 スーパーデフロック機構
7-9-1 システム概要

(1) システム配管図

リヤ
デファレンシャル

11

^
1

)1プロペラシャフト
/ 1

リヤアクスル

クラッチバブ\

デフロック測
大
気

ロックソ5\；2(茶)

13ヴ 円6ソ谓 5

^
/7

フリー
卩「聊1(グレ-)

11

^
—インマニへ

巳室
16 5\

^
十IV勺バルブ アクチュエータ

ヒータ20八

十バッテリ

丄
381

^
1279

0 — 254



デフアレンシャル

7-9-2 システム点検

¦ド-両をジャッキアッブする

シフトレバーをニュートラルにし、エンジンを始勅する

シフトレバーを151または尺〇乂にシフトする

パーキングブレーキレバーをもどす

スーパーデフロックスイッチを¦〇1

^
」にする

各部が次の状他であることを確認する

1. スーパーデフロックインジケータ（スイッチ部）が点灯する

2.片方のタイヤです- で㈣した時、他方のタイヤも同方向に问転する

スーパ- デフロックスイッチを「〇ド卩」にする

各部が次の状悲であることを確認する

1.スーパーデフロックインジケータ（スイッチ部）が消灯する

2. 厂ぐ //のタイヤで手でI�パした時、 他

"
のタイヤが逆方向に㈣率ムする

551

^
162



7-9-3 単体点検

(1) デフアレンシャルロックスイッチ

1.スイッチを「01

^
1」した時、 右�の①～③端 /叫が#通す

ることを点検する。

2.スイッチ「01\1」状態で、 右IッIの③端子にバッテリブラス

を②端子にバッテリマイナスを接続した時、 インジ

ケータが点灯することを点検する。

(2 ) 151検出スイッチ

1551にシフトした時、 端 / 1叫が導通することを点検する。

(3) バックアップランプスイッチ
只⑼にシフトした時、 端 /問が導通することを点検する。

(4) バキュームスイッチングバルブ（ソ5ソ）
1.151および只⑼にシフトし、 デフアレンシャルロック

スイッチを！'01\’」にした時、 V 1および乂3\
，
2 に汕‘屯

があることを点検する。

2 , 1 5 1お よ び!

^
V以 外 に シ フ ト し た 時、ソ5ソ 1 お よ び

乂5乂 2 に；1屯 が な い こ と を 点 検 す る。

3.デフアレンシャルロックスイッチを「(ル1」に し た 時、

1お よ び ソ5ソ 2 に 通 屯 が な い こ と を 点 検 す る。

〇 〇

II
ソ5ソ1

(コネクタ灰色）（コネクタ茶色）
ソ5ソ2

551X1283」

⑸ チェックバルブ
1.右 � の「松:」—「出」方 向 に 通 ス が あ り、「货」—「橙」ん ゞ リ に

通 シIが 無 い こ と を 点 検 す る。 橙 黒

ソ3ソへ インマニへ

351X1284

13 - 256



し

3 -1 5 已⑼り レ ー 取 り 外 し、取 り 付 け

(ア ト レ ー 系.八/丁 率.八！
^

付〉‘

4 車速感応型電動パワーステアリング機構

4 - 1 シ ス テ ム 概;要，

4 - 2 作備品 -
4 - 3 作 業 上 の 注 �，

4 - 1 故 � 沒 断 ，

5 ブレーキ ^

5 - 1 ブ レ ー キ 点 検、調 怯 .

5 - 2 ペ ダ ル ブ ラ ケ ッ ト お よ び ブ レ ー キ ペ ダ ル

】� リ 外 し、� 又 り 忖 け

5 - 3 ブ レ ー キ マ ス タ シ リ ン ダ お よ び ブ レ ー キ

ブ ー ス タ 取 り 外 し、取 り 付 け …“

5 - 4 ブ レ ー キ マ ス タ シ リ ン ダ 分 解、おIみ 付 け

1 エンジンマウンティング .

1 - 1 エ ン ジ ン マ ウ ン テ イ ン グ 取 リ 外 し、取 り 付 け

レ 1

[这 1061
巳-108已- 1
6-1082 サスペンション ^

2 - 1 ホイールアライメント

2 - 2 フロントシ

取り付け，

2 - 3 サスペンションロアアーム&ストラットペー

取リ外し、取り付け

2 - 4 サスペンションロアアーム(&ストラットバー

(八85装猗車）取0外し、取り付け

2 - 5 リヤショックアブソー八取り外し、取り付け

I- - 3
レ1111.: 3

£-111クアブソー八取リ外し、3 ツ

^
115]

^
1551

[ビ-155]

£- 8

^
2-12 I

— 1シ1 5 8卜:-15

ほ 1611£-21
2 - 6 リヤリーフスプリング収リ外し、取リ付け

ビ-163[E-24

^
5 - 5 ブレーキブースタ作肿点検 .

5 - 6 ブレーキブースタ分解、組み付け .

5 - 7

^
パルブ作動点検 ，

5 - 8 し5？い、つレブ取9外し、取り付け

5 9 フロントディスクブレーキハ
。
ッド

』�リ外し、;

^
リ付け "…

5 -10 フロントディスクブレーキキャリパ八V

およびディスクロータ取リ外し.取リ付け

5 -11 フロントディスクブレーキキャリ八八乂

分解、紺み付け，

5 -12 リヤブレーキドラム取り外し、取り付け

£-1682 7 リヤサスペンションアーム公リヤコイル

スブリング取り外し、取り付け

2 - 8 ラテラルコントロールロッド取り付け、

』1(リ外し ，

3 ステアリング .

3 - 1 ステアリングホイール（ 2 木スポーク，�胎製）

取り外し、取リ付け，

3 - 2 ステアリングホイール（ 3 本ポーク.ウレタン1

^
)

』�リ外し、】[《リ1，]*け -
3 - 3 ステアリングコラム八乂（標咿，⑽/丁小）

】

“
リ外し、4又りイナけ ，

3 - 4 ステアリングコラム八ン《標咿）分解.組み付け

£-170卜:-27
£-173 X

レ1771£-30

1シ32

卜：179

1：̂32
：
ドト::

ピ-35
已-187

I E-39

^ [119〇]
5 -13 ハ

。
ーキングブレーキ取り外し、取り付け卜：44

卜:-1943 - 5 ステァリングコラム八ゲ（チルト機�[卜!V1/丁セ）

4乂リタトし、』

“
リはけ

3 - 6 マニュアルステアリングギヤ八ン収リ外し、

取り付け -
3 - 7 マニュアルステアリングギヤ八\

，分解、組み付け

¦ 1，:- 5 -14 八1巧アクチュエータ取り外し、取り付け

[£-195]
5 -15 フロントスピードセンサ収リ外し、取り付け£-53

！£-197；
5 -16 リヤスピードセンサ取り外し、取リ付けI-:-60

卜：1983 - 8 屯制;バワーステアリングギヤ八ゲ取り外し、

取り付け（4

^
0.170付3

3 9 屯�パワーステアリングギヤ八乂分祕、組み付け

卜:-7〇 ] 5 -17 6センサ取り外し、取り付け，

5 -18 八。3コンピュータ取り外し、取り付け

卜>199

02001

^
-81

6 アンチロックブレーキシステム（八日5)

6 - 1 システム慨袈 ，

£-2013 -10 ドラッグリンク取リ外し、収リ付け（マニュアル

ステアリングギヤ彳I：�小）

3 -11 タイロッド八ン（尺卜1丄出取り外し、取り付け

II 201Iシ 87

6 - 2 準-備 品， 卜:-205

[ 卜：％ ;

3 -12 ステアリングセンタアーム取り外し、収リ付け

6 - 3 作袋卜.の注意，

6 - 4 故!

^
,制祈

6 - 5 八135アクチユエータ機能点検

6 - 6 中イ本点検

££-205

£-209

£-246( 1…〇-丁/〇屯�パワーステアリング装再3れ)

0249£-93

3 -13 ステアリングセンタアーム分解、組み付け

£-99
3 -14 パワーステアリングコンピュータ取リ外し、

取り付け（アトレー系.八/丁班，八85付〉 ¢-1031



エンジンマウンティング

1 エンジンマウンティング

1-1 エンジンマウンティング取り外し、取り付け

1-1-1 準備品

扑器丨トルクレンチ

5510307

1-1-2 構成図



1-1-3 点検

各エンジンマウンテイングは率攸状態でそれぞれのストッパの隙問を参考にして不具合のある場合は�

品を交換する。

(1) エンジンマウンイングのストッパ隙間（ライト、レフト）

55103085

⑵ エンジンマウンイングのストッパ隙間（リヤ、センタ）

55103086

ビ ー 2



サスペンション

2 サスペンション

2-1 ホイールアライメント

2-1-1 準備品

エれブレーキブレッシャ、〇〇尺ゲージコンペンセータ

計器 I ターニングラジアスゲージ、 タイヤブレッシャゲージ、 キャンバキャスタキングピンゲージ、ダイヤルゲージ

5510305

ルアライメントの測定は、空車状態（燃料満タン、スペアタイヤは取り外す）で行う杉金;】^ ホイー

2-1-2 ホイールアライメント測定前点検

(1) タイヤサイズおよび磨耗状況点検

1,サイズ通いがなく左右の�耗系および偏)

^
耗が矜しくないことを点検する。

⑵ タイヤ空気圧点検

基準

タイヤサイズ屯阈型式
後輪

5.00-12-43100？，5110?
51000,51100
51000X，5】100丁

5.00-12-6 2.0 2.4

145«12

2.2 2.45.00-12-4
八/丁 2.45100V 5.00-12-6 2.4

全
'«
1 145只12 2.62.4

5.00-12-4 2.4 2.4

51講 5.00-12-6 2.4 2.4

145

^
12 2.4 2.6

1451

^
12 2.42.4

5120\

^
1551

^
12 2.22.2

165/70

^
13 2.4 2.4

2.4 2.4
145只12

2.6 2.6

ん\16艮ガ1〇已，ひ10丁 2.2 2.25130V
1551

^
12

ド卿く 2.42.4

全中 165/70只13 2.4 2.4

7125/90 012 (テンパタイヤ） 4.2

5310306

(3) タイヤ振れ点検

1.ダイヤルゲージを使川し、 タイヤの振れを点検する。

1.401111(縦振れ）

2.0111⑺(横振れ）

0

^
3

⑷ 関係各部のボルト締め付け状態点検



⑸ 関係各部のガタ点検
1.ボールジョイントのガタ

2,ステアリングリンケージのガタ

3.サスペンション間係のガタ

4 ,フロントホイールベアリングのガタ

2-1-3 フロントホイールアライメント点検および調整

⑴ 卜ーイン点検
1,屯豳をゆすり、中両を安定させる。

2,中両を血進で 5爪手押しして前進させる。

03 - 車両を後退させた時は必ず後退させた距離分前進させる。

3,トーインゲージの指針高さをフロントホイール�中心

商さに合わせ、 タイヤの後ろ側に入れる。

4 .前輪タイヤおのおのの後部にトレッドセンタをしるし、

マーク問の距離（八寸法）を測定する。

5 ,小両をゆっくり押して前進させ、 前輪を180"�紜させ

る。

^ 180以上回転させないように行い、オーバ回

転した場合は、3.からやり直す。

6,ポ�前部でマーク間の距離（8寸法）を測定する。

7.トーイン（八 、】法-8寸法）を求める。

0,0土1,〇删

フロント

〇
1

^
3

6

八

55103089 -

(2) 卜ーイン調整
1.タイロッドエンドのロックナットをゆるめる。

2.左右のラックエンドをおのおのの反対方向に同从ずつ

回し、 トーインが基準�以内に人るように調格する。

3,タイロッドエンドのロックナットを締め付ける。

枯墨:.，左右のタイロッドの移動量は同一にすること。

^
右図に示す長さは同一にすること（ホイール切

れ角に差が生じるため）。

- 調整時にブーツをねじらないこと。

4 ,阿度卜ーインを点検する。

0.0土1.0酬

450土1001

^
.0111

55103090 -

ビ ー 4



サスペンション

(3) キャンバ、キャスタ、キングピン角点検

〔参考〕，2

^
0中およびアルミホイール装咨屯はコン

ペンセータを使用してキャンパ、 キャスタ、

キングビン角を測定する0

1,ディスクホイールおよびキヤンバキヤスタキングビ

ンゲージに地面から垂�方向に 2 简所、 水平方…】に 2

简所ずつ印を付けておく。

2,ターニングラジアスゲージをセットする。

(1) ターニングラジアスゲージを 0
。
点に合わせてロッ

クする。

(2) ターニングラジアスゲージの中心にタイヤの接地而

の中心を合わせるように中闽を乘せる。
，空車状態で、前輪が回転しないように、ブ

レーキペダルプレッシャなどを使用して

フットブレーキを効かせた状態で点検する。
，ポータブルタイプのターニングラジアス

ゲージを使用する場合は、後輪にもゲージと

同じ高さの台を置いて水平を保つこと。
，ストップランプスイッチが点灯しないよう

に、ストップランプヒューズを外して点検

すること。

55103094

85104014

3.キャンバキャスタキングビンゲージを取り付ける。

(1) ターニングラジアスゲージの衍針を”0”に合わせ、

ターニングラジアスゲージのロックを外す。

(2) ディスクホイールに付けた印とキャンノゞキャスタキ

ングビンゲージの印が合うように取り付ける。

( 2冒〇屯）

(3) キャンバキャスタキングビンゲージのセンタ

ド先端をドライブシャフト中心に合わせて取り付ける。

( 4…1)屯）

〇ツ

55103096 -



5

衿

右中

“
右申令為

少[力

4 ,キャンバを点検する0

(1) 的:進状態を確認する。

(2) ゲージの水平気泡が中心になるようにゲージを水平に

セツトする。

(3) キャンバ測定川ゲージの気�の屮心位�のII盛りを読

"10
キヤン/くーキャスター

キングビンゲージ

む〇 取

"
の鑄1氰澹费中，レに供つ

祝〇
基準 015345

,

1

^
II

551〇3097」

5 .キヤスタ角、 キングピン角（右輪）を点検する。

右

(

み乎

“

(1) ターニングラジアスゲージの卩盛り力ず20
。
になるまでステアリングホイールを右に切る。

⑵ ゲージのキャスタ角およびキングピン角叫のアジャストスクリユを回してそれぞれの気泡を”0’’に

合わせる。

⑶ ターニングラジアスゲージの目盛り；

^
2(广になるまでステアリングホイールを左に切る。

⑷ キャスタ角およびキングピン角測定用ゲージの奴泡の中心位沢の〇盛りを読む。

キ

^
スタ角 3

6708'士 1°(ピック）

3で4'土 1
〇

(バン、アトレー）

基準

キングピン角 13で3'土 1
。

6.キャスタ角、 キングビン角（左輪）を点検する。

〔参考〕，キャンバ、 キャスタ、 キングピン角はあらかじめ基準値に凋幣されており、 亦凋祭式です。

7.ゲージおよび551’を取り外す。

ビ ー 6

ビ

5

ニニニニモ

^
つ

【

-0
、

至ニニニ.
！

^
3

-

ビ

¢

0503
¢
!

¢

110
V



サスペンション

⑷ ホイール切れ角点検

1.ステアリングホイールを左右いっぱいに切り、 ホイー

ルの切れ角を点検する。

^̂
3

ゑ内輪
⑧ 外縞

フロント

⑧

36

^
〇：

35

^
綸内

袷外

3510403

2 .切れ角にん右差がある場合は調铬を行う。

55104001

⑸ ホイール切れ角調整

1.タイロッドエンドのロックナットをゆるめる。

2.左右のラックエンドのねじ部の及さを卜】吠にする。

祐�;身 ，調整時にブーツをねじらないこと。

3 .タイロッドエンドのロックナットを締め付ける。

1

^
51 450±100

^
8# 0111

35103090

⑻ フロントサイドスリツプ点検

〔参考〕，サイドスリップの値が基準値内である場合でも、 異常がある場合は上記の項目について点検、

凋格を行うこと。

1,サイドスリップテスタでサイドスリッブを点検する。

イン 5咖～アウト 5刪基準



2-2 フロントショックアブソーバ取り外し、取り付け
2-2-1 準備品

形 状 品推、 品名 川 途

09727-30020-000
コンブレッサ，フロントコイル

スブリング

5
5 コイルスブリング圧縮
丁

トルクレンチ•11器
醜 アミックス 1\1卩グリース

5510309

2-2-2 構成図

-一 丁：600土100

丁 400 土 50： 2

:：3 ,

4)

そ(5)
':6)

⑦

① カバー，ベアリングダスト

IX サポート 5/八，フロントサスペンション

(3) ブッシュ

④ シート八ン，フロントスプリングアッパ

⑤ パンパ，フロントスプリング

⑧ カバー，ショックアブソーパダスト

⑦ スプリング，コイルフロント

⑧ アブソーバ�ソ，ショックフロント

8

イ
夕 V

レ/

丁：950土150，
※：再使用不可部品

班位：
“

8*¢

"
*

55103024 -

2-2-3 取り外し前作業

1.帘両をジャッキアップする。

2 .フロントホイールを取り外す。

に 一 8



サスペンション

2-2-4 取り外し

1.ブレーキフレキシブルホースクランプを取り外す。

2 .ショックアブソーバ下側の取り付けボルトとナットを

ゆるめる。

^
ボルトおよびナットは再使用不可。

3,サスペンションサポートの取り付けナット（ 3 40を取

り外し、フロントショックアブソーバコイルス

ブリングを取り出す。

聲ナットは再使用不可

4 .サスペンションサポート部をアルミ板などを介してバ

イスで同定する。

5.①ベアリングダストカバーを取り外す。

6.55丁を⑦コイルスプリングに取り付ける。

630，フックの間の距離が最も広くなるように取り

付けること。

09727-30020-000
7 ,スブリングを圧縮し、ロックナットを外して、 以下の

55丁

部品を取り出す。

②フロントサスペンションサポート5/八

⑧フロントショックアブソーバ八ゲ

- 55丁使用時はインパクトを使用しないこと。
，ロックナットは再使用不可。

注意



2-2-5 点検

(1) ショックアブソーバ作動点検
1.ショックアブソーバを伸縮させる。

，一定の手応えで伸び縮みし、異音がしないこ

と0

55103028

2-2-6 取り付け
1,55丁を使川して、 ⑦コイルスプリングを『十:縮し、 �別

ペイントがド側になるように⑧フロントショックアブ

ソーバ八ゲに組み付け、 以下の部品を組み付ける。

⑤フロントスプリングバンパ

④アツパフロントスプリングシート八ゲ

��]，アッパ側とロア側のスプリングシートの溝と

スプリングの端部を合わせること。

09727-07701-000
2.③ブッシュにアミックス ⑽ドグリースを塗布する。

0.58以上

55丁 35103029 -1

基準

55103030

3 ,②フロントサスペンションサポート 5/八の切り欠き

をショックアブソーバロッドの切り欠きと合わせて取

り付け、 ロックナットを仮締めする。

除置：

^
，ロックナットは新品を使用すること。

4,55丁を取り外す。

5 .フロントショックアブソーバ …/コイルスプリング

のサスペンションサポートをボデーに(反締めする。

切り欠き

53103031

6 .右！

^
の矢印方向にボルト穴のガタをつめて、 ショック

アブソーパとステアリングナックルを締め付ける。

1

^
10，ポルトおよびナットは新品を使用すること。

950土150

“
？〇⑺

7 .サスペンションサポートの収り付けボルトを本締めす

1：’わ墨6画

る。

ね篇卜 ) 400±50

^
*0

^8,ショックアブソーバロッドのロックナットを本締め

し、①ベアリングダストカバーを取り付ける0

1

^
51 600土100は.。⑺

ビー 10



サスペンション

2-2-7 取り付け後作業

1.フロントホイールを取り付ける。

1,050±150

“
卜〇〇1

2 ,中両をジャッキダウンする。



2-3 サスペンションロアアームみストラットバー取り外し、取り付け
2-3-1 準備品

形 状 III
1

！

^
,11/1 名 用 途

5 ロアアームボールジョイント切り09611-87701-000
ブラー，タイロッドエンド

5
丁

計 器 トルクレンチ

5510304

2-3-2 構成図

2-3-3 取り外し前作業
1.車 両 を ジ ャ ッ キ ア ッ プ す る。

2.フ ロ ン ト ホ イ ー ル を 取 り 外 す。

1

^
- 1 2



サスペンション

2-3-4 取り外し

1,①クリッブおよび②キヤッスルナットを取り外す。

^̂
「1 ，取り外したクリップは再使用不可。

2.53丁を使⑴してステアリングナックルとロアアームの

ボールジョイントを切り離す。

炫搴』，55丁をセツトする時は、ポールジョイントの

ネジ部に必ずダミーのナットを取り付け、ネ

ジ部が損傷しないようにすること。

•55"!"をセットする時は、必ず落下防止用の吊

りひもを車体側に取り付けること。

09611-87701-000

53103006 -1

3 ,③ナットを取り外し、④ブレートワッシャー、 ⑤スト

クッションを取り出す。ラツト バー

4 ,ロアアームから⑥ストラット

⑦ストラットバークッションを取り出す。

3/八を取り外し、バー

55103035

5 .⑧サスペンションロアアーム 5/八を小¦山】から片�り外

す0

55103036



2-3-5 点検

(1) ロアアームの点検
次の各部を点検し、 不11.介がある垛れは交换する。

55103037

⑵ ストラットバーの点検

次のれ部を点検し、 不具合がある�合は交換する。

クッションのへタリ，損傷

妙一
変形，播傷

55103100

2-3-6 取り付け
1.⑧サスペンションロアアーム 5/八を呶岡に組み付け、 祈品のナットを規定のトルクで締め付ける。

950±150

^
*0(71

クツニ

1

^
51

2 ,⑦ストラット

ロアアームに組み付ける。

ンおよび⑥ストラット 5/八を 》1り叫に(反付けし、 ストラットバーをノゞ一一 ノゞ一一

締付 950±150

^
*0

^クッション、 ④ブレートワッシャーを取り付け、 ③ナットで締め付ける。

850土150は參〇〇1

4 .ロアアームのボールジョイントを②キャッスルナットで締め付け、 新品の①クリッブを取り卜]'ける。

3,⑤ストラット ノズー

0

^
1 475±751

^
ぐ〇⑺

2-3-7 取り付け後作業

1.フロントホイールを取り付ける。

1050±150は#〇11

2 .苹両をジャッキダウンする。

3.フロントホイールアライメントを点検する。

(

^
,2-1-3巧(（£-4ページ）参照）

ヒー 14



サスペンション

2-4 サスペンションロアアーム段ストラットバー（八日5装着車）取り外し、取り

付け
2-4-1 準備品

I
1，番、品名 途形 状

タイロッドエンド切り離し

ロアアームボールジョイント

切り離し

09611-87701-000
ブラー，タイロッドエンド

09648-87201-000
リブレーサ，ドライブシャフト

ドライブシャフト扣（り外し

5

口
09950-20017-000

ブラー，ユニバーサル
スビンドル取り外し

5

09718-87702-000
リブレーサ，フロントディスクブレ

ーキダストカバー

ダストカバー取り付け

09726-27010-0000
リムーバ公リブレーサフロントサス

ペンションアームブッシュ

ダストカバー取り付け

09325-12010-000
ブラグ，トランスミッションオイル

スピンドル戊入

トルクレンチ，汁?ぶ

アミックス N1? グリース油脂

5510303



2-4-2 構成図

① ナット

② ワッシャー，プレート

(1) クッション，ストラット

5/八，ストラット

⑤ クッション，ストラットバー

⑧ カバー，ディスクブレーキダスト

⑦ アーム 5/八，サスペンション

⑧ ナックル 5/八，ステアリング

バ—
④ バー

I 950±150

烨 丁：475土 75

丁：475±75 办ロア

甲
や

丁：950±150

※再使用不可部品

単位：

^
6 * 001

④ 糸 @, ⑤
① 1" : 950土15〇]

55103104

2-4-3 取り外し前作業

1.中両をジャッキアップする。

2 .フロントホイールを取り外す。

3.フロントディスクブレーキキヤリパ八ゲを外し、 針金などで吊り下げておく。

转滅：1- フレキシブルホースを損傷させないこと。

4 ,八85 センサを取り外す。

5.フロントアクスルハブおよびブレーキディスクを取り外す。

(0.5-1項(0-154ページ)参照)

2-4-4 取り外し
1.クリッブとキャッスルナットを取り外し、 丁を使叫

してタイロッドエンドを切り離す。

杉墨』^ 551をセットする時は、タイロッドエンドの

ネジ部に必ずダミーのナットを取り付け、ネ

ジ部が損傷しないようにすること。

•55丁をセットする時は、必ず落下防止用の吊

りひもを車体側に取り付けること。
，取り外したクリップは再使用不可。

09611-87701-00055丁

6 ― 16



サスペンション

2 ,①ナットを和（り外し、 ②ブレートワッシャー、 ③スト

ラットバークッションを取り外す0

55103034

3 ,④ストラット

⑤ストラットバークッションを取り外す。

5

^
3，取り外したボルトとナットは再使用不可。

3/八をロアアームから切り離し、

551〇3060

4 ,ロアアームのす11叫側を切り離す。
，ロアアームの取り付けボルトとナツトは再使

用不口I。

55103036

5.ショックアブソーパからステアリングナックル八ゲを

切り離す。

3，取り外したボルトとナットは再使用不可。

6 .ステアリングナックル八ゲをサスペンションロア

アーム 5/八ごと¢内から取り出す。（ 2 XV〇呶）

注

7 ,55丁を使川してドライブシャフトを屯㈣側から抜き取

り、 ステアリングナックル八ヅをドライブシャフト、

サスペンションロアアーム 5/八ごと小I山Iから取り出

す。（ 4 评0，¦〇
55丁 09648—87201—000



8.⑥ディスクブレーキダストカバーを取り外し、 ステ

アリングナツクルをバイスで阗定し、 を使川して

ドライブシャフト（ 4 \\

^0110
もしくはステアリング

ナックルスピンドル 5ゾ八（ 2 \が1))を』(�り外す0

09950-20017-000¦

^
〇¦

9 .55丁を使川してロアアームのボールジョイント部を切

り離し、 ⑦サスペンションロアアーム 5/八を耳乂り出

す0

餘纖

“
屬 ，55丁をセットする時は、ボールジョイントの

ネジ部に必ずダミーのナットを取り付け、ネ

ジ部が損傷しないようにすること。
，55丁をセットする時は、必ず落下防止用の吊

りひもを作業台などに取り付けること。
，取り夕1'したクリップは再使用不可。

09611-87701-00055丁

2-4-5 点検
(匕2-3-5

^
((ど-14ページ）参照)

2-4-6 取り付け
1.右はIの简所にアミックス ？4卩グリースを赍布する。

2.337とブレスを使用して、⑥ディスクブレーキダスト

カバーを⑧ステアリングナックル八ゲに圧入する0

^ ディスクブレーキダストカバーは新品を使

用すること。

09718-87702-000^̂
3

09726-27010-000 N0.8

(09726-27010-000の構成部品）

3,ステアリングナツクルをバイスで阀定し、 ⑦サスペン

ンロアアーム 3/八を組み付ける。

475±75

^
6* 0

^
ンヨ

尺一 18



サスペンション

4 ,55丁とブレスを使川して、 ステアリングナックルスピ

ンドル 5/八をステアリングナックル八ゲに圧入する。

( 2 �車）

16

^
1，55丁はベアリングのインナーレースに当てて

圧入すること。

09325-12010-00055丁

5 .ドライブシャフトをバイスで阆定し、ベアリングのイ

ンナーレースに55丁をあて、 ブラスチックハンマーで叩

くようにしてスビンドルに圧入する。（ 4 \\『0中）

09325-12010-00055丁

55103064

6 ,ドライブシャフトを卑両に神人し（ 4 冒〇屯）、 ステア

リングナックル八ゲをショックアブソーバに取り付け
ショックアブソーパ

る。

613 ，図の矢印方向にボルトの穴のガタをつめて締

め付けること。

- ポルトおよびナットは新品を使用すること。

950±150

^
8* 0(11

7 .サスペンションロアアームを車内’に取り付ける。

- ボルトおよびナットは新品を使用すること。

950土150

^
8- 0111

8 .⑤ストラットバークッションおよび④ストラット

5/八を中闽側に(反付けし、④ストラットバー 5/

八をサスペンションロアアーム 3/八に只�り付ける。

除�
，：1^

ボルトおよびナットは新品を使用すること。

9 ,③ストラット

シャーを取り付け、 ①ナットを締め付ける。

1.?�編-10.タイロッドエンドを取り付けて？斤品のクリッブを取り付ける。

注意
ステアリングナックル

55103020

ノゞ一

950土150は

クッション、 ②ブレートワツノズー

850±150

^
8* 0

^
1

475土751

^
.071

2-4-7 取り付け後作業

1.ハブ公ディスクを収り付け、 33丁を使明してキャッスルナットで締め付ける。

09511-87202-000
2000±200

^
8#〇〇1

2 .フロントディスクブレーキキヤリパ八乂を取り付ける。

1210±230せ

3.フロントスピードセンサを取り付ける。

75±15

^
*0

^

55丁

1

^
9

1

^
51

締付



4 .フロントホイールを取り付ける。

1050土1501

^
8* 011

5 ,中両をジャッキダウンする。

6,フロントホイールアライメントを点検する。

(£.2-!-3¢((£-4ページ）参照）

1

^
51

1

^
：一 20



サスペンション

2-5 リヤショックアブソーバ取り外し、取り付け

2-5-1 準備品

"
器トルクレンチ

3510307

2-5-2 構成図

丁：480土95

6

：4

^
0±100 ¦

丁 600±120¦⑧、

3 リンクサスペンシヨン車

7

^
50±150

へ

① ナット

② ワッシャ，ショックアブソーパクッション

③ ナット

④ ワッシャ，ショックアブソーバクッション

⑤ リヤショックアブソーバ八ソ

⑧ ワッシャ，ショックアブソーバクッション

⑦ クッション

16,1

※再使用不可部品

単位：4* 0«!

55103038

2-5-3 取り外し前作業
1, >1【岡をジャッキアップする。

2 ,リヤホイールを取り外す。

3 .スペアタイヤを取り外す。（八 /〇装芥�の右リヤ

ショックアブソーパを外す場合）



4 .エアコンのコンデンサを切り離し、 針余などで的りドげておく。（八/〇装//屯のムリヤショックアブ

ソーパを外す堝合）

2-5-4 取り外し
1.ショックアブソーバド側の①ナットと②ショックアブ

ソーバクッションワッシャを取り外す。

碎職:沒 ，取り外したナットは再使用不可。

ックアブソーバ上側のナットと③ショックアブ

クッションワッシャを取り外し、④リヤ

ショックアブソーバ八ヅを取り外す。

‘取り外したナットは再使用不可。

3,以下の部品を取り外す。

⑤ワッシヤショックアブソーバクッション

2 ,シヨ

パ

⑥クッシヨン

ビ ー 22



サスペンション

2-5-5 点検

(1) ショックアブソーバ作動点検

1.シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ を 伸 縮 さ せ る。

一 定 の 手 応 え で 伸 び 縮 み し、異 音 が し な い こ〇〇
と

55103042̃

2-5-6 取り付け

1.以 下 の 部 品 を 取 り 付 け る。

⑥ク ッ シ ヨ ン

⑤ワ ッ シ ャ、 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ク ッ シ ョ ン

2 ,④リヤショックアブソーバ八ヅとショックアブソーバ上側の③シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ク ッ シ ョ ン

ワッシャを組み付け、新品のナットを規定のトルクで締めつける。

450±10(

^̂
リーフリジッドサスペンション車）

480±95

^
-001( 3リンクサスペンション車）

3.ショックアブソーバ下側に②ショックアブソーパクッションワッシャを組み付け、 新品の①ナット

を说定のトルクで締めつける。（リーフリジッドサスペンションが)

450士1001

^
29

1

^
9

4 ,ショックアブソーバをリヤアクスルハウジングに取り付ける。（3リンクサスペンション小）

600±120

^
-001I嫌5�

2-5-7 取り付け後作業

1.エアコンのコンデンサを取り付け、 スペアタイヤを取り付ける。

2.リヤホイールを取り付ける。

1,050±150(

^
8- 0171

3 .电両をジャッキダウンする。



2-6 リヤリーフスプリング取り外し、取り付け
2-6-1 準備品

計器トルクレンチ

5310307

2-6-2 構成図
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サスペンション

2-6-3 取り外し前作業

1,取闽をガレージジャッキでリヤアクスルハウジング

をジャッキアップし、 ボデー後部をリジッドラックで

支える0

- リジッドラックで支える時はポデーを傷めな

いようにゆつくり確実に作業すること。

^ ガレージジャッキはリヤアクスルハウジン

グを支えておくこと。

2,リヤホイールを取り外す。

3 ,スペアタイヤを取り外す。（六/〇装矜屯の右リヤスブ

リングを外す場合）

4,エアコンのコンデンサを切り離し、 針金などで吊りドげ

ておく。（八/〇装#电の右リヤスプリングを外す垛作）

(し2-5-3

^
((£-21ページ）参照）

2-6-4 取り外し

1,①じボルトを相（り外し、 ②リヤスブリングバンパ及

び③スブリングパッドアツパ（バンのみ）を収り外す0

2 .ガレージジャッキを少しドげてスプリングとアクスル

を切り離し、 ④リヤスプリングシャックル 5/八を』仅

り外してリーフスブリング後部を中咖から切り離す。
，取り外したナットは再使用不可。

3.スプリング前部を叫から切り離し、 ⑤リヤ以/ブッ

シュスプリング八》
，を取り外す。

性:3，取り外したボルトおよびナットは再使用不可。

4 .取り出したリーフスプリングより、 以ドの部品を取り

外す。（バンのみ）

⑥ブッシュ

⑧パッド、 スプリングロア

55103047



2-6-5 点検

次 の 各 部 を 点 検 し、 小II合 の あ る 場 合 は 交 換 す る。

55103048

2-6-6 取り付け
1,以 下 の 部 品 を リ ー フ ス プ リ ン グ に 取 り 付 け る。（バ ン の み）

⑧パ ッ ド、 ス プ リ ン グ ロ ア

⑥ブッシュ

2.⑤リ ヤ 賈/ブ ッ シ ュ ス プ リ ン グ 八 ゲ を ポ 闷 に 組 み 付 る0

1040±160

^
8*0

^3,リーフスプリング後部を④リヤスプリングシャックル 5/八で中両に組み付け、 新品のナットで締め

付ける。

1

^
51

4 ,ガレージジャッキを持ち上げ、 リーフスプリングにアクスルを接合する。

5.スプリングに③スブリングハ
。
ッドアッパ（バンのみ）、 ②リヤスプリングバンパを取り付け、①じ

ボルトをナットで締め付ける。

阪馨]，スプリングパッドを取り付ける時は、リヤスプリングバンパとスプリングパッドリテー

ナ間にかみ込まない様にすること。
，リポルトに曲げがかからない様にナツトを締め付けること。

500±501

^
.071

1

^
1

400土1001<8.0111

1

^
51

2-6-7 取り付け後作業
1.エアコンのコンデンサを取り付け、 スペアタイヤを取り付ける。

2,リヤホイールを取り付ける。

1,050±1501

^
8 * 0171

3 .車阀をジャッキダウンする。

締付
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サスペンション

2-7 リヤサスペンションアーム没リャコイルスプリング取り外し、取り付け

2-7-1 準備品

計器トルクレンチ

5510307

2-7-2 構成図

2-7-3 取り外し前の作業

1,ガレージジャッキを使⑴してリヤアクスルハウジン

グをジャッキアップし、 ボデー後�をリジッドラック

で支える。

- リジッドラックで支える時はボデーを傷めな

いようにゆつくり確実に作業すること。
，ガレージジャッキはリヤアクスルハウジン

グを支えておくこと。

2,リヤホイールを取り外す。

3.パーキングブレーキケーブルのブラケットを取り外す。

4.八85 センサを取り外す。（八85装�車）

5,ブレーキフレキシブルホースのブラケットを取り外す。（右側)



2-7-4 取り外し

1,①リヤショックアブソーバ八ヅをリヤアクスルハウ

ジングより切り離す。

除183 ，取り外したポルトは再使用不可

2.②リヤサスペンションアーム八ゲをリヤアクスルハ

ウジングより切り離す0

，取り外したボルトおよびナットは再使用不可注意

55103052

3 .②リヤサスペンションアーム八ゲを中両から取り外す。
，取り外したボルトおよびナットは再使用不可

4 .ガレージジャッキを少し下げて、 以下の部IV，を屯『山】よ

り取り出す。

③スブリング、 リヤコイル

⑥バンパ、リヤスブリング

2-7-5 点検
1.次の部品を点検し、 不抖作のある場合は交換する。

53103103 -

2-7-6 取り付け
1,以ドの部品を取り付ける。

⑥バンパ、リヤスプリング

④シート、リヤスプリングアツパ

ビ ー 28



サスペンション

2 .③リヤコイルスプリングをウレタンチューブ装右側が

上側になるように取り付け、 ガレージジャッキを少し

上げて、 圧縮する。

63

^ - ロア側のスプリングシートの溝とスプリング

の端部を合わせること。

3 .②リヤサスペンションアーム六ゲを屯両に仮締めする。

4 .②リヤサスペンションアーム八ゲをリヤアクスル

ウジングに仮付けする。

5,①リヤショックアブソーバ六ゲをアクスルハウジン

グに取り付ける。

Iを疆61

2-7-7 取り付け後の作業

1.サイドブレーキケーブルのブラケットを取り付ける。

2.八85 センサを取り付ける。（八85装�屯）

3.ブレーキフレキシブルホースのブラケットを取り付ける。（右側）

4 ,リヤホイールを取り付ける0

1

^
51

55103054

600土120化^〇
⑺

1050±150

^
8# 001

5 .屯[山!をジャッキダウンし、
，ドI向を上下に数间ゆすってリヤサスペンションを落ち苻かせる0

6 .リヤサスペンションアーム八ゲをアクスルハウジングに本締めする。

1100±2001

^
6 *0

^7 .続いて、 リヤサスペンションアーム六ゲをボ両に本締めする0

締付 900±150

^
8* 0

^



2-8 ラテラルコントロールロッド取り付け、取り外し

2-8-1 準備品

1：14 六角悴レンチ（対而6咖）

計器トルクレンチ

5310310

2-8-2 構成図

53103055

2-8-3 取り外し前作業

1.电両をジャッキアップする。

2.リヤホイールを取り外す。
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サスペンション

2-8-4 取り外し

1.ヘ キ サ ゴ ン レ ン チ を 使 川 し て、 の セ ン サ ス ブ リ

ン グ を 切 り 離 す。

，合わせマークをつけておくこと。

2 ,ラ テ ラ ル コ ン ト ロー ル ロ ッ ド 六 ゲ の ア ク ス ル 側 ナ ッ ト

を 取 り 外 す。

3 .ラ テ ラ ル コ ン ト ロ ー ル ロ ッ ド 八 ゲ の フ ロ ア 側 ナ ッ ト を

取 り 外 し、①ラ テ ラ ル コ ン ト ロ ー ル ロ ッ ド 八 ゲ を 取 り

注意

出 す。

2-8-5 点検

(1) ラテラルコントロールロッド

1,部 品 に 変 形、 損 傷 が な い か 点 検 す る。 へ た り，祺 �

変 形，� 傷

35103057

2-8-6 取り付け
1.①ラ テ ラ ル コ ン ト ロ ー ル ロ ッ ド 八 ゲ を 取 り 付 け、 フ ロ ア ー 側 取 り 付 け の ボ ル ト を 車 両 � 方 よ り 神 人 し

て 仮 締 め す る。

2.ラテラルコントロールロッドのアクスル側取り付けボ

ル ト を 苹㈣前 方 よ り 神 人 し、 バ ン パ ス ト ッ パ 先 端 中 心

� さ と ラ テ ラ ル コ ン ト ロ ー ル ロ ッ ド の ア ク ス ル 側 取 り

付 け 部 の 屮 心 � さ の 老 が 基，値 と な る よ う に、 ラ テ ラ ル

コ ン ト ロ ー ル ロ ッ ド を 规 定 ト ル ク で 締 め 付 け る。

八二13土20咖

900土150は，〇171

3 .ヘキサゴンレンチを使用して、し3卩ソのセンサスブリ

基準

I念屬5塵

ン グ を 取 り 付 け る。

^
58 55103057210±401

^
，
(:⑺

3，分解時に付けた合わせマークを参考にして取注

りイ寸(ナる。

2-8-7 取り付け後の作業
1.リヤホイールを取り付ける。

1050±150

^
8

#〇

^2.呶両をジャッキダウンし、 屯闽を上下に数冋ゆすってリヤサスペンションを落ち着かせる。

3 .ラテラルコントロールロッドのフロア側ナットを木締めする。

900土150

“"
〇⑺

4 .？ バルブ作#点検を行う0

(ビ，5-7-2⑵项№-175ページ）参照）

1

^
8



3 ステアリング

3-1 ステアリングホイール（ 2 本スポーク.樹脂製）取り外し、取り付け
3-1-1 準備品

計器 トルクレンチ

汕肪 アミックスラバーグリース

3310108

3-1-2 構成図

3-1-3 取り外し前作業
1.バッテリーの㊀端了‘を外す。

2.ステアリングをめ:進状態にする。

3-1-4 取り外し

1，①ステアリングホイールノヽ
。
ッド5/八を耳�り外す0

ラジオペンチまたは㊀ドライバー笠を使川して、 ホイー

ル側からパッド5/八の爪部を外して取り出す。

^
― 32



ステアリング

- 爪部（上下 4 箇所）を破損しないように取り外注意

す0

55101066」

2 ,②ロックナットをル（り外す。

3 .③ステアリングホイール3/八を取り外す。

4 ,④ホーンボタンコンタクトプレート5/八を取り外す0

3-1-5 取り付け
1.®ホーンボタンコンタクトブレート5/バを』汉り付け、 スクリユを締め付ける。

2,ホーン用ターミナルを取り付ける。

喊置丄，，コンタクトプレートの取り付けは、ステアリ

ングホイール側の溝部に確実にはめ込む。



3 .右 図 に 示 す 部 位 に ア ミ ッ ク ス ラ バ ー グ リ ー ス を � 布 す

る0

53101070

4 ,③ステアリングホイール5/八を取り付け、 ②ロック

ナットを規定のトルクで締め付ける。

350±501

^
*011

55101067

5.①ステアリングホイールハへノド5/八を取り付ける。

^̂
3 ，無理に取り付けて、爪部（上下 4 箇所）を破損

しないように取り付ける。

55101066」

3-1-6 取り付け後作業
1,ステアリングの的:進状態を確認する。

2.バッテリーの㊀端 / を取り付ける。
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ステアリング

3-2 ステアリングホイール（ 3 本ポーク，ウレタン製）取り外し、取り付け

3-2-1 準彳蒲品

計器トルクレンチ

汕脂 I アミックスラバーグリース

5510110

3-2-2 構成図

3-2-3 取り外し前作業
1,バッテリーの㊀端子を外す。

2,ステアリングを豇進状態にする。

3-2-4 取り外し

1,①ステアリングホイールパッド3/八をル（り外す。

55101085 -



，パッド5/六の上部を手前に引きながら、下部

を持ち上げて取り外すこと。

^ パッド八ソを取り外し時、無理に外して爪部を

損傷させない。

33101004」

2,②ロックナツトを扣（り外し、 ③ステアリングホイール

5/八を取り外す。

55101086

3 .④ラウンドタッピングスクリユ（ホーンボタン

ネス)丨1)を取り外す。

ハー

4 ,⑤クロスリセスラウンドスクリユ（ 3 個）をル（り外し、

⑥ホーンボタンコンタクトプレート8/八を取り外す。

5.⑦ホーンポタンクッション（3個〉を⑧ホーンコンタ

クトスプリング（ 3 個）と共にホーンボタンコンタク

トブレートより取り外す。

跳』‘インシュレータの爪部を損傷させないように

する。

6.⑨ステアリングホイールカバー5/八を取り外す。

55101089 -

6 — 36



3-2-5 取り付け

1.⑨ステアリングホイールカバー5/八を取り付ける。

2.ホーンボタンコンタクトブレートに⑧ホーンコンタ

クトスプリング（ 3 個）と⑦ホーンボタンクッシヨン

( 3個）を取り付ける。

35101090 -1

3 .⑤クロスリセスラウンドスクリユ（ 3 個）を⑥ホーン

ボタンコンタクトブレート3/八に取り付け規定のトル

クで締め付ける。

75±25

^
#〇〇1

^
3 ，ホーンボタンハーネスをコンタクトプレー

卜の丸穴に通す。

注

4 ,④ラウンドタツビングスクリユ（ホーンボタン

ネス用）を取り付け規定のトルクで締め(、すける。

125±25は.〇⑺

ハー

33101092

5 ,右¦ツ¦に示す�位にアミックスラバーグリースを�布す

る0

551〇1093 」



6,③ステアリングホイール3/六を取り付け、 ②ロック

ナツトを規定のトルクで締め付ける。

1

^
51 350±50

^
8#〇〇1

7 ,①ステアリングホイールノ、。ッド3/八を】[义り1寸ける0

，パッド八ソを取り付け時、無理に付けて爪部を

損傷させない。

35101004 -1

3-2-6 取り付け後作業

1,ステアリングを泊:進状態を確認する。

2 .バッテリーの㊀端子を取り付ける0

辽 一 38



ステアリング

3-3 ステアリングコラム八ソ（標準，叼/丁車）取り外し、取り付け

3-3-1 準備品

計器トルクレンチ

5310109

3-3-2 構成図

丁：130±30 6

单位： 〇〇1

① カパー，ステアリングコラムロア

② カパー，メーンシャフトジョイント

③ ホルト（コラム八ソ取付用）

④ カパー，ステアリングコラムアッパ

5 * ビス（マルチユースレパースイッチ八ソ取付用）

8) ナット（イグニッションスイッチ取付用）

7 スイッチ�ヅ，マルチユースレバー

⑧ ホルト（ステアリング，シャフトユニバーサルジョイント八ソ取付用）

⑧ コラム八ゞ，ステアリング

55101073-1

3-3-3 取り外し前作業

1.バッテリーの㊀端子を取り外す0

2 .ステアリングホイールパッド5/八を取り外す〇

3,ステアリングホイールを取り外す。

3-3-4 取り外し
1,①ステアリングコラムロアカバーを取り外す。



2 .②メーンシャフトジョイントカバーを取り外す。

3,③ボルト（コラム八ヅ取り付け坩）を取り外す。

4.④ステアリングコラムアツパカバーを取り外す。

55101075

5 .⑤ビス（マルチユースレバースイッチ六ゲ取り付け用）

を取り外す。

6.⑥ナット（イグニッシヨンスイッチ八》
，取り付け叩）を取

り外す。

7,⑦マルチユースレバースイツチ八》
，のハーネスコネク

夕（ 2 箇所）を取り外してスイッチ八ヅを取り出す。

6 — 40



ステアリング

8 .ユニバーサルジョイントの⑧ボルト（コラム側）を外し

て、⑨ステアリングコラム八ゲを取り出す0

，ユニバサルジョイントのボルトはステアリン

グギヤ側もいっぱいにゆるめておく。

3-3-5 点検

し次の各部を点検し、 不只合のある�合は交換する。

3-3-6 取り付け
1.⑨ステアリングコラム八ゲをユニバーサルジョイント

に収り付け、⑧ボルト（コラム側）を说定のトルクで締め

付ける。

¢5'屬51 250±50

^
-0171

，ポルトは必ずユニバーサルジョイントのザグ

りのある方向から取り付ける。



2 .⑦マルチユースレバースイッチ八ゲをコラム八ヅに取り

付け、 ⑤ビスを締め付ける。

163

^
，マルチユースレバースイッチ八ソをコラム八ソ

に取り付け時、スイッチ側の突起をブラ

ケット側の穴に確実に合わせる。

華ステアリングシャフトとキャンセルリング

が干渉していないことを確認する。

3.次に、 スイッチ六ヅのハーネスコネクタ（ 2尚所）を取り

付ける。

4 ,イグニッシヨンスイッチ八ヅをコラム八ゲに取り付け、 ⑥

ナツトを規定のトルクで締め付ける。

1

^
8 130±30

^
8*0(11

转政

'
:!，イグニシヨンスイッチ八ソをブラケットに取

り付け時は、スイッチ側の突起とブラケット

側の切り欠きを合わせる。

5 .④ステアリングコラムアツパカバーを取り付ける。

- 42



ステアリング

6 ,コラム八ゲをペダルサポートに取り付け、 ③ボルトを规

定のトルクで締め付ける。

置】通

^7,ユニバーサルジョイントの⑧ボルト（ギヤ側）を規定の

トルクで締め付ける。

130±301

^
8-〇⑺

250±50

^
#

^
1

35101075

8 .②メーンシャフトジョイントカバーを取り付ける。

9.①ステアリングコラムロアカバーを取り付ける。

35101074 -1

3-3-7 取り外し後作業

1,ステアリングの直進状態を確認する。

2,ステアリングホイールを取り付ける。

3,ステアリングホイールノヽ
。
ツド3/八を取り付ける0

4 .バッテリーの㊀端子を取り付ける。



3-4 ステアリングコラム (標準）分解、組み付け

3-4-1 準備品

汕脂：アミックス！

^
卩グリース

5510111

3-4-2 構成図

1)杂

① リング，シャフトスナップ

(ステアリングギヤ八ソ側，ステアリングホイール側)

② シャフト 5/八，ステアリングメーン

③ ヮッシャ

④ ブッシュ

⑤ チューブ 5/八，ステアリングコラム

や：再使用不可部品

35101094

3-4-3 分解前作業
1.バッテリーの㊀端子を取り外す。

2 .ステアリングホイールノヽ
。
ッド5/八を』汉り外す0

3,ステアリングホイールを取り外す。

4 ,ステアリングコラム八ゲを取り外す。

3-4-4 分解

1.ステアリングコラム八ヅをバイス台に阆定する。

練』，バイス台には、銅板またはアルミ板等のあて金を取り付けコラムチューブに傷等が付かない

ようにする。

ビ ー 44



ステアリング

2 - ㊀ドライバー等を使川して①シャフトスナップリング

(ギヤ側）を取り外す。

86

^
3，取り外したスナップリングは再使用不可。

コラムチューブより②ステアリングメーンシャフト

5/八を取り出す。

〇

3 ,

0
〇

0
55101095」

4 ,次に、 メーンシャフト5/八から③ワツシャおよび①ス

ナップリング（ホイール側）を㊀ドライバー荠使⑴して

取り外す。

括

^
!

^ 取り外したワッシャおよびスナップリングは

再使用不可。

55101096」

5 ,㊀ドライバー秤を使川して、 ステアリングコラム

チューブから④ブッシュ（上ド共）を収り外す。
，取り外したブッシュは再使用不可。

6.⑤ステアリングコラムチューブ

3-4-5 点検

1.次の各部を点検し、 不从六がある場合は交換する。



3 — 4— 6 組み付け
1.⑤ステアリングコラムチューブに新しい、 ④ブッシュ

をブラスチックハンマ％を使川して取り付ける。

喊叙:

^
，ブッシュの取り付け時、プラスチックハンマ

でたたき過ぎて破損させない。

^ ブッシュには、組み付け方向があるので間違

わないようにする。

- チューブ側の端面とブッシュの端面は確実に

合わせる。

2.次に、 ステアリングメーンシャフトに新しい、 ①シャ

フトスナップリング（ホイール側）および新しい、 ③

ワッシヤを取り付ける。

55101096」

除

^
!，スナップリングは確実にメーンシャフトの

溝に組み付ける。

- ワッシャには組み付け方向があるので間違わ

ない0

ステアリングホイール側

II I

ワッシヤ

53101001」
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ステアリング

3 .②ステアリングメーンシャフトをステアリングコラムチューブに取り付ける。

くグリース塗布部位〉

55101002

«»1，，ステアリングメーンシャフト取り付け時、上図に示す部位にアミックスグリースを塗

布する。

- グリース塗布部〔八)、⑧はメーンシャフト組み付け前に塗布する。

- グリース塗布部⑥はメーンシャフト組み付け後に塗布する。

6

^
3 以以上/ 1箇所（シャフト全周に塗布）

4 .斬しい、 ①シャフトスナップリング（ギヤ側）を取り付

ける。

防装:!^ スナップリングは確実にメーンシャフトの

溝に組み付ける。

3-4-7 組み付け後作業

1.ステアリングコラム八ゲを取り付ける。

2,ステアリングホイールを取り付ける。

3,ステアリングホイールノ、。ッド3/八を取り付^ける〇

4 ,ハへソテリーの㊀端子を取り付ける0



3-5 ステアリングコラム八ソ（チルト機構付
^
1\

^
丁車）取り外し、取り付け

3-5-1 準備品

計器トルクレンチ

3510109

3-5-2 構成図

丁：1

灰

9〉

T 130土 30

琳位：！

^
，

1？)

8 I 丁：250土50

(1) カパー，ステアリングコラムロア

2 カバー，メーンシャフトジョイント

③ ホルト（コラム八ソ取付用）

④ カバー，ステアリングコラムアッパ

⑤ ビス（マルチユースレパースイッチ八ソ取付用）

⑧ ナット（イグニッションスイッチ取付用）

⑦ スイッチ八ソ，マルチユースレバー

⑧ ボルト（ステアリング，シャフトユニバーサルジョイント用）

⑧ コラム八、ステアリング

551〇1207」

3-5-3 取り外し前作業

1.ノゞッテリーの㊀端子を取り外す3

2 .ステアリングホイールハへソド5/八を取り外す。

3.ステアリングホイールを取り外す。

3-5-4 取り外し

1.①ステアリングコラムロアカバーを取り外す。

圧一 4 8



ステアリング

2 .②メーンシャフトジョイントカバーを取り外す。

3,③ボルト（コラム八ゲ取り付け用）を取り外す。

4 ,④ステアリングコラムアツパカバーを取り外す。

55101022

5 .⑤ビス（マルチユースレバースイッチ八》
，取り付け用）

を取り外す。

55101076

6 .⑥ナット（イグニッシヨンスイッチ八》
，取り付け用）を取

り外す。

7.⑦マルチユースレバースイッチ八ゲのハーネスコネク

夕（ 2 简所）を取り外してスイッチ八ゲを収り出す。



8,ユニバーサルジョイントの⑧ボルト（コラム側）を外し

て、 ⑨ステアリングコラム八ヅを取り出す。

样31』^ ユニバサルジョイントのボルトはステアリン

グギヤ側もいっぱいにゆるめておく。

3-5-5 点検

1.次の各部を点検し、 不具合のある�合は交換する。

3-5-6 取り付け
1,⑨ステアリングコラム八ゲをユニバーサルジョイント

に取り付け、 ⑧ボルト（コラム側）を规定のトルクで締め

付ける。

1
‘
を；置5綸 250±501

^
6- 0171

1

^
1 0，ボルトは必ずユニバーサルジョイントのザグ

リのある方向から取り付ける。

ザグリ方向

ギヤ八ゞ側

55101081

6 — 50



ステアリング

2 .⑦マルチユースレバースイッチ八ヅをコラム八ゲに収り

付け、 ⑤ビスを締め付ける。

163

^
1，マルチユースレバースイッチ八ソをコラム八ソ

に取り付け時、スイッチ八ソ側の突起をブラ

ケット側の穴に確実に合わせる。

- ステアリングシャフトとキャンセルリング

が干渉していないことを確認する。

3 .次に、 スイッチ八ンのハーネスコネクタ（ 2 简所）を取り

付ける。

55101024

4 .イグニッシヨンスイッチ八ヅをコラム八ヅに』[乂り付け、 ⑥

ナツトを規定のトルクで締め付ける。

130土30味，〇

^
11

^
1

紅職』，イグニシヨンスイッチ八ンをブラケットに取

り付け時は、スイッチ側の突起とブラケット

側の切り欠きを合わせる。

5.④ステアリングコラムアツパカバーを取り付ける。



6,コラム八ゲをペダルサポートに取り付け、 ③ボルトを规

定のトルクで締め付ける。

^
93 130±30

^
6* 0171

バーサルジョイントの⑧ボルト（ギヤ側）を規定の

トルクで締め付ける。

7, マ：

1

^
51 250土50せて爪

8 .②メーンシャフトジョイントカバーを取り付ける。

9,①ステアリングコラムロアカノズーを月乂りトナける0

卜

〇

=1

55101074

3-5-7 取り外し後作業
1,ステアリングの商進状態を確認する。

2,ステアリングホイールを取り付ける0

3 .ステアリングホイールパッド5/八を収り付ける。

4 .バッテリーの㊀端子を取り付ける。

ビ ー 52



ステアリング

3-6 マニュアルステアリングギヤ取り外し、取り付け

3-6-1 準備品

•11器!

^
ルクレンチ

3510112

3-6-2 構成図

§>—(1)0':250±509

丁： 250±50 I ③(1)

■ 10

Iゞ
丁 250 土 50丁：1150±150

丁：800±100

卜〇'

(を
て 950± 150

華
8

丁 625±75

冷① カバー，ダスト

② カバー，メーンシャフトジョイント

③ ホルト（ステアリング，シャフトユニバーサルジョイント用〉

④ ホルト（ステアリング，ドラッグリンク八ソとセンタアーム連結用）

(1) クランプ（クラッチ，ケーブル用）

⑧ クランプ（スピード，メータケーブル用）

⑦ ブラケット 5/八，ストラットパー(闪㈠）

(8) ボルト（ステアリングギヤ八ソ用〉

丁：800±100 単位：！

^
^

4

^̂
〇爪

曲

③ ジョイント八ヅステアリングシャフトユニバーサル

⑯ シャフト，ステアリングインタミデイエイト

⑪ リンク，ステアリングドラッグ

⑫ ギヤ八ゾ，ステアリング

55101016」

3-6-3 取り外し前作業
1,タ イ ヤ（只 只）を 和（り 外 す。

3-6-4 取り外し

1.(1)ダストカバーを取り外す。

^
30 ，カバーはステアリングギヤ八ソを取り外し時、

—緒に取り外す。



2 .②メーンシャフトジョイントカバーを取り外す。

55101005

3 .③ボルト（ステアリングシャフトユニバーサルジョイ

ント用）を取り外す。

^
11ま - ユニバーサルジョイントは、ステアリング

ギヤ八ソを取り外し時、一緒に取り外す。

53101006 -
4 ,④ボルト（ステアリングドラッグリンク八ソとセンタ

アーム連結側）を収り外す。

除故力 ，ポルトを取り外し時は、ステアリングを操作

し、最も良い位置で取り外す。

參エアコン付車は、エアコンのパイプに当たら

ないようにして取り外す。

55101008

5 .⑤クランプ（クラッチケーブル;9)を取り外す。

だ 一 54



ステアリング

6 .⑥クランブ（スピードメータケーブル用）を収り外す。

7,ボルトおよびナットを取り外し、 ⑦ストラットパーブ

ラケット5/八（尺⑴をストラットバー付きで取り外す。

8,⑧ボルトを片�り外し、 ステアリングギヤ八ンをステアリ

ングインターミデイエイトシャフトとドラグリンク

付で取り出す。

9,⑨ステアリングシャフトユニバーサルジョイント八ヅ

を取り外す。

10.⑩ステアリングインタミデイエイトシャフトを取り

外す。



11.⑪ステアリングドラッグリンクを取り外す0

55101014」

12.⑫ステアリングギヤ八ゲ

55101015」

3-6-5 点検

1.次の各部を点検し、 不几介のある�合は交換する。

55101017

3-6-6 取り付け
1,⑫ステアリングギヤ八ゲに⑪ステアリングドラッグリ

ンクを取り付け、 ボルトを规定のトルクで締め付ける。

800±100匕8.011締付

^
— 5〇



ステアリング

杜祖1 - ドラッグリンク取り付け時、方向を間違えな

いこと。

ギヤ八ン側

〇

センタアーム側

55101019

2 .⑩ステアリングインタミデイエイトシャフトを取り

付け、 ボルトを規定のトルクで締め付ける。

250±501

^
8* 0

^
締付

53101013

^
30 ，ボルトは必ずユニバーサルジョイントのザグ

リのある方向から取り付ける。

ザグリ方向

雇 1 3或

55101018 -

3,ステアリングギヤ八ゲをステアリングインターミデイ

エイトシャフトとドラグリンク付でフロアに取り付け、

⑧ボルトを规定のトルクで締め付ける。

^
03 625±75

^
6* 0111

4 .①ダストカバーを取り付ける。

5,⑨ステアリングシャフトユニバーサルジョイント八ゲ

を取り付け、③ボルト（ステアリングシャフト

バーサルジョイント用）を取り付ける。

ユニ

35101020



6 .ポルトはステアリングコラム�を先に規定のトルクで

締め付け、 インタミディエイトシャフト側を後に規定

のトルクで締め付ける。

250±50

^
-0^

71

55101006

駐

^
!，ポルトは必ずユニバーサルジョイントのザグ

リのある方向から取り付ける。

ギヤ八ソ側

551〇1081」

7 ,⑦ストラツト

バー付で取り付け、 ボルトおよびナットを说定のトルク

で締め付ける。

ブラケット57八（1

^
)をストラットバー

1,150±150

“"
⑽

(ブラケット 5/八とフレーム）

950±150

^
8 * 0(11

(ストラツトバーとロアアーム）

お
-
縫き-遍 ストラットバーブラケット5/八取り付け時、

アクセルケーブルの取り回しを間違えないこ

春

と0

8.⑥クランブ（スピードメータケーブル用）を取り付け、

ボルトを規定のトルクで締め付ける。

6

^
1，スピードメータケーブルのテープ位置とク

ランプを合わすこと。

55±15

^
8* 0(111

^
51

55101010
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9 .⑤クランプ（クラッチケーブル川）を取り付け、 ボルト

を規定のトルクで締め付ける。

55±151

^
6*0

^

55101009

10.ステアリングドラッグリンク5/八とセンタアームを

結合し、 ④ボルトを取り付け規定のトルクで締め付ける。

800±100(

^
* 001締付

^
30 ，ポルトを取り付け時は、ステアリングを操作

し、最も良い位置で取り付ける。
，エアコン付車は、エアコンのパイプに当たら

ないようにして取り付ける。

11.②メーンシャフトジョイントカバーを取り付ける。

八

7

55101005

3-6-7 取り付け後作業

1,タイヤ（尺9)を叩（りイ、1ける。



3-7 マニュアルステアリングギヤ八ソ分解、組み付け

3-7-1 準備品

※：新役

� 状 ん’¦ 番、 名 19 途

09612-00012-000
スタンド，ラック及ビニオンステア

リングラックハウジング

ステアリングギヤ八ゲの闷定

8 ヘキサゴンナットの取り外し、取り付09222-10010-000
レンチ，バリアブルオーブン け

09631-87201-000
リムーバ，ステアリングビニオンべ

アリング

5 ステアリングピニオンの取り外し

09517-12010-000
リブレーサ，リヤアクスルシャフト

オイルシール

オイルシール（タイブ1〇の取り付け

※〇9616-87502-000
ソケット，ステアリングピニオンべ

アリングアジヤステイング

ステアリングビニオンの㈣蚣トルク

測定

ラックガイドスブリングキャップ

取り外し、取り付け

V，
簡祕スピンナ

作り方- ポルトに 2面幅17»»のナット 2個を

ねじ込み.ダブルナツトにして阀定する。具

スナップリングエキスパンダ

計器 トルクレンチ

油脂 アミックス EF グリース、 ロングライフシャシグリース

5510118
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3-7-2 構成図

1

^
70 糸

丁 400±50
雄位：

“6
.。爪

※：再使用不可部品

① エンド 5/八，ステアリングラック№1

② パンド，ステアリングラックブーツ N0 2

③ バンド，ス テ ア リ ン グ ラ ッ ク ブ ー ッ N0 1 ⑧ スプリング，コンプレッシヨン

④ ブーツ，ステアリングラック

⑤ カバー，ダスト

⑧ ナット，ヘキサゴン

⑦ キャップ，ラックガイドスプリング

(1) リング，〇

[丁：800±10〇]

⑬ ベアリング，
ラジアルボール

⑭ リング

⑰ プレート

⑱ ガイドラック

⑪ シール，オイル（タイプ吣

⑫ リング，スナップ

⑬ ビニオン 5/八，ステアリング ⑭ ラック，ステアリング

⑭ リング，シャフトスナップ ⑲ ハウジングステアリング，ラック

35101143

3-7-3 分解前の作業

1,55丁を使川し、ステアリングギヤ八ゲをバイス台に阀定

する。

55丁 09612-00012-000
1110 ，55丁でステアリングギヤ八ソを固定する時は、

強く締め付け過ぎてハウジングを損傷しない

と0

3-7-4 分解

1，ナットを外し、 ①ステアリングラックエンド 5/八

N0.1を取り外す。

除�：1，ナットを取り外し時、ステアリングラックに

無理な力がかからないようにラックエンド

5/八 N0.1を固定すること。



2 ,次の部品を順次取り外す。

3 ,②ステアリングラックブーツ N0.2 バンド（1ひ卜1
^
9)

4,③ステアリングラックブーツ N0.1 バンド（尺…し⑴

5.④ステアリングラックブーツ（町卜し⑴

^
！31‘取り外した部品は再使用不可。

38101146

6.⑤ダストカバーを取り外す。

^
#乂沒 ，取り外した、ダストカバーは再使用不可。

7.551’を使用し、 ⑥ヘキサゴンナットを取り外す0

除通;身 ，ナット

09922-10010-000
を取り外す前にナットとラックガイド

スプリングキャップに合わせマークを付けて

おくこと。

55丁

合わせマーク

55101147」

8.簡以スビンナを使»1し、 ⑦ラックガイドスプリング

キャップを取り外す。

:
一

^̂
〇

1148"
簡易スピンナ

5510

，簡易スピンナは次の要領で作成する。

簡易スビンナ

551〇1149」

9,ボルトに 2 而幅17圓のナット 2 個をねじ込み、 ダブルナットにして固定する0
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10.ラックガイドスプリングキヤッブから⑧〇リングを

取り外す。

>6�1，取り外した、0 リングは再使用不可。

11.次の部品を順次取り外す。

12.⑨コンブレツシヨンスプリング

13.⑩ラックガイド

〇リング

55101150」

14.㊀ドライバを使用し、⑪オイルシール（タイプ1〇を取

り外す。

00‘取り外した、オイルシールは再使用不可。

15.スナップリングエキスパンダを使⑴し、 ⑫スナップ

リングを取り外す。

^ 取り外した、スナップリングは再使用不可。

16.55丁を使用し、 ⑬ステアリングビニオン5/八を取り出

す0

55丁 09631-87201—000

17.スナップリングエキスパンダを使⑴し、 ⑭シャフト

スナップリングを取り外す。

趣?:I，取り外した、スナップリングは再使用不可。

55101154



18.ブレスを使用し、⑮ラジアルボールベアリングを取り

外す。

^
30 ，取り外した、ベアリングは再使用不可。

55101155」

19.スナップリングエキスパンダを使用し、 ⑯リングを取

り外す。

6

^
3，取り外した、リングは再使用不可。

20.⑰ブレートを取り外す。

21.次に、 ⑬ステアリングラックをピニオン側より引き出

す。

22.⑲ステアリングラックハウジング

55101156」

3-7-5 点検

1.次の各部を点検し、 不具合のある場合は交換する。

〇

カバー.オイルシールの損�

リングの摩耗

卜摩耗，圧こん

ブッシュの摩耗，�傷

摩�毛，圧こん
摩耗，損傷

へたり

通

55101157

3-7-6 組み付け
1.⑲ステアリングラックハウジング

2 .ハウジング内の焼結ブッシュおよびニードルベアリン

グ部にアミックスだ尸グリースを�布する。（右网参

グリース塗布

>11
3照）

0.3土().は（焼結ブッシュ部）

1，0±0,28(ニードルベアリング部）

3.次に、 ⑬ステアリングラックをピニオン側より神人す

基準

る。 ニードルベアリング部 ブッシュ部

33101158 -1
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社邏』，ラックを挿入する前にアミックス[卩グリー

スを塗布する。（右図参照）

18(軸部:八)

4 6(歯面：8)

薄く塗布（ブーツ小径部：〇)

グリース塗布

八〇 6

10

^
55101159

4 ,⑰ブレートを耳Xり付ける。

5 .スナップリングエキスパンダを使用し、 新しい、 ⑯リ

ングを取り付ける。

括10 - リングは確実にリング溝にはまり込んでいる

55101156

6 .ブレスを使用し、 祈しい、 ⑮ラジアルボールベアリン

グを圧入する。

ラジアルボール
リング

\79

難
55101160」

7 ,スナップリングエキスパンダを使用し、 新しい、 ⑭

シャフトスナップリングを取り付ける。

膝』，スナップリングは確実にリング溝にはまり込

んでいること。

8.ブラスチックハンマを使出し、 ⑬ステアリングピニオ

ン5/八を奸くたたいてギヤハウジングに組み付ける。

55101154



9 .スナップリングエキスパンダを使用し、 新しい、 ⑫ス

ナップリングを取り付ける。

^
30，スナップリングは確実にリング溝にはまり込

んでいること。

10.55丁を使用し、 斬しい⑪オイルシール（タイプ1〇をブ

ラスチックハンマで粍くたたいて、 ギヤハウジングに

取り付ける。

^̂
1 09517-12010-000

，オイルシールはリップ部の全周にアミックス

ロングライフシャシグリースを充塡した後

に組み付けること。（右図参照）
，オイルシールはハウジングの端面より入らな

いようにすること。

0.3土0.18

オイルシール
111

0

^
3

グリース龙布

55101162」

11.ラックガイドスプリングキャップに祈しい、 ⑧〇リ

ングを取り付ける。

55101150

12.⑩ラックガイド

^
3

^
3 ^ ラックガイドを挿入する前にハウジング側の

ガイド穴にアミックス[卩グリースを充塡し

ておくこと。

6～8 羟

13.⑨コンブレツシヨンスプリングを取り付ける。

し丄ーメ

ラックガイド

\ 嚼—節

^̂
3 10

1
3グリース充礪

〔『
\

35101162
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14.簡�スピナーを使川し、 ⑦ラックガイドスプリング

キャップを取り付け規定のトルクで締め付ける。
，ラックガイドスプリングキャップの締め付

けは、70は，⑽で締め付け後50°〔十5,-5〕戻

すこと。

15.55丁を使用し、 ⑥ヘキサゴンナットを取り付け規定の

トルクで締め付ける。

83

^
；

139
杜�4 ，ナットを取り付け時、ナットとラックガイド

スプリングキャップに付けたマークを確実に

09922-10010-000

400±50

^
*0

^

55101166

16.次に55丁を使⑴し、 ステアリングラックの起�力を確

摁する。

81

^
1- 09616-87502-000 55丁

1仙ぐ011以下（ブーツなしの時）

，ラックの起動力が基準値を越えた場合は再度、

ラックガイドスプリングキャップの締め付 喊
けを調整する。

6

55101194

17.新しい、 ⑤ダストカハ
#一を对义り付ける0

，ダストカバーを取り付け時、アミックス巳口

グリースを塗布すること。（右図参照）

^
3 1�（右図@部）
，ダストカバーを取り付け時、リップ部に傷を

付けないようピニオンのセレーシヨン部に

テープ等を巻いておくこと。

18.次の部品を順次取り付ける。

19.新しい、④ステアリングラックブーツ（け9丄出

55101146



碎�

^
1，ラックブーツ⑺㈠側）を取り付け時、ラック

のねじ部で傷を付けないようにテープ等を卷

いておくこと。

テープを巻く

^
4

^
ラックブーツ

3$101163

20.新しい、 ③ステアリングラックブーツ N0.1 バンド（

^…
し⑴

21.新しい、②ステアリングラックブーツ N0.2 バンド（只9丄出

^
31

^
，ラックブーツ N0.1 バンド（叫虬㈠）は右図一 -

に示す位置で固定すること。

111111111«1»

111111

バンド締付位匱

33101164

22.ナットおよび①ステアリングラックエンド 3/八 N0.
1を取り付け規定のトルクで締め付ける。

^
51 600±100は，〇71

55101145
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^
ナット締め付け時、ステアリングラックに無

理な力がかからないようにラックエンド 5/

八 N0 . 1を固定すること。

- ステアリングラックエンド 5/从 N0 . 1取

り付け後は再度、取り付け角度を確認するこ

と（右図参照）

23.次に55丁を使用し、 ステアリングラックの起觔力を確

ふ8する。

55丁 09616-87502-000
〇〇 17は，0(71以下（ブーツありの時）

^̂
3 ，ラックの起動力が基準値を越えた場合は再度、

ラックガイドスプリングキャップの締め付

けを調整する。

3-7-7 組み付け後の作業

1,ステアリングギヤ八ヌをバイス台から外し、 35丁を』�又り

外す。

09612-00012-000
，ハウジングを損傷していないことを確認する。

55丁

53101144



3-8 電動パワーステアリングギヤ八ソ取り外し、取り付け（ 4 西〇丁/〇付車)
3-8-1 準備品

… 器トルクレンチ

3310113

3-8-2 構成図

丁： 1150土 150 ¦

0

ぎ0

3ド

>4
7：1150±15〇]

^
0) [ 亍

^
50±50 I9

0
(3)丁： 950±150 ！

丁： 250土 50：
頂)

① カバー，ダスト

② カパー，メーンシャフトジョイント

(3) ボルト（ステアリングシャフトユニバーサルジョイント用）

④ ナット（ステアリングリレーロッドエンド 5/八 N0 2 と
センタアーム連結側）

•5) クランプ（クラッチケーブル用）

(1) クランプ（スピードメータケーブル用〉

7 ブラケット 5/八，ストラットパー（闪㈠）

⑧ ボルト（ステアリングギヤ八ソ用）

(9) ジョイント八ン，ステアリングシャフトユニバーサル

10 シャフト，ステアリングインタシデイエイト

⑪ ギヤ八ソ，ステアリング

11250±501

8

X
厂丫：625±75¦ 、

④

単位：レ8 *⑽

55101028」
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3-8-3 取り外し前作業

1,タイヤ（則4)を取り外す。

2,ノゞツテリの㊀端子を外す。

3,フロアカーペット（助手席および巡虹席）を外す。

4 ,シフトレバーノブ5/八を取り外す。

5,シフトレバーノブ（ 4 …0用）を取り外す。

55101029

6.コ ン ソ ー ル コ ン パ ー ト メ ン ト ボ ッ ク ス 八 ゲ を 取 り 外 す0

7.コ ン ソ ー ル ロ ア ボ ッ ク ス と コ ン ソ ー ル ア ツ ノ ゞ ボ ッ ク

スを取り外す。

8,クールエアーインレットダクトを取り外す。

55101032」



9.インタクーラガードを取り外す。

55101033」

3-8-4 取り外し
1.(1)ダストカバーを取り外す。

转10，カバーはステアリングギヤ八ソを取り外し時、

—緒に取り外す。

2 .②メーンシャフトジョイントカバーを取り外す〇

3,③ボルト（ステアリングシャフトユニバーサルジョイ

ント川）を取り外す。

- ユニバーサルジョイントは、ステアリング

ギヤ八ソを取り外し時、一緒に取り外す。

4 .室内側でステアリングギヤ八ゲのハーネスコネクタを

ハ
。
ワーステアリングコンピュータより取り外す。

餘�】，コンピュータブラケットと共締めのアース線

も同時に取り外しておくこと。
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5,④ナット（ステアリングリレーロッドエンド3/八

N0 . 2 とセンターアーム速結側）を取り外す。

33101035」

6.⑤クランプ（クラッチケーブル用）を取り外す。

55101036

7.⑥クランブ（スピードメータケーブル川）を取り外す。

8,ボルトおよびナツトを取り外し、 ⑦ストラツト

ラケット5

“
（尺11)をストラットバー付で取り外す。

ブノズーー



9.クランプ（ハーネス用）を取り外す。

一 55101039」

10.次にフロアー側のサービスホールよりハーネスをリ丨き

出す。

53101040

1

^
10，ハーネスを引き出す時は、室内側からゆつく

りと押し出すようにして無理な力をハーネス

にかけないこと、またコネクタをサービス

ホールから取り出す時も損傷させないように

十分注意すること。

11.⑧ボルトを取り外し、 ステアリングギヤ八ゲをステアリ

ングインターミデイエイトシャフトトナで取り出す。

12.⑨ステアリングシャフトユニバーサルジョイント八ヅ

を取り外す。
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13.⑩ステアリングインターミデイエイトシャフトを取

り外す。

14.⑪ステアリングギヤ八ゲ

3-8-5 点検

し次の各部を点検し、 不以合のある場作は交換する。

破損，損傷

55101044

3-8-6 取り付け
1,⑪ステアリングギヤ八ンに⑩ステアリングインターミ

デイエイトシャフトを収り付け、ボルトを说定のトル

クで締め付ける。

250±501

^
8- 0111

枉褰讀 ，ポルトは必ずユニバーサルジョイントのザグ

リのある方向から取り付ける。

55101018」



2,ステアリングギヤ八ゲをステアリングインターミデイ

エイトシャフトと共にフレームに取り付け、 ⑧ボルト

を说定のトルクで締め付ける。

625±75は，〇

^3 .①ダストカバーを取り付ける。

1

^
51

4 ,⑨ステアリングシャフトユニバーサルジョイント八ヅ

を取り付け、 ③ボルト（ステアリングシャフト

バーサルジョイント用）を取り付ける。

ユニ

55101020

5.ボルトはステアリングコラム側を先に規定のトルクで [-

締め付け、 インタミディエイトシャフト側を後に規定 -
の卜ルクで締め付ける。 ¦
1

^
51 250土50は，加

55101006

括波:篇 ，ポルトは必ずユニバーサルジョイントのザグ

リのある方向から取り付ける。

35101081」

6 .次に、ハーネスを妃尜し、フロアー側のサービスホ

ルより室内に神人する。
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，ハーネスはエアコン用パイプおよびヒータ用

パイプの上を通しながら、[ド丨用ハーネスの下

を通してサービスホールより室内側へ引き入

れる。

眩10，ハーネスを引き入れる時は、フロアー側から

ゆっくりと押し込むようにして無理な力を

ハーネスにかけないこと、またコネクタを

サービスホールに挿入する時も損傷させない

ように十分注意すること。

7,クランプ（ハーネス⑴）を取り付ける。

8.室内側でステアリングギヤのハーネスコネクタを

パワーステアリングコンピュータに取り付ける。

@

に]
33101034



拳コンピュータブラケットと共締めのアース線

も同時に取り付け、ボルトを規定のトルクで

確実に締め付けること。

100±20は，〇⑺1

^
21

55101047」

9 ,⑦ストラット

付で取り付け、 ボルトおよびナットを規定のトルクで締

め付ける。

ブラケット3/八をストラットバーノゞ一一

1.150土150は，(:⑺

(ブラケット5/八とフレーム）

950士150はマ⑺

(ストラツトバーとロアアーム)

ストラットブラケット5/八取り付け時、アク

セルケーブルの取り回しを間違えないこと。

馨

10.⑥クランプ（スピードメータケーブル川）を取り付け、

ボルトを规定のトルクで締め付ける。

55±15

^
6*0

^，スピードメータケーブルのテープ位置とク

ランプを合わすこと。

1

^
8

注意

11.⑤クランプ（クラッチケーブル川）を取り付け、 ボルト

を规定のトルクで締め付ける。

55±15

^
6* 0

^
締付

55101036
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ドエンド5/八12.④ナット（ステアリングリレー

N(>•2 とセンターアーム連結側）を取り付け、 規定の卜

ルクで締め付ける。

〇ツ

625±751

^
6- 0111

春ロッドエンド5/八 N0.2 とセンタアーム結

合時は、確実に位置決めして取り付けること。

(右図参照）

ドラック
リンクエンド
N0 2 ブラケット

位匱決め部

センタアーム

V /

以内

ドラック
リンクエンド

/ N(> 2 ブラケットセンタアーム

55101048

13.②メーンシャフトジョイントカバーを取り付ける。

II

7

55101005」

3-8-7 取り付け後作業

1.インタクーラガードを取り付け、 ボルトを締めつける。

2 .クールエアーインレットダクトを取り付け、 ボルト

を締め付ける。

85101032-1



3.コンソールロアボックスとコンソールアツノヽ
。
ボック

ス を 取 り 付 け る。

4 .コ ン ソ ー ル コ ン パ ー ト メ ン ト ボ ッ ク ス 八 ヅ を 取 り 付 け

る。

5,シフトレバーノブ（ 4 *0)9)を取り付ける。

6,シフトレバーノブ5/八を取り付ける。

7,フロアカーペット（助予席および速紅席）を元に;乂す。

8.タイヤ（只出を取り付ける。

9.バッテリの㊀端子を取り付ける0
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3-9 電動パワーステアリングギヤ八ソ分解、組み付け

3-9-1 準備品
※：新設

途游、 品 名 \ \1状�

09612-00012-000
ス タ ン ド，ラ ッ ク 公 ビ ニ オ ン ス テ ア

リ ン グ ラ ッ ク ハ ウ ジ ン グ

ス テ ア リ ン グ ギ ヤ 八 ゲ の 冏 定

5

ス テ ア リ ン グ リ レ ー ロ ッ ド エ ン ド

5

“
勋 1 - N0 2 取 り 外 し、 取 り 付 け

09922-10010-000
バ リ ア ブ ル オ ー ブ ン レ ン チ

8

^
09616-87502-000

ソ ケ ッ ト，ス テ ア リ ン グ ビ ニ オ ン べ

ア リ ン グ ア ジ ヤ ス テ イ ン グ

ス テ ア リ ン グ ビ ニ オ ン の㈣軚 ト ル ク

制定

計器 ト ル ク レ ン チ

汕脂 ア ミ ッ ク ス！

^
1ド グ リ ー ス

5510117

3-9-2 構成図

450土 50

〇1

^
75±75

① エンド 5/八，リレーロッド，/ブッシュ

2) バンド，ステアリングラックブーツ N0 2

③ パンド，ステアリングラックブーッ N0 3

④ ブーッ，ステアリングラック

：5) エンド5/八，ステアリングリレーロッド N01

⑧ エンド5/八，ステアリングドラッグリンク N¢2

⑦ ボルト，ドラッグリンクセット

4
丁：990 土110

単位：レ

※：再使用不可部品

55101132



3-9-3 分解前の作業

1.53丁を使叫し、 ステアリングギヤ八ゲをバイス台に阎定

する。

保�』，ハーネスを噛み込ませないように55丁をセツ

卜し、センサ部およびモータ部に荷重をかけ

ないこと。

•55丁でステアリングギヤ八ソを固定する時は、

強く締め付け過ぎてハウジングを損傷しない

こと。

09612-00012-000

3-9-4 分解

1.55下とスパナを使川し、 ①リレーロッド评/ブッシュ

エンド 3/八を№4り外す。

55丁 09922-10010-000
括囊&礓 ，リレーロッド西/ブッシュエンド 5/八を

取り外し時、ステアリングラックに無理な力

をかけてねじらないようにして取り外す。

「を ,I # リレーロッド西〆ブッシュエンド 5〆八を

取り外す前には、組み付け時の目安として

ネジ部に合わせマークを付けておくこと。 合わせマーク

55101135」

2 ,次の部品を順次取り外す。

3.②ステアリングラックブーツ N0.2 バンド（只11.1上）

4 .③ステアリングラックブーツ N0.3 バンド（119丄11)

5 .④ステアリングラックブーツ（只只丄只）

除 - 取り外した部品は再使用不可。

6.55丁を使用し、 ⑤ステアリングリレーロッドエンド

5/八 N0.1を取り外す。

09922-10010-000
辟10 .55丁をリレーロッドエンド 5/八 N0.1側に

取り付け、反対側にあるラックの 2 面幅部を

スパナで固定し、ラックに無理な力をかけて

ねじらないようにして取り外す。

55丁

ビ ー 82



ステアリング

7 ,⑥ステアリングドラッグリンクエンド 5/八 N0.2

をバイス台に阆定し、 ポルトおよびナットを取り外して

リレーロッド ⑺ /ブッシュエンド 5 / 八と ⑦ド

ラッグリンクセットボルトを取り外す。

3-9-5 点検

1,次の各�を点検し、 不11合のある�作は交換する。

ガタ付き

ガタ付き

55101139 -

3-9-6 組み付け
1,⑥ステアリングドラッグリンクエンド 5/八 N0.2

をバイス台に�定し、 ⑦ドラッグリンクセットボル

卜とリレーロッド评 /ブッシュエンド 5/八を取り

付け、 ボルトおよびナットを规定のトルクで締め

付ける。

，取り外し時に付けた合わせマークを確認しポ

ルトの挿入方向を間違えないこと0

990±110

^
6-0^

2.551’を使川し、 ⑤ステアリングリレーロッドエンド

3/八 N0.1を収り付け、 規定のトルクで締め付ける。

09922-10010-00055丁

1

^
*51 575±75

^
6
,

〇

^除

^
!- 55丁をリレーロッドエンド 5/八问〇.1側に

取り付け、反対側にあるラックの 2 面幅部を

スパナで固定し、ラックに無理な力をかけて

ねじらないようにして締め付ける。



3,次に、 ステアリングリレーロッドエンド 5/八 N0.
1のステアリングブーツ取り付け部にアミックス

^
1？

グリースを少は（〇.5り礅布する。（ム閃参照）

55101165」

4 ,次の部品を順次取り付ける。

5.斬しい、 ④ステアリングラックブーツ（⑴ぃし⑴

53101136

1

^
0，ラックブーッ（叫側）を取り付け時、ステア

リングリレーロッドエンド 5/六 N0.1の

ねじ部で傷を付けないようにテープ等を巻い

ておくこと。

55101165

社也』，ラックブーツは叫とし㈠の形状が異なってお

り、付け間違わないようにすること。

83101141

6.祈しい、 ③ステアリングラックブーツ N0.3 バンド（1《1心し⑴

7 ,新しい、 ②ステアリングラックブーツ N0.2 バンド（只1卜1

^
〇
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ステアリング

8 ,ナットおよびリレーロッドエンド 3/八 N0.2 をギヤ

八ゲに取り付け、 分解時に付けたマークを確実に合わせ

ること0

合わせマーク

))))))))

55101135

9.55丁とスメ、。ナを使用し、 ①ステアリングリレーロッド

エンド 5/八 N0.2を规定のトルクで締め付ける。

09922-10010-000
450士501

^
8*001

55丁

55101134

，リレーロッドエンド 5/八 N0.2 を締め付

け時、ステアリングラックに無理な力をかけ

ねじれないようにすること。

^
ステアリングリレーロッド N0.2取り付'け

後は再度、合わせマークの位置と取り付け角

度を確認すること。（右図参照）

- また.ステアリングドッラグリンクエンド

N0.2 の取り付けボルトは必ずギヤ八ソのピニ

オン側から挿入されていることを確認する。

53101142

10.次に53丁を使用し、 ステアリングラックの起�力を確

認する。

55丁 09616-87502-000 55丁

11 以下（ブーツありの時)

55101193」



3-9-7 組み付け後の作業

1.ステアリングギヤ八ゲをバイス台から外し、 53丁を取り

外す。

09612-00012-000
衫磁 ，ハーネスおよびハウジングが損傷していない

ことを確認する。

55丁

55101133 -
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3-10 ドラッグリンク取り外し、取り付け（マニュアルステアリングギヤ仕様車)

3-10-1 準備品

途品番、品名状形

09301-87701-000
ツール，クラッチガイド

ブッシュの取り外し、 圧人
5

5

09506-3001卜000

リブレーサ，デフアレンシャルリヤ

ベアリングコーン

ブッシュの取り外し、卍入

"
器トルクレンチ

5310119

3-10-2 構成図

3-10-3 取り外し前の作業

1,ステアリングギヤ八ゲの取り付けボルト（ 3 简所）をゆる

める。
，ボルトは一杯ゆるめるだけで取り外さないこ

と0

53101168



3-10-4 取り外し
1,ドラッグリンクを迚結している①ボルトおよびナット

を取り外す。

於驪:方 ，ボルトを取り外し時、ステアリングは左側に

一杯に切りながら、ブレーキチューブおよび

エアコンパイプを避けて取り外す。

2.②ドラッグリンクを取り外す。

55101169」

3 .53丁を使用し、 ブレスで③ブッシュ（1

^
丄11)を抜き出

す0

09301-87701-000((5))
09506-30011-000( 8 )

孩職讀 ，取り外したブッシュは再使用不可。

55丁

33101191

3-10-5 取り付け
1,55丁を使⑴し、ブレスで析しい、 ③ブッシュ（⑴卜し⑴

を出入する。

09301-87701-000(

^
))

09506-30011-000( 8))

55丁

- ブッシュ

(右図参照)

を圧入し過ぎないようにすること。

55101170

2 ,②ドラッグリンクを取り付ける。
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ステアリング

(0

^
1 - ドラッグリンクの取り付け方向を間違えない

こと。（右図参照）

ステアリングギヤ八ン側

〇

センタアーム側

55101171

3 ,ドラッグリンクを連結している①ボルトおよびナット

を取り付け規定のトルクで締めつける。

800±100

^
6*0

^，ボルトを取り付け時、ステアリングは左側に注意

一杯に切りながら、ブレーキチューブおよび

エアコンパイプを避けて取り付ける。

3-10-6 取り付け後の作業
1,ステアリングギヤ

“
の取り付けボルト（ 3 简所）を说定

のトルクで締め付ける。

1

^
8 625土751

^
*0111

55101168



ド八ソ（卩㈠ -し!"〇取り外し、取り付け3-11 タイロ

3-11-1 準彳蒲品

ヅ

品推、 品形 途

5 09611-87701-000
ブラー，タイロッドエンド

タイロッドエンドの切り離し5

"
抓 トルクレンチ

5310114

3-11-2 構成図

糸

ぶ 〇̃；'
2 丁 ： 475±75 I

@—(2
糸

1

0-^
2)

[丁:450土100¦

嵌

[1":450土10(*1
抒̃̃(2)し丁:、75±75」

(1 クリップ

0 ナット，キャッスル

③ ロッド�ン，タィ

④ エンド 5/八，タイ〇ッド N0.1

(5) エンド 5/八，タイロッド N0.2

単位：

^
6 * 001

※：再使用不可部品

551〇1049」

3-11-3 取り外し前作業

1.タイヤ（只!"!，し1丨）を収り外す。

3-11-4 取り外し

1.ステアリングナックル側の①クリッブ（尺只丄⑴および

②キャッスルナット⑴《.1上）を取り外す。

餘政:』，取り外したクリップは再使用不可。

55101050

6 — 90



ステアリング

2,55丁を使爪して、 タイロッドエンド（只㈠づ」

^
)を切り離

す0

09611-87701-000
括313，55丁をセットする時は、タイロッドエンドの

ネジ部に必ずダミーのナットを取り付け、ネ

ジ部が損傷しないようにすること。

^ 55丁をセットする時は、必ず落下防止用の吊

りひもを車体側に取り付けること。

55丁

3.センタアーム側の①クリッブ（�卜し11)および②キヤッ

スルナット（只1

^
1

^
)を取り外す。

，取り外したクリップは再使用不可。

4 ,551’を使川して、 タイロッドエンド（以11吃1�）を切り離

す。

，55丁をセットする時は、タイロッドエンドの

ネジ部に必ずダミーのナットを取り付け、ネ

ジ部が損傷しないようにすること。

^ 55丁をセットする時は、必ず落下防止用の吊

りひもを車体側に取り付けること。

5,③タイロッド八ゲ（則卜し

”
）を取り外す。

09611-87701—000

55101103

^
6,④タイロッド N0.1 エンド5/八および⑤タイロッド

N0.2 エンド5/八を取り外す。

¢¢»4 - N0.1 エンド5/八およびN0.2 エンド5/八を外

す時は、必ず合わせマークを付けておくこと。

(右図参照）

合わせマーク

1)

58101105

3-11-5 点検

1.次の各部を点検し、 イ3ヽ!：れのある場作は交換する。



3-11-6 取り付け
1,④タイロッド N«.1 エンド5/八および⑤タイロッド

N0.2 エンド5/八を取り付け、 ナツトを说定のトルクで

締め讨ける。

1

^
51 450±100

^
*0(11

•N0 . 1 エンド5/八およびN0 . 2 エンド5/八を取

り付け時は、取り外し時に付けた合わせマー

クを必ず合わせること。（右図参照）

2 .なお、 斬しい部品に取り矜えた時は、 下図を参�にして組み付け、 ポ¦山1に取り付け後ナットを規定の卜

ルクで締め付ける。

3,③タイロッド八バじ1卜1旧）を取り付ける。

4 .センターアーム側（則1丄⑴およびステアリングナックル側（811.1

”
）のそれぞれに②キャッスル

ナットを取り付け、 规定のトルクで締め付ける。

475土75は，〇⑺

5 .センターアーム側およびステアリングナックル側（1ひ卜1

”
）のそれぞれに新しい、 ①クリ

ブを�（り讨ける。

ツ

3-11-7 取り付け後作業
1.タイヤ（只只，し只）を取り（，ナける。

辽一 92
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ステアリング

3-12 ステアリングセンタアーム取り外し、取り付け（ 4 西〇丁/〇電動パワー

ステアリング装着車）
3-12-1 準備品

途形 状 品 番、品 名

8 09611-87701-000
ブラー，タイロッドエンド

タイロッドエンドの切り離し8

，け器トルクレンチ

5510115

3-12-2 構成図

わ¦丁：425±75

丁 1 1 5 0±1 5 0

① ナット（ヱンド 5/八，N0 2，
ステアリングリレー〇ッド用）

② クリッブ（タイロッドエンド用）

③ ナット，キャッスル

(4': バー，ストラット（ロアアームとの取付部）

⑤ アーム，ロア（クロスメンバ 5/八との取付部）

⑧ カバー 5/八，エンジンアンダライト

⑦ ホルト（フロントデフアレンシャルマウント用）

⑧ クロスメンバ 5/八，フロントサスペンション

③ ナットロック（センタアーム用）

〇

1
'

丁：950±150

単位：4*

再使用不可部品

(:爪

⑱ ワッシャ，プレート

⑪ センタアーム八ソ，ステアリング

55101107

3-12-3 取り外し前作業

1.タ イ ヤ（1

^
9丄 出 を 取 り 外 す。



2 .ボルトおよびホースハ
，
ンドを对义り外し、 インテークバ

イブ(丁/〇用）をホースと共に取り出す。

55101108 -

3 .ボルト（ 3 简所）を取り外し、 クラッチケーブルクラン

ブを外してクラッチケーブルをたわませておく。

3-12-4 取り外し

1 ,①ナット（ステアリングリレーロッドエンド5/八

N◎•2 とセンタアーム迚結側）を取り外す。

〇'

55101110

2 .センタアーム側の②クリッブ（只【心し⑴および③キヤッ

スルナット（1ひ卜し㈠）を』汉り外す。

枉1»;】^ 取り外したクリップは再使用不可。

3.3 3丁を使⑴し、 タイロッドエンド（1

^
丄出を切り離す。

09611-87701-00055丁

，55丁をセットする時は、タイロッドエンドの

ネジ部に必ずダミーのナットを取り付け、ネ

ジ部が損傷しないようにする。

•551"をセットする時は、必ず落下防止用の吊

りひもを車体側に取り付けること。
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ステアリング

4 ,ボルトを収り外し、 ④ストラットバー（1ひ卜1」1)とロア

アームの結合を切り離す。

5.ボルトを相（り外し、 ⑤ロアアーム（只只 -し只）とフロント

サスペンションクロスメンノ巧/八の結合を切り離す。

6.ボルトを取り外し、 ⑥エンジンアンダライトカバー

5/八をフロントサスペンションクロスメンバ5/八より

取り出す。

7.次に、 フロントサスペンションクロスメンバ5/八の取

り付けボルトを取り外し、 ゆつくりとクロスメンバ5/八

を下げながら⑦ボルトを取り外し、 フロントデフアレ

ンシャルマウントとフロントデフアレンシヤルの結合

を切り離す。

狂紅:也 ^
クロスメンバ5/八のボルトはし㈠側のみ先に取

り外し、8㈠側はゆるめながらデフアレンシャ

ルマウントのボルトを取り外し後に取り外す。



8.⑧フロントサスペンションクロスメンバ5/八をセンタアームと共に取り外す。

9,⑨ロツクナツトおよび⑩ブレートワツシャを取り外し、

⑪ステアリングセンタアームをクロスメンバ3/八より

取り出す。

碎霜』，取り外したロックナットは再使用不可。

3-12-5 取り付け
1.フロントサスペンションクロスメンノゞ 5/八に⑪ステ

アリングセンタアーム八ゲおよび⑩ブレートワツシャ

を取り付け、 祈しぃ、⑨ロックナットを規定のトルク

で締め付ける。

『•■51 1.300土100は，〇⑺

33101118

2 .次に⑧フロントサスペンションクロスメンバ5/八をセ

ンタアームと共にフレームに取り付け、 ボルトを(反締

め後、 フロントデフアレンシャルマウントとフロント

デフアレンシャルの結公⑦ボルトを取り付け说定のトル

クで締め付ける。

425±75

^
- 001

55101117

3 .フロントサスペンションクロスメンバの取り付けボル

卜を规定のトルクで締め付ける。

1,150±150

^
6*0

^
11X9

已 一 96



ステアリング

4 .⑥エンジンアンダライトカバー5/八をクロスメンバ

5/八に取り付け、 ボルトを締め付ける。

55101115 -

5,⑤ロアアーム（只ルし出をクロスメンバ5/八に取り付け、

ボルトを规定のトルクで締め付ける。

950土1501

^
，

〇〇11

^
51

6.④ストラットバー（⑴卜し出をクロスメンバ3/八に取り

付け、 ボルトを規定のトルクで締め付ける。

1

^
8 950±150

^
6*0

^

55101113

7 .③キャッスルナット（只㈠づ-㈠）を叩（り付け、 規定のトル

クで締め付ける。

I丄篇知

8 ,新しい、 ②クリッブ（只只.!
^
!)を对义り付ける。

475±75は#〇11

55101111

9 ,①ナット（ステアリングリレーロッドエンド3/八

N◎•2 とセンタアーム側）を取り付け、 规定のトルクで

締め付ける。

1

^
51 625±751

^
* 0(11



拓搴：1 ^ ロッドエンド5/八（\1〇.2 とセンタアーム結

合 時 は、確実に位置決めして取り付けること。

(右 図 参 照）

3-12-6 取り付け後作業
1 , ク ラ ッ チ ケ ー ブ ル ク ラ ン プ を 取 り 付 け、 ボ ル ト（ 3 简

所）を 規 定 の ト ル ク で 締 め 付 け る。

55±15

^
6-0^

2 ,インテークパイブ（丁/〇用）をホースと共に取り付け、

ホースハ’ンドおよびボルトを取り付ける。

3.タイヤ（尺㈠丄出を取り付ける。
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ステアリング

3-13 ステアリングセンタアーム分解、組み付け

3-13-1 準備品

心济、品名 途川形 状

09611-87502-000
09611-87503-000
09611-87504-000
09611-87505-000
09611-87506-000

リブレーサ，センタアーム，
二ードルローラベアリング<8：

オイルシー-ル

口5

ドルローラベアリング

ステアリングダストシール

N0 1公N«2 の脱否

09506-87304-000
リブレーサ，デイファレンシャル，
ドライブピニオンベアリング，
コーンリヤ

ニードルローラベアリング

ステアリングダストシール

N0 1 怂

^
〇 2 の脱？?

計器 トルクレンチ

汕脂アミックス河卩グリース

3310116

3-13-2 構成図

2

〇

〇

^
111)— 5

©— 4

3

十再使用不可部品

(1) ワッシャカラー6シール

(1) アームステアリングセンタ

③ シール，ステアリングリンクダスト N01

④ シール，ステアリングリンクダスト N0 2

⑤ ベアリング，ニードルローラ

55101119



3-13-3 分解
1,①カラー公シールワッシャを②ステアリングセンタ

アームより取り外す。

2 .53丁とブレスを使川して、 センタアームより次の部品

を顺次取り出す。

③ステアリングリンクダストシールN0.1

④ステアリングリンクダストシールN0.2

⑤ニードルローラベアリング

09611-87502-000(⑧）

09611-87506-000(@)

09506̃87304̃000(@)
，取り外した、各部品は再使用不可。

55丁

55101121

，55丁は右図を参照して取り付けること。

均
二ードル
ローラ
ベアリング

(④）

ステアリングノ
ダストシール

/

N02
ステアリングダストシール N01

53101122

3-13-4 点検

1.カラー内、 外⑸の�耗、 拟似巧をI！祝で点検し異常があれば交換する。

2 .ニードルローラベアリングのガタ付、 �耗、 打I�沒を

I I祝で点検し異常があれば交換する。 I
只
〇
今

ズ-]
1 摩耗、損傷

9
¢3

55101123」

6 ― 100



ステアリング

3-13-5 組み付け

1,55丁とブレスを使用して、 ②ステアリングセンタアー

ムに新しい、 ⑤ニードルローラベアリングを出人する0

09611-87506-(]()()(⑧）

09611-87505-000(⑰）

09506-873卩轸〇〇

“
⑥）

^
30 ^

ニードルローラベアリングは右図を参照し

て取り付けること。
，ベアリング内周にはアミックス

^
]卩グリー

スを充分塗布すること。

- ベアリングの圧入深さ（右図@参照）

6 . 0～6 . 3麵

襲

(⑧)
55丁

( 〇

551〇1124」

00

0
二ードル
ローラ
ベアリング

58101125

2 ,55丁とブレスを使用し、 新しい、 ④ステアリングリン

クダストシールN0.2 を圧入する。

09611-87506-000(⑧）

09611-87504-000(0)

09506-87304-000((6))
，ダストシールN0.2 は右図を参照して取り付

【ナること。
，ダストシールN0,2のしゆう動面にアミック

スい卩グリースを充塡すること。

- ダストシール〇.2の組み付け方向を間違え

ないこと。

ダストシールN0.2 の圧入深さ（右図⑧参照）

〇.1～0.7酬

55丁
ぐ5»

(0)

( 〇 )

55101126」

基準

I
ご 姐

1
::

一 55101127



3 .55丁とブレスを使川し、 斬しい、 ③ステアリングリン

クダストシールN0.1を圧入する。

09611-87506-000(⑧）

09611-87503-0卩0(®)

09506-87304-000(0)

63

^
1 ^ ダストシール问〇.1のしゅう動面にアミック

スい卩グリースを充塡すること。

55丁

35101128

4 .①カラー公シールワッシヤをセンタアームに取り付け

る0

35101129
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ステアリング

3-14 パワーステアリングコンピュータ取り外し、取り付け（アトレー系，八/丁車

眷八巳5付）
3-14-1 準備品

器トルクレンチ

5510120

3-14-2 構成図

3-14-3 取り外し前作業

1.バツテリの㊀端子を取り外す0

2 .フロアカー-^ツト（助:

^
席および诬红席）を取り外す。

3.シフトレバーノブ5/八を取り外す。

4，シフトレバーノブ（ 4 评13用）を取り外す。



5 .コンソールコンパートメントボックスを取り外す0

6.コンソールロアボックスとコンソールアッパボック

スを取り外す。

3-14-4 取り外し
1,①ハーネス（ギヤ六ヅ側のコンピュータ接続コネクタ）を

取り外す。

55101173

2 .ボルト（アース⑴）を外して、 ②パワーステアリングコ

ンピュータ八ゲを取り外す。

35101174 -
3-14-5 取り付け
1.②パワーステアリングコンピュータ八ゲを取り付け、

ボルト（アース)1！)を规定のトルクで締め付ける。

100土20は乂爪
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ステアリング

2 ,①ハーネス（ギヤ八ゲ側のコンピュータ接続コネクタ）を

取り付ける。

3-14-6 取り付け後の作業
1,コ ン ソ ー ル ロ ア ボ ッ ク ス と コ ン ソ ー ル ア ッ ノ、" ボ ッ ク

スを取り付ける。

55101031

2 .コンソールコンパートメントボックスを取り付ける。

53101030

3 .シフトレバーノブ（ 4 XV〇⑴）を取り付ける。

4.シフトレバーノブ5/八を1仅り1寸ける。

5.フロアカーペット（助で席および巡如席）を取り付ける。

6.バッテリの㊀端子を取り付ける。



3-15 巳卩5リレー取り外し、取り付け（アトレー系ぺ/丁車，八日5付)

3-15-1 構成図

3-15-2 取り外し前作業

1,ハへ/テリの㊀端子を取り外す0

3-15-3 取り外し
1,①グラブコンパートメントボックス5/八を取り外す。

2,(2)已卩5 リレーを取り外す。

除.;'1，已口5 リレーのコネクタは白色なので間違えな

いこと。
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ステアリング

3-15-4 取り付け
1,②ビ?

^
リレーを叩（りトナける。

¢6»!!，已？5 リレーのコネクタは白色なので間違えな

いこと。

2.①グラブコンパートメントボックス3/八を』汉り付ける。

3-15-5 取り付け後の作業

1.バッテリの㊀端了‘を取り付ける0



4 車速感応型電動パワーステアリング機構

4-1 システム概要

4-1-1 システム配線図

101

1(3スイッチ

102

F/

^(30八）
卩し

(30ハ）

£N0
ヒューズ
(酬

戸/し

2.05գ ダイアグノーシス
チェックランプ蹲

102
ヒューズ
(1〇

̃
ス
.

ヒュー
(1〇�)

16コイルバッテリ

チェック
孩子フューエルインジ1クシヨン

コンビュータへ
リレー

㊉
ばタト 0

^
；̃̃0̃ 0̃ @̃

丁⑽〇 1631£/0 8八丁十丫 102 し厶，
パワーステアリングコンピュータ

8八丁

8八了一

^
1- N/1+ 了⑽ 巳2 +5? N5 55 〇? 75？

13)̃(12)̃ (11)̂ \10

サブ

0 ふ
モーター温度センサ トルクセンサ

上図はバン系を示す。

55101052」
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車速感応型電動パワーステアリング機構

4-1-2 パワーステアリングコンピュータ端子配列図

8 6 5 4 3 20 192

X X18 17 16 1 5 1 4 1 3 1 2 22 2111 10 9

くコンピュータユニット側コネクタ〉

〇
④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧① ② ③

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑯ � �

くギヤ八ゞ側コネクタ〉

55101051

4 俺コネクタ1 8 你コネクタ

バックアッブ屯源 ⑲① 8八卜アース

⑳ モータ屯源（十）② 10龙源 N1+102

@ モータ屯源（一）③ N1—乍

パワー范源(十）④ ㈠八丁十乍

⑤ チェック端了人力（十）

⑥ チェック端 /人力（一）

E/

^
⑦ エンジン㈣虹。号人力

⑧ リレー�觔出力

⑨

⑩ トルクセンサ屯源（一） 〇尸

サブトルクセンサ倍兮人力⑪ 58

メイントルクセンサ

“
分入力⑫ \15

⑬ トルクセンサ屯源（十） + 5 1)

⑭ 争速センサはり人力 \
，
51
，

⑮ 空

⑭ モータ溢度センサ。号（一）人力

⑰ モータ温度センサ信号（十）人力 丁圈

⑬ テストランプ出力

3310101



4-1-3 構成部品位置

パワーステアリングコンビュータ

車速センサ

ダイアグ

チェック
コネクタ

エンジン回転信号

トルク

センサ

モ-夕

電動パワーステアリングギヤ八乂

55101053
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車速感応型電動パワーステアリング機構

4-2 準備品

途1»! 游、品名 旧状形

各部点検用

各コネクタの端イ点検時，変形を

防ぐために使川

0908：卜00060-000
ミニテストリード

5

8

丁 0999卜87203-000
ワイヤ，エンジンコントロールシス

テムインスぺクシヨン

チェック端了-短絡

ダイアグノーシスコード衣示

95502-00020,11-
外部点検川( 11 本龙装品挢)

器
デジタルサーキットテスタ

5510138

4-3 作業上の注意

4-3-1 コネクタの取リ扱い

1.コネクタや各端了の接続、取り外しは10スイッチを「〇ドト」とするか、ノゞッテリマイナス端了を外すこ

と。ハーネス断線と判断し、フェイルセーフがかかります。

2.コネクタを外すときは、 ハーネスを引っ張らずに必ずコ

ネクタのロックを外した状態で引き抜くこと。

接続するときはパチンと竒がしてロックがかかるまで確

実に押し込むこと。

53101057

3 .コネクタにテスタ�を與てるときはカブラ後方（ハーネ

ス側）よりテスタ伴を差し込むこと。

防水カブラ方；、 後方より龙し込めないものはコネクタ端

子を変形させないように注�してテスタ伴を，てること。

4 ,コネクタの端了‘には敗接予を触れないこと。

55101058 -
4-3-2 ワイヤハーネス、コネクタ点検要領

系統別点検屮におけるワイヤ

1,導通点検

(1) 該当するハーネスの両端のコネクタを外す。

(2) 両端のコネクタの該当端了問の抵抗を測定する。

100以下

ネス、 コネクタ部の点検は次の要如で行ってください。ノ、一

130



，ワイヤハーネスを軽く上下、左右に揺すりな

がら測定する。

〔参考〕，断線の�合、 屯㈨のIV線が中央部で断線する

ことはまれであり、 断線する�所のほとんど

がコネクタ部である。特にセンサ部のコネク

夕は充分に注怠して点検する。

2,短絡点検

(1) ，決3するハーネスの両側のコネクタを外す。

(2) コネクタの該!》5端 /-とポデーアース叫の抵抗を測定する。なお、 点検は「匈側のコネクタで行う。

1»N/10以上

^̂
3，ワイヤハーネスを軽く上下、左右に揺すりな

がら測定する。

基準

(3) コネクタ,�当端子と同じコネクタ内の端了間の抵抗を測定する(電源系同士、アース系同士を除く。)

なお、 点検は両側のコネクタで行う。

1N10以上

〔参考〕，屯内の妃線がポデーに嚙み込んだり、 クラン

ブの不良で短絡することがある。

〇〇

1»(1 〇

31-
I7 炎〇

3-

551〇1061」

3 .目祝、接触圧点檢

(1) ，(亥内するハーネスの両側のコネクタを外す。

(2) コネクタ端ヂ部に繭の発生や�物の浞人等がないことをリ祝で点検する。

(3) かしめ部でゆるみ、 ��がないか、 またカブラからワ

イヤハーネスを妤く…っ张り、抜けないことを点検す

る。

⑷ コネクタ端广のオス端チと同じものを⑴�してメス端

广に名し込み、 づ Iき抜き力を点検する。他の端チと比

較して引き抜き力の小さい端デ-は接触不良の
"I能性が

ある0

55101062

^
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車速感応型電動パワーステアリング機構

〔参考〕，端子部に繭の発生、 異物の混人やォス端子と

メス端子の接触圧力の低下等の接触不良、 コ

ネクタを一度脱着することにより接触状態が

変わり、”異�‘なし”となることがある。した

がって、 ワイヤハーネス、 コネクタ点検の結

采が正常であれば、 その時点で不具合祝象の

確認を行う。このとき不具合現象が�祝され

なければ、 ワイヤハーネス、 コネクタが原I入I

であったとも考えられる。

4-3-3 パワーステアリングコンピュータ入出

力信号点検要領

パワーステアリングコンピュータの人出力倍分はフロン

トコンソールボックスを取り外し、 屯両側コネクタ接続状

態のままコンピュータを取り外し、 車両側コネクタの後方よ

りミニテストリードを当てて測定する。

狂慧』，八85装着車は、コンソールボックス内に

八日卜〔卩5の各コンピュータを 3段重ねで

取り付けており、巳卩5コンピュータはいちば

ん下側である。

4-3-4 コンピュータユニット回路点検

系統点検中のコンピュータユニット�路点検は次の要領で行います。不良ならばれ回路、 コネクタを修

理し、 正;的であればコンピュータユニットを交換します。

1.コンピュータユニットのコネクタ部目祝、接触圧点検

コンピュータユニットのコネクタを点檢する。

2.コンピュータユニットアースト¦路点検

コンピュータュニットのコネクタを外し、 各アース端子とボデーアース叫の抵抗を測定する。

100以下

3.コンピュータユニット屯源同路点検

コンビュータユニットのコネクタを外し、 各屯源端子とボデーアース問の電圧を測定する。

バッテリ電圧

〔参考〕，コンピュータュニットを点検する際、 コネクタを外すことによって端 /‘の接触状態が変わり、

’’異常なし’’となる場合もあります。従って、 コンピュータユニ

ビュータュニットが不设かとみえられる增合は办度コンピュータユニットコネクタを接続

して不只-合発生の有無を確認した後、 コンピュータ

さい0

基準

卜问路点検の結果、 コン、
7

卜が正常か不良かを判断してくだフ 、ソ



4-3-5 パワーステアリングシステム取り扱いの注意

1,コンピュータ 卜、 各センサ颂は棺密部品です。脱费時などに大きなショックをケえないこと。

大きなショックを与えた（床へ落下した場介など）部品は使)丨1しないこと。

2 ,ステアリングギヤ八ゲ、 特にモータ部およびトルクセンサ部に強い術擊をひえた（床へ落下した、 モー

夕部にへこみ、 帘股のはがれができている）�介は使⑴しないこと。

3.闹天の点検や冼中時には水の

“
入に注意し、 コンピュータユニット、 &センサ籾に水がかからないよ

う、 また、 ステアリングギヤ八ゲの各コネクタ内に水が入らないようにすること。

4 ,コンピュータユニット異常と判断し、 交換することによって中両が正常になった場合は、 冉度交換し

た（不议と利断した）コンピュータュニットを取り付け、 �初の不只介が再�することを確認してから

�終的にコンピュータユニット興常と判断すること。

5.コンピュータユニットのカバーを叫けたり、 その他の部品を分解しないこと。

6,無線機を搭�する場合は以下の，項に注意すること。

(1) アンテナはコンピュータユニットからできるだけ離すこと。

(2) アンテナのフィーダはコンピュータユニットおよびワイヤハーネスからできるだけ離して（最小距離

30010配索すること。また、 平行して及く引き¦イすことは避けること。

(3) アンテナはマッチングを良くすること。

(4) 大出力の無線機は搭�しないこと。

7.ステアリングギヤ八ゲを侍ち運ぶ時は、 ハーネスを引っ張らないようにすること。

フ ヴ
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ステアリン

4-4 故障診断

4-4-1 故障診断の進め方
本システムには、 不具合箇所を自己�断するダイアグノーシス機能を備えており、 故陣�断を行う�分の

重要な手がかりとなります。

また、 本システムのダイアグノーシスにはバッテリハへソクアッブ（16スイッチを「〇ドド」しても、 ダイア

グノーシス記惚川電源が供給される機能）が装備されています。

不4合小I�の人陳

不订介の発生条件、綱

税染を卜分問き出す1/'.]

:ダイアグノーシスコードの確,!忍と記$4

ダイアグノーシスコードの消ノ;

�本点検

%染を確認し不卩作状況

を把捉する
イく

“
合�染の内�確認

ダイアグノーシスコードの丹脓，，忽 不 14作系統を絞り込む

咒觉コード不艮介が再�し

正你コード

ィく转合が…祝せず

¦卜1斯コード

“
初の入ソ#て 1.V

コードの出力され

た系統につI、てハ

I —ネスを爪点的にノ

( 系統別トラブルシューティングトラブルシューティング

ね各様の訴えるイく卩6况

象が蹄欠に解沿したこと

を確,ぶする

確認テスト

Iり如は1»:常に旭帰したか

柊

3510104



4-4-2 問診

不具公が発生した#I山]についてその��を取り除こうとしても、 戈:際にその不具合�象を確認せずには原

I初を追求することはできず、 いくら作袋を行っても中両が正笊状態に戾らないということになるかもしれま

せん。問诊は、 不只-公呪象を確認する刖に行うお各様からの怙钳収1&で、 不具作现识の办％を�るうえで特

に取袈な手掛かりとなります。

また、 問診から得られた悄報はトラブルシューテイングの参名となるため、 ただ問诊をするのではなく、

その不具合に間迚したが项を重点的に間き出すということも必要になります。

また、 お各様の芮怡の屮には'屯觔パワーステアリング付:¦¦(特心の祝象がある場合も名えられますので、 問

診の際には十分注意が必要です。

一例として、 下表のような問診及をあらかじめ作成しておくと、間き湖らしをなくすことができます。

(�未に八 4 サイズの問,珍シートを⑴�していますので段写してご使川ください。）

〔問診シート〕

問 シ

お各找名 小両形式 エンジン —…八，丁/〇,

5/0,キャブ，

抓，し卩〇

ミッション — 4

”
/丁，51

^
1/1
，
，

2奴13,4冒1) 2八厂厂 3八/丁，

ィ八/丁様

發� II 故 Iゆ II 在行距離フレームN0 1〇11•11
裝榀：タイヤ〔バイアス.ラジアル.スノー.スパイク .その他（ )〕：ホイール〔スチール.アルミ〕

叫 お各樣（運蚣名)の〔性別〕〔屮分〕 〔職業〕 〔主たる使用地!/.〕
市街/郊外/海ゆ/山問/その他

〔駐卑場所〕

4外/4内
細

女95 才位

ハンドル操作が # ハンドルが觅い

，ハンドルにひっかかり感がある

- ハンドルが�かない

巾

ハンドル报作が

不安定
- 右回�とん:问争云でハンドルの操作力が與なる

ンドルの�作乃にムラがあるね::
ハンドルの操作が

觅くなったり

衧くなったり，

- ^度ハンドル操作が屯くなり、 少しして止常に;/!つた

- すえ切り、 繰り返し時

- 屯気れ份過大時

- レーシング時

^ エンスト時

，ブレーキによるタイヤロック時

- 匕

“
条�時以外

状

する

ハンドルの;/1りが - 旋间時でのI乂りが惡ぃ

- 小線女史等でのベリが:沿い

允卞間始時即 - 祈屯時から - 祕近（ 年

"
ごろから）

允 卞 粕 庞 - ある条件で（，いつも - 時々

- いつでも

- 明れ

- ス塭（約“
椒条件 ，教り # その他（，雨

気 00 ( 保 &: 秋冬)

エンジン状瓶 - 冷機時 - �機後 〃 暖機中 (水诅約
#

0

沿 路 - 市街地 - 郊外 - �速逍路 •N1近（登り ドり）

- 閲係しない

^ 走彳ナ中（市速:

- カーブ走行中（右カーブ人:カーブ)

- 始動時 - 概(1仰レーシング時

一/

“
、エンジン15]転：速 蚣 条 忭 厂口〇1、 \1广1

、
速）

その他の状況

点検叫 - II：：1
(； 與常コード（

ダイアグノーシス炎示（丁端で紐絡）一
，ル：常 - �黹コード（2 卜¦11

5510107
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車速感応型電動パワーステアリング機構

4-4-3 ダイアグノーシスコードの確認、記録、消去

ダイアグノーシスの異黹コードが表示されている場合、 そのシステムの不几合が過去に発生したものなの

か、 現在も継続しているものかを確認し、 冉现された不只̂合�象との間係を確かめる必要があります。その

ためには、 現象確認の前後で2度、 ダイアグノーシスコードを表示させなければなりません。

(1) ダイアグノーシスコード出力表示方法

1.エンジンを始�し、 ステアリングを左右に数卜1、 いっぱいに切る0

2,車速倍分（車速センサ）7

^
入力される程度、 走行する。

於�

^
1 ^ 車速が 5 匕巾/卜以下の時、エンジンの空吹かし（4.000回転以上）を行うと車速センサ異常の判

定を行うので、不用意な空吹かしはしないこと。

- チェック端子を短絡している状態では、約5秒で異常判定を行います。

- チェック端子を短絡していない状態では、約20秒で異常判定を行います。

3.55丁を使叫し、 チェックコネクタ内のチェック（丁）端子とアース汨,）端子を短絡する。

09991-87203-000
8

^
-3 - コネクタの接続位置を間違えると故障の原因になるため絶対に間違えないこと。

4 .55丁に付けられているテストランプの点滅回数を読み取る。
，複数のコードを出力している場合は、コード番号の小さいものから順に繰り返し出力する。

55丁

55101054 」



1 1 5

^
¦10八

了八1し

〇〇八]15八
101

上図はパン系を示す

[嫩

口15八
06？

[韻15八
必〇(出

い〇八
— ㈠以〇汜㈠

〇 [伽

10八ぐ 2
丄1〇 6/0〇

10八
卩湖丁 162

^
160

〇〇

^
]

15八

8 10八
F0

^
510？

10八

9

(バックアップヒューズ)

の

く

ご注意
>»1：のヒューズ《外®用しないでくだ#い土

(2) タイアグノーシスコード消去方法
① ヒューズ抜きによる消去
1，10 スイッチを「〇ドド」にする。

，，

2 .ヒューズボックス内のバックアップヒューズ（ド�\丁）を10秒以上外す。

3.ヒューズを接続し、 55丁にて正常コードが出力されることを確認する。

お編』，ヒューズを外して記憶を消去した場合は他のコンピュータ（エンジンコントロール、トラン

スミツシヨンコントロール、厶日5およびラジオ等）の記憶も同時に消去されるので注意して
下さい。

ビー 118

21<

08



車速感応型電動パワーステアリング機構

(3) ダイアグノーシス診断内容

杉テストランプ点滅 診断項肖 断 内コード知

〇1\

(肝」

- コンピュータ～トルクセンサ問ハーネスの断線、短絡

- トルクセンサ本体の界常

^ コンピュータユニットの光常

トルクセンサは号系統

コンピュータユニット
2

〇ドド」

- コンピュータ～モータ問ハーネスの短絡

- モータ内端ア～小体0

^
0問の短絡

- モータ端 ～¦¦(体61

^
1)問ハーネスの短絡

^ コンピュータユニットの穴-常

01

^
夕��系統

コンピュータユニット

モ
3

〇トァ」

- 過去に及時問の空吹かしを行った時(ホ速ゼロの状態にて)

- �ブレーキ等による中掄のロックが発生した時
，スピードメータケーブルの抜け、 拟俱

- コンピュータ～卓速センサ問ハーネスの断線、

^
[絡

^ 中速センサ木体の異常

41速センサ〇分系統4

〇ドド」

〇1\ - コンピュータ～溢度センサ問ハーネスの断線

- 溢度サーミスタの與常
モータ温度センサ系統5

(抓」

0：

^ - コンピュータ～リレー問ハーネスの断線.短絡
，リレー本体の货常

系 統リ レ6

〇ドド 」

統 - オルタネータの劣化によるバッテリ屯)王の低ド屯 系7

0卜
，
1ァ 」

^
イグニシヨンコイルからのエンジン㈣�信号が断線

または�絡

- 過上にエンストが宂生した時

(エンジンを�始觔するとポ常に很倚する〉

(州
イグニシヨンパルス

9
統け 系

〇卜下 」

- モータ溫度が上

”
しすぎた

(モータ�度が低下すると正黹に很�する）

- コンビュータ～温度センサ問ハーネスの�絡

- 温度サーミスタの與黹

0\’

夕溢度系統11 モ

〇卜下 」

- コンビュータ～モータ問ハーネスの断線

- モータ内ハーネスの断線

- コンビュータユニット本体の興常

(爪
夕駆觔系統

コンビュータユニット

モ
12

〇尸卩」

5310102



4-4-4 現象確認

ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ を 行 う 場 介、 作 業 行 が 灾:阶 に そ の 视 象 を 確 ば.し な く て は 原 闪 を 追 求 す る こ と は

で き ま せ ん。そ の た め に は 問 診 で 得 た 怙 報 を も と に、 不 只 介 の 発 卞 状 況 と 類 似 し た 条 件、 戌!境 を 作 り 出 し て

不 只-合 祝 象 を �％さ せ る が が 不 吋 欠 で す。

� � 性 の 乏 し い 祝 象 に つ い て は、 問,诊 で 忪 ら れ た 悄 報 を も と に、 不1 4合 発 卞.時 の/ 行 条 件(路 面 状 態、 试

象 条 件、 诬 虹 条 件）に 近 づ け た 状 態 を 作 り 出 す こ と も 必 � で す。そ の た め に は、振 �（ワ イ ヤ ハ ー ネ ス や リ

レ ー を -尹 で � か す）、 熱（� 風 を 肖 て る）、 水（抛 度 を 与 え る）な ど の 外 的 袈 阁 を 加 え て、 根 试 よ く 再％さ せ る

こ と が � も 重 要 で す。

史 に 不 具 合 の 贤I人Iと な る 部 位（部 品）を 推 測 し、 テ ス タ 警 を 接 絞 し て％象 確,忍 を す れ ば 部 位（部 品）の 以 否 判

定 も…】時 に 行 え ま す。

4-4-5 ダイアグノーシスコード再点検
小 只 合％� の 確 認 後 の ダ イ ア グ ノ ー シ ス コ ー ド を 点 検 す る こ と に よ り、 確,比�に及示されていたコード

の シ ス テ ム が み!在 は 正 常 か 否 か を 判 断 し ま す。

1.確 認 時 に 不 具 合 が 発 生 し、 確 認 後 も 異 常 コ ー ド を 衣 示 し て い る 場 合 は 系 統 別 の ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン

グ を 行 い ま す。

2,イヾ抖作が発生していたが確認後は爪黹コードが表示された�作、 ダイアグノーシス系統以外の小11合が

々えられるので、 祝象別のトラブルシューティングを行います。

3 .不 从 介 が 発 生 せ ず に 確 認 後 は 上 黹 コ ー ド が 及 尔 さ れ た 場 合 は、 過 去 に ハ ー ネ ス、 コ ネ ク タ 部 に 接 触 不 良

� の 異 常 が 起 き た が 叫 介:は 正 常 で あ る と ろ え ら れ る の で、 祝 象 確 認 � に 表 示 さ れ て い た コ ー ド の 系 統 に

つ い て ハ ー ネ ス、 コ ネ ク タ を 点 検 し ま す。

4-4-6 基本点検
从 本 点 検 を 行 う こ と で 不1 1介 系 統 を 絞 り 込 む こ と が で き ま す。

(1) バツテリ電圧測定
1，エ ン ジ ン 伶 止 状 態 で の バ ツ テ リ'逍 出 を 測 定 し ま す。

10～14ソ（エンジン停止時）基準

⑵ エンジン始動点検
1.エ ン ジ ン が 確 欠 に 始 � で き る か、 ま た、 ア イ ド リ ン グ 状 態 で 冷 し い㈣� 低 下 お よ び 変 � が な い か 確 認 し

ま す。

⑶ スピードメータ指示点検
1.走 行 状 態 で ス ピ ー ド メ ー タ の 指 示 が 適 切 か、 ま た、 ス ピ ー ド メ ー タ ケ ー ブ ル の 抜 け、 � 傷 等 が な い

か 確,忍 し ま す。

(4) ステアリング操舵力点検
1,エ ン ジ ン を 始 财 す る。

2 . 1名 乘 リ(お よ び ア イ ド リ ン グ 状 態 で、 ス テ ア リ ン グ を 既

進 状 態 か ら 左 右1卜I虹させた位置でステアリングにバネ

ば か り を 掛 け、接 線 方 向 に 引 い た 時 の 揀 舵 力 を 左 右 そ れ

ぞ れ 测 定 す る。

パワーステアリング作灿時卜、。ワーステアリング非作�時

7

“
以ド 13～15い以下操舵力

1一以下左右若 1

“
以下

3510103
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車速感応型電動パワーステアリング機構

(5) タイヤ空気圧測定

1, »1(阀を平坦なアスファルトあるいはコンクリート路而卜.に置き、 ステアリングを也進状態にして測定し

ます。

タイヤサイズ屯両吧式
後輪

5.00-12-45100ド，5110
”51000,51100

510〇匚丁，511001
5.00-12-6 2.0 2.4

1151

^
12

略 2.2 2.45.00-12-4
八/丁 2.45100V 5.00—12-6 2.4

仝中 2.6145

^
12 2.4

2.4 2.45.00-12-4
2.4 2.45.00-12-651蘭

145只12 2.4 2.6

1451

^
12 2.42.4

155102 2.2 2.25120\：

165/70813 2.42.4

ハ1(

^
，川⑶ 2.4 2.4

145只12
2.6 2.6

/麗;卜:.7」10匕 /N101' 2.2 2.25130V
155只12

ド㈣卜: 2.4 2.4

令中 165/701(13 2.4 2.4

7125/90 012 (テンパタイヤ） 4.2

5510105

⑻ 電源回路点検

21I

102 丁⑽〇

0�

日八丁

1¦1③ ④ ¦
】 を ⑦ @I-1.

I
@ @ @ @ @ @ @城

〇 〇
〇卩 巳

！〇 7 艾 だ

くギヤ八ソ側コネクタ〉

55101064」

パワーステアリングコンピュータのコネクタを外し、 ギヤん丫側コネクタで電1十：を測定する。

夕端子①～ボデーアース問

バツテリ電圧

1 6スイツチ「0\」にて、 ギヤ八ァ側コネクタで�圧を測定する。

2,コネクタ端子②～ボデーアース間

〇〇 バツテリ電圧

1,コネク

〇〇



( 7 ) アース回路点検

パワーステアリングコンピュータのコネクタを接続したままの状態で導通を測定する。

1.コネクタ端 /‘⑥～ボデーアース問

2 .コネクタ端子⑯～ボデーアース問

3.コネクタ端�⑲～ボデーアース問

100以下（導通あり）

4 .コネクタ端チ⑩～ボデーアース問

9～1 2 0

基準

〇〇

4-4-7 フヱイルセーフ機能

1.パワーステアリングコンピュータの

“
り系統に沢常が発1ミした場合、 已？5 リレーを「0卜

、
1
，」し、 アシ

スト制御を中丨1：すると!

^
時にモータへの出力を伶してマニュアルステアリングに;乂します。

診靳項 I】コードN'0. フェイルセーフ什様 フェイルセーフの解除

トルクセンサ

“
号系統

コンビュータユニット
2

夕�釗系統

コンピュータユニット

モ
3

止常似畑後，イグニシヨンスイッチを度「〇ドド」すれ

ば解除モータ温度センサ系統5

リ 系 統6

- モータへの出力�II：
，リレー

汐�觔系統モ
12

コンビュータユニット

中速センサ

“^
系統4

源屯 系 統7

屯常愎�により解除イグニシヨンパルス
9

系 統

夕溫度系統11

5310106
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車速感応型電動パワーステアリング機構

4-4-8 系統別トラブルシューティング

(1) トルクセンサ信号系統，（ダイアグノーシスコードN0 . 2)

① トルクセンサ系統システム図

パワーステアリングコンピュータ

げ

^
18 53 0

^<13)̃ (̃12；̃〇1
8八卜

砂

トルクセンサ

(8八丁っ〈4極〉<18極〉

(8八丁

”
20 @3 2 3 5 6 88 6 5 4 2 4 20

21

夢
22 21 22111 16171818 16 1514, 9 1517

(0？) (55) (

^
！3) (+5?)

(+5?)(

^
3) (55) (〇卩)

〈コンピュータユニット側コネクタ〉 〈ギヤ八丫1則コネクタ〉

85101196 -

② ダイアグノーシスコードN0 . 2 出力条件

1.メ イ ン、 サ ブ ト ル ク セ ン サ の 出 力 � が 一 定 の 範 叫 内 に な い 状 態 の 時。

2 .メ イ ン、 サ ブ ト ル ク セ ン サ の 出 力 飢 の 系 が 一 定 の 範 叫 内 に な い 状 態 の 時。

③ 点検のポイント

1.ト ル ク セ ン サ 本 体 は 正 常 か。

2 .ト ル ク セ ン サ に‘屯 源 屯 圧 が 供 給 さ れ て い る か。

3.ト ル ク セ ン サ の 出 力 が コ ン ピ ュ ー タ に 人 力 さ れ て い る か。

4 ,ト ル ク セ ン サ～コ ン ピ ュ ー タ 叫 の ハ ー ネ ス が 断 線 ま た は 短 絡 し て い な い か。



④ 点検方法

(トルクセンサ出力のぬ検）

，コンピュータに核統のギヤ八ン測コネクタ（18�）は切り邮さず点検する。

- 1〇スイッチ「〇!

^
」でトルクセンサの出力�圧を測定する3

くギヤ八》他1コネクタ⑫（N5) ～ボデアース〉¦川

くギヤ八ァ側コネクタ⑪（55) —ポデアース〉間

メイン（1\4幻 サブ（55)

ステアリング商進にV 2.5 V 2.5 V

ステアリングハル:えけ/り時 1.97V#下 3,03ソ以ヒ

ステアリングん:彻えり』り

”
3,03\
，以 I： 1，9

”
以卜

()1く N0

各測定�が1～4ソ間の範囲内か

N0 01\

(トルクセンサ袍源の点検）

.1(;スイッチ「01

^
1」でトルクセンサの屯源屯出を�定する

くギヤ八ゲ测コネクタ⑬（十5ド）～⑲ ⑴八丁一）〉問

雄屮(ぬ：4.67-5.1

^01\ N0

パワーステアリングコンピュータ交換- 10 スイッチ「〇⑷ で屯

“
を测定する。

くギヤ八ア�コネクタ⑩ (〇?) ～⑲（13八丁一）〉叫

培準蛸:〇～0.1V

注怠

コンピュータ輿粘と利浙し、 コンピュ

ータを交換することにより、 車両が卍

常になった場合は，併度交換（不以と

判断）したコンピュータを取り付け、

般終的に異常と判断すること。

01\ N0

(トルクセンサの知絡点検）

，1(;スイッチ「〇⑷ でトルクセンサの?¦¦源里ばを

測龙する，
くギヤ八ン(則コネクタ⑬（十5ド）～⑩（〇ド）〉問

坫ギ碴：4.67～5.17

^01\

ステアリングギヤ八乂交換(トルクセンサ小休点検）

- 10 スイッチ「01

^
1 でコンピュータに接校のギヤ八ン側コネク

夕（18味）を切り離して点検する，

- トルクセンサの中体抵抗访を測定する,
くギヤ.ヤ侧コネクタ⑩（0⑺ ～⑬（+5?) 〉問

基準姐:1，25±0,5让〇 《ステアリング巍進時〉

くギヤ八ゞ側コネクタ⑫（\15) ～⑬（+51)) 〉問

くギヤ八ン�コネクタ⑪（没;）～⑬（+51)〉 〉問

堪準晌：0.94±0.41

^
0 ( ステアリング也進時）

01\ N0

ステアリングギヤ八ゲ交換

次1
.
(んへ

5510122
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車速感応型電動パワーステアリング機構

前頁より

(ハーネス点�）

- 1〇スイッチ「〇卜下] でギヤ八ン刚コネクタ（18掩） をり』り離し

て点検する。

‘ ハーネスの短絡を点検する

くギヤ八ゲ�コネクタ⑩ (0？) ～ボデアース〉[川

くギヤ八》
，側コネクタ⑪（55) ̃ポデアース〉冏

くギヤ八ヅ側コネクタ⑫（N45) —ボデアース〉間

くギヤ八ヌ�コネクタ⑬（+5?) ～ボデアース〉I川

祜准�：1\1〇以ヒ（磔迪なし）

N0〇ド

ステアリングギヤ八ソ交換

(ハーネス 0视点検）

11祝および触デで次の泊㈠を点検する。

，ギヤ八ヅ�コネクタおよび各核�コネクタを外して.姑の允1-:
や異物の浞人がないか。
，また、かしめ部でゆるみ.州侮がないか。

- コネクタから端ヂおよびハーネスが抜けてないか。

(端子接触ぼ点検）

- コネクタ端チのオス端子と同等のものを用�して、 メス端チ

クした時、 他の端�よりづIきに系し込み…き认きわをチ

抜き力が小さい端子はないか。

エツ

01\ N0

コネクタ部の端チの胙砰，夂拘

—夕錢 )パワーステアリングコンビュ

注患

コンピュータ異常と利断し、 コンビュ

- 夕を交换することにより、中闽がボ

饥になった坳合は、 …度交換（不貞と

利断）したコンピュータを取り（、ナけ 、

掎終的に穴常と利断すること。

5510123



( 2) モータ駆動系統（ダイアグノーシスコードN0.3)
① モータ駆動系統システム図

パワーステアリングコンピュータ

8八卜

モータ

(8八丁う

ヤ）
〈4極〉 /<18極〉

(8八丁一）（則

1]豳8 6 5 3 24 2 3 5 64 8

國122101181716 15141312

^
1110 9 9 10 11 12131415 1617 180

(

^
1̃ )

〈コンピュータユニット側コネクタ〉 〈ギヤ八乂側コネクタ〉

55101197」

② ダイアグノーシスコードN0.3 出力条件
1,モータの駆�范流が一定の範

^
1(2 6六以上）を越えた状態の時。

③ 点検のポイント
1.モータ本体は正黹か。

2.モータ内问路が短絡していないか。

3,モータ～コンピュータ問ハーネスが短絡していないか0

已一 12 6



車速感応型電動パワーステアリング機構

④ 点検方法

(モータ恥��流点検）

- コンピュータに接続のギヤ八乂�コネクタ（ 4 体）は切り離さ

ず点検する。

‘ エンジンを始�し、 モータ駅勅41流を測定する。

注竞：クランブ范流計を仲…すること。

く ギ ヤ 八》
，1コネクタ⑳ (N1+) )

�礪�：〇八（ステアリング�進時）

22±1，1八（ステアリングむ据え切り時）

22土1，1八（ステアリング左�え切り時）

〇

0
クランブ電流計

N001\

(モータ単体点検）

- 10 スイッチ「〇卩ド」で，コンピュータに�統のギ

ヤ八ヅ側コネクタ（‘1槲）を切り離して点検する。

- モータの短絡をんV:検する。

くギヤ八ン側コネクタ⑳（N1+) ～�（N1—）〉問

基準�:0.2-100 (モータ抵抗)

くギヤ八ヅ側コネクタ⑳ 〇

^
十）-0¢' ⑴八下一）〉問

くギヤ

̃
側コネクタ� [一) ～⑲ ⑴八丁一）〉[川

佔ザ晌：1

̃10
以1：(礴迚なし）

(モータ㈣路絶祕抵抗点検）

- 10 スイッチ「〇卜下」で、コンピュータに核続のギヤ八乂測コネ

クタ（ 4 掩）を切り離して点検する。

% ハーネスの短絡を;

^
検する。

くギヤ八ゲ側コネクタ⑳（N1+) ～ボ デ ー ア ー ス〉[川

くギヤ八ン側コネクタ�（N1—）ー ボ デ ー ア ー ス 〉I川

�ゆ�： 以 1-- (�迚なし）

- モ ー タ の � 通 を 点 検 す る。

くギヤ八ゲ伸】コネクタ⑳ ⑽十）～�（1\4一）〉問

祜准納：0.2～100 (モータ抵抗）

N0

N001\

ス テ ア リ ン グ ギ ア 八 ン 交 換

(ハーネス目祝ぬ検）

门祝および触手で次の泊^ ㈠を点検する。

- ギヤ八ゲ�コネクタおよび各�絞コネクタを外して、 銷の允'1-:
や與物の浞人がないか。

〇汉 N0

コ ネ ク タ 部 の 端，の 修

^
?、 交 換

パ ワ ー ス テ ア リ ン グ コ ン ピ ュ ー タ 交 換

注意

コンピュータ輿常と利断し、コンピュ

— 夕を交換することにより，『ド咖が』ド.
I 沿になった�合は、 内度交換（イ、良と

¦ 利断）したコンビ

沿終的に與帘と利断すること

ータを取り付け、二

5510124



⑶ 車速センサ信号系統（ダイアグノーシスコードN0.4)
① 車速センサ系統システム図

パワーステアリングコンピュータ

旧）

^
8？)

〈16極〉

0 車速
センサ

〈スピードメータ車両側コネクタ〉

〈8極〉

^
59)

〈車両側中間コネクタ〉〈ギヤ八ソ仰I 中間コネクタ〉

以5卩)

<18極〉 <4極〉

171
8 6 5 4 3 2 2 3 4 5 6 820 19 19 20

131211 22 21 13815 21 2218 17 16 10 911 9 10 11 12 16 17 18

(ソ印）

〈ギヤ八ゾ側コネクタ〉

《V印）

〈コンピュータユニット側コネクタ〉

55101198 」

② ダイアグノーシスコードN0.4 出力条件

1.走行屮、 #速が急激に一定以上低ドしゼロXIIIルとなった時。(351«!!/»!以上— 〇レ1ル)

2 ,中速が 5 汉⑺/卜以ドで、 4.000叩⑺以上のエンジン问虹数が一定時I⑴継続した�合。

③ 点検のポイント

1,過去に長時I！りの空吹かしを行っていないか。

〔参考〕，チヱック端 /-を短絡していない状態では約20秒1«】で検出する。
，千ェック端子を如[絡した状態では約 5秒叫で検出する。

2 ,過去に�ブレーキ等により車輪がロックしていないか。

3 .スピードメータケーブルの抜け，拟傷などがないか。

4 . ポ速センサ本体は.正常か。

5,車速センサの出力がコンピュータに入力されているか。

6,卞�センサ～コンピュータ問ハーネスが断線または短絡していないか。

11：- 128



車速感応型電動パワーステアリング機構

④ 点検方法

(スビードメータ点検）

- エンジンを始動し、走けテストを行う。

，スピードメータの指ポが¦卜：常であり、 針ぶれ等がないか点検

する。

袪准：針ぶれも無く、¦¦：前に指示している。

N0〇汉

(スピードメータケーブル点検）

，スピードメータケーブルの核けまたは、 捐�等が

なI、か点検する。

脚：抜けまたは、报偽なし。

(呶速センサの出幻点検）

- エンジンを悴 II：し、 スイッチ「〇?

^
」で、コンピュータに

接絞のギャ八ン側コネクタ（18掩）を切り離さなIゝで点検する。
，スピードメータケーブルをトランスミッション測で外して、

メータケーブルを1�率ムした時の小迚センサ出幻を測定する。

くギヤ

̃
側コネクタ⑭（ソ5ド）～ボデーアース〉問

基增做:約0̃5ソ問を4回くり返す。

(メータケーブル1¦“
¦私あたり）

N0()1\

スピードメータケーブル修理、交換

スピードメータ�押，交換

N0〇汉

< »1(速センサ蝌体点検)

率速センサ単体/な検 ⑤一151参照。

過去に次の状況が発4：した»1能性があります，

-¦れ速人カゼロ!《11/»で姣時間のカラ吹かし（4,000印〇1以ヒ）が

あった場合。

'チェック端子を短絡していなI、状態では約20秒間
1

、チX
，ソク端了-を短絡した状態では約5�問 ；

(爪 N0

スピードメータ修押.、 交換

- 公ブレーキ等による車掄のロック。

(ハーネスの点検）

- 10 スイッチ「〇ドド」で、コンピュータに接铳のギ

ヤ

̃
側コネクタ（18称）および�両測中問コネクタ

(814«) を外して点検する。

^ コンビネーションメータを外して、 ��の平-峋側

コネクタ（16他）を外して、点検する。

^ ハーネスの断線を点検する。

くギヤ八乂�コネクタ⑭（ソ⑶）

～ギヤ八ゲ側屮問コネクタ（乂5？) ) 1/'.]
く車両�中問コネクタ (ソ5？)

～スビードメータ小¦山I俐丨コネクタ 〉I川

くスピードメータ小:両測コネクタ（只）

～ボデアース〉問

战堆侦:100以下 (導通あり)

(走行テスト）

，一度、 ダイアグノーシスコードを消去する。

(消去方法は©—118参照）

- 走行テストを

"
う。

- 41“
中、 パワーステアリングのアシストカが働I、ているか確

認する，
�准：アシストカが鋤いている。

(ステアリング操作が杆い）

N0〇ビ

(ダイアグノーシスコードの抖確,,2)

- 557を坊

^
:)

“
ける。

^ チエック端子を知絡する0

， のテストランプでダイアグノーシスコードを読み取る。

(⑧一117参照）

脚：正常コードが出力されている。

(爪 N0

次⑽)

5310125



前日⑧より 肋

“
、〇より 前以⑬より ，顏⑥より

〇ド N(1

(ハーネス点検）

つづいて、 ハーネスのI析棉を点検する。

くギヤ八乂側コネクタ⑭ 〈V別)）̃ボデーアース〉問

く車両側中間コネクタ⑭ (卿) ～ボデーアース〉問

堪咿碴：11

^
10以¦こ（磚迚なし〉

技，コードによる故陣

於断を�度、突施する

システムは正常です。

()1\ N0

ハーネス修理、交换

※アースについては、 右カウルサイド

のアースボルトのゆるみを点検する0

(ハーネス丨丨祝点検)

I I呪および触卩で次の�IIを点検する。

- ギヤ八ヅ�コネクタおよびれ接続コネクタを外して、 钻の発卞.
ゃ與物の混入がないか。

- また、かしめ部でゆるみ、損限がないか。

- コネクタから瑞广およびハーネスが攸けていないか。

(端？接触…点検)

- コネクタ端 /のオス端广とレ1，のものを川总して、 メス端丫-
に笔し込み…き认きハをチ

抜きハが小さい端广はないか。

クした時、他の端 /より引きエツ

〇汉 N(1

コネクタ部の端での作巧!，交換

夕交換 )パワーステアリングコンビュー

,1 0

コンピュータ輿常と利断し、 コンビュ

夕を交換することにより、 小I山】がI卜:
常になった�介は、 巧度交換（イミと

1川析）したコンピュータを取り（1け 、

段終的に異常と利断すること，

3510126
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車速感応型電動パワーステアリング機構

⑷ モータ温度センサ系統（ダイアグノーシスコードN0 . 5)

① モータ温度センサ系統システム図

パワーステアリングコンピュータ

丁，已2

温度センサ

〈18極〉 〈4極〉 旧2)(丁⑽
〈2掻〉1̃ 1

32 4 6 85 19 20 IV

態 21 229 10 1213141511 18
旧2)ギヤ八ソ側

コンピュータ側
(巳2) (丁NN/1〉

〈温度センサハーネス中間コネクタ〉
〈ギヤ八乂側コネクタ〉

35101199」

② ダイアグノーシスコードN0 . 5 出力条件

1.モ ー タ 溫 度 セ ン サ が 断 線 し た 時。

③ 点検のポイント
1.モ ー タ 溫 度 セ ン サ 本 体 は 正 常 か。

2 ,モータ温度センサ～コ ン ピ ュ ー タ 問 ハ ー ネ ス が 断 線 し て い な い か。



④ 点検方法

(温度センサのぬ検)

，1(;スイッチ「01.7」で、コンピュータに�校のギヤ八

“
則コネクタ

(18蝴）を⑵り離して点検する。

- 溢度センサの抵抗(めをン’代温付近で測定する。

くギヤ八ヅ側コネクタ⑫ (1

^
1

^
) 一⑯ (£2) ) 1»!

坫屮帧：約90～100X0

(常温付近にて)

()1\ N0

(温度センサハーネスの点検〉

く温度センサ側コネクタ⑫（丁!

^
%1)

～ボデアース〉間

基准诚：1 VI0以上（導迚なし）

(溫度センサの屮体点検)

- つづいて、 溢度センサ側ハーネスの中問コネ

クタ（2�）を切り離して点検する。

- 温度センサ単体の抵炕�を祜温(、[近で

測定する9

く温度センサギヤ

̃
側コネクタ

～ ぼ2) 〉問

堪�値:約⑻～1()0レ〇

(常温付近にて)

- 温度センサハーネスの点検

く溫度センサギャ八ン側コネクタ (下卜》N1〉

--ボデアース〉間

祜，侦：丨以上（墀通なし）

N0

ステアリングギヤ八ゲ交換

( )ド N0

)(ハーネス点.檢〉

- つづIゝて、

ステアリングギヤ八ン交換

ーネスの淅株を点検する

くギヤ八ソ側コネクタ⑫（丁！

一温度センサギヤ八乂�コネクタぐ1’11\1) 〉間

くギヤ八》
，仰Iコネクタ⑯ ぼ2〉

～温度センサギヤ

̃
側コネクタ（巴2) 〉I川

基��：100以下 (導通あり)

ハ

(ポ N0

ハーネス修理，交換(ハーネス

"
视点検)

II祝および触厂で次の�リを点検する

- ギヤ八ァ�コネクタおよび各��コネクタを外して、 姑の�生や興物の沢人がないか。

- また、かしめ部でゆるみ、似傷がないか。

- コネクタから端子およびハーネスが攸けていないか。

(端で接触げ点検)

- コネクタ端，のオス端でと

“
等のものを川ぬ;して、 メス端ザ-

に基し込みづIき技きわをチ クした時、他の端子よりづIき抜き力が小さい端子はないか。エツ

〇汉 N0

パワーステアリングコンピュータ交換 コネクタ部の端子の修巧!.交換

注想

コンビュータ與常と利断し、 コンピュ

-夕を錢することにより，卓阀が士:
常になった�公は、 朽度交換（不良と

利断）したコンピュータを取りはけ、

餃�的に判I析すること。

5510127
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(5) リレー系統（ダイアグノーシスコードN0 . 6)

① リレー系統システム図

16スイッチ
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巳？5「/し

(30
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^
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38101200

② ダイアグノーシスコードN0 . 6 出力条件

1.アシスト中、 リレー接点がオープンになった場合。

2.エンジン始觔�に、 リレー接点が溶�している場合。

③ 点検のポイント

1,リレー本体は正常か。

2,バッテリ～コンピュータ叫ハーネスが断線または短絡していないか。

3 .ヒュージブルリンク（6

^
5.30八）は断線していないか。



④ 点検方法

(リレー屯「卜:点検）

，コンピュータに�統のギヤ八ン�コネクタ（，丨你）を

切り離さないで点検する。

•16 スイッチを「〇ドド」時、 およびエンジン始動0.年の

リレーの规圧を測定する。

くギヤ八ゲ測コネクタ�（8八丁十）～ボデアース〉問

核準碴：1¢}「〇ドド」時

エンジン始勅時 10̃14ソ

〇ソ

0

^
N0

(卜:
”

リレー中体点検)

リレー电体贞検. ©—151荟照

〇尺 N0

�ゞリレー交換(ハーネス点検）

，スイッチ「〇ドド」で、コンピュータに�統のギヤ八ゲ�コネクタ

(18禅〉 およびギヤ八ゲ�屮I川コネクタ（ 8 俺）を切り削して点検する。
，リレーを外した状悲でハーネスの短絡を点検する。

くリレー�蚧コネクタ�（一5) ～ボデアース〉間

くギヤ八ゲ側屮叫コネクタ（此1

^
\丫）ーボデアース〉叫

堪準�: 1則以ヒ(導通なし)

01\ N0

)ハーネス修理、 交換(ハーネス点検）

- つづI、て、 ーネスの淅線を点検する。

- 10 スイッチ「〇卜下」で、16 スイッチ小咖側コネクタおよびリレー

を外した状態で点検する。

<10 スイッチ串I山】側コネクタ (102) ～リレー接校コネクタ測（+8) 〉問

くリレー�統コネクタ�（一5) -取闽側中問コネクタ (肪以丫) 〉間

くギヤ八ァ側コネクタ⑧（尺瓦し\丫）～ギヤ八乂側中間コネクタ（尺6し\丫）〉間

基��:100以下 (#通あり)

ハ

(爪 N0

ハーネス修邱，交換(ヒュージブルリンク点検）

- 已？5ド几 (30八) の溶断を確認する。

N0

(ハーネス点検）

，つづいて、ハーネスの妬絡を点検する。

- 10 スイッチ「〇ドド」で、 コンビユータに�統のギヤ八ン�コネクタ 01地）

およびギヤ八ゲ側中問コネクタ（丨砵）を切り離して点検する。

- リレーおよび只…ド/し（30八）を外した状態で点検する。

くリレー��コネクタ側（し）～ポデアース〉問

くギヤ八ン側コネクタ�（8八丁十）～ボデアース〉問

く 》1【肉側中問コネクタ（8八丁）̃ボデアース〉問

くリレー接統コネクタ側出〉 ～ポデアース〉問

袪準彳め： 以上（�通なし）

〇尺 N0

ハーネス修理、 交搀

および瓦？8ド几（30八）交換

次（(⑩へ 次

“
⑥へ

3510128
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前苡⑥より賊⑧より

(ハーネス;

^
检）

スイッチ「〇卩ド』で、コンピュータに接続のギヤ八》
，側コネクタ

( 4 掩） およびギヤ八乂�屮即コネクタ（ 1 槲）を切り邮して点検する，

- リレーおよびド/し（3()八）を外した状想で点検する。

ーネスの断線を点検する。

くリレー�統コネクタ�（1」～申闽側中間コネクタ（8八丁）〉間

くギヤ八ヅ�中問コネクタ ⑴八下）～ギヤ八ヅ�コネクタ� ⑴八丁十）〉問

くリレー接�コネクタ�（8) ― （30八） 〉【川

基準�：100以ド（辟通あり）

- つづIゝ て、 ハ

N001\

( ハーネス�押.交換(ハーネス点検）

つづいて、 ハーネスのか:絡を点検する。

- 10 スイッチ「01.下」で、コンピュータに�統のギヤ八乂�コネクタ

( 4 �）を切り離して点検する。

- 巳？8ド几（30八）およびリレーを外した状態で点検する。

くリレー�統コネクタ�（8) ～ボデアース〉問

堪咿�：丨以卜.（�迪なし）

N(101\

( ハーネス你邱、交換 \

\ および朽朽ド/し（30八）錄ノ
(ハーネス点検）

つづいて.ハーネスのI析線を点検する0

くリレー接統コネクタ�⑻ ̃覎？5卩/し側〉間

基郗�：100以ド（墀通あり）

N(1〇汉

ハーネス�理、 交換

(リレー点検）

，コンピュータに接枝のギヤ八ン�コネクタ（18神0 をり】り

離さないで点検する。
，エンジンを始動し、屯正を測定する，

くギヤ八》
，侧コネクタ⑧（只卜：1ム丫）～⑲（8八丁一）〉間

基準値:約IV程度

(エンジン始�後）

N0〇ド

パワーステアリングコンピュータ交換

注想

コンビュータ與祜と利断し、 コンビュ

— 夕を交换することにより、 中峋が I卜:
常になった場公は、 …度交換（不良と

利淅）したコンピュータを取り付け、

�終的に利断すること

次1.1 [ へ

5510129

次⑽へ



的獅より 仙⑽より

(ハーネス0祝点検)

0祝わよび触尹で次の�I丨を点検する、

- ギヤ八乂側コネクタおよぴ各�校コネクタを外して緒の発1や舛

物の混入がないか。

- またかしめ部でゆるみ、 拟俱がないか。

，コネクタから；/およびハーネスが技けていないか。

(端で接触圧点検〉

，コネクタ端了のオス端广と1
“

]$のものを川总して、 メス端广に

差し込みづIき抜き力をチ

ハが小さい端子はないか。

クした卟、 他の端广よりづ Iき执きェ.ソ

()1\ N0

コネクタ部の端广の修理，交換EF5リレーを交換後

外度、 パワーステアリングの作�を確認する。

01\ N0

終广 パワーステアリングコンピュータ交換

コンピュータ货常と刊I析し、コンピュ

一夕を交換することにより、 巾:両が正

常になった�作は、 冉度交換（イく良と

¦ 利断）したコンピュータを取りけ、

I �終的に利断すること。

5310130
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⑻ 電源系統（ダイアグノーシスコードN0.7)
① 電源系統システム図

16スイツチ

0^
162セ

厂/し ヒューズ

(1〇
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「/し

2.0 3գ

？1 <2)
162バッテリ

パワーステアリングコンピュータ
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35101201」

② ダイアグノーシスコードN0.7 出力条件
1，エンジン�虹数が500叩⑺以上で、 バッテリ范卜:が 6 ～ 9乂の範叫内に約 4 秒IIり継続した場合。

6

^
3，電圧が9 V以上になると正常に復帰する。

③ 点検のポイント

1,バッテリの劣化、 端子等にゆるみがないか。

2 ,オプション如の取り付けによる過人な�気負份力4卦かっていないか。

3,Vベルトの張りは正常か。

4 .オルタネータは正常か。



④ 点検方法

(屯源屯丨1：の点検）

，エンジンを始�し、 コンピュータに�絨のギヤ八ゲ�コネクタ

(18«¢) を切り離さないで点検する

- 電源市げを測定する。

くギヤ八ン�コネクタ② (102) ～⑲（8八丁一）〉[川

袪準馗：10～

“
V

(バッテリ饱圧)

〇ド N0

(ハーネス点検)

，1〇スイッチ 『〇卜下」で、 コンピュータに��の

ギヤ八乂側コネクタ（18俺）を切り離して点検

する，

^ ハーネスの断線を点検する 、

くギヤ八ァ側コネクタ②（102)

～162ヒューズ <10八）〉問

桂咿碴：100以卜（�迪あり）

(爪 N0

(ハーネス点検〉

，つづいて、 ハーネスの断線を点検する。

^ ギヤ八ゲ測屮卯コネクタ（ 8 掩）を切り離して

パ.1.検する。

くギヤ八ゲ�コネクタ② (102)

～ギヤ八ゲ惻中叫コネクタ（162) 〉間

袪��：100以ド（導迪あり）

〇汉 N0

くイグニッションスイッチ～I〇2ヒューズ（10八）〉

問の难㈣�ハーネス修理、 交換

)ステアリングギヤ八乂交换

(ハーネス6:検）

，つづいて、 ハーネスの断線を点検する。

くギヤ八》イ削コネクタ⑲（8八丁一）

～ボデーアース〉¦川

�雜:100以 I、（碑通あり）

01\ N0

ハーネス修坪、 または交换

次以① 次只⑧へ

5510131
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的 Iけ：；パ ）㈣①より

つづいて、 笛源?1！厂卜：を点検する。
，コンピュータに�校のギヤ八ン�コネクタ（18你）を切り

離さないで点検する。

，アイドリング状胜ですベての屯识行简を加えた時の屯…を测定する.，
くギヤ八ア側コネクタ② (102) ～⑲（13八丁一）〉出1

基准钫：9ソ以上

(ステアリングは�え切り状地にて）

N00

^
- バッテリの劣化

- Vベルトの张り

- オルタネータの與帘

(オプシ 3 ン頌の点検）

，オプション頌の取忖けによる過人な

卩衍が加わっていないか点検し、 昨理する。

等について

以検し、作押する。

(ハーネス0视；4検）

0祝および触手で次の項!3を以検する。

- ギヤ八ゲ側コネクタおよびれ接続のコネクタを外して銷の允1そや饵物

の洪入がないか。

- またかしめ部でゆるみ、 相�がないか。
，コネクタから端广およびハーネスが抜けていないか。

(端，接触圧点検)

，コネクタ端子のオス端チとい1等のものを⑴�してメス端广に差し込み

づ Iき抜きわをチエックした時、他の端了-より…さ找き力が小さい端了-
はなI、か。

N0〇汉

交換
、

コネクタ部の端チの�理、 交換パワーステアリングコンビュータ

注息

コンピュータ異常と利浙し、 コンビュ

ータを交換することにより、 中峋がボ

常になった玛合は，�度交換（不X；と

刊断した）したコンピュータを取り忖

け、 �衿的に利断すること。

5510132



⑺ イグニッシヨンパルス信号系統（ダイアグノーシスコードN0 . 9)
① イグニッシヨンパルス信号系統システム図
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55101202

^
② ダイアグノーシスコードN0 . 9 出力条件
1 - エンジン始#状態で、 エンジン㈣虹数が�激に一定卜1虹数以卜に下がった状態の時。（500叩⑺以 ，

4001叩!以下）

③ 点検のポイント

1.イグニッシヨンコイル、 点火系は正常か。

2.イグニッシヨンコイル～コンピュータI⑴ハーネスが断線または短絡していないか。

3 ,過去のエンスト。
，エンジンが再始動すると正常に復帰する。
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④ 点検方法

(エンジン

“
りの点検）

，コンピュータに接続のギヤ八ン�コネクタ（18掩）を切り離さないで点検する0

，10 スイッチ「〇… 状態とエンジンを始動させた状態のI山】方で如�:を測记する。

くギヤ八ア側コネクタ⑦（已/〇) ～ボデーアース〉問

基華蛸：16 スイッチ「〇!

^
」時一約10乂以 I二

エンジン始動後のアイドリング時一約10ソ以上

レーシング時一約1〇ソ以ド（変勅する）

N0
〇尺

(ハーネス点検〉

- 1(；スイッチ「〇卜下』で、コンピュータに接続の

ギヤ八ン�コネクタおよびイグニッシヨンコイル

侧コネクタ（2 槲）を切り離して点検する。

ハーネスの断線を点検する。

くギヤ八ン�コネクタ⑦ (£/0)

～イグニッシヨンコイル侧（一）〉間

袪準値：19.7～20.31< 0

〇汉 N0

)1(；コイル、点火系の点検 ^ 修巧! (ハーネス点検）

- ギヤ八ン�屮冏コネクタを切り離して点検する。
，ハーネスのI析線を点検する，

くギヤ八ン側コネクタ⑦（》£/0〉

～ギヤ八ソ測中間コネクタ化/〇) 〉問

坫噍碴：100以ド

01\

N0

ステアリングギヤ八ソ交换くイグニッションコイル

～ギヤ匆側中問コネクタ〉1，11の
ハーネス修邢、 交换

次1
.
(⑤へ

5310133



前？!:し〕より

(ハーネスロ视点検）

II�およぴ触手で次の功11を点検する。

- ギヤ八乂側コネクタおよび各接統のコネクタを外して綃の免生ゃ货物の浞人がないか。

- また、かしめ部でゆるみ、 很傷がないか。

- コネクタから端广およびハーネスが拔けていないか。

(端广接触圧点検）

^ コネクタ端广のオス端子と冏�のものを

"
!息してメス端子に左し込み…き抜き力を

チヱックした時、 他の端チより引き�き乃が小さい端 /はないか。

01\ N0

(パワーステアリングコンピュータ交換 コネクタ部の�广の修理、 交換

,！0

コンピュータ兇笊と利断し、 コンビュ

ータを交換することにより、¦ド闹が 1卜：
常になった場合は、 丹度交換（不良と

利斯した）したコンピュータを取り付

け、於終的に判断すること。

5510134
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⑻ モータ温度系統（ダイアグノーシスコードN0.11)
① モータ温度系統システム図

パワーステアリングコンピュータ

温度センサ

〈18極〉 〈4極〉

1 1̃
2 3 64 5 8 19 20

21 229 10 12131415 1811

汜2) (丁旧)

〈ギヤ八ヅ側コネクタ〉

55101203-

② ダイアグノーシスコードN0.11出力条件

1,モータ温度センサが160°。以上の状態になった時。

③ 点検のポイント

1,倨え切り，の繰り返しによる、 モータ溫度の一時的な加熱がないか。
，モータ温度が低下すると正常に復帰する。

2 .モータ温度センサは正常か。

3 ,モータ温�センサ～コンビュータ問ハーネスが短絡していないか。



④ 点検方法

- しばらく小㈣を放訝して冷却した後、エンジンを

始勅しパワーステアリングの作�を確認する。

�咿：アシストカが鋤I、ている,，
(ステアリング找�が好いこと。）

〇ド N0

( システムは尼常 (温度センサの点検)

‘ 10 スイッチ「〇卜下」でコンピュータに接校のギヤ八ン

侧コネクタ（1«槲）を切り離して点検する。

- 温度センサの抵抗�を測定する。

くギヤ知側コネクタ⑫（丁》N1) ～⑯（£2) 〉問

�咿(直：01日、V 96.3-102.31

^
0

10て時 95.8— 101.7让〇

2〇て0车 95.0-100.9

^
0

30て日.V 93.7-99.5

^
0

注怠

モータ溫度加熱によるフヱイルセーフが

働きましたがシステムは正常です。（モー

夕温度が低下すると正泔に復�する。）

()ド N0

ステアリングギヤ八ヅ交換(ハーネスの点検）

，つづいて、ハーネスの短絡を点検する0

くギヤ八乂�コネクタ⑫（丁NN1) ～ボデーアース〉問

基準給:1\1 0以卜.(禪通なし)

〇ビ N0

)ステアリングギヤ八ァ交換(パワーステアリングシステム点検）

- ホI山�を消元した後.次の！'順でシステムを点検する

1，ダイアグノーシスコードを度、 消上.する。

2.『1411Iを及時問放蹬する。

3.モータ温度が低ドしていることを触『で確認する。

4.エンジンを始�しパワーステアリングの作動を確認する，

基準：アシストハが働〔 、ている。

(ステアリング找作が好いこと。）

(爪 N0

)システムは正併 ダイアグノーシスコードを…確認する。

注意

モータ、温度加熱によるフヱイルセーフが

働きましたがシステムは正常です。（モー

夕温度が低下すると正帘に復帰する。〉

コード1\10.11が占示される 他の饵常コード

が衣ボされる

該，3—ドの故陣胗断

を火施する，

次頁@へ

5310135
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車速感応型電動パワーステアリング機構

的頁⑭より

(ハーネス 13視点検)

门视および触乒で次の项

"
を点検する。

，ギヤ八乂�コネクタおよび各�統コネクタを外して、 沾の発卞や穴

物の混入がなI、か。

- また、かしめ部でゆるみ、招�がないか。

,コネクダから端 /およびハーネスが枝けていないか。

(端ヂ�触甲ゴ乂検）

- コネクタ端，のオス端广と㈣等のものを州,ほして、 メス端チにそ

し込み…き抜き乃をチェックした時.他の端 /‘より…き认きわが

小さI、端子はなI、か。

N001\

)コネクタ部の端ヂの修理、 夂换パワーステアリングコンピュータ交換

注意

コンピュータ興餅と利I析し、 コンピュ

ータを交換することにより、¦¦り山】が 0-:
帘になった場合は、 �度交�（不良と

判断した）したコンピュータを取り付

け、辰終的に利断すること。

5510136



⑼ モータ駆動
^コンピュータユニット系統（ダイアグノーシスコードN0.12)

① モータ駆動
^
コンピュータユニット系統システム図

パワーステアリングコンピュータ

8八丁一

モータ

(

^
)

〈4極〉〈18極〉

6 82 3 4 5

2212131415 1617 189 10 11

(

^
)

〈ギヤ八ソ側コネクタ〉

55101203

② ダイアグノーシスコードN0.12出力条件
1.トルクセンサ入力に衬する、 モータへの指令范流とモータの出力流が一定の範问内にない状態の時。

③ 点検のポイント
1,モータ～コンピュータ問ハーネスが断線していないか0

2 .モータ内㈣路が断線していないか。

一夕は正：％か。3,コンピュ
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車速感応型電動パワーステアリング機構

(モータハーネスの点検）

.16 スイッチ「〇ドド」で、 コンピュータに�統のギヤ八ゲ側

コネクタ（ 4 �）を切り離して点検する。

- ハーネスおよびモータ内の断線を点検する，

くギヤ八ン�コネクタ⑳（

^
十）～� ( \1̃ ) )I/;1

壤娜.：0.2-100 (モータ抵抗)

(塒通あり)

N00ド

( ステアリングギヤ八ゲ交換(ハーネス丨け兄点検）

卜1祝および触！'-.で次の項IIを心検する。

- ギヤ八ゲ�コネクタおよび各核絞コネクタを外して、1！1の允卞ゃ饵

物の泯入がないか。

- また、 かしめ部でゆるみ、 拟似がないか。

- コネクタから端デおよびハーネスが技けてI、なI、か。

(端7接触…点検）

- コネクタ端了-のォス端广と同等のものを⑴总して、 メス端广にや

クした時、 他の端�より引き拔き力がし込みリIき仪きんをチ

小さい端デ-はないか。

ェソ

N0()1\

パワーステアリングコンピュータ交換

注意 コネクタ部の端ヂの修押、交換

コンピュータ兇佾と利淅し、 コンビュ

夕を交換することにより、 呶�が II：
常になった�合は、丹度交換 (不良と

N1折した）したコンピュータを取り（.1-
け、 故終的に判断すること。

3310137



4-4-9 不具合現象別トラブルシューティング

(1) 不具合現象別チャート

ダイアグ炎ボの状憇 ダイアグノーシスによる不只介コード炎ボがない，炎ボが不安定，止常コードの場合

ステアリング揀作時

- 左心で操舵力

が與なる

- 操舵力にムラ

がある

不！I合の状況
ステアリング揀作が 走行中ステアリング

がずっと経い

ステアリングの戾り

が想い巾い
点検項 9

テ リバ ヴ

コンピュータユニット屯源

バワーステアリングヒューズ
シ

夕 ネスモ
ス

本 体夕モ
テ

センサクル
ム

•1( 速 サセ
系

〇 ノ'? ル ス

ケーブルスピードメータ

ネ ス

タイヤ空気；ゼ点検

小
フロント アライメント点検

めI
ステアリング作�点検ノゞヮ—系

足まわリ、 各俏勛�点検

5510139
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車速感応型電動パワーステアリング機構

① ダイアグノーシスコード表示なし、または表示が不定でステアリングが重い時

N0
舞！ ダイアグノーシスコードチェックバッテリ光屯バッテリ�庄が低下していないか

¥£5

N0
修 理バッテリ端�に緩みがないか

コンピュータ交換

5510140

② ダイアグノーシスコードN0 . 1 でステアリングが重い^
左右で操舵力が異なる

，操舵力にムラがある時

N0
16 スイツチ「〇卩ド」状態でコネクタ接絞トルクセンサの接絞コネクタが外れていないか

¥£5

N0
バッテリ逍ぼが低ドしていないか バッテリ充電

¥£5

N0
バッテリ端�に緩みがないか 修 理

7已5

N0
パワーステアリング作觔点検（ビ-120)

〇汉

システム正常

\〇1以外 ダイアグノーシスコード別トラブルシュー
テイング

ダイアグノーシスコードチェック

1のまま

N0ステアリングビニオン㈣蚣トルクは正常か
(£-154)

タイロッドエンド、ロアアームボールジョイ
ント、ストラット、ステアリングシャフト系摺�

部は正常か

N0
\\%

¥£5

N0コンピュータの交換によりパワーステアリング
は正常に戻るか ステアリングギヤ八ソ交換

(コンピュータは交換しない）
3510141



③ 走行中ステアリングがずっと軽いままである

ダイアグノーシスコード N«4及示時のトラブル
シューテイングを行う（ビ-128～だ-130)

5310142

④ ステアリングの戻りが悪い

N0タイヤの:ク/パ1土:を
空気�1：を調格

点検

()尺

フロントのサイド
スリップ.キヤスタ、

キヤンバ点検

フロントホイー
ルアライメント
を,脚辂

N0

01\

タイロッドエンド、ロアアームボールジョイ
ント、ストラット、ステアリングシャフト系摺�
部は正常か

N0
調整、綱

〇汉

ステアリングギヤ

八ゲ交換

5510143

⑤ 点検基準値

- タイヤ空気圧

空気圧（1*«/—)小肉‘ 切式 タイヤサイズ
前輪 後輪

5.00-12-45100?,5110卩

51000,51100
51000丁,811001'

5.00-12-6 2.0 2.4

145只12

5.00-12-4 2.2 2.4

八/丁5100V 5.00-12-6 2.4 2.4

令き1( 145只12 2.4 2.6

5.00—12-4 2.4 2.4

5110\
，

5.00-12-6 2.4 2.4

145«12 2.4 2.6

145只12 2.4 2.4

5120乂 155只12 2.2 2.2

165/70

^
13 2.4 2.4

21

^
10卜:，2110^ 2.4 2.4

145102
ド編卜: 2.6 2.6

3130\
，

心⑶， 2.2 2.2
1551

^
12

1.1汁: 2.4 2.4

全小 165/70X13 2.42.4

丁125/90 012 (テンパタイヤ） 4.2

5510306
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車速感応型電動パワーステアリング機構

圓ホイールアライメント

バン、 アトレークビ ''/

+2.5
-1.0イ 0

(度〉 0^15
，
±45

,
キ バヤ

ス タ （度） 3 08 ±1
*

" 30ゲ土ドキ

キングビン灼以〇

^
)

サイドスリップ（圆） イン 5 ～アウト 5

1303'±1.

5510311

⑵ 単体点検

① 車速センサ単体点検

1.コンビネーションメータを取り外す。

2 .㊉ドライバーを使川して、 スピードメータの駆!？力蚰を

�令云させた時の六～8問の導通を確認する。

3,また.ブリント基盤の(：～13問の導通を確認する。

駆動軸1回転で「01

^
」、「〇ドド」を 4 回繰り返す。基準

② 巳卩5リレー単体点検

1.①～②問 の 抵 抗 � を 確 認 す る。

00
2 .③～④問 の 導 通 を 確 認 す る。

導通なし。

3 .①～②問 に バ ッ テ リ 電 圧 を 加 え た 時 の、③～④問 の 導 通

を 確 � す る。

〇〇 導通あり。

102 日卩3 ド/し（30八)

(10八）90～1100

-

^
(̂3)-:

基準

巳卩5リレー
コンピュータ

53101205 -*



⑶ パワーステアリングコンピュータ入出力信号基準値

① 点検方法

1.コ ン ピ ュ ー タ を ハ ー ネ ス 付 で 取 り 付 け 部 よ り 取 り 出 し、 ミ ニ テ ス ト リ ー ド を 使 川 し て 入 出 力 炕 分 を 確

認 す る。

除灰】
^ コンピュータに接続のギヤ

̃
側コネクタを接続したままの状態で、コネクタの裏側からミニ

テストリードを差し込んで確認する。

② 入出力信号基準値

I I
点検系統 測定条件

接絞端厂 人出力名

ステアリングぬ:進時 2別（卜IV問〉
⑫ひ⑸

～ボデーアース

メイント/レク

センサ人力
ステアリング右すえ切り時 し97ソ以下（1～4ソ間)

ステアリング左すえ切り時 3,03乂以ヒ（卜4ソ間)

ステアリング胙進時 2,5ソ（1～4ソ問）
⑪(53)

～ポデーアース

サブトルク

センサ人乃
ステアリングイVすえ切り時 3.03乂以 1:(1～4\

，
問）トルク センサ

系 統
I 9

ステアリングんすえ切り時 1，97乂以ド（卜4乂間）

⑬（十5ド〉～⑲⑴メ\丁-) トルクセンサ屯源 4.67～5」7ソ

⑩（〇ド）～⑬（十5ド） トルクセンサ抵抗 ステアリング也進時 0.75- 1.751

^
0

⑫(N15〉～⑬（+5?)
⑪（55)～⑬（+5?)

トルクセンサ抵抗 ステアリング�進時 0.54～1.34…
ステアリング血進時 〇八

モータ源 ステアリング右すえ切り時 20.9～23，1八
モータ职孙系統

ステアリングんすえ切り卟 20.9～23，1八

⑳(射）～@(N1— 〉

ド）～ボデーアース

モータ抵杭 0.2-100
ボ速センサ信分系統 中速仿分入力 スピードメータケーブル 1间紜 〇～5ソを 4问くり返す

⑫(丁

“
\1)～⑯汨2)モータ溫度系統 モータ温度人力 常温（約25て）付近にて 約90～1001<0

10「〇ドド』時�⑴八丁十）

～ボデーアース

0\

^リレー電源
リ レ 系統 エンジン始觔

”
10～14乂(バッテリ電圧)

、:丨以：：し\丫卜じ⑴八卜)

②(⑹卜⑲⑴八丁-〉
②（1(;卜

エンジン始�後 約IV

10澉源 エンジン始觔時 10～14ソ(バッテリ電圧〉
屯 源 系 統

I〇屯源 エンジン始�後全電気れ仰を与える 9ソ以上

10「〇ル時 約10乂以上

⑦汨/〇)～ボデーアース エンジン问1。
”

入力 エンジン始�後のアイドリング時 約10ソ以ヒイグニシヨン ノマルス

号 系 統 約10ソ以ド(変動)エンジンレーシング時

⑦汨/〇)～1¢コイル 抵抗机 19.7-20.31

^
0

3510145
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車速感応型電動パワーステアリング機構

⑷ パワーステアリングギヤ八ソハーネス，コネクタ

ド�を参�にして、 れコネクタおよび各端チを確認する。



( 5) ステアリングピニオン回転トルク

① 準備品
※新設

1111

^
, 川 途

杂 09616-87502-000
ソケット，ステアリングビニオン

ベアリングアジヤステイング

3 ステアリングビニオンの间虹トルク

測定
5

1.11 トルクレンチ

5510144

⑹ 点検

1.5 5丁を使)IIして、 ステアリングギヤ八丫をバイスに阀定する。

2 .5 5丁を使⑴して、 ステアリングピニオンの㈣転トルク

を確�する。

55丁 09616-87502-000

11.5化乂⑺以下（ブーツあり時）

�破1，ギヤ八ソをバイスに固定する時はハーネス等が

嚙み込まないようにしてセンサ部、モータ部

には荷重をかけないようにする。

基準

35101193

正一 154



ブレーキ

5 ブレーキ

5-1 ブレーキ点検、調整

5-1-1 ブレーキペダル点検、調整

(1) ペダル高さ点検

1.ブ レ ー キ ペ ダ ル の 商 さ を 测 定 す る。

〇〇 140土〇〇酬

⑵ ペダル高さ調整

1,ストップランブスイッチのコネクタを取り外す。

2.ストップランプスイッチの①ナットを�してストップランプスイッチを遊ばせる。

3,ストッブランブスイッチを间して、 ペダル敁さを,脚格する。

4 ,①ナットおよび②ナットを締め付け、 コネクタを取り讨ける。

185±35

^
#〇

^5 .ペ ダ ル 仏 さ 調 格 後、 ペ ダ ル の 遊 び や ス ト ッ プ ラ ン プ ス イ ッ チ の 点 灯 を 点 検 す る。

6,シフトロック装證作�点検を行う。（八/丁屯）

⑴，3-17-4項（1)-119ページ）参照）

⑶ ペダル遊び点検

1.エンジン沙土後、 4 ～ 5回!V：ブレーキペダルを踏み込みんでブレーキブースタ内のバキュームが無い

状態にする。

2 .ブレーキペダルを衍で衧く抵抗を感じるまで押し、 遊

びを点検する。

630 2,5±1,5圆

⑷ ペダル遊び調整

1,ナットをゆるめ、ブッシュロッドを�してペダル遊びを凋整する。

130±30

^
8- 0^2 .遊び,脚辂後、 ペダル必さやストップランプスイッチの点灯を確,ぼする。

0

^
1



( 5 ) ペダル踏み残りしろ点検
1,アイドル回虹時、 パーキングブレーキレノズーを戾した

状態で、 ペダルを踏力501，8で踏み込んで十.まった位芯と

床板とのすき1»]を測定する。

98咖以上

(パッド上面中心からダッシュパネル

まで）

(踏力50�時、エンジン回転中）

基準

55104016

5-1-2 パーキングブレーキレバー引きしろ点

検、調整

(1) レバー引きしろ点検

1.パーキングブレーキレバーを 2 ～ 3间操作した後、 レ

バーを完全に�す。

2 ,パーキングブレーキレバーをゆつくりリ丨つ張り、 力

チッ、 カチッ、 という作仙？？を数える。

6～10ノッチ（操作力20は）

19ノツチ（全ストローク）

⑵ レバー引きしろ調整
佐纖’』，パーキングブレーキレバーの引きしろを点検する前にブレーキペダルを2～3回踏み込む

こと。

1.コンソールリヤボックス八》
，を取り外す。

2.各レバー形状に応じて作龙を行う。

(1) セミカバーイ上様

，セミカバーを取り外す。

^アジヤストナットを㈣してノッチが基準値になるように凋整する。

(2)，フルカバー仕様

•7ルカバーを少し広げ、 アジヤストナットを卜』してノッチが苺咿�になるように調輅する。

3.パーキングブレーキの引きずりが無いことを点検する。

5-1-3 ディスクブレーキパッドおよびシュー

ライニング厚さ点検

(1) ブレーキパッド厚さ
1.ホイールを取り外し、 ディスクブレーキシリンダの点

検穴からパッドの�さを点検する。

基準 10圆

1咖

2 .ホイールを取り付ける。

ビー 156
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ブレーキ

(2) シューライニング厚さ点検

1.ホールブラグを取り外し、 バッキングブレートの点検

穴から、 シューの!7：さを点検する。



5-2 ペダルブラケットおよびブレーキペダル取り外し、取り付け

5-2-1 準備品

油脂丨ブレーキフルード

3510429

5-2-2 構成図

ノ^

^

(�
丁：130±30

10

① ステー，ステアリングコラムアッパ ⑧ スプリング，トーシヨン

② ブラケット，ヒューズブロック

③ サポート 5/八，ペダルブラケット

0 ビン，ウイズホール

⑤ スイッチり，ストップランプ

(1) ホルト

⑦ スベーサ

⑧ ブッシュ

⑱ ベダル，ブレーキ

※：再使用不可部品
阜位：！

^
參(:⑺

55104121 -
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4
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±
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:
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ブレーキ

5-2-3 取り外し前作業

1,マスタシリングリザーバのブレーキフルードを抜き取る。

2,ステアリングコラム八ゲを収り外す。

(だ，3-3項（已-3 9ページ）参照）

3,ストップランブスイッチのコネクタを取り外す。

4 ,クラッチケーブルをクラッチペダルより取り外す。

5,インストルメントパネルを取り外す。

6,メータ八ゲを収り外す。

5-2-4 取り外し

1 ,マスタシリンダリザーバホースおよびブレーキ

チューブを取り外す。

二.，マスタシリンダ内にブレーキフルードが

残っているので、飛散させないように注意す

る0

〔参考〕，マスタシリンダをウェス等で包み、 ブレーキ

ペダルを数�踏み込んでマスタシリンダ内の

ブレーキフルードを抜くとよい。

2.バキュームホースをブースタ八ゲから切り離す。

3.①ステアリングコラムアッパステーを取り外す。

4 ,②ヒューズブロックブラケットをペダルブラケット

サボート5/八から切り離:す。

5 .マスタシリンダ5/八とブレーキブースタ八ゲをつけたまま、③ペダルブラケットサポート5/八を屯『山1

から取り外す。

6.⑩ブレーキペダルから④ウイズホールビンを抜き取

る。

7,③ペダルブラケットサポート5/八から、マスタシリ

ンダ3ん\とブレーキブースタ八ゲをセットで収り外す。

8,⑤ストップランブスイッチを取り外す。

9,③ペダルブラケットサポート5/八から以下の部品を取

り外す。

⑥ボルト

ホールビン

⑩ブレーキペダル

5-2-5 取り付け
1 .右閃の�所にアミックス！VI？ グリースを帝布する。

2,③ペダルブラケットサポート5/八に以ドの部品を取り

付ける。

⑩ブレーキペダル

55104125 -'

⑥ボルト



3,マスタシリンダ5/八とブレーキブースタ八ヅをセット

で、 ③ペダルブラケットサポート5/八に取り付ける。

130±30

^
6- 001

4 .⑩ブレーキペダルに④ウイズホールピンを】汉り付け

る。

5.呶I山】に、 ③ペダルブラケットサポート5/八と①ステア

リングコラムアッパステーを取り付ける。

括滅』，ステアリングコラムアツパステーの左側の

ポルトは、③ペダルブラケットサポート5/

八と共に車両に取り付けること。

130±30は，〇⑺

6,⑤ストッブランプスイッチを取り付ける。

7.②ヒューズブロックブラケットを取り付ける。

130±30�，〇⑺

8.バキュームホースをブースタ八ヅに取り付ける。

9.マスタシリンダリザーバホースおよびブレーキチューブを取り付ける。

155±25味，〇111

0

^
8

001

5-2-6 取り付け後作業
1,メータ八ゲを取り付ける。

2,インストルメントハ
。
ネルを取り付ける0

3 .クラッチケーブルをクラッチペダルに取り付ける。

4 ,ストップランプスイッチのコネクタを取り付ける。

5,ステアリングコラム八ゲを取り付ける。

6.ブレーキフルードをマスタシリンダリザーバの! の基來線まで袖[充する。

7.ブレーキ系統のエア拔きを行う。

§¢31；：!，�85装着車は、標準ブレーキに比べてエアの抜ける時間が長いため、ブレーキ系統のエア抜

き後、再度エアの混入が無いことを点検する。

8 .ブレーキペダルの点検、 調格を行う。

(に.5-1-1項№-155ページ）参照)

9.ブレーキの引きずりが無いことを確認する。
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ブレーキ

5-3 ブレーキマスタシリンダおよびブレーキブースタ取り外し、取り付け

5-3-1 準備品

途品浓、品名状形

09737-87003-000
ゲージ，ブースタブッシュロッド

ブッシュロッドすき間,刺格8
丁

マイテイノズック

ブレーキフルード

朴器

油脂

5510434

5-3-2 構成図

①ブースタ厶ン，ブレーキ

②シリンダ 5/八，ブレーキマスタ

雄位：4* 0明

33104130

5-3-3 取り外し前作業
(

^
,5-2

^
((6-158ページ）参照）

5-3-4 取り外し
1.①ブレーキブースタ八丫から②マスタシリンダ5/八を取り外す。



5-3-5 点検

(1) バキュームホース（チェックバルブ）
1.マイテイバック,を使用して、 バキュームホースの点

丰灸を1于う。

1

^
150 ブースタ側-

^
エンジン側，，，通気あり

エンジン側—ブースタ側，，，通気なし

2.不设の場合は、 バキュームホースを交換する。

5-3-6 取り付け
1.ブレーキブースタブッシュロッドすきI⑴を调幣する。

(1) 55丁のロツドがマスタシリンダのピストンに释く当た

る位!!？にセツトする。

09737- 87003 -000

55丁

55丁

-1 マスタシリンダ

% が
35104131-

⑵ 35丁を反転させて、 55丁のロッドとブースタのプッ

ロッドのすき問を点検する。

すき間 0 ⑺巾

ンユ

基準

⑶ 基咿外の�合は、 ブッシュロッド先端部のナットで�

さを凋格する。

2.②マスタシリング3/八を①ブレーキブースタ八ヅに取り付ける。

130±30

^
-0^

5-3-7 取り付け後作業
(トニ.5-2項（ビ-158ページ）参照)
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ブレーキ

5-4 ブレーキマスタシリンダ分解、組み付け

5-4-1 準備品

油胎ブレーキフルード、 アミックスラバーグリース

ェ]I スナップリングエキスパンダ

5510436



5-4-2 構成図

※ ：再使用不可部品

単位：
“

8 *¢…

② ユニオン

③ グロメット，リザーバ

④ ボデーマスタシリンダ

⑤ ホルトセット

6) ガスケット

⑦ リング，ホールスナップ

のピストン八ソ，ブレーキマスタシリンダ N<> 1

11 ピストン八ヅ，ブレーキマスタシリンダ№2

1¢リング，〇

53104108
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ブレーキ

5-4-3 断面図

55104109 -*

5-4-4 分解
1,①ピンを取り外し、 ②ュニオンおよび③グロメットを

取り外す。

^
3，グロメットは再使用不可。

2 .アルミ板等を介して、 マスタシリンダをバイスに№1定

する。

& ，マスタシリンダのシリンダ部は、変形するお

それがあるため挾まないこと。

3.ドライバ苫を使叫して、 ビストンをいっぱい押し込んだ

状態で、④セットボルトおよび⑤ガスケットを取り

外す。
，ピストンを押すときに、フルードの飛散に注

意すること。
¦ガスケットは再使用不可



4 .スナップリングエキスパンダとドライバを使用して、

ピストンを押し込んだ状態で⑥ホールスナップリン

グを取り外す。

，ホールスナップリングは再使用不可。

5 ,⑦ブレーキマスタシリンダ N¢>.1 ピストン八》
，を取り

外す。

8

^
3 ^ シリンダ内面に傷をつけないよう、ピストン

はまっすぐに取り外すこと。

- ピストン八ソは再使用不可。

6,⑧ブレーキマスタシリンダ N0.2 ビストン六ゲの端面

が出てくるまで、 フランジ部を木片等に較く叩く。

7.@N0.2 ピストン八ゲの端面が出てきたら、ビストンを取

り出す。

麟署』
^ シリンダ内面に傷をつけないよう、ピストン

はまっすぐに取り外すこと。

^ ピストン八ソは再使用不可。

5-4-5 点検

(1) マスタシリンダ

1,シリンダ内面の傷のイ/無を点検する。

2 ,シリンダの変0や�傷の心無を点検する。

5-4-6 組み付け
1,右IツIの矢印の简所にアミックスラバーグリースを塗布

する。

標準ブレーキ車

八日5装着車

35104114

ビー 166



ブレーキ

2 .アルミ板等を介して、 マスタシリンダをバイスに固定

する。

^
マスタシリンダのシリンダ部は、変形するお

それがあるため挾まないこと。

3 ,マスタシリンダへ⑧ブレーキマスタシリンダ N0.2

ピストン六ゲおよび⑦ブレーキマスタシリンダ N(>.1
ピストン八ゲを神人する。

，シリンダ内面およびカップ等に傷をつけない

よう、ピストンはまっすぐ挿入すること。

- ビストン八ソは新品を使用すること。

- カップのリップ部に傷をつけないこと。

4 ,スナップリングエキスパンダとドライバを使叫して、

ピストンを押し込んだ状態にして⑥ホールスナップリ

ングを組み付ける。

5.ドライバ等を使川して、 ピストンをいっぱいに押し込み、

⑤ガスケットおよび④セットボルトを取り付ける。

^
セットボルトおよびガスケットは新品を使用

すること。

100±20味.。⑺

セットボルト

55104111」

6 .③グロメットおよび②ユニオンを取り付け、 ①ピンを取

りI、ナける。

碎敵』，グロメットは再使用不可。

55104110 -



5-5 ブレーキブースタ作動点検

5-5-1 準備品

形 状 1«
*
! 推、品名 1» 途

3131-1X8
ポータブルブレーキブースタ

テスタ㈱バンザイ扱い

ブレーキブースタ機能点検

器

踏 力，计
5310432

5-5-2 ブレーキブースタ気密機能点検

1,エ ン ジ ン を 始 � さ せ、 約1～ 2 分 問 後 に エ ン ジ ン を 土 め

て 通;％ブ レ ー キ を 使 明 す る 程 度 の 踏 力 で ブ レ ー キ ぺ ダ

ル を 数 卜1踏 み 込 ん だ と き の ペ ダ ル の ぬ さ を 点 検 す る。

徐 々 に ペ ダ ル の 高 さ が 高 く な る。

( 1回 目 と 2 回 目、 2 回 目 と 3 回 目 の

間 隔 は 約 5秒 以 上）

基準

35104027

5-5-3 ブレーキブースタ作動点検

1,エ ン ジ ン を � 止 し た ま ま…】じ � 搜 の 踏 力 で、 数 间 ブ レ ー

キ ペ ダ ル を 踏 み 込 み、 ペ ダ ル � さ を 点 検 す る。

ペ ダ ル 高 さ に 変 化 が な い こ と

2 , I：�の状態からブレーキペダルを踏んだままエンジン

を 始 � し て、ペ ダ ル 说 さ の 変 化 を 点 検 す る。

^̂
3 エ ン ジ ン 始 動 時、ペ ダ ル が 少 し 奥 へ 入 る。

基�

55104028 -
5-5-4 ブレーキブースタ負荷気密機能点検

1.エンジン㈣蚣中にブレーキペダルを踏み、 その状態で

エンジンを¦1：めて30秒1!;】保持して、 ペダル�さの変化を

点検する。

〇〇 ペダル高さに変化が無い。

551〇4116
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ブレーキ

5-5-5 ポータブルブレーキブースタテスタによる点検

(1) 取り付け
1,メータ八ゲを』汉り外し、 ポータブルブレーキブースタテスタを図のように接続してテスタのエア抜き

を行う。

53104115

⑵ 点検

① ブレーキブースタ気密機能点検

1.エンジンを始�し、 負圧計が5〇〇�になったらエンジンを小.めて负庄を测定する。

エンジン停止後15秒間、負圧の低下が無い。

2 .エンジンを始�し、ブレーキペダルを踏力20

“
で踏んで負0-:,汁が500關1ヒになったらエンジンを土め

てれ圧を測定する。

基準

エンジン停止後の15秒間に、負圧の低下が25卿㈠8以内。基準

② 無倍力作動点検

1.エンジンを怜 II：し、 苡圧計の飢を〇にして、 踏力と油圧の間係を点検する。

基準

液 0

^
(

^
/

^
〇

踏力 (1

^
)

8"7"6"

410 6 4

282830 34

5510445

2 .エンジンを始�し、 II卍21の攸を500麵にする。

3.エンジンを怜¦¦こしてマスタシリンダの油出を各踏力で点検する。

基準

液 I卜：(

^
7〇111〇

踏力 (

^
)

6" 7" 8"

1720 225

41 46 3910

57 606015

81666420

5510446



5-6 ブレーキブースタ分解、組み付け

5-6-1 準備品

杉 状 »1
*
! 浴、 IV，名 途)11

09753-8770卜000

ツール /ゞ八，ブレーキブースタオーブースタボデー分解および紐み付け

バホール

8
8
丁

汕胎シリコングリース

5510433

5-6-2 構成図

〇

〇

※：再使用不可部品

単位：レ8マ1

"〇

⑧ バルブ，ブースタエア

⑯ ビストン，プースタ

⑭ シール，ブースタボデー N©2

⑲ ブーツ

① ポデー，ブースタ N01

② ボデー，ブースタ N0 2

③ スプリング，ブースタピストンリターン ⑪ バルブ，ブースタコントロール

⑫ スプリング，エアバルブリターン

⑬ スプリング，コントロールバルブ

⑭ リテーナ，コントロールバルブ

⑬ ロッド，バルブオペレーティング

⑲ セパレータ，エアクリーナ

⑪ エレメント，エアクリーナ

④ スクリユ，ロッドアジヤスト

⑤ ロッド，ブースタピストン

⑧ ディスク，リアクション

⑦ プレート，ブレッシヤ

⑧ ダイヤフラム，ブースタ

55104105」
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ブレーキ

5-6-3 断面図

5-6-4 分解

1,マスタシリンダブッシュロッドクレビスとナットを収り外す。

2.ブレーキブースタを5 5丁にセットし、 ①ブースタ N0.
1 ボデーから②ブースタ N0 . 2 ボデーを取り外す。

09753-87701-000
3 ,以下の部品を取り外す。

③ブースタピストンリターンスプリング

55丁

⑰エアクリーナエレメント

55104104



5-6-5 組み付け
1,図の简所にシリコングリースを中布する。

2.以ドの部品を取り付ける。

⑰エアクリーナエレメント

③ブースタピストンリターンスプリング

3 .55丁を使川して②ブースタ N0 . 2 ボデーを取り付ける。

09753-87701-00055丁

4 ,ナット、 マスタシリンダブッシュロッドクレビスを

仮締めする。

龄驗』
^ マスタシリンダプッシュロッドクレビス

とナットは、ペダル調整後に規定トルクで締

め付ける。

(1-:,5-卜1項(只-155ページ）参照)

130±301

^
，

〇⑺

55104104
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ブレーキ

5-7 卩バルブ作動点検

5-7-1 準備品

品番、品名 1？) 途状杉

83丁-1丁8
ポータブルブレーキブースタ

テスタ㈱バンザイ扱い

,11-
ブレーキ液ぱ�定

ね

油胎ブレーキフルード

5510428

5-7-2 点検

(1) 西卩バルブ（51001

^
511〇卩系）

1.� 輪（ノ ド ノ 右 ど ち ら で も 可）と 左 後 輪 の ブ リ ー ダ ブ ラ グ を 取 り 外 す。

2 .ブ レ ッ シ ヤ ゲ ー ジ を 取 り 付 け、 ゲ ー ジ の エ ア 抜 き を 行 う。

55104094

<¢■4 ^ ブレーキフルードの漏れがないか確認する。

3 .前 後 輪 の 液 圧 を 点 検 す る。

55104119



4,ブレッシャゲージを取り外しブリーダブラグを取り付ける。

5.ブレーキ系統のエア抜きを行う。

^
11I，八85装着車は、標準ブレーキ車に比べてエアの抜ける時間が長いため、ブレーキ系統のエア

抜き後、再度エアの混入がないことを点検する。

6.ブレーキフルードをリザーバの! の椹咿線まで油允する。
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アトレー系し

(40±5！ 1名�車十�0〇�，
¦34±5

1名乘車

28土5

^
22±5

100 レ8/««*25 70

マスタシリンダ液圧（フロント側）

パン系し

56±511名乘車十1〇0匕〇,
40±5

1名乘車

28土5
22±5

1〇〇 レ8/«!»*32 70

マスタシリンダ液圧（フロント側）

基準 バン系.アトレー系：

フロント液圧 701

^
/0

^
時，“リヤ液圧 22土5化/0

^フロント液圧 100は/冰時リヤ液圧 28士54/咖

ブレーキ

(2)し5卩ソバルブ（5100ソ，5110ソ系および5120ソ，5130ソ系)
1.前輪（左^右どちらでも可）と左後輪のブリーダブラグを取り外す。

2.ブレッシャゲージを取り付け、 ゲージのエア抜きを行う。

0

一

35104095

括歉』
^
ブレーキフルードの漏れがないか確認する。

3,小闽に 1名乘屯して、 リヤ袖]5：が从咿�にあることを確忍し、 記�しておく。

1名乗車時リャ軸重

バン系 :335±35

^アトレー系：390土40唸

^
310 ，車両によっては、オプション装着などでリヤ軸重が変化することもあります。

4 , 1名乘ホの状態で仙後輪の液げを測定する。

基準

25

リヤホイ—ルシリンダ液圧
(

リヤ側
)

加4

32

リヤホィ—ルシリンダ液圧
(

リヤ側
)



5.次に、リヤ軸黽が基準�になるように屯両にウェイトを加える。

積載時リヤ軸重

バン系：1名乗車時リヤ荷重十1〇〇味

アトレー系：1名乗車時リヤ荷重十100は

1¢»^ 車両に100

^
を加えることではない。

(先に記録したリヤ軸重に10048が加わるようにウェイトを積載することである）。

6,積載状態で前後輪の液圧を測定する。

基準

バン系：

フロント液圧 70は/〇ガ時，，，リヤ液圧 40±5

^
6/0

^フロント液圧 1001

^
/咖時，，，リヤ液圧 46士5味/匸时

アトレー系：

フロント液圧 701

^
/001'時ハ.リヤ液圧 34±5

^
/0

^フロント液圧 100は/〇!

^
時，，，リヤ液圧 40±5

^
6/0

^7,設定攸にならない場合は、し5卩ソのセンサスプリングの取り付け萵さを調整する。

8.ブレッシャゲージを取り外し、ブリーダプラグを取り付ける。

9.ブレーキ系統のエア抜きを行う。

括�4 ，八85装着車は、標準ブレーキ車に比べてエアの抜ける時間が長いため、ブレーキ系統のエア

抜き後、再度エアの混入がないことを点検する。

10.ブレーキフルードをリザーバの! の从，線まで純允する。

基準

ビー 176



ブレーキ

5-8 し5卩ソバルブ取り外し、取り付け

5-8-1 準備品

汕脂ブレーキフルード

5510429

5-8-2 構成図

丁：155±25

パン系

⑧
，

① スプリング，センサ

② バルブ，ロードセンシングブロボーシヨニング

③ ブラケット

丁 210±40

アトレー系

単位：レ8 * 001

53104127

5-8-3 取り外し

1.①センサスプリングを取り外し、 ②しぢドソを取り外す。

^
3

^
3 參 ①センサスプリングを取り外す前に、アクス

ル側ブラケットに対する取り付けポルトの締

め付け高さを記録する。



5-8-4 点検

1.し5ド乂のボデーやシール等に％裂、 拊傷等がないことを

II祝などで点検する。

■3，アウタスプリングとレバーを止めているボル

卜は回さないこと。

(し5ロソの液圧特性が変わるため。）

55104117」

5-8-5 取り付け
1.②しミ卩ソおよび①センサスプリングを取り付ける。

185±35

^
6#〇⑺

(。卩ソ父ボデーまたはブラケット）

(ブラケット父ボデー）

210±40は乂171

(センサスプリングXアクスル）
，①センサスプリングの取り付け方向に注意す

ること。

(センサスプリングの抜け止めフック側が、

車両に対して外側を向くこと）
，①センサスプリングをアクスル側ブラケット

に取り付けるときは、取り外しの際に記録し

た締め付け高さに取り付けること。

(締め付け高さが変わると、し5卩ソの液圧特性

が変わるため。）
，し5ロソおよびセンサスプリングを新品に交換

した場合やリヤアクスルを脱着したときは、

作動点検を行うこと。

(し5-7-2⑵项（1

^
-175ページ）参照）

11X0

已一 178



ブレーキ

5-9 フロントディスクブレーキパッド取り外し、取り付け

5-9-1 準備品

油脂 ！ ブレーキフルード

5310429

5-9-2 構成図

0
91

0

% 0

ピック系

バン，アトレー系「丁：375±25

丁：475±25

3

ビック系

パン，アトレー糸

① パッド，ディスクブレーキ …/インジケータ

② シム，アンチスクイール№ 1

③ シム，アンチスクイールインナ N<> 1

班位：

^
6

# 0»«

55104139

5-9-3 取り外し前作業
1,屯「山]を ジ ャ ッ キ ア ッ プ す る。

2.フ ロ ン ト ホ イ ー ル を 取 り 外 す0



3 .ディスクブレーキシリンダの点検穴から、 パッドの取̂

さを点検する。

〇〇 10酬

限度 1咖

55104030 -
5-9-4 取り外し

1.ブレーキフレキシブルホースのクランプを外す。

2 ,サブシリンダスライドピストンピンを外し、 ディ

クブレーキシリンダ八ゲを间して針金などで坫るす。

1

^
霖げ暹 ，ブレーキフレキシブルホースを引っ張ら

いようにすること。

3 .ディスクブレーキシリンダマウンテイングから以

の部品を取り外す。

①ディスクブレーキパッドN0.] 评/インジケータ

③アンチスクイールインナ1\1〇，1

5-9-5 点検

(1) ディスクの振れ点検

1.フロントホイールベアリングにがたがないことを確認する。

2 .ダイヤルゲージを使⑴し、 ディスク端而の振れを測定

する。

0.10酬

(ディスク外周より10卿の位置で測定）

3 .ディスクの振れが限�以上の�作は、 アクスルハブの

振れを点検し、 異常でなければディスクを交換する。

(已，5-10-4项（1

^
184ページ）参照）

5-9-6 取り付け
1.ディスクブレーキマウンティングに以ドの部品を取り付ける。

③アンチスクイールインナ1\1〇，1

①デイスクブレーキパ、、
/ドN0 . 1 刪べンジケータ

，パッドおよびディスクの摩擦面に油脂類を付着させないこと。

2,ブリーダブラグを緩めて、 ブレーキフルードを逃がしながらピストンを押し込み、 ディスクブレー

キシリンダを扣4り1.1'ける。

3,サブシリンダスライドピンを取り付ける。

475土251

^
*011

(ピック系）

375±25は，〇⑺

(ノ《ン系）

1

^
51
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ブレーキ

5-9-7 取り付け後作業

1.ブレーキフルードをリザーバのの杜，線まで�允する。

2.ブレーキ系統のエア抜きを行う。

^
31.1，从85装着車は、標準ブレーキ車に比べてエアの抜ける時間が長いため、ブレーキ系統のエア

抜き後、再度エアの混入が無いことを点検する。

3.フロントホイールを取り付ける。

1050±150

^̂4 .ブレーキのづIきずりがないことを確認、する。
0X9



5-10 フロントディスクブレーキキヤリパ八ソおよびディスクロータ取り外し、
取り付け

5-10-1 準備品

杉 状 »/1
^

川 途

5 09510-87301-000
ブラー，フロントハブ公ドラム

5 フロントハブ取り外し

油脂ブレーキフルード

5310431

5-10-2 構成図

丁 1150±230
ビック系 パン，アトレー系

2

丁：2000±200

①

:)※

① キャリパ八ソ，ディスクブレーキフロント

② カップ，フロントハブグリース

③ ビン，コッタ

④ ナット，キャッスル

⑤ ベアリング，ラジアルボール

(1) カラー

⑦ スピンドル 5/八，ステアリングナックル

⑧ ディスク，フロント

⑧ カバー，ディスクブレーキダストフロント

11:475±752 \

^
0

再使用不可部品
単位：4* 0爪

55104103 』

ビー 182
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5-10-3 取り外し前作業

1. »1(両をジャッキアップする。

2.フロントホイールを取り外す。

3.マスタシリンダリザーバからブレーキフルードを抜き取る。

5-10-4 取り外し
1 - ユニオンボルトおよびガスケットを】�り外し、 キヤリ

パ八ゲからブレーキフレキシブルホースを切り離す。

^̂
3 - ガスケットは再使用不可。

2,①デイスクブレーキフロントキヤリパ八ヅを取り外す。

55104079

3 ,フロントアクスルハブとステアリングナックルを結

合している②コッタピンおよび③キャッスルナットを

取り外す。

^̂
3，②コッタピンは再使用不可。

55104098」

4 ,351’を使用して、 ④フロントデイスクおよび⑤フロン

トアクスルハブを取り外す。

09510-87301-00055丁

55104088 -

5 ,ボルト 4 本を取り外し、 ⑤フロントアクスルハブから

④フロントディスクを取り外す。
，④フロントディスクをバイスに挾んで固定す

る時は、直接口一夕を挾まないようにするこ

と0

55104089 -

E - 184



ブレーキ

5-10-5 点検

(1) ディスクブレーキキヤリパ八丫点検

1.ディスクブレーキキヤリバに免裂、 1/1傷等がないこと

を11祝などで点検する。

また、 ビンブーツ等の屯裂、 損傷等も合わせて行う。

⑵ ブレーキディスクロータ点検

1 .④フロントディスクに�裂や�傷、 磨耗�がないこと

を以祝などで点検する。

55104090

5-10-6 取り付け
1.®フロントアクスルハブに④フロントディスクを取り付ける。

475±75

^
6乂�

2 ,④フロントデイスクおよび⑤フロントアクスルハブ —

を取り付け後、 ③キャッスルナットを締めつけ、 ②

コッタピンを取り付ける。

6

^
3，②コッタピンは新品を使用すること。

3.①ディスクブレーキキヤリパ八ゲを収り付ける。

1150±230

^
*0

^

1/

^
11！色塵

2000±200

^
*0

^
1

締付

55104098

4 .キヤリパ八ヅにブレーキフレキシブルホースを取り付

け、 ガスケットおよびユニオンボルトで締めつける。

1

^
51

^
ガスケットは新品を使用すること。
，ブレーキフレキシブルホースをディスクブ

レーキシリンダの回り止めに確実に取り付け

ること。

310土40

“
6マ巾

55104080



5-10-7 取り外し後作業

1.ブレーキ系統のエア抜きを行う。
，八85装着車は、標準ブレーキ車に比べてエアの抜ける時間が長いため、ブレーキ系統のエア

抜き後、再度エアの混入が無いか点検すること。

2.ブレーキフルードをリザーバの ，線まで補允する。

3,フロントホイールを取り付ける。

1050±150化，〇⑺

4 ,ブレーキの引きずりがないことを確認する。
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ブレーキ

5-11 フロントディスクブレーキキヤリパ八ソ分解、組み付け

5-11-1 準備品

汕脂丨アミックスラバーグリース
5510430

5-11-2 構成図

丁：500土50

丁：

ビック系

命 丁：375±25

1

%

T:475±25

① ビン，メインシリンダスライド

② ビン，サブシリンダスライド

③ マウンティング，ディスクブレーキシリンダ

④ ブッシュ，シリンダスライド

⑤ ブーツ，ブッシュダスト

(

^
) ブーツ，シリンダ

(2)ビストン，ディスクブレーキ

8 シール，ピストン

⑨ パッド八ソ，ディスクブレーキガ/インジケータ

⑭ シム，アンチスクイール N¢> 1

⑪ シム，アンチスクイール N0 2

バン系

※：再使用不可部品
电位：

“
8* ¢巾

33104078 -1



5-11-3 分解
1,以下の部品を取り外す。

(1)メインシリンダスライドビン

(11)アンチスクイールシム N0.2

战—二.̂ブーツ類は再使用不可。

2 .木片落をピストンとキャリバの問に挾み、 ユニオンボ

ルトの穴からエアを吹き込んでビストンを抜き取る。

奸職：!，エアは徐々に吹き込むこと。

- ピストンが勢いよく飛び出すので、十分注意

して作業を行うこと。

3,ピストンブーツおよびピストンシールを取り外す。

杉麗二1，ピストンブーツおよびピストンシールは再

使用不可。

た

木片

55104085 ^

5-11-4 点検

(1) ブレーキパッド厚さ
1,ディスクブレーキパッドの厚さを点検し，限度以下で

あればブレーキハ
。
ッドを交換する0

基準 10咖

11

^
11 約1咖

55104083

⑵ ディスクブレーキキヤリパおよびマウン
ティング

1,キヤリパおよびマウンティング等に、 屯袈や�傷が無い

ことを0祝などで点検する。

35104086 -1

5-11-5 組み付け
1,各部品をブレーキフルードで洗浄する。

ビー 188



フ
、

レ̃̃

2 .図 の 部 品 に ア ミ ッ ク ス ラ バ ー グ リ ー ス を 泠 布 す る。

3,キヤリノヽ
。
に ピ ス ト ン シ ー ル を 取 り 付 け る0

括

^
!，ピ ス ト ン シ ー ル は 新 品 を 使 用 す る こ と。

55104082

4 .ピ ス ト ン に ピ ス ト ン ブ ー ツ を 取 り 付 け、 キ ヤ リ パ に 神

人 す る。

除 置’I，ピ ス ト ン ブ ー ツ に 傷 を つ け な い よ う に す る こ

と0

5 ,ディスクブレーキシリンダマウンティングに以下の

部品を組み付ける。

(11)アンチスクイールシム N0.2

(3)デイスクブレーキシリンダマウンテイング

- パッドの摩擦面に油脂類を付着させないこと。

6.ディスクブレーキシリンダマウンテイングにデイス

クブレーキシリンダを取り付け、 ①メインシリンダ

スライドピンと②サブシリンダスライドピンを締め

つける。

#ピック系

850士501

^
ぐ〇⑺

(メインシリンダスライドピン)

500±50

^
6 -^(サブシリンダスライドピン）

締付

#バン系

475±25化 - 0⑺
(メインシリンダスライドピン)

375±25

^
-0^(サブシリンダスライドピン）



5-12 リヤブレーキドラム取り外し、取り付け

5-12-1 準備品

3 杉 1»! 根.品名 途

5 09510-87301-000
ブラー，フロントハブ4ドラム

ブレーキドラム取り外し5
下

油脂アミックスブレーキグリース、 アミックスラバーグリース、ブレーキフルード

5510427

5-12-2 構成図

20

Iが
ブリーザ 丁：85±15

13
ブレーキチューブ 丁：155士25

¢5

ざ

5) 9

¦¦

④
⑧

① ピン，コッタ

(2) ナット，キャッスル

③ ドラム 5/厶，ブレーキ

④ スプリング，シューホールドダウン

⑤ ビン，シューホールドダウンスプリング

⑧ スプリング，テンション

⑦ スプリング，テンション

⑧ スプリング，テンション

⑨ シュー八ン，ブレーキ

⑱ シュー八ン，ブレーキ N0 2

⑪ ストラット，パーキングブレーキシュー

⑫ レバー，パーキングブレーキシュー

⑬ シリンダ八 ，ゞホイールブレーキリヤ

⑭ ラッチ，オートマチックアジャスタ

⑬ レパー，オートマチックアジヤスタ

⑭ スプリング，トーシヨン

⑰ ビン，オートマチックアジヤスタレバー

⑭ プレート，ブレーキバッキング

⑭ ブーツ，ホイールシリンダ

⑳ ビストン，ホイールブレーキシリンダ

� カップシリンダ

� スプリングコンブレツシヨン

※：再使用不可部品
电位：レ6 * ¢…

55104092
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フレーキ

5-12-3 断面図

55104136 一

5-12-4 取り外し前作業

1.屯峋をジャッキアップする。

2 .リヤホイールを取り外す。

3.ブレーキチューブとブレーキホイールシリンダ六ヅを切り離す。

5-12-5 点検

(1) ブレーキドラムの内径点検

1.ブレーキドラムの内径を点検し、 許しい偏�耗がみら

れる場合は、ブレーキドラムを研�するか、 交換する。

180晒

181酬

基準

11*

^
1



( 2 ) シューライニング厚さ点検
1 .シューライニングのげさを点検し、 限度以ドまたは，

しい餉�耗がある場合は、ブレーキシューを交換する。

〇〇 4圓

限度 1酬

炫班テ】，ブレーキシュー

め、車両左右ともに両側をセットで交換する。

交換時は片効きを防止するた

(3) シューライニングとブレーキドラムの当

たり点検

1.ブレーキドラムの内�にチョークを�布し、ブレーキ

シューと擦り合わせる。

当たり不设の場合は、ブレーキシューライニングを研

�する。

著しい当たり不良がない。
，点検終了後、チョークを拭き取る。

(4) ホイールシリンダ点検
1.ホイールシリンダの腐仗および�似�を点検する。

⑸ バッキングプレート点検
1.バッキングブレートの�耗および�似等を点検する。

5-12-6 取り付け
1.下冈の简所にアミックスブレーキグリースおよびアミックスラバーグリースを帘布する。

ラバーグリース逢布

ラバーグリース塗布

ブレーキグリース塗布

53104015
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ブレーキ

2 .ホ イ ー ル ブ レ ー キ シ リ ン ダ 八 ヅ を 射�み 付 け る。

@コ ン ブ レ ッ シ ヨ ン ス プ リ ン グ

⑲ホ イ ー ル シ リ ン ダ ブ ー ツ

53104101 -

3 .ブ レ ー キ シ ュ ー（ト レ ー リ ン グ 側）に パ ー キ ン グ ブ レ ー

キ シ ュ ー レ バ ー を 取 り 付 け る。

释1 3，タ イ プ 〇 ワ ッ シ ャ は 新 品 を 使 用 す る こ と。

55104096

4 ,ブ レ ー キ シ ュ ー（リ ー デ イ ン グ 側）に 以 ド の 部 品 を 取 り

1、】け る。

⑯ト ー シ ヨ ン ス ブ リ ン グ

⑭才 一 ト マ チ ッ ク ア ジ ヤ ス ト ラ ッ チ

，タ イ プ 〇 ワ ッ シ ヤ は 新 品 を 使 用 す る こ と。

5.ブ レ ー キ バ ッ キ ン グ ブ レ ー ト を 取 り 付 け る0

425±75は，〇爪

6 ,以 ド の 部 品 を 取 り 付 け る。

⑩ブ レ ー キ シ ュ ー 八 バ リ ー デ イ ン グ 側）

③ブレーキドラム5/八

7,キャッスルナットを締め付け、 增し締め方1ら】に1”1して

コッタピンを取り付ける。

5-12-7 取り付け後作業
1.ブ レ ー キ チ ュ ー ブ を ブ レ ー キ ホ イ ー ル シ リ ン ダ に 接 続 す る。

1

^
0

^
ユニオンナットはチューブのフレア部が、シートに密着するまで手で仮締めし、その後規定

トルクで締め付ける。

155±25は#〇⑺

2 ,ブレーキフルードをリザーバの! の�準線まで汕允する。

3 ,ブレーキ系統のエア抜きを行う。

^
31:1，八85装着車は標準ブレーキ車に比べてエアの抜ける時間が長いため、ブレーキ系統のエア抜

き後、再度エアの混入がないことを点検する。

4 .ブレーキフルード；

^
れを点検する。

5.リヤホイールを取り付ける。

1050±150

^
8* 001

6 .ブレーキペダルを 2 ～ 3 ㈣踏み込み、 シューすき叫のアジャスタ機構を作刺させてシューすき問を適

正な状態に凋幣する。

7.ブレーキの引きずりを点検する。

8.小雨をジャッキダウンする。

2000土2001<6*〇⑺



5-13 パーキングブレーキ取り外し、取り付け

5-13-1 構成図

35104087

5-13-2 取り外し後作業

1.パーキングブレーキレバーの引き代凋整を行う。

(£.5-!-2ズ1：((ビ-156ページ）参照）
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ブレーキ

5-14 八日5アクチュエータ取り外し、取り付け

5-14-1 構成図

5-14-2 取り外し

1 .各コネクタを切り離し、 八133アクチユエータを取り外す。



5-14-3 取り付け
1.八135アクチュエータを取り付け、 说定のトルクで締め

付ける。

1

^
1 300±601

^
*071

5-14-4 取り付け後作業

1.ブレーキ系統のエア抜きを行う。

转置：3，�85装着車は、標準ブレーキ車に比べてエアの抜ける時間が長いため、ブレーキ系統のエア

抜き後、再度エアの混入がないことを点検する。

2.ブレーキフルードの漏れを点檢する。

3 .ブレーキフルードをマスタシリンダリザーバの] の基準線まで入れる。
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ブレーキ

5-15 フロントスピードセンサ取り外し、取り付け

5-15-1 構成図

55104100



5-16 リヤスピードセンサ取り外し、取り付け
5-16-1 構成図

8[土15；，’！,1
軋

(乳

① センサ，スビードコントロールリヤライト

(2) センサ，スピードコントロールリヤレフト

単位：1,8 - 0^
55104026
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ブレーキ

5-17 〇センサ取り外し、取り付け

5-17-1 構成図

①ボックス，コンソールコンハ’ートメン

わセンサ，〇

単位：レV

55104171



一夕取り外し、取り付け
5-18 八日5コンピュ

5-18-1 構成図

公

6»

1 ハーネス

(コンビユ

1)コンビユ

ータ接较コネクタ）

八巳5—夕八ゞ，

, ― 35104170
」
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アンチロックブレーキシステム（八巳5)

6 アンチロックブレーキシステム（八日5)

6-1 システム概要

6-1-1 システム配線図
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アンチロックブレーキシステム（八巳5)

6-1-2 八日5 コンピュータコネクタ端子配列図

5 3 28 6 421 10 920 19 17 16 15 14 13 1218

28 27 26 25 24 23 222932 31 3042 37 36 35 34 3341 40 39 38
0

口口口

コンピュータ側コネクタ

20 2115 16 17 18 19139 10 11 12 1485 62 3 4

4235 36 37 38 39 40 4133 3430 31 3228 2923 24 25 26 2722

ハーネス側コネクタ

53104051 -

乍 リヤライトスピードセンサ（一）I化ーリヤレフトスピードセンサ（一） 29 仙一15

空空 16 302

フロントレフトスピードセンサ（十）空 17 FL

^
0\1) アース313

フロントライトスピードセンサ（十）32 ⑼十184

空 ソレノイドリレー 空19 33

ストップランプスイッチ 屯源 ソレノイドりレーテスト5丁 20 +86 八3丁34

フロントレフトソレノイド �觔モード35 1

^
X121

リヤライトスピードセンサ（十 〉 リヤレフトスピードセンサ（十）服十

“
し十 368 22

6センサ屯源フロントライトソレノイド 乍9 5⑼ ¥03 3723

空 フロントレフトスピードセンサ（一〉0X0 アース 24 3810

ド只ーフロントライトスピードセンサ（一） 0センサ 1%!« モータリレー25 01.1 3911

ウオーニングランブ出力(:，センサアース リレーアース26 \\リ\12 00\0 ‘10

ダイアグノーシス起觔

モータリレーテスト

パーキングブレーキスイッチ

テストモード起：!

^
バックアップ鬼:源27 1)1

^
13 丁(: 心「1

，
41

リヤライトソレノイド28 18XI丁 42 川14

5510404



6-1-3 構成部品位置

(3センサ

センタデフロックスイッチ
八85 リレー

八85
ウオーニングランプ

ストップランプ

スイツチ

フロント I

スピードセンサ 4 ロータ
八已5 アクチュェータ

八85 コンピュータ

パーキングブレーキスイツチ

35104052

^
已一 204



アンチロックブレーキシステム（八日5)

6-2 準備品
途形 状 川品济、 品名

^
09991-87205-000

ワイヤ，エンジンコントロール

システムインスペクション

丫5、 丁(:端？短絡

09842-87501-000
サブハーネス，ビト’1コンビュータ

チェック

コンピュータ人出力。
”
点検

09990-00141-000
チェッカ公サブハーネス，八33アク

チュェータチェッカ

5
八03アクチュエータ機能点検

5

09990-00200-000
サブハーネス0， アクチユエータ六85アクチュエータ機能点検

チェッカ

09990-00210-000
サブハーネス卩，六83アクチユエータ六85；アクチユエータ槌能点検

チェッカ

必属

^
？〇

^
〇

^
¢>«(01麴

0

09990-00160-000
シート八，八83アクチユエータ

ナエツカ

〇) 八83アクチュエータ機能点検

〇 〇

※新 設 (09991-87203-000) 使 用 可

6-3 作業上の注意

6-3-1 コネクタの取り扱い

1.コ ネ ク タ や 各 端 / の 接 続、 取 り 外 し は1〇 ス イ ッ チ を「〇 尸 ド」と す る か、 ハ へ ソ テ リ マ イ ナ ス 端 / を 外 す こ

5510405

と。

〔参 考〕，I〇 ス イ ッ チ「〇…時 で は ハ ー ネ ス 断 線 と 利 断 し、 フ ェ イ ル セ ー フ が か か り ま す。

2 .コ ネ ク タ を 外 す と き は、 ハ ー ネ ス を 引 っ 張 ら ず に 必 ず コ

ネ ク タ の ロ ッ ク を 外 し た 状 態 で 引 き 抜 く こ と。

接 続 す る と き は、 パ チ ン と 音 が し て ロ ッ ク が か か る ま で

確 火 に 押 し 込 む こ と。

55104053



3 .コネクタにテスタ�を出てるときはカブラ後方（ハーネ

ス侧）よりテスタ伴を差し込むこと。

防水カブラ：？、 後方より名し込めないものはコネクタ端

子を変形させないように注.尨してテスタ�を3てること。

4 ,コネクタの端广には贞接于を触れないこと。

33104054

6-3-2 ワイヤハーネス、コネクタ点検要領
系統別点検中におけるワイヤ

1,導通点検

(1) 孩出するハーネスの峋端のコネクタを外す。

(2) 岡端のコネクタの該当端子問の抵抗を測定する。

10卩以下

1

^
1，ワイヤハーネスを軽く上下、左右に揺すりな

がら測定する。

〔参考〕，断線の�介、 ヤ㈨の…線が中央部で断線する

ことはまれであり、断線する�所のほとんど

がコネクタ部である。特にセンサ部のコネク

夕は允分に注�して点検する。

ネス、 コネクタ部の点検は次の要領で行ってください。ハー—

基準

2 ,短絡点検

(1) 該するハーネスの『山！側のコネクタを外す。

(2) コネクタの該4端 /，とボデーアース叫の抵抗を测定す

る。なお、 点検は闷側のコネクタで行う。

1い〇以上

^̂
3，ワイヤハーネスを軽く上下、左右に揺すりな

がら測定する。

基準

(3) コネクタ該:セ端 / と⑹じコネクタ内の端子問の抵炕を

測定する（屯源系！

^
士、 アース系同土を除く。）なお、

点検はI山]側のコネクタで行う。

1，以上

〔参考〕 ^ 市内の配線がボデーに嚙み込んだり、 クラン

ブの不良で紐絡することがある。

基準
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アンチロックブレーキシステム（八巳5)

3.目祝、 接触卍点検

(1) 接続状態で、 コネクタが確火:にかん〇されているか、

コネクタに尔分な張力がかかってないかを〇祝で点検

する。

(2) するハーネスの岡�のコネクタを外し、 コネクタ

端了部に純の允'I：や異物の浞入％がないことを I�祝で

点検する。

(3) かしめ部でゆるみ、 拟似がないか、 またカブラからワ

イヤハーネスを妤く引っ張り、 技けないことを点検す

る。 55104058

(4 ) コネクタ端子のォス端子と㈤じものを川�してメス端

广に差し込み、 引き抜き力を点検する。他の端了，と比

衿して…き抜き乃の小さい端 /‘は接触ィヾ以の可能性が

ある0

〔参考〕，端�に銷の発1:、 興物の混人やォス端 / と

メス端の接触I五力の低下等の接触不良など、

コネクタを一�脱矜することにより接触状態

が変わり、”異黹なし”となることがある。し

たがって、 ワイヤハーネス、 コネクタ点検の

結尖が正黹であれば、 その時点で不典合％象

の確�を行う。このとき不

“
介�染が�％さ

れなければ、 ワイヤハーネス、 コネクタの接

触状態の不良が�1人1であったとも考えられる。

58104059



6-3-3 コンピュータユニット回路点検

系統点検中のコンピュータユニット㈣路点検は次の要領で行います。

その結141がイヾXIならばれ卜I路、 コネクタを修巧!します。姑沿が止常であれば外度不以ひ呪象を確認し、 说

染が�％する�合はコンピュータユニットを交換します。

〔参考〕 .コンビュータユニ 卜を点検する除、 コネクタを外すことによって端子の接触状態が変わり、

興;％なし’’となる場合もあります。促って、 コンピュータユニット�路点検の結果、 コン

ピュータユニットが不良かと考えられる場合は、 �度コンピュータユニットコネクタを接

ツ

？争

続して不れ介％象が�％する場合のみ、 コンピュータユニットの不良と判断されます。

(1) コンピュータユニットのコネクタ部目視、接触圧点検

卜のコネクタを点検する。1,コ ン ピ ュ ー タ ユ ニ ヴ

(2) コンピュータユニットアース回路点検

卜のコネクタを外し、 各アース端子とボデーアース叫の抵抗を�定する。

1〇〇以下

1,コ ン ピ ュ ー タ ユ ニ ヴ

基:準

(3) コンピュータユニット電源回路点検

卜のコネクタを外し、 各VII：源端 / とボデーアース¦！9の屯I卜:を测定する。1,コ ン ピ ュ ー タ ユ ニ

バッテリ電圧

'7

基準

6-3-4 アンチロックブレーキシステム取り扱い上の注意

1.コンピュータユニット、 外センサ傾は梢密部品のため、 脱れ時などに大きなシ

また、 人きなショックをりえた（床へ落ドした�矜など）部/

"
\は使川しないこと。

2,0センサを保符する除には天地逆にしないこと。

3.削入の点検や洗小時には水の

“
人に注意し、 コンピュータユニ

うにすること。

4 ,コ ン ビ ュ ー タ ユ ニ

クをなえないこと。ヨツ

卜、 各センサ如に水がかからないよヴ

卜與常と判断し、 交換することによって小阈が正常になった場合は、 丙度交換し

た（小良と判断した）コンピュータュニットを取り付け、 敁初の不具合が付％することを確認してから

卜異常と判断すること。

5,コンピュータユニットのカバーを開けたり、 アクチュエータ八ゲを分解しないこと。

6 ,各ホイールのブレーキ閲係部品が確実に取り付いているか確認する。

7,無線機を搭攸する場介は以ドの职1(に注�すること。

(1) アンテナはコンピュータユニットからできるだけ離すこと。

(2) アンテナのフイーダはコンピュータユニットおよびワイヤハーネスからできるだけ離して（�小距離

30〇⑴）配索すること。また、 平行して及く…き�すことは避けること。

(3) アンテナはマッチングを以くすること。

(4) 大出力の無線機は搭載しないこと。

ツ

�終的にコンピュータユニ'7

6-3-5 マルチセレクト 4 西〇車のアンチロックブレーキシステム取り扱い上の

注意
マルチセレクト 4 \\了)屯にはセンタデフロック機構を,(3：定していますが、 4

^
0状態でセンタデフを

ロックするとば!:結 4 \\71)状態となります。

この状態では、 1輪の制�乃が他の中綸にも彩�を与え、 八83制御が不確�になります。そこでげ〔紡

4 状態では六03制御を屮土し、 通沿^ブレーキの作�とするために駆#モード検出機能を,3：けています。

なお、 状態でセンタデフロック時には八133ウォーニングランプを点灯（デフロックスイッチを

「〇…して約1秒後）させて还わい¦(に):IIらせるようになっていますので、点検時�では 2…1)状態、 もしくは

4 \\「0でセンタデフロックを解:除して点検を行うようにして下さい。
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アンチロックブレーキシステム（八日5)

6-4 故障診断

6-4-1 故障診断の進め方
本システムには、 不只れ简所をド1己診断するダイアグノーシス機能を備えており、 故障診断を行う�合の

觅要な手がかりとなります。

また、 本システムのダイアグノーシスにはバッテリノベックアッブ（10スイッチを「〇ドド」しても、 ダイア

グノーシス把�⑴屯源が供給される機能）が装備されています。

石

“
合叫相の人峨

不具合の発生条件、環境

現象を卜分間き出す( ，！

^
卯

ダイアグノーシスコードの確認と記

“

ダイアグノーシスコードの消ム

沾本 検

�染を確認し不

“
合状況

を把椒する
小

“
0現象の州祝確認

ばIダイアグノーシスコードの…確 不

“
合系統を絞り込む

興帘コード不

“
合が再％し

正常コード

イ合が…祝せず

■1:你コード

“
初の点検で興餅

コードの出わされ

た系統につI、てハ

、 ーネスを中点的にメ

系統別トラブルシューティング说染別トラブルシューティング

お各’保の,诉える小以た说

象が確‘起に解消したこと

を確認する

�認テスト

れ1向は出常に抱锄したか

柊

5510406



6-4-2 問診

小11介が発牛した�咖についてその吩�を取り除こうとしても、 灾:際にその不具合％象を確認せずには原

闪を追求することはできず、 いくら作業を行っても屯両が正常状態に�らないということになるかもしれま

せん。問診は、 不

“
介�染を確認する肋に彳ナうお客様からの怡報収災で、 小只-合％象の出呪を閃るうえで特

に茁要な手掛かりとなります。

また、 問診から衍られた情報はトラブルシューテイングの参考となるため、 ただ問診をするのではなく、

その不找合に関述した

"
項を屯点的に問き出すということも必要になります。

また、 お各様の穴怙の屮には八85付きホ特心の現象がある場合も�えられますので、 問�の際には十分

注意が必要です。

一例として、 下表のような問诊衣をあらかじめ作成しておくと、 間き漏らしをなくすことができます。

(苍木に八 4 サイズの問診シートを川意していますので段

"
:してご使用ください。）

〔問診シート〕

問 診 シ

お各様名 �形式 エンジン取式 ミッンヨン

4八门’，5\1厂「

I フレームN0 故�〇 走行距離 しVI•1し
I山] 装備：タイヤ〔バイアス.ラジアル.スノー.スパイク.その他（ )〕：ホイール〔スチール，アルミ〕

II職業〕明 お界從（�蚣名）の〔性別〕〔屮令〕 〔主たる使用地ば〕

『打街/郊外/海作/山問/その他

〔駐取場所〕

屋外/�内
細

% 女 七位

，八85ウォーニングランプ 10スイッチ〇!

^
め:後から常灯

，八85ウォーニングランプ 1(;スイッチ0\�後 3秒問点灯せず

^
八85ウォーニングランプ点滅

•△83ウォーニングランプ止行中点灯

ブレーキ作動

, ，八85作勤時、 片効き（ハンドルとられ）

，八135作仙時、 効き不足

你 - ブレーキで八83作舯

，通常ブレーキで停止め:前仙5作動

，八83作勛時、ブレーキペダル振觔大

- 八85作�時、 スキッド疗大（作觔しにくい）

イく

11
八

の

内

発牛.閒始時期 - �申時から - 祕近（ 年 )\ごろから）

発 ± 粕 度 ，いつも - ある条件で（ - 時々

，いつでも

- 明れ

- 気温（約

�象条作天� - �り

〇

0 ‘秋，冬〕

- 1

^
) - その他〔

クI 温

- 山銜地

-
^ ^

31

〃郊外

^ 氷 111
- 商速逍路 - 山逍（分り.下り）

- 濡れたアスファルト
111 路 条 件

- ��コンクリート

^ �くブレーキを踏んだ時

- 急ブレーキ時
- 走行屮何！

^
/卜でブレーキを踏んだ

〔，率速：

- カーブ止行中〔，右カーブ ，左カーブ〕 何

^
/卜でブレーキを踏んだ〔，卓速：^

条 /1-逆 レ⑺/卜〕

レ01ル〕

- タイヤの�耗、ブレーキ�品の中耗破打1〔

- 事故状況〔パンク、 祕石來り上げ、 その他
部 品 の 状 態

- 采市人数

，^荷の心�

人
ホ内

’

��状態
レ8

点検時 - 111 常 - 光常コード （:
ダイアグノーシス衣示（ 1\端子短絡）卜

2 间 II ，止常 - 冗常コード〔

5510407
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アンチロックブレーキシステム（八日5)

6-4-3 タイアクノーシスコードの確認、記録、消去
ダイアグノーシスの異常コードが表示されている場合、 そのシステムの不具合が過上に発生したものなの

か、 祝在も継続しているものかを確說し、 �現された不れ合現象との間係を確かめる必要があります。その

ためには、 祝象確認の前後で2 度、 ダイアグノーシスコードを表示させなければなりません。

(1) 八日5 ウォーニングランプ点検

10 スイッチを01

^
1にすると、 約 3 秒�八133 ウォーニン

グランプが点灯し、 消灯することを確認する。
，マルチセレクト 4

^
0車においては 2

^
0状態、

または 4 西〇状態でセンタデフロックを解除

して行うこと。
，八85 ウォーニングランプが点灯しない場合、

バルブ切れ、ヒューズ切れ、ワイヤハーネス

の断線が考えられる。

55104060」

(2) ダイアグノーシスコード出力表示方法

除霜::1，マルチセレクト 4 *0車については以下の作業を行う際に、 2

^
0の状態または 4 西0,セン

タデフロックを解除して行うこと。

1.16スイッチ「0

̃
」の状態で迷虹席ドエンジンルームのリレーボックス内にある八135点検ヒューズを外

す0

2 .53丁を使川し、 チェックコネクタ内の1端了とビ,端了(アース）を短絡する。

09991-87205-000
3 ,八05 ウォーニングランプの点滅[叶数を説み取る。

55丁



0^(2 6*»
き

110八 I
^
¦15八¦
N0«、韻了八1し

1〇八」㈤]
101

10八
««/N10

じ5八 ！
服

匚15八:] 10ハ ¦

1®10八
似〇㈣

[似] 10八
162

匚似] 20八 1
卿.讓

10八「㈤
5丁〇9F0

^

3

(バックアップヒューズ)

4

5

く

0

^

ご注意
熗5の亡1-ズ以外餐肩しないでくだ，いこ

2 .ヒューズを接絞し、 正常コードが出力されることを確認する。

餘飄4 - ヒューズを外して記憶を消去した場合は他のコンピュータ（八/丁、電動パワーステアリング

等）の記憶も同時に消去されるので注意すること。

6 — 212

5

^
3，正常な場合は、0.25秒間隔で点滅する。

^ 異常コードが 1つの場合は 4 秒の間隔をおいて、同ーコードを出力し、複数のコードを出力

する場合は、異なるコードを2.5秒間隔で出力し、一巡すると 4秒間隔をおいて再度出力する。

- 複数のコードを出力する場合は、コード番号の小さいものから順に出力する。
除！

^
!- コネクタの接続位置を間違えると故障の原因になるため絶対に間違えないこと。

⑶ ダイアグノーシスコード消去方法

① ブレーキペダル操作による消去
1.チェックコネクタ内の端子と

^
端子（アース）を短絡する。

2,【0スイッチを「〇1\」にする。

3 .ブレーキペダルを踏み、 3秒問に 8�以ヒストッブラ

ンブスイッチの「〇、」、「〇ドド」を繰り返す。（消去でき

なかった�合は�度繰り返す。）

4 , 端子と 1を開放する。

5 ,八丨35ウオーニングランプが消灯していることを確認す

る。

② ヒューズ抜きによる消去
1.リレーブロック内の1

^
\11

^
丁（バックアップ）ヒューズを10秒以上外す。

8511



アンチロックブレーキシステム（八日5)

(4) ダイアグノーシス診断内容

内 容診 断ダイアグノーシス表示 �断項目コード他

点灯
リレー時にリレー接点〇ドド状態が0.2秒以卜-統いた時ソレノイドリレー系断線11

消灯」

点灯
10 スイッチ〇]

^
直後、リレー〇卩卩時にリレー接点〇!

^
状

態が0.2秒以上続いた時
ソレノイドリレー系ショート12

消灯」し]

点灯
イニシャルチヱック時または八85制御中、リレー 0N時

にリレー接点〇ド卩状態が〇.2秒以上続いた時
モータリレー糸断線13

消灯」

^
点灯

リレー〇卩卩時にリレー接点〇!

^
状態が 4 秒以上続いた時モータリレー系ショート14

消灯」1-1

アクチュエータ

ソレノイドパルプ

フロント右

断線またはショート

点灯
フロントソレノイド（5ド尺）の断線、ショート状態が0.05

秒以上続いた時
21

消灯」1-1

アクチュエータ

ソレノイドバルブ

フロント左
断線またはショート

点灯
フロントソレノイド（5ドし）の断線、ショート状態が0.05

秒以上続いた時
22

消灯 」1]

アクチュエータ

ソレノイドパルプ
リヤ右

断線またはショート

点灯
リヤソレノイド（5尺!〇の断線、ショート状態が0.05秒以

上続いた時
23

消灯 」じ

点灯
スピードセンサ系フロント右

断線またはノイズ
31

消灯」リ

点灯
スピードセンサ系フロント左

断線またはノイズ
32 ，率速10�ル以とで、異常輪のセンサ信号回路の断線が 5

秒以上続いた時

10スイッチ〇の間に、異常輪のセンサ估号瞬断が 7问

以上発生した時

車速20ほ/わ以上で、異常輪のセンサ信号にノイズが 5 秒

以上、連統して発生した時

消灯」1]

点灯
スピードセンサ系リヤ右

断線またはノイズ
33

消灯」リ

点灯
スピードセンサ系リヤ左

断線またはノイズ
34

消灯

点灯
卑速〇— /わで、センサ估号回路の断線状態が〇.8秒以上続

いた時
スピードセンサ系断線35

消灯」1]

5510408



コード番号 ダイアグノーシス表示 轸斲项 II 断 内 界診

仙給が両袷とも、 後袷より20一，ル以丨:低い状態

が10秒以上続くことが、10スイツチ01

^
、〇ドドを

迚紋 8�以上にわたって発生した時

点灯
フロントセンサロータ阀袷欠品37

消灯

小速 3一/

“
以上の時、コンビュータの端子電

圧が 9 ～10乂以下または16～18ソ以上の状態が

10秒以上統いた時

点灯

VII： け: % ’讯41

消灯」じ

班速が 0一/卜から30ール以ヒになり、また 0一/

“
になる問に〇センサの出力変化しないことを、

16回以 1二絞いた時

点灯

0 センサ内部 % 常43

，0センサの出力‘屯ぼの断線、 ショートの状態

が1.2秒以上絞いた時

- 0；センサの�源屯0！がパ.3～4,5\�以ドまたは

5.5～5,7乂以上の状態が1.2秒以上続いた時

- 0センサ出力電�の�断が7回以丨:絞いた時

点灯

0センサ�線またはショート.1.1
消灯」リ

小迚30一/卜以卜.で、 0センサの減速度砂:と巾袷

速度から推定されるホ体減速度�の差が0.350

以卜.の状態が60秒以上続いた�

点灯
0 センサ出力攸異常45

消灯」II

点灯
商結4*0状態でない時（センサデフロック解

除）にめ:結“
V〇仿号の断線が 1秒以I：続いた時

め：紡 4 XV 1) 信�断線48嵌

消灯

点灯
アクチユエータ ポンプ

夕の不 1»! 転

アクチユエータポンプの职勋モータが、正常に

问紜していない場合
51

モ消灯

点灯

常灯 夕咒常 コンピュータ内部與常ビ二7 ユ

消灯」

※め:姑4\乂1)ほ号が正常な場合においても、め:結4 \ソ〇状態（センタデフロック時）でダイアグコードを呼び出すとダイアグコ

ード48を表ボします。これは贞結4

^
0状態では.485制御を岱山し.六85ウォーニングランプを点灯する時に、他の故�と問

違えないためです。促って、ダイアグコード48が発生しても商結4 \乂�)状態を解除してダイアグコード48が消えれば正常と

確認できます。

浆ダイアグノーシスコード\’〇48については、 ボ常に报帰した時点で圯饱されているコードは消去されます。 5510409

ビ ー 214



アンチロックブレーキシステム（八日5)

6-4-4 現象確認

トラブルシューティングを行う�合、 作龙者が火:際にその％象を確認しなくては⑹:闪を迫求することは

できません。そのためには問诊で得た怡報をもとに、 不

“
合の発生状況と颂似した条件、 53境を作り出して

不II；合�象を再％させるポが不可欠です。

"
呪性の乏しい現象については、 問診で

”
られた情報をもとに、 不よI公発生時の走行条(す(路而状態、

“象条件、 巡虹粂件）に近づけた状態を作り出すことも必要です。そのためには、 振I力（ワイヤハーネスゃリ

レーを乒で勋かす）、 熱（溫風を
、1彳てる）、 水（湿度をゲえる）などの外的要[人Iを/川えて、 根；(1よくIが兄させる

ことが�も飛要です。

史に不从合の袈闪となる部位（部品）を抱測し、 テスタ沒を接続して％象確忍をすれば部位（部品）の良否判

定も同時に行えます。

6-4-5 ダイアグノーシスコード再点検

不只合％象の確認後にダイアグノーシスコードを点検することにより、 確認前に衣ボされていたコード

のシステムが％在は正常か否かを判断します。

し確認時に不れ合が発生し、 確認後も異常コードを衣/パしている場ひは系統別のトラブルシューティン

グを行います。

2,不抖合が発生していたが確認後は』卜:常コードがぶ示された場公、 ダイアグノーシス系統以外の不只合が

�えられるので、 �象別のトラブルシューティングを行います。

3.不找合が発生せずに確認後は正常コードが炎示された場合は、 過去にハーネス、 コネクタ部に接触不良

答の穴-常が起きたが、 猊在は止常であると考えられるので％象確,忍前に及示されていたコードの系統に

ついてハーネス、 コネクタを点検します。



6-4-6 基本点検

基本点検を行うことで不几合系統を絞り込むことができます。

，マルチセレクト 4西0車については以下の作業を行う際に、 2

^
0の状態または 4

^
0でセン

タデフロックを解除して行うこと。

(1) バッテリ電圧測定

1，エンジン停止状態でのバッテリ'屯田を測定します。

10～14ソ（エンジン停止時）基準

⑵ ブレーキフルード点検

1.ブレーキフルードがマスタシリンダリザーバ内に規

定橫あるか、 また、 ブレーキ系統にフルード漏れがない

か点檢する。

53104023

(3) ブレーキのきき具合点検

1.ブレーキテスタを用いて制勋力が规定尬以上であるか点検する。

制 #力 力

後 袷 和 袖承:の20%以I：

各袷左

^
左 袖ホ:の8 %以ド

#

掄如.V 小I柯重童の50%以上総 和

5510410

⑷ アース回路点検

1,八85コンピュータのコネクタを外し、 ポ両側コネクタ

端子⑩、 �～ボデーアース問の導通を点検する。

600 アース点播

ハーネス愼コネクタ

55104064」

2 .六05アクチュエータのコネクタを外し、 小¦山]侧コネク

夕8端了‘②～ボデーアース叫の導通を点検する。（ボン

プモータアース点検）

ビー 216



アンチロックブレーキシステム（八巳5)

3 .八135リレーのコネクタを外し、ホ闹側コネクタ八③～ボ

デーアース問の導通を点検する。（六135リレーアース

点検)

⑸ 駆動モード検出機能点検

1.パターンセレクトスイッチが”2 で、 センタデフロックが解除されていることを確認する0

2 .10スイッチを「0\」にし、 エンジンを始�する0

3 .八133ウォーニングランプが消灯していることを確認する。

4 .センタデフロックを解除したままで、 パターンセレク

トスイッチを”4 …0’’にしたときに八85ウオーニング

ランブ;

^
消灯していることを確認する。

5 ,”4 賈〇”の状態からセンタデフをロックしたとき、

八135ウォーニングランプが約1秒後に点灯することを

確認する。

6 ,上記の状態から、 パターンセレクトスイッチを

”2 にしたとき、 八83ウォーニングランプが消灯

することを確認する。

於羃 ，この状態では、ダイアグノーシスコード问〇.
48を記憶しています。

7.センタデフロックを解除して、 10スイッチを「〇ド厂」に

する。

〔参考〕，ダイアグノーシスコードN0.48については、

正常なら16スイツチを「〇ドド」にすることで消

去されます。

55104060

^



(1) スピードセンサおよび<3センサ機能点検

1.55丁を使用して、 チェックコネクタ内の1\端子とだ，端
子を短絡する。

1

^
0，コネクタの接続位置を間違えると故障の原因

になるため、絶対に間違えないこと。

^̂
11 09991-87205-000

2 ,水平な場所で1(;スイッチを「01

^
」にし、 6 秒以上ホI山】を

停車させる。

チェックコ孑クタ

551〇4142」

3 .八85ウオーニングランプが0.13秒冏期で点滅（テスト

モード表示）することを確認する。

4 ,エンジンを始�する。

5.走行を始めて、 小速20

“
ル程改になったら、 ブレーキを

释くかけて減速する。

眺

'
：1，急ブレーキを行う必要はない。

6 .45

“
ル以上（80一/卜以下

^
で走行する。

^
3

^
1- 45吮/卜以上（80如/卜以下）の運転を 1秒間以上

保つこと。

^ 走行開始時および停止時は、ハンドルを直進

状態にしてゆっくり加減速を行う。（タイヤを

スリップさせない。）

〔参考〕 ^ 1〇スイッチ「〇…後の停屯で、 6センサの水、
ド

状態での 0点チェックを点検する。

- 3 ～ 5 ールでスピードセンサの出力屯圧を点

検する。

- 45

“
ル以 I：でスピードセンサの出乃VII：ぼの変

承力を点検する。

- 80“
ル以上で止行（ 1秒問以卜.）すると、 萵速

でのスビードセンサの出力彳位圧の変�を点検

することができる。

- すべてのコードが消去されると、 走行中

( 3

“
ル以上）八8 5 ウオーニングランプは消

灯する。

7.屯両を伎上させる。

(

^
88)

八已5 ウォーニングランプ

0.133 0.133

テストモード表不

55104068 —

:- 218

6-4-7 テストモード点検（スピードセンサおよび㊀センサ機能点検）
〔参考〕，テストモードについて

迚黹モードからテストモードになると、 初めに各制御システムのすべての点検项卜¦のテスト

モードコードを各コンピュータが記�します。抒点検功I Iについて操作を行い、 コンピュー

夕が正常と判断すると、 该当するテストモードコードを消去します。

したがって特定の点検項0のみの点検をする場合、 他の項目のテストモードコードが消去

されずに; コードとして出力されることがあります。

杉職層
^ マルチセレクト 4

^
0車については以下の作業を行う際に、 2

^
0の状態または 4

^
0状態で

センタデフロックを解除して行うこと。

5

5

0
〇一一



アンチロックブレーキシステム（八巳5)

⑵ テストモードコード表示方法

1.55丁を使⑴してチェックコネクタ内の丁〇端子と

^
端チを短絡し、 テストモードコードを八85ウォー

ニングランプの点滅回数で読み取る。

09991-87205-000
ぺ广巳,端子間を開放しないこと。

- コネクタの接続位置を間違えると故障の原因になるため絶対に間違えないこと。

55丁

10
(

^
85)〇 丁〇

八83 ウォーニングランプ

チェックコネクタ

点灯 点灯

消灯一 消灯

0.255 0.253 0.55 0.55
1.55 2.55

正常コード
コード“72”出力

53104069

〔参考〕，止黹な場合は、 0.25秒叫隔で点滅する。

- 異常コードが1つの垛合は 4 秒の問隔をおいて卜]ーコードを出力し、 攸数のコードを出力す

る場合は、 興なるコードを2,5秒叫隔で出力し、 一巡すると 4 秒叫！

^
をおいて�度出力する。

- 複数のコードを出力する場介は、 コード挢号の小さいものから顺に出乃する。

2.エンジンを�土し、 ダイアグノーシスコネクタのIV 丁〇端了とだ，端『問を開放する。

〔参考〕，テストモードコードの記惚は、 通黹モード（1端子と己 1端子問を開放して10スイッチを

「〇1\」する）になると消上される。



⑶ テストモードコードー覧表

コード他 テストモードコード表示 点検項 II テストモードコード点検条件

スピードセンサフロント右

出力帘圧不足
71

スピードセンサフロント左

出力電圧不足
72

3～ 5 ル以上で直進走行する
スピードセンサリヤ右

出力電圧不足
73

スピードセンサリヤ左

出力屯圧不足
74

スピードセンサフロント右

出力�圧変動大
75

スピードセンサフロント左

出力�圧変動大
76

451

^
/ヒ以ヒで直進走行する

スピードセンサリヤ右

出力電圧変動大
77

スピードセンサリヤ左

出力電圧変動大
78

平坦路上で10スイッチ〇X後、 1秒以上�取させる

市速20鼬/ヒ程度から、軽くブレーキを踏む
〇センサ出力�圧異常79

5510411

6-4-8 フIイルセーフ機能

1 ,八135 コンピュータの炕け系統に異黹が発生した�合、 八85ウォーニングランプを点灯して興常を衣

/丫くします。⑹時に、 八85 リレーを〇ドドにして 3 ポジションソレノイドへの制御。;分を禁止し、通常

のブレーキ機能に戾します。

2.八85 コンピュータに異常が発生した場合も、 八133 ウォーニングランプを点灯して、 異黹表示をする

とともに八85 リレーを〇厂ドにします。

已 一 220



アンチロックブレーキシステム（八日5)

6-4-9 現象別トラブルシューティング

(1) 八日5ウォーニングランプ常灯

① 点検ポイント
八85ウォーニングランプが点灯したままとなるのは、 ダイアグノーシス機能によって不具合�所を検出

している状態、 または八83ウォーニングランプ点灯回路のショートが考えられます。

またマルチセレクト 4 评〇ポでは、 4

^
1)状態でセンタデフを’’ロック”している垛合もあります。

② コネクタ図

(1

^
1

@+8
〇

0V び 4 •3 '3,

「 0 3

§113121110 9 8 6 5 4 3 2 121 191817161514

X
3130 29126 27 23 2242 4140 :VI 25

5 6
口

@丁5

④…八

八83 リレー車両側コネクタ八 八83 コンピュータコネクタ チェックコネクタ

55104143

③ 点検方法

也結4

^
1)状態（4\

^
1)状態でセンタデフを

ロック" している）を解除しているか確認する。“

※マルチセレクト4\ソ1)中.のみ

(迫;姑状態を解除後.
八85ウオーニングランプが消灯するか

\

^
5

¦卜：常

N0(
1.八85点検ヒューズを収り外す

2.887を使用し、チェックコネクタの(1$～③

(丁广&) 袖了-問を短絡する

3. ウオーニングランプは16スイッチ01

^
1で

ダイアグノーシスコード（異帘コード）を

表示するか

ダイアグノーシスコードー 1

^
;占

- リレー点検（卜:-250参照）

- ワイヤハーネス（点検ヒューズ̃仙5リレー

评八端了- ) のボデーショートN0

正常コードを表ボするか - コンピュータのコネクタ結合不良

- ヒューズ (102) ～八85コンピュータ⑳（+3)
出¦ハーネス不良

^ メータ～八85コンビュータ� (\\

^
)

I川ハーネス不良 ノ

N0¦

仙5ウオーニングランプは消灯しているか

N0 \

点検ヒューズおよび八85コンビュータのコネクタ

をはずした時.八33ウォーニングランプは消灯するか

N0

ワイヤハーネス（メータ～コンピュータ～八65

点検ヒューズ）のボデーショート
\

コンピュータ屯源㈣路心検

5510415



⑵ 八已5ウォーニングランプがスイッチ「〇!

^
」後 3 秒間点灯しない。

(1) 点検ポイント
八85コンピュータは、 10スイッチ「〇]

^
」となると、 六133ウォーニングランプバルブ切れチェックのため

八85ウオーニングランプを約3 秒問点灯します。

② コネクタ図

④ 〇⑽

3
5 2 1 2 3 4 5 6 7 0 910111213 141516 1710 19 20 21

5
22 23 24 25 27 28 29 35 36 3730 3132 33 34 38 39 40 4142

④狐

八83 リレーコネクタ 八85 コンピュータ車両側ハーネス

35104144

^
③ 点検方法

八1化リレーのコネクタを以Iり離し、 八I以リレー

④～③（\ヅ八～6べ0) 端广問の押通を点検する

両方向
相通ありテスター抒の你性を入れ

”
えてみて，4測のみ�通

があるか

AI

^
リレー内部ダイオード

ショートおよびコンビュータの评八洗广イく良

1.コネクタを接続する

2.1(3スイッチ「〇!

^
」にする

3. 点検ヒューズを取り外し、ウォーニンゲラン

プ側端广をボデーアースする

4.八I珞ウオーニングランプは点灯するか

- 八！

^
ウオーニングランプぬ検

- ヒューズ（ゲージ）ーメータ
N0

～点検ヒューズ問ハーネスイく只

丫1：8

1. 八！洛リレーのコネクタ八およびコンピュータのコ

ネクタを切り邮す

2.16スイッチ（)

^
1の状態で、 コンピュータ中-両側コ

ネクタの0}(\\

^
) 端 /をポデーアースする

3.八1

^
ウオーニングランブが点灯するか

N0
夕～コンビュータ[川ハーネス不良

ンビュータ审源问路点検

3310416

ビー 222



チェックコ不クタ

55104145

⑬丁。

111411

^
92120(19)18(

^
71161151141

川9101112 141516 171819 20 21

31

^
1

^
0 3132 33 34 35 36 37 38 39 40 4142

17¦615¦4¦312¦15 2 8

12 3 6 7 84 5

22 23 24 25 27 29 口 〇

④狐
卵八 @丁3

八83 コンピュータ
車両側コネクタ

@1$ �狐

八83 コンピュータコネクタ八83 リレーコネクタ

アンチロックブレーキシステム（八日5)

(3) 車両停止時厶日5ウォーニングランプ点滅

① 点検ポイント

チェックコネクタの丁ぐ端子、 端-户のだ1端子との閱放忘れ、 または八85コンピュータ～チェックコ

ネクタの問で、1\端子または端子がボデーアースと短絡していることが考えられます。

② コネクタ図

〇

3

@

@

@

1

^̂
0
(

^
(9：

巳③



⑷ ブレーキ作動上の不具合（片効き、効き不足、通常ブレーキで八日5作動、八日5

作動時ペダル振動）
(1.点検ポイント

止行条件及び路而粂件によって異なるので故！

^
判定はしにくいですが、 ダイアグノーシスコードが小:常

コードをぶ示する場合はフロー チャートに従って点検を行ってドさい。

② コネクタ図

(1)日1

1® ④叩十 ⑪ド〇-①闩レ

0 8 [=1

編§1 2 3 1415164 5 6 7 910 1213 1819 20 210
23 24 27 28 30 31 33 34 35 36 37 39 4025 26 4142

�叩- @ド闪十 听レレ

八日3 コンピュータ車両側ハーネスチェックコネクタ

55104146」

③ 点検方法

1.八じ

^
点検ヒューズを切り離す

2.チェックコネクタの⑮～③（丁〇̃匕1) 端子間を

短絡する

3.八85ウオーニングランプは16スイッチで正

常コードを点滅するか

¥£8 N0
ダイアグノーシスコードち:衣

各スピードセンサの取り付け状態は正常か、取り

付けポルトはゆるんでないか

N0
スビードセンサ取り付け不良

コンピュータのコネクタを切り離し、 ハーネス側の

各センサ端で叫の磔迚を点検する

ーネス、コネクタを�かした時、作)111状ワイヤ

態に興常があるか

ハ ¥£8
ワイヤハーネス結合不良

N0

，スピードセンサ系統以検（£-236参照）
，フロントスピードセンサ点検（£-251参照)
，リヤスビードセンサ点検（

^
252参照）

- スピードセンサ系統イく良

•0 — ターイ、ぬ

^ スピードセンサ不良

N0

ブレーキアクチュエータ作勅点検

5510417

6 — 224



アンチロックブレーキシステム（八巳5)

(5) 八日5が作動しにくい

① 点検ポイント
八35はストップランプスイッチの「(爪」佶号が入力されなければ制御間始が迦れるので、 ストッブラ

ンブスイッチ叫路が断線していると六05は作勋しにくくなります。

② コネクタ図

⑲〇犯 (6)51？

1®
123190

^
1611314¦13¦121111 9

① ②

④④ ⑦

21 8 5 3 24 (9)®
021

^
2222222

^
！ 30 29 22

程口

@¢N0
八日3 コンピュータコネクタ チェックコネクタ

55104147 -

③ 点検方法

1. 八防点検ヒューズを�り潮す

2. チヱックコネクタの⑮～③（丁
"
～ビ】）端广叫を

�絡する

3. ウォーニングランプは16スイッチ(）！

^
で(1：

常コードを点滅するか

¥£5

(爪
ダイアグノーシスコードむ衣命

，ストップランプスイッチ贞検（£-106参照)

4 内ど槐（ストップランプスィッチ～

コンピュータ）イく良

ブレーキペダルを姑んだとき、仙5コンピュータ

⑥一⑩ (仰～〇㈣ 端严問の屯ぼを测龙する

�� 10～14ソ

N0

〇ド

(1レーキアクチュエータ作�点検

5310418



〇

0-(19

3 I八已3

7 「/し八巳3 リレー

50(40)

心㈧ 2
:：， 〇

^
〇

八巳3

:：点梭ヒュース

；バッテリ
八5丁（34

八83 アクチュエータ

3闩 八5丁 8

^
+83

勺/ ▽7(71

1X21 2 3 4 5 6 7 8 910111213 141516 1718192021
(4X51622 23 24 25262728 29 30 3132 33 34 35 36 37 38 39 40 4142

83 八巳3 円-
八83 リレー

車両側コネクタ

0- 8
八巳3 アクチュエータ

車両側コネクタ
八巳5 コンピュータ車両側コネクタ

55104148 -,

② ダイアグノーシスコードN0.11出力条件
八83コンピュータは八85リレー㈣路を常時モニターしています。コンピュータがソレノイドリレーを

「()1\1」してもソレノイドリレーが「〇卜下」の状態が続いたとき、ソレノイドリレー系統浙線と判断して異常

コードを出力します。

③ 点検ポイント

1,八133リレーは正常か。

2 .八85ァクチュエータは正站̂か。

3,八85リレーに�源電茁が供給されているか。

4 ,八135リレ 八丨35コンピュータ問のハーネスは正??;か。

5.八85リレ 八133アクチュエータ叫のハーネスは正黹か。

6.八135アクチュエータ～六83コンピュータ間のハーネスは正黹か0

ビー 226

1

6-4-10 系統別トラブルシューティング

(1) 八日5リレー（ソレノイドリレー）系統（ダイアグノーシスコードN0.11)
① 八巳5リレー系統システム図

コンビユータ

八巳
8

〇2
,
6

〇

,
3,



アンチロックブレーキシステム（八日5)

④ 点検方法

く仙5りレー中体点検〉

(£•250参照〉

N001\

く八アクチュエータ中1体点検〉

(£-249参照）

八85リレー交換

()1\

N0

八85アクチュエータ交换く八133リレー�源屯…点検〉

1.紐5リレーコネクタを切り離す

2.10「〇?

^
」時、ハーネス�コネクタ八の②（+8幻 ～

ポデーアース問の饱II：を測定する

基咿バッテリ�庄

(爪

N0

ヒュージブルリンク八！

^
(50八） リレー間のハーネ

ス点検、修理

く八85リレー～ コンピュータ間ハーネス点検〉

1. リレーおよび八65コンピュータのコネクタを切り離し

ハーネスを点検する

リレー側コネクタ八①（5尺）

～コンピュータ側コネクタ⑲ (5«)

リレー側コネクタ八⑥（只一)

～コンピュータ側コネクタ⑩（卩一）

01\

N0

5リレ 仙5コンピュータ間ハーネスコネクタ修巧!く八]洛リレ ァクチユエータ間ハーネス点検〉

1. リレーおよび八135ァクチュエーダのコネクタを切り離し

ハーネスをぬ検する

リレー�コネクタ八⑤ (88)

—アクチュエータ側コネクタ8③（+85)
〇汉

N0

3リレ アクチュエータ問ハーネスコネクタ倏押1.八85ァクチュエータおよび八

^
5コンビュータのコネクタを

切り離し、 ハーネスを点.検する

ァクチュエータ�コネクタ八②（八8了）

～コンピュータ侧コネクタ�（八 1ゞっ

N0

コンビュータ

41源㈣路点検

•208参照)



(5
ぐ、

く，
5闩

@ I八85

7

^
「/し八83 リレー

I2；ナ 〇 -̂〇八巳3
点梓ヒュース

I-AV

^
.N4. ；バッテリ

八3丁（34〕

I八巳3 アクチュエータ

3闩 八3丁 5闩 +85

9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1

3 031323334 353637383940 4142

83
八
83

八巳3 リレー
車両側コネクタ

八3丁 八 巳 8
八83 アクチュエータ

車両側コネクタ
八83 コンピュータ車両側コネクタ

35104149 -1

② ダイアグノーシスコードN0.12出力条件
八85コンビュータは八05リレー㈣路を常時モニターしています。I〇スイッチ「〇…政後、 コンピュータが

ソレノイドリレーを「0厂1，’」してもソレノイドリレーが「〇、」の状態が続いたとき、 ソレノイドリレー接

点の�符、 ソレノイドリレー系統ショートと判断して興常コードを出力します。

③ 点検ポイント

1.八85リレーは正常か。

2.六85アクチュエータは正常‘か。

3.六83リレ 八85コンピュータ問のハーネスは正常か。

4 , リレ 六135アクチュエータ問のハーネスは小:常か。

5,八85アクチュエータ～八85コンピュータ問のハーネスは.出;％か。
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(2) 八日5リレー（ソレノイドリレー）系統（ダイアグノーシスコードN0.12)
① 八日5リレー系統システム図
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アンチロックブレーキシステム（八日5)

④ 点検方法

く仙5リレー中-体点検〉

(£-250畚照）

N001\

)リレー交換く仙5アクチュエータ�体点検〉

(£-249参照）

N0

)〈八35リレ 仙5コンピュータ問ハーネス点検〉

1，八85リレーおよび八�化コンピュータのコネクタを切り離し

ハーネスを点検する

リレー�コネクタ八①（510

～コンピュータ侧コネクタ⑲（510

他5アクチュエータ交換

N0〇汉

く；\65リレ ァクチユエータ叫ハーネス点検〉

1」\35リレーおよび八！化ァクチュエータのコネクタを切り

離し、 ハーネスを点検する

リレー側コネクタ八⑤ (85)

～アクチュエータ側コネクタ8③（+«5)

八85リレ コンピュータ間ハーネスコネクタ怜理

〇

^
： N0

仙5アクチュエータ問ハーネスコネクタ修洲灿5リレく八85ァクチュエータ̃如5コンビュータ問ハーネス点検〉

1.

^
ァクチュエータおよび八155コンビュータのコネクタを

切り離し、ハーネスを点検する

ァクチュエータ�コネクタ八②（八灯）ーコンピュータ側

コネクタ@

N0〇汉

^
コンピュータ

鬼源㈣路点換

(£-208参照)

AI

^
アクチュエータ～八1洛

コンピュータ問ハーネス、

コネクタ蛉理

5310420



ぐ，
り闩 ぐ，

6

3 I八83

7

^
「/し八83 リレー

I心㈧ 2

Ṽ

^
1̃V 〇 -̂〇八巳3

点検ヒュース

0—^
7

^
— :バッテリ

八巳3 アクチュエータ
い丁⑭

IV！丁

V V口
1 2 3 4 5 6 7 8 9101112131415161718192021 3

1

^
122 23 24 25 26 27 28 29 30 3132 33 34 35 363738 39 40 4142

八巳3 アクチュエータ
車両側コネクタ

8

^
1 0-IV！闩ル 8

八已3 リレー
車両側コネクタ巳

55104150 -

八83 コンピュータ車両側コネクタ

② ダイアグノーシスコードN0.13出力条件

△135コンピュータは八85リレー�路を黹時モニターしています。イニシャルチェック時、 乂は八！35制御

中にコンピュータがモータリレーを「〇IV！」してもモータリレーが「〇ドド」の状態が絞いたとき、 モータリ

レー系統断線と判断して異常コードを出力します。

③ 点検ポイント

1,八85リレーは正常か。

2 .六85アクチュエータは正常か。

3,六135リレーに屯源屯圧が供給されているか。

4 ,八85リレー～八85コンピュータ問のハーネスは正常か。

5.八133リレー～八135アクチュエータ問のハーネスは止常か。

6,八135アクチユエータ～八135コンピュータ問のハーネスは正常か。

卜：一 230

( 3 ) 八巳5リレー（モータリレー）系統（ダイアグノーシスコード1\¦〇,13)
① 八日5リレー系統システム図
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アンチロックブレーキシステム（八日5)

④ 点検方法

< 5リレー中体点検〉

(£•250参照〉

N0

リレー交換くアクチュエータ中(本点検〉

•249参照)

(爪

N0

アクチュェータ交换く八1

^
リレー袍源点検〉

1. 八33リレーコネクタを切り離す

2.16スイッチ「01

^
1」時、

ーボデーアース問の布圧を測定する

基準：バッテリ電�

ーネスコネクタ8®(十31\4)ハ

〇仄

N0

ヒュージブルリング八«5 (50八） リレー問のハーネ

ス点検、 修理

八1

^
コンピュータ問ハーネス点検〉

1.八85リレー及び八!

^
コンビュータのコネクタを切り離し、

ハーネスを点検する

，リレー侧コネクタ8④（N10

～コンピュータ側コネクタ⑲（\1尺）

，リレー側コネクタ只③（尺一)

̃コンピュータ側コネクタ⑩（只一）

く八1化リレ

0

^ N0

コンピュータ間ハーネスコネクタ修理く仙5リレー～仙5ァクチュエータ問ハーネス点検〉

1. リレー及び八63ァクチュエータのコネクタを切り離し、

ハーネスを点検する

，リレー側コネクタ8② (8\1)

～アクチュエータ測コネクタ8④（十8\！〉

以レ

(爪

N0

八85リレ 仙8アクチュェータ問ハーネスコネクタ修押く仙5アクチュエータ 八̃85コンビュータ問ハーネス点検〉

1. アクチュエータ及び八135コンピュータのコネクタを

切り削し，ハーネスを点検する

- アクチュエータ�コネクタ八⑤（ば「）

～コンビュータ侧コネクタ⑭（\1们

〇ド

N0

く八!

“
コンピュータ帘源㈣路点検〉

(£-208参照〉

八1巧ァクチュエータ～ コンピユータ冏ハーネス、コネ

クタ修理



( 4) 八巳5リレー（モータリレー）系統（ダイアグノーシスコードN0.14)
① 八日5リレー系統システム図

ェ 1.
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八 八83
巳 ド/し八83 リレー
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^
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1=4夕 点検ヒューズ
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〇̃

^
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31 ；バッテリ
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，:'‘
八83 アクチュエータ

^
1(14)

N11

^
81

^
1

V口

171819202112 3 4 5 6 7 8 910111213 141516

1
^
¦̃

八…八83 ァクチュエータ
車両側コネクタ

22 23 24 25 26 27 28 29 30 3132 33 34 353637 38 39 40 4142

8

^
1 0-⑽ ル 8

八83 リレー
車両側コネクタ8

55104151

八83 コンピュータ車両側コネクタ

② ダイアグノーシスコードN0.14出力条件
八85コンピュータは八85リレー�路を常時モニターしています。コンピュータがモータリレーを「()ドド」

してもモータリレーが「〇…の状態が続いたとき、 モータリレー接点の溶矜、 モータリレー系統ショート

と判断して異常コードを出力します。

③ 点検ポイント
1. リレーは正常か。

2 .八135アクチュエータは正常か。

3 .八85リレ 八85コンピュータ問のハーネスは出麻か。

4 ,八135リレー～八03アクチュエータ叫のハーネスは卍洗‘か。

5,八135アクチュエータ～ コンピュータ問のハーネスは正常か。

ビー 232



アンチロックブレーキシステム（八日5)

④ 点検方法

く

^
\85リレー增(本点検〉

(£-250参照）

01\

N0

0^
5リレー交換くアクチュエータ电(本点検〉

(£•249参照)

(爪

N0

アクチュエータ交換く八135リレ コンピュータ問ハーネス点検〉

1.A1

^
リレー及び八135コンピュータのコネクタをリ』り離し、

ハーネスを/),検する

- リレー�コネクタ已④（

^
尺）

—コンピュータ測コネクタ�（N10

〇汉

N0

ひ路リレ—— コンピュータ間ハーネスコネクタ修理くリレ AI

^
ァクチュエータ�ハーネス点検〉

1. リレー及び八85ァクチユエータのコネクタを切り離し、

ハーネスを点検する

- リレー側コネクタ8@ (8\1)

̃ァクチュエータ側コネクタ〇④（十31\4)

N0

〇\1

^
5く仙5ァクチュエータコンビュータ冏ハーネスバ(検〉

1. 八85ァクチュエータ及ぴ.435コンピュータのコネクタを

切り邮し、ハーネスを点検する

- ァクチュエータ測コネクタ八⑤（N1丁）

～コンピュータ測コネクタ⑭（1

^
丁）

リレー～八85アクチュェータ間ハーネスコネクタ修巧!

〇汉

N0

仙5アクチュエーターコンビュータI川ハーネス，コネ

クタ修理

仙5コンピュータ馆源冏路点検

•208参照)

5310422
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〇
八83 リレー
(ソレノイドリレー)

八83 アクチュエータ
<6̃

^
50

^6̃

^
0

^爆

卿 300び闩 肌
V口

[3 214151612 3 4 5 6 7 8 910111213 1718192021
6 5 42223 24 25 26272829 30 31 32 33 34 3536 37 38 39 40 4142

3「し
3叩

八83 コンピュータ車両側コネクタ 厶83 アクチュエータ車両側コネクタ八

55104152

② ダイアグノーシスコードN0.21、N0.22、N0.23出力条件

八133コンピュータは黹時ソレノイドバルブ駆#卜¦¦路をモニターします。コンピュータがソレノイドを

「()1

^
」してもソレノイドに VII：流が流れない、 又は「01

^
’」してもソレノイドに范流が流れっぱなしのとき、 ソ

レノイドのコイルの断線、 ショートと判断して輿;％コードを出力します。

③ 点検ポイント
1.ソレノイドは断線していないか。

2.八85アクチュエータ～八コンピュータかのハーネスは正常か。
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( 5) 八巳5アクチユエータソレノイドバルブ系統（ダイアグノーシスコードN0.
21～1\10.23出力）

1 八巳5アクチユエータソレノイドバルブ系統システム図
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アンチロックブレーキシステム（八日5)

④ 点検方法

く八1化アクチュエータ屮体点検〉

-249参照〉

N0()1\

135アクチュエータ交換く八85コンビュータ̃仙5アクチュエータ叫ハーネス点検〉

1. コンピュータ�コネクタを切り離し、 ハーネスを点検

する

コンピュータ測コネクタ⑨ (51'«)

～アクチュエータ⑽コネクタ八(1)

コンピュータ側コネクタ�（5ド1)

～アクチュエータ�コネクタ八

コンピュータ刪コネクタ@ (

^
]0

～アクチュエータ測コネクタ八③

〇ド

N0

\ ( 八批コ

) V

^
\

^
\\

ンピュータ～ アクチュェータ叫ハーネス、 コネクくコンヒュータ屯源㈣路点検〉

•208参照)

5510423



00- ドし スピードセンサ車両側コネクタ
八巳3 コンピュータ車両側コネクタ

551〇4153 -

② ダイアグノーシスコード出力条件

^
N0.31、N0.32、N0.33、N0.34出力条件

これらの故障診断は、 スピードセンサIイ路の異黹は検出できないが車速が1()1

^
ル以上になってからス

ビードセンサ

“
分が人力されない�合に異常コードが出力されます。

このコードが出力された場合は、 回路だけではなくセンサの取り付け状態などの点検も必要です。

^
N0.35、出力条件

I〇スイッチ「01

^
」敗後、 市I山】怜止の状態でスピードセンサ系統に断線、 または短絡が検出された場合に

この�常コードが出力されます。このコードともにコードN0.31、 N0.32、N0.33、N0.34のいずれかが出力

された�合はそれらのコードが示すスピードセンサの系統を点検します。

繼问0.37出力条件

”闹方の前輪の小輪速度が後輪の』1(輪速度より201

^
/卜以上も低い状態が10秒以ヒ続く”という状態が、 10

スイッチ八ル下迚続で8回続いた時に、フロントスピードセンサロータ欠品と判断して異常コードを

出力します。

(3；点検ポイント

1.スピードセンサ取り付け状態は止常か。（スピードセンサの出力が不安定になる要闶はないか。）

2.スピードセンサは正常か。

3.スピードセンサ～ コンピュータ問のハーネスは正常か。
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スピードセンサ

全 右前輪

争 左前輪

令 右後格

令 左後輪

(6) スピードセンサ系統（ダイアグノーシスコード问〇,31～1

^
0.37出力)

① スピードセンサ系統システム図
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アンチロックブレーキシステム（八日5)

④ 点検方法

くスピードセンサ…沐点検〉

(6-251参照〉

(£•252参照)

N0-
く八33コンビューダ～スピードセンサ間ハーネス点検〉

1.ぬ35コンピュータコネクタおよびセンサ側コネクタを

切り鱷し、ハーネスを点検する

-“
前輪

コンピュータ側コネクタ�（1

^
十）～センサ測コネクタ②

コンビュータ侧コネクタ⑪（「只一) ～センサ側コネクタ①

# 左前輪

コンピュータ侧コネクタ⑫（卜1十）ーセンサ側コネクタ②

コンピュータ側コネクタ�（ド1一）～センサ側コネクタ①

- 右後給

コンピュータ側コネクタ⑧ (««-1- ) ～センサ側コネクタ②

コンピュータ侧コネクタ�（只尺一）～センサ側コネクタ①

- 左後輪

コンピュータ測コネクタ�（«1-+) ～センサ侧コネクタ②

コンピュータ側コネクタ①（此一）～センサ側コネクタ①

，スピードセンサ、 スピードセンサロータの

点検、 修理、交換

(じ251審照）

- ボールベアリングの点検、 作押、 交換

(£•180参照）

1 N0(爪」

八?

^
コンビュータ屯源㈣路点檢

(じ208参照）

5コンビュータ～センサ問

，、ーネス、 コネクタ烽坪

5510424



102 韻 1 0 2 1(3 ド/し

〇

^
〇〇

^
〇

ランプド/し

―〇

^
〇

「，丁 10八

I■N 2 心㈧ 1

: バッテリ
—I

⑽〇 +8

111921口
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162

八巳3 コンピュータ車両側コネクタ 10 スイッチ車両側コネクタ

55104154」

② ダイアグノーシスコードN0.41出力条件

走行状態（時速 3 ル以上）において六85コンビュータの屯源‘屯圧が 9 ～10ソ以ド、 または16～18ソ以卜-の
状態が10秒以上絞いたとき、 ’屯源屯圧異常と判断して與黹コードを出んします。

③ 点検ポイント

1,ノゞッテリ～八85コンピュータ問のハーネスは正常か。

じ 一 238

(7) 八日5コンピュータ電源系統（ダイアグノーシスコード～〇,41)

① 八日5コンピュータ電源系統システム図
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アンチロックブレーキシステム（八日5)

④ 点検方法

1.587 (サブハーネス）を接続する

2.走行状態（汕爪/卜以ヒ）で、 コネクタ

端广⑳～⑩（+13～(31

^
13) 問の馆

庄を測疋する

核� 9.5～17ソ

N001\

八88コンピュータ

祀源回路点検

1.10スイッチコネクタ�ぴ八135コンピュータコネクタを

切り離し、 ハーネスを点検する

16スイッチ側コネクタ¦)(102)

～コンビュータ侧コネクタ⑳（+13)

浪208参照)

N00

^

3
バッテリ乂はオルタネータ 10スイッチ～八コン

- 夕問ハーネス、ヒユ

点検、條理

点検、 修理

5510426



ソ(38 6し1
口

1 2 3 4 5 6 7 8 910111213 141516 1718192021

( ¦2¦3 )22 23 24 25 26 272829 30 3132 33 34 35 36 37 38 39 40 4142

(3センサ車両側コネクタ

ソ(33 (3し1

八83 コンピュータ車両側コネクタ

55104155」

② ダイアグノーシスコードN0.43出力条件

屯速が 0

“
/卜から301

^
/卜以上になり、 再び 0

“
ルになる間に0センサの出力が一定で変化しない’’という

状態が161111以上繰り返された時にこの異幣コードを出乃します。

9 C

③ ダイアグノーシスコードN0.44出力条件

以ドの項网に孩当する�前の場合に、 このコードが出力されます。

1.〇センサの出力（0し1)が、 コンピュータに人力されない状態が1.2秒以上続いた場介。

2 ,〇センサへの屯源電圧が4.3～心5ソ以下、 もしくは5.5～5,7乂以 1この状態が1.2秒以上続いた場合。

3,”10スイッチ「0

^
」の問、 0センサの出力(〇1」）が、 0.2秒以上コンピュータに人力されない”という状態

が、 7�以卜-発生した場合。

④ ダイアグノーシスコード

^
〇.45出力条件

小速301

^
ル以卜-で走行中に、 〇センサの減速値と屯冰減速度に0.350以上の差がある”という状態が60秒

以上続いた場介に、 この異常コードを出力します。

5 点検ポイント

1,6センサに規定の:〇;源屯圧が供給されているか。

2,0センサ～ コンピュータ⑻のハーネスは正常か。

3.〇センサは正常か。
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( 8 ) 6センサ系統（タイアグノーシスコードN0.43、N0.44、N0.45)
① ¢3センサ系統システム図
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アンチロックブレーキシステム（八日5)

⑧ 点検方法

く〇センサ�源�…点検〉

1.(；センサのコネクタを切り離す。

2.10 咖」畤、 也両側コネクタの① �5)

②邮㈣ 端子問の裙圧を測定する，

柳：4.5～5別

N001\

八85コンピュータおよび〇センサを切り離し、

ハーネスを点検する。

コンビュータ侧コネクタ�（ソ〇… ～センサ侧コネクタ（1)

コンピュータ側コネクタ⑫ ～センサ側コネクタ②

八35コンビュータおよび〇センサを切り削し，

ハーネスを点検する。

コンビュータ測コネクタ� (01.1) ～センサ侧コネクタ 3 ((；し1)

()仄 N0

01\ N0

(；センサ中-沐

^
�

(

^
251参照） 八1巧コンピュータ～6センサ1/11

ハーネス、 コネクタ�押

仙5コンビュータ错源问路点検

(0208参照）

:ンサ間

^
修神 ノ

5コンビュータ～(3セ

ハーネス、 コネクタ

5310437



2^0 / 4^切替ス彳ッチ
# 27 、一ケーン

〇 2

^
0 101 16「/し

'
一

^̂
し

撤

6X1 65) 〇 〇

^
〇 〇

〇 4\

^
0

センタテフロック
スイッチ

\购IV！1

；バッテリ

口
1 2 3 4 5 6 7 8 910111213 141516 17181920 21
22 23 24 2526 272829 30 3132 33 34 35 36 37 38 39 40 4142

EXI

八巳3 コンピュータ車両側コネクタ

55104156」

② ダイアグノーシスコードN0.48出力条件

2 賈13状態または 4 …0状態でセンタデフロックを解除している時は、 八85コンピュータ（ビ乂1端 /̂ )に倍

号が常に流れています。この仿号が入力されない状態が 1秒以上絞いた場合に、 この與常コードを出力しま

す0

なお、 泊:結 4 \ゲ！)倍号系統が七常でも屯阀がめ:結 4 评13状態（ 4 \\『13状態でセンタデフをロックしている）

にあれば、 このコードを出力します。

(ビ，6-3-5

^
((£-208ページ）参照）

3 点検ポイント

1.成結 4 賈〇状態になっていないか。

2，センタデフロック切矜スイッチおよび 2

^
13/ 4

^
0切替スイッチは正常か。

3,センタデフロック切矜スイツチおよび 2 XV〇/ 4 …〇切替スイツチ～八85コンピュータ問のハーネスは

正犯‘か〇

4 ,10スイツチ～センタデフロック切抒スイツチおよび 2 \\叮)74 \\『1〕切矜スイツチのハーネスは正常か。
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(9) 直結 4 西〇信号系統[マルチセレクト 4 西〇車](ダイアグノーシスコード1\1〇.
4 8)

① 直結 4 西〇信号系統システム図
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アンチロックブレーキシステム（八日5)

④ 点検方法

マルチセレクト4界1)窄 結（4\ソ1)状態でセンタデフを“ロック

している）を解除しているかを確認する

11
*
1：姑4げ〇状想を解除?金、

仙5ウォーニングランプが消灯するか

正常
1 N0

クスイッチ�体点検

(じ250参照）

- 2～1)/4

^
1)リパ今スイッチリ1体以検

(ビ.250参照）

，センタデフロ V

N001\

(各スイッチ修岬，交換1.10スイッチおよびセンタデフロックスイッチのコネクタを切り離し、

ハーネスをぬ検する4

I〇スイッチ測コネクタ②（101) ～センタデフロックスイッチ測コネクタぐ!）（+13)

1 N01 (爪

1.八松

^
コンピュータおよびセンタデフロックスイッチのコネクタをリ』0離し.

ハーネスを点検する。

コンピュータ侧コネクタ�（1

^
X1) ～センタデフロックスイッチ側コネクタ②（6

^
0)

1(;スイッチ～センタデフロック

スイッチ問ハーネス、コネクタ、

ヒューズ柊押、交換

N0， 〇汉

1.1(;スイッチおよび2\ソ【)74ル1)切�スイッチのコネクタを切り離し，

ハーネスを点検する。

1(;スイッチ侧コネクタ② (101) ～2\\のパ\\
，
1)じ』钤スイッチ測コネクタ⑥（十⑴

コンピュータ～センタデフ

ロックスイッチ叫ハーネス、

コネクタ胙邱、 交換

い N0ヮ ()1\

ンビュータおよび2\\1)パ冒1)切〇スイッチのコネクタを切り離し、

ハーネスを点，検する

^
コンビュータ測コネクタ� (11X1) ～2奴1)74\\のリ】

”
スイッチ側コネクタ①（…V⑵）

また、 テスタ�の咏性を人れ

”
えてけ測のみゆ通があるか

I〇スイッチ～2

^
0/4认切妗

スイッチ⑴レ、ーネス、コネクタ、

ヒューズ終川!、 交換 ,

1 - N0
八卩3コンビュータ屯源㈣路点検

(£•208参照）

，ぺ138コンピュータ～2认1)ゾ4\\1)

切衿スイッチ問ハーネス、

コネクタ攸押.交換

2卵中:

1.1(;スイ，ソチおよび八85コンビュータのコネクタを切り離し、ハーネスを点検する，
にスイッチ側コネクタ② (101) コンピュータ侧コネクタ�（已乂1)

N001\

コンヒ 】ータ41脱、 パ、(検 I〇スイッチ～八35コンピュータ叫

ハーネス、 コネクタ、ヒューズ胙刊し交換(6-208参照〉

3510438



+8

八巳3 リレー
(モータリレー）

1へ

八巳3 アクチュエータ

- ，

N41 6问0
口

1 2 3 6 7 84 5 910111213 141516 1718192021
22 23 24 252627 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 4142

八巳3 コンピュータ車両側コネクタ 八83 アクチュエータ車両側コネクタ

55104157」

② ダイアグノーシスコードN0.51出力条件
八83コンビュータはイニシャルチェック時にモータの駆�を行い、 モータが止黹に㈣虹していないと判

断した�合、 與常コードを出力します。

③ 点検ポイント

1,八135アクチユエータ（ポンプモータ）は正？?;か。

2,八133アクチユエータ～八135コンピュータ間のハーネスは正黹か。
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(10) 八巳5アクチュエータポンプ不回転（タイアグノーシスコードN0.51)
① 八巳5アクチュエータポンプ系統システム図
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アンチロックブレーキシステム（八日5)

④ 点検方法

く八85アクチュエータモータぬ検〉

1. ァクチュエータのコネクタを切り離す

2- アクチュエータ側コネクタ8④（十

“
!

^
) ～

6®㈣0) 問に

“
接バッテリ甩闬を

かけたときにモータが作勁するか

，N0(爪

)ぬ化アクチュェータ交搀く八[

^
アクチユエータ～ポデーアース叫ハーネス点検〉

1.

^
5アクチユエータのコネクタ八を切り離し，申-峋側

コネクタ〇② ((',N0) ーボデーアースI川の裨通をぬ検

する

N0〇ド
”

アクチュエータ～ボデーアース問の

ハーネス、 コネクタ修邢

く八85コンビュータ～八85ァクチュエータ問ハーネス点検〉

1. コンビュータおよぴァクチュエータ侧コネクタを

切り離し、ハーネスをふ検する

コンピュータ侧コネクタ⑭（N1丁）～

アクチュエータ�コネクタ八⑤（N1

”

N001\ -
コンビューター•AL

^
アクチュエータ出1の

ネス、コネクタ峰神

八I洛アクチュエータ機能以検

(じ246参照）

，『 N00

^ ( アクチュェータ交換コンピュータ屯源㈣路以検

(£-208参照)

5510425



6-5 八日5ァクチュエータ機能点検
炫篇；身

^ マルチセレクト 4

^
0車については以下の作業を行う際に、 2

^
0の状態または 4

^
0状態で

センタデフロックを解除して行うこと。

6-5-1 八日5ウォーニングランプ点検
1,10 スイツチを「01\1」にする。

約3 秒間八85 ウォーニングランプが点灯する。基準

6-5-2 八日5アクチュエータ作動点検
(1) バッテリ電圧点検

6

^
3 10～14ソ

⑵ 八巳5 アクチユエータチェッカ接続
1.ブレーキアクチユエータおよび八135 リレーにサブ

うに接続する。
，ブレーキアクチユエータが故障するおそれがあるので、"サブハーネス Eの5じ8 コネク

夕"は接続しない。

2,サブハーネスをボデーアースする。

3 ,チェツカの屯源川ハーネスをバッテリに接続する。

ーネス（:およびにを介して、 チェッカを図のよノ、
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アンチロックブレーキシステム（八日5)

(3 ) 3 ポジションソレノイドおよびモータ点検

味通，】，八85 アクチユエータチェッカシート八を

使用して点検する。

1,エンジンを始�する0

2 , のセレクタスイッチを”ド只01\1下 101”にする。

3,”\10丁〇只”スイツチを 2 ～ 3 秒問押す。

失85 八〇丁じ為了〇〇

^
NE»<E0

8833

^
1

〇

35104071-

4 ,ブレーキペダルを一定の力で踏み込んだまま、 5 、 6 、

7 を1子う。

5.\1八1\ブッシュスイッチを 2 ～ 3 秒問押し続ける。

ブレーキペダルが入り込まない

味職』， プッシュスイッチを10秒以上押し続

けない。

〔参考〕，1

^
1八11\1 ブッシュスイッチを押すと、 インジ

ケータランプが点灯する。

紹5 八〇了以了〇〇 (:邮從〇

基準

55104072 -1

6,\1八1～ ブッシュスイッチから于を離す。

【骞3 ブレーキペダルが入り込む。

35104073

7 ,”\1〇丁〇只"スイツチを 2 ～ 3秒問押す。

ブレーキペダルが戻される。

35104074

8,”N10丁0只
，，
スイツチを 2 ～ 3秒間押す。

9.ブレーキペダルを離す。

10.ブレーキペダルを一定の力で踏み込んだまま15秒問保

侍する。

11.，，⑽丁0只
，，
スイツチを 2 ～ 3秒問押す。

830 ブレーキペダルに脈動がない。

55104075 -1



1 2.ブレーキペダルを離す。

1 3. のセレクトスイッチを”ド只0 1

^
1’し】1”に切り換え、

3 ～1 2を行う。

1 4.\1八以のセレクトスイッチを” 1川”に切り換え、

3 ～1 2を行う。
紹5 八0了1

^
〇0 〇邮炫〇

,1

^
10100V

0 ^
0041

〇 0" 〇
00900 001

^
0

55104071

⑷ 八巳5 アクチユエータチェッカ取り外し
1.アクチユェータチェッカサブハーネスを取り外す。

2.ブレーキアクチユエータコネクタを接続する。

3 .ダイアグノーシスコードを消去する。

跳
.
;:3 ，アクチユエータのコネクタを切り離すと、ダイアグノーシスコードを記憶するため点検終了

後、必ずダイアグノーシスの記憶を消去する。
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アンチロックブレーキシステム（八日5)

6-6 単体点検

6-6-1 八已5アクチュエータ

1,コネクタ各端子問の導通または抵抗を点検する。

500
空

4I¦マ
六5丁

』基準
5ドし

一 導通あり 0 )

^
0 導通なし

空11コネクタ 八 85
抵抗他

2 3端 5 6 42 3 4 (空）

〇 〇

X ©N0
〇 約 5 0

( 参ぞ)
〇 55104158

通
〇 〇

〇 〇 1.06～1，腿

(20°(：、参ち）-0
〇

^
11

5510440

00N09+8

"

^
5〇¦ 〇洲

0 5「し

[ 〇0¦ 0300+830

9八5丁

55104159

6-6-2 パーキングブレーキスイッチ

1.パーキングブレーキスイッチコネクタ端子とボデー

アース問の導通を点検する。

1；

^
3 パーキングブレーキを引いたとき 導通

あり

パーキングブレーキをおろしたとき導通

なし

6-6-3 ストップランプスイッチ
1.ストップランブスイッチコネクタ端 /問の導通を点

検する。

ブレーキペダルを踏み込んだとき 導通基準

あり

ブレーキペダルを踏まないとき

なし

導通

55104161



6-6-4 センタデフロック切替スイッチ
1.センタデフロック切羚スイッチコネクタ端 /叫の導通

を点検する。

デフロック解除状態。

デフロックロック状態

導通あり

導通なし

基準

6-6-5 2 西〇/ 4 育〇切替スイッチ（パターンセレクトスイッチ）
1.インストルメントハ

。
ネルより、 パターンセレクトスイッチを取り外す。

2.コネクタ各端子問の導通を点検する。

5310444

6-6-6 パ日5リレー

1.コネクタ各端子問の導通を点検する。

-0 裨通あり 0>N3 ダイオードあり 0 �通なし

コネクタ 八 13

端 2 3 5 6 2 34 4

0140
01

^
0

導 通
〇

コネクタ八コネクタ巳
〇 〇X

5510441

55104163」

2 .端 / 八1-六 6 問にバッテリ屯圧を加え、 各端子の導通を

点検する。（ソレノイドリレー作�点検）

〇——〇弗通あり 0

^
-0 導通なし

’
巧ノ

コネクタ 13八

端 5 6 2 32 3 44
バッテリ

イド

得 油 巳〇11 巳〇1)外
‘>4-»¢

ソレノイド
3510442 已〇じ円-りレ- 3イル1

3 .端783-84 問にバッテリ范丨十:を加え、 各端了の導通を

点檢する。（モータリレー作!？力点檢）

八巳3バッテリ

^
馮通あり 〇-

^
-〇苺油なし 0

^ モータ

コネクタ 八

夕」

E

^
[) 〇 -

端 5 62 3 4 2 3 4
リレーコイル

〇〇通

5310443

55104164 -1
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アンチロックブレーキシステム（八85)

6-6-7 ¢5センサ

1,〇 セ ン サ を ブ ラ ケ ッ ト と セ ツ ト で 取 り 外 す。

2,〇 セ ン サ の コ ネ ク タ を 接 続 し た ま ま ス イ ツ チ を「0 1

^
1」

に し、 各 状 態 に,；5：定 し て れ 端 广 問 の?旧 卜:を 測 定 す る。

基準

水平状態

約1.8～3.3ソ

前方向へ垂直に傾けた状態

約0.5～2.〇ソ

後方向へ垂直に傾けた状態

約3.0～4.6ソ

〇センサの水平状態とは、ブラケットの取り

付け面と地面が平行な状態をいう。

- 0センサの作勋诋源は約4.5～5.5ソなので、

ソ〇5～06N01⑴に4,5～5,5ソのをかIえら

れるのであれば、 0センサを中体より取り外

して点検してもよい。

杉篆』
^ 0

センサに 6 V以上の電圧を加えないこと。

(内部破損の原因になる。）

- 大きなショック（床に落下した場合など）を与

えた6センサは使用しないこと。、
，6センサは天地逆にして保管しないこと。

6-6-8 フロントスピードセンサ

1，コネクタ端子問の抵抗を測定する。

1 . 1土0 . 4

^
0

〔参考〕

[ 3 2

6し1 〇⑼〇 ▽05

55104169

基準

55104165 」



2 ,センサの取り付け状態を点検する。

センサ取り付け面に浮きがないこと

3,センサ取り付けボルトの締め讨けを点検する。

4 ,センサ先端の穴物讨れ状態を点検する。

1

^
3 1酬以上の異物付着がないこと0

藎準

85±15

^
6*011

0=0
11

55104172

国オシロスコープによる点検
1.35丁を接絞し、 20し

"
/卜以上で止行したときのスキッド

コントロールセンサの出力波形は図のようになる。

09842-87501-000
0は0,5ソ以上

8はバの70%以上

〔参考〕，0が基咿より外れている場合はスピードセ

ンサを交換。

8が基，より外れている場合はスビードセン

サロータ（ドライブシャフト）を交換。

6-6-9 フロントスピードセンサロータ

1,ドライブシャフトのスピードセンサロータを点検する。

ロータに傷がないこと。

55丁

〇〇

55104166 -

基準

6-6-10 リヤスピードセンサ

1.コネクタ端 /問の抵抗を测定する。

1，1±0,4

^
〇1

^
3

55104165

2 ,センサの取り付け状態を点検する。

センサ取り付け面に浮きがないこと

3 ,センサ収り付けボルトの締め付けを点検する。

85±15

^
* 0171

4 .センサ光端の咒物讨符状態を点検する。

1晒以上の異物付着がないこと。

基準

1

^
58

基準

55104173 -
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アンチロックブレーキシステム（八日5)

国オシロスコープによる点検

1.53丁を接続し、 20一/卜以 I：で走行したときのスピード

センサの出力波形は図のようになる。

09842-87501-000
0は0,5ソ以上

8は八の70%以上

〔参考〕，0が�準より外れている場介はスピードセン

サを交換。

8が基，より外れている場合はスピードセン

サロータ（リヤブレーキディスク）を交換。

6-6-11 リヤスピードセンサロータ

1,リヤブレーキデイスクのスピードセンサロータを点検する。

ロータに傷がないこと。

55丁

基準

6-6-12 八已5ウォーニングランプ

1,16スイッチを「〇ドド」にし、55丁を接続する。

09842-87501-000
2 ,55丁�～⑩（评八～6X0)問を矢II絡して16スイッチを

「〇、」にしたとき、 ウォーニングランプが点灯すること

を確認する。

55丁

55104060



6-6-13 八日5コンピュータ

1.バッテリ VII：！卜:を点検する。

10～14ソ（1(3スイツチ「〇⑸」時）

2.01

^
1)端？̂とボデーアース問の導通を点検する

抵抗5〇以下（16スイツチ「0「ド」時）

3.55丁を接続し、 各端子とボデーアース問のケ以土:および導通を点検する。

〇〇

^
881 09842-87501-000

19 18 1721 20 16 15 13 12 10 9 814 6 5 3 24

42 3941 40 38 37 36 35 34 32 31 30 2733 29 28 26 25 24 23 22

口 口 口

コネクタ 8 二!ネクタ八

コンピュータ側コネクタ

53104076

コネ；广 端 /- 人力 �咿飢以外の場合の

イヾ找合简所
切II 测 条 (1

別クタ 出わ

人力 導通 16スイッチ「0厂1
，
」只し一 薄通あり 八85コンビュータ

10スイッチ「〇ドド」，ストップランプスイッチ「01

^
1』 10～14ソ

人力3丁卩 ストップランプスイッチ6
薄通 16スイッチ「〇厂厂」、 ストップランプスイッチ「〇ドト'』 導通あり

1(3スイッチ「〇…出力 VIIII-:23 5±0,25ソ 〇センサ

01.1 人力 如1-: 1(;スイッチ1'0\」（，¦(向水ヂ状態）25 〇センサ1.8～3,3\
，

I〇スイッチ「〇…後，八05ウォーニング点灯時 3乂以下

電圧出力26 \\

^
\八 メータ、 八85コンピュータスイッチ「〇：

^
」後、 約3秒綷過後

(八85ウォーニング消灯時）
10～

ノ《ーキングブレーキスイ
ツチ、レベルウォーニング

スイッチ

16スイッチ「〇、」、 パーキングブレーキスイッチ「01

^
」 1ソ以ド

人力 屯トト:27
10スイッチ「（)、」、 ノゞーキングブレーキスイッチ「〇ドド』 10～

“
V

10スイッチ「0\ムチェックコネクタ丁3-£1端

^
I！⑴用放

にスイッチ「(別』、 チェックコネクタ丁《-£1端 / 1⑴短絡

9\
，
以卜

^屯II-:人力28 丁3

1ソ以ド 八85コンビュータ

10スイッチ1"01下』29 - 人力芬汕 海通あり

5510412
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アンチロックブレーキシステム（八巳5)

11
13 12 6 521 20 19 18 17 16 15 14 10 9 8 4 3 2

35 34 33 32 31 27 26 2242 41 40 39 38,37 36 30 29 28 25 24 23

口

コネクタ八コネクタ 8

コンピュータ側コネクタ

55104076」

从小欣以外の�たの

不以合简所

コネ 端 / 人力
柳攸项I I 条 ぐI测

出力クタ ㈣ .(1! り

八135アクチユエータ、 八83

リレー、 八85コンビュータ

10スイッチ「()～後、 約 3 秒綷過後

(八85ウォーニング消幻時）
如王 10～14ぃ卜,乃9

16スイッチ「〇卜
，
ド」 薄通あり ポデーアース人力 薄通0X010

10スイッチ「〇厂ド』 導通あり人力卜
，
1そ一11

10スイッチ「〇ド!

^
導通あり入力 用通60N1)12

△135コンピュータ

1(;スイッチ「（）1\
，
」，チェックコネクタ丁〇-卜：1端子問開放

1(；ァ、イッチ「01

^
ムチェックコネクダト-ビ1端广叫紐絡

9ソ以 I-準
•1111-:人力13

1\
，
以ド

10スイッチ「(バ」後、 約3秒経過浚

(八85ウォーニング消灯時）

^
1！- 9\ァ以 1:* 八85リレー，八85コンビュータ出力81(19

1:：(：じ一ヒューズ1(3スイッチ「0…屯1ゼ人力 10～1代+020

16スイッチ「(爪」後、 約3秒経過後

(A F

^
ウオーニング沿灯時）

△»5アクチユエータ、 八85

リレー、 八85コンビュータ
出力 -.(111-： 10～14ぃ21

15

10スイッチ「〇ド厂」 薄通あり人力 ボデーアース制(…1)31

ゲージヒューズ2IV
，
〇中 10～1‘1乂

ゲージヒューズ、センタデ

フロックスイッチ、 2\\？1)/
4 \\ 1)切�スイッチ

2\\71)または4 \\1)，センタデフロック解除人力 10～14V35 10X1

4

^
7) - センタデフロック時 1\

，
以ド

I〇スイッチ「0：

^
」後，約3秒経過後

(八135ウォーニング消灯時〉
入力 &£ 八コンピュータ10～14

”
34 八幻

，

16スイッチ「〇ドド」 薄通あり人力 海通ド1，38
八33コンピュータ

スイッチ「〇�」 導通あり入力 港通40 卩一

バックアッブヒューズ1(;スイッチ「〇ドド」人力 咖 10～14\
，

41

I〇スイッチ「〇…後，約3秒経過後

(八！

^
ウォーニング消灯時）

八135アクチユエータ、

リレー、 コンピュータ
出力 VII：1!-； 10～1ハ～81川42

5510413

〔参考〕，氺については八85 ウォーニング黹灯時点検イく要。（\\：八端了はウォーニング出力のため 3 V

以ド、 その他の端子は六133 コンピュータのフェイルセーフ機能によりブレーキアクチュ

ェータの作勋ががII：されているため 0 Vとなる。）

- イぐ只合箇所は矜部品に接絞されたワイヤノ、ーネスを含む。



4 ,10 スイッチ「(ル下」にして、 55丁、 コンピュータコネクタを切り離し、 七㈣側コネクタで各端 /叫ま

たはボデーアース問の抵抗および導通を点検する。

口

1 2 3 4 5 6 7 8 910111213 141516 17 18192021

2203 24 25 26」2728 29 30 31 32 33 34 35 3637 38 39 40 4142

コネクタ八 コネクタ 8

ハーネス側コネクタ

35104077

1¢ 絞 条 件 从嗽姐以外の場ひの不]I合简所

1〇スイッチ「〇即」抓十8 29 右リヤスビードセンサ0.7-1.51

^
0

10スイツチ「()卜
，
ド』只し十 1化一22 左リヤスビードセンサ0.7- 1.51

^
0

10スイソチ「〇卩卩」

10スイツチ「〇ドド」

ザ1そ9 八5丁 約617 アクチュエータ34

ボデーアース\11 約70 八85アクチユエータ14

スイツチ「〇ドド」 左フロントスピードセンサ17 卜
，
1广38 0.7～1.51

^
1

1(}スイツチ「〇ドト」5

“
I卜19 40 八35りレー60～1000

16スイツチ「〇ド卩』81*'!. 約 6〇21 34 八8丁 八85アクチュエータ

10スイッチド只十 も-フロントスピードセンサ32 11 0.7～1.51

^
0

10スイッチ「〇卜下」ボデーアース34 八5下 約50 八85アクチュエータ

1()スイツチ「01

^
7’」仙39 1卜40 八133リレー50～800

10スイツチ「〇ドド」51川 約6042 八83アクチユエータ34

5510414
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1 建て付け調整

1 - 1 フロントドア …

1- 2 リャドァ …

1- 3 ペックドア

1 - 4 ツインコスミックルーフ .

2 フロントドア，

2 - 1 フロントドアガラス公レギュレータ

1

^
リ外し、！

^
リイオけ ，

2 - 2 フロントドアロック公アウトサイド

ノ、ンドル却（リ外し、耳《り1中け ^

3 リヤドァ‘

3 - 1 リヤドアガラス公レギュレータ

取り外し、取り付け

3 - 2 リヤドアロック及アウトサイドハンドル

取り外し、取り付け，

4 バックドァ

4 - 1 ノぐソクドア月又り外し、』以リ1+け

卜1 14 シート

14- 1 フロントシート取り外し、取り付け

14- 2 フロントシート分解、組み付け .
14- 3 リヤシート只《り外し、取り付け .

15 シートベルト

15- 1 シートベルト取り外し、取り付け ^

16 へッドライニング，

16- 1 取り外し、取り付け .

17 電動カーテン ^

17- 1 �動力ーテン取り外し、取り付け，

17- 2 単体点検 ，

18 ダンプ機構 .

18- 1 幣備作業上の注意，

ド-49

卜'1 ¥-49
1- 3 卩-51
㈠ 卩-52
卜、7 卜

，
-55

1- 8 卩-55
卩56

卜、8 ド-.%
？-62

1-10 卩-62

ド-11 卩-64
ド-67

1-11 ¥-67

ド-12

1-13

卜
，
-13

4 - 2 ックドアロック公アウトサイド

ハンドル取り外し、取り付け，

5 パワーウィンド‘

5 - 1 パワーウインドマスタスイッチ（運衫席)

および助手席スイッチ取り外し、取り付け

ド-14
ド-15

ド 15

5 - 2 リヤドアハ
。
ワーウインドレギュレータ公

スイッチ取リ外し、取り付け -
6 パヮードァロック，

6 - 1 構 成！

^7 バックドァパヮーロック

7 - 1 バックドアパワーロック怂スイッチ

却

^
り外し、』汉リ

^
"け …‘

8 ツインコスミックルーフ，

8 - 1 ツインコスミックノレーフ沖（り外し、月足りイオIナ

¥-20

1--21
ド-21
1-24

… 1

^
̃24

ド-27

ド 27

8 - 2 ツインコスミックルーフ八丫调絡

8 - 3 や体点検 .

8 4 �象別トラブルシューテイング -

ド-32

ド-33
卩-37

9 /く二，ノぐ ド-44

9 - 1 パンパ取り外し、取り付け .

10 サイドストーンガード -
10-丨サイドストーンガード収リ外し、取り付け

ド-45

卜
、
-45

11 リヤスボイラ -
11- 1 リャスボイラ取り外し、取り付け

12 キャンバストッブ（パネルバン），

12 - 1 キヤンバストッブ坏（りメ外し、:

^
リ付け

- 厂-46
1*'46

ド-47

ド-47
13 インストルメントパネル ^

13- 1 インストルメントハ
。
ネル取リ外し、取り付け

1-48

Iド-481



リムーバ，クリッブ クリツブ印（り外し）II

各しゆう觔部塗布)0汕脂アミックス \1尸グリース

ガラス取付用、 キズ防小.⑴、 サービス

ホ'—ルカノ "取付)り
その他石けん水、 保通テープ、 ブチルテープ

3518101

八

0
0

8，

曙〇
八

8

8 (4ドア車右）

八隙間 5，1±1,5 隙問級差 1.0以下段瘙 1 〇±1,0

1.5以下

1.5以下

1.0以下

1.5以下

0 ±1.5 (5ドア車右、左.4ドア車左.ビック）

1,6±1,5 (4ドア車右）

0 ±1.5

日 5,1±1,5

5.0土1.5

0 5,0±1,5

〇 8,7±1.5

53181001

建て付け調整

1 建て付け調整

1-1 フロントドア

1-1-1 準備品

1»} 番，品名 途形 状 用



1-1-2 フロントドア建て付け調整の要点

1,隙�および段差

ドアヒンジの取り付けボルトをゆるめ、ドアヒンジの�

後，上ド方向およびドア前端ノパ右方向を凋格する。

53181003 -1
2 ,ドアロック凋幣

ロックストライカ取り付けスクリュウをゆるめて、 ストラ

イカを1¢力かし凋辂する。

- ドア後方の下がりはロックストライカで調整

せずに、ドアヒンジ部で調整をする。

55181004」

ボ

ド ー 2



リムーパ，クリッブ クリッブ取り外し…
各しゅう！!力部吃布…油脂アミックス！VI。グリース

ガラス取付用、 キズ防止用、 サービス

ルカバー取付坩
その他石けん水、保護テープ、ブチルテープ

¦ ホー

5518101

0

㈠

8 ド

3
〇

ド（4ドア車右）

0

㈠（4ドア車右）

已隙問 8,6±1. 5 隙間編差 1. 5以下

5 0±1. 5

5,7±1,5

4,9±1,5

5,7±1,5

(5ドア車右、左，4ドア車左）

(4ドア車右）

1. 5以下段疼 0 ±1. 5

1 . 5以下

1. 5以下段差 0 ±1. 5

1 . 5以下

〇

(4ドア車右）㈠

55181008 -

建て付け調整

1-2 リヤドア

1—2—1 準備品

1«» 推、品名 出 途状形

市販エ
)4



1-2-2 リヤドア建て付け調整の要点

1.センタービラー、 クォータパネルとの隙間および段差

スライドドアロアローラのドア側取り付け

ボルトをゆるめ、ドアパネルを的後方1(りに勋かし,调幣する。
，ドア前後段系ぃリヤドアローラアツパベースとスラ

イドドアロアローラのボルトおよびストライカのスク

リユをゆるめ、ドアパネルおよびストライカを左右に�か

し凋铬する。

，ドア後端段差ストライカのスクリユをゆるめ、 ストラ

イカを左右方向に觔かし調整する。
，ドア前端上ド"

，スライドドアロアローラのボルトを

ゆるめ、ドアパネルを上下に#かし調幣する。

，隙問 # # 馨 #

55181010」

，ドア後端上下スライドドアセンタヒンジのボルト

をゆるめ、 ドアパネルを上下に�かし調格する。

2.ドアロック凋铬ストライカ取り付けスクリユをゆる

め、 ストライカを勋かし綢铬する。

53181012

3 ,リヤドアストッパ調铬

をゆるめ、 上下のストッパを勋かし調鲚する。

ストッパの取り付けボルト# 參 #

33161006

尸 一 4



リムーバ，クリッブ クリッブ��り外し坩

各しゅう觔部塗布用油脂アミックス！VI？グリース

ガラス取付用.キズ防止用.サービス

ホールカバー取付

"
！

石けん水、 保通テープ、 ブチルテープその他

3318101

1̃

^
\

7
ド

X (ハイルーフ）

^
1

〇

^
(標準ルーフ）

」�問 13,3±1,5 隙問編艟 1.5以下段差 2,5±彳，5(ハイルーフ）

13,3±1,5

X 隙間 5,9±1,5

36,9±1,5

5,6±1,5

6.4士1.5

7,5±1,5

1.3土1.5(�準ルーフ）

1.5以下段差 1,3±1,5(ハイルーフ）

(�準ルーフ）

1.5以下// //

1.5以下

1.5以下

1.5以下段差 6.5土 1.5

1.5以下

// //

1パ±15// //

// II

55181015

建て付け調整

1-3 バックドア

1-3-1 準備品

途用01
*
1 推，品名形 状

忠ド
)1



1-3-2 バックドア建て付け調整の要点

1.ルーフパネルとの隙問

バックドアヒンジの取り付けボルトをゆるめ调格する。

2.クォータパネルとの隙11!]

バックドアヒンジの取り付けボルトをゆるめ調幣する0

3 ,バックドアロック凋格

バックドアストライカの取り付けスクリユをゆるめスト

ライカを勋かし,调整する。

ボ
55181017 -

一^
ぐ

ド ー 6



建て付け調整

1-4 ツインコスミックルーフ

1-4-1 ツインコスミックルーフ建て付け調整の要点

1,ルーフウインド1\10,1とN0.2 の段差はシムで凋幣す

る0



リムーバ，クリッブ クリッブ取り外し用

•11器デジタルサーキットテスタ

油脂アミックス \1卩グリース 各しゆう勅部塗布用

ガラス収付用、 キズ防止⑴、 サービス

ホールカバー取付用
その他石けん水、 保鏺テープ、 ブチルテープ

5316102

2-1-2 構成図

：5：

3
0

ボ

1 ，ガーニッシュ，ドアフレーム

、ンドノレ，八ゾ，ドアウインドレギュレータ

，ポタンドアロッキング

，ハンドル 5/八，フロントドアインサイド（スクリユを外す）
，アームレスト，フロントドア

② ボード 5/八，フロントドアトリム

③ カバー，フロントドアサービスホール

④ ウエザストリップ，フロントドアガラス

⑤ ラン，フロントドアガラス

⑧ ガラス 5/八，フロントドア

(2)レギユレータ八ソ，フロントドアウインド

⑧ モータ八ソ，パワーウインドレギュレータ

55181021」

ド ー 8

2 フロントドア

2-1 フロントドアガラスるレギュレータ取り外し、取り付け
2-1-1 準備品

杉 状 ^ 推、品名 途

.1)
版.—.]1-



フロントドア

2-1-3 取り外し

1.フロントドアウインドレギュレータハンドルを取り

外す。

2 .フロントドアインサイドブルハンドル、 フロント

ドアハンドルを对义り外す。

3,ドアトリム及サービスホールカバーを取り外す。

35181026

4 ,フロントドアガラスウェザストリッブアウタを取り

外す。

5.フロントドアガラスウェザストリップインナを取り

外す。

6.フロントドアガラスランを取り外す。

7.フロントドアウインドレギュレータを取り外す。

8.フロントドアガラスを縦にして上に抜き出す。

551日1023」

2-1-4 取り付け
1,取り付けは取り外しの逆の手順で行う。

1¢*』^
フロントドアウインドレギユレータを取り

付ける前に、各しゅう動部にアミックス!

グリースを塗布すること。

，フロントドアガラスを取り付ける際には、

レギユレータのリフトアーム先端を確実には

め込んでおくこと。

55181025



2-2 フロントドアロック6アウトサイドハンドル取リ外し、取り付け

2-2-1 取り外し、取り付け
前作龙としてフロントウインドガラスを取り外す（ドアロック）。

① フレーム 5/八，フロントドアリヤロア

② ハンドル 5/八，フロントドアインサイド

ンドル八ソ，フロントドアアウトサイド

④ ロック八ヅ，フロントドア

(パワードアロックの場合はアクチエータとセット）

(5)リンク八ソ，フロントドアオープンコントロール

く3)ハ

551日1065」

保�:為‘キー閉じ込み防止について

パワードアロック装着車ではロックスイッチ〇ドドモードでドアロックがかかる方式の

ためバッテリ端子を外すときは「キーを抜いてから」端子を外して下さい。

キーが付いていて、車両全部のドアが閉じられており、かつ右フロントドアがロック状態

においてバッテリの端子を外すと車両全部のドアがロックされます。

一 10



リヤドア

3 リヤドア

3-1 リヤドアガラス6レギユレータ取り外し、取り付け

3-1-1 準備品

番、品名状 途形 1114

•1/販 リムーバ，クリッブ クリッブ��り外し川

デジタルサーキットテスタ計器

各しゆう�部�布用油脂 アミックス \1？グリース

ガラス取付爪、 キズ防止サービス

ホールカバー取付…石けん水、 保護テープ、ブチルテープその他

5510102

3-1-2 構成図



:ね1

リ

5成卜図アロツク
6アウトサイドハンドル取り外し、取り付け

① ^ コントロール八ン，リヤドアロックリモート

# アクチエータ八ゾ，リヤドアロック

(パワードアロックの場合は，スクリユ，ナットを外し，浴)勘〇)部の結合を外す）

② ケーブル�ゾ，スライドドアロックコントロール

(3)ハンドル八ソ，リヤドアアウトサイド

④ ロック八ン，リャドァ

⑤ リンク，リヤドアロックリモートコントロール

卩一 12



バックドア

4 バックドア

4-1 バックドア取り外し、取り付け

4-1-1 準備品

品济，品 V， 途爪杉 状

山
.

版
リムーバ，クリッブ クリッブ取り外し用

具

計器 デジタルサーキットテスタ

各しゆう觔部�布用油脂 アミックスグリース

ガラス収忖用、 キズ防止用、 サービス

ホールカバー取付川

作衮ひも（約 5隱X 6 �）、ブラスチックヘラ

石けん水、 保通テープ、ブチルテープ
その他

5318103

4-1-2 構成図

①ステー八ゾ，バッグドア（闩㈠ し㈠)

②ヒンジ 5/八，バックドア—— ¦締付トルク丁二200～3001

53181117



4-2 バックドアロック5¢アウトサイドハンドル取り外し、取り付け

4-2-1 構成図

ドー 14



パワーウインド

5 パワーウインド

5-1 パワーウインドマスタスイッチ（運転席）および助手席スイッチ取り外し、

取り付け

5-1-1 構成図

55181035-
�驅』，キー閉じ込み防止について

パワードアロック装着車ではロックスイッチ 0ド「モードでドアロックがかかる方式の

ためバッテリ端子を外すときは「キーを抜いてから」端子を外して下さい。

キーが付いていて、車両全部のドアが閉じられており、かつ右フロントドアがロック状態

においてバッテリの端子を外すと車両全部のドアがロックされます。



5-1-2 単体点検

マスタスイッチ

后
キャンセル1

5%
10

95

^ 翻

5^
4

^
- - -(2)-<5)—

^
3)-,

厂

リヤ右3…フロント左 リヤ左3…5…
リヤ右 リヤ左フロント右 フロント左

4ドア車は空

八
0011 000〇山〇し〇 6 II

/1
5リ 30

^
1/1

^
>
4
-')

^
3 0

I邑@丨
¦

)丨(！)1ミ 逆爭里

0 30 311 08 ド山 F

^
0 E 00 00 II 8

フロントドア（左） スイッチ リヤドアスイッチ
(右左）

マスタスイッチ

リヤドアモータ（右左)フロントドアモータ（右左)

55181048」

ドー 16



ハワウインド

(1) パワーウインドマスタスイッチ
しパワーウインドマスタスイッチ&端 /問の導通を点

検する。

4ドア車は空

八
叩じ叩00山 〇し〇

④ ③ ② ①

⑩ @ @ ⑦ ⑥ ⑤

8 ドしリ「し〇 巳 00 01)

55181045」

一〇邊通あり卩/以ウインドロックスイッチ部

端 ⑨① ④ ③⑥ ⑦ ② ⑧⑤切り竹え

〇 〇〇 〇 〇 0-〇 〇 〇0
^
\ウインド

ロックスイッチ

ノ'?ヮー

〇 -0〇 〇 〇 〇〇 〇

5518106

〇——〇碑通あり卩/%ウインドマニュアルスイッチ部

助手席（ん席）逆如席（右席) ウインド位;没ウインド位；枚

端 / 褓り‘端广�4 1 -' ⑨ ⑧ ⑦( ふ ⑦3〇) ⑤

E0 1)11 01) 8 VI，V 11.1)切り替え切り矜え

ウインドロック
スイツチ

〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇V9 (八じ丁0) じ？
削

〇 〇〇 〇 〇〇 0卜1じ卩
〇 〇

^
：NL0

^
I<

〇 〇
1)(肌\

〇 〇〇)
()1，下

〇 〇席
〇 〇川)

〇 〇 〇 〇〇ドト
，

00洲 1.001¢
〇 〇

〇 〇 〇〇〇〇㈣（八じ丁〇) 00\\\\
〇 〇

席右 席ウインド位芯 ウインド位芯

端广�リ② ① ⑩ ④ ③ ⑦⑩ ⑦

«1.13 卜:抓じ 刪） 卜: II «1.1；切り好え切り锊え

ウインドロック

スイッチ
ウインドロック

スイツチ
〇 〇〇 〇 〇〇 〇 〇V

^
II？

後

〇〇〇 〇
〇尸卜
，

〇 〇〇 〇
⑽し〇〇：尺

〇 〇〇 〇
00\\

^
1)0刪

〇 〇〇〇
席

-0〇 〇 〇11？VV

〇〇 〇 〇1.001¢ し0じ!< (阶
，

()1，下

〇 〇〇 1)0心0()\\ッ

5318107



2 .作觔点検

(1) 導通点検の結果、 正黹と判断した�合行う。

(2) 下,!己点検要領で、 各端 / とボデーアース叫の導通、‘似王を点検する。なお、 表中の’’接続切り屯両側”

はコネクタの接続を切り離し屯晌側のコネクタで点検することを衣し、 ”コネクタ接続”はコネクタを

接続した状態で点検することをあらわす。

卩/ぃスイツチ基準

测定コネ 端 /番号 基平外の場合

の+订合简所"
川 検点 给準条 件

テスタ㊉ロテスタ㊀クタ条件

⑩ロアース 屯I卜: イグニシヨンスイッチ0FF-，0N 〇ソ—10～1バ接絞切り

ボ両侧
，剛則

⑦ロアース 得通 粘時 游通あり

イグニシヨンスイッチ()1

^
、 マスタスイッチ〇へ1

逆紅席スイッチ〇ドド—130%！^
(マニュアル枨作）

〇丫—9\7以上

⑥ロアース
イグニシヨンスイッチ0

^
，速紜席ドア令開—マスタスイッチ

の運�席⑴スイツチ〇〇�：

^
(オート操作）—ドアガラス令問

0\
，
一9丫以上

イグニシヨンスイッチ〇!

^
、マスタスイッチ0N

逆蚣席スイッチ〇ドド-じ？（マニュアル枨作〉
0ソ～9乂以上

⑤㈡アース 紐
イグニシヨンスイッチ 、連紜席ドア仝開—マスタスイッ

チの迷紅席川スイツチじ卩（オート揀作）—ドアガラス全�

〇ソー9ソ以上

—〇ソ

イグニシヨンスイッチ〇!

^
、ウインドロックスイッチ0、

前席（ノ1:)スイツチ〇ドド—〇〇评：

^
⑧0アース •£11-: 〇ソ—9ソ以上

コネクタ

接 絞

マスタ

スイッチイグニシヨンスイッチ〇!

^
、ウインドロックスイッチ0\：

前席（ん）スイツチ〇ド卩—じド
⑨ジアース 屯II-: 〇ソ—9ソ以上

イグニシヨンスイッチ〇改ウインドロックスイッチ〇、
後席（右）スイツチ〇トド—…〇

①ロアース V如-: 〇ソ—^9乂以ヒ

イグニシヨンスイッチ〇1

^
、ウインドロックスイッチ01

^後席（右）スイツチ〇ドド—じ卩
②0アース -

^
)1： 〇乂—9ソ以上

イグニシヨンスイッチ()1

^
、ウインドロックスイッチ0N

後席（左）スイッチ〇ドド—I)◦\VN
③0アース 屯り.: 〇ソ—9乂以上

イグニシヨンスイッチ〇虬ウインドロックスイッチ0

^後席（左)スイツチ〇卜下—じ卩
④ロアース 勒-: 0\

，
一

^
以 I：

5518108

ドー 18
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パワーウインド

(2) パワーウインドドアスイッチ（助手席）点検
1.ドアスイッチ各端子問の導通を点検する。

卩/西レギュレータスイッチ部

じ8

— 鴻通あり II

① ⑥ ⑤ ④
①

〆③
、
③切り矜え

〇 〇〇
⑥ ⑤ ④

乙 』 ヽ〇 〇
(阶

〇 〇
〇 〇

1)0歡’ 500 5111 〇 〇

5518111
551日1051」

(3) レギユレータモータの点検

し端子⑴と端了イ2)に各バッテリ端子を接続し�紅方…】を確認する。

2 .モータ凹虹中、 異疗のないことを点検する。

卩/西モータ基準 /

測定条件 回紜方 …】夕モ

右 左【口I転 右回転バッテリ㊉―端チ①

ノぐソテリ㊀—端 /‘②
フロントドア 0,

左间転左
〇

右凹転バッテリ㊉—端子②

バッテリ㊀—端广① 1¦，フロントドア
右醜

左回転
5318112

55181052」



5-2 リヤドアパワーウインドレギュレータみスイッチ取り外し、取り付け
5-2-1 構成図

I？

ボ

5-2-2 単体点検

(1) リヤドアパワーウインドレギユレータ

& スイッチ

① 導通点検
れ端チ問の導通を点検する。

卩/以リヤドアスイッチ部

$1) 50

八

⑤ ④ ③ @ 〇
〇——〇 #通あり

、端 / 根け ④ ③ ①⑤ ②切り矜え

〇 〇 〇 〇
0じ 8

〇 〇〇

〇00 \\

^
55181046」

5518113

ド ー 20



パワードアロック

6 パワードアロック

6-1 構成図

�ここ V

オーブナ

10八

^
11 ドア〇ツク

コントーラ

夕

—I

由 嬰も<5)

¦¦3繫 ,
^

1C：ドアロック 5%

〇�〇ック

0

^
アンロック

4'- -(3)- -

② 口 〇

⑥ ⑤ ④ 空

ドアロックスイッチドアロックコントロールリレー

八八

^ 祝② ①

0 0
リヤドア〇ックモータ（左.右) バックドアロックモータフロントドアロックモータ（左〉

55181113」

6-1-1 導通点検

(1) パワードアロックコントロールリレー

点検
1,各 端 子 問 の 導 通 を 点 検 す る。
パワードアロックコントロールリレー〇 〇導通あり

ドアロックコントロールリレー

①②

⑥ ⑤ ④ 空端广�り ⑥① ② ④ ⑤切り替え

〇〇 〇中.

5518115

55181112 -1



⑵ パワードアロックスイッチ点検
1.各端チ問の導通を点検する。

パワードアロックスイッチ
ドアロック ド「 只㈠ ドア

海通（あり〇— なし X—)

切り好1、禅ゴ嗜リ ② ③

2じ

^
し〇〇尺 〇

し〇⑶ X X

5518116

53181066 -
⑶ パワードアロックモータ点検
1.ドアロックのモータの端子叫にバッテリ范〇!を加えた時の、 ドア

の薄通を点検する。

パワードアロック点検

ックの作�点検とモータの端了-問〇

� 位 続 作 勅

バッテリ㊉ 口 ①端�

バッテリ㊀ 口 ②端�

ド了 ロック;

^
し00101犬態

①0③端广問導通なし
迷紜席 .フロント右

バッテリ㊉ 口 ②端�

バッテリ㊀ 0 ①端 /，

ドア〇ックカ叹】1\1し0(：

^
：¦犬態

①口③端 /叫導通あり

バッテリ㊉ 口 ①端子

バッテリ㊀ 0 ②端子
ドアロック？

^
し〇〇尺；¦犬態

助手席，フロント左
バッテリ㊉ 口 ②端 /‘

バッテリ㊀ # ①端 /^

ドアロックカ

^
！1

^
し〇0尺:

^
1与

バツテリ㊉ 口 ①端ア-
バッテリ㊀ # ②端イ-

ドアロックが1X)01

^
状態

リ ヤむ
バッテリ㊉ 口 ②端厂

バッテリ㊀ ㈡ ①端子
ドアロックが111\11刀(：尺状態

バッテリ㊉ 0 ①端チ

バッテリ㊀ 口 ②端す. ドアロックカ

”
.0(：尺；!犬態

リ ヤ左
バッテリ㊉ 口 ②端�

バッテリ㊀ 0 ①端了’
ド了 ロック;

^
じ1

^
し0(：10¦犬態

バッテリ㊉ 口 ①端 /‘

バッテリ㊀ 3 ②端子
ドドアロックがし001

^
状態

ボク ドアバ ''/

バッテリ㊉ 口 ②端子

バッテリ㊀ 口 ①瑞卜
ドア〇ックカ

^
;1

^
し0(：仄状態

5518117
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パワードアロック

パワードアロック

55181114 」



7 バックドアパワーロック
7-1 バックドアハ

。
ヮーロックゐスイッチ取り外し、取り付け

7-1-1 準備品

杉 状 「¦¦’¦ 推, 名 川 途1111

山
販

リムーバ，クリッブ クリッブ取り外し用

㈣ デジタルサーキットテスタ

油脂 アミックス N1? グリース 各しゆう勅部�布用

作衮ひも（約5咖父 6 爪）、ブラスチックヘラ

石けん水、保�テープ、 ブチルテープ

ガラス取付川、 キズ防¦¦：用、 サービス

ホールカバー取付川
その他

5518103

7-1-2 構成図

^
〇〇

八

I
オーブナ

51〇
10八

八
「/し

2バックドアオーブナ 5…-0
4 3

オーブナスイッチ

ロツク アンロック¦

- -(3

バックドア
モータ 1̃ 1，

② ①

ロックモータ

55181062

ドー 24



バックドアパワーロック

7-1-3 バックドアパワーロックスイッチの
導通点検

スイッチを操作しながら、 各端子問の導通を点検する。

〇——〇導通あり

1〇〇

^ :
2 1

ノ、ヘンクドアパワーロックスイッチ
4 3

し〇〇ド
端广推

”切りトトえ ① ④ ③②

〇 〇 〇じ1

^
し()0：仄

〇 〇 4
〇ドト

，

〇 〇 ⑽し00ド し0

“〇〇
し〇〇汉

〇 〇 2 3
53181137

5518121

3518121

7-1-4 バックドアパワーロックの点検
バックドアハ

。ワーロックの矜端子にバッテリ屯圧をかけ

たときの作�と導通点検をする。

バックドアパワーロック点検

作接 続�位

バッテリ㊉㈡①端子

バッテリ㊀口②端 /̂
ドアロックカ

”
ズ)010¦尺1琴

バックドア -
バッテリ㊉口②端 户

バッテリ㊀口①端 /，
ド了 ロックヵ

^
;1

^
1X)0101尺態

55181138」5518120



92 -

^

〇㈧3㈧



リムーバ，クリッブ クリッブ冲（り外し川

アミックス IV！？グリース 各しゅう！!力部塗布用油脂

作装ひも（約 5 ㈣X 6111)、ブラスチックヘラ

石けん水、 保通テープ、ブチルテープ、 ウェス

ガラス取付…、 キズ防出爪.サービス

ホールカバー収付II】
その他

5518104

8-1-2 部品配置図

スライド用モータ

スイツチ

チルト用モータ

コントロール
リレー

55181141」

ツインコスミックルーフ

8 ツインコスミックルーフ

8-1 ツインコスミックルーフ取り外し、取り付け

8-1-1 準備品

品番、 名状 出 途杉 1111

ポ販じ
¦¦
六



8-1-3 構成図

尸

ボ
ぐ

ド ー 28



ツインコスミックルーフ

8-1-4 取り外し前作業



8-1-5 取り外し
成形天井を外す。

(1) チルトルーフ

1.チルトルーフロックカバー（けII丄?0を横方1(〇(屯岡

中央側）にずらして外す。

55181143

2 .リムーバアルルーフロックレバーブレート（尺14，し卜1)

からガラスウインドN0.1を取り外す。
，シムを紛失しないよう注意して作業する

55181144 」

3 .リムーバブルルーフヒンジ（け只丄9)を取り外す。
，ガラスウインド1\1()，1を上方に持ち上げ外す。

紅—】，ガスケットやシムを落とさないよう注意して

作業をする。

4 .チルトルーフドライブケーブル六ゲを取り外す0

1

^
— 3 0



ツインコスミックルーフ

(2) スライデイングルーフ

1.取り外し時にガラスがルーフパネル�:に落ちて傷が付

かないようにガラスとルーフウインドのI叫に適
、
14な叹

みのあるスポンジおよびウェスを丸めた物を詰めておく。

2.スライドルーフロックカバー（只9丄11)を外しルーフ

ウインドガラスをスライドルーフロック（け11.1』！

^
)力、

ら取り外す。

3,スライデイングルーフリヤガーニッシュを取り外す。

4.ルーフウインドガラスを屯I山』後方より収り外す。

餘故免 ，ルーフに傷が付かないようルーフパネル上に

ウェスを敷いておく。

クリップは再使用不可

5 ,スライデイングルーフドライブケーブル八ゲを取り

外す。

53181149

8-1-6 取り付け
ユ�りイ十けは、 �乂り外しの迩の 1

^
1肌で行う。

^̂
3 ，取り付け時の注意

スライディングルーフドライブケーブル八ソ，チルトルーフドライブケーブル六ソを取

り付ける時、左右のルーフレールの平行を確保すること

各部シム調整は左右同数を標準とし傾きや偏差がでないよう配慮する。



8-2 ツインコスミックルーフ八丫調整
1.ルーフウインドの建付け,脚幣は矜取り付け部のシムを,调幣して行う。
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クリッブ】�り外し圯リムーバ，クリッブ

計器デジタルサーキットテスタ

各しゅう觔部塗布1»泔10台アミックス \1卩グリース

ガラス取付…、 キズ防止⑴、 サービス

ホールカバー取付用

作業ひも（約 5咖父 6111)、ブラスチックヘラ

石けん水、保通テープ、ブチルテープ、 ウェス
その他

5518105

8-3-1 システム構成図、コネクタ図

システム接続図

リレースライディングルーフ チルト用モータ

丁リ卩@
¦〇

ド/し

00麵

II
丁〇觀

〇-̂ 〇ドし3
リミットスイッチ

スライド用モータ
〇㈣

50

^
(1) 〇サンルーフスイッチ

之)〇刚

^
L05E3)—(0013 <3)3018

リミットスイッチ2 0し51 旦停止用)
<1)

⑩¢N0 命 ぐ!)̃ I

，

闩し32
リミットスイッチ（全閉)

スライデイングルーフリレー

端子番号 シンボル 信号内
，

容

モータ開出力50叩①

オーブン操作日㈧②

③ 闩闩ルーフ全閉検出 5…0し82
④ (空)

⑤ ド闩モータチルトアップ出力

闩〇モータ閉出力3。し3
⑦ クローズ操作 5…0し5

闩〇ルーフー但停止検出 3㈧0し51

卩〇ルーフ全開�出 5…ドし5 サンルーフスイッチ
⑽〇©N0

⑪ イグニッシヨン 3…10

汗〇モータチルトダウン出力

0し5 〇问〇 〇叩

0し32 〇叩

チルト用モータ スライド用モータ

30叫
丁じ

^
50叩，: @ 0-'(2) レ50叩109

^
3)1

^
(？©1

^
)¦

^
¦(9)¦(

^
¦0¦〔6义

/ - 4)夕□N0 0し51
丁〇…问二¢N0 30し3 こV0し51 ◦N0 V 卩し310 〇し3卩し3 闩し32

52181215

ツインコスミックルーフ

8-3 単体点検

途用品番、仏名状�

»1/
販.
1;
]4



8-3-2 ツインコスミックルーフスイッチ
(1) 導通点検

スイッチを操作しながら、 各端 /-叫の導通を点検する。

ツインコスミックルーフスイッチ墀通（〇—あり X—なし）

端子番巧 ③ ② ① 〔@ ① ]切り矜え

()1心 〇 〇

〇トト
.

X，X X
0し3 □N0 〇叫

〇(:し05ヒ 〇

5518122

55181191

8-3-3 スライデイングルーフリレー

(1) 作動点検

次の点検，顺に促って各端子とポデーアース問の導通や電圧を点検する。

なお、 表中の’’接続切り中両側”はコネクタの接絞を切り離し堆両側のコネクタで点検することを表し、

”コネクタ接絞’’はコネクタを接続した状態で点検することを表す。

ツインコスミックルーフスイッチ基準

測定コネ 端广�3

テスタ㊉ロテスタ㊀
仙 検 丛 準条 件

クタ篆件

⑩ロアース 薄通 常時 導通あり

⑪泛アース 電圧 イグニシヨンスイッチ〇ドド— 〇ソ—10～14ソ

②ロアース 導通 サンルーフスイッチ〇ド卩—〇卩已

^
，

薄通なし—あり

⑦#アース 海通 サンルーフスイッチ〇ドド—0し05已 導通なし—あり

⑨ロアース 薄通 チルト仝I明リミットスイッチ〇ドド—〇、 導通なし-あり
接絞切り

申両側
⑧ロアース 導通 スライドー時停丨1：リミットスイツチ〇ドド40X 導通なし—あり

③ロアース 得通 スライド令閉リミットスイツチ〇卩卩—“X 導通なし—あり

①0アース 導通 常時 導通なし

⑤ロアース 導通 常時 導通なし

⑥0アース 薄通 常時 導通なし

⑫Vアース 導通 常時 導通なし

⑤0アース 薄通 各スイツチ〇卩ド 導通あり

⑫4アース 海通 各スイツチ〇ドト
，

薄通あり

イグニシヨンスイッチ〇1\1、チルト全間スイッチ〇ドド

サンルーフスイッチ〇ドド—⑤ロアース 〇乂—10～14ソ

イグニシヨンスイッチ01

^
、 チルト仝間スイッチ0

^サンルーフスイッチ〇ドド—0し(）5卜：：
⑤ロアース 屯圧 〇ソ—10～14ソ

イグニシヨンスイッチ01

^
1、 チルト今川1スイッチ

サンルーフスイッチ〇ド卩—0FEN①ロアース 細 〇ソ—10～“V

イグニシヨンスイッチ〇!

^
、 スライド全開スイッチ〇べ

サンルーフスイッチ〇ドド—0し05トニ
①2アース 屯/卜: 〇ソ叫〇～

“
V

コネクタ

梭 続 ⑫ロアース 導通 各スイツチ(肝 導通あり

⑥ロアース 導通 汽スイツチ01，下 導通あり

イグニシヨンスイッチ〇1\1、 チ/レト仝間スイッチ〇ドド

サンルーフスイッチ〇ドド—01)EN⑫ロアース 電圧 〇ソ—10～“V

イグニシヨンスイッチ〇1

^
、 チルト仝間スイッチ〇、

サンルーフスイッチ〇ド卩—0し05^
⑫ロアース VIII«-1 〇ソ—10～14乂

イグニシヨンスイッチ0、、 チルト全開スイッチ0

^サンルーフスイッチ〇ドド—〇卩
⑥#アース 屯，I-: 〇丫—10～14乂

イグニシヨンスイッチ01

^
、 チルト个開スイッチ01

^サンルーフスイッチ〇ドド—(：1」05ビ
⑥ロアース 范I王 〇乂—10～“V

5318123
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ツインコスミックルーフ

8-3-4 チルトルーフドライブギヤ

(1) チルトルーフモータの点検

1,端子①とバッテリ㊉端子、 端子③とバッテリ㊀端子を接

絞し左回転する。

2,端子③とバッテリ㊉端イへ端チ①とバッテリ㊀端子を接

続し右㈣転する。

3.モータ回虹中、 異音の無いことを点検する。

⑵ チルトルーフモータ6ケーブルの初期設定

チルトルーフモータをケーブル八ゲから取り外した場合は再度組み付けるときには初期設定位;？?にして

糸IIみ付ける。

① チルトルーフモータの初期設定位置
(1) カバーを取り外す。

(2) 已リングを外して、 カムを取る。

⑶ ギヤのポイントマークとハウジングの突起を合わせる。

⑷ ⑵―⑴で組み付ける。

55181172 -

② ケーブル八ソの初期設定位置
(1) レール先端から155.8關の位的にシューのリンクのI

"
けム

中心を合わせる（ぉ/し共）。

55181173 -

③ 組み付け

①、②を合わせてからケーブル八ゲにチルトモータを組み付ける。



8-3-5 スライドルーフドライブギヤ
(1) スライドルーフモータの点検
1.端子①とバッテリ㊉端チ、 端+③とバッテリ㊀端？を接

続し左问転する。

2,端子③とバッテリ㊉端チ、端子①とバッテリ㊀端チを接

続し右回蚣する。

3,モータ回虹中、 異�の無いことを点検する。

⑵ スライドルーフモータ5¢ケーブルの初期設定

スライドルーフモータをケーブル六ヅから取り外した場合は再度組み付けるときには初期設定位搏にし

て組み付ける。

① スライドルーフモータの初期設定位置
(1) カバーを取り外す。

(2)己リングを外して、 カムを取る。

(3) ギヤのポイントマークとハウジングの�起を介わせる。

⑷ ⑵-⑴で組み付ける。

ド

ボ
55181177

② ケーブル八ソの初期設定位置
(1) レール先端から111.8㈣の位;枚にシューのリンクの�丰云

屮心を合わせる（只/し共）。
〇 〇

芦，
111.8±1

35181178

③ 組み付け
①、 ②を合わせてからケーブル八ゲにチルトモータを組み付ける。
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ツインコスミックルーフ

8-4 現象別トラブルシューテイング

8-4-1 システム構成図、コネクタ配置図

システム接続図

チルト用モータリレースライデイングルーフ

11)?
16

ド/し

00糊

I
II

〇

^
〇厂し5

リミットスイッチ

スライド用モータ

50

^
0-サンルーフスイッチ

00叩

0し05巳3)—(7)01$ <3)50し5
リミットスイッチ2 闩し51

̃
(一旦停止用)

^
0⑽〇 ぐ〇 1

.
闩し32

リミットスイッチ（全閉)

スライデイングルーフリレー

雉子番号 信号内容シンボル

① モータ開出力30叫

⑦ オープン操作 5…〇叩

⑦ ルーフ全閉検出 5…0し52

0 (空〉

卩〇モータチルトアップ出力⑤

モータ閉出力3018
クローズ操作 3…⑦ 0し5

④ ルーフー但停止検出0し31

ド〇ルーフ全開�出 5…ドし3 サンルーフスイッチ
⑼〇

⑪ イグニッシヨン16
⑫ ド〇モータチルトダウン出力丁〇湘

0し5 ⑽〇 〇刚

0し52
チルト用モータ

バじ？

スライド用モータ

レ50？问

71)9、
⑤7 ぼ.一

1 50し3一了0\

^
、

多〔8丄 ⑦ 或
〆
，④ @ の，、逆及 ⑽〇 吼31

丁〇觀ノ卽〇 乙V闩し51 50し3
□N0

^
ドし51(3 厂し5 0し5 0132

55181215 -



8-4-2 前点検

1，バッテリ觅圧を点検する。

11～14ソ

2 ,リミットスイッチの作�小良を誘発する取扱いが無いか確認する。

(1) チルトルーフに子供がぶら下がる

〇〇

，チルトルーフのリミツトスイツチ（尸し5)カォ0ドドになる

⑵ スライドシューストツノ、。にゴミカミか

^
ある

―スライドー時怜止リミットスイッチ（1儿51〉がしない

8-4-3 現象別トラブルシューティング

(1) ツインコスミックルーフが全く作動しない0

く 〉16キーを01

^
1にする

リレーの1ら(；1

^
0端子問の祀I卜:

は9̃15ソか

(コネクタは�統したまま）

パワーミニフュージブルリンク（30八）

—サブヒューズブロック取付部不良

サブヒューズブロック～リレー問ハーネスイく良

N0

チヤート 2一-"6へ

5518127

卩一 38



ツインコスミックルーフ

⑵ チルトルーフがアップしない。

〉く キーを0、にする

化5チルトルーフモータの

問に導通はあるか

チルトルーフモータ小只

N0

リレーのド1

^
(：ポ1)叫に

�迪はあるか

(コネクタは�続したまま）

チルトルーフモータ

―リレ ー1111ワイヤハーネス不设

¥£5

N0

)くサンルーフスイッチを01

^
1

^
側に押す

N0
サンルーフスイッチの小以サンルーフスイッチの

01》！

^
(；附)問に#通はあるか

丫已8

リレーの〇ド!

^
(:,N01出に

導通はあるか

(コネクタは�校したまま）

サンルーフスイッチ

～リレー叫ワイヤハーネスイく以

N0

くN0
リレー不良リレーの丁叫の

電圧が9ソ以上あるか

(コネクタは接統したまま）

チルトルーフモータの丁じ!3-丁間の

屯

“
が9ソ以上あるか

(コネクタは接校したまま）

N0 チルトルーフモータ

-リレー問ワイヤハーネス不以

¥£5

チルトルーフモータ不良

チルトルーフリンク不良

(ゴミなどがかみ込んでいないか）

5518128



⑶ チルトルーフがダウンしない。

く 〉1(：，キーを01\！にする

〈 )スライドルーフを乍:閗にする

スライドルーフモータ£01

^
81-0

^
1)

問に導通はあるか

作8
スライドルーフモータイく以

N0

リレーの�メト61

^
1)に

薄通はあるか

(コネクタは接’統したまま）

スライドルーフモータ

—リレー間ワイヤハーネス不良

丫卜：5

N0

スライドルーフモータ

^
1

*

4

スライドルーフリンクイく良

(ゴミなどがかみ込んでI、ないか)

スライドルーフモータの!

^
82ぐボ1)

問に導通はあるか

N0

犯8

リレーの尺]
^
82-(31

^
0に

禅迪はあるか

(コネクタは�続したまま）

スライドルーフモータ

～リレー卯ワイヤハーネスイく设

N0

)ンルーフスイッチを（：1ズ）8已仰¦にが戸す

サンルーフスイッチの

01

^
61

^
0間に相通はあるか

N0
サンルーフスイッチの不良

奸8

リレーの(:1

^
01

^
1)間に

墀通はあるか

(コネクタは�統したまま）

サンルーフスイッチ

～リレー問ワイヤハーネスイく良

N0

¥£8

リレーの丁1；ド下1)\\

^
4叫の

箱，2が9ソ以卜.あるか

(コネクタは接続したまま）

)
N0

リレー不良

チルトルーフモータの丁じ卜丁0\\7

^
問の

V11111が9ソ以 1二あるか

(コネクタは接緒したまま）

チルトルーフモータ

～リレー叫ワイヤハーネス千:上2

N0

チルトルーフモータイ、]

^チルトルーフリンク不良

(ゴミなどがかみ込んでI、ないか）

3518129
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ツインコスミックルーフ

⑷ スライドルーフが開かない。

〉く キーを01

^
にする

く 〉チルトルーフを令開にする

チルトルーフモータイく位

チルトルーフリンクイ、良

(ゴミなどがかみ込んでいないか)

チルトルーフモータの

ド1

^
(：11

^
01川に墀通はあるか

N0

丫以

リレーのに

�通はあるか

(コネクタは接統したまま）

チルトルーフモータ

～リレーI川ワイヤハーネス不良

N0

く )サンルーフスイッチを（)ド1

^
側に押す

N0
サンルーフスイッチの不良サンルーフスイッチの

01

”
(

^
！)問に溥通はあるか

几5

リレーの〇？队(

^
0問に

導通はあるか

(コネクタは�統したまま）

サンルーフスイッチ

～リレー卯ワイヤハーネスイく良

N0

丫1：5

)N0
リレーイ、良リレーの501

^
-201^5の

箱ぼが9ソ以上あるか

(コネクタは�校したまま）

スライドルーフモータの30 問

の��王が9ソ以上あるか

(コネクタは接統したまま）

スライドルーフモータ

～リレー問ワイヤハーネスイく良

N0

丫1：8

スライドルーフモータ不良

スライドルーフリンクイく良

(ゴミなどがかみ込んでいないか)

5518130



⑸ スライドルーフが閉じない0

く )10キーを01

^
1にする

サンルーフスイッチを〇ド已!

^
侧に

数忭叫だけ押す

スライドルーフモータ（7)尺し8レ〇1\10

問に�通はあるか

スライドルーフモータ不良

N0

リレーの! 間に

�通はあるか

(コネクタは�統したまま）

スライドルーフモータ

～リレ ー¦川ワイヤハーネスイく良

N0

チルトルーフモータ不良

チルトルーフリンク不良

(ゴミなどがかみ込んでいないか）

チルトルーフモータ

間に導)!!!はあるか

N0

¥£8

(
チルリレーのドし9(；1

^
1)問に

�通はあるか

(コネクタは�統したまま）

トルーフモータ

～リレー問ワイヤハーネス不拉

N0

)ンルーフスイッチを〔し〇5

^
�に押す

N0
サンルーフスイッチの

間に#通はあるか

サンルーフスイッチの不良

竹：8

ボリレーの01

^
01

^
0問に

#通はあるか

(コネクタは�絞したまま〉

サンルーフスイッチ

̃リレー問ワイヤハーネスイく]

^
N0

N0
リレーの50？ル8(：1

^
間の祖圧が

9ソ以1：あるか

(コネクタは接校したまま）

コンピュータイく设

¥£3

スライドルーフモータの問

の�丨1：が9ソ以ヒあるか

(コネクタは接校したまま）

N0 スライドルーフモータ

～リレー叫ワイヤハーネス不设

スライドルーフモータ不良

スライドルーフリンク不良

(ゴミなどがかみ込んでI、ないか)

3518131
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ツインコスミックルーフ

⑻ スライドルーフが閉作動中に一時停止しない0

〉く 16キーを01

^
1にする

く 〉スライドルーフを全問にする

N0
スライドルーフ全開—企閉作勁中に

スライドルーフモータの!?1

^
2-6X13

間が�迪になるポイントがあるか

スライドルーフモータイく良

¥£8

スライドルーフ全開—令:閉�動屮に

リレーの!

^
2でポ1)問が導通に

なるポイントがあるか

スライドルーフモータ

—リレー問ワイヤハーネス不良

N0

�8

( リレー不良

5518132



9 ノく二〆ノぐ

9-1 バンパ取り外し、取り付け

9-1-1 構成図

55181221」

ボ

ド ー 44



サイドストーンガード

10 サイドストーンガード

10-1 サイドストーンガード取り外し、取り付け

10-1-1 準備品

途名
门

厂旧

モールデイング取り外しII！石けん水
汕

モールデイング取り外しII！ブラスチックヘラまたはカツタ脂
そ

布テープ モールデイング取り外し時のボデー保護用の
他

モールデイング取り付け川アルコールまたは白ガソリン

5518135

10-1-2 構成図



11 リヤスポイラ

11-1 リヤスポイラ取り外し、取り付け
11̃ 1̃ 1 構成図

ドリルでブラグに穴を明け、 針金などを折りI川げて取り外

す0

穴を明ける

551日1245」
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キャンバストップ（パネルバン）

12 キャンバストップ（ハ
。
ネルバン）

12-1 キャンバストップ取り外し、取り付け

12-1-1 構成図

55181251」



13 インストルメントパネル

13-1 インストルメントパネル取り外し、取り付け

13-1-1 構成図

ボ

13-1-2 取り外し
1.バッテリ端子を外す。

2.取り付けボルトを外してステアリングコラム八ゲを屯両後方にずらす。

3 .メーター上部のセンタクラスタ用スクリュウ（ 2 本）、 およびクリッブ（ 8 本）を外しメータークラスタ

を取り外す。

4 ,ラジオおよび各ハーネス、 ケーブル（除くヒーコンケーブル）�を取り外す。

5.各ブレース類を取り外す。

6.インストルメントパネルホールカバーおよびスクリュウを取り外す。

7,インストルメントパネル肉側のボルトを外し本体を取り外す0

13-1-3 取り付け
1.取り付けは、 取り外しと逆の手順で作龙を行う。

ド ー 48



シート

14 シート

14-1 フロントシート取り外し、取り付け

14-1-1 構成図

53181260」

14一1-2 取り外し

(1) フロント対座シート
1.左席の後方にイ】るケーブルジョイントのカバーを外し

左席から出て V、るケーブルを取り外す。



2 .左右のケーブルジョイントをポデーから収り外す。

3.左右のシート八ゲを取り外す。

55181273」

① 取り付け
1.取り付けは、 取り外しと逆の手順で作龙を行う。

慕..，左右のケーブルジョイント間：さ:でケーブル

のたるみ無きこと。

(ケーブルをケーブルジョイントの切欠部に

はめこむ際にたるみの無い状態ではめ込むこ

と〇)

- 50



シート

14-2 フロントシート分解、組み付け

14-2-1 構成図

締付 単位：レ8 * ¢ルク

アトレー (リ'
くーノ)位 ビック

175～325

168～312

84～156

パン
部

㊇ リクライニング八ヅ，（

^
)シートクッション

⑬ シートトラック ②シートクッシヨン

〇シートトラック ②日/〇サービスホールカパー

245～455 217～403

168～312 168～312

84～156 84～156

55181265



14-3 リヤシート取り外し、取り付け
14-3-1 構成図

ふ
—9

単位：レ8 *¢

"
*

アトレーリバーノ

266～494

129～241

56～104

84～156

200～450

締付トルク

アトレー

266～494

129～241

部 位

⑧ アームレスト ⑧シートパ、ソウ

⑬ リクライニング八ソ，⑧シートクッシヨン

〇シートトラック ⑧シートクッシヨン

⑬ シートトラック ⑧シートレグ

⑥ シートベルトインナ ②シートアンカフック

55181266」
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シート

カノズーをI中し下(ずる。

カバーを上部フックから外し、 上に引き抜く。

遍恩
7

55181268

12-1

:§5
55181269



〇

為

丁二102～153

“
8 ⑺

T二290～540レ8

多

，
〇

•6

丁二102～1534.。

55181278」

ド ー 5 4
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シートベルト

15 シートベルト

15-1 シートべルト取り外し、取り付け

15-1-1 構成図



16 へッドライニング

16-1 取り外し、取り付け
16-1-1 準備品

ヘッドライニング脱着準備品

形 状 品番、品名 川 途

市

リムーバ，クリッブ クリッブ取り外し川

その他作龙ひも（約 5�父 6 〇1)、ブラスチックヘラ、 イ¦けん水、保,獲テーブ、 ウェスガラス取り付け川、 キズ防止川

5518136

16-1-2 構成図

•»0

ド ー 56



ドライニングツ

16-1-3 取り外し前作業



16-1-4 取り外し（成形天井）
1,シートベルトやインナミラー、 アシストグリップ、 サンバイザー等内装部品を外す。

2 .各ピラーガーニッシュ傾を外す。

3,コントロールスイツチを外す。

4 ,ルーフヘッドライニング N0.1 ライト⑺〇』レフト）

ガーニッシュを外す。

クリッブを外したのち、 》1(両�方にずらして外す。

55181293 -1

5 ,サンシェードトリムロックN0.2ブラケット（只/し）を

外す。

ボ
6.ルーフのセンターメンバーを利用してひもなどで成形

天井を保持する。

55181298
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へッドライニング

7,クリッブを外す。

8.サンシェードレール（尺/し）の中央部を外す。

9 .ブラグホールを外し、サンシェードレール（0丁1そ）お

よびサンシエードレール（ぉ/し）の後端部を外す。

10.サンシェードレール（〇丁尺）の�端部を外す。

11.クオータウンド部のヘッドライニングをウインドシー

ルドから抜き、 成形天井全体を屯両後方に抜く。

55181300」



(1 ) 成形天井の分解
1,サンシエード

^
’〇.1およびN0.2 を前方

“
に抜く。

2,サンシェードトリムブラケットを外す。

3 .サンシェードレール 5/八を外す。

4 ,トリム5/六サンシェードN0.3 を屯両外側に抜く。

16-1-5 取り付け
取り付けは取り外しの逆の手順で行う。

1,各シエードの操作がスムースにできることを確認する。

操作荷重1.%が±0.5基準

2 ,成形天�の前端をフックに掛ける。

ド

ボ
ぐ

55181312 -

3 ,成形天丼を一段仙に押した後侍ち上げス味に後退させ中

央部の穴位沢を合わせ、 仮付けする。（成形天井の前部

および後部を本体に傷を付けないよう注意してヒモ等で

保持する）

4.後部取り付け部を仮付けする。

35181313
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へッドライニング

5,クリッブで成形天井を各ビラー部にセットする。

なお、 成形天井をピラー部に取り付ける時の基咿は右側

8ピラー合15とする。

6 - 各取り付け部を増し締めし確実に取り付ける。

^
30 ^ 成形天井を取り外し時、取り外した物を直接

フロアに置いて天井端部を折り曲げないよう

注意すること（センターレール部を台上に乗せ

るようにする）。

成形天井の取り回し時は、折れる恐れが有る

ので天井端末付近を持たないこと。

サンシェードレールを取り外して再組み付け

する時は、必ずレールに位置決めをして作業

すること。



17 電動カーテン

17-1 電動カーテン取り外し、取り付け
17-1-1 構成図

35181331
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電動カーテン

17-1-2 取り外し

1,各カーテンをモーターから取り外す。

フックをねじってカーテンレールから外す。

55181333 -
2 ,保通テープを巻いた薄刀ドライバを用いて�つけない

よう注意しカバーを取り外す。

55181332 -
3 ,スクリュウ、 コネクタおよびホルダー（ノズックドア）を

外し、 モータ公レールを取り外す。

バックドアロアモータ（レール）の中央取付部はバック

ドアウインドウインドシールドゴムの屮に�るので、ゴ

ムを開けて外す。

55181334」

17-1-3 取り付け
1,取り付けは、 取り外した逆の手顺で作業する。

2,モーター部にカーテンを取り付ける時は外側の穴にフックを掛ける。

3,カーテンは室内側をぶ向にして取り付ける。

^ 電動カーテン取り外し、取り付け時の注意

- カーテン布を取り外した状態でカーテンモータを作動させない。
，レール開口部にキャッシュカードなどの磁気カードやヘアピン、クリップなどの金属片を入

れない

- レール開口部を狭める、こじ開けるなど無理な力を加えない。
，レール内部を分解しない。

參取り外したモータ�レール八ソを持ち運ぶときは、両手で左右を同時に持つこと。

注意



17-2 単体点検

17-2-1 準備品

杉 状 品浓，品名 III 途

各部点検用

[みコネクタの端子点検��形を防ぐ

ために使用]

3 09083-00060-000
ミニテストリード

8
T

計器デジタルサーキットテスタ

5518140

17-2-2 部品配置図

サーマルブロテクタ

スイッチ

サーマルプロテクタ

バックドアカーテン
アツパモータカブラ

サイドカーテンモータカプラ

バックドアカーテン
ロアモータカブラ

35181345

ド ー 64

ドホテ—



電動カーテン

17-2-3 点検

(1) カーテンスイッチ

1,導通点検

スイッチの各端广問の導通および電

“
を点検する。

〇——〇導通あり

日〇叩0〇 8

@ ①
電動カーテンスイツチ部

I
端��号

り

”
）！

“
① ② ④ ⑤ ⑥

〇〇!

^
〇

80し5闩〇し3
〇 〇〇トト

，
5隱 〇 〇

〇 〇0し05卜: 55181344
〇 〇

〇 〇 〇〇01

^
\

〇 〇01，1..
〇 〇

〇 -一〇
0し()31：

〇 〇

5518141

電動カーテンスイッチ基準

�準外の埃介

のイく从合问所

端 / 番け

テスタ㊉ロテスタ㊀
叩:条 (1：項

"
検

サイドカーテンスイッチ「〇ドド」または「(：し〇8に』①0アース 導通あり禅通

イグニシヨンスイツチ「01

^
」、

サイドカーテンスイッチ「〇ドド」—「0卩ビ\」
①女アース 勒-: 0卜10～

“
V

サイドカーテンスイッチ「〇ドド」または「()卩ビ1

^
」 導通あり③ロアース 薄通

イグニシヨンスイッチ「〇～」，
サイドカーテンスイッチ「〇ドド』

，「0し05だ』

リヤカーテンスイッチ「0【，下」または「01.056」

③ロアース .£11-： 〇ソーぺ〇～14ソ

中 ㈣ 侧
導通あり②ロアース 導通

イグニシヨンスイッチ「01

^
」、

リヤカーテンスイッチ「〇ド卩」—「0ドトこIV！」
②ロアース 策圧 〇乂—>10～

“
V

リヤカーテンスイッチ「〇卩ド」または「0ドビ：\1」 導通あり⑥0アース 典通

イグニシヨンスイッチ「0、」、

リヤカーテンスイッチ「〇ド厂」-「じ1乂)5已」
⑥㈡アース 如卜: 〇乂—10～“V

5318142



⑵ 電動カーテンモータ《1レール

1,導通点検

コネクタ端了�の導通を点検する。

〇〇 ドライブコイルがどの位置にあっても導通が

あること。

2,作動点検

(1) ドライブコイルを乎で勋かし、 レールの端から端まで

スムースに移�することを点検する。

〔 参考〕，ドライブコイル -中- 体のしゅう�抵抗

，，，，約60卩

(2) ドライブコイルにカーテンを吊し、 コネクタ叫にバッ

テリ也圧を加えたとき、ドライブコイルが移�するこ

とを確認する。

括

^
0，1.無負荷状態でレールに電圧を加えない。

2.5秒以上連続して電圧を加えない。

⑶ サーマルプロテクタの点検

1,薄通点検

③と⑥、②と⑤、①と④の各端 /問に導�が心ること。

55181346」

左カーテン
右カーテン

パックカーテン

II

④ ⑤ ④

55181349

2 ,作動点検

全問後「(:1乂)5幻にしたとき、’，せ流値が9 ～14八から 0 八(

変化することを確認する。

常温時

サイドカーテン

ノくックカーテン

基準

約60秒以内

約75秒以内

尸 ― 66



ダンプ機構

1 8 ダンプ機構

1 8-1 整備作業上の注意
1.リヤボデーを上 V？させて作業を実施する場合は、 必ずセフテイブロック等でリヤボデーを保待し、

下降しないようにして行う。

2 .リヤボデーを上封させる�僉はエンジン㈣虹数は3000「口⑴以ドで行う。

1 8-1-1 準備品

サーキットテスタ、 デジタルサーキットテスタ、 ノギス朴器

コスモスーパーフルイド32(コスモ石汕）

スーパーハイランド32(口本心油）

シェルテラスオイル32(昭和シェル石油）

ダフニスーパー

ヌトー11？32:ヌトー

“
32(エツソスタンダード）

150粘度分類32-2神作觔油
汕脂

イドロニックフルード32(出光興席）ハ

アミックス \1ドグリース.シールテープ

3318151

1 8-1-2 オイル交換

オイル交換は屯検ごとに交換または仕様頻度の多ぃ�公は �年ごとに交換する。

1.リヤボデーを上外させ、 セフテイブロックで保持する。

2 ,ホイストシリンダ上部のタッハ
。
スクリユブラグを外

す0

3 ,ダンブスイッチの「〇〇…⑴側を押す。

4 .ポンプおよびタンクよりオイルを抜く。

5.オイルタンクにオイルを注人する0 (約2.50

6,エア抜きを行う。

ポンプのテーパスクリユブラグよりオイルが出てきた

ら締めつける。

[3，ポンプのテーパスクリユプラグにシール

テープを巻くこと。

(1) ホイストシリンダ上部のタッパスクリユブラグを外

れた状態でエンジンを始�する。

(2) ダンプスイッチを「じド」側に数㈣作仙させ、 ブラグ穴

よりオイルが出てきたらブラグにシールテープを苍き

締めつける

注

33181353 -*



(3) リヤボデーを下降しオイルタンクにオイルを補給す

る0
フイルタ

(フイルタ�而より10土 5咖）

(？

10±5⑺⑺

^
:

ク0
53181354」

7 , 2 ～ 3 ㈣ダンプ�作を行い作�がスムースであることを確認する。

(1) 作勋がスムースでない垛作は、 �びエア抜きを行う。

18-1-3 ホイストシリンダポンプ

(1) 車上点検

イグニッシヨンスイッチを「〇1\1」にしダンプコントロー

ルスイッチを「じド」側に操作したときクラッチゼネレータ

が強く吸…されればよい。

55181355 -

⑵ ホイストシリンダポンプ取り外し、取り付け

，丁 350土 50

'6 '一丁：375±75：̃

I，

①コネクタ

②ホース 5/八，ハイプレッシャ

(1)ホース 5/八，口ー ブレッシャ

④ポルトツ/ワッシャ

⑤ベルト，V

⑧ボルト西/ワッシャ

⑦ポンプ八ソ，ホイストシリンダ

^^
31:

35181356

^取り付けは、 取り外しの逆で顺で行う。
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ダンプ機構

18-1-4 バルブコントロールコイル（切替弁電
磁コイル）

(1) 点検

1,作勛点検

コントロールバルブのロツドを押し込み、 バツテリ屯;卜:
をかけたときロツドが飛びだすことを確�する。

また、 ロツドを外しゴミ等の付芥が無いことを確認する。

2,導通点検

&端广とアース叫の導通を点検する。

(2) スプールバルブ

1.スブールバルブのしゆう！

^
がスムースであることを確

ボンブボデー

�する。

2,スブールハつレブ～ポデー端而の隙問を測定する。

，スプリングは取り付けた状態でスプールバル

ブを押し込み測定する。

3 .隙問が基準�外または作�がスムースでない場合は、 ス

ブールバルブ、 スプリングを取り外して洗浄し、 得び

取り付け、 隙問およびしゅう#力を確認する。

18-1-5 ホイストシリンダ取り外し、取り付け

スプール

バルブ
1〇.〇～1〇.5晒

51

10—10.5^^ 55181358」

^
650±15

^ ①ナット，ロック

②ワッシャ，プレート

③ビン 5/八，ホイストシリンダ

④ブッシュ，ヒンジ

⑤ホース 5/八，ハイプレッシャ

⑧ナット，ロック

⑦ワッシャ，プレート

⑧ビン 5/八，ホイストシリンダ

⑧ブッシュ，ヒンジ

⑬シリンダ八ソ，ホイスト
単位：

^
8*0

^

55181359

取り付けは、取り外しを逆手順で行う。



18-1-6 ダンプコントロールスイッチ
(1) 点検

端子間の導通点検を行う。

スイツチ端 /’ 2 3

じ卩

1¢3 2
〇̃ Ĩ130職 〇

5518152

55181363

⑵ ダンプ機構の故障とその処置

故隙現象 推定职ドI 芯

作觔油域不足 オイル補給

オイルの;

^
れ 瀨れ�所の增し締め修邢ポンプは…1+云している

が仰台の上蚌不良 切矜弁閉度イ、良 切�訂消祕の火:�

ポンプ内リリーフ弁のII-:カイく足 ボンブ交換

オイルに空気混人 エア抜きの太施

作動汕!政不足 オイル袖給

オイル中に光物混入 オイル交換

卜坏時荷台がしゃくる 屯磁クラッチのすべり 屯磁クラッチ交換

Vベルトの張り不足 ベルトの張り，��

[注]小故等による変形または駆觔系統の曲がり等も卜.好畤荷

台がしゃくる拟闽となる

切矜弁が作#むしていない。または作�小良 スイツチ系統に興常がないか点検

份台が I：がったままド

降しない。またはド降

スビードが迩い

ホイストシリンダロタドの曲がり

ホイストシリンダの企み、または凹み、ホイスト機構の焼付
ホイストシリンダ交換

切涔訂屯磁コイルの说祖 屯磁コイルの交換

切好かが究仝に�つていない

オイル中に與物混入

(逆止弁付近が不良となりオイルが逃げる）

切矜允沾铋の龙施

�㈣ダンプし、 敗らなければポンプ
仰¦「(をかけると沿台が

下がる
交換

オイルに空

“
浞人 エア抜きの火施

油性不良 適件粘度の汕に交換

ホイストシリンダノゞッキンの咿托 ホイストシリンダの交換
シリンダ光端部より油

がでる
エア抜きプラグを収り外しシール

テープをき付け
エア抜きブラグ部のシールテープ切�

スイツチ系統の浙線 スイツチ交換

ヒューズ切れ スイツチ系統点検の卜.ヒューズ交換

‘屯磁クラッチの焼招

，这磁クラッチのすべり
ポンプが㈣�しない 屯磁クラッチ交換

Vベルトのゆるみ Vベルト弧り，脚辂

ポンプ内のピストンまたはシリンダの焼� ボンブ交換

3316153
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ダンプ機構

18-1-7 リヤボデー（ ダンプ ）
(1) 準備品

途品 川

ミ山月行アミックスグリース 潤滑用

リヤポデー…りドげ用その他：チェンブロック

5518154

⑵ リヤボデー取り外し、取り付け



⑶ 取り外し前の作業
セフテイガードでリヤボデーを保持する。

⑷ 取り外し手順

1.ロックナットを手で戻せるまでゆるめておく。

§¢■11，このとき、リヤポデーをチェーンブロックで吊っておく。

2.セフテイガードを外しホイストシリンダを降ろしてホイストシリンダピンを外す。

3.ホイストシリンダを外す。

4 ,ヒンジブッシュを外す。

5.チェーンブロックで持ち上げるか、 数人で持ち上げリヤポデーを取り外す。

⑸ 取り付け手順

1,リヤボデーを朵せる。

2,内曲にアミックス]\1尸グリースを塗布したのちヒンジ

ブッシュを取り付ける。

3,ホイストシリンダを取り付ける。

4 .ホイストシリンダロッドを伸ばし、 ビン穴を合わせて

ホイストシリンダビンを取り付ける。

グリース逢布

551日1362」

5 .リヤポデーをセフテイガードで保持し、 各ワッシャおよびロックナットを締めつける。

ド ー 72



6 -ボデーエレクトリカル

1 電源系 -…

1 - 1 パ ッ テ リ 怂 ヒ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク

1- 2 イ グ ニ シ ョ ン ス イ ッ チ ，

2 ランプ間係

2 - 1 ヘ ッ ド ラ ン ブ

2 - 2 ヘ ッ ド ラ ン プ 八 ル ブ 取 り 外 し、取 り 付 け

(ア ト レ ー 系）…

2 - 3 ク リ ア ラ ン ス ラ ン ブ ハ リ レ ブ 取 り 外 し、

取 り 付 け .
2 - 4 フ ロ ン ト タ ー ン シ グ ナ ル ラ ン ブ

对 义 リ 外 し、� 疋 り 付 け

2 - 5 サ イ ド タ ー ン シ グ ナ ル ラ ン ブ ハ’ル ブ

只 丈 リ 外 し、』仪 リ イ オ け，

2 - 6 リ ヤ コ ン ビ ネ ー シ ョ ン ラ ン ブ ハ リ レ ブ

取 り 外 し、取 り 付 け .
2 - 7 ラ イ セ ン ス プ レ ー ト ラ ン プ 取 り 外 し、

取 り 付 け，

2 - 8 ラ イ テ ィ ン グ ス イ ッ チ

3 コンビネーションメータ

3 - 1 メ ー タ 内、ユ ニ ッ ト の 取 リ 外 し、取 リ 付 け

〇- 1
〇- 1

〇- 2
0- 3
0- 3

0 4

[〇̃

^
1 0- 5 ¦

0- 5

〇- 6

0- 6

07

0- 8

0- 8
3 ̃ 2 スヒート，ータ

3 - 3 タコメータ

4 ゲージ .

4 - 1 フューエルゲージ

4 - 2 ウオータテンパラチャゲージ，

4 - 3 ブレーキレベルウオーニングランプ

0-10
0-10

0-1 1 1
0-111

1 〇̃12 ¦

0-1 3 I

4 - 4 オイルウオーニングランプ

4 - 5 排奴疗狩報灯 ^

5 ブザー類 .

5 - 1 リバースウオーニングブザ

6 ヮイパ，

6 - 1 フロントワイバ�ータ沒了ーム …-
6 - 2 フロントワイパヴオッシャ

6 - 3 リヤワイパモータ公アーム '

7 ヒータ …

7 - 1 ヒ メ -12-二^
ット -ぃ" —ハ

"
.

8 - 1 新冷媒⑴13 4…に関する注意 -
8 ̃ 2 機能点検

8 - 3 クーリングユニットの取リ外し、取り付け

(卜15

0 1 6

0171
0-17¦

^
18

(レ23

0-25

0-28
0-28

0-31

0-31

0 31

0-321
8 - 4 コンデンサの取り外し、』仪リ1十け

9 オーディォ ’

033

0 35

クアイ 0-359 - 1 バツ

〇ボ
¦

丁エレキ



電源系

1 電源系

1-1 バッテリ 6 ヒュージブルリンク

1-1-1 部品配置図

赤色0.85 (オルタネータ） 以外

黄色1.0 (オルタネータ〉，モ「1

桃色0.3 (ランプ）

綠色0.5 (フアン）
緑色0.5 (日？3) ，モ卩5車

ヒュージブルリンクヒュージブルリンク

青色 2.0
黒色 1.25

㊀
〇

パフテリ

(ビック系)

1I
118°

N0
30八

八85
50厶 30八30八 30八 3

0せ
II ご注�

(バン系)

(バン系）

リレーブロック
(運転席シート下)

ヒューズブロック
(インストルメントパネル
中央下部）

ヒュージブルリンクブロック
(バッテリ横側）

551円2001

1-1-2 バッテリ（充電インジケータ付き、液栓

無い場合）
(1) 充電インジケータの見方

充笛インジケータの色で允诋状態を確認:する。

インジケータの色允屯状態 %必

Iド. 常グ リ �験および他⑴ン

ク不 足ブラ 汕允说が必贤''/

透 液が不足丨始�できない時バッテリ交換叫

35

^
230

允電インジケータを兌るときはいつも�上から兄て下さい。

允電インジケータの色が透明とか弱い放色のときは奸くた

たいて51泡を除いてからもう一度確,忍してドさい。

551N2062



1-2 イクニシヨンスイッチ
1-2-1 単体点検

1，接続及の通りれ端 / 1⑴の導汕があること。

接続表

厂 I 八ぃ101

31 八〇〇 1(32イグニシヨンスイッチ キーソレノイド

位置 101△N1 八⑶ 102 5丁
1

^
50+

脱

〇 〇\00

〇 〇 〇 〇(別

1̃ 1»<30-
〇 〇 〇 〇5丁八1《丁

111- 八

"
101»<30

53

^
201 «50 51 八〇〇 162

5$!N2002 -

0 - 2

〇ボテ—エレキ



ランプ関係

2 ランプ関係

2-1 ヘッドランプ

2-1-1 構成図

① パンパ，フロント

② ラジェータグリル

③ ヘッドランプ

55出2003」

2-1-2 点検前の作業
1.タイヤ空気圧を正規にし、 巡如席に1名朵ポしておこなう。

2 .ガソリン、 オイル、 水は満タンにし、 スペアタイヤ、 エ只-、 ジャッキは正規の位敗に搭�する0

3.リ(¦山]を上下左右にゆすって、 サスペンションが疋規状態に落ちつくようにする。

4 ,エンジン回転数は1 5 0 0叩0 1以上で行う。

2-1-3 機能点検（光軸調整）
1.水平な床の上にスクリーンから 3 ⑺離れた位;ろ:にヘッドランプがくるように、 スクリーンに対して訌

角に1 8く。

2 .スクリーンにヘッドランプ焦点の椹準点を設定する。

さを調格ラインとしてスクリーン上に描く。左心へッドランブの中心鉛〆I：線をスクリーン上に設定し、

調整ラインとの祝点「卜’」を求める。

3 .ヘッドランプをアッハ
。
ビームの状態で点灯させ、 スクリーン上の交点「ド」にくるようにアジヤステイ

ングスクリュで凋格する。

ドランブの中心商さ！"

I I」から471110101いた品へツ



4 .焦 点 调 赘 後、 ロ ア ビ ー ム に し て 左 斜 め ド を 照 射 す る こ と を 確 認 す る。

2-2 ヘッドランプバルブ取り外し、取り付け

(アトレー系）
2-2-1 構成図

① カパー，ヘッドランプ

② バルブ，ヘッドランプ

53

^
2005 -1

2-3 クリアランスランプバルブ取り外し、取

リ付け

2-3-1 構成図

0 - 4

I

〇ボテ—エレキ



ランプ関係

2-4 フロントターンシグナルランプ取り外し、取り付け

2-4-1 構成図

2-5 サイドターンシグナルランプバルブ取り外し、取り付け

2-5-1 構成図

1
'

① レンズ，サイドターンシグナルランプ

② バルブ，サイドターンシグナルランプ

351«2008」



2-6 リヤコンビネーションランプバルブ取り外し、取り付け
2-6-1 構成図

① リヤコンビネーションランプ

② ソケット

③ バルブ

55出2009 -

2-7 ライセンスプレートランプ取り外し、取り付け
2-7-1 構成図

6 2

〇

4① レンズ，ライセンスプレートランプ

(2) バルブ

55出2010」

0 - 6

〇ボテ—エレキ



ランプ関係

2-8 ライティングスイッチ

2-8-1 単体点検

1.接絞表の通り各端子叫の導通を点検する。

(1) ライト8¢デイマパッシングスイッチ

故 /.
1:1 丁〇 卜：2 13+ £3 111 し〇

バッシンク \デイマライト

巳30-0 0-0 门

〇〇卜下 9し
丁8し〇 8+

0-0IIじ

¢2 日1N10-00-00-0
〇 〇ひて)

+ .1111

55出2012」00 0-0 0-0卜

00 0-0 〇 〇II

〇〇 ひ心11じ

35

^
202

(2) ターンシグナル8¢ハザードスイッチ

端�
1.1 1(1 3( 82

グナル\ハザード ターンシ

〇〇 〇 0̃

〇!'下 X

〇--〇 0-0
〇 〇〇～ し N1，1そ

55出203

82
门

81

55

^
2013 -



令

^
2 @7(8)11 初（

^
3 初 ㊇4(12 ©6 ©6 ©4 ©8 2 ©1 ⑧11⑧13⑧12⑧1 @13 (14

口II 〇

作厂-七
(2)16 ©10 -* ©1

3 コンビネーシヨンメータ

3-1 メータ内、ユニットの取り外し、取り付け
3-1-1 回路図

(8)14 @15 (5)1 @16〔明 ⑧10 ⑧3

<!

^
L4-4 ふ

照明

0.0

^60：^
3

@
2

京09

像

リバ—スブザ
I

八

8 5

@

シートべルトチェックエンジン
@

オイルブレ—キ

排̂気温回路

チヤージ排気溫
4

^0
夕—ン(右
)

ターン
(

左
)

ビーム
リ—ドスイツチ

フューエル

多

テンプ

〇ボデ—エレキ

80



コンビネーションメータ

3-1-2 構成図

3-1-3 取り外し

1.①コンビネーションガラスを取り外す。

⑥メータサーキットブレートを取り外す。

3-1-4 取り付け
1,⑥メータサーキットブレートを』[又り付ける。

①コンビネーションガラスを取り付ける。



3-2 スピードメータ

3-2-1 機能点検

1.ス ピ ー ド メ ー タ テ ス タ を 使 用 し て メ ー タ の 指 示 誤 差、 指 針 の 振 れ、 積 算 計 の 作 � の 点 検 を 行 う。

メータぶボ（誤ぶ:） 備 考

衍 示 差誤 十15%～一10%以内 火速（テスタ指示速度）4 0ール以上にて

衍 針 振 ±2一/卜以内れ

53

^
204

^
3

^
1，タ イ ヤ 空 気 圧 の 過 不 足、磨 耗 は メ ー タ 指 示 誤 差 の 原 因 に な る。

- 指 針 の 振 れ は ケ ー ブ ル に 起 因 す る こ と が 多 い。

3-2-2 単体点検

(1) リードスイッチ

ス ピ ー ド メ ー タ の 回 衫 軸 を ゆ っ く り 1回 虹 さ せ た 時 の、

� 速 信 号 出 力 端 子④と リ ー ド ス イ ッ チ 用 ア ー ス 端 子⑧問 の

導 通 を 点 検 す る。
，駆 動 軸1回 転 さ せ る 間 に、 4 回 導 通 す る こ と。

551㈠2015」

3-3 タコメータ

3-3-1 機能点検

1,卜1紅 計 を 接 続 し て、 エ ン ジ ン 始 � さ せ て タ コ メ ー タ の 指 示 忍I差 を 計 測 す る。

13.5\

^
，25.0 电位：「口

標準 ㈣ 転数 1,00012,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

衍 小誤差 ±100し(±15〇))±2〇〇 (土2〇〇)±2〇〇(土25〇) ±3〇〇(土3如

55出205

0 — 10

〇ボテ—エレキ



ゲージ

4 ゲージ

4-1 フューエルゲージ

4-1-1 回路図

フューエルレシーバゲージイグニシヨンスイッチ
ゲージ
〇

^
〇〇@

〇

〇

〇

〇

〇

〇

ヒューエル
センダゲージ

55出2016」

4-1-2 機能点検

1.フューエルセンダゲージ行きコネクタを外す。

2.イグニションスイッチを「0 1

^
」にしたとき、 フューエル

レシーノゞゲージの衍針がだを示すことを確認する。

3.フューエルセンダゲージ行きコネクタの屯両ワイヤ

ーネス側コネクタ①番端了-をアースする。イグニショ

ンスイッチを「0 1

^
1」にしたとき、 フューエルレシーノズ

ゲージの指針が徐々に上界しドを示すことを確認する。

ただし、ゲージの指針が落ち着くまで3 分程かかる。

4 .イグニションスイッチを「〇ドド」にしたとき、 フューエ

ルレシーバゲージの指針がドを示し続けることを確說

する。

4-1-3 単体点検

(1) フューエルレシーバゲージ

1.コ ン ビ ネ ー シ ョ ン メ ー タ よ り フ ュ ー エ ル レ シ ー バ

ゲージを取り外す。

2 .フューエルレシーバゲージ六ゲの各端子問の抵抗を測

定する。

アース側 フューエル
センダゲージ

端子

車両ハーネス側コネクタ
(オス）

551㈠2017 -

抵抗�（⑴測 定 端

〇 (10㊉端了-)
^

～ ⑬（ゲージ端子）

⑬（ゲージ端 /') ～ ㊣（アース端子）

0 (アース端子）～ @ (100

^
17* )

約170

約100
$$1«2018

約270

55…206



(2) フユーエルセンタゲージ

フロートが引っ掛かりなく�くことを確認する。フロート

の位馮をIく点とド点の1!;】で変化させたときの端とボデーI⑴

の抵杭�を測定する。

族準攸
フロートの位闲（〇〇) 抵抗�⑴)

•1( I山】 位 15

58.2～64.2 1～ 5
ビック系

1/2 点 119.3 28.5～36.5
パネルバン系

ビ点 155.3～161.3 113～127

118.6～124.6 1～ 5

系 1/2 点 189.5 28.5～36.5ン

已点
0巳 252.2～258.2 113～127

53

^
207

55出2019

4-2 ウオータテンパラチヤゲージ

4-2-1 回路図

ウオータテンパラチヤレシーバゲージイグニションスイッチ
ゲージ

0
〇

〇

〇

ウォータ
テンパラチヤ

センダゲージ

55出2020

4-2-2 機能点検

1.ウオータテンパラチヤセンダゲージのコネクタを外す。

2.イグニシヨンスイッチを「01

^
」にしたとき、 ウオータテンパラチヤレシーバゲージの指針が0を示す

ことを確認する。

3.ウオータテンパラチヤセンダゲージから切り離したコネクタをアースしたとき、 ウオータテンハ
。ラ

チヤセンダゲージの指針が

“
を示すことを確認する。

0 - 1 2

〇ボテ—エレキ



ゲージ

4-2-3 単体点検

551㈠2021

(1) ウオータテンパラチヤレシーバゲージ
1.コンビネーションメータよりウオータテンパラチヤレシーバゲージ八ヅを取り外す。

2 .ウオータテンパラチャレシーバゲージ八ヅの各端了]叫の抵抗を図る。

抵抗欣（〇)測 定 端

⑧（10㊉端子） ～ ⑧（ゲージ端 /0 約55

⑧（ゲージ端子）～ ㊣（アース端子) 約230

0 (アース端子）～ @ (10㊉端 /0 約180

35

^
208

⑵ ウオータテンパラチヤセンダゲージ
ゲージ端チとゲージポデー問の抵杭を測定する。

度 (
〇

0溢 抵抗娥（〇)

50 190～260

115 24.2～28.1

551N209

4-3 ブレーキレベルウオーニングランプ

4-3-1 回路図

イグニシヨンスイッチ

ブレーキレベル
ウオーニングランプ

ゲージ

ブレーキ
ウオーニング
レベルスイッチ

パーキング
ブレーキ
スイッチ

バッテリ

551N2022 -



4-3-2 機能点検

1 - エ ン ジ ン を 始 觔 す る。

2 .パーキングブレーキレバーを戾す。

3 .ブ レ ー キ レ ベ ル ウ オ ー ニ ン グ ス イ ッ チ の コ ネ ク タ を

切 り 離 す。

4 .ハ ー ネ ス 側 コ ネ ク タ を 短 絡 さ せ た と き、 ブ レ ー キ イ

ジ ケ ー タ ラ ン プ が 点 灯 す る こ と を 確 認 す る。

ハーネス側
コネクタン

551㈠2023

4-3-3 単体点検

(1) ブレーキレベルウオーニングスイ

1.ブ レ ー キ レ ベ ル ウ オ ー ニ ン グ ス イ ッ チ の コ ネ ク タ を

切 り 離 す。

2 .サ ー キ ッ ト テ ス タ を 接 続 す る。

3 .ブ レ ー キ レ ベ ル ウ オ ー ニ ン グ ス イ ッ チ（フ ロ ー ト）を

押 し 下 げ た と き に、 導 通 す る こ と を 確 認 す る。

ツナ

〇 〇

〇

551N2024」

(2) パーキングブレーキスイッチ
パ ー キ ン グ ブ レ ー キ レ バ ー を 降 ろ し た 状 態 で ス イ ツ チ は「〇 ド ド」に レ バ ー を…い た 状 態 で「〇…に な る こ

と。

0 - 1 4

〇ボテ—エレキ



ゲージ

4-4 オイルウオーニングランプ

55出2025」

4-4-1 機能点検

1.オイルブレッシャスイッチのコネクタを抜き取りハーネス側コネクタをアースさせる。キースイッチ

「〇⑴でオイルウオーニングランプが点灯すること。

2 .オイルブレッチャスイッチのコネクタを抜き取りオイ

ルブレッシャスイッチの端子とアース問に導通があり、

エンジンを问転させるとオイルブレッシャスイッチの

端子とアース問の導通がなくなること。

551㈠2026」



4-5 排気音警報灯

4-5-1 回路図

4-5-2 機能点検

エンジンを始勋させェキゾーストガステンパラチヤセンサのコネクタを外すと排试？7锌報灯が点灯する

こと。

4-5-3 単体点検

ェキゾーストガステンパラチヤセンサの端了‘とボデー問に導通があること。

0 - 16

〇ボテ-エレキ



ブザー類

5 ブザー類

5-1 リバースウオーニングブザー

5-1-1 単体点検

イグニシヨンスイッチが「0…の状態で、シフトレバーをリバースにシフトするとブザーが鳴ること。

5-1-2 単体点検
ブザーの①端チをバッテリ十端 7-、 ②端子をバッテリ-端

子に接続した時に、ブザーが鳴ること。
泽側

口巳ロロ〇ロロ3
〇

〇, I 〇 I

551㈠2029 -



6 ヮイパ

6-1 フロントワイパモータ5？アーム

6-1-1 回路図

ワイパモータ

1(3スイッチ

ヒューズ

バッテリ

ワイパ

ス1クチ
ワイパコントロールリレー

呼巧 8
01

^
1

^
1113162=906:81 0- 0

ウオッシャ

スイッチき02

02 ウォッシャ
モータ3501 02

01

I03

(2速十間欠ワイパ)
ワイパモータ

。ハム&〇

16スイッチ

̃〇〇

^
〇̃〇

^
〇—.

ヒューズ

バッテリ

ワイパ

スイッチ

^̂

^
±8$5 42

0？

^ 交 6236:&]し〇…屮(3卜 ウォッシャ
スイッチ

(2速)
ウォッシャ
モータ

551N2030」

0 - 1 8

〇ボテ—エレキ



6-1-2 構成図



6-1-3 取り外し

1,取り外し前の作業

メータ、 インストルメントパネルを外す。サポート八ヅペタルブラケットとフロントパネルの締めつけ

ボルト 3 本を少しづつ緩めて、 サポートを後方に�け、 ワイパ取り付けブラケットド部のポルト 2 本付近の

隙問を卜分にとる0 トランスミッションコントロールコンピュータのブラケットポルト 2 本を外してお

35

^
2041」

2 ,①ブレードを外す。

ブレードはワイハ
。
アームよりラバーにストッパが付いて

いる側を、図の矢印の方向に引っ張り抜き取る。

3,②ナット

④ワイパアーム

551㈠2032 -

0 - 2 0

〇ボテ—エレキ



ワイパ

4 ,⑤ワイパモータ

ワイノ、。ブラケットのド部の 2 本のボルトは少しだけ緩め

ておき（外さず）、 上部 2 本を外してワイパをブラットごと上

に抜きとる。

5.⑥ウインドシールドワイパリンクを外す0

6-1-4 取り付け手順
1,⑥ウインドシールドワイパリンク

③ワイパアーム

2 ,②ナット

ワイパブレードの位笊を調格する0

55出2034」

3 ,①ブレード

ブレードをアームに組み付けるとき、ブレードのストッパ

側がピボットに近い側に組み付いていることを確認する。

〔参考〕，フロント側の左右のワイノヽ
。
アーム公ブレード

は同じものである。

55出2035」



6-1-5 単体点検

551㈠2036

(1) ワイパモータ
1.ワイハ

。
モータのボデーアースを確認したのち、 コネクタを外す。

2.十 2端子をバッテリの十端了-に接続したとき、 而速でモータが回転すること。

3 .十 1端子をバッテリ十に接続したとき、低速でモータが回紅すること。

4 ,+13端子および十 1端�をバッテリ十端子に接続して、 ワイパを作勋させて作！？力途中で十 1端 /‘の接統

を外し、 モータを途中で止める。

5.十 1端 /‘と、端子を接続したとき、 モータが低速で再び作�し、丨1��小.位;没で怜¦卜.することを確認

する。

6-1-6 単体点検

(1) ワイパスイッチ（ 2 速）
接続衣通りに各端子問の導通があること。

+3

〇 〇

〇〇

〇 〇11109

551㈠210

55出2037

0 - 2 2

〇ボデ—エレキ



ワイパ

⑵ ワイパスイッチ（間欠 2 速)

巳58 +8 4-1 +2

53巳 +2
门

〇
+1

%
I

〇

51 +2 ㈧丁8
〇〇

@ …丁 〇 〇- 〇̃〇

し〇… 〇- 〇̃

㈠16ド 〇〇

%

ワイパコントロール 」リレー（スイッチ部に内蔵〉

ワイパスイッチ

55出2038

1.スイッチが「〇ドド」、「し〇」、「111」の�合に接続衣各端广問に得通があること。

2 ,スイッチ「IX丁」の位芯において、+8端 /‘をバッテリの十側に、ピ端�をバッテリの-側に接続した時に

リレー作觔音がすることを確認し、十 1端 / に12\
，がかかること。次にバッテリの十端から十8端了‘

を外したときリレー作�音がし、 そして十 1端子と、端子が導通すること。

6-2 フロントワイパウオッシャ

6—2—1 回路図

イグニッシヨンスイッチ

0 砂
ウォッシャ
モータ

+8 …
〇〇〇问

ウォッシャスイッチ

55出2039



6-2-2 構成図

① ジャー《1 ポンプ八ソ，ウォータ

② ポンプ八ソ，ウォータ

551N2040 -
6-2-3 単体点検
(1) フロントワイパウオッシャスイッチ
1,スイッチ「01

^
」の状態で右閃の+ 13と XVに接続があるこ

と。

35

^
2042

0 - 2 4

〇ボテ—エレキ



ワイパ

6-3 リヤワイパモータ8¢アーム

6-3-1 回路図

〇

リヤワイパモータ

イグニッシヨンスイッチ

バ
ン

テ
リ

〇- 〇̃

リヤワイパスイッチ

551N2043

6-3-2 構成図

白

5

① ナット

(2) アーム，ワイパ 6 ブレード

③ ナットヘキサゴン

④ パッキン，ワイパリンク

(3)ブレード

⑧ モータ 6 ブラケット八ソ

55出2044



6-3-3 取り外し
1,取 り 外 し 前 の 作 業

ノ ベ ッ ク ド ア ト リ ム ボ ー ド を 外 す0

2.①ナ ッ ト を 外 す。

⑥モ ー タ 公 ブ ラ ケ ッ ト 八 ヅ を は ず す。

6-3-4 取り付け
1,⑥モ ー タ 公 ブ ラ ケ ッ ト 八 乂 を 取 り 付 け る。

2 .⑤ブ レ ー ド を②ワ イ ハ
。
公 ブ レ ー ド ア ー ム に 取 り 付 け る0

� 邏』，ワ イ パ ブ レ ー ド ラ バ ー は 組 み 付 け た と き に、

ス ト ッ パ 側 が 必 ず ピ ポ ッ ト に 近 い 側 に 組 み 付

い て い る こ と を 確 認 す る。

ストッパの無い方

ヒボット

551㈠2045」

3 .④ワ イ パ リ ン ク ハ-ツ キ ン を 取 り 付 け る0

①ナ ッ ト を 紺 み 付 け る

4 ,取 り 付 け 後 の 作 業

ノ ベ ッ ク ド ア ト リ ム ボ ー ド を � 又 り¦才 け る。

6-3-5 単体点検

(1) リヤワイパモータ
1.ワ イ パ モ ー タ の（-）端 /^を バ ッ テ リ の㊀端 /̂ と 接 続 す る。

2 ,ワイハ
。

モ ー タ の（十）端 子 を バ ッ テ リ の㊉端 子 と 接 続 す

る。

3.次 に、 ワイハ。
モ ー タ の（+1)端 子 を バ ッ テ リ の㊉端 子 に

接 続 す る と、 モ ー タ は 问 丰 云 し は じ め る 0 ワイノヽ
。
モ ー タ

の（十1)端 子 を バ ッ テ リ の㊉端 子 か ら 離 す と、 モ ー タ は

1口1辛 云 し 続 け る が 自 � 怜±位 置 の 所 で モ ー タ は 止 ま り ま す。

551㈠2046」

6 — 26

'

しボデ—エレキ



ワイパ

(2) リヤワイパスイッチ
接絞衣の通り各端チ問の導通があること。

① ② ③レ

〇 〇0N (ワイパスイツチ〉

〇 〇 〇(ウオツシヤスイッチ）

53

^
211

55

^
2047



7 ヒータ

7-1 ヒータユニット
7-1-1 構成図

① パネル�ソ，インストルメント

② コントロール八ヅヒータ

③ フロア八ソ

④ タクトエア

⑤ ホース，ウォータ

⑧ ラジェータ八ヅヒータ

551㈠2048

0 - 2 8

〇ボテ—エレキ



ヒータ

7-1-2 取り外し手順

1,取り外し前の作業

バッテリの㊀端子を外し、 ラジェータから�却水を抜く。

2.①インストルメントパネルを取り外す。

⑥ヒータを取り外す

7-1-3 取り付け手順

1,⑥ヒータを組み付ける。

③エアダクト

2.®ヒータコントロールを取り付ける。

(1) モード切替え用ケーブルを組み付ける。ヒータコント

ロールのモード切矜えレバーを丁）側にし、ヒー

タユニツトのモード切抒えレノズーを丁側にして

ケーブルを差し込み、 クランプする。

⑵ 温度調節…ケーブルを組み付ける。ヒータコント

ルの温度調節用レバーを（〇〇〇し）側に、ヒータユニ

卜の温度凋節レバーを0001.側にしてケーブルを差し

込み、 クランプする。

〇

ヴ



(3) 内外试切皆え用ケーブルを組み付ける。ヒータコント

ロールの内外氕切妤えレバーを（11ビ01只0)側、ブロア

八ゲの内外�切矜えレバーをえ0側にしてケーブル

を差し込み、 クランプする。

3 .①インストルメントパネルを紺み付ける0

4 ,取り付け後の作龙

ラジェータに冷却水を注入し、 バッテリの㊀端子を組み付ける。

7-1-4 単体点検

(1) ブロアスイツチ

接絞表通り各端�問の#通があること。

ブロワ端子配列

端子 ㊉ ㊀N1 14切換

㊉ ㊀〇

〇 〇
巳IV！㈠

〇 〇 〇2

〇 〇 〇3

551闩212

35

^
2052

(2) ヒータブロアレジスタ

端子間の抵抗値を測定する。 2.00 1.00

^
>-7\A^

>VV

^
)

し N1 ㈠

N/1

し- 吲 & ㈠

551闩2053」

0 - 3 0

〇ボデ—エレキ



10分 5分間放8
750巾巾N9以上

冷

媒

充

て

ん

真

引

ぎ

開

始

機

密

チ

X

7

ク

冷

媒

充

て

ん

接続部のチ：！：ック修正 ゲージ圧仆が〇巾2まで冷以をガス状で入れる

8-2-2 アイドルアップ装置の作動確認

八/〇スイッチを〇\、〇ドドさせてアイドルアップが正常に作�するか、 3 、 4 ㈣繰り返して作�確,忍を

する0

エアコン

8 エアコン

8-1 新冷媒⑴1343)に関する注意

8-1-1 互換性について

冷媒サイクルを構成する部品やコンブレッサオイルなどは、1バ3如のシステムと従米の只12のシステムで

71換性はないので注�する。

8-1-2 新冷媒（円1343)について

冷媒は必ず只1343を使明すること。冷媒ガスを誤充�すると、潤沿不良によりコンブレッサがロックする

恐れがある。

8-1-3 コンプレッサオイルについて
コンブレッサオイルは必ず1

^
0-011,8 を使川すること。尺1343のシステムに只12爪のコンブレッサオイ

ルを使⑴すると、 潤滑イく设によるコンブレッサのロック、 ゴム部品の膨潤による冷媒もれ3；の恐れがある。

逆に尺12のシステムにけ1343川のコンブレッサオイルを使)IIすると八/〇システムの耐久性が低ドする。また、

只1343用のコンブレッサオイルは吸況性が故いので、 八/〇部品を外した場合は、 此ちにプラグ、 ビニール

テープ笠で大気と遮断する。

8-1-4 〇リングについて

〇リングは必ず只13如⑴の〇リングを使;】Iすること。只の〇リングと只12用の〇リングは材質、 線径等

が;4うため、 誤って使⑴するとガス漏れを起こす恐れがある。

8-1-5 真空引き作業について

灯空りIきを行う場合は、 只12川の真空ポンプに'4磁弁アダプタを取り付けて作業する。

8-2 機能点検

8-2-1 真空引き、ガス漏れ点検、冷媒の充塡

真空引き停止 ガス漏れチェック



8～12⑴⑺

8-2-3 コンフレッサベルトの再調整
初期仲びによるべルトの緩みを修正するため、 5 分以上運転後べルトのたわみ

“
を冉調幣する。

8晰1から12關（10ド�押力）

1 1 ，ベルトを張り過ぎるとベアリングなどに悪影

響があり、ゆる過ぎるとスリップして異音が

出たり、ベルトの寿命を縮めるため、必ず確

認、調整すること。

- ベルトのたわみ量はさだめられたプーリ間で

測定する。

55

^
2055

8-3 クーリングユニ

8-3-1 構成図

卜の取り外し、取り付けヅ

2

① ブロア八55ソ

%)ユニット八55ヅ，クーリング

8-3-2 取り外し前作業

1.グロー ボックス、 メータ、 インストルメントパネルを取り外す。

0 - 32

注窓

準

〇^0^0〇

〇ボデ—エレキ



エアコン

2,冷媒ガスを抜き取る。

3 ,低商圧パイブを切り離す。

8-3-3 取り外し

1,①ヒータブロアモータ

②クーリングユニット

8-3-4 取り付け
取り外しの逆の手順でおこなう。

8-3-5 取り付け後作業

1.インストルメントパネル、メータ、 グローブボックスを侃元する。

2,冷媒ガスを注入する。

3,ガス瀨れ点検をおこなう。

8-4 コンデンサの取り外し、取り付け

8-4-1 構成図

53

^
2057 ^

8-4-2 取り外し前作業

1,スペアタイヤを外す。

2,冷媒ガスを抜き取る。

3,品！！八イブ�を外す。

4 .屯体からコンデンサをブラケットごと外す。



8-4-3 取り外し作業

1,①コンデンサブラケット

②コンデンサ八ゲ

8-4-4 取り付け作業
取り外し作龙の逆の手順で行う。

8-4-5 取り付け後の作業

1 ,冷媒ガスを注入する。

2 ,冷媒ガスの漏れ点検を行う。

3,スペアタイヤを取り付ける。

0 - 34

0

ボテ—エレキ



(ケーブル側メス） （カメラ側オス)

コネクタ8 コネクタ8

ぎ3

82

8
*

5

8
*

1，- - '〇- -
8

*

4

ケーブル カメラ

イクニッシヨン日㈧ コ不クタ八

0

^
0

0

^
0-1•»0 0-リバース ⑽

〇——
ライティング

バッテリ

ディスプレイ

八2(八〇〇) 83

八3(リバ-ス） 82

4ィ以ング) 85

八5(アース） 81

巳4

〇

13

(�源12ソ〉

(ヵメ，)
(カメラ、アース）

(ビデオ信号、令)

(ビデオ信号、-)

アミ線（ビデオ信号-)
白ビデオ

信号十
白

赤（12ソ)

黑
黄（9\0 (カメラ、アース）

八1

私 3
〇

八3 八5 八5
(車両ハーネス側）（ディスプレイ側)

八3

(ディスプレイ側メス）（ケーブル側オス）

オーデイオ

9 オーディオ

9-1 バックアイ

9-1-1 回路図

4

8

8
,
8



9-1-2 トラブルシューテイング

イグニシヨンスイッチ「01

^
1」、 シフトレバー「尺」、 デイスブレイのパワースイッチ「0…の状態にして

も、 デイスブレイの映像が映らない場合

N0
ティスプレイの画面は光るか

カメラとディスプレイ間の

ケーブルの外れ、 断線が

ないか

ディスプレイの背面の

コネクタ八が外れていないか

¥£5 外3

コネクタぎを外してみて

日'3に12ソ、82に9ソの

電圧がかかっているか

コネクタ八を外して八2、八3

にバッテリ電圧がかかり

八5は車兩アースされているか

N0

¥£3

コネクタビを再び接続して

巳‘1にカメラからの出力信号

が発生しているか

ライティングスイッチ

「〇㈤」でにバッテリ電圧

がかかっているか

丫68

¥£3
N0

カメラの故� ディスプレイの故障

オシロスコープによるカメラからの出力波形

551日2061」

0 - 36

〇ボテ—エレキ
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整備基準値

1 整備基準値

1-1 エンジン

エンジン調整基準値表

已トソ1
，
5エンジン形式 「>

.
-N5

ビック ビックII ノズ ン バ ンン

(•»1 妃 数 (叩⑴〉 950±50 850±50 900±50ドア ル

時 期 (71ゲ1
，
1)(：) 5 土 2 10± 21** 火 7 ± 2

十 1.0

— 0.5 ，凋辂不要アイド 0 〇 (%) (八5(太カット） 1.5ル

900以下卜 (1)卩111)0IIア ル

アイドル 1口1 紅数（25て）（「口⑴） 2,000±300フアースト

スロットル ボジシヨナ タッチ叫I数ひ卩⑺） 1，800±100

シリンダ ド 550土507

締付トルク

(1(名.001) 195±39インテークマニホールド

255±51ェキゾーストマニホールド

0.25土().05I IV！
温問

0.30±0.050.35土().05圧 X 0.30±0.05
バルブ クリアランス（麵）

0.20土0.05 0.18±0.050.1810.05I X
冷問

0.2510.05 0.30±0.05 0.2510.05

^
X

ベルト张乃 (1(

^
) ( 5 111111たわみ時）タイミング 3.35±0.65

ンし0\\フト’じしし 1.7/2.7オイル パ

潤：竹油綾（〇 令 3.1

ドレン排出時の残顷 0.3

5 \\し30 (811+11'«
1) 10

^
-30 (8ド扪当)他 川 才 ル

0.15/0.7リザーバ タンク1ズ〉\\7ド111丄 0.18/0.65
冷却水镜 0)

3,7(2 \\ 1))
4,0(4 \\

，
0)

4,0( \1

^
)

“
（八/丁）仝界蚨（リザーバタンク除く）

キャップ開弁丨卜：(

^
/〇

^
)

5.04.94.9

ラジェ 夕 0.9土().15
小 冰 液 浞 合 比 （寒冷地） （％) 30 (50)

V ベルトたわみ ％ (關）（相ぶ1格、 10

“
加I十:時） 7.0～10.5

ブ ブグ ギラ 0.9～1.0ヴ

アイドル アツブ 1
"
!虹数レ¦而） 1，300±50エアコン

55

^
999

シリンダヘッド

发:叩 使坩限度 摘II

シリンダへッドド而のひずみ（麵) 0.10

へッド高寸法ド 下 面 砥 嗲 法す 100 99.8ヴ

ホールド取り付け而のひずみ（麵） 0.10マ

1.2～1.6 2.3
たり幅（丨咖）

X 1.2～1.6 2.3
バルブ シ

30
。
一45"—70方たり面角度

卜：X 20 -45 -70'

5516999



バルフガイドフッシュ

使川限度
II 摘 发:

卜:「-N5.丁5 1」卜
，
-卜：5 15 ビド-卜：3

\ 7.00〇'7.020 5.510～5.535 7.045 5.550
内シ 汗 ブッシュの上端で測定ヴ

已 X 7.000～7.020 5.510～5.535 7.045 5.550

X 0.025～0.060 0.027～0.067 0.075 0.080
ブッシュとステムの隙問（酬）

6 X 0.030～0.065 0.040～0.080 0.085 0.100

シュ打ち込み残りしろ（圆） アッシュは0/50.03を使用15.2～15.8''/

551

^
999

バルブ

使用限度
項 II 摘 %

>1 1.2～1.6 2.3
蝠小

I た 0
E X 2.31.2～1.6

1 た 0 [/«1 度 44
〇

3〇
,

1.0～1.4 0.9
バルブ ド部肉呼（抓0ヴ

卜：X 1.3～1.7

>1 6.960～6.975 5.468～5.483 6.940 5.448
テ 部 外 样 （》111»)ム ステムエンドから3500(4ス

X 6.955～6.970 5.455～5.470 6.935 5.435

1\ 112.34 110.0
令 土を （111111)

ビ X 112.64 111.2

テ 部 1

"
! みス ム 0.2

5516999

バルブスプリング

丛咿阶 使川限度
功 II 摘 %

丁3 1:1ニド,5 [，:トィ5，丁5

X 45.2～46.0 41.0～42.0
ド! 山 公

£1 X 45.2～46.0 40.5～41.5

38.0 39.0
取 り 付 け 品 ( 111111)さ

E X 38.0 37.0

11
*
«： 度 0 -1 . 6 , 0 - 1 . 5

551£999

バルブロッカシャフト、ロッカアーム

使川限度
II 摘 �

巳ドポ5,丁5 1
1*」ニト -N5,18 �ィ5

- ム内 汗 （⑺川〉 16.000、16.018

シャフト外技（誦）» 15.968'15.988

- ムの隙 1!'.] (咖） 0.012～0.0501

力 ア 18.00〇'18.018 16.035 18.035〇 ヴ

バルブ ッカ 17.96卜17.988 15.955 17.955

ヤフ トのア 0.08ン

33

^
999

シリンダプロック

項 波I I 他川限度 摘

ク 而 の ひずみ （仙〇) 0.08〇 ''/

ク ト- 面の研�寸法 （㈣〇 ブロック全高才法219.9～220.1 219.8〇 ツ

68.000～68.010

ダ 内 後 (

^
) 符けリ 姑大任と般小後の著シ 2 68.010-68.020 0.2

68.020～68.030

シリンダ内径�1リ度、 テ パ度 0.03

551【999

II 一 2
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整備基準値

ピストン、ピストンビン、ピストンリング

使川限度 摘項 0

财 0.025～0.045
ビストンとシリンダのすき問（

"
仰） 0.10

T/

^
0.035～0.055

0.65 (丁/0以外)N(1 1 0 . 2 5～0 . 4 0
コンアレッション合い口すき問

0.55 (丁/0のみ〉N•0 2 0.20～0.35

才 0.2～0.7 1.0ル

ビストンリング
0.03～0.07070以外)

コンブレツシヨン吣1 0.12リングと溝の

すき問(麵)
0.05～0.09<77(：のみ)

コンブレツシヨン恥2 0.02～0.06 0.11

67.965～67.995
外 仔ビ ス ン の

170 67.955～67.985

穴 後 (

^
)ビス ト 17.999～18.008の ビン ン

ビンの 外後 （刪0 17.991～17.997ビ ス ン

ピストンとピストン ビンのすき¦川（�） 0.005～0.011 0.05

55

^
999

コネクテイングロッド

使 ）II 限度 摘項 �

1111 0 0.05が

じ れね 0.05

ピン 部の幅 (

^
)ク ラ ク 20.00～20.05ン

コネクテイング ツドの幅 (

^
) 19.8(卜]9.85〇

隙 1.".]ラ 0.15～0.25 0.30スス

コネクテイングロッドベアリングのオイルクリアランス

““
0.020～0.044 0.07

3316999

クランクシャフト

使川限度 安:摘I I

1111 り 0.03が

ナル部ビン部の偏�耗（麵)ジヤ 0.02

作 41.976～42.000ジ ルヤ

汗ビ 36.976～37.000ン

クランクシャフトベアリングのオイルクリアランス（睡） 0.020-0.044 0.07

サ 卜 クリアランス 0.02～0.22 0.30

5516999



カムシャフト

�準� 他川限度
項 I！ 摘

£「-N5,「5 卜:ド-卜：5 1*:卜-N5,丁5

ラ 隙 \1\\ス ス 0.05～0.30 0」5

1111 0が 0.03

35,32～35.46 33.60～33.74 35.22 35.50
力 さム

じ X 35.254-35.394 33.61～33.75 35.164 33.52

N(11 42.4卜42.46

N'0 2 41.94～41.96 41.44～41.46
カムシャフト ジャーナル後 ¢»1»))

\〇 3 29.95～29.97 40.94～40.96

N0 4 29.94～29.96

N01 42.500～42.525

N•0 2 42.000～42.025
シリンダヘッドジャーナル部内仔-(關）

N•0 3 30.000-30.021 41.00〇'41.025

N(14 30.000～30.021

カムシャフト ジャーナル部の�咿耗（圆） 0.04

N01 0.040～0.085 0.13

\〇 2 0.040～0.085 0.13
カムシャフトジ^\

，ーナル部オイルクリアランス
0.030～0.071N0. 3 0.040～0.085 0.12 0.13

N0 4 0.030～0.071 0.12

3516999

タイミングベルトプーリ

丛準虮I！ 使川限度 摘 %

カムシャフト タイミングベルトプーリ外择（咖0

クランクシャフトタイミングベルトプーリ外径（卿〇

110.673～110.793 110.62

54.651～54.751 54.60

55

^
999

マニホールド

項 基準�II 使川限度 要摘

インテークマニホールドシリンダヘッド取り付け面のひずみ（―ェキゾーストマニホールドシリンダヘッド取り付け曲のひずみ（〇〇)

0.10
。1
^
卜：5:0.10

卜:ド-N5,化:0.5

53

^
999

フライホイール

項 11 使 ⑴ 限度’ 摘 %

フ ラ ホ イ 振 れル の 0.10

5315999

5丁0ピストン60/5，リ/5部品一覧表

クランクシヤ

フトスラスト

ワツシヤ

コネクテイング

ロッドべアリ
クランクシャフ

トベアリング

ビストン \\フビ バルブガイド

ブッンュ

ビストンリン

グン
ング

〇 〇〇 〇 〇5113

〇（2神)0/5 〇（ 4 神) 〇（ 4 神） 〇

〇( 21«) 〇（ 2 袖）じ/8

5515999

1 1 - 4

？1
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整備基準値

クランクシャフトスラストワツシヤ

スラストワッシヤ肉�（議） N0 3 クランクジヤーナル幅（關）稀纽

22.0～22.051.940～1.9905丁0

22.25～22.30 (要研磨)2.065～2.1150.125
0/5

22.50～22.55 (紫:研龄)0.250 2.190～2.240

5516999

クランクシャフトベアリング

ベアリング中央肉�（晒〉 シリンダブロックド穴任（晒） クランクジャーナル後 (

^
)神頌

46.000-46.024 41.976～42.0005丁1) 1.990～1.994

41.733～41.743 (要研�〉2.115～2.1190.25
じ/5

41.483～41.493 (要研麻)0.50 2.240～2.244

5518999

コネクテイングロッドベアリング

ベアリング中央肉摩 (肺!) 大端穴径 (

^
) クランクビン任 (

^
)神傾

36.976～37.000幻
，
1) 1.490～1.494 40.000～40.021

36.732～36.742 (要研龄)0.25 1.615～1.619
じ/5

35.482～35.492 (変研�）1.740～1.7440.50

55

^
999

ピストン

ビストン外彳�（田田〉
シリンダ内� («1«,)仲類

�1二�，ぼ 卜:ド-丁5

3丁0 67.965～67.995 67.955～67.985 シリンダ内径仕上寸法

二（0/5ピストン外後）

十（油すき間0.035-0.055)

̃̃ (ホーニング代〇，0211)111)

68.215～68.245 68.205～68.2350.25

68.465～68.495 68.455～68.4850.50
0/5

68.705～68.7350.75 68.715～68.745

0/3ビストン外择は戈測虮68.965～68.995 68.955～68.9851.00

35

^
999

バルブガイドブッシュ

シュ外後V

卜:卩-�，下5 已厂-卜
5丁0 12.049～12.060 10.045～10.060

0/3 (0.03) 12.075～12.090 10.075～10.090

55

^
999



燃料関係

フューエルポンプ（巳「-问5)

项 II 使 川 限 度 摘 %

ブ ド 今 及 ( 111111)¦

ポ ン プ カ ム リ フ ト 培：（圓）

シ 57.95～58.25 57.50ヴ ヴ

フューエル 1.90～2.10 1.60

$5

^
999

電動式フューエルポンプ（巳ド-巳5，丁5)

项 I I 椹 咿 � 他 川 限 度 摘

ル 抵 抗 （〇)夕モ 0.5～3.0

5516999

フューエルブレッシヤレギュレータ丁5)

取，胪 使 川 限 度I I 摘 %

だド册:2.85-2.95
ビドー丁5:2.50-2.60

料燃 よI I士: (1««701«')格

3$

^
999

キャブレタ（[「-N5)
小 沖 クビ パ ン项 9 '/

内 择 （11101)ホア 045ェ

外 後 ( 111111)了 ホ 050ンェ

ボ 作ア 434

阎 定 ベ ン チ ュ リ 相 当 後 415.97
ベンチュリ径（關)

ピ ス ト ン 全 開 時 の ベ ン チ ュ リ �
、
4径 430.73 430.27

サクシヨン ビ ス ト ン ストロ ク（111111) 21.8

ズ 後 (圓） 06.0X 04.0ン ル

卜 作 （胃〉
% #

^
2.96ン ''/

卜 径 （ 01111〉ジ

^
0.48ス 〇 ''/

卜 作 （抓0シル 01.6
+0.5

- 1.0
卜 )111 而 （ポデード而より） （圆）フ 5〇

ブ 隙リ 1：：1 («1¢!!) 1.45ヴ

卜凋格フロ
II 法 15.9

アイドルアジヤステイングスクリユセット位�

(令⑺より戾し畎）（间紅）
約 3 4 約 3了8

全叫角度 （水平より） (
〇

0
スロットルノ

”
レブ

仝間灼度 （水平より） ("〇 90± 5

全閉灼度 （水平より） (
〇

0 15± 1
チョークバルブ

仝間角度 （水平より）（て) 90± 3

ダ閒度（チョークバルブ今閉より）(〇〇アン ロ 32± 2

3516999

潤滑関係
オイルポンプ

项 使川限度 %I I 摘

サイド クリア ラ 0.035～0.070 0.15ス

ブチ クリア ラ 0.17～0.24 0.35ス''/

クリアランス (

^
) 0.06～0.12 0.25〇

リ リ ルブ開弁 IV，(

^
7

^
) 100て，4,000卬巾フ 4.6～5.4バ

551巳999

I I 一 6
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整備基準値

1-2 駆動

オイルの種類と容�

油 脂令料 V：叫 I！

1ポ(2评0)

4从
，
0，トランス

ファ部を含む

アミックスギヤオイル3八ビ75げ-85(八川分�0し-3)マニュアルトランスミッション
2.3¢(

アミックス 1)11タイブ
̃

ァミックスギヤオイル5八巳75%-85(八131分類〇し-3〉
アミックスハイボイドギヤオイルシ\卜：7「)\\し85(八11分類(；し-5)

才ートマチックトランスミッション 3.0¢-
(八/丁…〉 1.6&ラ ス フ

デフアレンシャルフロント 0.61¢.
アミックスハイボイドギヤオイル5八已90(八ド1分類0し-5)1.3¢,デフアレンシャルリヤ

551ド180

クフツチ

�囀飢 使川限度 摘 炎:叫 II

ぐ:れ さ 139～149
ペダルクラッチ

び （11111»〉遊 15～25

れ （眶1〉振 1.0
クラッチ ディスク

ング�耗（卿0ライ 0.3

高さふぞろい（關）チクラ カノ'

^
一 0.7''/

531X181

マニュアルトランスミッション

使 ⑴ 限度 装�準攸 摘I I

フイラプラグ穴ド面より〇 ～ 5才 レ ルル ベ

551X182

才一トマチックトランスミッション

項 杜缚値 使川限度 摘 装I I

问 紜 数 (1'卩⑺） 2,600～2,900ルス

0.7以下0―囵レンジ
ラ グ （秒〉夕 ム

1，2以ド圆—回レンジ

囵レンジ.アイドル叫紜時5.1～7.0

回レンジ，ストール回転時5.4～7.0
X X 卓

1レンジ，アイドル间紜時5.1～14.4

固レンジ.ストール肘転時1().9～14.4
汕 111 ( >1«/〇!)')

回レンジ.アイドル回転時6.2～8」

[0レンジ，ストール网転時6.6～8.4
じ 小

闽レンジ，アイドル肘転時6.2- 17.3

回レンジ.ストール凹転時13.1～17.3

ドライブ ブレ 卜の振れ （爪①） 0.25

夕の紬振れ（酬）トルク 0.3コン ノ弋

551X183

ブロペラシャフト

項 �咿値 使川限度 摘 %I I

れ (1010)扱 1.0

551

^
184

デフアレンシャル

叫 基咿値 %使用限度 摘I I

フイラプラグ穴下面より才 ル 〇 ～ 5ルベ

551

^
185



1-3 シヤシ

サスペンション

項 I！ 使用限度 摘

イ 0±1，0 ,调整侦

キャンバ角度（”） 015'土45'

フロントホイールアライメント 3胃土

”
調鲚肮ピック系

キヤスタ内度〇
3’04'土ド 調鲚浈バン、アトレー系

キングビン角度（
1

) 13で3'土1
。

湖整攸

。十0
*

内 侧 36 調整値—3*

タイヤ切れ角 〇 +0
*

外 侧 34 調龍-3
.

スリップ（圆） フサイド イン5～アウト5〇

3512999

ノ\ントノレ

項 使 ⑴ 限度 摘

¦6通状態にて
ホイールの外⑶で

び （11111))¦卜 ル遊ン 〇～30

3312999

タイヤ

使川限度I I 摘 安:

タイヤ サイズ 前輪 後輪

5.00-12-4
5.00-12-6
145只12

8100卩，5110卩

81000,51100
51000丁，511007

2.0 2.4

5.00-12-4 2.2 …丁2.4

5.00-12-6 2.4 八/丁2.4 5100V

145只12 2.6 仝小2.4

5.00-12-4
5.00-12-6

2.4 2.6
51譜

1451112 2.4 2.6
空気 ！

^
(

“
八111り

145只12

165

^
13

2.4 2.4
3120V

155

^
12 2.2 2.2

/.N1(；!'
21101

^
：2.4 2.4

145102
2.6 2.6 卜

，
卿.:

ハ101.こ
71101*；
/N1(;丁

2.2 2.2 5130V
1551112

2.42.4 1.11〇卜:
165只13 令，ド2.42.4

丁125/90 1)12 テンパタイヤ4.2

1.6以卜.夕 深 ( 111111):辑ヤ さ

5512999

ブレーキペダル

項 锥準娥I I 使卬限度 摘 要

遊 アースタ内にバキューム無び ( 11110 ) 2.5土1.5

付 け取 0 さ 185土35••.'1 ペダルノゞッド上而

屮心からダッシュ

パネルまで

98¦1

^
以上

踏力50レ8時
エンジン回虹中

踏 残 9み ろ

5312999

II 一 8

II
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整備基準値

フロントブレーキ

要使用限度 摘項 �鵰値I！

ド 摩 さ （《«111) 10.0 1.0八 ヴ

デイ スク呼さ（㈣) リ 卜 12.0 11.0ソ ソ

3512999

リヤブレーキ

装使用限度 摘从，侦項 I I

シュー呀さ（咖1) 1.04.0
キドラム

ドラム内择（關） 181.0180.0

5512999

パーキングフレーキ

要使用限度�準攸 摘I I

搡作力2046-10
ブレーキレバーリ¦きしろ（ノッチ）

令ストロ ク 19

3512999

ステアリング

�咿 (1/1 使用限度 摘 %I！

ラックガイドスブリ

ングキャップ締付（り

トルク701*«# ¢01で

締卜1"後;

^
す

50±5

マニュアルステアリングギヤ八ゲ
ブーツなし時14以下

ブレロード（ 只’。01)
ブーツあり時17以ド

ブーツあり時ブレ〇 — ド（1«，⑽）パワーステアリングギヤ八ゲ 11.5以下

二ードルローラベア

リング圧人深さ（麵）
6.0～6.3

ステアリングセンタアーム

ダストシール N0 2

圧入深さ（晒）
0.1-0.7

3312999



2 締付トルク

2-1 一般規格ボルト、ナットの締付トルク把握要領
2-1-1 ボルトの締付トルク把握要領
ド及よりそのボルトの強度区分を把�!し、 締付トルク衣からその�を知る。

2-1-2 ナットの締付トルク把握要領

扣戶となるボルトから削,]己の方法で把握する。

2-1-3 識別

現品による強度区分の識別 品番による識別

姒�形状（強度[ス分の兄方) 六角ボルト神:頌
(強度区分) つば無しボルト つば付きボルト 品番例 9 1 1 1 1 - 4 0 6 2 0

丁丁1：首下長さ（㈣)

0 呼び径

“
〇〇

4 T
強度区分

0
ェ呼び柽

5 丁
首下畏さ

0

6

7

0
5015216

2-1-4 —般規格ボルト締付トルク表

�咿締(.1'トルク

“
《
.»1)ピッチ呼び径

強度区分
つば無しポルト つば付きボルト

6 1.0 0.55

1.30

2.60

-1.807.60

11.50

0.60
8 1.25 1.45
10 1.25 2.90

5.40

8.50

4
12 1.25

14 1.5

16 1.5

6 1.0 0.65

8 1.25 1.60

1.25 3.30

6.00

9.30

14.00

10
5

12 1.25

14

16 1.5

6 1.0 0.90

2.10

4.40

8.10

12.50

0.80

8 1.25 1.95
6 10 1.25 4.00

7.30

11.00

12 1.25

14 1.5

6 1.0 1.10

2.60

5.30

9.70

15.00

23.00

1.20

2.90

5.90

10.50

17.00

1.258

10 1.25
7

12 1.25

14 1.5

16 1.5

5015218

1 1 — 1 0

9
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締付トルク

2-2 エンジン

エンジン

締付トルク（レ只，。�）简 所締 付

X シリンダブロック 500～600 ウエットシリンダヘッド

「5:44 -66
卜:1

^
.5:60-90

X シリンダヘッドカバーシリンダヘッド

シリンダヘッド X タイミングベルトカバー N(»2 44～66

X クランクシャフトベアリングキヤッブシリンダブロック 540～660

シリンダブロック X オイルパン 64～96

X コネクテイングロッドキヤッブ 310～430 ウエットコネクテイングロッド

X フライホイールクランクシャフト 400～500

X クランクブーリクランクシャフト 900～1，100

X カムシャフトタイミングブーリカムシャフト 60(卜900

X シリンダヘッドカムシャフトスラストリング 72～108

オイルパンドレーンブラグ 200～300

バルブアジヤステイングスクリユロックナツト 200～250

X シリンダヘッドバルブロッカシャフト 168～252

卜:ド-N5.丁5:156～234
已1；'-已5:350～450X シリンダブロックオイルポンプ

X オイルストレーナオイルボンブ 64～96

X シリンダブロックオイルストレーナ 64～96

X シリンダブロックユニオン（オイルフイルタ） 400～500

X シリンダブロックオイルフイルタブラケット ⑽
，
ノ⑸ 156～234

ターボオイルインレットパイブ X オイルフイルタブラケット (6ドー下5) 200～300

夕ーボオイルインレットパイブ X 夕ーポチヤージヤ (以二丁5) 150～220

ターボオイルアウトレットパイブ X 夕ーボチヤージヤ 师-丁5) 64～96

ウォータポンプ X シリンダブロック 156～234

ウォータポンプ X ウォータボンブプーリ 44～66

X シリンダブロックフアンベルトアジヤステイングバー 240～360

フアンベルトアジヤステイングバー X オルタネータ 240～360

X シリンダブロックオルタネータ 320-480

ウォータポンプ X ウォータインレット 156～234

夕ーボウォータパイブ X エンジンブラケット 156～234

ウオータアウトレット X サーモスタット 8 ～ 9

X シリンダヘッドウォータアウトレット 156～234

X シリンダヘッドインテークマニホールド 156～234

ビドへ\5，£5:204 -306
1

^
-755:250～350X シリンダヘッドェキゾーストマニホールド

ェキゾーストマニホールド N0 2 X ェキゾーストマニホールドステー（ビ1た1’5) 156～234

ターボチャージヤ X ェキゾーストマニホールド ひ:卜
，
-下5) 204-306

夕ーボチヤージヤ X ェキゾーストマニホールド N02化1二丁5) 204～306

X シリンダヘッドデイストリビュータ 156-234

スパークブラグ 150～210

キャブレタ X インテークマニホールド 156～236

フューエルポンプ X シリンダヘッド 156～236

X ブレート 180で所定の取トナ灼にする丁ソ5乂

已〇只/ズクレブ X ィンテークマニホールド 104～156

ウォータテンパラチヤセンダゲージ X シリンダヘッド 100～180

オイルブレッシヤスイッチ X シリンダブロック 100～180

X シリンダブロックウォータサーモスイツナ 250-350

インテークマニホールド X スロットルボデー 64～96

X ェキゾーストパイブ02センサ (已トート:5，丁5) 300～400

5516999



締 所 締付トルク（レ8，〇爪）1、!"

排気温センサ X ェキゾーストパイブ 350～450

吸3溫センサ X インテークマニホールド (卜:ド-.⑸ 300～400

水溢センサ X シリンダブロック (卜:卜-以，丁5) 250～350

ェキゾーストマニホールド X ェキゾーストパイブ 400～550

ェキゾーストフロントパイブ X ェキゾーストマフラ 420～570

デリバリパイブ X インテークマニホールド 既一丁5) 156-234

ユニオンボルト 财ノ「5)X フューエル N01ホース 350-450

X ユニオンボルトユニオン 350～450

デリバリパイブ X フューエル N»1パイブ (卜:ド-丁5) 350～450

58

^
999

I I - 1 2

^
[
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トルク

2-3 駆動

クフツチ

締付トルク

“
8.001)所简締 付

185±35X クラッチペダルロックナット

185±35X クラッチハウジングレリーズフオークサポート

X フライホイール 185±35クラッチカバー

3516999

マニュアルトランスミッション

締付トルク (1««#
011»)所简締 付

600土100X トランスミッションエンジン

195±35エンジンマウンティングリヤインシュレータ X ポデー

エンジンマウンティングリヤインシュレータ X ブラケット 250±50

クラッチハウジングアンダカバー 185±35X トランスミッション

375±75スチフナライトブレート X トランスミッション

スチフナレフトブレート X トランスミッション 185±35

トランスミッションコントロールケーブルブラケット X トランスミッション 185±35

バックアップランブスイッチ X トランスミッション 325±75

X ポデー 130±30トランスミッションフロアシフト

オイルフイラブラグ 400±100

オイルドレーンプラグ 400土 】00

55

^
999

才一トマチックトランスミッション

締付トルク (1*«
，

〇爪）尚 所付締

ポンプインペラドライブブレート X クランクシャフト 450±50

X トランスミッション（ポルト） 600±100エンジン

X トランスミッション（ナツト） 185土35エンジン

X ポンプインペラドライブブレート 242±28トルクコンノベータ

X トランスミッション（ユニオンボルト）オイルクーラチューブ 350±50

クラッチハウジングアンダカバー X トランスミッション 185±35

スチフナライトプレート X トランスミッション 185±35

スチフナレフトブレート X トランスミッション 185±35

トランスミッションコントロールケーブルブラケット X トランスミッション 185±35

コントロールケーブル X トランスミッション（ロックナット） 55±15

ニュートラルスタートスイッチ X トランスミッション 185±35

トランスミッションフロアシフト 185±35X ボデー

オイルドレーンブラグ X トランスミッション 225

5515999

トランスファ

締付トルク (1*«，ぐ!II〉尚 所締

375±75X トランスミッショントランスフア

トランスポジションデイテクトスイツチ X トランスファ 325土75

X トランスファパワーテイクオフ 185±35

オイルフイラブラグ 400土100

オイルドレーンブラグ 100±100

5516999



アクスル

締 尚 締付トルク (1»«#

0111)付 所

ドライブシャフト X フロントアクスルハブ 2.000±200

リヤアクスル X ブレーキバッキングブレート 400±100

リヤアクスルシャフト X ブレーキドラム 2,200土400

オイルフイラプラグ X リヤアクスルハウジング 600±100

オイルドレーンブラグ X リヤアクスルハウジング 500±100

3516999

プロペラシャフト

締 付 简 締付トルク (1

^
001)所

ブロペラフロントシャフト X フロントデフアレンシャル 475土75

ブロペラシャフト X リヤデフアレンシャル 475±75

ユニバーサルが/ヨークジョイント X 発電機 185±35

5516999

デフアレンシャル

締 (•1- 締付トルク（レ只，⑽〉所

デフアレンシャル X デフアレンシャルキヤリアサボートマウンティングブラケット 425±75

デフアレンシャル X デファレンシャルキヤリアサポートリヤライトブラケット 775±75

デファレンシャル X デファレンシャルキャリアサボートリヤレフトブラケット

デフアレンシャル X ドライブピニオンコンパニオンフランジ

775±75

1，200±200

デフアレンシャル X リヤアクスルハウジング 325±75

デフアレンシャルロックシフトアクチュエータ X リヤアクスルハウジング 185±35

オイルフイラブラグ X フロントデフアレンシャル 500±100

オイルドレーンブラグ X フロントデフアレンシャル 500±100

35

^
999
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締付トルク

2-4 シャシ

ステアリング（ステアリングホイール）

締付トルク (レぐ。〇1)締 付 所

X ステアリングコラムシャフト 350±50ステアリングホイール

ステアリングホイール5/八

ホーンボタンコンタクトブレート5/八 X ホーンポタンハーネス

X ホーンポタンコンタクトプレート5/八 75±25

125土25

5512999

ステアリング（コラム八ソ)

締ず，]'トルク（

“
，
〔爪）简 所締 付

X ユニバーサルジョイント

X イグニシヨンスイッチ八ヅ

250±50ステアリングコラムシャフト

130±30ステアリングコラム八ァ

ステアリングコラム八ン X ペダルサポート 130±30

5512999

ステアリング（マニュアルステアリングギヤ八ン）

締付トルク (1««^
¢1«)所的締 付

X ドラッグリンクステアリングギヤ八ァ 800±100

X ステアリングギヤ八ンインタミデイエイトシャフト 250±50

625±75ステアリングギヤ八ゲ X フロア

X ステアリングコラムシャフト 250±50インタミデイエイトシャフト

1,150±150ブラケット5/八ストラット X フレームバー

950±150ストラット X ロアアームバー

ドラッグリンク5/八 X センタアーム 800土100

X ステアリングギヤハウジング 400±50ヘキサゴンナット

X ステアリングラックエンド N01ステアリングラック 600±100

5512999

ステアリング（パワーステアリングギヤ八ソ)

給付トルク（1*».⑽）简締 付 所

X ステアリングギヤ八ンインタミデイエイトシャフト 250土50

ステアリングギヤ八ゲ 625±75X フロア

インタミデイエイトシャフト X ステアリングコラムシャフト 250±50

ストラットバーブラケット5/八 1，150±150X フレーム

ストラットバー 950±150X ロアアーム

ステアリングリレーロッドエンド5/ 八 N0 2 X ステアリングセンタアーム 625±75

ステアリングドラッグリンクエンド5/八 N0 2 X ステアリングリレーロッドエンド5/八 N0 2 1，100土220

ステアリングリレーロッドエンド5/ 八 N0 2 X ステアリングラック 575±75

ステアリングリレーロッドエンド5/八 N01 X リレーロッドエンド5/八 N¢12 450±50

5512999

ステアリング（ドラッグリンク）

締付トルク (1*«# 0111)締 (.1 简 所

ステアリングドラッグリンク X ステアリングギヤ八ヌ 800±100

ステアリングドラッグリンク X ステアリングセンタアーム 800土100

ステアリングギヤ八》
， 625±75X フロア

5512999



ステアリング（タイロッド八ソ）

締 付 简 締付トルク (¦1¦？
#
«11)所

タイ〇ッド八ゲ X タイロッドエンド5/八 N01 - N'0 2 450±100

ステアリングセンタアーム X タイロッドエンド 475±75

ステアリングナックル X タイロッドエンド 475±75

5512999

ステアリング（センタアーム）

締 简付 所 締付トルク (1*8 # 001)

ステアリングセンタアーム X サスペンションクロスメンバ5/八 1，300±100

フロントデフアレンシャルマウント X フロントデフアレンシャル 425±75

サスペンションクロスメンバ5/八 X フレーム 1，150±150

ステアリングセンタアーム X タイロッドエンド 475±75

ステアリングリレーロッドエンド5/八 N0 2 X ステアリングセンタアーム 625±75

5512999
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〔エンジン問診シート〕

I出 診 シ

お各I裏名 小阀型式 エンジン — 1

^
八，T/

^
, ミッション — 4 \17

^
5%/丁,

3/0,キャブ, 2\\ 0,4

^
1) 2八门

，，3八7丁，

4八门
，

^
1，1.1

^
0

故陣日フレームN0 走行距離 レ爪

中
装備：尚

叫
お各�（述虹片〉の〔性別〕〔平令〕 〔職震〕 〔主たる使⑴地区〕 〔駐申場所〕

1111

女%)) ホ位 山街/郊外/海

“
/山問/その他 旧外/�内

- 初燦がない - 初煤はあるがぶ煤しない

始 仙 不 良 ，始制;しにくい (冷機時、暖機時，常時)

- その他（

，ファーストアイドル効かず - アイドル㈣転が低い

症
アイドル不 ，脚 - アイドル回虹が商い ，アイドルイく安定（；介饯時.�侏時、 常時)

- その他（

^ 息付き (発進時、加速時、減速時、一定時)
^ ノッキング

诬紜件不良 ，バックファイア ，出力不足 - 加速不良 - 吹け不良
状

- その他（

- アイドル時 (0�機途中暖桟後) - 苑進時 - 走行時（

- 止武後（再始動可能浴始動しない） 時（エアコン屯気負�パワステ）スンェ

# その他（

発生開始時朗 - 笨斤中0$力、ら - 般近（ 平 11ごろから）

発 '1モ 粕 度 ^ いつも - ある条(1で（ - 時々

^ いつでも

�楸粂件 尺觖 - 哨れ - 蛩り ,闹 - その他（

51 溢 - 気温（約 00 (存，釭，秋，冬)

エンジン状態 - 冷機時 - 暖機後 - 暖機中 (水温約
〇

0

路 # 山街地 - 郊外 - 必速逍路 ^ 山迫（登り ドり）

- 無れ份レーシング時- 関係しない

粂 件 - 走行中（屯速： し/卜、 エンジン㈣蚣： 速）XI门
，

厂ぃ⑺，

，力ーブ/1:行中（イゴカーブ左力ーブ)

その他の状況

クランプの状態 ，常時点灯 - 点灯せずエンジンチ - 時々点灯ェツ

- 異常コード（点検時 ，出常

ダイアグノーシス表示（丁端子短絡），
2 1»! 9 - 1

^
斯 - 我常コード（

■138



〔オートマチックトランスアクスル問診シート〕

¦：：1 診 シ

お各様名 �両形式 エンジン — N7八，T/

^
, ミッション — 41

^
/丁，5\1ゾ丁，

5/0,キャブ，2

^
0,4

^
0 2八ゾ丁，3八7丁,

様 丘卩1，し卩〇 ヰ八/丁

故陣日 走行距離フレーム％ 14111

中
装備：タイヤ〔バイアス.ラジアル，スノー.スパイク.その他（ )〕：ホイール〔スチール.アルミ〕[闷

明
お客様(迷転芯)の〔性別〕〔平令〕 〔職装〕 〔卞たる使用地〆.〕 〔駐車場所〕

細

女% 才位 山‘街/郊外/海

"
./山問/その他 4外/㈤内

象% 具体的 内界

- �進しない

走 行 不 能 - 後進しない

- エンジン始�イく

^^ クラッチがすべる

走 行 % 常ね1 - 10 - 圆レンジで电が#力く

- 女速しない

变 速 不 设

- 変速点がずれる

- �速シヨックが大きい
状

隻速シ ク3 ツ

- 女速時タイムラグ;

^
良い

タイム ラグ

- �速時エンジンが吹き上がる

そ 他の

発生開始時期 - 鈐レ

“
日#力、ら - 最近（ 月ごろから)

兌 生 賴 度 - ある条件で（- いつも - 時々

，いつでも

気椒条（1 天候 - その他〔- 晴れ ^ #り ，雨

て）〔#，就，秋，冬〕ス溢 - 気温（約

- �速沿路- 山‘街地 - 郊外 - 山道 (發り、ドり）路

- 造行中- 問係しない

，》1【 速

- エンジン�紜

レ爪/11- 始動時
紅 条 件迚

- 空吹かし時

，力ーブ走行屮（ ，ムカーブ ，左力ーブ ）

その他の状況

点検時…正常 - 光常コード （:
ダイアグノーシス表示（丁端子紐絡 〉

2 [»1 II I - II：% - 興常コード〔

N◦217



〔電動パワーステアリング問診シート〕

1») 診 シ

お各様名 屯峋形式 エンジン — 1\7八，丁/0, ミッション ― 4

^
/T

^
5\1〆丁，

8/0,キャブ, 2…1)，4

^
0 2八广1\ 3八7丁，

4八门
，

已「1，し？0

登録日 故陣 11フレームN0 �行跖離 レ巾

•1( 装備：タイヤ〔バイアス.ラジアル.スノー .スパイク.その他（ )〕：ホイール〔スチール.アルミ〕I山I
叫

お各栊(運転者）の〔性別〕〔年令〕 (職龙〕 〔 它たる使川地区〕 〔駐 》1(場所〕
細

1)) 女 七位 巾街/郊外/海

"
/山問/その他 鳩外/吊内

ハンドル操作が ^ ノヽンド 7レカぜ .取I、 - ハンドルが孙かない

»1«： - ハンドルにひっかかり感がある

ハンドル揀作が - 心N+5と左问命云でハンドルの操作力が穴なる

不安定 ，ハンドルの揀作力にムラがある

- 一度ハンドル操作が叩:くなり、 少しして止常に]

^
つたハンドルの枨作が

( 重くなったり 1 - すえ切り、 找り返し時 ，エンスト時

好くなったり - 通钒灯份過大時 ，ブレーキによるタイヤロック時状

する - レーシング0# - 1二紀条件時以外

ハンドルの

“
りが - 旋问時での/乂りが激い

：11\ - 小�変史答での/乂りが忠い

発生開始時期 - 新�時から - �近（ 年 月ごろから)

発生 如 度 - いつも - ある条件で（ - 時々

，いつでも

“
象条件 天候 - 明れ …独り - 1

^
-
^

- ，その他（

试温 - 気温（約
#

0 (# 岌秋冬)

エンジン状態 - 冷機時 - 跋機中 (水温約- 暖機後 •0)

- 山‘街地 - 郊外 - ��道路 ，山逍（發り下り）

- 始觔時- 関係しない - 無れ仰レーシング時

� (1- - 走行中 (車速： 一/卜、 エンジン㈣蚣： I'卩111、 /
,
1' 速）

'力ーブ走け屮（む力ーブ左力ーブ〉

その他の状況

点検時 - 1\：，

^
- 與常コード（

ダイアグノーシス衣示（丁端子短絡）

2 1»! II
'
正常 - 異常コード（

5510107



〔アンチロックブレーキシステム問診シート〕

問 診 シ

お客様名 取両形式 エンジン型式 ミツンヨ〆

仏/丁，5\1バ

登録 0 故陣日フレームN0 走行距離 1(01

•1( 装備：タイヤ〔バイアス ^
ラジアル.スノー.スパイク.その他（ )〕：ホイール〔スチール，アルミ〕I叫

叫
お客様（運虹者）の〔性別〕〔年令〕 〔職業〕 〔主たる使…地区〕 〔駐車場所〕

細

女% 七位 心街/郊外/海ゆ/山問/その他 4外/4内

- 八85ウォーニングランプ 16スイッチ01

^
莳後から常灯

，八85ウォーニングランプ 10スイッチ〇!

^
ぬ:後 3 秒問点灯せず

，八85ウォーニングランプ点滅

，八85ウォーニングランブ走行中点灯

ブレーキ作動

^
八85作制』時、 片効き（ハンドルとられ）

，八85作:!

^
時、 効さ不足

- 通常ブレーキで八85作觔

- 通常ブレーキで�止商前六85作觔

^
八85作�時、 ブレーキペダル�觔大

- 八85作觔時、 スキッド行人- (作觔しにくい）

不

八

の

内

容

発牛：開始時期 ，新市時から - �近（ 年 月ごろから）

発 生 妬 度 - ある条件で（^ いつも - 時々

- いつでも

ス % 条件 天攸 - 晴れ ，赍り - その他〔

釵温 - 気温（約 て）〔作，� ^ 秋，冬〕

1 山'街地 ，郊外 - 商速道路 - 山道 (分り、 下り〉
逍路� 件

-
^

近 ^ 氷沿 - 紇燥コンクリート - 濡れたアスファルト

‘経くブレーキを踏んだ時 - 走行屮何!

^
ルでブレーキを踏んだ

条 件 - 急ブレーキ時 レ屯速： し/卜〕3
*¢

- カーブ走行屮〔，右カーブ ，左カーブ〕 何

“
/卜でブレーキを踏んだ〔，中速： 1(11)/11〕

^ タイヤの咿托、 ブレーキ部品のザ耗破�（:
111

*
1 の 状 悠

，中故状況 〔パンク、

“
イI染り上げ.その他

- 乘屯人数 人

ポ阐植钱状態

- 掎荷の取试

点検時 •111 常 - 與常コード！:
ダイアグノーシス及示（下。端チ短絡 〉

〃 止背、 - 異常コード （:2 11，1 11

⑽346
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